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目
　
衣

東
南
ア
ジ
ア
諸
山
の
國
際
牧
支

タ
イ
國
の
外
國
貿
易
と
そ
の
産
業
購
造

　
　
　
ー
ー
主
と
し
て
農
林
畜
産
物
資
に
つ
い
て
一

日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
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つ
い
て

と
9
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縛
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①
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⇒
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（
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料
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ア
ジ
ア
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易
（
一
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〇
1
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年
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（
紹
介
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D
●
B
●
マ
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シ
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「
世
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投
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経
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学
」
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銀
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郎
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本
秀
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喜
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野
　
野
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日

済
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三
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一
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東
南
ア
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諸
国
の
国
際
牧
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富
久
雄

一
、
序
　
　
　
　
説

二
、
貿
　
易
　
収
　
支

三
、
貿
易
外
収
支

四
、
私
的
資
本
移
動

五
、
特
別
公
的
融
資

六
、
補
一
整
的
公
的
融
盗
　

A
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域

　
　
　
　
　
ル

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

（
6
）
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イ

マ
バ
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東
南
…
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

　
B
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
以
外
の
諸
国

　
　
（
－
）
　
イ
ン
ド
、
昂
シ
ヤ

　
　
（
2
）
比
　
　
　
　
島

　
　
（
3
）
　
タ
　
　
　
　
イ

七
、
国
際
的
準
備
の
変
化

八
、
結
　
　
　
　
　
　
語

一、

説

　
国
際
収
支
（
じ
u
㊤
一
9
口
O
O
O
h
　
勺
9
団
白
①
口
け
の
）
な
る
語
が
貿
易
差
額
（
し
σ
巴
9
昌
。
①
o
｛
日
鑓
瓢
①
）
と
区
別
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
ヅ
ァ
イ
ナ

　
　
　
　
（
1
）

－
に
従
え
ば
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
（
一
七
六
七
年
）
に
よ
る
の
を
最
初
と
す
る
が
、
国
際
収
支
の
概
念
は
既
に
十
四
世
紀
後
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の
マ
ー
カ
ン
テ
ィ
リ
ス
ト
の
思
想
の
中
に
そ
の
起
源
を
認
め
得
る
と
さ
れ
る
。
当
時
に
於
て
は
商
品
貿
易
及
び
貴
金
属
の
移
動
が
重
要
視
さ

、
れ
た
と
は
い
え
、
貿
易
外
収
支
の
存
在
も
認
め
ら
れ
て
い
た
（
例
え
ば
ロ
ー
マ
法
王
庁
へ
の
送
金
）
。
　
し
か
し
な
が
ら
貿
易
差
額
な
る
語
は

或
時
は
商
品
貿
易
の
み
を
意
味
す
る
に
用
い
ら
れ
、
或
時
は
商
品
貿
易
と
貿
易
外
収
支
と
を
含
む
意
味
に
用
い
ら
れ
た
。

　
国
際
収
支
の
概
念
は
古
く
よ
り
発
展
し
た
が
、
こ
れ
を
統
計
的
に
計
算
し
よ
う
と
す
る
試
み
は
遙
か
に
お
く
れ
十
九
世
紀
に
至
っ
て
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
＞

あ
て
行
わ
れ
た
。
商
品
貿
易
差
額
は
一
六
一
五
年
英
国
で
は
じ
め
て
計
算
さ
れ
た
と
ヅ
ァ
イ
ナ
ー
は
云
っ
て
い
る
が
、
貿
易
外
収
支
項
目
を

測
定
し
よ
う
と
い
う
関
心
は
、
英
国
に
於
て
一
八
二
五
年
頃
よ
り
漸
く
著
し
く
な
り
は
じ
め
た
輸
入
超
過
の
増
大
に
も
か
x
わ
ら
ず
、
巨
額

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

の
対
外
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
喚
起
さ
れ
た
。
一
九
〇
三
年
に
ω
け
毫
毛
白
①
h
①
謹
①
が
こ
れ
ら
の
見
積
り
を
集
計
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

で
一
八
六
五
年
よ
り
一
九
〇
六
年
に
至
る
間
の
国
際
収
麦
表
を
作
成
し
た
。
彼
の
見
積
り
に
よ
れ
ぽ
こ
の
期
間
に
於
け
る
資
本
の
純
流
出
額
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（
6
」
　
　
　
　
　
（
7
）

は
十
二
億
九
千
万
ポ
ン
ド
と
見
積
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
ペ
イ
シ
ュ
や
ボ
ブ
ソ
ン
に
よ
っ
て
非
公
式
の
見
積
り
が
行
わ
れ
た
。
最
初
の
公
式

的
見
積
は
し
d
o
鍵
自
。
｛
日
義
σ
①
に
よ
っ
て
一
九
〇
七
年
、
　
一
九
一
〇
年
及
び
一
九
一
三
年
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
。
第
一
次
大
戦
後
は
毎
年

公
式
見
積
り
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
米
国
に
於
て
も
同
様
の
研
究
が
行
わ
れ
、
初
期
の
見
積
り
は
タ
ゥ
シ
ッ
グ
に
よ
っ
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
歴
史
的
研
究
は
じ
U
二
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

δ
o
ぎ
を
庄
冨
ヨ
ω
及
び
日
⊆
o
門
訴
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
Ω
蚕
げ
㊤
目
も
同
様
の
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
国
際
取
引
の
公
式
の
見
積
り
と
し
て

は
、
一
九
二
二
年
以
来
毎
年
公
刊
さ
れ
る
米
国
商
務
省
の
「
合
衆
国
の
国
際
収
支
」
（
し
ロ
巴
9
ロ
o
o
o
出
日
暮
登
口
9
江
。
昌
巴
℃
9
団
日
。
暮
ω
o
｛
昏
Φ

d
巳
8
山
ω
什
簿
。
ψ
）
に
詳
細
な
記
録
が
あ
る
。
各
国
別
の
国
際
収
支
の
研
究
と
し
て
は
ヴ
ァ
イ
ナ
i
（
カ
ナ
ダ
）
、
ホ
ワ
イ
ト
（
フ
ラ
ン
ス
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
）
の
も
の
が
著
名
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
第
一
次
世
界
大
戦
後
国
際
連
盟
が
一
九
二
四
年
に
国
際
収
支
統
計
書
の
第
一
号
を
肇
屈
し
た
。
こ
の
う
ち
に
は
米
英
そ
の
他
欧
州
諸
国
、

英
自
治
領
、
イ
ン
ド
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
な
ど
十
余
力
国
が
含
ま
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
国
の
数
も
増
加
し
、
見
積
り
も
精
細
に
な
っ
て
来
た
。

第
二
次
大
戦
後
は
国
際
通
貨
基
金
に
よ
っ
て
世
界
各
国
の
国
際
収
支
の
年
鑑
が
発
行
さ
れ
、
そ
の
掲
載
国
の
数
も
六
十
五
力
国
（
一
九
五
〇
、

一
九
五
一
年
）
に
上
っ
て
居
り
、
統
一
的
な
方
式
で
こ
れ
ら
の
国
の
国
際
収
支
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
国
際
通
貨
基
金
当
局
に
よ
る
国
際
収
支
の
調
査
方
法
を
の
べ
よ
う
。
先
ず
定
義
で
あ
る
が
、
「
基
金
」
は
『
国
際
収
支
（
じ
d
巴
き
。
Φ
o
出

℃
僧
団
日
①
導
ω
）
と
は
一
定
の
期
間
に
於
て
一
国
の
居
住
者
が
他
国
の
居
住
者
と
の
間
に
行
っ
た
全
ゆ
る
「
経
済
的
取
引
」
（
団
8
昌
。
ヨ
圃
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

↓
轟
口
ω
8
江
。
昌
ω
）
の
体
系
的
（
ω
団
ω
8
日
9
江
。
）
な
記
録
で
あ
る
』
と
定
義
す
る
。

　
こ
瓦
に
い
う
「
経
済
的
取
引
」
と
は
財
貨
所
有
の
移
転
、
役
務
の
提
供
、
貨
幣
及
其
他
の
投
資
の
移
転
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
投
資
は
一

般
的
に
云
っ
て
全
て
の
金
融
的
請
求
権
（
h
一
口
9
コ
口
一
9
一
　
〇
一
9
一
B
ω
）
及
び
不
動
産
を
含
む
。
但
し
、
海
外
に
於
け
る
軍
事
施
設
や
外
交
使
節
の

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

た
め
に
得
ら
れ
た
固
定
資
産
は
例
外
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
獲
得
と
流
動
化
と
は
経
常
取
引
と
見
な
さ
れ
る
。

　
経
済
的
・
取
引
は
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
れ
る
。
　
（
一
）
は
対
価
物
（
ρ
⊆
達
嘆
o
ρ
8
）
を
含
む
取
引
で
、
こ
れ
は
相
互
に
於
け
る
商
品
、

役
務
、
貨
幣
及
び
そ
の
他
の
資
本
項
目
（
0
9
油
皿
け
9
一
　
一
什
①
b
口
ω
）
の
交
換
を
含
む
取
引
即
ち
双
方
的
取
引
（
け
萄
。
噛
9
く
窪
き
ω
8
鉱
8
ω
）
で
あ

る
。
　
（
二
）
は
対
価
物
を
含
ま
な
い
取
引
で
、
こ
れ
は
何
等
の
対
価
の
支
払
な
し
に
一
国
か
ら
他
国
へ
商
品
、
役
務
、
貨
幣
及
び
資
本
項
目

を
引
渡
す
取
引
即
ち
一
方
的
取
引
（
O
昌
①
。
毛
9
く
　
け
『
9
昌
の
9
0
け
ド
O
旨
ω
）
で
あ
る
。

　
経
済
的
取
引
は
ま
た
五
つ
の
タ
イ
プ
に
分
れ
る
。
そ
の
う
ち
最
初
の
三
つ
は
双
方
的
取
引
で
、
他
は
一
方
的
取
引
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
商
品
の
販
売
、
役
務
の
提
供
が
貨
幣
叉
は
資
本
項
目
と
交
換
に
行
わ
れ
る
も
の

　
（
二
）
　
バ
ー
タ
ー

　
（
三
）
　
資
本
項
目
の
交
換
（
貨
幣
と
交
換
に
証
券
を
売
却
す
る
こ
と
、
一
国
の
通
貨
を
他
国
の
通
貨
と
引
換
に
売
却
す
る
こ
と
、
以
前
に

負
っ
た
商
業
的
債
務
を
履
行
す
る
こ
と
な
ど
）

　
（
四
）
　
実
物
贈
与
（
ひ
含
捧
ω
ぎ
匹
巳
）
即
ち
、
商
品
及
び
役
務
の
形
に
於
け
る
贈
与

　
（
五
）
　
貨
幣
そ
の
他
資
本
項
目
の
贈
与

こ
れ
ら
五
つ
の
取
引
に
は
等
額
の
貸
方
、
借
方
の
記
入
が
行
わ
れ
る
。
最
初
の
三
項
目
に
つ
い
て
は
両
方
に
等
し
い
貸
借
記
入
が
行
わ
れ
る

が
最
後
の
二
つ
に
つ
い
て
は
対
価
を
う
け
な
い
商
品
、
役
務
及
び
資
本
項
目
の
引
渡
の
貸
方
記
入
は
「
贈
与
」
山
。
コ
9
口
。
ロ
ω
の
借
方
記
入
に

よ、

ﾁ
て
マ
ッ
チ
さ
れ
る
（
逆
の
場
合
は
逆
の
記
入
が
行
わ
れ
る
）
。

「
贈
与
」
（
山
O
昌
9
什
一
〇
口
ω
）
と
い
う
語
は
自
発
的
な
寄
贈
、
強
制
的
賠
償
、
移
民
財
産
の
自
動
的
引
渡
を
含
む
も
の
で
あ
る
。
　
（
移
民
財
産
の

自
動
的
引
渡
と
い
う
の
は
人
が
一
国
よ
り
他
国
へ
居
住
を
移
す
場
合
に
商
品
及
び
資
本
に
対
す
る
彼
の
権
利
は
、
た
と
え
そ
の
財
産
が
う
つ

一一　6一



る
と
否
と
を
問
は
ず
移
出
国
よ
り
移
入
国
へ
う
つ
る
こ
と
を
い
う
。
）

　
国
際
収
麦
は
こ
れ
を
経
常
勘
定
（
0
5
霞
。
馨
帥
o
o
ニ
コ
け
）
と
資
本
勘
定
（
S
嘗
什
巴
9
0
0
0
日
暮
）
に
分
け
る
。
経
常
勘
定
と
資
本
勘
．
定
と
の
相

違
は
一
国
の
債
権
者
－
債
務
者
の
地
位
（
o
『
巴
ぎ
同
ム
①
σ
8
同
b
o
ω
註
。
昌
）
及
び
直
接
に
貨
幣
用
金
保
有
（
ヨ
。
昌
①
冨
昌
σ
q
o
喜
び
。
匡
貯
9
q
ω
〉

に
変
化
を
生
ぜ
し
め
る
か
否
か
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
。
経
常
勘
定
は
こ
の
よ
う
な
変
化
を
生
じ
な
い
取
引
即
ち
、
商
品
及
び
サ
ー
ビ
ス
の

移
転
及
び
贈
与
を
記
録
し
、
資
本
勘
定
は
こ
の
よ
う
な
変
化
を
生
ず
る
取
引
即
ち
、
資
本
取
引
を
記
録
す
る
。

　
経
常
勘
定
は
ま
た
所
得
勘
定
（
一
昌
O
O
ヨ
⑦
　
9
0
0
0
＝
昌
け
）
と
も
称
せ
ら
れ
る
。

　
資
本
取
引
は
取
引
当
事
者
の
身
分
（
ω
富
ε
ω
）
に
よ
っ
て
こ
れ
を
私
的
（
民
間
）
資
本
取
引
と
公
的
（
政
府
）
資
本
取
引
と
に
分
れ
る
。

こ
の
場
合
に
公
的
機
関
と
い
う
の
は
中
央
銀
行
、
政
府
機
関
、
及
び
金
融
機
関
を
含
む
が
、
地
方
政
庁
は
中
央
政
府
の
代
理
と
し
て
行
動
す

る
場
合
の
外
は
そ
の
取
引
は
私
的
資
本
取
引
の
分
野
に
含
ま
れ
る
。

　
次
に
国
際
収
支
の
余
剰
叉
は
不
足
の
問
題
で
あ
る
。
国
際
収
支
を
構
成
す
る
取
引
が
複
式
簿
記
法
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
る
以
上
は
借
方
及

貸
方
の
合
計
は
必
ず
等
し
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
過
不
足
を
生
じ
る
筈
は
な
い
。
聖
血
ッ
ド
の
い
う
よ
う
に
「
受
取
と
支
払
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

正
確
に
均
衡
せ
ね
ば
な
ら
な
い
」
し
か
し
な
が
ら
事
実
に
於
て
、
国
際
収
支
の
赤
字
（
不
足
）
、
黒
字
（
余
剰
）
が
重
大
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
の
は
何
故
で
あ
る
か
、
こ
X
に
問
題
の
核
心
が
あ
る
。

　
一
国
の
一
切
の
国
際
取
引
の
受
取
と
支
払
と
は
均
衡
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
受
取
及
び
支
払
取
引
は
こ
れ
を
自
発
的
（
⇔
亨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

8
8
8
§
ω
）
な
取
引
と
調
整
的
（
9
0
8
日
日
＆
9
貯
趣
q
）
な
取
引
と
に
分
け
て
考
察
す
る
葺
合
は
必
ず
し
も
さ
う
で
は
な
い
。

「
自
発
的
」
取
引
と
い
う
の
は
国
際
収
支
の
他
の
項
目
の
大
さ
如
何
に
か
Σ
わ
ら
ず
行
わ
れ
る
取
引
で
あ
り
、
「
調
整
的
」
取
引
と
は
国
際
収

麦
の
他
の
項
目
が
生
じ
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
充
た
す
た
め
に
行
わ
れ
る
取
引
で
あ
る
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

　
例
を
挙
げ
れ
ば
「
自
発
的
」
取
引
と
は
全
ゆ
る
正
常
的
輸
出
、
移
民
の
送
金
、
賠
償
の
毒
忌
な
ど
国
際
収
支
を
均
衡
せ
し
め
る
と
い
う
動

機
と
は
全
く
別
に
行
わ
れ
る
取
引
で
あ
り
、
資
本
移
動
に
つ
い
て
も
、
私
企
業
が
資
本
を
軍
国
に
投
資
す
る
よ
り
は
乙
国
に
投
資
す
る
方
が

有
利
で
あ
る
と
し
て
私
企
業
の
発
意
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
資
本
移
動
取
引
が
こ
れ
に
当
る
。

　
調
整
的
取
引
の
例
は
国
際
収
支
の
不
足
を
補
う
た
め
に
行
わ
れ
る
中
央
銀
行
に
よ
る
金
の
輸
出
、
保
有
外
国
通
貨
の
売
却
、
国
際
収
麦
の

ギ
ャ
ッ
プ
を
充
た
す
た
め
に
、
外
国
政
府
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
借
款
（
例
え
ば
米
英
借
款
）
叉
は
贈
与
（
マ
ー
シ
ャ
ル
計
画
の
贈
与
）
、
国

際
収
支
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
充
た
す
た
め
に
自
国
民
保
有
の
外
国
資
産
の
買
上
げ
な
ど
が
こ
れ
で
あ
る
。

　
国
際
収
支
の
赤
字
叉
は
黒
字
と
い
う
の
は
こ
の
よ
う
な
自
発
的
受
取
（
経
常
勘
定
並
び
に
資
本
勘
定
）
と
自
逸
士
虫
払
（
経
常
働
定
並
び

に
資
本
勘
定
）
と
の
差
を
い
う
の
で
あ
る
。
両
方
の
金
額
が
等
し
い
と
き
に
は
国
際
童
画
は
均
衡
し
て
い
る
と
い
瓦
、
受
取
額
が
支
払
額
を

超
過
し
て
い
る
と
き
は
黒
字
（
余
剰
）
、
反
対
の
場
合
は
赤
字
（
不
足
）
で
あ
る
と
い
う
。
調
整
的
取
引
は
こ
の
赤
字
叉
は
黒
字
を
相
殺
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
し
か
し
な
が
ら
こ
k
に
注
意
す
べ
き
は
一
国
の
自
発
的
取
引
の
受
取
と
麦
払
と
が
均
衡
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
為
替
下
落
を
さ
け
る
た
め

に
厳
重
な
貿
易
及
び
為
替
管
理
に
よ
っ
て
い
る
場
合
は
現
実
．
的
に
は
均
衡
し
て
い
て
も
、
潜
在
的
な
不
均
衡
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
）

　
抽
象
的
に
は
国
際
無
爵
の
余
剰
叉
は
不
足
は
明
か
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
具
体
的
に
は
各
国
に
つ
い
て
こ
れ
を
如
何
に
し
て
測
定
す
る
か

が
困
難
な
問
題
で
あ
る
。
初
期
の
マ
ー
カ
ン
テ
ィ
リ
ス
ト
の
時
代
に
は
「
見
え
る
項
目
」
即
ち
、
商
品
貿
易
に
お
け
る
入
超
叉
は
出
超
が
国

際
事
忌
の
赤
字
叉
は
黒
字
を
示
し
、
貴
金
属
の
移
動
に
よ
っ
て
こ
の
余
剰
又
は
不
足
は
調
整
さ
れ
た
が
、
後
に
至
っ
て
「
見
え
ざ
る
項
目
」

も
含
め
て
経
常
勘
定
全
体
と
し
て
受
取
超
過
と
叉
は
支
払
超
過
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
際
経
済
取
引
の
多
様
化
と
共
に
、
資
本

勘
定
の
取
引
が
重
要
性
を
増
し
、
国
際
収
去
の
余
剰
叉
は
不
足
の
調
整
は
金
の
流
出
入
プ
ラ
ス
（
均
衡
化
的
）
調
整
的
資
本
移
動
に
よ
っ
て

rH　6　n



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

行
わ
れ
る
こ
と
x
な
っ
た
。
こ
Σ
に
お
い
て
調
整
的
資
本
移
動
と
は
具
体
的
に
何
を
指
す
か
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。
エ
ン
ジ
ェ
ル
は
長
期

的
資
本
移
動
を
「
自
発
的
」
と
し
、
短
期
的
資
本
移
動
を
「
誘
発
的
」
と
し
た
が
、
こ
れ
に
は
多
く
の
異
論
が
あ
っ
た
。
市
場
性
の
高
い
長

期
投
資
は
市
場
性
の
低
い
短
期
投
資
よ
り
も
一
層
流
動
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
誘
発
的
移
動
は
長
期
投
資
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、

長
期
投
資
は
必
ず
し
も
自
発
的
と
は
限
ら
な
い
。
叉
、
短
期
投
資
は
必
ず
し
も
誘
発
的
と
は
い
え
な
い
。
　
（
例
え
ば
運
転
資
金
を
外
国
の
短

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

期
資
金
に
よ
っ
て
調
達
す
る
揚
合
は
自
発
的
で
あ
る
。
）
こ
の
点
に
着
目
し
て
プ
リ
ッ
シ
・
は
長
期
、
短
期
の
区
別
よ
り
も
む
し
ろ
流
動
性

の
程
度
を
基
準
と
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
こ
x
に
も
亦
、
難
点
が
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
流
動
資
本
移
動
の
う
ち
に
は
国
際
収
麦
調

整
と
は
無
関
係
な
も
の
も
あ
り
、
流
動
的
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
明
か
に
国
際
収
支
調
整
の
た
め
の
資
本
移
動
も
あ
る
。
例
え
ば
一
九
四
六

年
の
米
英
借
款
は
長
期
的
で
あ
り
、
且
つ
流
動
的
で
な
い
け
れ
ど
も
調
整
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
国
際
収
支
の
調
整
は
金
移
動
プ
ラ
ス
（
均

衡
化
的
）
調
整
的
資
本
移
動
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
は
観
念
的
に
は
理
解
出
来
て
も
、
具
体
的
に
こ
れ
を
測
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
特
に
複
雑
と
な
っ
た
国
際
収
支
の
赤
字
叉
は
黒
字
の
算
定
を
行
う
た
め
に
、
国
際
通
貨
基
金
の
ス
タ
ッ
フ
は
新
し
い
概

念
で
あ
る
「
補
整
的
公
的
融
資
」
（
O
o
B
づ
①
昌
ω
彗
。
竣
O
田
。
㌶
一
国
貯
9
ロ
。
言
m
Q
）
と
い
う
概
念
を
発
展
せ
し
め
た
。
こ
れ
は
金
移
動
プ
ラ
ス

調
整
的
資
本
移
動
か
ら
私
的
資
本
移
動
を
除
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
在
の
情
勢
下
に
於
て
各
国
の
国
際
収
支
の
余
剰
叉
は
不
足
を
測
定
す

　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
、

る
に
は
最
も
現
実
的
な
尺
度
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
マ
ッ
ハ
ル
ー
プ
の
鋭
い
批
判
が
加
え
ら
れ
た
。

　
マ
ッ
ハ
ル
ー
プ
の
い
う
如
く
、
事
後
的
な
会
計
的
収
支
は
事
前
的
な
市
揚
的
毒
麦
と
は
関
係
の
な
い
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
会
計
的
収
麦

で
あ
る
補
整
的
公
的
融
資
が
市
場
に
於
け
る
為
替
の
有
効
需
給
の
問
題
に
解
決
策
を
与
え
る
と
い
う
目
的
に
適
し
な
い
も
の
で
あ
る
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
、
わ
れ
く
は
過
去
の
一
定
期
間
に
（
一
定
の
為
替
相
場
と
為
替
管
理
及
び
貿
易
統
制
の
下
に
）
お
け
る
国
際
収
支
の
不

足
又
は
余
剰
を
示
す
客
観
的
な
尺
度
と
し
て
こ
の
補
整
的
公
的
融
資
な
る
概
念
を
利
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
一
国
が
国
際
収
麦
に
余
剰
を

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
［
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

生
じ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
国
は
国
際
的
富
を
蓄
積
し
つ
x
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
投
資
（
ぎ
く
①
o
D
樽
）
さ
れ
る
か
、
叉
は
保
蔵
（
げ
。
母
傷
）

さ
れ
る
。
　
一
国
が
国
際
収
麦
に
不
足
を
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
そ
の
国
の
国
際
的
富
は
減
少
し
つ
x
あ
る
。
即
ち
、
そ
れ
は
過
去
の
蓄
積
を

消
淫
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
不
足
は
外
国
よ
り
の
援
助
の
な
い
場
合
は
過
去
の
投
資
の
流
動
化
叉
は
保
蔵
よ
り
の
引
出
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
一
国
の
過
去
の
投
資
や
保
蔵
に
は
限
度
が
あ
る
の
で
外
国
の
借
款
や
援
助
が
な
い
限
り
国
際
収
麦
の
不
足
は
無
限
に

つ
ゴ
く
こ
と
は
出
来
ず
、
何
等
か
の
対
策
を
講
ぜ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
意
味
で
こ
れ
は
一
国
経
済
に
対
す
る
警
戒
信
号
と
も
い
え
よ
う
。

そ
の
結
果
、
為
替
相
場
の
変
更
、
為
替
管
理
や
貿
易
統
制
の
強
化
な
ど
の
施
策
が
講
ぜ
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
の
新
し
い
概
念
で
あ
る
「
補
整
的
公
的
融
資
」
を
定
義
す
れ
ば
、
こ
れ
は
「
貨
幣
当
局
に
よ
っ
て
国
際
収
支
の
他
の
項
目
の
余
剰
叉
は

不
足
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
為
替
を
供
給
し
よ
う
と
し
て
行
は
れ
る
融
資
で
あ
る
」
と
い
え
る
。
こ
の
概
念
は
未
だ
実
験
的
段
階
に
あ
る
け

れ
ど
も
、
「
基
金
」
の
出
版
物
ば
か
り
で
は
な
く
、
若
干
の
国
々
の
公
式
の
出
版
物
に
干
て
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
概
念
に
つ
い
て
第
一
に
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
れ
が
公
的
融
資
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
即
ち
、
貨
幣
当
局
（
日
8
①
＄
q
9
午

爵
。
ユ
什
δ
ω
）
の
行
う
融
資
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
貨
幣
当
局
と
い
う
の
は
広
義
に
解
し
て
中
央
銀
行
、
中
央
政
府
の

部
局
、
機
関
及
び
そ
の
外
国
資
金
残
高
が
貨
幣
当
局
の
積
極
的
統
制
下
に
あ
る
商
業
銀
行
を
も
含
む
庵
の
で
あ
る
。

　
補
整
的
公
的
融
資
を
形
成
す
る
項
目
を
列
挙
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
一
面
男
”
じ
6
轟
き
。
①
o
h
勺
9
団
B
①
昌
什
の
団
Φ
弩
σ
o
o
ぎ
ド
O
蔭
Q
◎
噂
同
O
お
．

勺
・
N
N
l
b
Q
ら
Q
）

　
一
、
国
際
的
準
備
（
冒
8
白
9
江
。
旨
巴
切
①
ω
①
巴
く
①
ω
）

　
　
a
、
貨
幣
用
金

一　10　一一



　
　
b
、
在
外
短
期
資
産

　
　
c
、
長
期
資
産
（
ご
x
に
含
ま
れ
る
も
の
は
海
外
で
即
座
に
販
売
可
能
で
あ
り
、
貨
幣
当
局
の
処
分
し
得
る
も
の
に
限
ら
れ
る
。
）

　
　
d
、
I
M
F
及
び
I
B
R
D
以
外
の
外
国
の
公
的
機
関
に
対
す
る
債
務
（
通
常
こ
れ
ら
は
外
国
貨
幣
当
局
に
よ
っ
て
補
整
的
融
資
の
目

　
　
　
的
を
以
て
自
国
で
使
用
叉
は
蓄
積
さ
れ
る
残
高
を
表
す
）

　
二
、
　
「
基
金
」
に
対
す
る
債
務
（
払
込
よ
り
生
ず
る
変
化
を
除
く
。
そ
の
他
の
変
化
は
国
際
取
引
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
た
め
に
I
M
F
よ

り
の
外
国
為
替
の
購
入
叉
は
I
M
F
へ
の
外
国
為
替
の
売
却
を
示
す
）

　
三
、
自
国
の
未
済
長
期
債
務
の
公
的
取
引
（
こ
れ
ら
の
取
引
は
主
と
し
て
、
（
a
）
外
国
貨
幣
当
局
に
よ
る
自
国
長
期
債
務
の
補
整
的
購
入

叉
は
売
却
か
、
叉
は
、
（
b
）
自
国
の
国
際
収
支
の
余
剰
を
外
国
人
よ
り
借
入
れ
た
公
債
そ
の
他
の
債
務
を
自
発
的
に
償
還
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
処
分
す
る
こ
と
を
表
は
す
。
外
国
で
政
府
債
券
を
補
整
的
目
的
で
記
し
く
発
行
す
る
こ
と
は
直
接
の
借
入
れ
と
見
ら
れ
、
こ
れ
は
次
項
に

掲
げ
る
政
府
借
款
と
し
て
報
告
さ
れ
る
）

　
四
、
国
際
取
引
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
た
め
に
供
与
し
、
叉
は
受
領
し
た
長
期
公
的
借
款
、
（
戦
争
直
後
の
輸
出
入
銀
行
及
び
I
B
R
D
の
借

款
、
米
英
借
款
、
カ
ナ
ダ
の
対
英
借
款
、
E
C
A
借
款
な
ど
は
こ
れ
に
属
す
る
）

　
五
、
国
際
取
引
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
た
め
に
供
与
叉
は
受
領
し
た
公
的
贈
与
、
（
E
C
A
贈
与
は
明
か
に
こ
れ
に
属
す
る
。
そ
し
て
受
領
国

が
必
需
品
の
輸
入
に
対
す
る
支
払
を
な
し
得
な
い
U
N
R
R
A
援
助
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
し
か
し
、
寄
贈
国
の
側
か
ら
見
れ
ば
U
N
R
R

A
資
金
は
必
ず
し
も
そ
の
性
質
が
補
整
的
で
は
な
い
。
寄
贈
国
自
身
が
同
様
収
麦
不
足
に
直
面
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
寄
贈
額
は
国
民
所

得
に
よ
っ
て
割
当
て
ら
れ
、
そ
の
国
際
収
支
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
U
N
R
R
A
の
寄
贈
は
一
般
に
特
別
公
的
融
資
9
①
9
巴

。
田
9
巴
ゆ
口
ρ
昌
。
ぎ
ひ
q
と
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
米
国
と
カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
は
例
外
で
あ
る
。
）

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

　
こ
の
補
整
的
公
的
融
資
と
区
別
さ
れ
る
べ
き
も
の
に
特
別
公
的
融
資
が
あ
る
。
両
者
の
区
別
は
困
難
で
あ
る
が
、
補
整
的
取
引
の
特
徴
は

一
定
期
間
に
お
け
る
国
際
取
引
を
一
般
的
に
バ
ラ
ゾ
ス
さ
せ
る
た
あ
に
行
わ
れ
る
点
に
あ
る
。
国
際
収
支
に
不
足
叉
は
余
剰
へ
の
傾
向
が
な

い
限
り
、
補
整
的
取
引
は
存
し
な
い
。
そ
れ
故
に
ご
れ
は
外
債
の
満
期
償
還
や
I
M
F
や
I
B
R
D
へ
．
の
加
盟
金
の
払
込
と
は
全
く
異
っ
て

い
惹
。
・
こ
の
よ
う
な
外
債
満
期
償
還
や
加
盟
金
払
込
は
特
別
公
的
融
資
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
は
国
際
収
支
が
不
足
叉
は
余
剰
の
傾
向
が
あ
る

と
否
と
を
問
は
ず
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
公
的
賠
償
の
支
払
な
ど
も
こ
れ
と
同
様
で
あ
る
。

　
以
上
で
予
備
的
概
念
の
記
述
を
終
え
る
。
以
下
に
於
て
は
国
連
ア
ジ
ア
極
東
経
済
委
員
会
（
E
C
A
F
E
）
及
び
国
際
通
貨
基
金
（
I
M

F
）
の
調
査
に
依
拠
し
て
、
具
体
的
な
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
状
態
を
検
討
し
た
い
。
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①
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鉱
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畠
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冨
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言
切
豊
β
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口
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①
o
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℃
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暮
冨
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り
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ヨ
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艮
s
μ
国
8
”
o
ぢ
二
男
①
謡
①
零
馴
ド
置
『
●
℃
・
紹
①
●

こ
れ
に
つ
い
て
は
マ
ハ
ル
ー
プ
の
批
判
が
あ
る
。
．
団
葺
N
舞
茸
匡
ロ
P
、
、
6
穿
①
0
0
0
ロ
8
冥
ω
o
h
穿
。
．
切
9
。
冨
昌
8
0
h
勺
国
営
①
馨
ω
餌
ロ
住
爵
o
o
o
o
ゐ
鑑
。
鳥

U
o
ロ
9
。
壇
ω
げ
o
H
鼠
o
q
o
輸
．
．
国
o
o
ロ
。
日
ざ
臼
。
賃
昌
日
巴
L
≦
餌
旨
7
お
朋
9

マ
ッ
ハ
ル
ー
プ
の
見
解
に
対
す
る
反
批
判
は
国
際
通
貨
基
金
ス
タ
ッ
フ
の
バ
ッ
ヂ
ャ
ー
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
　
（
U
・
O
・
切
巴
ゆ
q
零
．
．
．
日
げ
。
切
巴
き
8
0
h
．

℃
曙
目
φ
ロ
8
…
》
日
0
9
0
h
国
o
o
口
。
ヨ
凶
。
》
口
9
。
一
蕩
鐸
、
．
目
≦
押
ω
雷
一
掃
9
℃
①
H
ρ
．
．
ω
①
讐
u
H
O
切
目
）
（
本
稿
の
序
説
は
本
論
丈
に
負
う
所
が
多
い
）
　
　
「

　
基
金
の
提
案
し
た
「
補
整
的
公
的
融
資
」
に
対
す
る
マ
ッ
ハ
ル
ー
プ
の
批
判
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
の
で
こ
れ
を
稻
詳
細
に
述
べ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
つ
マ
ッ
ハ
ル
ー
プ
は
国
際
収
支
（
U
d
巴
笛
ロ
。
①
。
隔
℃
落
目
①
ロ
け
ω
）
と
塾
ツ
）
言
葉
に
は
根
本
的
に
異
っ
た
次
の
三
つ
の
概
念
即
ち
、
（
一
）
市
場
的
国
際
収
支
（
］
≦
躰
蒔
。
貯

ω
白
き
。
①
o
h
℃
β
。
忌
日
。
口
叶
ω
）
、
（
二
）
計
画
的
国
際
収
支
（
頃
8
0
q
凶
日
ヨ
①
房
房
き
8
0
h
℃
β
。
回
目
①
ロ
ヨ
）
及
び
　
（
三
）
会
計
的
国
際
収
支
．
（
》
0
8
§
鉱
ロ
9
q
駆
毘
昌
8
0
h

財
曙
日
。
口
諾
）
の
三
者
が
混
同
さ
れ
て
い
る
と
し
、
こ
れ
ら
を
明
確
に
区
別
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
マ
ッ
ハ
ル
ー
プ
に
よ
れ
ば
こ
れ
ら
の
三
種
の
概
念
は
次
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
。

　
（
一
）
　
市
場
的
国
際
収
麦
は
外
国
為
替
市
場
に
於
け
る
与
え
ら
れ
た
状
態
（
餌
σ
q
一
く
。
目
・
。
凶
け
轟
餓
。
ロ
）
の
一
型
式
（
耳
当
＆
Φ
一
）
で
あ
．
つ
て
、
そ
れ
は
与
え
ら
れ
た
為
替

レ
ー
ト
又
は
そ
れ
に
代
る
仮
設
的
為
替
レ
」
ト
に
於
け
る
外
国
為
替
の
有
効
需
要
及
び
有
効
供
給
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
．
こ
れ
は
外
国
為
替
市
場
分
析
の
た

め
に
使
用
せ
ら
れ
る
事
前
的
概
念
（
①
図
き
叶
。
）
で
あ
っ
て
、
為
替
レ
ー
ト
．
の
変
更
が
有
効
に
需
要
さ
れ
叉
は
供
給
さ
れ
る
外
国
為
替
の
金
融
に
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
効

果
に
主
要
な
重
点
を
お
い
て
．
い
る
。

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
ド
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（
二
）
　
計
画
的
国
際
黒
麦
は
一
国
の
資
本
的
及
び
消
費
的
需
要
に
も
と
づ
き
、
且
つ
外
国
よ
り
の
融
資
（
期
待
さ
れ
、
且
つ
求
め
ら
れ
て
い
る
）
に
依
存
す
る
こ
と
に

よ
つ
て
自
国
の
資
源
を
超
え
る
要
求
を
充
た
そ
う
と
す
る
計
画
に
も
と
づ
き
、
将
来
の
一
年
又
は
数
年
に
わ
た
っ
て
期
待
さ
れ
又
は
計
画
さ
れ
た
外
国
資
金
の
給
源
及
び

そ
の
使
途
に
つ
い
て
の
記
述
へ
の
鼠
冨
昌
①
ロ
け
）
で
あ
る
。
こ
れ
も
亦
、
事
前
的
概
念
で
あ
っ
て
、
分
析
の
た
め
で
は
な
く
、
計
画
、
予
想
叉
は
交
渉
の
た
め
に
使
用
せ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
重
点
は
有
劾
に
需
要
せ
ら
れ
る
も
の
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
し
て
A
殺
る
承
認
さ
れ
た
標
準
（
8
の
。
日
Φ
碧
o
o
冥
⑦
自
ω
訂
目
争

帥
民
）
に
関
連
し
て
望
ま
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
も
の
に
お
か
れ
て
い
る
。

　
（
三
）
　
会
計
的
国
際
収
支
は
現
物
的
又
ば
資
金
的
の
全
ゆ
る
取
引
の
記
録
で
あ
る
。
そ
の
取
引
は
過
去
一
年
聞
又
は
数
年
間
の
期
聞
に
お
い
て
一
国
の
居
住
者
と
他
国

の
居
住
者
と
の
間
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
記
録
は
複
式
簿
記
の
形
式
で
記
録
さ
れ
、
そ
れ
ぐ
の
貸
方
記
入
は
こ
れ
に
関
係
す
る
借
方
記
入
に
よ
っ
て
バ
ラ

ン
ス
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
後
的
（
①
図
O
o
の
け
）
の
概
念
で
あ
っ
て
統
計
的
な
報
告
又
は
見
積
り
に
基
く
も
の
で
他
国
と
の
関
連
に
於
け
る
一
国
の
現
在
の
地
位
の
評

価
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。

　
第
一
の
も
の
は
げ
長
日
8
0
隔
ω
ε
ロ
ぞ
。
。
”
自
門
。
ヨ
p
ロ
山
で
あ
り
、
第
こ
の
も
の
は
ぴ
巴
9
δ
昌
8
0
胤
財
8
0
の
三
白
α
①
ω
胃
＄
で
あ
り
、
第
三
の
も
の
は
げ
9
。
冨
μ
8
0
h

6
同
①
黛
冨
餌
昌
畠
価
①
び
答
u
。
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
三
つ
の
概
念
は
そ
れ
み
＼
異
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
国
際
収
支
の
不
足
と
い
う
意
味
は
三
つ
の
概
念
に
よ
っ
て
全
く
異
っ
て
い
る
。

　
次
で
マ
ッ
ハ
ル
ー
プ
は
国
際
通
貨
基
金
当
局
の
設
定
し
た
新
し
い
概
念
で
あ
る
「
補
整
的
公
的
融
資
」
を
批
判
す
る
。

　
「
市
場
的
国
際
収
支
」
の
困
難
を
表
示
し
、
叉
は
説
明
す
る
た
め
に
、
会
計
的
国
際
収
支
を
用
い
よ
う
と
い
う
考
え
方
は
甚
だ
魅
力
的
で
あ
る
の
で
た
や
す
く
放
棄
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
国
際
通
貨
基
金
の
ス
タ
ッ
フ
は
こ
の
問
題
を
解
く
た
め
に
努
力
し
、
一
九
四
八
年
に
は
研
究
は
進
展
し
、
一
九
四
九
に
は
成
功
し
た
。
彼
等
が
発

展
さ
せ
た
新
し
い
概
念
は
今
筒
実
験
的
段
階
に
あ
り
、
適
用
の
過
程
に
於
て
は
修
正
さ
れ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
国
際
為
替
問
題
を
分
析
す
る
の
に
役
立
つ

段
階
に
到
達
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
新
し
い
概
念
は
「
補
整
的
公
的
融
資
（
O
o
ヨ
℃
①
昌
の
讐
。
還
O
曲
9
留
口
片
岩
。
貯
『
亀
）
と
称
せ
ら
れ
、
「
国
際
収
支
の
他
の
項
目
に
於
け
る
過
剰
又
は
不
足
を
カ
バ
ー

す
る
た
め
に
為
替
を
供
給
し
よ
う
ど
し
て
貨
幣
当
局
の
企
て
る
融
資
」
で
あ
る
と
暫
定
的
に
定
義
さ
れ
て
い
る
。
国
際
収
支
の
他
の
項
目
の
余
剰
又
は
不
足
を
カ
バ
ー
す

る
と
い
ヶ
こ
と
は
、
ど
の
一
項
目
に
つ
い
て
も
、
ま
た
諸
項
目
の
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て
見
て
も
云
い
得
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
会
計
的
記
述
の
性
質
上
そ
う
な

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
定
義
に
よ
っ
て
選
び
出
そ
う
と
し
て
い
る
項
目
は
外
国
為
替
市
場
に
発
生
し
た
情
勢
に
呼
応
t
て
外
国
為
替
を
供
給
す
る
こ
と
を

唯
一
叉
は
第
一
．
次
的
の
目
的
と
す
る
操
作
を
表
示
す
る
項
目
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
主
要
な
基
準
は
こ
の
よ
う
な
操
作
の
行
わ
れ
る
目
的
叉
は
動
機
（
窟
台
。
器
自
旨
♀

該
く
。
）
及
び
こ
の
よ
う
な
操
作
を
生
ぜ
し
め
る
刺
戟
、
（
ω
什
一
事
巳
凶
）
で
あ
る
。
融
資
操
作
の
目
的
を
見
る
に
は
、
そ
の
操
作
が
「
そ
れ
自
身
の
た
め
に
」
即
ち
、
た
と
え
外

国
為
替
に
対
す
る
超
過
需
要
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
行
わ
れ
た
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
目
的
が
い
つ
れ
に
あ
っ
た
か
を
決
定
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
ま
た
融
資
操
作
が
な
け
れ
ば
「
国
際
収
支
圧
力
」
が
外
国
為
替
市
場
に
於
て
何
等
か
の
重
大
な
出
来
事
（
例
え
ば
価
値
切
下
、
制
限
の
強
化
、
政
府
債
務
の
麦
払
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不
能
）
な
ど
が
生
じ
た
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
刺
戟
の
程
度
を
し
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
新
し
い
こ
の
補
整
的
公
的
融
資
の
概
念
を
国
際
取
引
の
融
資
に
適
用
す
る
に
当
っ
て
基
金
の
ス
タ
ッ
フ
は
困
難
な
逆
境
に
遭
遇
し
た
。
彼
等
は
米
国
以
外
の
各
国
の

魯
静
銀
行
の
為
替
取
引
を
補
整
的
恐
飾
融
資
に
含
ま
し
め
た
が
、
こ
の
こ
と
は
正
し
い
判
断
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
こ
れ
ら
の
銀
行
は
そ
れ
ぐ
の
貨
幣
当
局
の
代
理

で
あ
惹
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
多
く
の
政
府
間
借
款
及
び
贈
与
に
関
す
る
判
断
は
不
十
分
で
あ
る
の
で
、
新
し
い
概
念
か
ら
そ
の
意
義
の
多
く
を
う
ば
う
こ
と

＆
な
り
は
し
な
い
か
を
お
そ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
例
え
ば
ア
ソ
ラ
（
d
Z
菊
幻
諺
）
援
助
は
受
取
国
に
と
っ
て
補
整
的
融
資
と
し
て
記
入
さ
れ
た
。
何
故
な
ら
ば
こ
れ
は
そ
の
資
源
か
ら
そ
れ
に
対
す
る
国
際
麦
払
の
出
来

な
い
貧
し
い
国
に
仕
向
け
ら
れ
で
い
る
か
ら
で
あ
る
と
い
う
。
受
取
国
が
ア
ン
ラ
物
資
に
対
す
る
支
払
を
行
い
得
な
か
っ
た
こ
と
は
正
し
い
が
、
そ
れ
は
問
題
に
無
関
係

で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
物
資
は
購
入
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
ら
、
麦
払
わ
れ
る
必
要
は
な
い
。
商
品
が
無
料
で
供
給
さ
れ
る
の
は
そ
の
国
が
外
国
為
替
に
対
し
て
過
剰

需
要
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
、
彼
等
が
食
物
及
び
他
の
必
需
物
資
に
対
し
て
充
た
さ
れ
な
い
要
求
を
も
つ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
ル
市
場
に
お
い
て
そ
の
国
の
通
貨
の

過
剰
供
給
が
あ
る
か
ら
で
は
な
く
し
て
、
国
民
が
餓
え
、
且
つ
生
産
組
織
が
崩
壊
し
た
か
ら
で
あ
る
。
若
し
も
受
領
国
の
い
つ
れ
か
に
お
い
て
ド
ル
の
価
格
が
著
し
く
高

く
、
或
い
は
国
内
通
貨
の
保
有
が
著
し
く
低
い
、
即
ち
、
市
場
国
際
収
支
に
何
等
の
圧
力
も
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
こ
と
は
確
か
に
こ
の
よ
う
な
国
が
ア
ソ
ラ
の
援
助
を

う
け
る
こ
と
を
不
適
格
と
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
故
に
贈
与
は
為
替
市
場
に
お
け
る
何
等
か
の
圧
力
を
相
殺
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　
　
し
　
　
し

　
同
じ
よ
う
に
矛
盾
し
た
適
用
が
借
款
叉
は
贈
与
の
場
合
に
つ
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
ス
タ
ッ
フ
の
ア
ナ
リ
ス
ト
は
「
計
画
借
款
」
（
箕
ε
①
9
δ
き
ω
）
は
補
整
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
　
　
も

（
O
O
b
P
口
Φ
口
ω
9
◎
け
O
㎏
団
）
公
的
融
資
で
は
な
く
し
て
特
別
（
ω
ロ
o
o
一
巴
）
公
的
融
資
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
が
、
E
R
p
援
助
は
貸
付
も
贈
与
と
同
様
に
「
補
整
的
」
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
新
概
念
に
対
し
て
採
用
さ
れ
た
基
準
を
守
っ
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
E
R
P
受
領
国
に
資
金
を
割
当
て
る
原
則
は

何
で
あ
る
か
を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
れ
は
各
受
領
国
間
に
於
け
る
外
国
為
替
市
場
に
於
け
る
圧
力
で
あ
る
か
、
ド
ル
に
対
す
る
過
剰
需

要
で
あ
る
か
、
為
替
レ
…
ト
調
整
の
必
要
で
あ
る
か
、
為
替
管
理
の
厳
格
さ
で
あ
る
か
、
全
て
こ
れ
ら
で
は
な
い
。
割
当
の
基
準
は
外
国
為
替
市
場
に
お
け
る
圧
力
で
は

な
く
し
て
国
内
資
源
の
生
産
的
利
用
に
お
け
る
改
善
の
可
能
性
で
あ
る
。

　
新
し
い
概
念
の
適
用
に
お
け
る
混
乱
は
、
補
整
的
公
的
融
資
が
軽
減
し
よ
う
と
す
る
国
際
収
支
の
圧
力
は
一
方
に
お
い
て
は
市
場
的
収
支
に
関
係
が
あ
り
、
他
方
に
お

い
て
は
計
画
的
収
支
に
関
係
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
E
R
P
借
款
又
は
贈
与
は
受
領
国
の
市
場
収
支
不
足
を
補
整
す
る
も
の
で
な
い
と
し
て
も
、
計
画
収
支
の
不
足
を
補

整
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
市
場
収
支
の
問
題
は
本
来
新
概
念
の
設
定
者
が
心
に
か
け
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
が
な
い
。
彼
等
は
基
金
資
源
の
利
用
、

‘
為
替
レ
ー
ト
の
調
整
、
及
び
為
替
管
理
な
ど
は
新
し
い
概
念
に
よ
っ
て
そ
の
考
察
が
容
易
と
な
る
問
題
と
し
て
明
細
に
こ
れ
を
述
べ
て
い
る
。

　
会
計
的
国
際
収
支
の
組
目
に
於
て
若
干
の
矛
盾
が
あ
る
こ
と
は
明
か
に
基
金
の
ス
タ
ッ
フ
を
困
惑
せ
し
め
た
。
こ
の
こ
と
は
自
由
為
替
市
場
と
統
制
さ
れ
た
為
替
市
場

に
於
け
る
国
際
収
麦
不
足
の
相
違
に
つ
い
て
の
議
論
よ
り
見
て
明
か
で
あ
る
。

そ
の
議
論
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
為
替
市
場
が
自
由
で
あ
り
、
当
局
が
安
定
的
為
替
レ
ー
ト
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
企
図
を
達
成
す
る

東
南
…
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

た
め
に
は
当
局
は
生
ず
べ
き
如
何
な
る
不
足
を
も
融
資
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
し
か
し
、
為
替
市
場
が
統
制
さ
れ
て
い
て
、
当
局
が
提
供
し
よ
う
と
欲
し
、
又

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
わ
　
　
カ

提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
為
替
だ
け
を
供
給
す
る
場
合
に
は
、
当
局
は
自
ら
が
故
意
に
決
定
し
た
不
足
額
の
補
整
的
融
資
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
こ
の
計

画
さ
れ
た
不
足
額
は
自
由
為
替
市
場
に
お
け
る
計
画
さ
れ
な
い
不
足
額
と
は
異
っ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
「
基
金
」
の
ス
タ
ッ
フ
は
以
前
に
国
際
収
麦
の
不
足
は
そ
れ

　
む
　
　
し
　
　
も
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
セ
　
　
も
　
　
セ

が
融
資
さ
れ
る
場
合
に
の
み
存
在
し
、
そ
し
て
そ
の
限
度
に
得
て
の
み
存
在
す
る
と
述
べ
た
け
れ
ど
も
、
彼
等
は
そ
れ
に
も
か
玉
わ
ら
ず
、
い
つ
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、

即
ち
、
計
画
的
の
場
合
と
無
計
画
的
の
場
合
と
を
問
わ
ず
、
補
整
的
融
資
は
現
存
す
る
国
際
収
麦
が
当
局
を
し
て
融
資
活
動
を
行
う
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
程
度
（
即

］
国
際
収
支
不
足
叉
余
剰
の
程
度
）
を
測
定
す
る
尺
度
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
こ
の
明
白
な
矛
盾
の
底
に
は
明
か
な
循
環
論
法
が
あ
る
。
本
来
は
「
基
金
」
の
ス
タ
ッ
フ
の
考
え
は
国
際
収
支
の
不
足
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
為
替
を
供
給
し
よ
う
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
う
　
　
　
も
　
　
　
た
　
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
　
　
り
　
　
　
い

い
う
意
図
の
下
に
行
わ
れ
る
融
資
を
補
整
的
融
資
と
い
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
、
彼
等
が
補
整
的
と
呼
ぼ
う
と
欲
す
る
融
資
金
額
に
よ
っ
て
国
際
収
支
の
不
足
を
測
定

し
よ
う
と
す
る
こ
と
二
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
会
計
的
収
支
は
市
場
的
収
支
と
は
全
く
関
係
が
な
い
こ
と
x
な
る
。

二
、
貿

易

牧

支

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
構
造
の
特
徴
は
経
常
勘
定
に
於
け
る
収
入
総
額
の
う
ち
輸
出
に
よ
る
収
入
額
の
割
合
が
、
米
、
英
、
仏
な

ど
の
先
進
国
に
比
し
て
著
し
く
高
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
先
進
国
は
そ
の
経
常
収
入
の
う
ち
、
海
外
投
資
の
利
子
、
利
潤
な
ど
の
受

取
、
海
運
、
銀
行
、
保
険
な
ど
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
受
取
な
ど
貿
易
外
収
入
が
多
い
の
に
反
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
の
後
進
国
に
は
之
の
よ
う
な

貿
易
外
収
入
の
道
が
殆
ど
な
い
か
ら
で
あ
る
。
（
第
一
表
参
照
）

　
　
　
こ
の
表
に
於
て
日
本
及
び
フ
ラ
ン
ス
が
戦
後
低
い
比
率
を
示
し
て
い
る
の
は
巨
額
の
贈
与
が
（
フ
ラ
y
ス
は
五
億
六
千
二
百
万
ド
ル
、
日
本
は
四
億
五
百
五
十
万
ド

　
　
ル
）
が
経
常
収
入
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
の
う
ち
で
貿
易
収
支
の
占
め
る
割
合
は
極
め
て
大
き
い
。
従
っ
て
貿
易
収
支
の
消
長
は
こ
れ

ら
の
国
の
国
際
収
麦
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
。
一
九
五
一
年
前
半
期
の
東
南
ア
ジ
ア
十
国
国
（
即
ち
ビ
ル
マ
、
セ
イ
ロ
ン
、
香
港
、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
シ
ナ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
、
マ
レ
ー
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
比
島
、
タ
イ
ー
以
下
に
於
て
十
力
国
と
い
う
場
合
は
こ
の
国
々
を
指
す
）
の
貿
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1．東南アジア諸国の経常受：取額のうち

　　　　輸出額の占める割合

19501938

十七丁田輸（出B）額溜％i経蟹騨輸（畳）額謝

イ　　　y　　　ド 2，213 1，858 84 6，431 5，561 86
（百万ルピー）

イ　ン　ドネシ’ヤ 730 690 95 2，670 2，397 90
（百万ギルダー）

インドシナ（1937） 3，135 2，594 83

一 一 一
（百万フラン）

タイ（百万バート） 169．5 166．3 98 291．7 287．9 98

（比較）

米　　　　　　国 4，443 3，101 70 15，059 10，641 71
（百万ドル）

英　　　　　国 938 532 57 3，819 2，708 71

（百万ポンド） （贈与76）

フ　　ラ　　ソ　　ス 16，974 9，844 58 3，023 1，880 62
（百万フラン） （贈与562）

日　　本（1936） 1，331．6 1，015．4 76 1，488．8 912．5 61

（百万ドル） （贈与405．5）

（註）League　of　Nations，　Balance　of　Payments，

　　　IMF．　Balance　of　Paymellts　Yearbook，1938，1946．1947，及び

　　　1950，51，英国は1951年

2．東南アジア10力国の貿易収支　（百万ドノレ）

1949 1950 ・1951
1950 1951 1952

国　　　　　名 血判後半 前半陳半 前半

原
料
余
剰
国

》マ　　　レ　　　　ー

Cソドネシヤ
pキス　タ　こ／

艨@　　　三
黶@イ　ロ　ン

〟@　　　計

一92

|30
|106

|315

@　　4

|539

359

R19

T0

|5
W2

W05

　　431

@　425

@　228

@－68

@　56

P，092

　36

P05

S8

|45

@　9

P53

323

Q14

@　2

S0

V3

U52

328

R45

Q25

R6

S4

X78

　103

@　80

@　　3

|104

@　12

@　髄

　　9

S5

|40

|31

|13
|32

米
余
剰
国

タ　　　　　　イ

r　　　ル　　　・マ

C　ン’ドシナ

〟@　　計

　　66

@　41

|163

|56

　　79

@　43

|141

|19

　　96

@　67

|170

@－7

　28

R4

|54

@　8

　51

@　9

|87
|27

　54

T3

|57
@50

　　42

@　14
Qi12

|56

一18

@　43

|173

|148

そ
の
他

イ　　ン　　ド

＝@　　　　港

〟@　　　計

　一660

@－100
|1，355

　35

|13
W11

一211

|76
@778

一1

|41
P19

36

Q9

U90

　　60

@　41

P，128

一270

|118

|350

一356

|95
|451

　（ECAFE　1951年学報　P．128及び1952年報P．45より算出）

10力国とは，ビルマ，セイロy，香港，インド，インドシナ，イン
ドネシャ，マレー，パキスタン，比島，タイを含む。

易
収
支
は
十
一
億
ド
ル
の
輸
出
超
過
を
示
し
た
が
、
後
半
期
に
は
輸
出

額
の
減
少
と
輸
入
額
の
増
大
と
に
よ
っ
て
逆
転
し
て
輸
入
超
過
と
な
り
、
一
九
五
一
年
全
年
を
通
じ
て
七
億
八
千
万
ド
ル
の
出
超
を
示
し
た
。

　
個
々
の
国
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
、
不
シ
ヤ
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
原
料
輸
出
国
が
｝
九
五
一
年
の
出
超
総
額
の
八
○
％
を
占

　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

一17一



3「，ig52年に於ける東南アジア諸国の貿易尻

　　　　　　（各国通貨百万単位）（月平均）

1951 1952

皿
1

＝
壌
謝
蒸
鍔
　
鵬
認
魂
繕

互

・。

獄
Q
摺
瑠
儲
蝿
粥
備
藷
招
割
朧
叢
濃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

1

田
σ
滋
遷
環
瀦
雪
諸
職
雌

皿

56

U。

@
＋
　
　
＋
　
　
一
　
　
＋
　
　
÷
　
　
一
　
　
＋
8
5
弓
　
　
＋

1
匿
2
9
器
飢
鷹
鴇
癬
齢
蠕
鷹
霊
罰
雛
錨
撹
　
　
＋
　
　
　
＋
　
　
　
＋
　
　
　
＋
　
　
　
＋
　
　
　
　
一
　
　
　
＋
6
8
2
　
　
　
＋

入
出
額
入
出
額
入
出
額
入
出
額
入
出
額
入
出
額
入
出
額
入
出
額
入
出
額
輸
干
姜
輸
輸
差
輸
輸
差
輸
輸
差
輸
賊
塁
幽
幽
差
輸
輸
差
輸
輸
差
輸
輸
差
一
、
一
j
一
曳
　
f
」
－
一
　
一
1
1
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
－
　
　
　
　
　
　
一
　
マ
）
　
　
　
　
ン
）
　
　
　
ド
）
　
　
　
ド
ヤ
）
　
　
　
一
ド
　
　
　
　
ナ
ト
　
　
　
　
ン
）
　
　
　
島
　
　
　
　
　
イ
）
∴
紘
∴
∴
∴
制

資料　IMF：international　Financial　Statistics及び
　　U．　N．　：　Economic　Bullettin　for　Asia　and　the　Far

　　East．　Jan．一June，1952及び同第三号即ちECAFE

　　1952年目より算出
　ee　ビルマは1952年7月に旧来の通貨ルピーをチャツ
　　（K：yat）と改称した。チャツはルビPtと等価値であ

　　る。

一　18　一

の
悪
化
に
も
不
拘
、

九
五
〇
年
よ
り
は
大
で
あ
っ
た
。
セ
イ
ロ
ン
、
タ
イ
、
ビ
ル
マ
で
は
出
超
を
持
続
し
た
が
、
香
港
、
イ
ン
ド
シ
ナ

九
五
一
年
全
年
に
つ
い
て
一
九
五
〇
陽
気
年
と
比
較
し
て
見
る
と
、

マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
や
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
の
出
超
額
は
交
易
条

た
。
米
産
国
の
ビ
ル
マ
と
タ
イ
と
は
依
然
と
し
出
超
を
つ
f
け
た
が
、
同
じ
く
米
産
国
で
あ
り
な
が
ら
イ
ン
ド
シ
ナ
の
入
超
は
増
加
し
た
。

　
　
　
　
東
南
…
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

め
て
い
た
。
そ
の
他
の
国
の
輸
出
超
過
額
は
僅
か
で
あ
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
は
慢
性
的
輸
入
超
過
の
状
態
に
あ
る
。
一
九
五
一
年
の
後
半
期
に

は
パ
キ
ス
タ
ン
、
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
の
輸
出
超
過
額
は
激
減
し
、
前
半
期
に
出
超
を
示
し
た
イ
ン
ド
、
比
島
、
香
港
も
入
超
に
転
じ



及
び
比
島
で
は
入
超
額
が
増
大
し
た
。
イ
ン
ド
は
一
九
五
〇
年
に
僅
少
の
出
超
額
を
示
し
た
が
、
一
九
五
一
年
に
は
巨
額
の
入
超
に
転
じ
た
。

］
九
五
二
年
に
於
て
も
入
超
の
傾
向
は
続
い
て
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
多
く
が
一
九
五
一
年
後
半
に
至
っ
て
入
超
を
示
す
に
至
っ
た
の
は
、
朝
鮮
動
乱
に
も
と
つ
く
異
常
な
ブ
ー
ム
が
去
っ

て
輸
出
額
が
減
少
し
た
に
も
か
N
わ
ら
ず
、
輸
入
額
は
依
然
と
し
て
増
加
し
つ
§
け
た
こ
と
に
よ
る
。

　
一
九
五
〇
年
一
－
六
月
を
一
〇
〇
と
す
れ
ば
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
十
国
国
の
輸
出
合
計
は
一
九
五
一
年
前
半
に
は
一
〇
八
を
増
加
し
た
。
即

ち
約
二
十
一
億
ド
ル
か
ら
四
十
三
億
ド
ル
へ
と
増
加
し
た
。
し
か
る
に
一
九
五
一
年
後
半
に
は
一
九
五
一
年
前
半
を
一
〇
〇
と
し
て
二
一
を

減
少
し
、
四
十
三
億
ド
ル
よ
り
三
十
四
億
ド
ル
へ
と
約
二
割
の
減
少
を
示
し
た
。
一
九
五
〇
年
前
半
よ
り
五
一
年
前
半
へ
の
増
加
の
最
も
著

し
か
っ
た
国
は
マ
レ
ー
で
あ
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
ま
た
一
九
五
一
年
前
半
よ
り
同
年
後
半
に
か
け

て
減
少
が
著
し
か
っ
た
の
は
仲
継
港
香
港
を
別
と
す
れ
ば
パ
キ
ス
タ
ン
で
あ
り
、
比
島
、
マ
レ
ー
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
少
数
の
特
定
輸
出
生
産
物
に
特
化
し
て
い
る
か
ら
、
自
国
の
特
産
品
の
価
格
の
変
動
に
よ
っ
て
そ
の
輸
出
額
が
左
右

さ
れ
る
・
と
は
周
知
の
と
・
ろ
で
あ
る
。
（
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
構
造
及
び
貿
易
構
造
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
本
研
究
年
報
第
二
号
の
拙
稿
参
照
）
原
料
特
に
価
格
変
動
の
甚
だ
し
い
ゴ
・
、
錫
、
・
プ
・
、

ジ
議
ー
ト
な
ど
の
生
産
国
は
そ
の
輸
出
額
の
変
動
も
亦
大
幅
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
タ
イ
、
ビ
ル
マ
な
ど
の
食
糧
生
産
国
は
比
較
的
変
動

が
少
な
か
っ
た
。
東
南
ア
ジ
ア
で
最
大
の
工
業
国
で
あ
る
イ
ン
ド
も
輸
出
価
額
に
大
幅
な
変
動
は
な
か
っ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
十
力
国
の
輸
出
額
の
変
動
及
び
東
南
ア
ジ
ア
の
重
要
輸
出
品
の
価
格
変
動
及
び
数
量
変
働
は
次
表
に
示
す
通
り
で
あ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
出
額
が
大
幅
に
変
動
し
た
の
に
対
し
、
輸
入
額
は
着
実
に
増
加
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
の
東
南
ア
ジ
ア
十
力
国

輸
入
額
は
四
十
六
億
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
　
一
九
五
一
年
に
は
こ
れ
が
七
〇
億
ド
ル
と
な
り
、
五
割
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
増
加
の
著
し
か

っ
た
国
は
イ
ン
ド
、
矛
シ
ャ
、
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
で
あ
っ
た
。
輪
出
増
加
率
の
高
か
っ
た
原
料
生
産
国
が
輸
入
増
加
率
も

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

4．東南アジア10力国の輸出額　（多方ドル）（f・　o・　b・）

増滅率

（BA）

十184

十135

十160

十　70

十　51

十　39

十　55

十103

十　67

十　98

十108

1951

難
　　843

　　622

　　277

　　169

　　177

　　158

　　　90

　　　74

　　746

　　281

3，　440

前半・

（B）

1，　142

　　609

　　478

　　241

　　206

　　166

　　116

　　61

　　846

　　495

4，　360

1950

酷｝ 後半

　910

　　462

　　217

　　195

　　200

　　169

　　82

　　50

　　665

　250
2，　095

　　402

　　259

　　184

　　142

　　128

　　119

　　75

　　30

　　506

　　264

2，　175

1949

（半年）

　　359

　　253

　　152

　　127

　　147

　　136

　　　71

　　　34

　　633

　　401

3，　351

名
F
鷹
島
仰
イ
．
汁
ド
港
計

　
レ
ド
ス
　
　
　
ル
ド
ン

　
　
ン
キ
　
イ
　
　
ソ

国
マ
イ
パ
比
セ
タ
ビ
イ
ィ
香
合

（ECAFE　1951年年報年p．94）

5．東南アジア主要輸出品の卸売価格指数

　　　　　　　　　　　　　　　（1950年1－6月＝100）

皿

29

T9

T8

S5

T0

W6

W9

X9

W7

X7

P0

2
　
1
　
1
　
1
凸
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

1950 1951

皿

231

146

183

150

139

84

89

121

83

100

98

皿　　　I　　E

280

172

118

90

145

106

110

111

110

99

95

336

225

221

135

180

136

136

134

117

93

91

262

188

234

228

167

105

116

133

92

94

97

皿

95

Q6

P0

X5

R2

O5

O3

O3

O5

X4

X1

1
　
1
　
1
　
　
　
　

1
　
1
　
1
　
1
　
1
　
1

商 口
阿口

ゴ　　　　　　ム

　錫（金属）

皮　　　革
ジ　ュ　一　ト

綿　　　花
コ　　フ　　フ

コ・ナツ油

マニラ麻
　　茶

砂　　　糖
　　米

（ECAFE　1951年報p．83及び1952年々報より算出）

（註）　ゴム，錫はシンガポール，皮革はカルカッタ，ジュートはナ

　　　ラヤソグンジ，棉花はカラチ，コブラ，ココナツ油，マニラ
　　　麻，砂糖はマニラ，茶はセイロン，米はバンコックの各市場

　　　相場による。

高
い
こ
と
は
輸
出
に
よ
る
所
得
増
加
が
一
そ
の
間
に
多
少
の
時
間
的
お
く
れ
は
あ
る
が
1
輸
入
を
増
加
せ
し
め
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。

．
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
で
輸
入
額
が
増
加
し
た
の
は
輸
出
に
よ
る
所
得
の
激
増
に
も
よ
る
が
、
輸
入
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
東
南

ア
ジ
ア
の
輸
入
額
の
変
化
は
終
戦
以
来
三
つ
の
段
階
を
経
て
い
る
。
第
一
は
終
戦
直
後
よ
り
一
九
四
八
年
末
ま
で
璽
、
こ
の
期
間
は
ベ
ン
ト

・
ア
ッ
プ
デ
マ
ン
ド
に
応
じ
て
、
且
つ
叉
、
戦
災
の
復
興
や
イ
ン
フ
レ
防
止
の
た
め
に
輸
入
が
増
大
し
た
。
輸
出
は
生
産
や
輸
送
が
恢
復
し

一　20　一



6．東南アジア主要輸出品の数量指数（1950年1－6月一100）

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

1950 1951 1952
一

商　　品　名 皿
皿
［ 1 ・1 皿 皿 1 ∬

ゴ　　　　　　　　ム 129 129 122 125 103 118 119 94

錫（金属） 125 99 81 81 89 80 73 84

皮　　　　：革 75 100 125 150 100 75 75 弓9

ジ　　ュ　一　　ト 139 210 224 118 95 171 205 90

綿　　　　花 84 36 189 70 16 60 125 90

コブラ及び
@　　コ・ナツ油

152 170 134 150 174 165 134 128

マ　ニ　ラ　麻 110 126 161 156 151 107 129 97

茶 131 156 142 111 143 170 124 109

砂　　　　　糖 38 51 161 165 41 38 151 ．　・　●

米 101 91 123 111 115 89 114 108

（ECAFE　1951年年報P・83及び1952年年報より算出）

7．東南アジア10公国の輸入額　（百万ドル）（c．Lf）

1949 1950 1951 1950 1951 　％
a

国　　　　名 （半．年） 前半 後半 前半　　　一 後半 （A） （B） A

｝マ　　　　1／　　　　P
405 言65 587 814 740 952 1，554 63

イソドネシヤ 268 154 248 264 542 402 806 100

パキ・スタン
205 136 215 253 280 351 533 52

比　　　　島◎ 284 187 155 205 273 342 478 40

セ　／f　ロ　ソ 145 119 127 162 165 246 327 33

インドシナ
115 84 136 119● 186● 220 305 38

タ　　　　　　／f 103 91＊ 118 112＊ 116＊ 209 228 9

ビ　　　ノレ　　　駈マ 51 41 73 63 76● 114 139 22

／f　　γ　　ド 963 507 630 786 1，019 1，137 1，805 59

香　　　　　港 314 291 372 454 398 663 852 28

合　　　計 2，853 1，975 2，661 3，232 3，795 4，636 7，027 52

＠　f．　o．　b．

＊現地通貨表示公式統計よりドルに換算

●複数為替レートを考慮してドルに換算

　　　　（ECAFE：1951年年報p．114）

一　2i　一

な
い
た
め
に
不
振
で
あ
っ
た
か
ら
、
輸
出
入
差
額
は
戦
時
中
蓄
積
さ
れ
た
外
貨
や
、
米
国
の
援
助
で
賄
わ
れ
、
外
債
や
投
資
利
潤
に
対
す
る

麦
払
の
減
少
が
行
わ
れ
た
。
第
二
段
階
は
一
九
四
九
年
か
ら
五
〇
年
後
期
に
至
る
間
で
、
こ
の
間
は
ベ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
・
デ
マ
ン
ド
も
充
足



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

さ
れ
た
也
と
に
も
よ
る
が
、
外
国
為
替
準
備
、
就
中
ド
ル
が
不
足
し
た
Σ
め
に
輸
入
は
厳
重
な
制
限
を
う
け
た
。
特
に
ド
ル
地
域
か
ら
の
輸
一

入
に
於
て
然
り
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
五
〇
年
後
期
よ
り
輸
入
は
再
び
増
加
し
は
じ
め
た
。
、
こ
れ
に
は
朝
鮮
動
乱
に
よ
り
物
資
不
足
が

8．東南アジア諸国の輸

　入単価び数量指数　（1951）

　　　　（1950＝100）

一 陣価指数 数量指数
一

中　イ　ロ　ン 123 115

イ　ン　ドシナ 115 125

イ　　ン’　　ド 123 123

マ　　　　1／　　　　一 126 132

比　　　　　島 126 112

五
一
年
半
は
全
体
で
四
割
強
の
増
加
を
見
せ
て
い
る
が
、

カ
ナ
ダ
に
対
す
る
輸
出
は
二
割
強
し
か
増
加
し
て
い
な
い
。
総
額
に
お
け
る
対
米
国
及
び
カ
ナ
ダ
輸
出
の
割
合
は
一
九
五
一
年
に
は
一
九
・

四
％
と
な
り
、
五
〇
年
よ
り
四
％
低
く
、
四
九
年
反
り
も
0
・
八
％
低
い
。
英
国
に
対
す
る
輸
出
の
割
合
は
増
加
し
た
。
日
本
及
び
西
欧
大

陸
諸
国
の
割
合
は
年
々
増
加
を
示
し
て
い
る
。

　
輸
入
貿
易
額
は
一
九
五
〇
年
に
比
し
て
一
九
五
一
年
に
は
全
体
で
五
割
の
増
加
で
あ
る
が
、
日
本
よ
り
の
輸
入
増
加
率
が
最
も
高
く
二
倍
．

半
以
上
に
達
し
て
い
る
。
米
国
カ
ナ
ダ
よ
り
の
輸
入
は
五
割
余
、
西
敵
大
陸
諸
国
よ
り
の
輸
入
は
七
割
余
も
増
加
し
た
が
、
英
国
よ
り
の
輸

入
は
四
割
弱
し
か
増
加
し
て
い
な
い
。
輸
入
総
額
の
う
ち
で
は
地
域
内
の
諸
国
と
の
貿
易
が
大
き
な
部
分
を
占
め
、
米
国
、
英
国
、
西
駄
大

陸
諸
国
な
ど
よ
り
の
輸
入
が
こ
れ
に
つ
い
で
い
る
。
日
本
よ
り
の
輸
入
は
一
九
四
九
年
に
は
僅
か
三
・
八
％
で
あ
っ
た
も
の
が
一
．
九
五
一
年

発
生
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
買
急
い
だ
こ
と
も
一
因
で
あ
る
。

　
貿
易
収
支
の
逆
転
の
一
つ
の
要
因
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
輸
出
単
価
と
輸
入
単
価
と
の
関

係
を
見
る
と
輸
出
単
価
は
一
九
五
一
年
第
一
・
四
半
期
を
頂
上
と
し
て
下
降
傾
向
に
あ
る
に
も
不
拘
、

輸
入
単
価
は
上
昇
の
傾
向
に
あ
る
。
従
っ
て
交
易
条
件
も
一
九
五
一
年
初
期
を
最
上
と
し
て
、
そ
れ

以
後
は
下
降
し
て
居
り
、
セ
イ
ロ
ン
で
は
一
九
五
一
年
第
三
・
四
半
期
よ
り
、
比
島
で
は
｝
九
五
一

年
第
二
・
四
半
期
に
於
て
朝
鮮
動
乱
以
前
の
水
準
以
下
に
悪
化
し
た
。
（
ビ
ル
マ
だ
け
は
山
父
易
条
件
が
良
化
し
て
い
る
。
）

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
貿
易
方
向
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
輸
出
に
於
て
は
一
九
五
〇
年
に
比
べ
て
一
九

　
　
　
　
　
　
　
対
英
及
び
対
日
輸
出
は
そ
れ
み
＼
七
割
以
上
も
増
加
し
て
い
る
一
方
、
米
国
及
び

＝一一　12　一r



9・：東南アジア諸国の輸出入単価指数

　　　　（1950＝＝1・一6月＝100）
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10．東南アジア諸国の交易条件

　　（1950年1～6月＝100）
年
一
　
．
　
一 セ／fロン’ イ　ソ　ド インドシナ ，マ　レ’一 比　　島 ビル・マ

P950

1 101 98 107 92 92 103
］
【 99 102 93 108 110 ・97

皿 110 103 149 126 108 108

皿 125 96 140 145 107 264

1951

1 132 92 150 159 106 252

1 116 124 118 159 95 226

皿 98 132 125 124 85 226

皿 70 126 136 127 82 188

1952
1 86 109 ●　●　D 132 73 238

1 72 94 ．　．　・ 114 77 294

皿 70 90 ●　・　， 11C 78 ・　，　●

（註囎騰・…㈱が…以上の場合睡鞘・・有利であ・

　100以下の場合は不利である）

（第9．10表はECAFE　1951年々報P340－341及び1952年年報より算出）

に
は
八
・
三
％
、
一
九
五
二
年
上
半
期
に
は
九
・
四
％
・
上
昇
し
て
い
る
。
（
艦
笹
謎
麟
柴
讃
幣
劉
鍛
蝕
麗
篠
響
筋
輸
入
）

　
貿
易
差
額
を
相
手
国
別
に
見
れ
ば
東
南
ア
ジ
ア
十
力
国
は
一
九
五
〇
年
に
は
日
本
及
び
英
国
に
対
し
て
、
入
超
を
示
し
、
他
の
諸
国
に
は
．

出
超
を
記
録
し
た
。
し
か
し
、
　
一
九
五
一
年
に
は
日
本
に
対
す
る
輸
入
超
過
は
増
加
し
た
が
、
英
国
に
対
し
て
は
出
超
に
転
じ
、
他
の
諸
国

に
対
し
て
も
出
馨
持
続
し
た
。
（
箪
三
表
）
（
㌦
語
難
鮮
鯉
鶉
酪
鵠
款
礎
転
）

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

7，r’一’　23　’；



11・東南アジア1P力国の輸出貿易の方向

価　　　額 （百万ドル）

総　　　計 米国及び
J　ナ　　ダ

英　　国

地　域外ス．ターリン

O諸国

大　　陸OEEC

冝@　国
1949 4，350 878 646 385 636
1950

5
4
4
8
　
， 1，276 660 388 856

1951
1｛，6 4，359 885 566 294 720

7～12 3，439 625 606 303 573

1952
1～6 3，006 666 414 216 456

指　　数 （1950＝100）

1949 79．8 68．8 97．9 99．2 74．2

1951 143．1 118．3 177．6 154．1 151．0

百　　分 比

1949 100．0 20．2 14．8 8．8 14．6

1950 100．0 23．4 12．1 7．1 15．7

1951

1～6 100．0 20．3 13．0 6．7 16．5

7～12 100．0 18．2 17．7 8．8 16．7
1952

1～6 100．0 22．2 13．8 7．2 15．2

日　本

　105
　206

　242
　116

　180

51．0

173．　8

2．4

3．8

5．6

3．4

6．　0

東南アジア

諸　　国

　1，　108

　1，　316

　1，　072

　　851

　　756

84．　2

146．　1

25．　5

24．　2

24．6

24．　7

25．　2

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

（ECAFE　1951年年報　P．102及び1952年年報　P．46より算出）

　　　12．東南アジア10力国の輸入貿易の方向
i
総
　
計
1

米国及び

Jナダ
英　　国

そ　の　他スターリン

O地塁諸国

大　　陸OEEC

冝@　国
日　　本

東南アジア
煤@　　国

：

価　　　額 （百万ドル）
’

1949
5
6
8
2
　
，

1
2
5
6
幽
，

1，028 564 741 1　218 1，196

1950 4，617 830 706 375 590 258 1，201

1951

1～6 3，232 523 452 333 480 251 921

7～12 3，795 756 525 233 569 333 912

1952

1～6 3，690 906 546 192 600 348 732

指 数 （1950＝100）

1949 123．0 151．3 145．6 150．4 125．6 84．5 99．6

1951 152．1 154．0 138．2 150．9 177．8 267．0 152．7

百 分 比（1950＝100）

1949 100．0 22．1　1 18．0 9．9 13．0 3．8 21．0

1950 100．0 18．01 15．3 8．1 12．8 5．6 26．0
1

1951

1肉6 100．0 16．2 14．0 10．3 14．9 7．8 28．5

7～12 100．0 19．g　i 13．8 6．1 15．0 8．8 24．0

1952

1～6 100．0 24．5 14．7 5．3 16．2 8．4 19．8

（ECAFE　1951年年報　P・123及び1952年年報　P・46より算出）

一　24　一



13．東南アジプ10力国の地域別貿易収支　（百万ドル）

総　計 米　　国

Jナダ
英　　国

その他スターリング一城 欧州大陸OEEC－諸　　国

日　　本

　　　．　　　　　　　　¶　　　　一　一　　一　一　一

1949 一1．355 一378 一382 一179 一105 一112
1950 811 446 一46 14 266 一53
1951 771 231 195 32 244 一224

1－6月o7－12月 1，128

|356
　362

|131

114

W1
一38

@71

240

@　4

　　一9

|215
1952

1－6月 一674 一240 一132 12 一144 一168

（ECAFE　1951年年報　P・129及び1952年年報　P．46より算出）

　
英
国
と
東
南
ア
ジ
ア
と
の
貿
易
は
東
南
ア
ジ
ア
が
一
九
五
〇
年
に
は
四
千
六
百
万
ド
ル
の
対
英
入
超
を
示
し
た
が
、

億
九
千
五
百
万
ド
ル
の
出
超
に
転
じ
た
。

万
ド
ル
へ
と
増
加
し
た
。
西
欧
諸
国
へ
の
貿
易
出
超
は
一
九
五
〇
年
の
二
重
六
千
六
百
万
ド
ル
よ
り
一
九
五
一
年
に
は
二
億
四
千
四
百
万
ド

ル
へ
と
僅
か
ば
か
り
減
少
し
た
。
対
英
貿
易
が
入
超
よ
り
出
超
に
転
じ
た
の
は
マ
レ
ー
及
び
イ
ン
ド
の
対
英
輸
出
が
激
増
し
た
か
ら
で
あ
る

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

　
一
九
五
〇
年
と
五
一
年
と
を
比
較
す
れ
ば
日
本
及
び
北
米
に
対
す
る
貿
易
差
額
と
英
国
そ
の
他

に
対
す
る
貿
易
差
額
と
の
問
に
著
し
い
対
照
が
あ
る
。
即
ち
一
九
五
一
年
の
出
超
総
額
は
七
億
七

千
一
百
万
ド
ル
で
あ
っ
て
一
九
五
〇
年
の
八
億
一
千
一
百
万
ド
ル
に
比
し
て
五
％
の
下
落
に
過
ぎ

な
い
が
、
米
国
及
び
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
出
超
額
は
三
億
四
千
六
百
万
ド
ル
よ
り
二
尉
三
千
一
百
万

ド
ル
へ
と
半
減
し
、
日
本
に
対
す
る
入
超
額
は
五
千
三
百
万
ド
ル
よ
り
二
幅
二
千
四
百
万
ド
ル
へ

と
急
増
し
た
。
こ
の
原
因
は
（
｝
）
　
一
九
五
一
年
後
半
に
於
て
米
国
及
び
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
輸
出

額
が
減
少
し
た
に
も
か
x
わ
ら
ず
、
輸
入
額
は
増
加
し
た
。
　
（
二
）
日
本
が
世
界
に
於
け
る
工
業

製
品
の
主
要
な
供
給
者
と
し
て
そ
の
重
要
性
が
増
加
し
た
こ
と
で
あ
る
。
　
一
九
五
一
年
後
半
に
お

け
る
輸
入
超
過
の
再
現
は
殆
ど
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
及
び
日
本
に
対
す
る
輸
入
超
過
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
比
島
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
於
て
は
米
国
と
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
輸
出
超
過

は
輸
入
超
過
に
転
換
し
た
。
イ
ン
ド
及
び
ビ
ル
マ
で
は
米
国
及
び
カ
ナ
ダ
よ
り
の
輸
入
超
過
は
増

加
し
た
。
セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
及
び
タ
イ
で
は
米
国
及
び
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
輸
出
超
過
は
減
少
し

た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
五
一
年
に
は
一

地
域
外
の
他
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
諸
国
に
対
し
て
も
出
超
が
一
千
四
百
万
ド
ル
か
ら
三
千
二
百

一25一



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

が
、
貿
易
出
超
は
一
九
五
一
年
の
後
半
に
は
前
半
よ
り
も
減
少
し
た
。
西
欧
に
つ
い
て
も
出
超
額
は
一
九
五
一
年
後
半
に
は
激
減
し
て
い
る
。

一
九
五
二
年
前
半
に
至
っ
て
米
、
英
、
日
、
西
欧
の
い
つ
れ
に
対
し
て
も
輸
入
超
過
を
示
す
に
至
っ
た
。

　
次
に
各
国
別
の
地
域
的
貿
易
構
成
を
原
料
輸
出
国
で
あ
る
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
北
米
及
び
西

欧
に
対
し
て
は
出
超
と
な
り
、
英
国
及
び
米
産
国
そ
の
他
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
諸
国
に
対
し
て
は
入
超
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
し
か
る

に
一
九
五
一
年
に
は
マ
レ
ー
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
は
英
国
に
対
し
て
出
超
と
な
り
、
日
本
に
対
し
て
入
超
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
が
英
国

よ
り
も
自
由
に
工
業
製
品
を
供
給
す
る
こ
と
が
出
来
た
か
ら
で
あ
る
。
マ
レ
ー
が
対
日
輸
入
制
限
を
相
当
程
度
緩
和
し
た
こ
と
も
対
日
輸
入

増
加
の
原
因
で
あ
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
も
対
日
入
超
が
増
加
し
た
。
セ
イ
ロ
ン
も
パ
キ
ス
タ
ン
、
マ
レ
ー
、
イ
ン
ド
、
不
シ
ヤ
と
大
体
似
て
い
る

が
、
茶
の
輸
出
の
た
め
に
英
国
に
対
し
て
は
出
超
と
な
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
　
一
九
五
一
年
に
は
米
国
及
び
カ
ナ
ダ
に
対
す
る
輸
出
超
過
は

著
減
し
、
対
英
国
、
対
西
欧
の
輸
出
超
過
は
増
加
し
た
。
対
日
入
超
も
亦
増
加
し
た
。

　
比
島
で
は
一
九
五
一
年
前
半
期
に
少
額
の
対
米
出
超
が
見
ら
れ
た
が
、
後
半
期
に
は
巨
額
の
入
超
に
転
じ
た
。
比
島
の
貿
易
は
コ
・
ナ
ッ

製
品
の
輸
出
に
よ
っ
て
西
欧
諸
国
に
対
し
て
は
出
超
を
示
し
、
米
国
に
対
し
て
は
工
業
製
品
の
輸
入
に
よ
っ
て
入
超
を
示
し
、
米
産
国
に
対

し
て
は
食
糧
輸
入
の
た
め
に
入
超
を
示
す
傾
向
が
あ
る
。

　
米
産
国
の
貿
あ
構
造
に
つ
い
て
見
る
に
、
ビ
ル
マ
は
日
本
及
び
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て
米
の
輸
出
を
行
う
た
め
に
出
超
を
示
し
、

英
国
及
び
米
国
（
特
に
英
国
）
に
対
し
て
は
工
業
製
品
の
輸
入
を
行
う
た
め
に
入
超
と
な
る
。
同
様
に
イ
ン
ド
シ
ナ
も
日
本
及
び
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
に
対
し
て
は
米
を
輸
出
す
る
た
め
出
超
と
な
る
が
、
西
欧
特
に
フ
ラ
ン
ス
に
対
し
て
は
入
超
と
な
る
。
　
一
九
五
〇
年
一
五
一
年
に

は
原
料
ブ
ー
ム
の
た
め
に
対
米
入
超
は
解
消
し
た
。

　
タ
イ
は
他
の
米
産
国
と
異
っ
て
、
米
の
他
に
、
ゴ
ム
及
び
錫
を
も
生
産
す
る
の
で
、
一
九
五
〇
年
後
期
よ
り
五
一
年
初
期
に
至
る
ゴ
ム
政
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び
錫
の
ブ
ー
ム
の
時
に
は
マ
レ
ー
や
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
と
同
様
に
利
益
を
う
け
、
ブ
ー
ム
鎮
静
後
は
ビ
ル
マ
や
イ
ン
ド
シ
ナ
と
同
じ
く
米
価
格
一

の
上
昇
に
よ
っ
て
利
益
を
う
け
た
。
タ
イ
は
米
の
輸
出
に
よ
っ
て
日
本
及
び
他
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
出
超
を
示
し
た
が
、
ゴ
ム
及
び
錫
の

輸
出
に
よ
っ
て
米
国
に
対
し
て
も
出
超
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
工
業
製
品
を
輸
入
す
る
た
め
に
英
国
及
び
西
欧
に
対
し
て
は
入
超
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
ば
一
九
五
〇
年
も
五
一
年
も
か
わ
ら
ず
、
五
一
年
に
は
益
ミ
顕
著
と
な
っ
た
。

　
イ
ン
ド
は
一
九
四
九
年
に
巨
額
の
入
超
を
示
し
た
が
、
　
一
九
五
〇
年
に
は
少
額
の
出
超
と
な
っ
た
が
、
一
九
五
一
年
に
は
食
糧
の
輸
入
の

た
め
に
再
び
入
超
に
転
じ
た
。
　
一
九
五
一
年
来
は
対
英
貿
易
は
出
超
と
な
っ
た
が
、
対
米
貿
易
は
後
半
期
に
著
し
い
入
超
と
な
っ
た
。

　
香
港
の
貿
易
は
息
継
港
的
性
格
を
も
つ
て
い
る
つ
日
本
及
び
東
南
ア
ジ
ア
以
外
の
地
域
に
対
し
て
は
入
超
と
な
り
、
そ
の
他
の
地
域
に
は

出
超
と
な
っ
て
い
る
。
貿
易
差
額
は
全
体
と
し
て
見
れ
ば
入
超
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
貿
易
外
収
入
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
。

三
、
貿
　
易
　
外
　
牧
　
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
サ
ー
ビ
ス
産
業
を
持
っ
て
い
な
い
の
で
工
業
工
特
に
西
欧
諸
国
の
海
運
、
銀
行
、
保
険
そ
の
他
の
国
際
貿
易
に
関
係

あ
る
サ
ー
ビ
ス
に
依
存
し
て
い
る
。
そ
の
上
に
過
去
に
投
下
せ
ら
れ
た
巨
額
の
外
国
資
本
に
対
し
て
利
下
及
び
配
当
金
を
支
払
は
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
の
額
は
イ
ン
ド
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
で
は
商
品
貿
易
の
輸
出
超
過
額
と
殆
ど
等
し
か
っ
た
。
戦
前
の
東
南
ア
ジ
ア
の
植
民
地
域

の
国
民
所
得
の
約
一
割
が
年
々
外
資
の
利
払
い
と
配
当
金
の
支
払
に
あ
て
ら
れ
た
。
一
方
、
対
外
投
資
国
に
と
っ
て
海
外
投
資
よ
り
の
収
入
、

は
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
三
八
年
に
慌
て
オ
ラ
ン
ダ
は
そ
の
輸
入
超
過
額
の
殆
ど
全
部
、
英
国
は
そ
の
約
五
分
の
三
を
海
外
投
資
よ

り
の
収
入
で
賄
っ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
よ
り
の
収
入
は
オ
ラ
ン
ダ
の
場
合
は
五
分
の
二
、
英
国
の
場
合
は
五
分
の
一
で

　
　
　
　
　
　
へ
註
）

あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

　
し
か
し
な
が
ら
、
戦
災
、
外
国
投
資
の
流
動
化
（
国
有
化
及
び
現
地
人
へ
外
国
資
産
の
移
転
を
含
む
）
、
植
民
地
制
度
の
衰
退
、
経
済
的
国
［

家
主
義
の
油
球
、
叉
は
内
乱
に
よ
っ
て
西
欧
諸
国
の
投
資
は
激
減
し
た
。
こ
の
よ
う
に
外
債
が
激
減
し
た
の
で
、
こ
の
地
域
の
利
子
及
び
配

当
金
（
元
本
償
還
も
含
む
）
の
皮
払
は
減
少
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
九
五
〇
年
後
期
及
び
一
九
五
一
年
に
は
投
資
収
入
並
び
に
輸
送
及
び

保
険
料
の
麦
払
は
輸
出
ブ
ー
ム
に
関
連
し
て
激
増
し
た
。

　
（
註
）
　
9
Z
．
国
8
β
o
日
δ
ω
g
く
①
矯
。
隔
諺
ω
一
p
帥
爵
①
男
胃
国
器
計
6
鍋
・
℃
・
冨
H
・

　
運
賃
支
払
が
増
加
し
た
の
は
貿
易
量
の
増
加
と
運
賃
率
の
昂
騰
に
よ
る
。
例
え
ば
セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
及
び
比
島
で
は
輸
出
数
量
は
一
九

五
〇
年
に
比
べ
て
一
九
五
一
年
に
は
二
乃
至
一
二
％
上
昇
し
、
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
五
〇
％
上
昇
し
た
。
輸
入
は
一
九
五
一
年
に
は
五
〇
年
に

比
し
て
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
、
比
島
に
乾
て
は
一
五
乃
至
三
〇
％
増
加
し
た
。
貿
易
量
の
増
大
と
同
時
に
、
運
賃

の
上
昇
が
あ
り
、
項
目
に
よ
っ
て
は
二
倍
以
上
に
な
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
セ
イ
ロ
ゾ
よ
り
英
国
へ
の
茶
の
運
賃
率
は
一
九
五
一
年
五
月
一

日
ま
で
に
二
五
％
増
加
し
、
九
月
一
日
ま
で
に
更
に
一
五
％
増
加
し
た
。
米
国
へ
の
ゴ
ム
の
運
賃
率
は
一
九
五
一
年
三
月
に
一
五
％
増
加
し

た
。
九
月
の
増
加
は
イ
ン
ド
及
び
．
パ
キ
ス
タ
ン
の
港
へ
の
運
賃
の
一
般
的
引
上
に
も
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
　
O
o
9
ω
什
巴
O
o
昌
h
巽
Φ
昌
。
①

H
貯
Φ
ω
は
ビ
ル
マ
か
ら
米
を
セ
イ
ロ
ン
に
輸
送
す
る
契
約
を
セ
イ
ロ
ン
政
府
と
結
ん
だ
が
、
運
賃
を
ト
ン
当
り
三
十
五
ル
ピ
ー
に
引
上
げ

た
。
こ
れ
は
そ
れ
以
前
の
九
ヵ
月
間
の
賃
率
を
十
一
ル
ピ
ー
だ
け
上
廻
る
も
の
で
あ
っ
た
。
新
し
い
運
賃
率
に
よ
れ
ば
セ
イ
ロ
ン
政
府
は
五

百
万
ル
ピ
ー
だ
け
余
分
に
露
払
は
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
タ
イ
で
は
ア
メ
リ
カ
向
け
の
一
般
貨
物
の
運
賃
率
は
一
九
五
一
年
初
期
ま
で
・
に
一

〇
％
、
一
九
五
一
年
の
終
り
ま
で
に
更
に
一
〇
％
引
上
げ
ら
れ
た
。
世
界
の
運
賃
率
は
一
九
五
一
年
に
は
五
〇
年
に
比
べ
て
約
二
倍
に
増
加

し
た
。
（
し
か
し
、
一
九
五
二
年
以
来
運
賃
率
は
著
し
い
低
下
傾
向
を
示
し
て
い
る
の
で
運
賃
麦
払
額
は
減
少
し
て
い
る
も
の
と
思
は
れ
る
。
）

　
保
険
料
に
つ
い
て
い
え
ば
輸
出
入
数
量
が
増
大
し
た
N
め
に
、
保
険
料
の
支
払
も
増
加
し
た
。
運
送
及
び
保
険
に
対
す
る
支
払
の
増
加
は
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14．運賃率指数（Voyage　charters）

　　1950年1～6月＝100　（ドル価格）

・94gl・949 1950 1951 1952
1

1～8月
10～12

後半 全年1・2月 10月

英　　　　国

mノレウエー

fンマー　ク

Xエーゲy

　　133

@　168

@　142

P

95

X5

X8

X5

127

P27

P19

P16

234

Q36

P19

P00

227

Q38

Q38

Q09

127

P21

P24

P42

］MF：　lnternational　Financial　Statistcs．

後
表
の
如
く
若
干
の
国
に
つ
い
て
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
表
の
数
字
は
時
と
し
て
誤
解
を
招
く

お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
の
は
、
ビ
ル
マ
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
シ
ナ
及
び
タ
イ
で
は
輸

入
品
に
対
す
る
保
険
料
の
多
く
は
。
：
－
・
f
基
準
で
記
録
さ
れ
た
輸
入
数
字
の
中
に
含
ま
れ
て

居
り
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
輸
出
入
と
も
に
一
部
は
。
・
i
・
f
一
部
は
f
・
o
・
b
で
記
録
せ
ら

れ
て
い
る
の
で
運
賃
及
び
保
険
料
は
そ
の
一
部
が
商
品
貿
易
の
中
に
混
入
し
て
い
か
ら
で
あ
る
。

比
島
だ
け
は
輸
出
入
と
も
に
f
・
o
・
b
基
準
で
記
録
さ
れ
て
い
る
の
で
運
賃
や
保
険
料
の
支
払

の
変
化
は
大
体
に
煮
て
完
全
に
そ
の
動
き
を
示
し
て
い
る
。
比
島
で
は
一
九
五
一
年
に
お
け
る
こ

の
よ
う
な
支
払
の
増
加
は
一
九
五
〇
年
の
数
字
を
六
〇
％
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　
投
資
所
得
に
対
す
る
正
味
座
払
高
は
配
当
金
、
利
子
、
利
潤
を
含
め
て
一
九
五
一
年
号
は
前
年

に
比
べ
て
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
及
び
比
島
で
は
増
加
し
た
。
こ
の
増
加
は
外
国
投
資
の
高

収
益
特
に
輸
出
産
業
に
お
け
る
高
収
益
を
表
は
し
て
い
る
。
例
え
ば
イ
ン
ド
、
矛
シ
ャ
で
は
ゴ
ム
園
そ
の
他
輸
出
産
業
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
投
資

が
相
当
に
多
く
、
正
味
投
資
収
益
は
一
九
五
〇
年
に
比
べ
て
八
0
％
以
上
も
高
か
っ
た
。
マ
レ
ー
の
ゴ
ム
及
び
錫
に
対
す
る
英
国
の
投
資
の

　
　
　
　
　
　
（
註
）

収
益
も
瀬
高
か
っ
た
。
セ
イ
ロ
ン
及
び
比
島
の
場
合
で
は
投
資
所
得
の
対
外
送
金
の
増
加
は
為
替
管
理
の
緩
和
に
よ
る
。
ビ
ル
マ
で
も
対
外

送
金
に
関
す
る
箕
大
な
取
扱
は
一
九
五
一
年
も
つ
§
け
ら
れ
た
り
タ
イ
で
は
他
の
諸
国
と
は
異
っ
て
投
資
所
得
の
正
味
受
取
高
が
増
加
し
た
。

こ
れ
は
政
府
機
関
の
所
有
す
る
外
国
資
産
の
収
益
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
（
註
）
　
d
・
2
”
≦
o
ユ
山
国
8
ロ
。
ヨ
凶
。
男
o
O
o
芦
同
O
㎝
O
占
⑩
ヨ
・

　
後
進
国
は
経
常
勘
定
に
於
て
先
進
国
の
投
資
所
得
を
支
払
は
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
そ
の
額
が
経
常
受
取
額
に
対
し
て
ど
れ
位
の
比

　
　
　
　
東
南
…
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

率
を
示
す
か
は
各
国
に
於
て
異
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
戦
前
は
こ
の
割
合
が
高
か
っ
た
が
、
戦
後
は
低
く
な
っ
て
い
る
。
世
界
の
他
の
後

15．東南プジや諸国の経常収入と投資

　　所得支払の割合　　　　（％）

＿．
・938 P 1946 1・9471 1948 1949

セ　イ　ロ　ソ 11．5 10．2 6．8 3．2

イ　　ン　　　ド 12．7 （1．9） （2．2） 5．3 5．0

イン’ドネシヤ 30．1 （5．0） （8．5）

比　　　　　島 （0．7） 3．6 3．9 5．0

タ　　　　　イ 5．9 （0．4）

（比較）

ブ　ラ　ジ　ル 4．5 8．5 8．6層

チ　　　　　　　リ 14．1 17．5 19．1 17．1

メ　キ　　シ　コ 16．8 7．5 8．2 8．8 10．0

ベネズェ　ラ 31．3 30．5 38．9 38．8 26．0

イ　　ラ　　ン 44．0 53．5 66．6 53．1

北ローデシヤ 33．5 45．9 42．5 34．3

一

（註）数字は投資所得支払÷経常収入を表はす

　　　括弧内の数字は記録の明かなものだけを示す　他に

　　　記録不明のものが相当あるものと推定される
　　　D．　Finch，　investment　Service　of　Underdeveloped

　　　Countries，　（IMF，　Staff　Papers，　Sept．　1951）

景
気
、
不
景
気
に
応
じ
て
そ
の
支
払
額
は
変
化
し
た
が
、
　
一
方
、
経
常
収
入
も
亦
、

め
割
合
は
略
一
定
し
て
い
た
。

　
政
府
の
貿
易
外
取
引
は
セ
イ
ロ
ン
及
び
イ
ン
ド
の
国
際
収
支
で
は
一
九
五
〇
年
及
び
一
九
五
一
年
に
於
て
重
要
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

比
島
、
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
及
び
ビ
ル
マ
で
は
重
要
で
あ
っ
た
。
比
島
は
政
府
取
引
で
巨
額
の
正
味
受
取
高
を
示
し
た
。
そ
の
大
部
分
は
米
国

政
府
の
支
出
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
軍
事
費
及
び
帰
還
兵
士
に
対
す
る
恩
給
が
含
ま
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
は
終
戦
以
来
、
国
際
収
支
の
赤
字

進
地
域
と
比
較
す
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。
（
第
十
五
表
）

　
イ
ラ
ン
、
ゲ
エ
、
不
ズ
エ
ラ
は
石
油
投
資
所
得
、
北
・
ー
デ
シ
ャ

は
銅
の
投
資
所
得
が
巨
額
で
あ
る
た
め
に
高
い
割
合
を
示
し
て
い

る
Q

　
投
資
所
得
麦
払
が
経
常
収
入
に
対
す
る
割
合
は
戦
前
に
於
て
こ

れ
を
イ
ン
ド
と
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
に
つ
い
て
比
較
す
れ
ば
興
味
深
い

対
照
が
見
ら
れ
る
。
（
第
＋
六
表
及
第
＋
七
表
参
照
）

　
イ
ン
ド
で
は
確
定
利
子
付
債
務
が
多
い
た
め
に
年
々
殆
ど
等
額

の
投
資
所
得
の
三
三
が
あ
っ
た
。
不
景
気
の
と
き
、
経
常
収
入
が

減
少
す
れ
ば
投
資
所
得
支
払
の
割
合
は
増
大
し
た
。

　
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
で
は
配
当
な
ど
不
確
定
利
潤
の
麦
払
が
多
く
、

　
　
　
　
増
減
し
た
か
ら
、
経
常
収
入
に
対
す
る
投
資
所
得
支
払

一　30　一



16．インドの経常収入と投資所得麦払
　　の割合（1929－39）1948，1949．

経常収入（A）
i百万ルピー）

投資所得麦田
@　　（B）

i百万ルピー）

（旦A）％

1929－30 3，615．6 359．0 9．9

193Q－31 2，599．1 359．0 13．8

1931－32 1，889．3 360．1 19．1

1932－33 1，605．2 353．0 22．0

1933－34 1，823．4 345．0 18．0

1934－35 1，883．6 341．0 18．1

1935－36 i，984．1 336．5 17．0

1936－37 2，303．1 330．0 14．3

1937－38 2，189．8 310．0 14．2

1938－39 2，007．0 280．0 13．9

1948 ，　，　，　，　●　9 5．3

1949
……

P 唖　■　o 5．0

註　投資所得支払というのは利子及び
　　　配当の海外への支払をいう。
　　（Finch，前掲論文IMF：Staff
　　Pepers，　Sept，　1951）

17．インドネシヤの経常収入と投資
　　所得支払の割合（1925－39）

経常収入（A）（百万ギルダー） 投資所得麦湯
@　　　（B）

i百万ギルダー）

（旦A）％

1925 1β44 371 20．1

1926 11630 419 25．7

1927 1，691 385 22．8

1928 1，628 367 22．5

1929 1，491 329 22．1

1930 1，220 270 22．1

1931 766 153 19．2

1932 562 120 21．4

1933 486 110 22．6

1934 521 110 21．1

1935 500 108 21．6

1936 627 125 19．9

1937 1，025 157 15．3

1938 717 220 30．7

1939 808 179 22．2

1948 ，　　．　　7　　0　　・　　・ ・　，　，　o　・　・ （5．0）註

1949 ．　o　・　9　■　● ・　●　o　●　，　・
（8．5）註

　（Finch前掲論：文IMF，　Staff　Papers，
　Sept，　1951）

註　1948，1949年の数字は記録の明なものだ
　　けを計算したものであって，記録されて
　　いない支払が相当にあることが推定さ
　　れる。

・
を
減
少
せ
し
め
る
の
に
甚
だ
役
に
立
つ
た
。
こ
の
よ
う
な
受
取
は
一
九
四
九
年
以
来
減
少
し
た
け
れ
ど
も
、
省
、
全
て
の
他
の
サ
ー
ビ
ス
に

対
す
る
正
味
友
払
高
を
相
殺
し
て
余
り
あ
る
も
の
が
あ
る
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
で
は
フ
ラ
ン
ス
・
フ
ラ
ン
の
流
入
、
そ
れ
は
主
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
支
出
並
び
に
国
家
予
算
に
対
す
る
相
当
巨
額
の
贈

与
よ
り
成
立
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
シ
ナ
三
国
の
倒
際
受
取
額
合
計
の
大
部
分
を
な
し
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
以
来
の
巨
額

の
継
続
的
な
貿
易
赤
字
を
賄
う
の
に
役
立
つ
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
に
お
け
る
政
府
取
引
の
正
味
支
払
額
は
輸
入
品
に
対
す
る
政
府
の
支
払
を
含

ん
で
い
る
。
パ
キ
ス
タ
ン
に
於
け
る
政
府
取
引
の
正
味
麦
払
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
・
ア
カ
ウ
ン
ト
に
お
け
る
正
味
支
払
総
額
の
八
○

％
以
上
を
占
め
る
面
一
九
五
一
年
に
お
け
る
パ
キ
ス
タ
ン
の
サ
ー
ビ
ス
・
ア
カ
ウ
ン
ト
の
支
払
額
は
一
九
五
〇
年
に
お
け
る
よ
り
も
五
〇
％

嵩
か
つ
た
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

　
私
的
贈
与
（
増
量
簿
①
“
o
昌
9
δ
昌
ω
）
　
の
動
き
は
主
と
し
て
、
東
南
ア
ジ
ア
地
域
内
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
主
要
部
分
は
南
洋
華
僑
特
に

マ
レ
ー
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
の
華
僑
及
び
ビ
ル
マ
、
セ
イ
ロ
ン
及
び
マ
レ
ー
の
イ
ン
ド
人
に
よ
る
送
金
が
多
い
。
華
・
僑
の
中
国
本
土
へ

の
送
金
は
以
前
は
直
接
に
中
国
へ
送
ら
れ
た
が
、
現
在
は
香
港
へ
送
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
香
港
及
び
中
国
本
土
へ
の
個
人
送
金
は
政

治
上
の
理
由
か
ら
マ
レ
ー
、
’
比
島
及
び
タ
イ
で
は
特
に
厳
重
に
審
査
さ
れ
て
い
る
。

　
私
的
贈
与
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
の
正
味
受
取
高
、
セ
イ
ロ
ン
の
正
味
麦
払
高
は
一
九
五
〇
年
及
び
一
九
五
一
年
に
は
可
成
り
増
加
し
た
。

こ
れ
は
セ
イ
ロ
ン
に
い
る
イ
ン
ド
人
の
実
業
家
及
び
労
働
者
の
所
得
が
輸
出
ブ
ー
ム
に
よ
っ
て
増
加
し
、
ま
た
送
金
に
つ
い
て
の
セ
イ
ロ
ン

の
為
替
管
理
が
緩
和
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

四
、
私
的
資
本
移
動

　
東
南
ア
ジ
ア
の
経
済
開
発
は
過
去
数
世
紀
に
わ
た
る
私
的
資
本
移
動
に
負
う
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
戦
後
は
私
的
投
資
は
比
較
的
少
額
と

な
っ
た
。
そ
の
上
に
政
治
的
、
経
済
的
状
態
が
よ
く
な
い
の
で
外
国
資
本
の
み
な
ら
ず
、
国
内
資
本
の
逃
避
も
屡
之
行
わ
れ
た
。
多
く
の
場

合
に
於
て
は
資
本
逃
避
の
主
要
な
動
機
は
現
在
の
政
治
的
混
乱
を
さ
け
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
動
機
と
し
て
は
国
有
化
の
懸
念
、
政

府
の
競
争
、
重
税
、
差
別
的
な
挑
外
立
法
叉
は
行
政
、
通
貨
価
値
下
落
、
土
地
改
革
、
或
い
は
も
っ
と
漠
然
と
い
え
ば
、
統
制
と
か
、
計
画

と
か
を
嫌
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
資
本
逃
避
を
防
止
す
る
た
め
に
こ
の
地
域
の
殆
ど
全
て
の
国
は
為
替
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

　
私
的
資
本
の
流
入
が
比
較
的
少
く
、
反
面
に
於
て
資
本
逃
避
が
屡
く
行
わ
れ
、
ま
た
、
余
剰
資
金
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
外
国
証
券
に
投
資
す

る
た
め
に
、
戦
後
は
私
的
資
本
の
正
味
流
出
の
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
傾
向
は
一
九
五
一
年
に
は
少
く
と
も
一
時
的
に

は
修
正
さ
れ
、
叉
は
逆
転
さ
れ
た
。
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イ
ン
ド
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
で
は
私
的
資
本
の
海
外
流
出
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
規
模
は
小
さ
か
っ
た
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
資
本
流
入
の
一
部
は
長
期
的
直
接
投
資
で
あ
り
、
他
は
短
期
資
本
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
お
け
る
私
的
投
資
の
流

」
人
は
一
九
四
九
年
に
お
け
る
と
同
様
に
こ
の
地
域
の
諸
国
で
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
比
島
で
は
私
的
資
本
が
比
較
的
巨
額
の
流
出
か
ら
、
少
額
の
流
入
に
変
化
し
た
の
は
主
と
し
て
短
期
資
本
投
資
の
変
化
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
し
か
し
、
収
益
の
再
投
資
を
含
め
て
直
接
投
資
は
主
と
し
て
米
国
企
業
の
支
店
叉
は
子
会
社
に
対
し
て
行
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
逆
に
流
入
か
ら
流
出
に
変
化
し
た
。

　
セ
イ
ロ
ン
は
一
般
的
傾
向
の
例
外
を
な
す
も
の
で
あ
っ
て
、
資
本
の
海
外
流
出
は
一
九
五
一
年
に
は
著
し
か
っ
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
英

国
の
長
期
資
産
が
セ
イ
ロ
ン
人
へ
売
却
さ
れ
て
、
こ
れ
が
本
国
へ
帰
還
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　
政
府
は
新
開
発
計
画
に
対
し
て
資
本
を
得
る
た
め
に
、
政
府
の
承
認
し
た
計
画
に
投
ぜ
ら
れ
た
資
本
は
そ
の
元
本
も
収
益
も
自
由
に
引
揚

げ
て
よ
い
こ
と
Σ
し
た
。
他
方
、
新
計
画
に
於
て
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
外
か
ら
の
参
加
者
は
ス
タ
し
リ
ン
グ
地
域
の
他
の
場
所
か
ら
資
本

を
移
転
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
資
本
を
持
ち
来
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
る
。

　
セ
イ
ロ
ン
は
経
常
取
引
に
於
け
る
為
替
管
理
は
緩
和
し
た
が
、
資
本
取
引
は
依
然
と
し
て
厳
重
な
統
制
下
に
あ
る
。
資
本
移
動
を
統
制
し
、

経
常
取
引
の
統
制
を
寛
大
に
す
る
と
い
う
政
策
に
対
し
て
は
、
経
常
取
引
に
偽
装
し
て
資
本
移
動
が
行
わ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
し
か
し
こ
れ

ば
左
程
大
き
い
と
は
思
は
れ
な
い
。
新
規
則
の
施
行
前
の
月
で
あ
る
八
月
に
は
イ
ン
ド
へ
の
送
金
は
七
百
三
十
万
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
が
、
十

月
に
は
一
千
九
十
万
ル
ピ
ー
と
な
り
、
十
二
月
に
は
九
百
四
十
万
ル
ピ
ー
に
低
下
し
た
。
統
制
緩
和
の
直
接
の
効
果
は
イ
ン
ド
・
ル
ピ
ー
が

や
ミ
市
場
で
も
つ
て
い
た
プ
レ
ミ
ア
ム
が
急
に
下
落
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
過
去
に
於
て
は
商
業
取
引
を
通
じ
て
資
金
が
セ
イ
ロ
ン
か
ら
イ

ン
ド
へ
移
転
さ
れ
た
。
即
ち
、
輸
出
に
は
イ
ン
ヅ
ォ
ィ
ス
価
格
を
低
く
つ
け
、
輸
入
に
は
イ
ン
ヅ
ォ
ィ
ス
価
格
を
高
く
っ
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

為
替
管
理
当
局
は
イ
ン
ヅ
ォ
ィ
ス
価
格
を
精
査
す
る
ス
タ
ッ
フ
を
維
持
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
プ
レ
ミ
ア
ム
の
下
落
と
共
に
こ
の
問
題
は

・
あ
ま
り
重
要
で
は
な
く
な
っ
た
。

　
ビ
ル
マ
で
は
米
の
輸
出
貿
易
の
金
融
を
行
う
た
め
に
季
節
的
な
資
本
の
輸
入
を
特
に
イ
ン
ド
よ
り
行
っ
て
い
る
。
資
本
は
毎
年
第
四
・
四

，
半
期
に
輸
入
さ
れ
、
そ
の
仕
事
を
果
し
て
翌
年
の
第
一
叉
は
第
二
・
四
半
期
に
イ
ン
ギ
へ
帰
還
す
る
。
　
一
九
五
一
年
の
第
一
．
四
半
期
に
は

－
商
業
銀
行
は
外
国
よ
り
ピ
ー
ク
に
於
て
四
千
万
ル
ピ
ー
以
上
の
資
金
を
借
入
れ
た
。
こ
れ
は
一
九
五
〇
年
同
期
の
八
倍
で
あ
っ
た
。
私
的
長

期
資
本
の
流
入
増
加
は
ビ
ル
マ
の
債
務
の
減
少
で
あ
っ
て
、
海
外
資
産
の
増
加
で
は
な
い
。
ビ
ル
マ
に
於
け
る
私
的
資
本
移
動
は
、
東
南
ア

．
ジ
ャ
の
他
の
諸
国
と
同
じ
よ
う
に
主
と
し
て
ビ
ル
マ
居
住
の
外
国
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。

　
マ
レ
ー
で
は
殆
ど
資
本
逃
避
と
も
い
う
べ
き
イ
ン
、
ド
へ
の
資
本
の
帰
還
の
問
題
が
あ
る
。
一
九
四
八
年
に
は
マ
レ
」
に
お
け
る
イ
ン
ド
人

・
の
資
本
の
額
は
三
十
九
億
八
千
万
マ
レ
ー
・
ド
ル
と
見
積
ら
れ
た
。
こ
の
う
ち
で
四
億
四
千
万
マ
レ
ー
・
ド
ル
は
そ
の
後
、
帰
還
し
、
八
千
、

．
万
マ
レ
ー
・
ド
ル
の
新
資
金
が
流
入
し
た
。
イ
ン
ド
人
資
本
の
本
国
帰
還
の
動
機
は
海
外
イ
ン
ド
人
の
所
有
す
る
資
産
の
本
国
へ
の
送
金
に

日
対
す
る
徴
税
の
緩
和
（
一
定
条
件
の
下
に
送
金
に
対
し
て
イ
ン
ド
政
府
は
所
得
税
を
免
除
す
る
）
、
マ
レ
ー
に
於
け
る
国
有
化
の
お
そ
れ
、
及

び
マ
レ
ー
の
郊
外
に
お
け
る
政
治
的
騒
乱
な
ど
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
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五
、
持
別
公
的
融
資

　
後
進
国
で
は
大
規
模
な
私
的
貸
付
が
な
い
揚
合
に
は
、
「
特
別
公
的
融
資
」
（
ω
℃
Φ
Q
一
曽
一
　
A
）
一
出
O
一
9
一
団
一
昌
9
旨
O
一
旨
9
q
）
が
過
去
数
年
間
に
於
て

，
重
要
な
地
位
を
占
め
て
来
た
が
、
将
来
も
ま
す
く
重
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
「
特
別
公
的
融
資
」
と
い
う
言
葉
は
序
説
で
簡
単
に
説

萌
し
て
お
い
た
が
、
国
際
通
貨
基
金
の
与
え
た
定
義
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
全
て
の
公
的
贈
与
及
び
公
的
資
本
移
動
で
あ
る
が
、
受
領
国
の
国



際
収
雲
上
の
困
難
を
救
う
た
め
に
融
資
さ
れ
る
（
補
整
的
融
資
）
は
こ
れ
を
除
く
。
こ
の
取
引
は
契
約
的
な
債
務
（
国
際
通
貨
基
金
や
国
際

復
興
開
発
銀
行
へ
の
出
資
な
ど
）
及
び
特
定
の
計
画
に
対
す
る
開
発
資
本
を
含
む
。
贈
与
が
国
際
収
支
を
維
持
す
る
と
い
う
目
的
を
は
な
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
デ
ス
ケ
イ
シ
ヨ
ナ
ル
ロ
グ
ヲ
ン
ツ

、
て
行
わ
れ
た
と
き
は
（
例
え
ば
賠
償
及
び
教
育
上
の
贈
与
な
ど
）
、
こ
れ
を
特
別
公
的
融
資
に
含
む
の
で
あ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
「
特
別
公
的
融
資
」
に
つ
い
て
い
え
ば
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
タ
イ
な
ど
に
は
国
際
復
興
開
発
銀
行
の
融
資
、

イ
ン
ド
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
や
及
び
比
島
に
は
米
国
の
贈
与
及
び
貸
付
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
マ
レ
ー
、
英
領

翁
ル
、
矛
オ
に
対
し
て
は
コ
ロ
ン
ボ
計
画
の
贈
与
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　
次
に
各
国
鋼
に
そ
の
内
容
を
検
討
し
よ
う
。

　
イ
ン
ド
は
一
九
四
九
年
よ
り
五
〇
年
ま
で
の
問
に
「
世
界
銀
行
」
よ
り
三
種
の
借
款
を
う
け
た
。
第
一
の
借
款
は
鉄
道
復
旧
の
た
め
の
三

、
千
四
百
万
ド
ル
（
後
に
三
千
二
百
八
十
万
ド
ル
に
減
額
）
で
こ
れ
は
全
額
支
出
さ
れ
た
。
第
二
回
の
借
款
は
一
千
万
ド
ル
で
こ
れ
は
土
地
開

墾
の
た
め
の
農
業
機
械
の
輸
入
に
あ
て
ら
れ
、
第
三
回
の
借
款
は
一
千
八
百
五
十
万
ド
ル
で
動
力
開
発
計
画
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
第
二
、

口
第
三
の
借
款
は
現
在
使
用
中
で
あ
る
。

　
イ
ン
ド
は
ま
だ
M
S
A
よ
り
四
百
五
十
万
ド
ル
に
相
当
す
る
穀
物
を
う
け
、
小
麦
買
付
の
た
め
に
米
国
よ
り
一
億
九
千
万
ド
ル
の
借
款
を

う
け
た
。

　
コ
ロ
ン
ボ
計
画
の
下
に
一
九
五
一
－
五
二
年
に
於
て
イ
ン
ド
は
濠
州
よ
り
小
麦
粉
及
び
設
備
の
形
で
四
百
二
十
万
濠
州
ポ
ン
ド
、
小
麦
粉

，
及
び
車
輔
の
形
で
カ
ナ
ダ
よ
り
一
千
五
百
万
ド
ル
、
そ
し
て
新
西
蘭
よ
り
二
十
五
万
ポ
ン
ド
を
受
取
る
約
束
と
な
っ
て
い
る
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
は
一
九
五
一
年
来
に
「
世
界
銀
行
」
よ
り
鉄
道
開
発
の
た
め
に
二
千
七
百
二
十
万
ド
ル
の
借
款
を
受
け
、
開
発
計
画
に
つ
い

そ
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
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南
ア
ジ
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コ
ロ
ン
ボ
計
画
の
下
で
は
パ
キ
ス
タ
ン
は
一
九
五
一
－
五
二
年
に
濠
州
よ
り
二
百
万
濠
州
ポ
ン
ド
、
カ
ナ
ダ
よ
り
一
千
万
ポ
ン
ド
を
資
本

財
の
購
入
の
た
め
に
、
新
西
蘭
よ
り
灌
概
計
画
の
た
め
に
二
十
五
万
ポ
ン
ド
を
受
取
る
こ
と
X
な
っ
た
。

　
タ
イ
は
一
九
五
〇
年
に
は
「
世
界
銀
行
」
よ
り
三
種
の
借
款
を
受
取
つ
た
。
こ
れ
は
鉄
道
復
旧
、
灌
概
及
び
港
湾
改
修
の
た
め
で
あ
る
。

一
九
五
一
年
に
は
タ
イ
は
こ
れ
ら
の
借
款
の
う
ち
よ
り
二
百
二
十
万
ド
ル
を
引
出
し
、
一
九
五
二
年
も
引
き
つ
§
き
使
用
し
て
い
る
。
　
一
九

孟
0
年
六
月
か
ら
一
九
五
一
年
十
二
月
に
至
る
十
八
ヵ
月
問
に
タ
イ
は
農
業
及
び
工
業
設
備
、
化
学
品
、
薬
品
等
四
百
八
十
万
ド
ル
を
M
S

A
の
割
当
額
一
千
百
六
十
万
ド
ル
の
う
ち
よ
り
受
取
っ
た
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
は
一
九
五
〇
年
に
は
米
国
輸
出
入
銀
行
か
ら
復
興
及
び
開
発
の
た
め
に
一
億
ド
ル
の
借
款
を
約
束
さ
れ
た
。
　
一
九
五
一
年

六
月
中
旬
ま
で
に
こ
の
う
ち
七
千
五
百
万
ド
ル
を
受
取
つ
た
。

　
ビ
ル
マ
は
一
九
五
一
年
に
は
英
国
よ
り
二
百
五
十
万
ポ
ン
ド
の
借
款
を
受
取
っ
た
。
こ
れ
は
新
し
く
ビ
ル
マ
石
油
会
社
と
共
同
で
行
う
石

油
事
業
五
百
万
ポ
ン
ド
の
半
額
分
担
の
た
め
で
あ
る
。
　
一
九
五
〇
年
六
月
よ
り
五
一
年
十
二
月
に
至
る
十
八
ヵ
月
に
於
て
ビ
ル
マ
は
M
S
A

・
の
割
当
額
一
千
五
百
六
十
万
ド
ル
の
う
ち
、
五
百
七
十
万
ド
ル
に
相
当
す
る
農
・
工
製
品
を
受
け
た
。

　
イ
ン
ド
シ
ナ
は
同
じ
く
十
八
ヵ
月
間
に
M
S
A
の
割
当
額
三
千
四
百
万
ド
ル
の
う
ち
一
千
四
百
万
ド
ル
程
度
の
食
糧
、
農
業
、
工
業
設
備

．
な
ど
を
受
取
つ
た
。

　
セ
イ
ロ
ン
は
コ
ロ
ン
ボ
計
画
の
下
に
一
九
五
一
一
五
二
年
に
濠
州
よ
り
小
麦
粉
の
形
で
三
十
万
濠
州
ポ
ン
ド
、
農
業
開
発
計
画
に
融
資
す

・
る
た
め
に
新
西
蘭
よ
り
二
十
五
万
ポ
ン
ド
を
受
取
っ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
末
ま
で
に
世
界
銀
行
使
節
団
は
セ
イ
ロ
ン
の
開
発
借
款
に
関
し

《
セ
イ
ロ
ン
の
経
済
調
査
を
行
っ
た
。

　
比
島
で
は
米
国
の
贈
与
及
び
借
款
が
終
戦
後
比
島
の
国
際
収
支
受
取
額
の
重
要
部
分
を
占
め
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
借
款
や
贈
与
は
］
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九
四
九
年
以
来
、
著
減
し
た
。
米
国
の
借
款
や
贈
与
が
一
九
五
〇
年
の
比
島
の
国
際
受
取
総
額
に
占
め
る
割
合
は
三
五
％
で
あ
っ
た
が
、
　
↓

九
五
一
年
に
は
こ
れ
は
僅
か
に
一
八
％
に
減
じ
た
。
米
国
の
援
助
額
の
減
少
が
輸
出
金
額
の
減
少
と
結
び
つ
い
て
一
九
五
一
年
の
後
半
に
国

際
収
支
の
赤
字
を
再
現
せ
し
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
比
島
は
・
一
九
五
〇
年
六
月
か
ら
一
九
五
一
年
十
二
月
に
至
る
米
国
の
M
S
A
援
助
の
割
当
額
二
千
七
百
万
ド
ル
の
う
ち
、
食
糧
農
業
品
、

工
業
製
品
、
輸
送
設
備
な
ど
四
百
六
十
万
ド
ル
を
受
取
つ
た
。

　
マ
レ
ー
及
び
ボ
ル
ネ
オ
は
コ
ロ
ン
ボ
計
画
の
下
で
は
英
国
よ
り
六
千
万
ポ
ン
ド
ま
で
の
援
助
を
期
間
を
定
め
ず
、
復
興
及
び
開
発
の
た
め

に
受
取
っ
て
い
る
。

18．東南アジア諸国の国際収支状況（百万単位）

・94g 1950 1951

ゼ　ル　マ（ルピー） 15 194

セイ戸ン（ノレピー） 一75 137 109

イ　ン　ド（ルピー） 一1，634 453 一1，080

パキスタン（ルピー） ＿504 一129 554

比　　　　島（ペ　ソ） 一359 173 一112

インドネシヤ（ルピア） 一786 574 327

タ　　　　イ（米ドル） 33．6 73．9 89．3

六
、
補
整
的
公
的
融
資

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
の
余
剰
叉
は
不
足
額
は
上
の
通
り
と
な
っ
て
い
る
（
各
国
通
貨
百

万
単
位
）
。
（
第
＋
八
表
）
（
E
C
A
F
E
一
九
五
一
年
年
報
一
四
一
頁
）

　
一
九
四
九
年
に
煽
て
国
際
収
支
が
黒
字
で
あ
っ
た
の
は
タ
イ
国
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
一
九
五
〇
年

に
は
パ
キ
ス
タ
ン
を
除
き
、
他
の
諸
国
は
悉
く
黒
字
と
な
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
が

黒
字
と
な
っ
た
の
に
反
し
て
前
年
に
黒
字
を
示
し
た
イ
ン
ド
及
び
比
島
が
再
び
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
各
国
の
国
際
収
支
の
状
況
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
と
非
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
と
に
分
け
て
各

国
別
に
こ
れ
を
検
討
し
よ
う
。
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東
南
…
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

A
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
ビ
　
　
ル
　
　
マ

　
ビ
ル
マ
は
終
戦
直
後
は
輸
入
の
増
大
と
イ
ン
ド
へ
の
資
本
の
移
転
の
た
め
に
、
そ
の
国
際
収
支
は
赤
字
で
あ
っ
た
。
一
九
四
五
！
四
六
、

一
九
四
六
－
四
七
年
に
は
そ
の
赤
字
は
英
国
の
軍
事
費
に
よ
っ
て
相
殺
さ
れ
た
、
し
か
し
一
九
四
七
－
四
八
年
に
は
外
国
為
替
準
備
を
減
少

せ
し
め
る
結
果
を
生
じ
た
。
こ
の
年
以
降
、
為
替
準
備
を
防
衛
す
る
た
め
に
輸
入
及
び
為
替
管
理
を
行
っ
た
こ
と
や
、
内
乱
に
よ
る
開
発
計
画

実
行
の
遅
延
の
た
め
に
輸
入
が
増
加
せ
ず
、
ビ
ル
マ
の
国
際
収
支
は
黒
字
と
な
っ
た
。
政
府
所
有
の
長
期
及
び
短
期
外
国
資
産
は
一
九
五
〇

19．ビルマの経常及資本取引

　　　　　　　　　（百万ルピー）

・95・ P 1951

経　　常　取　　引

貿　　易　差　　額 216 282

非　貨　幣　用　金 一21 一12

貿易外取引（正昧） 一79 一42
（後表参照）

贈　　　　　　　与 一101 一27＊

合　　　　計 15 201

正味誤記脱漏 12 7

資本及貨幣用金移動

私　的　資　本
長　期　資　本 11 2

短　期　資　本 1 11

公的資本及貨幣用金

長　期　資　本 一
30

短　期　資　本 15 164

貨　　幣　　用　金 一 一
合　　　　計 27 207

註　ECA援助19．8百万ルピーの受取を

　　含む

　　（ECAFE　1951年々報p．142）

○
年
に
四
〇
万
ル
ビ
ー
、
一
九
五
一
年
に
は
五
百
三
十
万
ル
ピ
ー
に
達
し
て
い
る
。
そ
れ
に
為
か
Σ
わ
ら
ず
、

は
全
体
的
な
国
際
収
麦
情
勢
に
は
僅
少
の
効
果
し
か
与
え
て
い
な
い
。
一
九
五
｛
年
に
於
け
る
ド
ル
受
取
額
は
全
受
取
額
の
］
％
以
下
で
あ

年
の
一
千
五
百
万
ル
ピ
ー
か
ら
、
一
九
五
一
年
の
一
億
九

千
四
百
万
ル
ピ
ー
に
増
加
し
た
。
そ
の
原
因
の
一
部
は
米
、

金
属
鉱
、
ゴ
ム
な
ど
輸
出
品
の
価
格
及
び
数
量
が
増
加
し

た
こ
と
に
あ
り
、
叉
｝
部
は
サ
ー
ビ
ス
及
び
私
的
贈
与
に

関
す
る
正
昧
晶
帯
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
し
て
ま

た
外
国
援
助
の
受
取
が
増
加
し
た
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。

　
全
体
と
し
て
見
れ
ば
余
剰
を
生
じ
て
い
る
が
、
ド
ル
地

域
に
つ
い
て
は
不
足
を
生
じ
て
い
る
。
そ
の
額
は
一
九
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ビ
ル
マ
の
対
ド
ル
地
域
取
引
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20．ビルマの貿易外取引勘定（百万ルピー）21．セイロンの国際収支（百万ルピー）

1949 1950 1951 投資所得運送及保
ｯ 政府取引

その他サ’サービスービス　合計

1950

P951

一5

|5
一13

|14
一49

|30
一12

V
1

一79

|42
貿　易　差　額
f易外取引（正味）　（後表参照）

п@的　贈　与

?I資本移動
ﾁ別公的融資

ｳ味誤記脱漏◎
]剰又は不足（一）

竦ｮ的公的融資
ｷ　期　証　券
Z　期　資　産
Z　期　債　務

@合　　計

一16

S6

|58

|22
|19

Q6
|75

｡
5
7
1
8
・
　
巳
　
，
7
5

242

Q34

A一
U9

|22
C　0　，

Q0

P37

P1。

黷P52

@4
|137

343

|148

|76

|83

@1
Q7

P09

|75・

黷R5

@1
Q109

L　　　（ECAFE　1951年年報p．132）

@　　分　る　為　重　収　　　りセ　　　を　　o替　要　支　終イ　　　民　政　の　輸　がロ　　　間　府　手　出　全ン　　　の　の　取　品　体で　　　手　正　金　（　と

ﾍ　　　に　味　は　米　し一　　　う　外　政　を　て

縺@　　つ　国　府　含　黒五　　　し　為　の　む　字

　　、
增@ド
ｼ　ノレ
縺@：麦

ﾉ　出
浴@額
ﾄ　　は

ﾍ　同
S　じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
五
％
で
あ
っ
た
。

　
終
戦
直
後
に
於
て
は
政
府
勘
定
の
黒
字
は
私
的
勘
定
の
赤
字
を
減
少
せ
し
め
る
原
因
で
あ
っ
た
が
、
最
近
国
際

収
支
が
全
体
と
し
て
黒
字
を
生
じ
て
い
る
の
は
主
と
し
て
こ
の
政
府
勘
定
の
黒
字
の
た
め
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
政
府
の
専
売
で
あ
り
、
一
方
輸
入
品
は
私
人
が
取
扱
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
に
外
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
府
は
そ
の
最
低
需
要
を
賄
っ
た
後
に
残
額
を
私
人
勘
定
に
割
当
て

る
。
政
府
の
正
味
外
国
為
替
手
取
金
は
一
九
五
一
年
に
は
多
少
減
少
し
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
米
の
輸
出
の
大
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
外
国
で
政
府
が
巨
額
の
支
出
を
行
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
　
セ
　
イ
　
ロ
　
ン

　
セ
イ
ロ
ン
で
は
一
九
五
〇
年
及
び
一
九
五
一
年
に
は
貿
易
の
出
超
が
巨
額
に
達
し
た
の
で
ナ
ー
ビ
ス
勘
定
の
赤

註◎毎年200万ルピーの非貨幣用金の正
　　昧移動額を含む

　。多種の政府資金による投資（特別公

　　的投資に分類すべきもの）を含む

　（ECAFE年報1951年P．143）

字
や
私
的
贈
与
及
び
資
本
移
動
の
赤
字
を
相
殺
し
て
余
り
あ
る
も
の

が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
貨
幣
当
局
に
よ
る
長
期
外
国
証
券
、
及
び

短
期
外
国
資
産
の
保
有
が
増
加
し
た
。
一
九
五
一
年
に
於
け
る
出
超

の
半
ば
以
上
は
ゴ
ム
の
相
場
が
激
落
す
る
第
一
・
四
半
期
以
前
に
受

取
つ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
九
五
一
年
に
於
け
る
国
際
収
支
の
黒
字

額
は
一
九
五
〇
年
に
比
し
て
三
〇
％
低
か
っ
た
。
こ
れ
は
主
と
し
て
、

サ
ー
ビ
ス
勘
定
の
支
払
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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　り　23。マレP一の国際収支
パ　　ン　　　　　（百万Vレー・ドル）

キ　グ　　（経常勘定のみ1951年6月30日に

ス　）　終る一年聞（同右p．144）

及
び
短
期
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
資
産

タ
ン
の
金
、
ド
ル
、
及
び
ス
タ
ー

22．iC　／ロンの貿易外取引勘定（百万ルピー）

額
出
e
s
賃
潤
金
三
目

　
　
　
　
　
　

　
支
働
禾
　
項
計

江
府
歯
金

　
　
　
　
　
　
な

易
政
翻
醐
行
僻

国
一
毛
　
の
合

貿
英
燃
運
利
送
振
そ

1，954

171

60

51

－197

－102

－69

26

1，　894

投資鵬灘及び帥取引

一29

－55

－65

44．

18＊

一55＊

2
6
0

8
　
2

そのサ
ービス

一51

一一
R

－48

サービス
合計

46

34

－148

・このうちには船用品（ship’s　stores）その他セイ

ロン寄港外国船よりの受取を含む

＊c．i．　f．建で売った商品の運賃に対する相殺記帳

を含む

　（ECAFE　1951年年報p，132）

レ
ー
に
つ
い
て
は
一
九
五
一
年
六
月
三
十
日
に
終
る
統
計
は
可
成
り
完
全
な
国
際
手
順
状
況
を

て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
後
起
つ
た
ゴ
ム
及
び
錫
の
下
落
に
よ
っ
て
国
際
収
支
状
況
が
ど
の

に
変
化
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
統
計
に
よ
れ
ば
商
品
勘
定
の
黒
字
一
九
億
五
千
四
百
万

1
・
ド
ル
、
経
常
勘
定
の
そ
の
他
の
項
目
で
は
六
千
万
マ
レ
ー
・
ド
ル
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

地
域
別
に
見
れ
ば
商
品
勘
定
の
黒
字
は
硬
貨
地
域
に
集
中
し
て
い
る
（
即
ち
、
十
九
億
五
千
四

マ
レ
ー
・
ド
〃
の
黒
字
の
う
ち
、
硬
貨
地
域
は
十
五
億
二
千
六
百
万
マ
レ
ー
・
ド
ル
、
ス
タ
ー

グ
地
域
は
三
億
六
千
八
百
万
マ
レ
ー
・
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
）
。
　
こ
れ
に
よ
っ
て
マ
レ
ー
は
ス

リ
ン
グ
地
域
の
ド
ル
・
プ
ー
ル
に
著
し
い
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
パ
キ
ス
タ
ン

　
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
一
九
五
一
年
に
は
国
際
収
支
の
黒
字
が
五
億
五
千
四
百
万
ル
ピ
ー
と
な
り
、

前
年
の
赤
字
一
億
二
千
九
百
万
ル
ピ
ー
に
対
し
て
著
し
く
好
転
し
た
が
、
こ
れ
は
貿
易
出
超
が

前
年
の
三
倍
半
に
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
政
府
輸
入
を
含
め
て
サ
ー
ビ
ス
勘

定
の
正
味
支
払
額
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
自
発
的
国
際
取
引
勘
定
に
於
て
第
二
に
大
き
な
項
目
で
あ

る
が
、
六
五
％
の
増
加
を
示
し
た
。
国
際
収
麦
の
余
剰
は
長
期
証
券
、
（
そ
の
大
部
分
は
ス
タ
ー

の
増
加
と
な
っ
た
。

リ
ン
グ
残
高
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
一
九
五
二
年
三
月
三
十
一
日
現
在
で
十
四
億
八
千
万
ル
ピ
ー
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
マ
　
　
レ
　
　
一

　
マ
レ
ー
に
つ
い
て
は
一
九
五
一
年
六
月
三
十
日
に
終
る
統
計
は
可
成
り
完
全
な
国
際
手
順
状
況
を

示
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
そ
の
後
起
つ
た
ゴ
ム
及
び
錫
の
下
落
に
よ
っ
て
国
際
収
支
状
況
が
ど
の

よ
う
に
変
化
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
こ
の
統
計
に
よ
れ
ば
商
品
勘
定
の
黒
字
一
九
億
五
千
四
百
万

マ
レ
ー
・
ド
ル
、
経
常
勘
定
の
そ
の
他
の
項
目
で
は
六
千
万
マ
レ
ー
・
ド
ル
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

通
貨
地
域
別
に
見
れ
ば
商
品
勘
定
の
黒
字
は
硬
貨
地
域
に
集
中
し
て
い
る
（
即
ち
、
十
九
億
五
千
四

百
万
マ
レ
ー
・
ド
〃
の
黒
字
の
う
ち
、
硬
貨
地
域
は
十
五
億
二
千
六
百
万
マ
レ
ー
・
ド
ル
、
ス
タ
ー

リ
ン
グ
地
域
は
三
億
六
千
八
百
万
マ
レ
ー
・
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
）
。
　
こ
れ
に
よ
っ
て
マ
レ
ー
は
ス

タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
ド
ル
・
プ
ー
ル
に
著
し
い
貢
献
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
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あ
っ
た
。
こ
れ
は
一
九
五
〇
年
一
月
一
日
現
在
の
九
億
八
千
万
ル
ピ
ー
、
一
九
五
一
年
三
月
三
十
一
日
の
十
三
億
八
千
万
ル
ピ
ー
に
比
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

可
成
り
の
増
加
で
あ
る
。
一
九
五
〇
i
五
一
会
計
年
度
に
於
け
る
残
高
の
増
加
は
ド
ル
及
び
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
諸
国
と
の
取
引
に
よ
ゐ

24．パキスタンの国際収支（百万ルピー）

1950

　352

－425

－27

－18

－11

－129

覇
射
影
蒲

1949

　　－9

－412

－28

　　　8

－63

－504

一19
523

504

貿　易　差　額
サービス（正味）
　　（後表参照〉

私　的　贈　与
私的資本移動
特　SIJ　公　自勺　　融　　資

正昧誤記及び脱漏

余剰又は不足

資
券
債
産
産
産
産

醐
雛
　
擁

整
長
短
短
ほ
楼

補

（ECAFE　1951年年報　p．145）

　
イ
ン
ー
3
の
国
際
血
盟
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
一
九
五
一
年
に
は
相
当
良
好
で
あ
っ
た
が
、

化
は
主
と
し
て
貿
易
入
超
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
輸
出
が
一
九
五
一
年
の
後
半
に
振
わ
な
か
っ
た
こ
と
、

た
め
に
輸
入
金
額
が
増
大
し
た
こ
と
、
凶
作
、
及
び
輸
入
増
加
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
意
識
的
な
政
策
な
ど

に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
で
も
食
糧
不
足
が
最
も
重
要
且
顕
著
な
原
因
で
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
貿
易
赤
字
は
一
七
億
ル
ピ
ー
に
達

し
た
。
若
し
も
私
的
資
本
の
流
出
が
一
九
四
九
年
と
同
じ
位
の
大
き
さ
で
あ
る
な
ら
ば
赤
字
は
更
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
で
あ
ら
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
一
方
、
私
的
贈
与
及
び
そ
の
他
の
「
見
え
ざ
る
項
目
」
が
相
当
巨
額
の
受
取
超
過
を
示
し
た
の
で
貿
易
赤
字
を
幾
分
相
殺
し

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
諸
国
と
の
取
引
の
黒
字
は
一
九
四
八
－
四

九
年
の
金
額
の
約
六
倍
以
上
で
あ
っ
た
。
一
九
五
〇
i
五
一
年
の
パ
キ

ス
タ
ン
の
ド
ル
赤
字
は
主
と
し
て
政
府
の
買
付
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、

こ
の
時
期
の
ド
ル
支
払
の
六
二
％
を
占
め
て
い
る
。
政
府
の
麦
援
し
て

い
る
開
発
計
画
が
ま
す
く
重
大
と
な
っ
て
来
る
に
従
っ
て
、
国
際
収

支
に
お
け
る
政
府
取
引
の
重
要
性
が
増
加
す
る
傾
向
は
継
続
す
る
も
の

と
期
待
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
パ
キ
ス
タ
ン
だ
け
で
な
く
、
こ
の
地
域
の

多
く
の
国
に
と
っ
て
も
い
え
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
（
5
）
　
イ
　
　
ン
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
一
九
五
一
年
夏
は
急
激
に
悪
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
変

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸
入
品
価
格
の
騰
貴
の

一　41　一一．



25・パキスタンの貿易外取引勘定。（百万ルピー）

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

投蜥得［灘三保 　　　◎
ｭ府取弓 鱗サ臨ビス

一　　一　　　一　L　　　i　　」　．

P949

P950

P951

一8

|18
|18

一26

|85
|137

一343

|334◎

Q549＠

一35

@12
一412

|425
|704

。1951年2月17日以来インドとの取引を含む
　1951年3月16日為替管理開始以来ネパール，チベ

　ットとの取引を含む

⑨政府費用のうちには輸入費用を含むがその内訳
　は不明である。

　　　　（ECAFE　1951年年報P．132）

　
食
糧
輸
入
の
た
め
に
国
際
収
麦
に
加
え
ら
れ
た
圧
力
は
一
九
五
一
年
六
月
に
与
え
ら
れ
た
米
国
の
食
糧
借
款
（
一
億
九
千
万
ド
ル
）

つ
て
軽
減
さ
れ
た
（
こ
の
金
額
は
年
末
ま
で
に
五
億
八
千
五
百
万
ル
ピ
ー
ま
で
引
出
さ
れ
た
）
。
赤
字
の
残
額
は
短
期
債
務
の
激
増
（
銀
行
資

金
の
輸
入
を
含
む
）
及
び
短
期
資
産
の
減
少
に
よ
っ
て
ミ
γ
ト
さ
れ
た
。
異
常
に
大
き
な
短
期
債
務
の
増
加
は
新
し
い
短
期
資
本
の
流
入
が

な
い
限
り
短
期
資
産
を
減
少
せ
し
め
る
で
あ
ら
う
。
一
九
五
二
年
も
天
候
が
悪
ぐ
て
不
作
と
な
る
の
で
あ
っ
た
ら
、
国
際
収
麦
に
重
大
な
危

機
を
招
く
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　
イ
ン
ド
は
一
九
五
一
年
に
は
貿
易
赤
字
を
示
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
ド
ル
・
プ
ー
ル
の
金
・
ド
ル
準
備
か
ら
の

巨
額
の
流
出
を
生
ぜ
し
め
る
よ
う
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。
何
故
な
ら
ば
、
ド
ル
赤
字
は
主
と
し
て
米
国
の
対
印
借
款
及
び
贈
与
に
よ
っ
て
賄

わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
五
一
年
の
正
味
ド
ル
赤
字
は
一
千
四
百
万
ド
ル
を
数
え
た
が
、
前
年
に
は
こ
れ
は
七
千
百
万
ド
ル
の
黒
字
で
あ
・

た
。
貿
易
赤
字
は
一
九
五
一
年
の
後
半
に
主
と
し
て
北
米
、
パ
キ
ス
タ
ン
及
び
西
歓
と
の
間
に

生
じ
た
。

　
詳
言
す
れ
ば
一
九
五
〇
年
に
於
け
る
イ
ン
ド
の
対
英
貿
易
は
大
体
に
於
て
均
衡
し
て
い
た
。

一
九
五
一
年
に
は
輸
出
超
過
は
三
千
八
百
万
ポ
ン
ド
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
増
加
は
一
部

は
対
英
輸
出
の
増
大
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
叉
一
部
は
英
国
が
鉄
鋼
製
品
の
不
足
の
た
め
に
イ

ン
ド
に
対
し
て
予
期
し
た
と
を
り
の
資
本
財
の
供
給
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
の
結

果
イ
ン
ド
の
需
要
は
欧
洲
大
陸
、
特
に
西
ド
イ
ツ
に
向
け
ら
れ
た
。

　
イ
ン
ド
の
貿
易
の
う
ち
ド
ル
輸
入
は
二
〇
％
よ
り
四
〇
％
に
増
加
し
た
が
、
ポ
ン
ド
輸
入
は

六
二
9
6
よ
り
四
〇
％
に
下
落
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
よ
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つ
た
。
イ
ン
ド
の
対
ド
ル
地
域
貿
易
は
一
九
四
七
年
の
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
分
離
以
来
、
幾
分
か
赤
字
で
あ
る
。
米
国
よ
り
の
援
助
が
な
か
っ

た
な
ら
ぽ
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
は
英
本
国
そ
の
他
諸
地
域
の
ド
ル
赤
字
を
加
え
る
と
、
年
々
の
イ
ン
ド
の
赤
字
を
賄
っ
て
行
く
こ
と
は
出

来
・
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
と
の
貿
易
に
つ
い
て
は
イ
ン
ド
は
赤
字
を
示
し
て
い
る
。
一
九
五
一
年
二
月
に
両
国
の
間
で
通
商
協
定
が
調
印
さ
れ
、
一
九

四
九
年
の
秋
以
来
停
止
し
て
い
た
大
規
模
な
貿
易
の
再
開
が
約
束
さ
れ
た
。

　
こ
の
通
商
協
定
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
間
の
貿
易
及
び
貿
易
外
収
支
は
大
体
に
於
て
均
衡
す
る
も
の
と
期
待
さ
れ
た
が
、
イ
ン

ド
は
千
億
三
千
五
百
万
ル
ピ
ー
の
貿
易
赤
字
を
示
し
、
貿
易
外
項
目
を
も
加
え
た
経
常
勘
定
の
赤
字
は
千
億
六
千
九
百
万
ル
ピ
ー
に
達
し
た
。

イ
ン
ド
の
対
パ
キ
ス
タ
ン
輸
出
は
一
九
五
〇
年
の
水
準
以
下
に
下
落
し
た
。
こ
の
よ
う
な
事
情
の
主
要
な
原
因
は

　
（
一
）
　
パ
キ
ス
タ
ン
の
原
料
価
格
特
に
綿
花
及
び
ジ
ュ
ー
ト
の
価
格
が
高
く
、
叉
、
パ
キ
ス
タ
ン
が
高
率
の
輸
出
税
を
課
し
た
こ
と

　
（
二
）
　
イ
ン
ド
の
対
パ
キ
ス
タ
ン
綿
織
物
輸
出
が
日
本
の
競
争
の
た
め
及
び
ボ
ン
ベ
イ
地
方
の
動
力
不
足
の
た
め
に
予
想
以
下
で
あ
っ
た

こ
と

　
（
三
）
　
輸
送
の
困
難
の
た
め
に
イ
ン
ド
の
石
炭
、
鋼
鉄
な
ど
の
計
画
通
り
の
引
渡
が
遅
延
し
た
こ
と

　
（
四
）
　
．
パ
キ
ス
タ
ン
が
貿
易
出
超
に
も
か
Σ
わ
ら
ず
、
為
替
管
理
を
行
っ
て
貿
易
外
項
目
及
び
資
本
勘
定
の
大
規
模
な
イ
ン
ド
へ
の
ト
ラ

ン
ス
フ
ァ
ー
の
許
可
を
保
留
し
て
い
る
こ
と
、

　
な
ど
に
よ
る
。

　
イ
ン
ド
の
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
貿
易
外
項
目
に
於
け
る
黒
字
は
一
九
五
一
年
に
は
六
百
六
十
万
ル
ピ
ー
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
イ
ン
ド
が

世
界
の
他
の
部
分
に
対
す
る
貿
易
赤
字
が
八
億
六
千
二
百
万
ル
ピ
ー
で
あ
る
の
に
対
し
て
パ
キ
ス
タ
ン
に
対
す
る
貿
易
赤
字
は
黒
影
三
千
五

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
国
際
収
支
に
つ
い
て
は
こ
の
地
域
が
濠
州
、
新
西
蘭
と
な
ら
ん
で
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
ド
ル
の

（
6
）

総

括

26．インドの国際取引（百万ルピー）

鰯灘　

T
　
鑛
轡

貿
貿
私
私
特
正
余

　
　
　
　
　
　
　
補

1949

一2，　022

　　％

　103
　－228

　　70

　347
－1，　634

109

46

一65

　50
　105

－24

1．　413

1，　634

1950

281

178

116

－59

165
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註Kアフガニスタンとの取引を除く

　パキスタンとの取引は1949年には除かれている
　＊非貨幣用金移動百万ルピーを含む

　　　　　（ECAFE年報1951年p．146）

27・インドの貿易外取引勘定。（百万ルピー）

投資所得欝随一取引
その他サービス

サービス

㈹v
1949

P950

P951

一179

|236

|235

178

P92

R34　　［

一173

|71

|39

78

Q92

Q58

一96

P77

R19

・アフガニスタンとの取引を除く

　1949年にはパキスタンとの取引を除く

　　（ECAFE　1951年年報P．132）
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製
品
に
対
す
る
輸
出
税
が
一
九
五
一
年
の
五
〇
％
に
切
下
げ
ら
れ
た
。

五
二
年
二
月
に
は
イ
ン
ド
の
ヘ
シ
ア
ン
げ
①
ω
ω
冨
コ
（
こ
れ
は
競
争
者
の
ジ
ュ
ー
ト
に
対
し
て
世
界
市
域
で
不
利
で
あ
っ
た
）
及
び
綿
花
、
紙

れ
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
貿
易
赤
字
を
解
消
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
制
限
は
安
易
な
短
期
的
解
決
方
法
で
あ
り
、
長
期

的
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
み
な
ら
ず
他
の
国
々
に
対
し
て
も
イ
ン
ド
の
輸
出
を
の
ば
す
こ
と
で
あ
ら
う
。
こ
の
方
向
へ
の
第
一
歩
と
し
て
一
九

百
万
ル
ピ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
イ
ン
ド
の
関
心
を
高
め
、
政
府
は
出
来
る
限
り
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
綿
花
、
食
糧
及
び
ジ
ュ
ー
ト
を
買
入

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支



稼
ぎ
手
で
あ
る
こ
と
、
特
に
マ
レ
ー
と
セ
イ
ロ
ン
に
注
目
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
九
五
〇
年
後
期
よ
り
一
九
五
一
年
前
期
に
至
る
輸
出
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
多
く
の
ド
〃
を
獲
得
し
、
そ
れ
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
全
体
の
ド
ル
準
備
を
増
加
し
た
が
、
五
一
年
後
期
以
来
輸
出
ブ
ー
ム
の

鎮
静
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
ド
ル
不
足
が
再
び
重
大
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
ド
ル
・
ポ
ジ
シ

。
ン
が
ゴ
ム
と
錫
と
羊
毛
の
価
格
の
値
上
り
叉
は
値
下
り
に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
一
面
の
真
理
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
次
に
わ
れ
く
が
考
え
る
べ
き
問
題
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
内
の
支
払
の
パ
タ
ー
ン
の
変
化
で
あ
る
。
戦
前
に
お
い
て
は
英
本
国
と
ス
タ

t
リ
ン
グ
地
域
の
原
料
生
産
国
と
ド
ル
地
域
と
の
間
に
三
角
支
払
の
型
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
三
角
支
払
．
ハ
タ
ー
ン
に
於
て
は
、
原
料

生
産
地
域
は
ド
ル
地
域
に
対
し
て
黒
字
、
英
本
国
に
対
し
て
赤
字
で
あ
っ
た
。
ド
ル
の
受
取
超
過
は
原
料
国
の
経
常
勘
定
及
び
資
本
勘
定
の

麦
払
超
過
を
カ
バ
ー
す
る
た
め
に
英
本
国
に
移
転
さ
れ
た
。
英
国
は
こ
れ
に
よ
っ
て
ド
ル
地
域
に
対
す
る
赤
字
の
大
部
を
麦
払
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
三
角
的
支
払
。
ハ
タ
ー
ン
は
戦
後
に
は
完
全
な
機
能
を
営
ま
な
く
な
っ
た
。
一
九
四
六
年
よ
り
四
九
年
に
至
る
間
の
英
国
の
数
度
の
支

．
払
危
機
は
こ
れ
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。

　
一
九
五
〇
一
五
一
年
に
は
情
勢
は
幾
分
か
変
化
し
た
。
こ
れ
等
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
ド
ル
受
取
超
過
と
英
本
国
の
ド
ル
麦
払
超
過
と
は

戦
前
と
同
様
で
あ
っ
た
が
、
英
国
が
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
し
て
受
取
超
過
と
な
っ
て
い
た
と
い
う
戦
前
の
状
態
は
消
滅
し
た
。
英
国
は
こ

れ
ら
東
南
ア
ジ
ア
地
域
に
対
し
て
麦
払
超
過
と
な
っ
た
。
即
ち
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
英
国
に
対
す
る
貿
易
赤
字
は
一
九

四
九
年
の
三
億
四
千
万
ド
ル
か
ら
一
九
五
〇
年
の
四
千
万
ド
ル
に
減
少
し
、
一
九
五
一
年
に
は
逆
に
一
億
八
千
万
ド
ル
の
黒
字
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ヴ
エ
ン
ト
リ
ロ

こ
の
よ
う
な
変
化
は
交
易
条
件
の
著
し
い
推
移
（
英
国
に
対
し
て
不
利
な
）
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
英
国
に
於
け
る
在
庫
の
補

充
や
英
国
の
鋼
鉄
や
資
本
財
工
業
の
能
力
不
足
な
ど
も
考
え
ら
れ
る
。
資
本
財
や
開
発
資
材
を
英
国
か
ら
買
入
れ
る
こ
と
が
出
来
な
い
た
め

に
こ
の
地
域
の
国
々
は
日
本
、
西
ド
イ
ツ
、
取
び
幾
分
か
は
ア
メ
リ
カ
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
そ
の
上
に
、
英
国
の
織
物
工
業
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ほ
戦
前
は
こ
れ
ら
の
地
域
を
輸
出
市
場
と
し
貿
易
黒
字
に
貢
献
し
て
い
た
が
、
戦
後
は
コ
ス
ト
の
低
い
イ
ン
ド
や
日
本
の
競
争
の
た
め
、
叉

は
自
国
の
原
料
を
使
用
し
て
織
物
工
業
を
建
設
し
よ
う
と
す
る
パ
キ
ス
タ
ン
な
ど
の
国
が
保
護
政
策
を
と
る
た
め
に
英
国
の
織
物
輸
出
額
は

減
少
し
た
。

　
三
角
的
決
済
を
可
能
な
ら
し
め
て
い
た
戦
前
の
英
国
の
東
南
ア
ジ
ア
輸
出
超
過
は
戦
後
は
消
滅
し
、
又
は
不
充
分
と
な
っ
た
が
、
こ
れ
に

代
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の
蓄
積
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
さ
れ
る
一
種
の
非
公
式
の
貸
付
と
、
東
南
ア
ジ
ア
の
ド
ル
受
取
超
過
を
ロ

ン
ド
ン
に
あ
る
ド
ル
・
プ
ー
ル
へ
移
す
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
ド
ル
・
プ
ー
ル
の
資
金
は
ロ
ン
ド
ン
で
は
英
国
、
イ
ン
ド
そ
の
他
の
メ
ム

バ
ー
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
た
。
こ
の
制
度
は
濠
州
、
セ
イ
ロ
ン
及
び
マ
レ
ー
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
他
国
へ
こ
の
よ
ヶ
な
偽
装
さ
れ
た
貸

4
付
を
つ
f
け
る
こ
と
を
欲
す
る
間
だ
け
つ
ぼ
く
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
情
勢
は
一
九
五
一
年
後
期
よ
り
変
化
し
た
。
ス
タ
ー
リ

ン
グ
地
域
の
非
従
属
的
の
メ
ム
バ
ー
諸
国
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
を
は
げ
し
く
引
出
し
は
じ
め
た
（
た
ゴ
し
、
従
属
的
な
領
土
（
植

民
地
）
は
依
然
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の
蓄
積
を
つ
黛
け
て
い
た
）
。
　
一
九
五
一
年
の
後
半
に
は
前
半
と
比
較
し
て
ビ
ル
マ
及

び
香
港
の
対
英
輸
入
超
過
額
は
増
加
し
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
対
英
輸
出
超
過
は
輸
入
超
過
に
転
じ
、
セ
イ
ロ
ン
及
び
マ
レ
ー
の
輸
出
超
過
は
減

少
し
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
で
は
対
英
輸
出
超
過
は
同
じ
期
間
に
増
加
し
た
。
六
暖
国
の
対
英
貿
易
尻
は
今
術
輸
出
超
過
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
そ
の
額
は
一
九
五
犀
の
前
半
髭
べ
て
後
半
に
於
て
は
約
三
分
の
一
・
な
っ
て
い
る
。
（
一
九
五
工
年
上
半
期
に
は
対
英
貿
易
尻
は
入
超
に
転
じ
た
一
第
十
三
表
参
照
）

　
問
題
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
質
価
値
が
絶
え
ず
低
下
し
て
行
く
の
に
独
立
の
メ
ム
バ
ー
は
こ
れ
を
ど
の
程
度
ま
で
蓄
積
さ
せ

る
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
ま
で
の
方
法
に
修
正
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ
は
一
九
五
〇
年
九
月
に
セ
イ
ロ
ン
が
ス
タ
ー
リ

ン
グ
地
域
の
ド
ル
・
プ
ー
ル
と
は
別
に
そ
の
ド
ル
受
取
超
過
額
の
一
部
を
保
有
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
。
こ
の

協
定
の
条
項
に
従
っ
て
英
国
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
中
央
金
ド
ル
・
プ
γ
ル
よ
り
四
百
万
ポ
ン
ド
を
セ
イ
ロ
ン
中
央
銀
行
に
移
し
た
。
　
一
．
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九
五
〇
年
十
二
月
以
降
、
セ
イ
ロ
ン
中
央
銀
行
は
セ
イ
ロ
ン
に
於
け
る
認
可
さ
れ
た
為
替
取
引
業
者
に
対
し
て
ド
ル
を
供
給
す
る
責
任
を
引

・
き
う
け
た
。
こ
の
責
任
を
果
す
た
め
の
ド
ル
資
金
を
確
保
す
る
た
め
に
ド
ル
地
域
か
ら
の
セ
イ
ロ
ン
の
受
取
超
過
の
一
部
は
直
接
に
セ
イ
ロ

ン
中
央
銀
行
に
入
金
さ
れ
た
。
中
央
銀
行
は
こ
れ
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
ド
ル
・
プ
ー
ル
よ
り
定
期
的
に
払
込
を
割
当
て
ら
れ
る
金

額
を
超
え
た
ド
ル
を
保
有
す
る
こ
と
玉
な
っ
た
。
一
方
、
セ
イ
ロ
ン
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
の
メ
ム
バ
ー
の
一
と
し
て
中
央
プ
ー
ル
の
ド
ル

資
産
に
参
加
す
る
権
利
が
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
内
に
お
け
る
英
国
の
地
位
の
変
化
及
び
地
域
全
体
の
内
部
的
結
合
の
危
険
に
も
か
N

わ
ら
ず
こ
の
ド
ル
・
プ
ー
ル
問
題
の
決
定
的
な
解
決
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
一
九
五
二
年
一
月
の
英
連
邦
蔵
相
会
議
に
於
て
は
、
応
急
策
と

し
て
ド
ル
輸
入
の
減
少
が
勧
告
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
政
策
が
永
続
す
る
こ
と
は
ド
ル
を
か
せ
い
で
い
る
メ
ム
バ
ー
が
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地

域
の
源
泉
特
に
英
国
か
ら
、
合
理
的
な
条
件
で
彼
等
の
必
要
と
す
る
消
費
財
及
び
開
発
資
材
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ぎ
り
難
し
い
。

　
新
し
い
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
が
蓄
積
す
る
傾
向
が
あ
る
に
も
か
瓦
わ
ら
ず
、
セ
イ
ロ
ン
、
イ
ン
ド
及
び
パ
キ
ス
タ
ン
の
旧
勘
定
の

・
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の
処
分
が
行
わ
れ
て
い
る
。
五
一
年
十
月
目
は
英
国
は
三
億
一
千
万
ポ
ン
ド
の
イ
ン
ド
の
在
ロ
ン
ド
ン
ス
タ
ー

リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
を
封
鎖
勘
定
か
ら
経
常
勘
定
に
移
す
こ
と
を
承
諾
し
た
。
た
ゴ
し
、
そ
れ
は
イ
ン
ド
・
ル
ピ
ー
に
対
す
る
通
貨
準
備
と

し
て
保
有
さ
れ
、
事
前
に
協
議
す
る
こ
と
な
し
に
は
引
き
出
さ
れ
な
い
こ
と
x
な
っ
て
い
る
。
そ
の
上
に
封
鎖
さ
れ
て
い
る
残
高
も
六
年
間

に
わ
た
っ
て
毎
年
三
千
五
百
万
ポ
ン
ド
づ
x
引
出
し
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
六
年
間
の
期
間
の
終
に
は
残
高
は
僅
少
と
な
り
、
イ
ン
ド
の
封
鎖

．
ポ
ン
ド
残
高
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た
。
毎
年
の
引
出
額
は
イ
ン
ド
が
経
常
取
引
に
も
資
本
取
引
に
も
自
由
に
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
パ
キ
ス
タ
ン
も
同
様
に
九
月
の
英
国
パ
キ
ス
タ
ン
協
定
の
結
果
、
ロ
ン
ド
ン
に
あ
る
封
鎖
ポ
ン
ド
残
高
は
一
九
五
一
年
よ
り
五
七
年
に
至

る
六
力
年
間
に
流
動
化
さ
れ
る
こ
と
x
な
っ
た
。
こ
の
時
期
に
於
け
る
解
除
総
額
は
五
千
四
百
万
ポ
ン
ド
で
。
パ
キ
ス
タ
ン
の
第
二
勘
定
（
封

鎖
）
の
全
額
に
当
る
。
こ
の
金
額
の
う
ち
三
千
万
ポ
ン
ド
は
パ
キ
ス
タ
ン
・
ル
ピ
ー
に
対
す
る
補
助
的
な
準
備
に
あ
て
ら
れ
、
四
百
万
ボ
ン
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ド
は
金
、
残
額
は
ス
タ
ー
リ
ン
グ
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
パ
キ
ス
タ
ン
に
よ
っ
て
一
方
的
に
引
き
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
。
、
残

額
二
千
四
百
万
ボ
ン
ド
は
一
年
に
つ
い
て
四
百
万
ポ
ン
ド
づ
Σ
利
用
さ
れ
る
。
そ
れ
以
上
の
金
額
を
利
用
す
る
場
合
に
は
パ
キ
ス
タ
ン
と
英

国
と
の
協
議
の
上
で
使
用
さ
れ
る
。
こ
の
金
額
は
パ
キ
ス
タ
ン
の
六
力
底
版
億
八
千
万
ポ
ン
ド
の
開
発
計
画
の
資
金
の
う
ち
、
海
外
に
仰
ぐ

一
億
六
千
万
ポ
ン
ド
の
う
ち
で
重
要
な
部
分
を
占
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
セ
イ
ロ
ン
に
於
て
は
既
述
の
金
準
備
の
引
渡
し
は
セ
イ
ロ
ン
が
戦
時
中
に
獲
得
し
た
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
の
解
除
協
定
の
一
部
と

・
し
て
行
わ
れ
た
。
こ
の
協
定
以
前
に
は
ロ
ン
ド
ン
の
第
二
勘
定
（
封
鎖
）
に
は
二
千
五
百
万
ポ
ン
ド
が
貸
記
さ
れ
て
い
た
。
英
国
は
一
九
五

〇
年
よ
り
五
七
年
に
至
る
七
年
間
に
毎
年
三
百
万
ド
ル
を
第
一
勘
定
の
残
高
が
一
千
三
百
万
ポ
ン
ド
を
下
廻
る
と
き
（
こ
れ
は
セ
イ
ロ
ン
の

開
発
計
画
の
結
果
と
し
て
お
こ
る
と
予
想
さ
れ
る
）
は
い
つ
で
も
第
一
（
経
常
叉
は
非
封
鎖
）
勘
定
に
う
つ
す
こ
と
を
約
束
し
た
。
　
（
し
か

し
な
が
ら
勘
定
は
一
九
五
〇
年
末
に
は
三
千
七
百
万
ポ
ン
ド
で
あ
っ
た
）
セ
イ
ロ
ン
の
蔵
相
は
一
九
五
一
一
五
二
年
の
予
算
演
説
で
．
「
新
協

定
に
よ
っ
て
封
鎖
ポ
ン
ド
の
問
題
は
最
早
わ
れ
く
の
開
発
計
画
の
障
害
で
は
な
い
」
と
語
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
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B
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
地
域
以
外
の
諸
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）
　
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ

　
イ
ン
ド
、
矛
シ
ャ
で
は
一
九
五
一
年
に
は
貿
易
黒
字
が
巨
額
に
達
し
て
、
ナ
ー
ビ
ス
勘
定
の
赤
字
を
相
殺
し
て
経
常
勘
定
で
は
黒
字
を
示
し

た
私
的
資
本
及
び
公
的
資
本
の
継
続
的
な
流
出
が
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
金
額
は
余
り
大
き
く
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
国
際
収
支
は
黒
字

で
あ
り
、
ポ
ン
ド
、
ド
ル
及
び
貨
幣
用
金
の
増
加
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
　
一
九
五
一
年
に
於
け
る
黒
字
は
一
九
五
〇
年
に
比
べ
著
し
く
少
額

で
あ
っ
た
。



28．インドネシヤの国際収支（暫定的見積）（首万ルピア）

08

g
弓
1
0
1
7
3
2

1950

　954

－351

－42

－37

　　50

　574

　146

　　16

－51

－210

－359

－116

－574

1949

一180

－501

－32

　　－6

－67

－7ss

20n

459

136

　　2

－7

－11

786

握糊　
易
　
　
　
余
　

E
オ
ォ
そ
ス
ド
貨

貿
貿
私
特
正
　
　
補

（註ECAFE　1951年々報p．152）

29．インドネシャの貿易外取引勘定（百万ルピア）

投資所得
運送及保
ｯ 政府取引

その他サービス
サービス

㈹v
1949

P950

P951

一137＊

黷X2＊

黷P69＊

一169

|120

|52

一46

|101

|102

一149

|38
|120

一501

|351

|443

＊外国石油会社の投資所得を含まない

　（ECAFE　1951年々報p．132）

　
（
2
）
　
比
島

　
比
島
の
国
際
収
支
ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
戦
後
弱
化
し
て
い
る
が
、
そ
の

主
要
な
原
因
は
（
一
）
輸
出
金
額

の
不
充
分
で
あ
る
こ
と
、
　
（
二
）

米
国
政
府
の
麦
払
に
依
存
す
る
こ

と
が
大
で
あ
る
こ
と
、
　
（
三
）
輸

入
が
数
量
金
額
と
も
に
甚
だ
し
く

増
加
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
一
九
五
〇
年
に
は

厳
重
な
輸
入
統
制
と
為
替
管
理
を

行
っ
た
た
め
及
び
輸
出
品
価
格
の
昂
騰
の
た
め
に
相
当
大
き
な
黒
字
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
一
年
に
は
ま
た
逆
転
し
て
赤
字
を
示
し

て
い
る
。
こ
れ
は
貿
易
赤
字
の
増
大
と
米
国
の
贈
与
、
借
款
及
び
単
軌
の
著
し
い
減
少
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
額
は
少
量
の
私
的
資

太
・
の
輸
入
と
非
貨
幣
用
金
の
輸
出
増
加
を
上
廻
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
に
国
際
的
準
備
は
著
し
く
減
少
し
、
一
九
五
〇
年
末
よ
り
は
低

い
水
準
に
低
下
し
た
。
　
一
九
五
一
年
に
は
米
国
の
麦
出
が
激
減
し
た
の
で
比
島
の
国
際
的
受
取
の
構
造
は
変
化
し
、
戦
前
の
型
に
近
づ
い
た
。

輸
出
の
受
取
額
は
総
受
取
額
の
六
七
％
、
（
一
九
三
五
i
三
九
年
は
六
二
％
、
　
一
九
四
七
－
四
九
年
は
三
九
％
）
で
あ
っ
た
。
同
時
に
ま
た
、

麦
払
総
額
に
占
め
る
輸
入
額
の
割
合
は
一
九
五
一
年
に
は
八
二
％
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
一
九
三
五
－
四
〇
年
に
は
八
一
％
、
一
九
四

　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

一　49　一



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

・
七
－
四
九
年
に
は
九
一
％
で
あ
っ
た
。
一
九
五
二
年
の
赤
字
は
比
島
中
央
銀
行
の
見
積
り
に
よ
れ
ば
約
五
千
万
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
が
、
米

国
の
M
S
A
援
助
は
現
在
の
と
こ
ろ
年
三
千
万
ド
ル
で
あ
る
か
ら
望
ま
し
い
水
準
の
輸
入
を
賄
う
に
は
二
千
万
ド
ル
の
受
取
増
加
が
必
要
で

あ
る
。

30．比島の国際取引（首万ペソ）

1949 1950 1951

貿　　易　　差　　額 一651 一11 一142

非貨幣用金移動 20 23 27

貿易外取引（正味）（後表参照） 57 35 12

私　　的　　贈　　与 31 ．22 16

私的　資本移動 一26 一131 10

特別公的融資
399 327 19

正　昧誤記脱　漏 一189 一92 一54

余剰又は不足（一） 一359 173 ＿112

補整的公的融資
Portfolio　　Securities 一2 4 6

短期資産（正昧）（増加一） 361 一173 113

貨　幣用　金（　〃　） 一
一4 一7

合　　　　　計 359 一173 112

（註ECAFE　1951年々報P．153）

31．比島の貿易外取引勘定（百万ペソ）

返ビ

一
計

サ
合

57

R5

P2

その他サ
ーー rス

一68

－79

－30

政府取引

錨
鵬
悩

運送及保
険

一131

－59

－99

投資所得

一60

－30＊

一43＊

1949

1950

1951

＊分配されない利潤を除く

（ECAFE　1951年々報p．132）

　
　
（
3
）
　
タ
　
　
　
ィ

　
タ
イ
国
の
貿
易
黒
字
は
国
際
収
麦
の
黒
字

（
主
と
し
て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
）
を
生
ぜ
し
め

る
主
要
な
要
因
で
あ
っ
た
。
次
表
に
示
さ
れ

る
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
減
少
（
一
九
五
一
年
に

於
け
る
）
は
人
を
誤
解
せ
し
め
る
お
そ
れ
が

あ
る
。
現
実
に
は
タ
イ
は
数
年
間
に
わ
た
っ

て
ス
タ
ー
リ
ン
グ
・
バ
ラ
ン
ス
を
蓄
積
し
て

来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
　
一
九
五
一
年
に
国
際

復
興
開
発
銀
行
の
債
券
六
千
六
百
四
十
万
ド

一一　50　一

ル
を
購
入
し
、
そ
の
う
ち
約
七
〇
％
を
ス
タ
ー
リ
ン
グ
で
支
払
つ
た
の
で
あ
っ
た
。
タ
イ
国
が
国
際
復
興
開
発
銀
行
の
証
券
を
買
う
と
同
時

に
他
方
で
こ
の
銀
行
か
ら
借
入
れ
て
い
る
の
は
異
常
の
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
銀
行
の
貸
付
は
ド
ル
で
行
わ
れ
、
ド
ル
地
域
か

ら
資
本
財
を
購
入
す
る
た
め
に
使
用
さ
れ
る
。
然
る
に
タ
イ
国
の
ポ
ン
ド
バ
ラ
ン
ス
は
ド
ル
に
転
換
が
出
来
ず
、
叉
、
英
国
か
ら
資
本
財
の

輸
入
も
容
易
に
出
来
な
い
か
ら
こ
う
い
う
方
法
を
と
っ
た
の
で
あ
る
。
荷
、
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
保
有
高
の
処
分
の
他
に
、
タ
イ
国
銀
行
は
銀



行
の
公
表
さ
れ
た
売
レ
ー
ト
で
商
業
銀
行
に
対
し
て
無
制
限
に
ス
タ
ー
リ
ン
グ
を
供
給
し
た
。
そ
れ
で
ス
タ
ー
リ
ン
グ
の
自
由
市
揚
相
場
は

こ
の
レ
ー
ト
に
著
し
く
接
近
し
て
来
た
。
銀
行
の
ポ
ン
ド
売
レ
ー
ト
は
一
九
五
一
年
初
期
の
五
一
バ
ー
ト
よ
り
漸
時
低
下
し
て
一
九
五
二
年

32．タイの国際取引（首方ドル）

1950 1951

eis’：71　g2．

1949

92．　0

－1．9

－O．　9

　0．1

89．　3

一ca．4

　20．　4

－47．2

　0．3

　3．6

－89．3

一6．　5

－3．2

　4．　9

73．　9

一

一55．2

－2L8
　3．　8

－O．7

－73．　9

　66．　2

－8．6

－7．　2

－16．　8

　33．　6

一13．　8

一31．1

　32．　3

　21．6

－2．　6

－40．　0

－33．　6

”〃?
气

捌
別
轟
湾
長
短
ス
ド

貿
貿
賑
賑
　
　
補

一
他
↓

　
　
加
計

　
　
傾

　
　
金

ピ
の

　
　
用

　
　
幣
合
・

ル
そ
貨

註　×非貨幣用金移動1950年一10万ド7v，　1951年一30万

　　ドルを含む
　　　　　（ECAFE　1951年年報P・154・）

33．タイ国の貿易外取引勘定く百万バート）

政仁山陛鱈宿下ビス

一8．6

－6．5

－1．9

一4．　5

　1．3

　4．　2

一3．　8

－7．　6

－6．　5

連送及保
険

一〇．3

－O．4

－O．　4

投資所得

O．2

0．　8

1949

1950

1951

（ECAFE　1951年々報P・132）

初
期
に
は
四
五
バ
ー
ト
と
な
っ

た
。
　
（
公
定
は
三
五
バ
ー
ト
で

あ
る
）
一
方
、
ド
ル
の
自
由
市

場
レ
ー
ト
は
同
じ
期
間
に
二
十

ニ
バ
ー
ト
か
ら
十
九
バ
・
ー
ト
へ

と
下
落
し
た
。
　
（
公
定
は
十
二

・
五
バ
ー
ト
で
あ
る
）
そ
の
結

果
、
ド
ル
「
・
ポ
ン
ド
の
ク
ロ
ス

・
レ
ー
ト
は
香
港
市
揚
の
レ
ー

ト
に
接
近
し
て
来
た
。

一　51　一

七
、
國
際
的
準
備
の
攣
化

　
国
際
的
準
備
は
流
動
資
産
（
金
、
ド
，
ル
及
び
ボ
ン
ド
残
高
を
含
む
）
を
以
て
構
成
さ
れ
て
居
り
、
そ
の
変
化
は
個
々
の
国
々
の
国
際
的
流
動

性
の
変
化
を
表
は
す
も
の
で
あ
る
。
　
一
九
五
〇
年
六
月
よ
り
五
一
年
六
月
に
至
る
間
に
於
け
る
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
状
況
の
改
善

は
金
及
び
外
国
為
替
資
産
の
実
質
的
な
上
昇
を
生
ぜ
し
め
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
と
タ
イ
を
除
け
ば
準
備
額
は
一
九
四
八
年
末
の
水
準

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支



　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

に
は
達
し
て
い
な
い
。
軸
力
国
全
体
の
合
計
は
一
九
四
八
年
末
に
比
べ
て
遙
か
に
低
い
。
一
九
五
一
年
の
下
半
期
に
な
っ
て
イ
ン
ド
、
比
島
及

び
タ
イ
で
は
準
備
は
再
び
減
少
し
た
。
一
九
五
一
年
末
の
七
力
国
合
計
は
三
十
八
億
六
千
二
百
万
ド
ル
で
一
九
五
〇
年
末
の
三
七
億
［
千
七

胃
万
ド
ル
よ
り
は
一
億
四
千
五
百
万
ド
ル
、
即
ち
約
四
％
高
い
が
一
九
四
八
年
末
の
五
十
三
億
七
千
百
万
ド
ル
に
比
べ
る
と
約
三
〇
％
低
い
。

　
一
九
五
二
年
に
於
て
も
減
少
の
傾
向
は
っ
薄
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
外
国
為
替
資
産
の
増
加
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
名
目
的
で

34．各国の金：友ぴ外国為替準備（首引ドル）

■　．一

セイ
鴻

インド＊
パキ’ス

^　　y
インド

lシやQ
比島 タイ ・酎 合計

1948年12月 254 3，354 805 218 400 212 128 5，371

1949年12月 176 1，983 512 194 230 215 119 3，429

1950年6月 152 1，985 471 219 221 250

1950年12月 191 2，000 507 321 285 285 128 3，717

1951年6月 211 2，048 605 363 272 315 159 3，972

1951年12月 217 1，888 639 419 246 288 166 3，862

1952年6月 223 1，682 620 455 246 284 182 o　・　，

1952年1明 203 1，703 （2月） 383 308 358 193
r8月）

＊長期資本のある種のものを含む

。金及びドルバランスのみ

　　（ECAFE　1951年年報P・155及び1952年年報　P．47）
　　（IMF：血ternational　Finacial　Statistics）

あ
っ
て
実
質
的
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
ば
輸
入
品
の
価
格
騰
貴
に
よ
っ
て
そ
の
購
買

力
が
低
下
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
輸
入
価
格
が
二
割
上
昇
し
た
と
す
れ
ば
、
一
九

五
一
年
末
に
於
け
る
国
際
的
準
備
の
実
質
価
値
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
や
パ
キ
ス
タ
ン

（
そ
れ
に
恐
ら
く
マ
レ
ー
で
も
）
に
於
て
は
一
年
前
よ
り
少
々
上
廻
る
だ
け
で
あ
り
、

そ
の
他
の
国
で
は
む
し
ろ
下
落
し
て
い
る
。

　
原
料
ブ
ー
ム
に
よ
る
短
期
間
の
繁
栄
は
終
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
地
域
の

い
つ
れ
の
国
も
近
い
将
来
に
潤
て
消
費
財
や
開
発
計
画
に
必
要
な
資
本
財
の
輸
入
を

賄
い
、
そ
し
て
或
場
合
に
は
通
貨
準
備
を
供
給
す
る
に
必
要
と
見
ら
れ
る
金
額
以
上

の
外
国
為
替
余
剰
を
蓄
積
し
た
も
の
は
な
い
。
　
一
九
五
〇
－
五
一
年
に
於
け
る
蓄
積

は
原
料
の
ブ
ー
ム
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
一
九
五
一
年
末
ま
で
に
は
鎮
静

し
た
。
こ
の
上
に
外
国
残
高
の
大
規
模
な
蓄
積
を
見
る
こ
と
は
近
い
将
来
に
於
て
期

待
さ
れ
な
い
。
そ
れ
故
に
利
用
可
能
な
資
金
を
節
約
す
る
こ
と
が
大
抵
の
国
で
は
緊

急
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
事
情
の
下
に
お
い
て
、
多
く
の
国
は
そ
の
準
備
か

一52一



ら
配
当
や
利
子
や
利
潤
や
送
金
な
ど
の
麦
払
の
た
め
に
引
出
す
こ
と
を
白
眼
視
し
て
い
る
。
特
に
こ
の
支
払
が
巨
額
で
あ
り
、
硬
貨
地
域
に

向
け
ら
れ
る
時
に
照
り
で
あ
る
。
セ
イ
ロ
ン
を
除
い
て
は
い
つ
れ
の
国
も
貿
易
外
の
外
国
支
払
を
寛
大
に
し
、
外
国
為
替
管
理
を
緩
和
し
よ

う
と
す
る
国
は
な
い
。

八
、
結

駈口口

　
わ
れ
く
は
多
数
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
が
赤
字
に
転
じ
ま
た
、
転
じ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
、
金
及
び
外
国
為
替
準
備
が
全

体
と
し
て
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の
主
た
る
原
因
は
主
と
し
て
ブ
ー
ム
鎮
静
後
の
交
易
条
件
の
不
利
化
、
貿
易
収
支
の
悪
化
に
よ

る
こ
と
を
見
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ら
諸
国
の
と
る
対
策
は
輸
出
増
進
、
輸
入
抑
制
に
向
け
ら
れ
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
と
こ

ろ
為
替
切
下
を
行
っ
た
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
だ
け
で
あ
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ヤ
は
一
九
五
二
年
二
月
、
為
替
証
明
書
制
度
を
変
更
し
、
同
年
八

月
に
は
複
数
為
替
制
度
（
必
需
品
、
不
急
不
要
品
、
奢
修
品
に
よ
っ
て
レ
イ
ト
を
異
に
す
る
。
）
を
採
用
し
、
実
質
的
切
下
を
行
っ
た
。
（
略
咽
吻
禰
皿
瀬
輔
轍
糠
陳
物
匝
配
膳
郎
郵
勲
）

E
C
A
F
E
年
報
は
各
国
の
動
き
を
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
（
一
九
五
一
年
年
報
一
五
六
頁
一
一
五
九
頁
）

「
異
常
な
非
経
済
的
な
需
要
に
も
と
づ
い
て
原
料
ブ
ー
ム
が
発
生
し
た
が
、
こ
の
需
要
が
減
退
す
る
と
ブ
ー
ム
も
終
っ
た
。
　
一
方
、
東
南
ア

ジ
ア
諸
国
の
輸
入
す
る
工
業
製
品
の
価
格
は
依
然
と
し
て
上
昇
し
て
い
る
。
僅
か
一
年
間
に
景
気
の
上
昇
よ
り
沈
滞
へ
の
転
換
の
は
げ
し
さ

は
こ
の
地
域
の
経
済
が
外
部
の
変
動
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
と
い
う
不
安
定
性
を
叉
も
や
明
か
に
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
交
易
条
件
の
悪
化
、
輸
出
の
減
退
、
輸
入
の
増
大
に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
十
力
国
の
国
際
収
支
に
於
て
一
九
五
一
年
後
半
に
は
三
億
六

千
万
ド
ル
の
赤
字
を
生
ぜ
し
め
た
。
　
（
こ
の
年
の
前
半
に
は
十
一
億
三
千
万
ド
ル
の
黒
字
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
が
）
こ
の
傾
向
は
少
く
と

も
近
い
将
来
に
は
つ
f
く
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
国
際
収
支
に
重
圧
を
加
え
る
こ
と
x
な
る
で
あ
ら
う
。
加
之
、
輸
入
品
価
格
の
騰
貴
に
よ

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

っ
て
ブ
ー
ム
の
時
期
に
新
し
く
獲
得
し
た
外
国
為
替
も
以
前
の
国
際
準
備
も
対
外
購
買
力
は
減
退
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
減
少
し
た
準
備
を

以
て
し
て
は
貿
易
赤
字
を
補
填
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
輸
入
統
制
及
び
為
替
管
理
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
Σ
な
る
。

　
既
に
い
く
ら
か
の
国
で
は
国
際
収
支
維
持
の
た
め
の
方
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。
一
九
五
一
年
後
期
以
来
比
島
で
は
輸
入
統
．
制
が
強
化
さ
れ

た
。
　
一
九
五
一
年
に
緩
和
さ
れ
た
為
替
管
理
は
再
び
強
化
さ
れ
、
貿
易
外
収
支
や
資
本
移
動
を
制
限
し
た
。
こ
の
外
に
輸
出
税
の
軽
減
も
行

わ
れ
た
。
そ
の
著
し
い
例
は
一
九
五
二
年
二
月
に
イ
ン
ド
が
ヘ
シ
ア
ン
の
輸
出
税
を
ト
ン
当
り
千
五
百
ル
ピ
ー
よ
り
、
七
百
五
十
ル
ピ
ー
に

引
下
げ
た
こ
と
で
あ
る
。
輸
出
税
が
輸
出
品
価
格
に
ス
ラ
イ
ド
し
て
課
せ
ら
れ
る
国
で
は
こ
の
輸
出
品
の
価
格
が
下
落
す
る
の
で
輸
出
税
も

自
動
的
に
低
下
し
た
。
こ
の
例
は
マ
レ
ー
の
ゴ
ム
、
セ
イ
ロ
ン
の
ゴ
ム
、
コ
ブ
ラ
製
品
及
び
茶
で
あ
る
。
輸
出
税
は
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
の
ゴ
ム

に
つ
い
て
は
従
価
税
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
輸
出
品
の
価
格
下
落
に
よ
っ
て
、
ス
ラ
イ
デ
ィ
ン
グ
・
ス
ケ
ー
ル
程
で
は
な
い
が
、
下
落
を
す
る
。

輸
出
を
促
進
す
る
た
め
に
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
で
は
平
価
切
下
が
行
わ
れ
た
。
商
品
ブ
ー
ム
が
沈
静
し
た
結
果
、
為
替
相
場
は
ゴ
ム
及
び
錫
に
つ

い
て
は
幾
分
過
大
評
価
さ
れ
て
い
る
と
見
て
イ
ン
ド
、
矛
シ
や
政
府
は
平
価
切
下
を
行
っ
た
。

　
平
価
切
下
や
輸
出
税
の
軽
減
が
ど
の
程
度
の
効
果
を
生
じ
る
か
は
予
知
出
来
な
い
。
両
方
の
政
策
は
い
つ
れ
も
価
格
を
低
下
し
て
輸
出
を

促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
方
法
幡
輸
入
工
特
に
米
国
の
工
業
生
産
及
び
国
民
所
得
の
変
化
よ
り
生
じ
る
変
化
ほ
ど
は
重
要

で
な
い
。
そ
の
上
に
一
九
五
二
年
初
期
に
米
国
が
下
級
の
ゴ
ム
を
買
付
け
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ン
ド
、
不
シ
ヤ
の
為
替
切
下
の
効
果

は
一
部
相
殺
さ
れ
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦
状
況
の
悪
化
は
輸
入
統
制
の
強
化
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
、
消
費
財
輸
入
の
減
少
は
国
民
生
活
水
準
の
低
下

を
招
く
で
あ
ろ
う
。
　
一
方
、
輸
出
ブ
ー
ム
時
代
に
獲
得
し
た
外
国
為
替
は
資
本
財
輸
入
に
使
用
す
べ
き
で
あ
っ
た
が
、
充
分
に
こ
れ
が
使
用

さ
れ
な
い
う
ち
に
そ
の
購
買
力
は
輸
入
物
資
の
価
格
騰
貴
の
た
め
に
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。
一
九
五
〇
年
、
五
一
年
に
は
資
本
財
の
輸
入
は
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余
り
増
加
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
一
部
は
工
業
国
側
で
引
渡
が
お
く
れ
た
こ
と
と
、
一
部
は
後
進
国
側
で
突
如
と
し
て
増
大
し
た
輸
出
所
得

を
速
か
に
経
済
開
発
に
使
用
し
得
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
輸
出
ブ
ー
ム
が
つ
ゴ
い
て
い
る
と
き
は
ゾ
ー
ム
を
享
受
し
て
い
る
生

産
部
門
に
投
資
が
行
わ
れ
た
の
は
資
本
主
義
的
採
算
が
行
わ
れ
る
限
り
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
た
と
え
経
済
開
発
に
使
用
し

得
る
外
国
為
替
が
充
分
に
利
用
出
来
て
も
、
経
済
多
角
化
へ
の
投
資
は
魅
力
が
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
原
料
ブ
ー
ム
が
去
っ
て
原
料
価
格
が

低
落
し
た
時
に
は
、
経
済
多
角
化
が
望
ま
し
い
も
の
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
時
に
は
外
国
為
替
は
激
減
し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
る
。

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
が
全
く
自
国
の
政
策
だ
け
で
経
済
的
安
定
を
達
成
し
、
経
済
開
発
を
促
進
し
得
る
程
度
は
極
め
て
わ
っ
か
な
も
の
で
あ

る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
は
外
部
の
経
済
的
変
動
に
対
し
て
影
響
せ
ら
れ
る
こ
と
が
大
き
い
か
ら
、
そ
の
経
済

が
悪
影
響
を
う
け
な
い
た
め
に
は
、
世
界
の
他
の
地
域
よ
り
の
原
料
の
需
要
及
び
そ
の
価
格
が
安
定
一
制
限
的
で
な
く
、
拡
張
的
に
一

す
る
こ
と
が
第
一
に
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
実
際
に
於
て
困
難
で
あ
る
こ
と
は
経
験
上
も
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
困
難
は
極
め
て
大

き
い
も
の
で
あ
る
に
し
て
も
、
打
ち
勝
ち
難
い
も
の
で
は
な
い
。
工
業
国
の
方
で
こ
の
問
題
の
解
決
に
寄
与
し
得
る
道
は
工
業
国
が
自
国
の

経
済
を
高
水
準
に
、
し
か
も
、
安
定
し
た
水
準
に
維
持
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
東
南
ア
ジ
ア
の
生
産
物
へ
の
需
要
を
安
定
的
な
ら
し
め
る
こ
と

で
あ
る
。
」

　
第
二
に
必
要
な
こ
と
は
、
そ
し
て
こ
れ
が
よ
り
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
経
済
開
発
の
た
め
の
外
国
資
本
の
導
入
で
あ
る
。
私
的
資
本
の

流
入
は
現
在
の
と
こ
ろ
不
充
分
で
あ
り
、
現
状
で
は
そ
の
流
入
が
相
当
多
量
に
あ
る
も
の
と
は
期
待
さ
れ
な
い
。
外
国
資
本
の
導
入
の
結
果
、

産
業
開
発
が
行
わ
れ
る
と
い
う
利
点
も
あ
る
が
、
反
面
に
於
て
利
子
叉
は
利
潤
支
払
の
負
担
が
重
く
な
る
こ
と
も
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

借
入
れ
た
外
国
資
本
は
償
還
さ
れ
、
利
子
利
潤
は
麦
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
通
常
輸
出
増
加
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
輸
出
増
加

の
困
難
が
予
想
さ
れ
る
現
在
、
借
入
外
資
を
如
何
に
し
て
償
還
す
る
か
ゴ
問
題
で
あ
ろ
う
。
民
間
外
資
は
こ
の
点
で
も
期
待
出
来
な
い
。

　
　
　
　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
．
国
際
収
支
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東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
麦

扇
の
経
済
発
展
段
階
と
そ
の
国
際
収
毒
造
と
の
関
係
に
つ
い
て
興
味
深
い
研
究
が
ボ
・
グ
ス
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
（
≠
鯉
溺

囎
露
鯛
羅
譲
蕪
聾
駆
雌
ロ
聡
騨
尋
．
。
．
．
Y

　
ボ
ッ
グ
ス
は
先
進
国
H
貸
付
国
（
δ
旨
象
自
軍
q
8
§
隠
避
）
乃
至
は
債
権
国
と
後
進
国
皿
借
入
国
（
σ
o
旨
。
乱
口
ゆ
q
o
o
§
窪
団
）
乃
至
は
債
努

国
と
を
そ
れ
み
＼
成
熟
（
目
9
ε
8
島
）
国
と
未
成
熟
（
信
取
下
9
ξ
①
⊆
）
国
と
に
分
け
て
い
る
。
こ
の
成
熟
、
未
成
熟
と
い
う
語
は
前
者
は
後

期
（
巨
興
ω
＄
ひ
q
①
ω
）
、
後
者
は
前
期
（
8
島
興
。
。
9
ひ
q
①
ω
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
各
国
は
そ
の
経
済
発
展
段
階
に
応
じ
て
未
成
熟
債
務
国
、

成
熟
債
務
国
、
未
成
熟
債
権
国
、
成
熟
債
権
国
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
れ
る
。
こ
の
各
グ
ル
ー
プ
の
国
際
収
支
構
造
の
定
型
を
表
示
す
れ

ぽ
次
の
題
り
で
あ
る
。
（
辮
翫
聾
薩
暑
醸
「
外
）

　　AA例）
定
　
　
型
　
　
国

未
成
熟
債
務
国

黙
齢
記
に
お
け
る
）

（
二
）
　
成
熟
債
務
国

　
（
例
　

プ
ル
ぜ
ン
チ
ン

　　A
A　一例）

未
成
熟
債
権
国

。
イ
ン
ド
）

大
翫
鶴
翻
英
国
）

　
国
際
収
支
構
造
の
特
徴

貿
易
勘
定
一
支
払
超
過
：

資
本
勘
定
－
受
取
超
過
：

利
子
勘
定
．
　
支
払
超
過
：

　
　
　
備
　
　
　
老

・
…
輸
入
外
資
は
商
晶
の
形
態
を
と
る

：
：
産
業
開
発
の
た
め
外
資
借
入

：
・
・
未
だ
資
本
輸
入
額
に
達
せ
ず

貿
易
勘
定
一
受
取
超
過
…
…
外
資
の
利
子
支
払
の
た
め
原
料
品
輸
出

資
本
勘
定
－
受
取
超
過
…
…
漸
減
の
傾
向
を
示
す

利
子
勘
定
i
支
払
超
過
…
…
外
資
輸
入
額
を
超
ゆ

貿
易
勘
定
－
受
取
超
過
：

資
本
勘
定
～
支
払
超
過
：

利
子
勘
定
一
受
取
超
過
：

：
工
業
品
の
輸
出
但
し
僅
少

：
右
受
取
超
過
分
の
投
資

－
但
し
僅
少
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（
四
）
　
成
熟
債
権
国

　
（
例
　
英
国
、
米
国
）

貿
易
勘
定
－
支
払
超
過
：

資
本
勘
定
－
1
支
払
超
過
：

利
子
勘
定
－
受
取
超
過
：

：
超
過
利
子
収
入
に
よ
る
商
品
輸
入

：
累
積
巨
額
に
上
る

：
新
投
資
を
超
え
る
程
の
巨
額

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支
構
造
を
貿
易
勘
定
、
資
本
勘
定
、
利
子
勘
定
に
分
け
て
表
示
す
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

35・東南アジア各国の国際収支構造（各国通貨百万単位）

利子勘定
定資本勘

（SOF）短 期

重
轄
導
還
畑
饗
端
欄
螺

　　（20）

（一19）

（一18）

　　（25）

　　（70）

　　（165）

　　（117）

　　（一6）

（一37）

（一103）

　　（399）

　　（327）

　　　（19）

1
1
4
　
　
8
1
6　　15

－27

－20

　　　1

－15

－60

－37

－38

－136

十12

長　期

　　11

　　　2

－22

－30

－54

　　　9

　　10

－201

－39

－28

－16

貿易勘定

18

R
1
2
5
2

　　　216

　　　282

　　　－16

　　　242

　　　343

　　　－9

　　　352

　1，　258

－2，　022

　　　281

－1，　397

　　－180

　　　954

　1，　085

　　－651

　　　－11

　　－142

ビ　　　ノレ　　Y

　　　（ルピー）

セ　イ　P　ン’
　　　（ルピー）

パキ・スタソ
　　　（ルピー）

イ　　こ／　　ド

　　　（ルピー）

インドネシヤ
　　　（ルピア）

比　　　　島
　　　（ペ　ソ）

1950｛1951

1949！
1950

（1，，，

（1949

1950i
1951

1949

｛1950

1951

1949

｛1950

1951

1949

｛1950

1951

註SOF即ちSpeCial　OMcial　Financingには米国の援助及び
　　1BRDの借款を含む
　　　　　　（ECAFE　1951年年報の数字より作成）

　
ボ
ッ
グ
ス
の
定
型
に
従
え
ば
後
進
国
は
そ
の
国
際
収

支
構
造
に
於
て
資
本
勘
定
は
プ
ラ
ス
、
利
子
勘
定
は
マ

イ
ナ
ス
、
貿
易
勘
定
は
未
成
熟
国
で
は
マ
イ
ナ
ス
、
成

熟
国
で
は
プ
ラ
ス
に
な
る
。
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
実
態

、
は
貿
易
勘
定
は
プ
ラ
ス
叉
は
マ
イ
ナ
ス
、
利
エ
」
勘
定
は

．マ

C
ナ
ス
、
資
本
勘
定
は
プ
ラ
ス
又
は
マ
イ
ナ
ス
と
な

っ
て
い
惹
。
プ
ラ
ス
と
な
っ
て
い
て
も
そ
の
額
は
僅
少

で
あ
る
。
特
に
長
期
資
本
の
投
下
は
少
い
。
従
っ
て
東

南
ア
ジ
ア
の
後
進
国
が
正
常
な
経
済
発
展
を
と
げ
る
に

は
、
そ
し
て
ま
た
そ
の
経
済
開
発
計
画
を
達
成
す
る
に

は
資
本
勘
定
に
大
き
な
プ
ラ
ス
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
x
に
資
本
導
入
の
必
要
が
見
ら
れ
る
。
し
か
七
な
が

ら
、
戦
後
の
複
雑
な
国
際
情
勢
や
現
地
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
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ズ
ム
の
傾
向
は
民
間
外
資
の
流
入
を
阻
ん
で
い
る
。
民
間
資
本
の
流
入
が
期
待
薄
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
を
補
う
た
め
国
際
復
興
開
発
銀
行

や
米
国
政
府
に
よ
る
融
資
な
ど
が
行
わ
れ
て
居
り
、
ω
づ
0
9
巴
O
臼
。
巨
富
貯
9
9
ぎ
伽
q
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
額
は
多
く
な
い
9

し
か
し
現
在
の
国
際
情
勢
が
つ
黛
く
限
り
、
巨
額
の
民
間
資
本
の
流
入
は
期
待
出
来
ず
、
各
国
は
当
分
は
特
別
公
的
融
資
に
依
存
せ
ね
ば
な

ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
特
別
公
的
融
資
を
利
用
し
て
各
国
は
産
業
の
多
角
化
に
努
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
少
数
の
特
産
物
に
依
存
す
る
こ
と
は
従
来
も
景
気
変

動
に
よ
る
不
利
な
影
響
を
う
け
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
の
点
は
既
に
屡
々
論
ぜ
ら
れ
た
が
、
別
の
観
点
即
ち
、
将
来
の
科
学
技
術
の
発
達

に
よ
る
代
用
品
工
業
の
発
展
と
い
う
長
期
的
観
点
よ
り
見
て
も
、
少
数
の
特
産
物
依
存
は
危
険
で
あ
る
。
既
に
ア
メ
リ
カ
の
合
成
ゴ
ム
工
業

は
マ
レ
ー
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
の
天
然
ゴ
ム
産
業
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
比
島
、
セ
イ
ロ
ン
、
マ
レ
ー
の
コ
ブ
ラ
産
業
も
ア
メ
リ
カ

に
於
け
る
石
油
よ
り
採
取
す
る
代
用
油
脂
の
生
産
に
よ
っ
て
需
要
が
減
退
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
パ
キ
ス
タ
ン
の
特
産
物
で
あ
る
ジ
．
｛

i
ト
に
つ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
で
は
代
用
品
で
あ
る
紙
袋
の
使
用
が
増
加
し
つ
Σ
あ
る
。
科
学
技
術
の
発
達
は
そ
の
他
の
特
産
物
の
代
用
品
を

も
出
現
せ
し
め
る
で
あ
ろ
う
。
ア
メ
リ
カ
に
於
け
る
ナ
イ
ロ
ン
の
発
達
に
よ
る
日
本
の
生
糸
輸
出
の
減
退
と
い
う
こ
と
よ
り
考
え
て
も
代
用

品
の
発
達
は
東
南
ア
ジ
ア
の
特
産
物
の
前
途
に
重
大
な
問
題
を
投
げ
か
け
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
従
っ
て
各
国
は
周
到
な
計
画
の
も
と
に
そ

の
産
業
構
造
を
多
角
化
し
て
、
安
定
度
の
高
い
経
済
構
造
を
つ
く
り
あ
げ
て
行
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
（
附
記
）
　
本
稿
は
昭
和
二
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。
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ー
ー
主
と
し
て
農
林
畜
産
物
資
に
つ
い
て
i

柴

田

銀

次

郎

は

し

が

き

　
本
稿
は
ア
ジ
ア
各
国
の
輸
出
入
構
成
と
そ
の
背
後
を
な
す
産
業
構
造
と
を
綜
合
的
に
観
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ア
ジ
ア
に
於
け
る
物
資
交
流
に
関
す
る
研
究
」
の

一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
に
関
す
る
同
研
究
と
力
法
上
の
統
一
を
期
す
る
た
め
、
統
計
の
取
扱
方
等
に
関
し
て
は
原
表
を
相
当
に
組
み
変
え
て
一
定
の

標
準
を
設
け
て
あ
る
。
例
え
ば
、
品
目
の
分
類
は
農
林
畜
産
物
資
に
関
し
て
は
、
大
分
類
と
し
て
食
用
物
資
と
非
食
物
資
と
に
分
け
、
更
に
食
用
物
資
を
九
分
類
と
な
し
、

（
第
一
類
）
穀
類
豆
類
、
（
第
二
類
）
穀
粉
澱
粉
類
、
（
第
三
類
）
疏
菜
類
、
（
第
四
類
）
果
実
果
汁
、
（
第
五
類
）
砂
糖
調
味
料
香
辛
料
、
（
第
六
類
）
茶
コ
ー
ヒ
ー
等
、
（
第

七
類
）
、
酒
類
、
（
第
八
類
）
食
用
畜
産
物
、
（
第
九
類
）
タ
バ
コ
、
非
食
物
資
も
九
分
類
と
な
し
、
（
第
十
類
）
種
子
球
根
非
食
果
実
、
（
第
十
一
類
）
油
脂
蟻
、
（
第
十
二
類
）
、

油
糟
及
肥
飼
料
、
（
第
十
三
類
）
薬
用
原
料
植
物
性
薬
材
、
（
第
十
四
類
）
繊
維
原
料
、
（
第
十
五
類
）
特
掲
外
釜
食
畜
産
物
、
（
第
十
六
類
）
木
材
籐
竹
類
、
（
第
十
七
類
）
生

活
力
あ
る
植
物
、
（
類
外
）
生
動
物
と
い
う
よ
う
に
全
体
を
十
八
類
に
分
け
て
作
表
し
て
あ
る
。

　
戦
後
タ
イ
国
経
済
に
関
す
る
詳
細
な
統
計
が
ま
だ
手
に
入
ら
ず
、
国
際
連
合
、
香
港
な
ど
か
ら
発
行
さ
れ
た
概
要
の
報
告
、
雑
誌
記
事
な
ど
多
少
は
見
ら
れ
る
け
れ
ど
も

い
ず
れ
も
本
研
究
に
と
り
入
れ
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
。
こ
x
で
用
い
た
資
料
は
一
九
四
〇
年
ま
で
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
国
際
連
合
編
集
の
諸
統
計
か
ら
見
る
と
、

タ
イ
国
経
済
は
戦
後
特
に
発
展
の
跡
も
見
せ
ず
、
況
ん
や
タ
イ
国
の
産
業
貿
易
を
支
配
し
て
い
る
農
林
畜
産
物
資
に
関
す
る
限
り
、
戦
後
と
い
え
ど
も
そ
の
構
造
に
於
て
そ

う
著
し
い
変
化
を
な
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
X
に
用
い
た
資
料
の
範
囲
で
同
国
の
基
礎
事
情
を
よ
く
知
り
得
る
も
の
と
思
う
。
戦
後
の
事
情
に
つ
い
て
は

更
に
絃
に
用
い
た
資
料
と
相
応
す
る
よ
う
な
新
資
料
の
入
手
を
待
っ
て
こ
れ
を
補
足
す
る
こ
と
と
す
る
。
タ
イ
国
の
経
済
実
力
を
見
る
に
は
、
経
済
が
安
定
を
欠
い
て
い
る

戦
後
の
統
計
に
よ
る
よ
り
は
或
は
一
九
四
〇
年
以
前
の
資
料
に
よ
る
方
が
発
て
適
当
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
る
。

　
本
丈
中
に
特
に
示
し
た
資
料
の
外
、
貿
易
統
計
は
次
の
も
の
が
基
礎
と
な
っ
て
い
る
。

一一@59　T

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造



　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

》
昌
昌
口
巴
ω
鼠
尾
ヨ
①
ロ
什
。
｛
鳥
目
Φ
貫
p
目
冨
α
①
四
口
自
Z
麟
く
お
9
。
鉱
。
μ
o
h
け
『
①
国
冒
o
q
侮
。
日
o
h

O
⊆
ω
8
ヨ
ρ
切
p
o
口
ゆ
q
犀
O
評
…
鴫
①
笛
同
ト
つ
い
刈
Q
Q
i
b
∂
↑
Q
Q
ら
。
．

日
げ
緯
鼠
自
白
（
ω
冨
ヨ
）
”
び
需
品
Φ
U
Φ
℃
餌
答
8
Φ
耳
。
隔
出
置
呂
p
。
霊
卑
矯
．
卯

　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
章
総
　
　
　
　
説

　
タ
イ
国
の
産
業
構
造
は
隣
国
た
る
イ
ン
ド
シ
ナ
の
そ
れ
と
酷
似
し
で
い
る
。
即
ち
、
農
業
而
も
米
作
が
そ
の
本
体
で
あ
っ
て
林
業
が
こ
れ

に
次
ぎ
、
錫
鉱
を
中
心
と
す
る
鉱
業
が
盛
で
あ
り
、
沿
岸
住
民
は
漁
業
を
以
て
そ
の
生
業
と
す
る
点
な
ど
両
者
全
く
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

の
み
な
ら
ず
、
イ
ン
ド
シ
ナ
が
旧
来
名
実
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
に
隷
属
し
て
そ
の
搾
取
の
対
象
と
な
り
且
全
土
及
び
全
階
層
に
浸
潤
し
て
い
る

華
僑
に
よ
っ
て
そ
の
死
活
が
握
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
タ
イ
国
に
於
て
も
、
実
質
の
収
益
者
が
英
国
で
あ
っ
た
点
が
異
る
だ
け
で
あ
っ
て
、

全
く
同
じ
境
遇
に
立
っ
て
い
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
戦
中
英
国
の
勢
力
は
一
時
完
全
に
失
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
政
治

的
軍
事
的
に
は
独
立
国
で
あ
っ
て
も
経
済
的
に
は
実
質
上
英
国
に
隷
属
し
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
れ
と
い
う
の
も
東
に
仏

印
西
に
ビ
ル
マ
を
占
め
ら
れ
た
英
仏
両
国
の
緩
衝
地
帯
を
形
成
し
、
両
国
の
勢
力
均
衡
の
上
か
ら
辛
じ
て
独
立
の
面
目
を
当
時
ま
で
維
持
し

て
い
た
と
い
う
の
が
実
状
で
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
於
て
英
国
は
資
本
の
面
か
ら
タ
イ
国
経
済
を
支
配
し
、
産
業
の
実
権
を
掌
握
し
て
い
た
の

で
あ
る
。

　
そ
ン
ド
シ
ナ
と
タ
イ
国
と
の
産
業
構
造
の
酷
似
は
両
国
の
土
地
配
分
の
状
態
を
見
る
と
一
目
瞭
然
た
る
も
の
が
あ
る
。
（
1
表
）

　
更
に
、
人
口
の
職
業
配
分
に
対
て
は
イ
ン
ド
シ
ナ
は
総
人
口
の
八
割
以
上
を
農
民
に
依
て
占
め
ら
れ
て
い
る
が
、
タ
イ
国
も
こ
の
点
は
殆

ど
同
様
の
状
態
を
示
し
て
い
る
。
（
2
表
）

　
こ
の
よ
う
に
タ
イ
国
は
全
人
口
の
八
割
三
分
は
農
民
で
あ
っ
て
、
従
て
農
民
の
生
活
状
態
並
に
農
産
物
特
に
米
の
豊
凶
は
国
家
と
し
て
最
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救
済
の
策
に
乗
り
出
し
、
今
日
あ
る
と
こ
ろ
の
協
同
組
合
の
設
立
を
促
し
、
政
府
間
に
銀
行
か
ら
こ
れ
に
対
し
て
貸
出
を
行
う
と
い
う
制
度

っ
て
、
華
僑
を
主
と
す
る
籾
仲
買
人
其
他
に
対
し
て
極
め
て
高
率
の
利
子
を
支
払
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
現
象
は
古
来
タ
イ
国

農
民
の
殆
ど
全
般
に
通
ず
る
事
態
で
あ
る
。
政
府
は
一
九
三
〇
年
の
大
洪
水
と
一
九
三
二
年
の
大
早
魅
と
に
よ
る
凶
作
に
際
し
始
め
て
農
民

「1．タイ国：及インドシナの土地配分

全土面積………………
農耕地面積・…・…・………

同上全土面積に対する％……

内米作面当…・・…………

同上農耕地面積に対する％…

森林面積………………
同上全土面積に対する％……

タイ国（1938年）

51，345千ヘクタール…

3，596千ヘクタール”6

　7．　0％

3，129千ヘクタール…

　87．　0％

35，070千ヘクタール…

　68．2％　一

イyドシナ（1937年）

74，040千ヘクタール

5，855千ヘク5e　一．ル

　7．9％

5，544千ヘクタール

　94．7％

42，400千ヘクタール

　57．3％

（註）タイ農耕地面積は米・詰草・玉蜀黍・棉花・豆類・胡麻・胡椒・コ

　コ椰子の八作品の耕地のみQ此の外にゴム農園178千ヘクタール其他が
　加わるべきである。　Statistical　Year　Book，　Thailand：B．　E．2481．，

Central　Service　of　Statistics．に拠りRai単位をヘク5e　・一ル単位に換

　算：した。インドシナに関してはAnnuaire　statistique　de　1’lndochine，

　1937－1938．に拠る。

2・タイ国人口の職業的配分

．1929国勢調査 ，1937国勢調査

農林畜産業
凵@　　　　　業
z　　　工　　　業

､　　　　　　業
ｯ　　　　　　：吏

ﾆ　　僕　其　　他

L業者合計
香@　　人　　　ロ

6．245β58

@　82，853

@258，493

@503，839

@　62，109

@367，105
V，519，757

P1，506，207

8
1
：
髭
｝
3
．
4
4
％
’
6
．
7
0
％
0
．
8
3
％
4
．
8
8
％
　
1
0
0
％

6，049，202

@145，025

@416，193

@　62，876

@150，260
U，823，556

P4，464，105

88．65％

Q．13％

U．10％

O．92％

Q．20％

@100％

の
理
由
に
よ
る
負
債
の
重
荷
が
あ

（註）1937年国勢調査に於ては新分類に依ったため，弦には1929年国勢調

査に於ける分類法に適宜編成し掲出した。猶1937年国勢調査の結果に於

　て有業者人口の減少を見たのは実勢ではなく，職業申告者数のみを集計

　したからである。即ち申告洩れが除外されている。

家
畜
凍
死
、
土
地
購
入
、
濫
費
等

更
に
一
層
苛
酷
な
こ
と
は
凶
作
、

の
間
接
税
が
叉
転
嫁
さ
れ
て
お
り
、

接
税
を
負
担
さ
せ
る
と
共
に
諸
種

し
、
そ
の
上
米
田
税
、
甘
藤
耕
地

税
、
果
樹
園
税
、
人
頭
税
等
の
直
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高
率
の
定
額
金
納
小
作
料
を
徴
収

組
織
の
欠
陥
は
こ
れ
ら
農
民
か
ら

営
ん
で
い
る
階
級
で
あ
る
。
社
会

農
で
あ
っ
て
小
作
に
よ
っ
て
農
を

ン
ド
シ
ナ
に
於
け
る
と
同
様
に
貧

あ
る
。
殊
に
、
農
民
の
大
部
は
イ

重
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
勿
論
で
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を
設
け
る
に
至
っ
た
。
協
同
組
合
は
利
益
配
当
を
認
め
な
い
信
用
組
合
で
あ
っ
て
、
組
合
数
、
組
合
員
数
は
年
々
に
増
加
を
来
た
し
、
協
同

3．タイ国輸出入に於ける農林畜産物資の地位　単位・一・1000・ミート

入輸出輸

輸入総額

101，　352

（100％）

108，　554

（100％）

127，　217

（100％）

128，　199

（100％）

謝畜蓉「（其　　　他金銀を除く）（其他煖竄�怩ｭ）輸購額

　66，　400

（65．　5％）

　85，　927

（79．2％）

103，　476

（81．3％）

108，　045

（84．3％）

　34，　943

（34．5％）

　22，　627

（20．8％）

　23，　741

（18．7％）

　20，　154

（15．　7％）

158，　153

（100％）

146，　731

（100％）

173，　051

（100％）

208，　684

（100％）

　31，　991

（20．2％）

　27，　790

（18．2％）

　36，　649

（21．　2％）

　47，　276

（22．7％）

農林畜産
物　　　資

126，　162

（79．8％）

118，　941

（81．　1％）

136，　402

（7g．8％）

161，　408

（77．3％）

1934－35

1935－36

1938－39

1939－40

（註）　輸出入総額には金銀を含まない。輸出各欄には再輸出を含まない。再輸出全額は

次の通り。（1934－35）2，884，（1935－36）2，582，（1938－39）3，709，（1939－40）4，107Q

組
合
そ
の
も
の
は
発
展
の
一
途
を
辿
っ
て
来
て
い
る
が
、
こ
れ
に
加
入
す
る
も
の
の
多
く
は

中
農
以
上
で
あ
り
、
大
部
分
を
占
め
る
貧
農
は
依
然
と
し
て
負
債
と
困
窮
と
の
中
に
取
残
さ

れ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
曲
辰
耕
は
旧
態
依
然
た
る
原
始
的
方
法
に
依
て
行
わ
れ
て
お

り
、
叉
、
近
年
灌
概
施
設
の
改
．
善
が
一
部
に
於
て
実
行
さ
れ
た
と
は
い
え
、
今
猶
自
然
条
件

の
極
め
て
支
配
的
で
あ
る
地
方
が
大
部
分
を
占
め
て
い
る
。

　
叙
上
の
産
業
構
造
は
直
に
そ
の
対
外
輸
出
入
の
上
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
、
輸
出
の

大
部
分
は
農
産
物
で
あ
り
、
輸
入
の
大
部
分
は
工
業
製
品
で
あ
る
。
こ
の
点
は
イ
ン
ド
シ
ナ

其
他
の
農
業
地
域
と
全
く
同
じ
原
則
の
下
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
が
、
特
に
タ
イ
国
に
就
て
は

こ
の
傾
向
が
著
し
く
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
状
態
を
一
層
に
極
端
に
し
た
も
の
が
タ
イ
国
の
状
態

で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
タ
イ
国
の
輸

出
入
に
於
け
る
農
林
畜
産
物
資
の
地
位
を
示
し
て
見
よ
う
。

　
3
表
に
見
る
よ
う
に
輸
出
と
輸
入
と
に
猛
て
は
正
に
逆
の
傾
向
に
あ
る
。
即
ち
輸
出
に
あ

っ
て
は
農
林
畜
産
物
資
は
輸
出
総
額
の
凡
そ
八
割
を
占
め
、
輸
入
に
あ
っ
て
は
農
林
畜
産
物

資
以
外
の
物
資
が
七
割
か
ら
八
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
完
全
に
近
い
農
業
国
の
貿
易
形
態

を
具
え
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
上
に
農
林
畜
産
物
資
以
外
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め
物
資
の
輸
出
も
極
め
て
単
純
で
あ
っ
て
、
鉱
産
物
た
る
歯
冠
、
タ
ン
グ
ス
テ
ン
鉱
、
宝
石
、
水
産
物
た
る
塩
魚
及
び
塩
、
マ
ク
ル
ア
樹
の

未
熟
果
実
を
以
て
染
色
し
た
黒
虫
製
品
の
六
品
目
を
以
て
殆
ど
尽
き
て
い
る
と
い
っ
て
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。

　
　
D
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
械

　
　
脳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
機

　
　
㎜
　
　
　
　
　
　
　
鰹
　
　
　
　
　
　
　
動
．

　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
械
含

雌
　
　
　
　
軸
　
　
　
　
　
灘

噸
　
　
　
　
　
劉
　
　
　
　
　
徽

　
　
輸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
製

　
　
資
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
具
属

　
　
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
器
金

　　

t
　
　
　
　
　
　
鵬
　
　
　
　
　
　
麟

鱒
　
　
　
　
鱒
　
　
　
　
鴬

罐
　
　
聯
　
　
　
繋

　
　
4

　
猶
、
農
林
畜
産
物
と
錐
其
の
大
部
分
は
米
で
あ
っ
て
、
一
九
三
四
－
三
五
年
九
千
八
百
四
十
万
バ
ー
ト
、
一
九
三
八
i
三
九
年
九
千
七
百

四
十
万
バ
ー
ト
の
輸
出
額
に
上
っ
て
い
る
か
ら
、
輸
出
総
額
（
再
輸
出
を
除
く
）
の
実
に
六
割
二
分
並
に
五
割
六
分
に
相
当
す
る
わ
け
で
あ

る
。
以
て
タ
イ
国
の
輸
出
貿
易
が
如
何
に
単
純
な
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
か
が
わ
か
る
。

　
輸
出
と
同
じ
く
輸
入
も
叉
至
極
単
純
な
内
容
を
持
っ
て
い
る
。
農
林
畜
産
物
資
の
輸
入
は
輸
入
総
額
の
二
、
三
割
に
し
か
当
ら
ぬ
と
い
う

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

1934－35 1935－36 1938－39 1939－40

錫　　　　　鉱 26，347 23，374 30，814 41β31

タングステン鉱 46 64 355 307

宝　　石　　類 （不明） （不明） 438 254

塩　　　　　魚 2，434 、1，785 2，273 1，521

塩 563 511 789 1，633

絹織物（黒染） 518 S58 295 360

其　　　　　他 2，083 1，698 1，685 1，870

合　　　　　計 31，991 27，790 36，649 47，276

1934－35 1935－36 1938－39 1939－40

繊　維　製　品 31，672 31，771 34，893 38，319

綿織物 17，134 18，869 21，960 17，992

其他織物 4，658 4，030 2，971 3，193

織　　　綜 2，966 3，607 4，632 4，190

ガソニー袋 6，914 5，265 5，330 12，964
（註）

金属製塩干機械類 16，264 20，149 30，353 31，177

液　体　燃　料 10，763 11，428 10，381 8，935

石　　　油 4，468 5，047 3，904 2，950

ベソジソ 4，663 4，886 3，782 2，974

其　　　他 1，632 1，495 2，695 3，010

其　他　雑　品 7，710 22，579 27，849 29，616

合　　　　　計 66，409 85，927 103，476 108，045
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

ご
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
大
部
分
ば
食
用
物
資
で
あ
る
。
他
の
七
、
八
割
に
当
る
農
林
畜
産
物
資
以
外
の
品
目
も
第
一
に
繊
維

製
品
殊
に
綿
織
物
、
第
二
に
金
属
製
品
並
に
機
械
類
、
第
三
に
液
体
燃
料
の
順
位
を
以
て
そ
の
大
半
が
占
め
ら
れ
て
い
る
。

　
タ
イ
の
貿
易
が
輸
出
入
品
目
に
就
い
て
単
純
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
輸
出
入
相
手
地
域
も
叉
他
国
の
貿
易
に
比
較
す
る
と
甚
だ
単
純
で
あ

を
。
即
ち
、
輸
出
の
半
ば
以
上
は
マ
レ
ー
に
向
け
ら
れ
、
輸
入
の
七
割
近
く
が
マ
レ
ー
、
日
本
、
英
国
及
び
香
港
の
四
地
域
か
ら
来
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
マ
レ
ー
及
び
香
港
と
の
輸
出
入
は
大
部
分
が
ア
ジ
ア
及
び
欧
米
と
の
仲
継
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
タ
イ
国
の
輸

出
入
相
手
地
域
は
マ
レ
ー
と
香
港
と
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
は
と
り
も
直
さ
ず
タ
イ
国
の
貿
易
を
掌
握
し
て

単位・ ・1000ノミト入金墨

入輸
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2．英国より大（註）1．米国造幣廠へ売渡の銀塊22，174干バートを除く。
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い
る
も
の
は
英
国
人
と
華
僑
と
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
6
表
に
見
る
よ
う
に
、
タ
イ
国
輸
出
の
八
割
近
く
は
ア
ジ
ア
地
域
向
で
あ
り
輸
入
の
五
割
乃
至
七
割
は
ア
ジ
ア
地
域
か
ら
積
出
さ
れ
て
い

　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造



　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

た
。
こ
れ
は
タ
イ
国
経
済
が
極
め
て
ア
ジ
ア
依
存
の
傾
向
を
持
つ
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
前
述
の
如
く
対
ア
ジ
ア
各
地
輸
出

を
通
じ
て
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
香
港
と
マ
レ
ー
（
殊
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
へ
の
輸
出
で
あ
る
。
而
し
て
両
地
域
に
於
け

る
タ
イ
国
か
ら
の
輸
入
品
は
大
部
分
日
本
、
中
国
、
南
方
地
域
へ
再
輸
出
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
叉
少
か
ら
ざ
る
金
額
が
欧
米
殊
に
英
国
及
び

北
米
合
衆
国
へ
再
輸
出
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
香
港
貿
易
並
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
資
易
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
明
か
で
あ
る
。
此

の
タ
イ
国
輸
出
に
就
て
は
正
確
な
金
額
乃
至
割
合
を
知
る
術
が
な
い
か
ら
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
確
か
め
得
た
と
す
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く

対
ア
ジ
ア
輸
出
は
相
当
に
創
減
さ
れ
そ
の
代
り
に
対
欧
米
輸
出
が
こ
の
金
額
だ
け
増
加
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
し
、
タ
イ
国
輸
入
に
就
て

は
同
国
貿
易
統
計
表
（
諺
昌
ロ
ニ
巴
ω
3
け
。
ヨ
。
算
o
h
け
ゴ
。
団
自
①
蒔
旨
日
白
山
。
自
流
Z
9
〈
眞
9
け
δ
ロ
o
h
讐
①
国
立
ロ
q
α
o
日
。
陥
6
7
9
一
冨
旨
P

磯
。
母
謹
Q
。
P
）
に
相
当
詳
細
な
香
港
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
輸
入
表
が
掲
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
輸
入
品
原
産
地
を
確
か
め
る
こ
と
が
出

来
る
。
こ
れ
を
整
理
し
た
も
の
が
次
に
掲
げ
る
7
表
で
あ
る
。
但
し
、
7
表
中
に
掲
記
の
数
字
中
に
は
多
少
の
疑
問
を
挾
む
余
地
が
あ
り
、

凍
産
地
不
明
の
分
が
あ
る
こ
と
は
7
表
の
註
に
記
し
て
あ
る
通
り
で
あ
る
が
、
こ
の
外
に
虚
偽
の
申
告
も
少
し
は
あ
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

猶
、
昭
和
一
九
三
八
－
三
九
年
以
前
に
於
て
は
バ
ン
コ
ー
ク
港
に
就
て
の
み
か
か
る
明
細
表
が
存
在
し
、
其
の
他
の
港
（
円
ぴ
①
娼
。
辞
o
h

b
δ
＜
博
口
8
9
）
に
間
す
る
明
細
表
は
一
九
三
九
－
四
〇
年
度
か
ら
始
め
て
掲
出
さ
れ
て
来
て
い
る
。
尤
も
香
港
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
貿
易
に

関
す
る
限
り
バ
ン
コ
ー
ク
港
扱
が
圧
倒
的
に
多
い
か
ら
、
そ
の
誤
差
は
甚
だ
小
さ
な
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
7
表
に
よ
り
、
香
港
か
ら
の
輸
入
は
大
部
分
が
中
国
物
資
で
あ
り
、
こ
れ
に
北
米
合
衆
国
の
物
資
も
相
当
に
混
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

叉
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
輸
入
に
至
っ
て
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
産
品
（
大
部
分
は
ジ
ャ
ワ
産
）
を
第
一
と
し
、
英
国
、
北
米
合
衆
国
、
印
度

日
本
、
独
逸
、
加
奈
陀
、
・
艶
紙
の
物
資
が
少
か
ら
ず
含
ま
れ
て
い
る
。
即
ち
、
香
港
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
の
輸
入
は
大
部
分
仲
継
で
あ

っ
て
、
固
有
貿
易
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
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7．香港及びシンガポールを経由して輸入きれた金額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位……1000？“　一一　b）

」

193昏39
｝

1939－40

　　　　　　　　「

＝@　港
シ　ン’ガ

|ール
合　　計 香　　港

シ　ン’ガ

|ーフレ
合　　計

日　　　　本 333 778 1，111 32 502 534

申　　　　国 10β23 165 10，988
10，465　　　　　管 223 10，688

香　　　　　港 927曝 76 1，003 1，227 135 1，362

イソ　ドシナ 71 6 77 17 1
管

18

マ　　　　1／　　　　一 一
1，333痴 1β33 一

1，498 1，498

ビ　　　ル　　　・マ
一

16 16
一

2 2

フイリ　ツヒ。ソ 1
一

1 2 9 11

インドネシア 13 7，626 7，639 27 3，724 3，751

計 12，168 10，000 22，168 11，770 6，094 17，864

印　　　　　度 11 2，178 2，189 13 860 873

セ　イ　ロ　y 一
2 2

一
4 4

計 11 2，］180 2，191 13 躍
877

濠　　　　洲 5 260 265 29 211 240

計 5 260 265 29 211 240

北米合衆国 928 1，546 2，474 1，465 1，473 2，938

加　　奈　　陀 1 191 192 14 334 胴
中　　南　　米 一 一 一

15
一

15

計 929 1，737 2，666 1，494 1，807 3，301

独　　　　　逸 23 454 477 79 352 431

伊　　太　　利 1 91 92 9 30 39

仏　　蘭　　西 1 58 59 41 34 75

英　　　　国 100 2，461 2，561 219 2，402 2，621

白　　耳　　義 5 31 36 118 32 150

和　　　　　蘭 9 35 44 1 64 65

其他　欧洲 4 191 195 31 99 130

計 143 3，321 3，464 498 3，013 3，511

ア　フ　　リ　カ 6 20 26 38 16 54

総　　　　計 13，263 17，518 30，781 13，843 12，005 25，848

一

（註）　＊……此金額中には香港若くはシyガポールよりの輸入にして原産地不明

　の分をも含む。日本には朝鮮・台湾を含み，マレーにはマレー・ペナン。シン
　ガポールを含み，インドネシアには南ボルネオを含む。猶1938－39の数字はバ

　ソコーク港のみの輸入にして，193940の数字は全港の分を含む。

　
7
表
掲
記
の
数
字
を
6
表
の
各
地
域
輸
入
額
に
振
当
て
見
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
鼓
に
は
6
表
の
輸
入
総
額
に
対
す
る
割
合
に
薯
し
い

変
化
を
与
え
た
主
要
国
の
み
に
止
め
る
が
、
之
に
よ
り
タ
イ
国
輸
入
の
真
の
相
手
地
域
を
確
か
め
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

　
8
表
に
よ
る
と
、
香
港
と
マ
レ
ー
か
ら
の
輸
入
額
（
此
の
中
に
原
産
地
不
明
の
分
を
含
む
こ
と
は
前
記
の
通
り
）
が
著
し
く
減
じ
て
お
り
、

他
が
そ
れ
だ
け
増
加
し
て
い
る
。
即
ち
、
6
表
に
よ
る
と
一
九
三
八
－
三
九
年
に
於
て
香
港
よ
り
の
輸
入
額
二
二
、
二
六
三
千
バ
ー
ト
、
マ

レ
ー
よ
り
の
輸
入
額
三
三
、
一
四
七
千
バ
ー
ト
で
あ
る
が
、
8
表
に
よ
る
と
前
者
が
一
、
0
0
三
千
バ
ー
ト
、
後
者
が
一
六
、
九
六
二
千
バ

ー
ト
と
な
っ
て
、
夫
れ
慣
れ
一
二
、
二
六
〇
千
バ
ー
ト
及
び
一
六
、
一
八
五
千
バ
ー
ト
を
減
じ
、
そ
れ
だ
け
他
地
域
か
ら
の
輸
入
額
が
噌
加

し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
れ
と
同
じ
く
一
九
三
九
！
四
〇
年
に
は
香
港
が
一
二
、
四
八
一
千
バ
ー
ト
を
、
マ
レ
ー
が
一
〇
、
五
〇
七
千
バ

ー
ト
を
減
じ
て
他
地
域
が
そ
れ
だ
け
増
加
し
て
い
る
。
最
も
多
く
増
加
さ
れ
て
い
る
の
は
7
表
に
見
る
よ
う
に
中
国
で
あ
り
、
次
い
で
イ
ン

ド
、
不
シ
ア
、
英
国
、
北
米
合
衆
国
、
印
度
、
日
本
等
で
あ
る
。

8．原産地別に修正したタイ国輸入額

　　　　　　　　　　（単位1000バーb）

1939qO1938－39原産地
　％
14．　5

13．　3

1．0

9．7

7．4

L3
47．　3

12．　3

0．1

12．　4

L3

蛉
㎜
㏄
　
㎜
印
皿
即
魏
侃
m

18，　820

17，　285

　　1，　362

12，　609

　　9，　578

　　1，　698

61，　352

15，　950

　　　　122

16，　072

　　1，731

　　　　　14

　　1，　745

13，　291

　　　　493

　　　　　18

13，　802

　　6，　470

14，　642

15，　546

36，　658

　　　　150

29，　780

％
漏
偽
囎
田
聰
q
9
獅
篇
㎎
編
ロ
一
皿
鵬
㎎
一
㎜
α
3
観
月
猫
一
㎜

糊
縄
鷲
上
欄
4
響
鋼
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
癬
窺
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
8
載
玩
璃
鋤

129，　629

本
国
港

日
申
香

【
ア
ア
　
度
ア
　
　
州
蘭
　
国
警
米
　
逸
国
洲
　

力
計

レ
諺
計
晒
計
西
計
鎌
奈
南
計
欧
計
・

革
製
　
和
ア
　
　
米
　
　
　
他
・

マ
イ
其
　
印
セ
ジ
　
濠
新
　
北
加
中
　
独
英
其
　
ア
総

　
こ
の
よ
う
に
香
港
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

仲
継
貿
易
を
整
理
し
て
見
る
と
、
タ
イ
国
の

輸
入
に
於
て
は
日
本
が
第
一
位
の
相
手
地
域

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
か
に
な
る
。
タ
イ
国
輸

入
総
額
の
凡
そ
一
割
五
分
は
日
本
に
依
っ
て

占
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
次
い
で
中
国
と

英
国
と
か
ら
の
輸
入
が
略
伯
仲
し
て
一
割
三

分
程
度
で
あ
り
、
北
米
合
衆
国
、
印
度
、
マ

レ
ー
が
大
体
一
割
内
外
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ア
が

一
割
足
ら
ず
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
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る
。　

然
し
、
8
表
に
於
て
香
港
及
び
マ
レ
ー
か
ら
の
輸
入
額
が
減
殺
さ
れ
た
結
果
と
し
て
、
ア
ジ
ア
地
域
に
対
す
る
輸
入
依
存
度
も
低
下
し
た
。
、

一
九
三
八
i
三
九
年
6
表
に
於
て
輸
入
総
額
の
約
六
割
を
占
め
て
い
た
も
の
が
8
表
に
於
て
は
五
割
三
分
に
、
一
九
三
九
－
四
〇
年
同
じ
く

五
割
三
分
が
四
割
七
分
に
と
相
当
の
低
下
を
見
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
、
ア
ジ
ア
以
外
か
ら
の
輸
入
殊
に
欧
洲
及
び
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
輸
入

が
増
加
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
る
ゆ

　
而
し
て
当
時
に
於
け
る
輸
入
の
傾
向
と
し
て
印
度
、
独
逸
、
北
米
合
衆
国
、
下
歯
、
加
奈
陀
か
ら
の
輸
入
が
著
し
く
躍
進
し
て
お
り
、
こ

れ
に
反
し
て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
英
国
な
ど
は
寧
ろ
停
滞
の
傾
が
あ
っ
た
。
我
国
及
び
中
国
は
微
増
若
く
は
微
減
の
状
態
に
あ
っ
た
が
、
大
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

す
れ
ば
増
減
少
し
と
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

　
タ
イ
国
の
輸
出
の
大
半
を
占
め
て
い
る
相
手
地
域
が
マ
ン
ー
特
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
あ
る
こ
と
は
前
述
し
た
が
、
こ
の
大
部
分
が
再
輸
出
　
6
9
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
か
で
あ
る
。
そ
の
再
輸
出
先
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
第
一
位
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
、
後
に
品
目
別
に
吟
昧
す
る
際
に

知
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
し
全
体
の
正
確
な
る
数
字
に
至
っ
て
は
遺
憾
な
が
ら
知
る
術
が
な
い
。

　
タ
イ
国
と
我
国
と
の
戦
前
に
於
け
る
関
係
は
こ
の
よ
う
に
タ
イ
国
か
ら
見
れ
ば
第
一
位
の
輸
入
相
手
国
で
あ
っ
て
最
も
関
係
密
な
る
間
柄

に
あ
る
け
れ
ど
も
、
タ
イ
国
輸
出
に
於
て
は
必
ず
し
も
さ
ほ
ど
に
重
要
な
地
位
を
占
め
て
は
い
な
か
っ
た
。
香
港
経
由
の
対
我
国
輸
出
が
あ

っ
た
に
せ
よ
其
の
金
額
は
大
し
た
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
タ
イ
国
輸
出
品
の
大
宗
で
あ
る
米
の
対
我
国
輸
出
は
後
に
述
べ
る
よ
う
に
極

め
て
少
く
、
一
九
三
四
一
三
五
年
の
一
一
千
キ
ン
タ
ル
、
五
〇
千
バ
ー
ト
は
例
外
と
し
て
も
、
一
九
三
七
、
三
八
、
三
九
年
は
年
三
〇
〇
千
・

キ
ン
タ
ル
内
外
、
二
、
O
O
O
千
バ
ー
ト
前
後
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
然
し
、
一
九
三
九
－
四
〇
年
に
至
っ
て
俄
然
増
加
し
約
一
、
四
〇
〇
千
・

キ
ン
タ
ル
、
一
〇
、
四
〇
〇
千
バ
ー
ト
の
多
き
に
達
し
て
い
る
。
即
ち
、
当
時
の
我
国
の
食
糧
政
策
の
推
移
と
共
に
、
日
タ
イ
接
近
の
著
し
．
・

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造



（単位1000バ＿ト）9．タイ国区域別輸出入額

タ
イ
国
の
外
国
貿
．
易
と
そ
の
産
業
構
造

入輸出輸

1939－401938－391937－381939－401937－38 1938－39

180，　428

180，　115

　7，　668

　　6，　5e8

194，　604

113，　471

113，　266

　　8，　840

　　7，　320

129，　631

95，　674

95，　541

　9，　737

　6，　413

111，　824

139，　403

138，　910

ss，　050

39，　101

216，　554

140，　447

140，　184

30，　302

33，　673

av4，　422

102，　889

102，　740

35，　840

30，　764

169，　493

バンコーク区域

（内バンコークミ巷）

プーケット区域

ナコーン・スリ
タマラー一　b区域

合　　　　計

い
現
れ
と
も
見
る
べ
き
で
あ
る
。
か
か
る
日
タ
イ
貿
易
の
躍
進
が
、
6
表
輸
出
表
に
於
て
一
九
三
、

八
一
三
九
年
の
二
、
三
八
八
千
バ
ー
ト
か
ら
一
九
三
九
－
四
〇
年
一
二
、
三
五
〇
千
バ
ー
ト
に
一

躍
四
十
二
割
の
激
増
を
見
る
に
至
っ
て
い
る
所
以
で
あ
る
。
然
し
、
米
以
外
で
は
チ
ー
ク
材
、
獣
、

皮
が
梢
ヒ
多
く
我
国
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
位
で
あ
っ
て
、
タ
イ
国
の
特
産
た
る
錫
、
ス
チ
ッ
ク
ラ

ッ
ク
な
ど
は
直
接
に
は
殆
ど
輸
入
さ
れ
て
い
な
い
。

　
我
国
と
タ
イ
国
と
の
関
係
は
寧
ろ
タ
イ
国
の
輸
入
貿
易
に
於
て
罐
切
で
あ
る
。
即
ち
、
綿
製
品

は
タ
イ
国
に
と
っ
て
は
輸
入
品
の
大
宗
で
あ
る
と
共
に
我
国
が
そ
の
第
一
の
輸
入
相
手
国
で
あ
っ

た
し
、
紙
類
も
金
額
こ
そ
少
い
け
れ
ど
も
同
じ
く
第
一
位
は
我
国
で
あ
っ
た
。
そ
の
外
金
属
製
品
、

機
械
類
、
綿
懸
、
医
薬
、
化
学
薬
品
な
ど
金
額
は
い
ず
れ
も
多
く
は
な
い
が
、
数
多
く
の
品
が
我

国
か
ら
タ
イ
国
に
輸
出
さ
れ
て
い
た
。
従
て
、
両
地
域
間
で
は
我
国
が
常
に
輸
出
超
過
の
地
位
に

立
っ
て
お
り
、
こ
の
点
が
我
国
と
イ
ン
ド
シ
ナ
と
の
関
係
と
全
く
異
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
に
、
タ
イ
国
の
貿
易
は
そ
の
大
部
分
が
バ
ン
コ
ー
ク
港
に
干
て
行
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

猶
輸
入
総
額
の
七
、
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
輸
出
総
額
の
三
六
パ
ー
セ
ン
ト
ほ
ど
は
バ
ン
コ
ー
ク
港
以

外
の
港
叉
は
国
境
駅
に
於
て
取
扱
わ
れ
て
い
る
。
タ
イ
国
の
貿
易
行
政
は
全
地
域
を
三
区
域
に
区

分
し
・
バ
ン
マ
ク
区
域
、
（
じ
d
掌
9
旨
m
q
貯
O
吋
　
b
同
①
◎
）
で
ケ
・
ト
区
域
（
じ
U
翼
卑
》
§
）
及

び
ナ
コ
ー
ン
・
ス
リ
タ
マ
ラ
ー
ト
区
域
（
羅
。
q
o
諺
ω
匿
冨
ヨ
霞
g
≧
①
拶
）
と
な
し
て
い
る
。

バ
ソ
コ
ー
ク
区
域
は
西
は
イ
ン
ド
シ
ナ
と
接
し
東
は
ア
ラ
ン
・
プ
ラ
テ
ー
ト
駅
（
》
円
9
昌
く
ρ

r　7Q　’一r



1．タイ国農林畜産物資輸出基表

（年度）　4，月一翌3月　　（単位）数量・一・特記なき品目は100班　金額・一・1000ノミート

品 目
1934－35 1935－36 1938－39 1939－40

数　　量1金額｝数　　量1金額1数　　量1金額1数　　量1金額

食用農林畜産物 一
102，344 一94，034

一
100，①47

一
116，694

第　一　類 18，682，843 95，730 13，騒0，990 87，591 14，015，122 92，573 17，304，398 109，159

玄　　　　　　米 588，684 2，832 339，200 1，925 943β34 6，162 917，222 5，480

砕　　玄　　米 74，740 219 55，745 192 98，845 402 89，385 315

白　　　　　米 9，470，897 59，253 6，933，083 53，210 7，197，880 55，288 9，706，343 71，202

砕　　白　　米 7，953，350 31，582 6，272，843 30，504 5，635，860 29，931 5，975，249 29，173

籾　　　　　米 573β84 1，747 336，764 1，736 1α7，728 487 558，551 2，441

豆　　寂　　類 21，788 97 3β55 24 31，475 303 57，648 548

第　二　類 1，559，620 2，804 1，082，223 3，269 1，564，743 5，149 1，併5，662 4，689

粉　　玄　　米 53β45 65 13，169 23 29，571 50 2，830 5

粉　　白　　米 1，506，275 2，739 1，067，054 3，246 1，535，172 5，099 1，672，832 4，684

第　三類 113，987 450 96，367 360 96，935 365 84，025 411

玉　　　　　葱 113，987 450 96，367 360 96，935 365 84，025 411

第　四　類 一
563

一 娚 一
299

一
346

グレープ。・フルー

c

　　千個

T，413 288
　　千個

S，674 鰯
　　千個

Q，509 127
　　千個

P，908 83

其他生鮮果実 一
275

一
203

一
172

一
263

第　五　類 24，853 1，105 14，600 485 19，768 456 20，912 508

砂　　　　　　糖 716 5 107 1 134 1 358 3

胡　　　　　椒 8，648 511 44 2 70 2 0 0

乾　　蕃　　椒 10，274 248 9，249 156 17，044 ’299 193094 368

白　　萱　　藏 5，215 341 5，200 326 2，520 154 1，460 137

第　八　類 一
725

一
807

一
355

一
577

千個 千個 千個 千個

家　　鴨　　卵 37，723 570 39，121 591 17，941 270 29，358 440

燕　　　　　巣 221 155 208 216 149 85 173 137

第　九類 4，414 219 4，846 237 3，278 257 2，434 201

燗　　　　　草 4，414 219 4，846 237 3，278 257 2，434 201

一
748

一
796

一
593

一
803

分類なき食料品 一
748

一
796

一
593

一
803

．
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1934－35 1935－36 193魯39 1939－40

口口

数量1 金額
数
　
　
量
卓 1金額 数　　量 i金額 数量i 金額

非食農林畜産物資 一
23，819

一
24，907

一
36β55　　！

一
44，714

第　十　類 63，245 439 88，279 775 59，962 748 79，232 946

乾　横　椰　子 45，401 314 41，653 401 47，993 625 62，879 780

コ　　　　ブ　　　　ラ 10，684 48 35β61 254 3，782 26 8，264 64

大門子種子 3，127 14 2，654 11 1，041 4 970 6

胡　　麻　　子 125 1 5，118 54 4，317 41 4，120 41

蓮　　種　　子 1，155 38 1，263 38 1，152 32 1，072 34

マングローブ種子 1，419 13 1，103 11 959 13 1，100 12

其他播種用種子 1，334 11 557 6 718 7 827 9

第十一類 325，896 12，331 378，005 14，679 550，758 26，002 564，666 32，245

豚　　　　　脂 一 一 一 一
2，464 81 1，468 47

牛　　　　　脂 326 5 9
一

133 2 0 0

ダマール群口旨 9，134 113 7，981 124 9，510 119 10，442 133

ガムボーヂ（藤黄）

�
309 46 319 46 179 1 213 37

ヤーン樹油 5，602 33 4，890 31 5，923 35 5，287 49

生　　　ゴ　　　ム 206，704 8，763 266，931 12，087 370，599 21，257 363，332 27，252

屑　　ゴ　　ム 25，182 538 45，058 1，125 102，489 3，844 58，480 2，915

代　用　ゴ　ム 198 5 255 6 859 22 737 26

スチックラック 78，319 2β07 52，431 1，237 58，449 599 124，638 1，773

安　　息　　香 122 21 131 23 153 16 69 13

第十三類 9，796 20 10，855 22 14，306 24 10，229 18

マソグ官一ブ樹皮 9，796 20 10，855 22 14，306 24 10，229 18

第十四類 1，847 26 3，748 152 5，672 215 3，874 134

実　　　　　棉

J　　　　　棉

い
・
・
5
6
’ 15 い74・ 152

　　926

R，372

12

P49

　　892

P，748

14

W0

カ　　ポ　　ッ　　ク 691 11
一 一

1，371 52 1，198 40

生　　　　　綜 一 一 一 一
3 2 0 o

第十五類 35，806 1，073 79，524 1，789 40，286 1，173 44，425 1，560

水　　牛　　皮 16，432 281 55，853 769 28β96 609 28，084 767

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造
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1939－401938－391935－361934－35

金額量数量1金額数金額量数金額量数

目晶

　401

　　77

　　15

　　　7

　　18

　　12

　　26

　　237

9，　030

7，　885

　　511

　　45

　　49

　　　16

一

9
泌
溺
M
－
捌
志
田
3　　　494

　　　　　7

161，408

11，　755

1，　253

1，　463

　　　105

　　　　1

　　　　19

　　　264

1，　481

　　　C．M．

88，　796
　　　C．　M．

20，　959

19，　105

10，　655

　　1，720

　　　　100

　　2，　376

603，　784

48，　413

　　　　206

　　　頭
6，　339

　　　頭
1，　135

　　　頭

　　　6

　千羽
1，　490

　　頭
　　41
　　頭
4，　991

　　250

　　109

　　　as

　　　6

　　　31

　　　11

　　　18

　　113

7，　565

6，　694

　　266

娼
4
0
1
6
一
　　4

213

243

45

　　1

628

137

37

　　6

　　　442

　　　　　6

136，388

6，　743

1，　522

2，　390

　　113

　　　1

　　17

　　214

　　890

　　　C．ton

58，　306

　　　C，ton

　　7，　137

i8，　947

　　9，　487

　　1，　600

　　　　　　4

　　1，　140

0s2，　086

25，　336

　　108

　　頭
3，　431

　　頭
1，　215

　　頭
　　15

　　千朋
1，　429

　　　頭
　　　ee

　　　頭
10，　511

　　574

　　277

　　　34

　　　9

　　　16

　　　11

　　　45

　　　54

6，　142

5，　052

　　168

　　157

　　103

　　　17

　　　　4

　　　　2

　　158

　　259

　　220

　　　　2

1，　348

　　155

謝
E
2
僻
．
謝　　　　17

118，941

17，　150

2，　198

3，　141

　　122

　　　　1

　　　　19

　　　445

　　　596

　　　　c漏

　　44，　531

　　　　C．　ten

　　　4，　648

　　51，　908

　　20，　227

　　　2，　687

　　　　　910

　　　　　461

　　587，　7gg

．

　　90，　2eo

　　　　　422

　　　頭
4，　147

　　　頭
6，　306

　　　頭

　　19
　　　頭
　　350
　　国劇
1，483

　　　頭
21，　722

　　　頭
6．　624

一

　431

　160

　　35

　　17

　　21

　　11

　　44

　　73

6，　023

4，　685

　　97

　　143

　　158

22

D
4

7
珊
娚
蹴
7

3，　907

　　　942

　　　904

　　　　　5

　　　　　7

　　　388

　1，　628

　　．　33

126，163

13，　564

1，　931

2，　433

　　259

　　　　1

　　　13

　　418

　　755

　　　q漏

48，　317

　　　C．ton

　3，　156

56，　674

29，　039

　　3，　368

　　1，　069

　　1，　316

568，　540

102，　490

　　　　909

　　　頭
23，　591

　　　頭
22，　138

　　　頭

　　13
　　　頭
1，　378

　　千弱
1，　309

　　　頭
91，　062

　　　頭
40．　489

「

皮
皮
魚
角
角
牙
酒
興
臨
鵜
鵯
魏
耐
材
樹
陰

．
牛
鷺
一
離
調
∵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薪
鰹
木
籐

牛
鹿
水
鹿
犀
象
甑
糠
　
　
　
チ
　
ヤ
　
プ
フ
（
マ
（
プ
チ

　類　 外

耳　　　牛
聖

算

山羊．及緬羊

家　　　禽
豚

其他生白生禽

輸出合計

一73一

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造



ILタイ国農林畜産物資輸入基表

（単位）数量…特記なき品目は100珀i。金額…1000・ミート（年度）　4月一翌3月

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

唱　品　　　目
1934－35 1935－36 1938－39 1939－40

数　里到金額 数量降額 数到金額 数　量　金額
17，　748

　　　147

　　　147

1，　383

1，　196

　　　　9

　　　178

1，　458

　　　　33

　　　389

1，　036

　　　592

　　　323

　　　269

4，　343

3，　617

　　　202

　　　524

　　　鵬

　　　324

　　　261

1，　504

　　　354

四
鵬
矩

　　547

　　350

　　　28

4，　430

　　　92

　　　15

　　　22

　　　ss

　　　25

21，　096

　　　172

　　　172

1，　438

1，　057

　　　381

2，　085

　　　　31

　　　460

1，　594

　　　637

637

4，　733

3，　549

　　660

　　524

　　832

　　668

　　164

1，　077

　　336

　　102

　　　96

　　　13

　　　　ユ

　　262

　　253

　　　14

3，　120

　　　85

　　　15

　　　　6

　　　93

　　　16

　　7，　504

　　7，　504

180，　898

163，　770

　　5，　832

11，　296

170，　214

　　5，　385

80，　235

84，　594

56，　570

43，　712

12，　858

455，　383

344，　292

62，　030

49，　061

　　7，　493

　　5，　221

　　2，　272

　　　　百立
　　9，　569

　　　　百雷
　　1，　093

　　　　朝立

　　　　424

　　　　垣立

　　　　105

　　　　百立
　　　　　　4

　　　　百立

　　1，　473

　　　　百立
　　4，　962

　　　　百瓶

　　　　530

114，　699

　　　　718

　　　　139

　　　　449

　　1，　548

　　　　975

21，　833

　　　123

　　　123

1，　920

1，　568

　　　　52

　　　300

2，　102

　　　　33

　　　624

1，　445

　　　904

　　　619

　　　285

4，　272

3，　314

　　　336

　　　622

1，　175

　　　932

　　　243

1，　406

　　　347

　　　108

　　　108

　　　　16

　　　　　1

　　　414

　　　385

　　　　27

3，　989

　　　108

　　　　19

　　　　0r

　　　　95

　　　　　1

　　8，　406

　　8，　406

125，　049

118，　623

　　　779

　　5，　M7

93，　461

　　4，　338

42，　041

47，　082

26，　059

15，　786

10，　273

343，446

258，　552

44，　857

40，　037

　　5，　191

　　2，　983

　　2，　208

　　　　引立
　　9，　741

　　　　百立

　　　　519

　　　　百戦

　　　　561

　　　　百立
　　　　　99

　　　　百立

　　　　　　2

　　　　掃立
　　1，　862

　　　　百立
　　5，　446

　　　　百里

　　　　421

su，　238

　　　　560

　　　　　92

　　　　193

　　1，　053

　　　　232

　
　
　
　
　
　
　
　
　
椰
溜
鰹
欝
π
厩
熱
姫
驚
6
聖
遷
藩
催
9
6
囎
蜷

一
郭
1
6
4
5
8
2
1
3
5
0
留
2
0
1
0
卯
⑱

　
　
　
お
ユ
　
　
ユ
　
　
ヨ
む
　

璃
玖
畿
煮
諭
鷺
麗
鷲
駕
8
6
1
B
　
　
　
1
4
認
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぎ

脚
饗
畿
一
灘
鵬
畿
㎝
脚
船
脚
鵠
獅
腰
窓
墨
暫
欝
癖
鮒
、
工
高
6
6
2
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

乳
　

L
，
　
　
馬
　

勾
　
　

4
3
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
2

1

一
聯
藻
8
職
灘
購
罵
輪
講
羅
融
脚
難
鰯
砒
田
川
2
磯
編
麟
礪
㎎
罵
必

　
　
1
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　4
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

攣
類
囎
粉
粉
煮
灘
踊
糖
蜜
疑
茶
茶
纐
酒
∵
ソ
．
∴
醐
∴
．
転

膿
第
第
　
加
第
鮮
燥
第
雛
第
　
第
　
第
　
・
　
イ
他
第
　
ガ
鮮

食
　
穀
　
穀
澱
マ
　
馬
生
乾
　
生
乾
　
砂
糖
香
　
葉
粉
　

麦
葡
ブ
ジ
ラ
ウ
シ
其
　
バ
チ
卵
マ
生

一一@74　一r・



タ
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貿
易
と
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業
構
造

1934－35

品　　　目
’
数

劃金言
加　工　獣　肉 581 72

牛　乳　罐　詰 75β62 2，559

第　九　類 27，211 5，189

葉　　姻　　草 5，705 547

紙　巻　姻　草 20，939 4，554

葉　巻　姻　草 218 47

其　他　燗　草 349 41

分類なき食料品 95，274 1，731

三食農林畜産物
一

892

　第　十　類

Rコ椰子果実

荊
1
7

166

U

横　　椰　　子・ 9，559 160

　第十一類

ｽ　　子　　油

ｴ他植物性油

証
9
，
6
4
4
百
立
4
，
9
7
8

217

P14

V1

ワ　　　　ニ　　　　ス 221 14

蝋 198 18

第十三類 27 128

規　　　　　那 27 128

第十四類 975 236

棉　　　　　花 4
一

国　　　　　棉 572 17

生　　　　　懸 371 218

カ　　ポ　　ッ　　ク 28 1

第十五類 518 82

獣　　原　　皮 41 1

糠　　　　　革 477 81

　第十六類
ﾘ材（丸太及板）

　一ｧ方米
P00

19

Q

薪　　　　　材 一 一
其　他　木　材 1，624 17

木　　　　　炭 15
一

類　　　　　　外 一 磁

植　　　　　物 一
2

生　畜　生　禽 一
42

輸　入　合　計 一
20，702

193536

　
　
　
　
　
　
　
　
一

2
7
8
1
1
5
1
1

68

]
畔
3
9
腿
2
3
9
0
0

　
リ
　
ラ
　

ジ
　
　
ひ
　
　
　
　
　
　
　
ひ

　
8
9
％
7
2
1
　

79

編
m
㎜
蠣
蜀
駐
船
脚
－
叢
四
幅
4
諜
酪一

7
．
3

84

U0

勾
■

　86
2，　819

5，　475

762

4，　648

　42
　23
1，　527

1，　041

123

藝
鋤
m
泓
B
飢
励
珊
魏
野
畑
3
盟
」
盟
幻
－
一
応
2
器
6
鎗22，　137

数

　817
110，　051

29，　444

18，　995

10，　248

1838－39

量1金額

06

X5

P3

1
　
　
4

　
　
為

　
　
7

＝
醗
鵬
嘉
鯖
鑑
藍
講
蟹
欝
義

1
8
　
　
4
9

　
　
　
1

タ
　

リ
　

リ

4
2
噌
⊥

練
即
5
螂
聞

立
　
島

107

3，　632

4，　299

1，715

2，　507

　sc
　ng
1，　643

1，　258

鵬
お
彪
鵬
聰
2
9
拠
鑑
％
超
麗
2
瑠
1
1
甥
饗
艶

23，　e91

　1939－40

数量1金額

鰯
娚
棚
魏
脚
駆
鵬

　
ク
　
タ
　

ク
　

リ

　
4
2
7
4

　
9
1
凸

73

y
5q4

【
稠
E
獺
癖
聯
幾
遍
響
甥
援
6
讐
號
獺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　96
4，　122

2，　160

805

1，　205

　rs
122

1，146

1，　482

％

憂
獅
銘
榔
．
詔
舘
澗
蜥
調
詔
菊
翅
歯
釜
鴛
＝
田
5
9
9
u
％

19，　230
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

10．タイ国農林畜産物資輸出入高（単位……IOOO・e　一一　b）

1 1934－35 1 1935－36 1 1938－39 1 1939－40

輸　　　出 126，162 エ00％ 118，941 100タ6 13（㍉403 100％ 161，408 100％

食用農林畜産物資 102β43 81．1 94，034 79．1 100，047 73．1 116，694 72．3

非食農林畜産物資 23，819 18．9 24，90ア 20．9 36，355 26．9 44，714 27．7

輸　　　入 34，943 エ00 22，627 100 23，741 100 20，154 100

食用農林畜産物資 33，578 93．2 21，095 93．3 21，831 92．8 17，748 88．エ

非食農林畜産物資 1，365
　
6
．
8
1

1，531 6．7 1，91G 7．2 2，406 11．9

勺
円
9
匹
①
ω
）
と
ド
ン
・
ム
ア
ン
空
港
（
U
o
口
］
≦
§
口
鵠
）
を
以
て
国
境
に
接
す
る
一
帯
を
管
区
と
な
し
て

い
る
。
こ
の
う
ち
バ
ン
コ
ー
ク
港
の
貿
易
額
は
一
九
三
九
i
四
〇
年
に
曾
て
三
一
九
、
〇
二
五
千
バ
ー
・

ト
に
上
り
、
同
区
域
内
の
他
の
税
関
取
扱
の
分
は
僅
か
に
八
〇
五
千
バ
ー
ト
で
あ
っ
た
。
プ
ー
ケ
ヅ
ト

区
域
は
西
沿
岸
全
域
に
亘
る
一
帯
で
あ
っ
て
、
北
は
ビ
ル
マ
に
接
し
南
は
マ
レ
ー
に
隣
し
て
い
る
。
大

小
十
三
の
港
及
び
駅
に
税
関
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
区
域
の
貿
易
は
輸
出
が
主
で
あ
る
。
ナ
コ
ン

・
メ
リ
タ
ム
マ
ラ
ー
ト
区
域
は
南
部
の
国
境
パ
ダ
ン
・
。
ヘ
サ
ー
川
（
勺
巴
9
農
じ
d
①
ψ
霞
）
か
ら
ペ
ト
ソ

（
し
ロ
。
什
O
口
ぴ
q
）
を
迂
回
し
て
タ
イ
湾
の
チ
ユ
ム
ポ
ル
ン
（
O
げ
⊆
ヨ
b
O
円
口
）
に
至
る
一
帯
で
あ
っ
て
、
主
要

港
駅
は
。
ハ
ダ
ン
・
ベ
サ
ー
ル
で
あ
り
、
サ
ダ
オ
（
ω
餌
住
9
0
）
。
ハ
タ
ニ
（
勺
9
け
什
9
ロ
一
）
シ
ン
ゴ
ラ
（
ω
一
昌
ひ
q
O
『
9
）

な
ど
で
あ
る
。
国
境
駅
と
し
て
の
パ
ダ
ン
・
べ
ず
ー
ル
は
全
区
域
中
輸
出
額
が
最
も
大
で
あ
っ
て
、
常

に
一
千
万
バ
ー
ト
を
超
え
る
金
額
を
保
持
し
て
い
る
。
総
じ
て
ナ
コ
ン
．
ス
リ
タ
ム
マ
ラ
ー
ト
区
域
も

輸
出
の
方
が
逡
か
に
多
く
、
輸
入
は
六
、
七
百
万
バ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
。
9
表
に
各
区
域
の
輸
出
額
を

掲
げ
て
置
く
。

　
叙
上
の
よ
う
に
タ
イ
国
の
貿
易
は
農
林
畜
産
物
資
が
主
体
を
な
し
て
い
る
。
殊
に
、
輸
出
は
農
林
畜

産
物
資
の
夫
れ
を
見
れ
ば
同
国
輸
出
の
大
部
分
を
尽
し
た
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
次
に
タ
イ
国
に
於

け
る
農
林
畜
産
物
資
輸
出
入
の
全
貌
を
観
察
し
て
見
よ
う
。

　
先
ず
輸
出
入
意
表
に
よ
り
農
林
畜
産
物
資
を
食
用
物
資
と
非
食
物
資
と
に
区
分
し
て
其
の
輸
出
入
な

見
る
ζ
－
o
表
に
示
す
よ
う
な
結
果
と
な
る
。
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右
の
よ
う
に
輸
出
に
於
て
も
輸
入
に
於
て
も
食
用
物
資
の
方
が
遙
に
多
い
。
殊
に
輸
入
に
於
て
は
農
林
畜
産
物
資
の
九
割
は
食
用
物
資
で

あ
っ
て
、
非
食
物
資
は
極
め
て
少
い
。
こ
れ
が
タ
イ
国
に
於
け
る
農
林
畜
産
物
資
貿
易
の
最
も
顕
著
な
る
特
徴
で
あ
る
。
・

　
更
に
、
タ
イ
国
に
於
け
る
該
物
資
の
輸
出
入
に
於
て
は
全
然
輸
出
叉
は
輸
入
の
な
い
類
別
が
あ
る
こ
と
も
そ
の
特
徴
を
な
し
て
い
る
。
即

ち
輸
出
に
於
て
第
六
類
の
最
期
排
其
他
の
嗜
好
飲
料
剤
、
第
七
類
の
酒
癖
飲
料
、
第
十
二
類
の
肥
飼
料
が
皆
無
で
あ
り
、
輸
入
に
於
て
第
十

ご
類
の
肥
飼
料
（
化
学
肥
料
を
除
く
）
が
全
然
無
い
。
こ
れ
も
タ
イ
国
の
貿
易
内
容
を
単
純
な
ら
し
め
て
い
る
一
の
理
由
で
あ
る
。
之
れ
等

の
事
情
は
輸
出
入
の
章
を
改
め
て
詳
説
し
よ
う
。

第
二
章
　
農
林
畜
産
物
資
の
輸
出
と
そ
の
産
業

　
タ
イ
国
の
農
林
畜
産
物
資
輸
出
中
、
食
用
物
資
が
圧
倒
的
に
多
い
と
い
う
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
。
農
林
畜
産
物
資
の
輸
出
金
体
を

通
じ
て
見
る
と
、
米
が
当
然
に
第
一
位
で
あ
っ
て
粉
米
も
併
せ
れ
ば
一
九
三
九
一
四
〇
年
に
於
て
も
約
一
億
一
千
三
百
万
バ
ー
ト
、
輸
出
総

額
（
金
銀
輸
出
を
除
く
）
の
五
割
三
分
、
農
林
畜
産
物
資
全
輸
出
額
の
七
割
に
上
る
大
部
を
占
め
て
い
る
。
第
二
位
は
蓬
か
に
下
っ
て
ゴ
ム

で
あ
る
が
、
こ
れ
が
同
期
に
於
て
凡
そ
三
千
万
バ
ー
ト
、
輸
出
総
額
の
約
一
割
四
分
、
農
林
畜
産
物
資
全
輸
出
額
の
約
二
割
に
相
当
す
る
部

分
を
占
め
て
い
る
。
此
の
二
品
目
を
除
け
ば
他
は
い
ず
れ
も
百
万
バ
ー
ト
台
で
あ
っ
て
、
有
名
な
チ
ー
ク
材
と
錐
そ
の
輸
出
額
は
僅
か
に
八

百
万
バ
ー
ト
に
満
ち
て
い
な
い
。
他
は
こ
れ
よ
り
も
遙
か
に
下
っ
て
ス
チ
ッ
ク
ラ
ッ
ク
を
除
け
ば
百
万
バ
ー
ト
に
も
達
し
な
い
少
額
の
品
目

ば
か
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
一
節
輸
出
食
用
物
資

先
ず
食
用
物
資
か
ら
観
察
し
よ
う
。

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

　
米
は
タ
イ
国
の
中
央
を
北
南
に
縦
断
し
て
タ
イ
湾
に
注
ぐ
チ
ャ
オ
・
プ
ラ
や
二
河
（
］
≦
口
●
0
7
8
℃
ぼ
9
。
鴇
）
及
び
同
分
流
た
る
ス
パ
ン

河
（
］
≦
昌
●
ω
5
0
騨
昌
）
の
流
域
周
辺
一
帯
を
主
産
地
と
し
、
更
に
同
．
洞
の
北
部
源
流
の
流
域
、
同
河
と
並
行
し
て
タ
イ
湾
に
注
い
で
い
る
メ
ー

ク
ロ
ー
ン
河
（
ン
臼
昌
・
り
肖
O
胃
一
〇
ぽ
昌
m
亀
）
流
域
に
多
く
耕
作
さ
れ
て
い
る
。
全
作
付
面
積
は
三
百
二
十
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
二
千
万
ラ
イ
）
を
超
え

て
い
る
け
れ
ど
も
、
年
々
水
害
及
び
虫
害
の
為
め
に
実
際
収
穫
面
積
は
こ
の
九
割
以
下
に
し
か
当
っ
て
い
な
い
。

　
而
し
て
そ
の
収
穫
高
は
年
に
よ
っ
て
異
る
け
れ
ど
も
一
九
三
六
－
三
七
年
度
の
凶
年
を
除
く
と
大
体
五
千
七
菖
万
ピ
ク
ル
、
即
ち
凡
そ
三

単位ヘクタール11．全国米作付表収穫面積

年　度 1作付面積1被害面積1　％　1収穫面積1　％

1934－35 3β36，695 403，869 12．1 2，932，826 87．9

1935」36 3，377，699 406，761 12．0 2，970，938 88．0

193｛覧37 3，258，176 1，032，032 31．7 2，226，144 68．3

1937－38 3β69，979 426，590 12．7 2，943，389 87．3

1938－39 3，507，024 378，411 10．8 3，128，613 89．2

（註）Statistical　Year　Book，　Thailand；B．　E．2481．並彫こ

　Report　on’　the　Cbmmercial　and　Economic　Progress

　of　Thailand；for　B．　E．2482に拠る。いずれもライ単

　位をヘクターノレ単位に換算したもの。

12．全国米作付面積及生産高

作付面積ヘクターノレ 籾収穫高
@　　　殖

米生産高
@　　　憩

籾収穫率1ヘクタール

ﾉ付キソタル

1929－30 3，035，864 3，874，834
一

12．76

1930－31 3，180，083 4，826，301 3，619，726 15．18

1931－32 3，090，789 4，068，531 3．051β98 13．16

1932－33 3，213，790 5，116，405 3．837β03 15．92

1933－34 3，245，310 5，0α7，134 3，755，799 15．43

以上五年
ｲ　　均

3，］63，167 4，578，641 3，566，057 14．52

193く』35 3，336，695 4，597，786 3，448，339 13．78

1935－36 3，377，699 4，726，983 3，545，357 13．99

1936－37 3，258，176 3．559β56 2，537，052 10．93

1937－39 3，369，979 4，555，706 3，416，779 13．52

1938－39 3，507，024 4，523，627 3，392，747 12．90

以上五年
ｲ　　均

3，369，915 4，392，812 3，268，055 13．04

（註）前掲書中の数字をヘクタール・踏単位に換算したる
　もの。
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千
四
百
万
キ
ン
タ
ル
内
外
で
あ
っ
て
、
豊
凶
に
依
っ
て
増
減
は
あ
る
と
し
て
も
大
勢
と
し
て
は
寧
ろ
減
収
の
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
作
付
面
積
は
寧
ろ
漸
増
の
傾
向
に
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
収
穫
高
が
漸
減
し
つ
瓦
あ
る
の
は
、
と
り
も
直
さ
ず
収
穫
率
が
既

に
限
界
に
達
し
て
い
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
。
因
み
に
こ
れ
ら
の
年
度
以
前
の
更
に
十
年
間
に
つ
き
そ
の
収
穫
率
を
見
て
み
よ
う
。
（
1
3
表
）

13．タイ米収穫率

収　穫　率
年　　　度 1ヘクタール

に付キソタル

1919－20 9．15

192（ト21 17．48

1921－22 16．31

1922－23 17．18

1923－24 16．39

以上五年平均 15．30

1924－25 17．78

1925－26 15．34

1926－27 18．04

1927－28 15．60

1928－29 13．61

以上五年平均 16．07

（註）東亜経済調査局三唱

　洋叢書第四巻「シャム」

　篇昭和13年より摘出換算

　したもの

的
で
は
な
く
部
分
的
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
近
代
的
諸
施
設
に
相
当
営
々
た
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、

い
の
は
自
然
の
力
で
あ
っ
て
、
種
苗
の
改
良
、
耕
作
法
の
改
善
、
肥
料
の
力
に
依
っ
て
収
穫
率
の
維
持
に
努
め
且
そ
の
向
上
を
計
る
よ
り
外

に
今
後
の
途
は
あ
る
ま
い
。
我
国
が
梗
米
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
り
四
〇
キ
ン
タ
ル
を
超
え
る
こ
と
さ
え
あ
る
の
を
思
え
ば
、
猶
々
自
然
を
克
服

す
る
途
は
あ
る
も
の
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
但
し
、
タ
イ
国
の
収
穫
率
は
我
国
を
除
く
他
の
ア
ジ
ア
地
域
の
夫
れ
に
比
較
す
れ
ば
決
し
て
著
し
く

低
い
方
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
一
二
・
O
キ
ン
タ
ル
内
外
よ
り
は
多
少
高
く
、
ビ
ル
マ
の
収
穫
率
一
六
・
O
キ
ン
タ
ル
よ
り
は
多
少
低

い
と
い
う
地
位
に
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
タ
イ
国
の
米
収
穫
高
は
籾
に
於
て
凡
そ
四
千
五
百
万
キ
ン
タ
ル
で
あ
っ
て
、
ア
ジ
ア
に
於
て
は
中
国
の
四
女
工
千
万
キ
ン
タ

ル
、
日
本
の
一
億
二
千
二
百
万
キ
ン
タ
ル
、
ビ
ル
マ
の
八
千
二
百
万
キ
ン
タ
ル
、
イ
ン
ド
シ
ナ
の
七
千
百
万
キ
ン
タ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

六
千
百
万
キ
ン
タ
ル
に
次
ぐ
地
位
を
占
め
て
お
り
、
丁
度
朝
鮮
の
四
千
五
百
万
キ
ン
タ
ル
に
比
較
す
る
も
の
と
見
る
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

　
一
九
［
九
i
二
〇
年
度
は
未
曾
有
の
凶
作
で
あ
っ
て
異
例
に
属
す

る
か
ら
、
此
の
年
度
を
除
外
す
る
と
、
　
一
六
・
八
四
キ
ン
タ
ル
と
な

り
、
過
去
二
十
年
間
に
於
て
年
次
収
穫
逓
減
の
傾
向
が
顕
著
に
現
わ

れ
て
来
て
い
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
期
間
内
に
於
て

は
虫
害
予
防
の
施
設
、
旱
害
及
び
水
害
防
止
の
灌
概
施
設
な
ど
全
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
而
か
も
猶
収
穫
逓
減
を
免
れ
な
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

人
口
の
稀
薄
は
主
食
糧
た
る
米
の
輸
出
力
を
著
し
く
増
さ
し
め
て
い
る
。
即
ち
、
イ
ン
ド
シ
ナ
が
そ
の
産
出
高
に
対
し
過
去
五
年
平
均
に
於

て
二
〇
・
四
％
の
輸
出
割
合
で
あ
っ
た
の
に
反
し
て
、
タ
イ
国
は
同
期
に
於
て
四
七
・
三
％
の
輸
出
割
合
を
保
持
し
て
い
る
。
こ
れ
は
イ
ン

ド
シ
ナ
が
当
時
人
口
二
千
三
百
万
人
（
密
度
一
平
方
粁
三
一
人
）
、
ジ
ャ
ワ
四
千
万
人
（
密
度
一
平
方
粁
三
一
四
人
目
を
擁
す
る
の
に
反
し
て
、

タ
イ
国
は
人
口
僅
か
一
千
四
百
五
十
万
人
（
密
度
一
平
方
粁
二
八
・
一
八
人
）
し
か
な
い
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

t4．タイ薗米穀主要仕向先別輸出長額

　　　　　　　　　　単位馨暴：：：：翻柔響

仕向先・934－35・935－36・936－371・937－38・93＆39・93gq・

　1，　370

10，　425

　3，　260

19，　394

　7，　121

39，　521

　1，　082

　5，　889

　　　735

　5，　806

　　　447

　2，　731

　　　715

　3，　707

　　　469

　2，　433

　　　557

　3，336

　　　219

　1，　658

　2，　947

18，　400

18，　922

113，300

趨
謬
欝
謂
翻
摺
謂
隙
隙
藷
㎜
麟
罵

鰻
脇
鰯
伽
捌
耀
蹴
姫
糊
姐
蜘
伽
㎜
研
㎜
謝
酩
卿
即
靭
腰
綱
㎜
脇

　
島
島
瓦
臥
鉱
　
　
ム
　
　
4
　
　
ム
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
　
ゐ
為
＆
筑
絢

魏
卿
蜥
卿
㎝
獅
㎜
肥
㎜
眼
軸
耐
餅
糊
斬
㈱
謝
鶴
珈
卿
照
照
隅
棚

　
名
亀
爲
5
鉱
　
　
ゐ
為
賜
　
　
　
　
ゐ
　
　
島
　
　
島
　
　
　
島
砥
瓦
％

獅
卿
鰯
脚
鵬
鵬
鵬
鮒
鰯
薦
9
8
獅
撒
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認
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タ
イ
国
の
米
輸
出
高
及
び
輸
出
先
地
域

を
示
せ
ば
1
4
表
の
通
り
で
あ
る
。

　
タ
イ
国
米
穀
輸
出
高
表
に
見
る
よ
う
に
、

一
九
三
四
一
三
五
年
度
の
二
千
万
キ
ン
タ

ル
を
最
高
と
し
、
　
一
九
三
七
－
三
八
年
度

の
一
千
百
万
キ
ン
タ
ル
を
最
低
と
し
て
毎

年
大
略
一
千
五
百
万
キ
ン
タ
ル
程
度
の
輸

出
を
見
て
い
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
け

最
も
多
く
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
而
か
も
年

々
下
士
に
五
、
六
百
万
キ
ン
タ
〃
の
輸
出

が
あ
っ
た
。
香
港
向
輸
出
が
之
に
次
い
で

多
い
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
減
少
の
傾
向
に

あ
る
。
一
九
三
ニ
ー
三
三
年
、
　
一
九
三
三

一　80　一



タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

15．タイ国旧穀種類別輸出量 単位……1キyタル（100斑）

i　11　wwL＊1＊wa”st
日

台

満

中

香

マ レ

本

湾

一「沙

国

港

ビ　　　ル　　　マ

比　　律　　賓

インドネシア

北西ボルネオ

印

計

度

セ　イ　Pt　ン

【
O
Q
り
0

3
3
4

ニ
　
　
　
　

34

ﾁ
3
9

9
Q
V
9

1
　
1
　
1

5
9
0
5
9
0
5
9
0
5
9
0
5
9
0
5
9
0

身
受
　
　

艶
艶
　
　
ヨ
ハ
ご
　
　

ヨ
ヨ
　
　

ヨ
ヨ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舞
舞
　

脇
瞼
瞼
謎
路
瞼
腔
陪
脇
腔
瞼
脇
鉢
路
脇
脇
瞼
脇

　
　
　
　
　
　
9
9
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
9
9
　
9
9
9

　
　
　
9
9
Q
y

9
9
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
9
9

1
　
1
　
1
　1
　
1
　
1
　1
　
1
　
1
　1
　
1
　
1
　1
　
1
1
　1
1
　
1

5
9
0

ヨ
ヨ
ユ

脇
路
瞼

Q
ソ
Q
ゾ
．
Q
y

－
　
可
⊥
　
－

5
9
0

ヨ
ヨ
　

幽
㌫
鋲
3
3
3

Q
ソ
Q
り
Q
り

1
　
1
　
1

5
9
0
　
5
9
0

ヨ
ヨ
　
　
　
ヨ
る

姫
路
瞼
鉢
瞼
瞼

9
9
9
　
9
9
9

1
1
1
　
一
■
－
凸
－
呂

P
O
Q
り
0

3
3
4

　
　
　
　
　

34

ﾁ
3
9

9
9
9

｛
⊥
1
1

旧
り
9
0

ヨ
ヨ
　

一
路
脇
9
9
9

1
　
1
　
噸
↓

ユ
β
2
＝
＝
』
4
2
ユ
ユ
3
3
潟
ユ
慧
＝
＝
3
」
」
2
浴
玉
3
3
護
3
ユ
』
浴
ユ
2
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
占
　
4
　
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
。
砺
6
9
質
B
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ω
り
　
0
　
1
0
1
7
　
　
　
　
　
　
1
0
8
0
2
2
5
1
8
1
7
銘
4
6
4
0

旛
超
9
9
＝
叢
謂
畿
號
読
点
，
饗
鰯
謝
㎜
鰯
濃
輪
台
唯
事
鑑
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
n
謡
　
　
囎
魁
粥
罵
砺
飛
　
　
皿
黙
2
6
脚
胃
娼
饗
欝
車
駕
倣
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
，
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
5
2
3
　
5
7
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
0
3
　
3
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
4
　
1
　
1

＝
，
嘉
＝
＝
－
＝
留
鑑
議
［
－
＝
＝
＝
＝
山
鹿
螺
塑
溜
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
“
飢
捌
謝
餅
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糊
卿
鵬
1
　
9
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
↓
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
」
　
1
5
　
噌
↓

一
4
2
騨
＝
一
＝
研
＝
脚
盤
脚
鵬
糊
鵬
必
6
［
＝
8
＝
＝
需
謝
聡
卿
闘
塑
2
鰻
＝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％
　
⑯
壽
誘
　
　
　
　
　
　
調
恐
黎
　
u

幽
㎜
脇
扁
＝
謝
軸
側
脚
蹴
鵬
㎜
劉
一
班
捌
3
一
劉
一
聯
鰯
鰯
鰯
脚
鰯
捌
幡
㎜
鵬
劃
鵬
鰯
鵬
㈱
謝
晒
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
鑑
謝
　
　
囎
鵯
謝
麗
髭
趣
　
　
瓢
黙
認
鮒
皿
溜
㎝
覆
畿
課
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
4
2
3
　
4
5
5
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
8
1
　
3
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
占
　
　
　
－

一
＝
二
＝
＝
置
．
漏
二
二
唖
＝
一
＝
躍
二
二
瀧
鵬
二
餅
＝
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
π
2
　
謝
m
紹
鵬
鰯
．
蹴
　
　
　
　
　
2
2
　
　
　
獅
鰯
脚
　
　
2

一　81　一



％
唾
銅
鍋
≡
＝
侃
＝
㎝
望
濫
処
士
噴
門
輔
讐
躯
＝
呪
＝
　
　
　
1

計
合

畿
黙
鑑
整
磁
麗
機
麗
麗
頚
脚
コ
6
麗
讃
鵬
畿
艶
麗
錨
饗
最
驚
難
一
造
孟
慧
畳
寒
帰
工
芸
馨
註
。
　
　
　
島
　
　
馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
為
　
　
　
　
　
　
　
為
馬
再

粉
米
1＝
一
6
3
一
9
0
一
＝
　
＝
丁
＝
一
一
＝
　
＝
一
＝
4
　
一
＝
　
一
一
4
一
＝
　
＝
一
＝
一
　
　
　
〇
　
　
　
　
－
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
4
　
　
　
9

，

へ
米
籾

一
＝
二
一
2
＝
≡
＝
＝
＝
＝
＝
＝
3
＝
一
＝
3
鋼
＝
＝
＝
＝
　
　
　
4

米
白

型
㎜
鵬
㎝
㎜
粥
鵬
鵬
眼
鰯
㎜
m
脚
瑚
鵬
姻
㎜
晰
厩
一
聡
側
妬
鵬
艘
m
劉
謝
榴
鵬
鰯
郷
脚
劉
山
州
3
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
2
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
3
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
7
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
η
3
螂
鵬
蹴
1
2
2
　
4
・
。
2
7
皿
3
。
2
5
　
2
　
脳
祈
窺
鵬
鵬
脚
躍
麟
謝
別
お
聡
6
1
5
。
　
一
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
3
　
　
　
1
凸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
1

米
玄

誘
＝
留
＝
一
＝
＝
＝
＝
髭
藷
＝
一
＝
一
二
鑑
鑑
蒔
溜
証
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
7
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
1
0
1
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
H
9
4
7
銘
3
1
　
　
1
3
0
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F
O
　
4

代
年

灘
灘
鱗
灘
灘
㎜
灘
欝
欝
灘
㎜

7
酔
． 」

地
［
向
仕

．
　
地
　
　
　
　
　
　
　
洲
　
　
　
蘭
　
　
　
　
　
　
　
国
　
　
　
陀
　
　
　
国
　
　
　
国
　
　
　
　
　
　
　
逸
　
　
　
利
　
　
　
西
略
　
　
　
　
　
　
　
　
衆
　
　
　
諸
　
諸
”
　
計
　
　
西
．
計
　
粕
　
奈
　
米
　
米
　
計
　
　
太
，
蘭
　
西
　
　
　
　
　
　
　
濠
　
　
　
新
　
　
　
　
　
　
　
北
　
　
　
加
　
　
　
中
　
　
　
南
　
　
　
．
　
　
　
　
独
　
　
　
伊
　
　
　
仏

T　82　一

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造



タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

rZF－TEET：i

1934－35 一
163，577 7，121 147，523 318，221 1．6

英　　　　国 1938・一39 2，578 262，926 一 56，489 321，993 2．1

1939－40
一

701，270 一 13，730 715，000 3．8

1934－35 一
106，722

一
17，177 123，899 0．6

白　　耳　　義 1938－39
一

397，082 一
28，456 425，538 2．7

1939－40
一

469，174 一 一 469，174 2．5

1934－35
一

195，508
一

5，666 201，174 ．1．0

和　　　　　蘭 1938－39 5，082 633，727
一

48，889 687，698 4．4

1939－40
一

455，137
一

101，407 556，544 2．9

1934－35 5，083． 47，684 1 1
52，769 0．3

丁　　　　　抹 193㌫39 5，573 30，353 2，542 3，307 41，775 0．3

1939－40 10，294 67，922
一

29，990 108，206 0．6

1934－35 508 18，035
一

1，525 20，068 0．1

其他欧洲諸国 1938－39 2，034 1，016 15
一 3，065

一193940 168，263 62，832
一

3，049 234，144 1．2

1934－35 54，568 809，074 37，855 171，892 1，073，389 5．3

計 1938－39 605，138 1，410，129 2，557 137，141 2，154，965 13．8

193940 640，413 1，823，368
一

148，176 2，611，957 13．8

193〈ト35
一

75，093
一 一 75，093 0．4

南　阿聯邦 1938－39
一

174，701
一 一 174，701 1．1

1939－40
一

218，897
一 一 218，897 1．2

二三南東ア　フ　　リ　カ
1934－35

P938－39 一
一

71，603

P27，576
一
一

一
一

71，603

P27，576

0．4

O．8

1939－40
一

1．48，204
｝ 一 148，204 0．8

其他アフリカ
e　　　　　地

1934－35

P938－39

P939－40

　　　一

@　　一

V，113

40，237

R03，797

S2，954

一
一
一

一
一
一

40，237

R03，797

T0，067

0．2

Q．0

O．2

193くレ35
一

186，933
一 一 186，933 0．9

計 1938－39
一

606，074
｝ 一 606，074 3．9

193940 7，113 410，055
一 一 417，168 2．2

193幽35 一
1，133

一 一 1，133
一

船　　用　　品 1938－39 一
1，360

一 一 1，300
一

1939－40 一
1，479

一 一
1，479

一
1934－35 655，041 17，432，630 573，385 1，559，617 20，220，673 100．0

総　　　　　計 1938－39 1，042，179 12，833，736 107，727 1，56盛，743 膨，549，385 100．0

1939－40 1，006，603 15，681，567 558，551 1，675，663 18，922，38生 100．0
．

（註）本表掲記外にインドシナに対し1939－40年のみ18キンタル98バートの輸出があったQ
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

・
i
三
四
年
に
は
六
百
万
キ
ン
タ
ル
を
超
え
、
且
そ
れ
ま
で
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
輸
出
を
常
に
凌
駕
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
三
四
年
頃

か
ら
減
退
を
始
め
て
来
て
い
る
。
我
国
に
対
す
る
輸
出
も
一
九
三
三
年
以
前
は
概
ね
百
万
キ
ン
タ
ル
を
超
え
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
同
年
に

於
け
る
我
国
の
米
増
産
に
伴
う
過
剰
米
対
策
の
一
端
と
し
て
タ
イ
米
の
輸
入
を
極
度
に
禁
遇
し
た
結
果
次
年
度
に
於
て
対
日
輸
出
高
一
万
一

・
千
キ
ン
タ
ル
と
い
う
未
曾
有
の
激
減
を
見
る
に
至
っ
た
。
然
し
、
そ
の
後
に
於
け
る
片
貿
易
調
整
の
意
昧
も
あ
り
、
労
々
、
当
時
我
国
の
輸

入
タ
イ
米
の
多
く
は
砕
白
米
で
あ
っ
て
飴
、
焼
酒
、
麦
酒
、
糞
土
の
工
業
用
原
料
と
な
る
特
殊
目
的
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
由
も
加
わ
っ

て
、
当
時
の
我
国
の
米
穀
法
の
適
用
が
緩
和
さ
れ
、
以
前
程
に
は
渓
ら
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
多
少
の
恢
復
を
見
て
来
た
。
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

香
港
に
次
い
で
西
印
度
（
キ
ュ
ー
バ
）
に
も
百
五
十
万
キ
ン
タ
ル
以
上
の
輸
出
を
見
て
い
た
が
、
こ
れ
も
キ
ュ
ー
バ
の
関
税
政
策
が
強
化
し

た
た
め
影
響
を
受
け
て
一
九
三
七
年
以
降
激
減
を
見
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
タ
イ
米
の
輸
出
ば
過
去
に
於
て
常
に
苦
難
に
遭
遇
し
、
そ
の
都

度
印
度
及
び
欧
洲
諸
国
に
余
剰
米
の
販
路
を
求
め
て
来
た
と
い
う
の
が
当
時
の
事
情
で
あ
る
。

　
輸
出
タ
イ
米
の
大
部
分
は
白
米
で
あ
る
。
こ
れ
は
種
類
別
米
穀
輸
出
高
潮
に
依
っ
て
明
か
に
な
っ
て
い
る
。
即
ち
、
輸
出
高
の
八
割
六
分

（
一
九
三
四
－
三
五
年
）
及
び
八
割
二
分
（
一
九
三
八
i
三
九
年
及
び
一
九
三
九
i
四
〇
年
）
は
白
米
で
あ
る
。
輸
出
白
米
の
う
ち
凡
そ
六

割
は
完
粒
米
で
あ
り
、
凡
そ
四
割
が
砕
米
で
あ
る
。
完
粒
白
米
は
概
ね
食
糧
と
な
り
、
砕
白
米
は
一
部
は
細
民
の
食
糧
及
び
家
畜
の
飼
料
と

な
る
外
に
概
ね
工
業
用
と
な
り
飴
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ビ
ー
ル
、
糊
な
ど
の
原
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
即
ち
、
ア
ジ
ア
各
地
域
に
対
し
て
は
約
六
割
が
粗
粒
米
、
約
四
割
が
砕
米
の
輸
出
で
あ
る
。
こ
の
砕
米
の
大
部
分
は
工
業
用
に
向
け
ら
れ

・
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
然
る
に
、
印
度
、
セ
イ
ロ
ン
、
西
ア
ジ
ア
地
域
に
は
砕
米
の
方
が
蓬
か
に
多
く
、
叉
欧
洲
諸
地
域
に
対
し
て
も
砕

米
の
方
が
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
印
度
な
ど
に
対
す
る
輸
出
砕
米
は
大
部
分
が
細
民
の
食
糧
に
向
け
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
一
九
三

四
年
に
我
国
が
タ
イ
米
（
大
部
分
砕
米
）
の
輸
入
を
禁
遇
し
た
当
時
に
、
此
の
余
剰
砕
米
を
印
度
に
送
っ
て
細
民
の
食
糧
に
な
し
た
と
い
う

一84一



（単位・一キソタル）16．タイ国白米鍾類別輸出高

一 「
1934」35 1938－39 1939」40

仕向地域 完粒白米i砕白米 雛白米1砕白米 完粒白米1砕餅米

極東諸地域 6，487，679 4，634，523 5，064，474 3，773，058 7，238，167 3，832，307

印度・セィ質ン・

ｼアジア諸地域
691，776 2，766，245 176β38 708，371 540，274 832，202

太洋洲諸地域 2，C27
一

7，051 101 12，716
一

アメリカ諸地域 1，822，757 30，483 1，075，001 11，338 975，623 15，400

欧洲諸地域 286，996 522，079 554，350 855，779 528，057 1，295，312

アフリカ諸地域 186，913 20 318，866 287，209 410，028 27

船　　用　　品 1，133
一

1，300
一 1，479

一

白米全計 9，479，281 7，953，350 7，197，880 5，635，856 9，706，344 5，975，248

一

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

記
録
か
ら
見
て
も
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
れ
に
反
し
て
欧
洲
向
砕
米
は
総
べ
て
工
菜

用
に
充
て
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
砕
米
は
タ
イ
米
と
し
て
甚
だ
重
要

な
，
地
位
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
白
米
に
次
い
で
輸
出
の
多
い
の
は
米
粉
で
あ
る
。
米
粉
は
基
表
に
於
て
は
第
二
類
に
属

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
タ
イ
国
に
嘗
て
は
米
穀
輸
出
を
網
羅
的
に
叙
述
す
る
こ
と
が
適
当

と
考
え
便
宜
鼓
で
取
扱
う
こ
と
エ
し
た
。
米
粉
は
製
菓
用
、
糊
用
と
し
て
広
く
需
要
さ
れ

て
い
る
。
ア
ジ
ア
に
於
て
は
マ
レ
し
、
香
港
に
輸
出
が
集
中
し
、
叉
ア
ジ
ア
以
外
で
は
最

も
多
く
厭
洲
諸
国
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
白
米
輸
出
高
の
約
一
割
位
を
占
め
る
も
の
と
見

る
こ
と
が
出
来
る
Q

、
玄
米
の
儘
輸
出
さ
れ
る
米
も
近
年
は
漸
く
増
加
し
て
来
て
い
る
。
往
時
は
大
部
分
ア
ジ

ア
地
域
向
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
次
第
に
四
型
向
の
方
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

価
格
が
白
米
に
比
し
て
一
割
五
分
乃
至
二
割
位
安
く
な
っ
て
い
る
こ
と
X
、
立
米
の
儘
輸

入
す
れ
ば
飼
料
用
の
糠
が
得
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
の
た
め
に
需
要
が
増
加
し
て
来
て
い
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
籾
米
は
最
も
需
要
が
少
い
。
一
九
三
四
－
三
五
年
度
に
は
印
度
に
多
量
輸
出
さ
れ
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
後
は
何
故
か
減
少
し
、
　
一
九
三
八
i
三
九
年
以
降
に
は
殆
ど
輸
出
が
行

わ
れ
な
く
な
っ
た
。
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

米
穀
全
体
を
通
じ
て
ア
ジ
ア
各
地
向
が
断
然
多
く
、
輸
出
総
量
の
五
割
五
分
（
一
九
三
四
－
三
五
年
）
六
割
九
分
（
一
九
三
八
i
三
九
年
）
．

七
割
一
分
（
一
九
三
九
－
四
〇
年
）
と
益
々
多
き
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
う
ち
マ
レ
ー
向
が
最
も
多
く
、
一
九
三
四
一
三
五
年
に
は
香
港
向

の
数
量
に
稽
近
く
、
二
割
八
分
で
あ
っ
た
が
、
一
九
三
八
i
三
九
年
に
は
実
に
四
割
六
分
と
い
う
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
輸
出
全
量
の
約
七
割
を

占
め
惹
に
至
っ
て
い
る
。
マ
レ
ー
へ
の
輸
出
タ
イ
米
は
勿
論
大
部
分
が
地
域
内
消
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
二
割
近
く
は
主
と
し

て
ア
ジ
ア
南
部
各
地
へ
再
輸
出
し
て
い
る
。
即
ち
、
一
九
三
九
年
に
於
け
る
マ
レ
ー
貿
易
統
計
に
よ
る
と
次
の
如
く
に
な
っ
て
い
る
。

　
即
ち
、
マ
レ
ー
は
そ
の
米
穀
輸
入
凡
そ
八
、
九
〇
八
千
キ
ン
タ
ル
の
う
ち
七
、
二
三
七
千
キ
ソ
タ
ル
（
八
割
一
分
）
を
消
費
し
、
残
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

17．マレーに於ける米穀輸出入状況

　　　　　　　　　　　単位……キソタル

輸 入 輸 出

一

タ　　イ　　国 6，193，581 イン’ドネシア 1．172β51

ビ　　　ル　　　マ 2，152，640 北西ボルネオ 420，346

イ　ソ　ドシ’1ナ 425，917 アフリカ諸地域 63，829

印　　　　度 134，498 タ　　イ　　国

Z　イ　ロ　ン

9，646

R，524
日　　　　本 鯉 比　　律　　賓 430

其　　　　　他 681
ビ　　　ル　　　マ 182

合　　　　計 8，907，977 合　　　　計 1，670，808

一
　
六
七
一
千
キ
ン
タ
ル
（
一
割
九
分
）
を
海
外
へ
再
輸
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
主

た
る
再
輸
出
先
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
あ
り
、
次
い
で
北
ボ
ル
ネ
オ
と
ア
フ
リ
カ
と
で
あ
る
。
而

し
て
、
此
の
輸
入
先
は
タ
イ
国
が
全
体
の
七
割
を
占
め
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
マ
レ
ー
の
再

輸
出
米
の
大
部
分
が
タ
イ
米
で
あ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
恐
ら
く
再
輸
出
米
の
八
割
以
上
は

タ
イ
米
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。
故
に
、
タ
イ
国
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ペ
ナ
ン
、
マ
レ
ー

聯
邦
向
は
マ
レ
ー
消
費
と
看
徹
し
得
る
に
対
し
て
、
輸
出
さ
れ
た
米
穀
七
、
一
二
一
千
キ
ン
タ
ル

（
一
九
三
九
－
四
年
。
タ
イ
国
の
米
輸
出
期
は
毎
年
十
二
月
乃
至
翌
年
十
一
月
で
あ
る
か
ら
、

太
陽
暦
年
統
計
に
換
算
す
る
よ
り
は
、
四
月
乃
至
翌
三
月
の
タ
イ
暦
年
度
統
計
の
儘
の
方
が
他

地
域
の
太
陽
暦
年
統
計
と
比
較
す
る
上
に
適
当
で
あ
る
）
の
中
恐
ら
く
一
、
四
〇
〇
千
キ
ン
タ

ル
内
外
は
シ
ン
ザ
ポ
ー
ル
か
ら
更
に
再
輸
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。
而
し
て
、
こ

の
再
輸
出
米
の
大
部
分
は
1
7
表
に
見
る
よ
う
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
北
西
ボ
ル
ネ
オ
等
が
そ
の
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再
輸
出
先
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
タ
イ
米
は
結
局
ア
ジ
ア
南
方
諸
地
域
に
と
っ
て
重
要
な
る
主
食
糧
を
な
し
て
い
る
と
見
な
け
れ
」

ぽ
な
ら
な
い
。
殊
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
タ
イ
米
直
接
輸
入
は
一
九
三
四
一
四
〇
年
の
七
三
八
千
キ
ン
タ
ル
を
最
高
と
し
て
其
の
後
は
極
め

て
僅
か
で
あ
り
、
一
九
三
九
i
四
〇
年
に
三
一
一
千
キ
ン
タ
ル
に
増
加
し
た
と
は
い
え
比
律
賓
の
タ
イ
米
直
接
輸
入
高
に
さ
え
些
か
劣
る
状

態
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
（
1
5
表
）
、
マ
レ
ー
（
全
部
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
を
経
由
し
て
の
米
穀
総
間
接
輸
入
高
に
至
っ
て
は
実
に
一
、

一
七
三
千
万
キ
ン
タ
ル
に
達
し
、
こ
れ
が
大
部
分
タ
イ
米
で
あ
る
こ
と
は
マ
レ
ー
に
於
け
る
タ
イ
国
か
ら
の
輸
入
米
が
そ
の
全
輸
入
高
の
七

割
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
想
像
に
難
く
な
い
。
仮
に
、
イ
ン
ド
．
昂
シ
ア
の
マ
ラ
イ
経
由
間
接
輸
入
米
に
於
け
る
タ
イ
米
の
割
合
が
同

じ
く
七
割
で
あ
る
と
見
て
も
、
八
二
一
千
キ
ン
タ
ル
の
多
き
に
達
す
る
高
と
な
る
（
1
7
表
）
。
こ
れ
を
タ
イ
米
直
接
輸
入
高
三
一
一
千
キ
ン

タ
ル
を
加
え
れ
ば
一
、
＝
二
二
千
キ
ソ
タ
ル
と
な
り
、
こ
れ
だ
け
が
イ
ン
ド
、
矛
シ
ア
の
タ
イ
米
実
質
輸
入
高
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
然

る
と
き
は
、
　
一
九
三
九
年
に
於
け
る
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
の
米
穀
輸
入
高
が
二
、
七
八
二
千
キ
ン
タ
ル
ど
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ア

輸
入
米
の
凡
そ
四
割
は
タ
イ
米
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
わ
け
で
あ
る
。

　
マ
レ
ー
に
次
い
で
の
輸
出
先
は
香
港
で
あ
る
が
、
香
港
に
於
て
は
主
と
し
て
タ
イ
米
と
イ
ン
ド
シ
ナ
米
と
を
輸
入
し
、
概
略
年
二
百
万
キ

ン
タ
ル
を
島
内
消
費
に
充
て
残
り
を
再
輸
出
し
て
い
る
。
曾
て
、
輸
入
高
の
多
い
年
は
再
輸
出
高
も
多
く
、
輸
入
高
の
少
い
年
は
そ
れ
だ
け

再
輸
出
高
も
少
い
と
い
う
貿
易
状
態
で
あ
る
。
再
輸
出
先
は
マ
レ
ー
の
揚
合
と
全
く
異
り
、
北
中
南
支
と
比
律
賓
と
が
主
で
あ
る
。
即
ち
タ

イ
米
の
南
方
配
給
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
行
い
、
北
方
配
給
は
香
港
で
行
う
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。

．
タ
イ
米
の
ア
ジ
ア
地
域
直
接
輸
出
先
は
マ
レ
ー
と
香
港
と
で
既
に
八
割
乃
至
九
割
余
を
占
め
て
い
る
か
ら
、
他
は
僅
か
で
あ
る
。
日
本
そ

の
他
に
対
す
る
直
接
輸
出
が
多
少
は
あ
る
が
、
殆
ど
香
港
と
マ
レ
ー
と
を
通
じ
て
之
れ
ら
地
域
の
需
要
を
充
た
し
て
い
る
と
い
う
状
態
で
あ
・

つ
て
特
に
近
年
に
な
る
に
従
い
こ
の
傾
向
が
著
し
く
な
っ
て
来
て
い
る
。
統
計
表
の
面
で
中
国
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
対
す
る
直
接
輸
出
が
」

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造
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激
減
し
て
い
る
の
は
即
ち
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
タ
イ
米
の
輸
出
は
ア
ジ
ア
地
域
向
を
除
く
と
あ
と
三
割
内
外
が
極
東
外
向
と
な
っ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
印
度
、
セ
イ
ロ
ン
、
西
ア
ジ
ア

諸
国
は
一
九
三
四
－
三
五
年
に
は
凡
そ
三
百
九
十
万
キ
ン
タ
ル
で
全
輸
出
高
の
一
割
九
分
を
占
め
て
い
た
が
、
　
一
九
三
八
一
三
九
年
八
十
丸

万
キ
ン
タ
ル
、
　
一
九
三
九
－
四
〇
年
百
三
十
八
万
キ
ソ
タ
ル
と
な
り
、
全
輸
出
高
に
対
す
る
割
合
も
一
割
九
分
か
ら
五
分
七
厘
、
七
分
三
厘

と
い
う
低
位
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
印
度
が
タ
イ
米
輸
入
に
代
わ
る
に
ビ
ル
マ
米
輸
入
増
加
を
射
っ
て
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
洲
各
国
へ
の
輸
出
も
次
第
に
減
じ
、
　
一
九
三
四
一
三
五
年
に
於
て
全
輸
出
高
の
九
分
二
厘
を
占
め
て
い
た
も
の
が
、
最
後
に
は

五
分
三
厘
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
中
米
の
キ
ュ
ー
バ
に
最
も
多
く
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
次
い
で
南
米
の
ペ
ル
ー
に
多
く
積
出
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
二
地
域
に
は
全
体
か
ら
見
れ
ば
僅
か
な
輸
出
量
で
あ
る
が
、
長
期
に
亘
り
比
較
的
に
安
定
し
た
販
路
を
維
持
し
て
い
た
。

　
欧
洲
諸
国
に
対
す
る
タ
イ
米
輸
出
は
一
九
三
八
一
三
九
年
に
経
て
特
に
著
し
く
増
加
を
来
た
し
て
い
る
。
即
ち
、
　
一
九
三
四
1
．
三
五
年
に

は
全
輸
出
高
の
五
分
三
厘
に
し
か
当
ら
な
か
っ
た
も
の
が
、
一
九
三
八
－
三
九
年
に
は
一
割
三
分
八
厘
と
い
う
割
合
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
独
逸
、
白
耳
義
、
和
蘭
に
対
す
る
輸
出
が
二
倍
乃
至
三
倍
以
上
の
増
加
を
見
た
か
ら
で
あ
る
。
従
来
、
タ
イ
米
の
需
要
は
独
逸
、
英
国
、

白
耳
義
、
和
蘭
の
四
ヶ
国
の
於
て
最
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
そ
の
後
益
々
そ
の
需
要
を
高
め
て
い
る
状
態
に
あ
っ
た
。

　
ア
フ
リ
カ
に
於
け
る
タ
イ
米
の
需
要
も
著
し
く
増
加
を
来
た
し
て
い
た
。
一
九
三
八
一
三
九
年
に
於
け
る
輸
出
先
を
見
る
と
、
チ
ュ
ニ
ス

に
最
も
多
く
て
二
八
七
、
二
〇
九
キ
ン
タ
ル
、
次
い
で
南
阿
聯
邦
の
一
七
四
、
七
〇
一
キ
ン
タ
ル
、
葡
領
南
東
ア
フ
リ
カ
の
一
二
七
、
五
七

六
キ
ン
タ
ル
、
英
領
東
ア
フ
リ
カ
の
一
四
、
六
一
四
キ
ン
タ
ル
等
と
な
っ
て
い
る
。
元
来
、
こ
れ
ら
ア
フ
リ
カ
諸
地
域
に
於
て
は
ア
ル
ぜ
リ
ア
、

レ
ユ
ニ
オ
ン
等
の
仏
属
領
と
異
り
、
イ
ン
ド
シ
ナ
米
と
タ
イ
米
と
を
併
用
し
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
タ
イ
米
の
方
が
価
格
が
安
い
こ
と

X
良
質
で
あ
る
こ
と
の
た
め
追
々
イ
ン
ド
シ
ナ
米
よ
り
も
タ
イ
米
の
方
の
輸
入
が
増
加
し
て
来
て
い
る
事
情
に
あ
る
。
但
し
、
　
一
九
三
九
一
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四
〇
年
に
は
そ
の
輸
出
先
に
大
異
動
が
あ
り
、
チ
ュ
ニ
ス
へ
の
輸
出
は
前
年
の
四
十
八
万
キ
ン
タ
ル
か
ら
僅
か
七
百
二
十
六
キ
ン
タ
ル
と
い

う
六
百
六
十
分
の
一
と
い
う
激
減
を
見
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ア
フ
リ
カ
全
体
と
し
て
も
約
二
十
万
キ
ン
タ
ル
の
激
減
で
あ
っ
て
、
且
こ
の

中
で
第
一
位
を
占
め
る
地
域
が
南
阿
聯
邦
で
あ
り
、
次
い
で
玉
壷
南
東
ア
フ
リ
カ
と
な
っ
た
。
大
体
、
従
来
に
於
け
る
ア
フ
リ
カ
各
地
の
タ

イ
米
需
要
状
態
は
極
め
て
不
安
定
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
太
洋
洲
各
地
に
対
す
る
輸
出
は
最
も
微
々
た
る
状
態
で
あ
る
。
近
年
多
少
は
増
加
を
見
て
い
る
が
猶
問
題
と
す
る
に
は
足
り
な

い
。

　
こ
れ
を
要
す
る
に
、
タ
イ
米
の
需
要
は
ア
ジ
ア
に
於
て
最
も
大
で
あ
り
、
而
か
も
ア
ジ
ア
各
地
へ
の
配
給
は
主
と
し
て
香
港
及
び
マ
レ
ー

に
而
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
近
年
タ
イ
国
か
ら
直
接
輸
入
す
る
地
域
も
増
加
し
て
来
て
い
る
が
、
叉
反
面
香
港
、
マ
レ
ー
の
再
輸
出

を
侯
つ
地
域
も
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
輸
出
余
力
の
大
な
る
こ
と
に
鑑
み
イ
ン
ド
シ
ナ
米
に
比
較
し
て
ア
ジ
ア
に
於
て
蓬
か
に
強
力
な
食
糧

資
源
を
構
成
し
て
い
る
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
タ
イ
国
の
輸
出
穀
類
は
米
穀
だ
け
で
あ
る
が
、
第
一
類
と
し
て
は
此
の
外
に
豆
虫
類
の
輸
出
が
多
少
行
わ
れ
て
い
る
。
年
度
に
よ
り
著
し

い
差
が
あ
る
が
大
体
平
均
年
三
万
キ
ン
タ
ル
程
度
、
二
十
万
バ
ー
ト
内
外
の
輸
出
高
に
過
ぎ
な
い
が
、
タ
イ
国
農
産
物
と
し
て
は
重
要
な
る

も
の
x
一
に
算
え
ら
れ
て
い
る
。
大
部
分
が
国
内
消
費
に
充
当
さ
れ
輸
出
に
現
わ
れ
る
の
は
そ
の
極
く
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
即
ち
、
タ
イ

国
全
体
に
て
豆
類
の
植
付
面
積
は
一
九
三
七
一
三
八
年
一
一
、
〇
三
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
　
一
九
三
八
－
三
九
年
一
三
、
八
四
九
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

そ
の
収
穫
高
は
一
九
三
七
一
三
八
年
一
四
五
、
八
三
八
キ
ン
タ
ル
、
一
九
三
八
一
三
九
年
一
四
七
、
〇
六
下
キ
ン
タ
ル
と
称
さ
れ
て
い
る
。

（
ω
け
9
け
一
ω
け
一
〇
9
一
ノ
「
⑦
9
円
げ
O
O
貯
℃
　
］
］
日
9
一
一
曽
口
価
”
　
】
W
・
　
］
円
・
　
噌
い
Q
◎
ド
・
）
輸
出
古
画
は
両
年
度
を
通
じ
一
六
、
四
九
九
キ
ン
タ
ル
及
び
三
一
、
四
七
五
キ
ン

タ
ル
で
あ
る
か
ら
、
生
産
高
に
対
す
る
輸
出
高
の
割
合
は
一
割
一
分
及
び
二
割
一
分
と
な
る
。
即
ち
一
年
間
に
約
二
倍
の
増
加
を
見
て
い
る

　
　
　
　
タ
イ
國
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造
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わ
け
で
あ
る
。
統
計
表
の
面
に
於
て
は
唯
豆
救
類
と
の
み
で
そ
の
種
類
を
詳
か
に
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
大
豆
を
主
と
し
落
花
生
が
之
れ

に
次
ぎ
小
豆
、
碗
豆
な
ど
が
少
々
含
ま
れ
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
輸
出
先
は
約
八
割
ま
で
が
マ
レ
ー
で
あ
り
、
　
一
割
が
印
度
、
あ
と
は
セ
イ

ロ
ン
と
香
港
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以
外
に
は
殆
ど
輸
出
さ
れ
て
い
な
い
。

　
米
、
豆
類
の
外
に
穀
類
と
し
て
は
玉
蜀
黍
が
盛
に
作
ら
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
ア
メ
リ
カ
種
玉
蜀
黍
で
あ
っ
て
、
植
付
面
積
は
一
九
三
八

－
三
九
年
於
て
八
、
七
九
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
り
、
米
の
植
付
面
積
に
対
し
て
僅
か
0
・
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
過
ぎ
ぬ
が
、
そ
れ
で
も
豆
類
、

煙
草
、
棉
花
な
ど
の
植
付
面
積
と
匹
敵
し
、
タ
イ
国
の
重
要
農
作
物
の
｝
に
算
え
ら
れ
て
い
る
。
収
穫
高
は
一
九
三
八
－
三
九
年
に
於
て
未

曾
有
の
豊
作
を
齎
ら
し
五
五
、
七
二
七
キ
ン
タ
ル
で
あ
っ
た
が
、
従
来
は
大
体
四
〇
、
O
O
O
キ
ン
タ
ル
乃
至
五
〇
、
0
0
0
キ
ン
タ
川
を

以
て
平
年
作
と
し
て
い
る
。
然
し
、
玉
蜀
黍
ば
悉
く
国
内
消
費
に
充
て
て
お
り
、
輸
出
は
皆
無
で
あ
る
。
寧
ろ
多
少
国
外
か
ら
輸
入
し
て
い

る
状
態
で
あ
る
。

　
穀
類
豆
類
の
次
に
野
菜
類
の
輸
出
も
多
少
行
わ
れ
て
い
る
が
、
貿
易
統
計
表
に
鞭
て
輸
出
額
の
零
細
な
も
の
は
悉
く
「
分
類
な
き
食
料

品
」
中
に
一
括
さ
れ
て
お
り
、
特
に
明
示
さ
れ
て
い
る
も
の
は
玉
葱
だ
け
で
あ
る
。

　
1
8
表
に
見
る
よ
う
に
、
玉
葱
は
悉
く
ア
ジ
ア
各
地
向
で
あ
り
、
殊
に
主
と
し
て
マ
レ
ー
各
地
方
へ
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
生
産
高
は
不
明
で

あ
る
が
、
こ
の
輸
出
高
か
ら
察
す
る
と
金
額
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
確
固
た
る
輸
出
余
力
を
持
っ
て
い
る
だ
け
の
生
産
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ

る
。　

第
四
類
の
果
実
類
も
玉
葱
と
同
じ
程
度
の
輸
出
額
を
保
持
し
て
い
る
が
因
グ
レ
ー
プ
・
フ
ル
ー
ツ
（
9
碧
①
冑
9
け
ω
㌔
5
ヨ
巴
8
ω
）
以
外
の

果
物
の
輸
出
に
就
い
て
は
そ
の
種
類
が
判
明
せ
ず
、
悉
く
「
其
他
果
実
」
の
中
は
一
括
さ
れ
て
い
る
。
而
も
そ
の
生
産
等
に
就
い
て
も
全
く
、

明
確
を
欠
き
僅
に
輸
出
高
統
計
に
よ
っ
て
其
の
生
産
高
を
推
測
す
る
外
に
な
い
。
大
体
、
果
実
類
は
輸
出
よ
り
は
輸
入
の
方
が
そ
の
金
額
に
」
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18．タイ国玉葱輸出高
　　数量……キンタル単位
　　金額……バート

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

1934－35 1938－39 1939－40

仕　向　先 （量）1（額） （量）1（額） （量）1（額）

香　　　　　港

C　ン・ドシナ

}　　　　レ！　　　一

y　　　ナ　　　ン’

Vンガポーノレ

Cンドネシア

ｴ　　　　　言

〟@　　　計

　　　129

@　　731

@6，719

P2，928

X1，838

@　1，642

@　　　－

P13，987

　　　630

@　1，484

Q5，802

V6，359

R38，102

@　7，130

@　　　－

S49，507

　　111

@　485

V，520

Xβ56

V8，202

@　760

@　　　1

X6，935

　　　370

@　1，631

Q9，287

V0，656

Q60，172

@　2β40

@　　　　4

R64，960

　　　25

@　424

X，098

R，807

U7，619

R，048

@　　　4

W4，025

　　　102

@　2，343

T5，918

Q9，461

R03，463

P9．927’

@　　　56

S11，270

19．タイ国果実類輸出高
　　数量：（グレープフルーツのみ）…1000個
単位
　　金額……バート

1934－35 1938－39 1039－40
種類並仕向先

（量） （額） （量） 1（額） （量）i （額）

グレープフルー
c（計）

5，412．8 287，784 2，510．8 127，419 1，908．0 82，821

日　　　本 5．4 372 17．7 1，135 7．2 姐
中　　　　国 272．0 15，497 13．1 脇 1．5 90

香　　　　港 2，318．0 123，983 607．4 29，406 390．3 17，911

マ　　　レ’　　一 78．0 4，277 30．4 2，013 29．7 1，561

ペ　　ナ　　　ン’ 0．2 11 9．2 816 11．6 960

シン’ガポール 2，737．1 143，455 1，830．3 93，090 1，461．6 61，184

比　律　賓 一 一
2．4 239 4．3 574

其　　　　他 2．1 189 0．3 37 1．8 57

其他生鮮果実 一
275，078

一
172，200 一

263，485

目　　　本 一
25

一
21

一
45

中　　　　国 一
2，321

一
435

｛
697

香　　　　港 一
12，513

一
3，957

一
4，419

『マ　　　レ’　　一
一 3，315

一
44，059

一
71，607

ペ　　ナ　　ン 一
1，107

一
44，529 一

53，532

シンガポール 一 255，785 一
78，392

一
132，908

其　　　　他 一
12

一
807

一
277

果実類合計 一
562，862 一

299，691
一

鰹　346，306

（註）乾燥及び加工果実は「掲記外食料品」の中に含まれている。
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
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於
て
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
輸
入
は
六
、
七
十
万
バ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
比
較
す
る
と
二
分
の
一
乃
至
三
分

の
一
程
度
の
輸
入
高
で
あ
る
。

　
果
実
類
の
輸
出
は
右
表
の
如
く
主
と
し
て
マ
レ
ー
各
地
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
「
其
他
生
鮮
果
実
」
の
内
容
は
貿
易
統
計
表
の
面
に
於
て

は
不
明
で
あ
る
が
、
．
元
来
タ
イ
国
の
有
名
果
実
は
鼓
に
掲
げ
た
グ
レ
ー
プ
・
フ
ル
ー
ツ
（
主
と
し
て
ナ
コ
ー
ン
・
チ
ャ
ィ
シ
ー
附
近
に
産
す

る
）
の
外
に
、
バ
ナ
ナ
、
マ
ン
ゴ
ー
、
ド
リ
ア
ン
、
鳳
梨
、
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
、
木
瓜
、
西
瓜
、
タ
マ
リ
ン
ド
、
蕩
枝
其
他
の
あ
ら
ゆ
る
熱
帯

果
実
を
産
出
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
い
ず
れ
南
方
他
地
域
と
同
じ
よ
う
に
バ
ナ
ナ
、
鳳
梨
、
マ
ン
ゴ
ー
等
の
果
実
が
そ
の
内
容
の
主
体
を

な
し
て
い
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
輸
出
果
実
の
大
部
分
が
至
近
距
離
に
輸
送
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
如
何
な
る
種
類

の
も
の
で
も
輸
出
は
決
し
て
困
難
で
は
な
い
。
猶
、
生
鮮
果
実
以
外
に
乾
燥
果
実
、
加
工
果
実
な
ど
の
輸
出
も
多
少
あ
る
に
は
違
い
あ
る
ま

い
が
、
金
額
が
零
細
な
た
め
「
分
類
な
き
食
料
品
」
な
る
名
目
の
下
に
一
括
さ
れ
て
い
る
の
で
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

　
第
五
類
の
砂
糖
及
び
香
辛
料
の
類
別
も
全
額
と
し
て
は
五
十
万
乃
至
百
万
バ
ー
ト
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
殆
ど
全
部
は
香
辛
料
た
る
胡
椒
、

乾
蕃
椒
、
小
董
藏
及
び
肉
萱
藏
で
あ
る
。
砂
糖
は
僅
に
数
千
バ
ー
ト
の
少
額
で
あ
る
。

　
胡
椒
は
十
七
世
紀
頃
に
は
タ
イ
国
の
最
重
要
特
産
物
と
な
っ
て
い
て
欧
洲
人
が
競
っ
て
そ
の
輸
出
独
占
を
争
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

そ
の
生
産
高
も
既
に
数
千
噸
に
及
ん
で
い
た
と
も
い
・
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
栽
培
に
技
術
を
要
す
る
こ
と
瓦
、
そ
の
生
産
が
世
界
的
に
多
く

な
り
価
格
が
漸
落
し
た
こ
と
x
に
よ
り
、
次
第
に
生
産
高
が
減
じ
今
日
は
タ
イ
国
の
重
要
農
産
物
た
る
地
位
さ
え
危
く
な
っ
て
来
て
い
る
。

元
来
、
胡
椒
は
熱
帯
の
湿
潤
な
る
森
林
地
帯
に
於
て
生
育
す
る
蔓
草
の
一
租
に
成
る
漿
果
か
ら
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
タ
イ
国
に
於
て
は
ζ

れ
が
栽
培
に
適
す
る
地
方
と
し
て
は
半
島
及
び
東
南
部
に
限
ら
れ
、
プ
ラ
ー
チ
ン
ブ
リ
ー
（
勺
同
9
Ω
O
冒
一
昌
　
田
W
二
同
一
）
を
第
一
と
し
、
次
い
で
プ

ー
ヶ
ッ
ト
（
℃
⊆
犀
。
什
）
及
び
ナ
コ
ー
ン
・
ス
リ
タ
マ
ラ
ー
ト
（
Z
9
伽
q
o
言
ω
円
若
げ
簿
8
胃
霧
）
　
の
一
一
一
箇
所
で
あ
る
。
殆
ど
中
国
人
に
依
っ
て
栽 一　92　一



タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

20．タイ国労轍生産高
　植付面積……ヘクター一7V
単位
　生産高……キyタル

1933－34 1937－38 193＆一39

州　　　名
鮒醐1 生産高 植付面積 1生産高 植緬積1 生産高’

プラーチンブリ 1，072』 16，179 681 1，619 562 1，088

ナコーン・スリ 46 158 23 252 30 71
タマラート

プーケッ　ト 92 533 75 79 75 70

合　　　　　計 1，208 16，870 779 1，950 667 1，229

22．タイ国の胡椒輸出価格

　　（1キンタルニ付バート）

年劇価剰指劉
1925－28

1931－32

1932－33

1933－34

1934－35

1935－36

1936－37

1937－38

1938遍39

109．　88

41．33

32．　16

35．34

59．　13

46．71

37．　26

13．　33

32．　44

1oo．　e

37．　6

29．3

32．2

53．　8

42．　5

33．9

12．1

29．　5

（註）Report　on　the　Commercial
and　Economic　Progress　of　Tha－

iland；B．　E．2482．に拠るQ

21．タイ国胡椒生産減退状況

年　　度 植付面積
iヘクタール） 生産高iキンタル）

収穫　率
i1ヘクター
@　ルに付妊）

1929」30 1，905 29，260 1，536

193｛｝一31 1，968 20，235 1，028

1931－32 2，133 31，696 1，486

1932－33 1，506 242296 1，613

1933－34 1，201 16，870 1，405

1934－35 1，171 17，131 1，463

1935－36 1，179 2，399 203

1936嗣37 1，147 1，968 172

1937－38 779 1，950 250

1938」39 667 1，229 184

（註）　20，21i日共Statistical　Year　Book，
Thailand．，　B．　E．　2481．　Central　Service　of

Statistics．掲記の数字より換算し叉は算出

した。

培
さ
れ
て
い
る
が
各
地
の
生
産

高
は
近
年
愈
々
減
退
の
傾
向
を

辿
っ
て
い
る
。

　
2
1
表
に
よ
る
と
、
一
九
二
九

年
乃
至
一
九
三
四
年
ま
で
は
植

付
面
積
生
産
高
と
も
漸
減
ら
つ

エ
も
猶
前
者
が
一
千
二
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
後
者
が
一
万
七
千
キ

ン
タ
ル
の
線
に
於
て
喰
止
め
て

い
た
の
で
あ
る
が
、
一
九
三
五

年
以
降
一
、
二
年
間
は
植
付
面

積
に
差
程
の
減
退
を
見
な
い
に

も
拘
わ
ら
ず
、
生
産
高
は
著
し

く
創
減
さ
れ
一
挙
に
八
分
の
一

程
度
減
少
を
示
し
て
い
る
。
こ

れ
は
植
付
面
積
そ
の
も
の
は
大

し
て
減
少
し
な
く
て
も
実
際
の

一　93　一



　　　数蚤・
単位
　　　金額・

・キyタル
・ノミーe　b29・タイ国胡弓輸出高

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
、
旭

髄

1934－35 1938－39 1939－40

仕　向　国
（量） 1（額） （量） 1（額） （量） 1（額）

中　　　　国 16 1，149 9 150
一 一

香　　　　　港 2，419 150，761 23 455
一 一

・マ　　　　レ　　　一 11 424
一 一 一 一

ペ　　　ナ　　　こ／ 28 2，150
一 一 一 一

シン’ガポール 51 1，217 1 14
一 一

西　　印　　度 1 35 36 1，650
一 一

独　　　　　逸 79 5，589 1 8
一 一

丁　　　　　抹 71 5，055
一 一 一 一

其他欧州諸国 5，670 335，329
一 一 一 一

ポートサイド 302 9，669
一 一 一 一

合　　　　計 8，648 511，378 70 2，277
一 一

苗
の
植
付
数
を
減
じ
た
が
故
で
あ
る
。
こ
れ
は
面
積
は
減
じ
て
も
そ
の
収
穫
率

が
一
九
三
五
年
以
来
大
し
た
変
化
の
な
い
こ
と
が
証
明
し
て
い
る
。
こ
の
植
付

減
少
の
最
大
原
因
は
胡
椒
の
価
格
が
著
し
く
低
落
し
た
が
た
め
で
あ
っ
て
、
往

時
の
よ
う
に
胡
椒
は
タ
イ
国
の
特
産
物
で
は
な
く
な
り
熱
帯
各
地
に
於
て
盛
に

増
産
さ
れ
て
、
．
謂
わ
罫
生
産
過
剰
の
状
態
に
陥
っ
た
か
．
ら
で
あ
る
っ
こ
の
為
め

胡
椒
栽
培
に
対
す
る
農
民
の
熱
意
が
著
し
く
衰
え
次
第
に
減
産
の
傾
向
を
辿
っ

て
い
る
。

　
胡
椒
の
生
産
高
に
し
て
こ
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
輸
出
状
態
も

往
時
の
　
悌
は
な
く
全
く
減
少
の
一
途
を
辿
り
、
遂
に
一
九
三
九
－
四
〇
年
に
至

る
と
そ
の
輸
出
は
皆
無
と
な
っ
て
い
る
。
将
来
多
少
の
恢
復
を
見
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
最
早
往
時
の
よ
う
な
般
盛
を
期
待
す
る
こ
と
は
出
来
．
ぬ
で
あ
ろ
う
。
即

ち
、
胡
椒
は
今
日
全
く
国
内
商
品
と
な
り
終
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。

　
胡
椒
に
反
し
て
山
窟
藏
は
、
タ
イ
国
に
於
て
重
要
農
作
物
と
し
て
取
扱
わ
れ

て
い
な
い
と
は
い
え
確
固
た
る
輸
出
販
路
を
持
ち
、
そ
の
生
産
高
こ
そ
不
明
で

あ
る
が
輸
出
高
は
数
回
キ
ン
タ
ル
、
二
、
三
十
万
バ
ー
ト
の
程
度
を
常
に
保
持

し
て
い
る
。
近
年
多
少
減
少
の
傾
向
が
あ
る
と
は
い
え
、
胡
椒
ほ
ど
に
栽
培
が

困
難
で
な
い
の
み
な
ら
ず
野
生
種
が
多
く
、
従
て
生
産
高
の
減
少
は
単
に
常
に
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　　　数量・・…・キソタル
単位
　　　金額…　バート

24．タイ国白昔：藏輸出高

1934－35 193＆逐39 1939－40

種類及仕向先
（量：） 1（額） （量） 1（額） （量） 1（額）

野生白茸蒐（計） 4，503 239，330 1，958 68，722 ・850 40，561

申　　　　国 一 一
48 1，600

一 一
三　　　　港 4，503 239，330 1，900 66，872 850 40，561

印　　　　度 一 一
10 250

一 一
栽培白萱惹（計） 413 102，029 562 86，304 643　． 96，310

申　　　　国 4 600 3 450
一 一

香　　　　港 409 101，429
　
　
　
　
5
5
9
i

85，854 脇 96，310

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

　　　数量一・キン・タル
単位
　　　金額一・ノミート25．タ．イ国乾蕃楓輸出高

1934－35 1938－39 1939－40
向　：先仕

（量）／ （額） （量） ［（額） （・量） 1（額）

香　　　　　港 一 一
671 1，113 125 2，263

イ　ン　ドシナ 17 427
一 一

6 169

一マ　　　レ！　　　一 700 17，506 360 7，271 641 15，441

ペ　　　ナ　　　ン’ 702 11，677 1，020 17，515 1，374 25，107

シソガポーノレ 8，202 199，714 14，768 259，196 15，098 287，896

インドネシア 304 7，605
一 一 一 一

印度・セイロン 347 10，650 829 14，018 1，739 34，667

西　　印　　度 1 38
一 一 一 一

モ　リ　シアス 一 一 一 一
111 2，102

合　　　　計 10，273 247，617 17，044 299，113 19，094 367，645

波
動
す
る
海
外
事
情
に
依
っ
て
の
み

影
響
を
受
け
て
い
る
。
白
雨
藏
は
胡

椒
と
全
く
同
じ
条
件
の
下
に
於
て
成

育
す
る
多
年
生
植
物
で
あ
っ
て
、
熱

帯
の
多
雨
森
林
地
帯
に
能
く
栽
培
さ

れ
、
年
々
円
形
の
淡
褐
色
果
実
を
結

び
、
中
に
灰
褐
色
の
芳
香
を
放
つ
種

子
を
蓄
え
て
い
る
。
こ
の
種
子
を
乾

燥
し
精
製
し
た
も
の
が
白
駒
藏
で
あ

る
。
タ
イ
国
に
於
て
は
胡
椒
産
地
と

略
同
一
地
方
に
栽
培
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
栽
培
種
の
外
に
野
生
種
が
多
量

に
産
し
、
市
場
及
び
輸
出
向
に
は
寧

ろ
こ
の
野
生
種
の
方
が
蓬
か
に
多
く

出
廻
わ
っ
て
い
る
。
市
場
に
於
て
は

栽
培
種
を
じ
d
O
ω
け
O
日
量
8
0
ロ
と
呼

び
、
野
生
種
を
じ
d
餌
ω
富
巳
0
9
a
ρ
－ 一　95　一



　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

臼
。
口
と
い
っ
て
、
前
者
の
方
が
後
者
よ
り
も
そ
の
価
格
に
於
て
凡
そ
三
分
の
一
位
に
し
か
当
っ
て
い
な
い
。
輸
出
先
は
近
年
殆
ど
香
港
に

限
ら
れ
て
い
る
。

　
香
辛
料
た
る
蕃
椒
も
南
部
及
び
半
島
の
各
地
に
於
て
栽
培
さ
れ
、
大
部
分
は
国
内
に
於
て
消
費
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
一
部
分
は
白
董
藏
と

同
じ
位
の
金
額
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
輸
出
先
は
白
蓮
藏
と
全
く
異
り
主
と
し
て
マ
レ
ー
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
梢
増
加
の
傾
向
に
あ
る
こ

と
も
又
白
董
藏
と
異
る
現
象
で
あ
る
。

　
砂
糖
の
生
産
並
に
輸
出
状
況
も
叉
胡
椒
の
揚
合
と
極
め
て
類
似
し
、
そ
の
股
盛
は
既
に
過
去
の
歴
史
と
な
り
現
在
は
辛
じ
て
一
部
住
民
の

．
消
費
を
充
た
す
程
度
に
没
落
し
、
タ
イ
国
は
砂
糖
に
就
て
は
寧
ろ
輸
入
国
と
な
り
変
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
タ
イ
国
に
於
て
は
十
九
世
紀
ま

で
は
中
部
以
南
殊
に
チ
ャ
ン
タ
ブ
リ
i
州
を
中
心
と
し
て
盛
に
栽
培
さ
れ
優
良
な
る
砂
糖
が
製
造
さ
れ
て
欧
洲
方
面
に
盛
に
輸
出
さ
れ
、
一

時
は
十
二
万
キ
ン
タ
ル
輸
出
の
記
録
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
著
し
い
進
展
を
見
せ
始
め
た
ジ
ャ
ワ
糖
に
圧
迫
さ
れ
た
こ
と
x
、

こ
れ
に
対
す
る
政
策
が
宜
し
き
を
得
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
、
甘
簾
作
付
を
米
作
に
転
換
す
る
土
地
が
続
出
し
、
終
に
今
日
の
よ
う
な
衰
微

を
来
た
し
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
第
一
次
欧
洲
戦
争
当
時
糖
価
が
一
時
暴
偏
し
た
た
め
再
興
の
徴
の
見
え
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
僅

か
に
一
時
的
現
象
に
止
ま
り
今
日
は
依
然
振
わ
ず
、
多
量
の
砂
糖
を
海
外
か
ら
仰
い
で
国
内
需
要
を
充
た
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。

　
タ
イ
国
に
於
け
る
砂
糖
生
産
高
は
精
確
な
統
計
が
発
表
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
庫
主
植
付
面
積
を
見
る
と
、
次
表
の

示
す
通
り
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
た
る
栽
培
地
は
東
部
の
コ
ー
ラ
ー
ト
、
ウ
ド
ー
ソ
、
及
び
中
央
部
の
ウ
ダ
イ
タ
ニ
ー
（
q
住
僧
U
げ
9
巳
）
の

附
近
、
並
に
東
南
部
の
プ
ラ
チ
ン
ブ
リ
ー
州
、
チ
ャ
タ
ブ
リ
ー
州
で
あ
る
。

　
一
九
三
九
i
四
〇
年
植
付
面
積
は
僅
か
に
二
七
八
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
若
し
イ
ン
ド
シ
ナ
の
甘
蕉
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
収
穫
率
と
同
程
度

め
収
穫
率
と
見
る
な
ら
ば
前
老
は
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
当
平
均
約
二
〇
〇
キ
ン
タ
ル
で
あ
る
か
ら
、
タ
イ
国
の
甘
藤
収
穫
高
は
五
五
、
六
〇
〇
キ
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タイ国甘薦植付面積

（単位ヘクタール）

6，　805

7，　974

・7，　378

7，　892

　　278

1914－15

1919一一20

19te25
1929K｝0

19so一一40

（註）Statistical　Year

正k）6k，　Thailand；B．

E。2481に掲記のRai
単位の数字をヘクター
ル単位に換算した。

蛙
に
問
題
と
し
て
い
る
期
間
に
於
け
る
砂
糖
の
輸
出
高
は
僅
か
一
〇
〇
キ
ソ
タ
〃
乃
至
七
〇
〇
キ
ン
タ
ル
、

○
○
○
バ
ー
ト
に
過
ぎ
な
い
。
基
表
掲
記
品
目
中
の
最
小
輸
出
品
で
あ
る
か
ら
、
鼓
に
特
に
仕
向
地
域
別
輸
出
統
計
を
示
す
必
要
も
な
か
ろ

y
）
。
過
去
に
於
て
も
現
在
に
於
て
も
大
部
分
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
こ
と
だ
け
を
知
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
鼓
に
は
過
去
の
輸
出
高

を
掲
げ
以
っ
て
タ
イ
国
糖
業
の
過
ぎ
来
し
跡
を
省
み
る
資
料
と
な
し
て
置
く
に
止
め
る
。

　
以
上
の
外
、
畜
産
食
料
品
の
輸
出
も
毎
年
数
十
万
バ
ー
ト
行
わ
れ
て
い
る
。
然
し
、
殆
ど
全
部
は
家
鴨
卵
及
び
燕
巣
の
類
で
あ
っ
て
、
肉

類
の
輸
出
は
極
め
て
僅
か
で
あ
り
貿
易
統
計
の
面
に
特
別
に
は
現
わ
れ
て
来
て
い
な
い
。
唯
（
生
禽
生
酔
と
し
て
は
相
当
に
多
く
輸
出
さ
れ

．
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
別
項
に
於
て
叙
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

ン
タ
ル
と
推
計
さ
れ
る
。
製
糖
歩
留
一
割
五
分
と
仮
定
す
れ
ぽ
八
、
三
四
〇
キ
ン
タ
ル
と
な
る
。

収
穫
率
を
イ
ン
ド
シ
ナ
の
そ
れ
以
上
に
見
積
り
製
糖
歩
留
を
一
層
高
く
算
定
し
て
見
た
と
し
て

も
恐
ら
く
砂
糖
生
産
高
は
一
〇
、
O
O
O
キ
ン
タ
ル
内
外
に
止
ま
る
で
あ
ろ
う
。

　
近
年
に
於
け
る
砂
糖
輸
出
高
が
極
め
て
僅
少
で
あ
り
、
輸
入
高
が
後
述
す
る
よ
う
に
甚
だ
多

量
と
な
っ
て
い
る
事
実
は
、
以
上
の
推
算
に
依
っ
て
そ
の
理
由
甚
だ
明
瞭
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
、
0
0
0
バ
ー
ト
乃
至
五
、
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家
鴨
は
巨
鳥
と
共
に
全
土
到
る
処
の
農
家
に
於
て
副
業

と
し
て
飼
育
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
肉
置
卵
は
主
と

し
て
地
方
的
に
消
費
さ
れ
て
お
り
、
輸
出
に
充
て
ら
れ
る
も

の
は
南
部
地
方
殊
に
ナ
コ
ー
ン
・
ス
リ
タ
マ
ラ
ー
ト
附
近
の

産
出
が
多
い
。
叉
、
燕
巣
は
タ
イ
湾
海
岸
の
特
産
品
で
あ
っ

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

26．　タ4　国砂糖車翁出高

　　（単位…キンタル）

43，　066

47，　896

38，　143

24，　468

70，　892

38，　030

30，　182

13，　525

28，　063

Z，　185

　　　355

　　　19

　　　89

　　　111

1，　490

　　　716

　　　107

　　　133

　　　122

　　　134

　　　358

1919－20

1920－21

1921－22

1922一一23

1923－24

1924－25

1925－26

192V27
1927－28

192匙29
1929－30

1930Kl1

1931－32

1932－33

1933－34

1934－35

19B5－36

1936－K17

1937－38

1938－39

193940



タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

単位　金額…・ミート27．タイ国家鴨卵及燕巣輸出高

1939－40

（量） （額）

193＆391934L－35

（額）

“O，　438

　　　　　25．

　　9，　061

　　　　185

430，　870

　　　　　　6

　　　　281

　　　　　10

137，　329

72，　325

　　1，347

　53，　009

　10，　648

　　　　千個
29，　358

　　　　　　　1

　　　－　　I
　　　　　　　I

　　　一　　！

　　　　千個
　　　　1

　　480”

　　　　9，i

28，　850　t，

　　　18　rr

　　　　lt．

　　キンタル
　　　173

　　キンタル

　　　96

　　　　1n

　　　　69　ti

　　　　7ii

269，　898

　　　435

　　3，　451

　　　147

265，　854

　　　　11

85，　200

　　　　62

31，　692

　　5，　029

42，　586

　　5，　021

　　　　810

（量）

　　　　千假
17，　942

　　　　千・値

　　　28

　　180”

　　　　8t．

17，　725　m

　　　　1　ff

　　キンタル
　　　149

　　キンタル
　　　74

　　　　4”

　　　67m

（額）

幽
レ

570，　087

　　i，　949

　　　　60

　　　　882

566，　854

　　　　342

155，　485

　　　　　38

94，　415

　　　　632

60，　400

（量）

　　　　千個．

37，　723

　　　　千個
　　　130

　　　　3ff

　　　56　rt

37，　511　tx

　　　23　t，

種類及仕向先

キンタル
221

キンタル
126

　　4，i

　91　t．

一
　
一

家鴨卵（計）

中　　国
香　　港
インドシナ

・マ　 レ’　一

ペ　 ナ　 ソ

ゆ
度
義
国
抹
罰
国
警

輝
耳
　
蝋
　
レ

ン

シ
印
白
丁
丁
　
中
香
マ

　
　
　
　
　
　
燕

ペ　 ナ　　ン

シンガポーノレ

イyドネシア

て
、
特
に
チ
ャ
ー
ン
島
（
国
O
『
冒
昌
ぴ
q
O
円
国
O
げ

O
ゴ
き
m
q
）
産
の
燕
巣
は
最
も
品
質
が
優
良
で
あ
る

と
て
中
国
人
の
賞
味
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の

用
途
の
上
か
ら
、
大
部
分
マ
レ
ー
向
及
び
香
港
経

由
中
国
向
輸
出
で
あ
る
。

　
基
表
掲
記
の
輸
出
食
用
農
林
畜
産
物
資
の
最
後

は
姻
草
で
あ
る
。
姻
草
は
輸
出
金
額
僅
か
二
十
万

バ
ー
ト
程
度
で
あ
る
が
、
耕
作
地
幅
を
課
せ
ら
れ

る
た
め
に
タ
イ
国
八
重
要
農
産
物
の
一
に
算
え
ら

れ
て
、
毎
年
相
当
に
詳
細
な
る
生
産
統
計
が
発
表

さ
れ
て
い
る
。

　
燗
草
は
ク
ル
ー
ン
テ
ー
プ
州
及
び
プ
ー
ケ
ッ
ト

州
を
除
き
、
到
る
処
に
於
て
栽
培
さ
れ
て
い
る
。

然
し
、
主
た
る
産
地
は
西
部
、
北
部
及
び
東
部
で

あ
っ
て
、
パ
ヤ
ッ
プ
州
、
ナ
コ
ー
ン
・
ラ
チ
ャ
シ

ー
マ
ー
州
、
ラ
ー
チ
ャ
ブ
リ
i
州
、
ピ
サ
ヌ
ロ
1

ク
州
が
こ
れ
で
あ
る
。
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28．タ1国姻野州窃生産嵩・

　　　　　　　単位…キンタル

州
名1937－38　［　1938・一一39

　　　　　　一　　　　　　　　　〇
Nルーン’アーフ 一 一
プラ　ーナ　ン 1，016 224

ナコーン’・ラチ

сVーマー
19，576 18，885

ウ　　ド　一　ソ 5，180 7，808

パ　　ヤ　　ッ　プ 22，137 38，743

ピサヌローク 13，430 22，485

アユ　タ　ヤー 2，536 2，301

ラーチヤブリー 16，358 28，476

ナコーンノ・スリ

^マラート
11，540 1β53

プーグ　ッ　ト 31
一

合　　　　計 91，805 120，275

29．タイ国二二生産高推移

1（作付面積ヘクタール）陰画湧

1929－30 9，965 41，639

1930＿31 8β73 47，400

1931－32 9，139 71，315

1932－33 9，498 61，156

1933＿34 13，984 102，775

1934－35 14，055 91，829

1935－36 8，429 78，781

1936－37 8，902 70，162

1937－38 11，917 91，805

1938－39 8，897 120，275

1939＿40 11，657 127，147

あ
そ
の
消
費
高
は
極
め
て
多
く
、
到
底
土
産
静
電
の
み
で
は
不
足
を
告
げ
る
こ
と
を
免
れ
な
い
。

僅
か
な
る
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
と
同
時
に
、
他
面
多
量
の
食
草
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
従
て
、

ぽ
輸
出
国
と
い
う
よ
り
は
輸
入
国
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
猶
、
醜
草
輸
入
状
況
に
重
て
は
輸
入
の
章
に
曾
て
一
層
詳
し
く
叙
述
す
る
か

．
ら
、
鼓
で
は
単
に
輸
出
高
と
の
関
係
を
簡
単
に
見
る
だ
け
に
止
め
て
置
く
。

　
、
鼓
に
示
す
よ
う
に
、
輸
出
姻
草
の
殆
ど
全
部
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が
輸
出
先
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
マ
レ
ー
、
ペ
ナ
ン
へ
向
け
ら
れ
る
分

を
併
せ
れ
ば
、
他
地
域
へ
の
輸
出
は
甚
だ
僅
少
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
タ
イ
国
の
姻
草
輸
入
高
は
3
0
表
の
参
考
欄
に
見
る
よ
う
に
、
数
量

に
於
て
は
輸
出
高
の
五
倍
乃
至
九
倍
に
達
し
、
金
額
に
立
て
は
十
｝
倍
乃
至
二
十
四
倍
に
及
ん
で
い
る
。
以
っ
て
タ
イ
国
に
於
け
る
姻
草
の

需
給
状
態
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

　
以
上
を
以
て
タ
イ
国
の
食
用
農
林
畜
産
物
資
の
品
別
輸
出
状
況
及
び
そ
の
背
後
関
係
た
る
べ
き
生
産
状
況
を
観
察
し
尽
し
た
が
、
こ
の
外

に
食
料
品
に
し
て
そ
の
輸
出
高
が
零
細
な
た
め
特
に
品
目
を
明
か
に
せ
ず
、
一
括
し
て
特
掲
外
食
料
品
（
司
O
O
自
ω
叶
二
宮
ω
　
ロ
コ
Φ
昌
幻
日
Φ
同
9
什
Φ
幽
）

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造
　
　
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
タ
イ
国
に
於
け
る
田
草
の
生
産
は
、

　
　
そ
の
作
付
面
積
の
増
減
あ
る
に
も
拘

　
　
わ
ら
ず
一
九
三
一
年
頃
以
前
に
比
す

　
　
る
と
二
倍
以
上
の
生
産
高
を
得
る
よ

　
　
う
に
な
っ
た
。
然
し
、
タ
イ
国
入
は

　
　
元
来
喫
姻
を
甚
だ
し
く
好
み
年
少
の

　
　
頃
よ
ゲ
こ
れ
を
嗜
む
慣
習
が
あ
る
た

故
に
、
藩
士
の
海
外
輸
出
高
は
生
産
古
回
の

　
　
　
　
　
　
　
姻
草
に
就
て
は
タ
イ
国

一　99　一



　　　数量……キソタル
単位
　　　金額……バート合0．タイ田姻章輸出高

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

・934－35　1 1938－39 193竪一40

（量） 1（額） （量：） i（額） （量） 巨額）

一 一 一 一
8 750

18 723 3 185 1 30

7 273 2 91 1 23

28 1，147 46 3，454 84 6，710

4 218 33 2，751 67 5，520

4，357 216，866 3，194 251，016 2，225 184，353

㎝ 一 一 一
36 3，000

一 一 一 一
11 900

4，414 219，227 3，278 257，497 2，434 201，286

27，211 5，189，724 29，444 4，297，445 12，428 2，159，871

仕向先
本
国
港

日
中
香

；
誇
度
計
編
．

総
印
合
㈱
囎

な
る
項
目
の
下
に
処
理
さ
れ
て
い
る
も
の
が
百
万
バ
ー
ト
近
く
存
在
す
る
。
こ
れ

に
は
魚
貝
類
が
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
は
別
に
魚
類
に
つ
い
て
詳
細
な
る
輸
出
高

が
掲
額
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
り
明
確
で
あ
る
。
米
粉
以
外
の
穀
粉
、
澱
粉
、
疏

菜
類
、
鳥
獣
肉
類
、
乾
燥
及
加
工
果
実
類
、
並
に
こ
れ
ら
の
罎
罐
詰
類
で
あ
ろ
う

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
輸
出
先
を
見
る
と
、
他
の
品
目
と
同
じ
よ
う
に
、

シ
ソ
ヴ
ポ
ー
ル
が
第
一
位
を
占
め
、
次
い
で
ペ
ナ
ン
、
マ
レ
ー
及
び
香
港
で
あ
る
。

こ
の
地
域
向
輸
出
高
だ
け
で
既
に
同
項
目
全
輸
出
高
の
九
割
六
分
乃
至
九
割
八
分

を
占
め
て
い
る
。

　
要
す
る
に
、
タ
イ
国
の
食
用
物
資
の
輸
出
は
米
に
よ
っ
て
尽
さ
れ
て
い
る
と
い

う
も
決
し
て
過
言
で
は
な
い
。
米
以
外
の
品
目
の
輸
出
高
は
米
に
比
較
し
て
余
り

に
小
さ
く
且
そ
の
品
種
も
乏
し
い
。
即
ち
、
三
一
物
資
に
関
し
て
は
ー
タ
イ
国

の
輸
出
全
体
を
通
じ
て
も
ー
タ
イ
国
の
輸
出
品
目
は
極
め
て
偏
頗
な
様
相
を
示

し
て
い
る
と
い
わ
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
結
局
タ
イ
国
産
業
の
偏
頗
の
現

わ
れ
で
あ
っ
て
、
独
り
貿
易
面
の
み
の
現
象
で
な
い
こ
と
を
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　
　
第
二
節
輸
出
非
食
用
物
資

　
次
に
、
非
食
農
林
畜
産
物
資
の
輸
出
状
況
を
観
察
し
よ
う
。
非
食
物
資
の
輸
出

が
食
用
物
資
の
膨
れ
に
比
し
て
著
し
く
少
い
と
い
う
事
実
は
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ

IOO



で
あ
る
。
こ
れ
は
屡
ヒ
記
し
た
よ
う
に
、
タ
イ
国
の
輸
出
物
資
は
全
体
的
に
極
め
て
貧
弱
で
あ
っ
て
、
唯
米
穀
の
み
が
独
り
圧
倒
的
優
位
鴛

占
め
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
為
で
あ
る
。
故
に
食
用
物
資
中
か
ら
米
穀
を
除
外
す
れ
ば
逆
に
二
食
物
資
の
方
が
蓬
か
に
多
く
な
る
。

　
非
食
農
林
畜
産
物
資
の
輸
出
高
は
全
額
に
て
三
、
四
十
万
バ
ー
ト
で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
大
半
は
樹
無
類
に
依
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。

而
か
も
、
こ
の
樹
脂
類
の
大
部
分
は
ゴ
ム
で
あ
る
。

　
タ
イ
国
に
於
け
る
ゴ
ム
の
栽
培
は
近
年
に
始
ま
り
、
一
九
〇
八
年
頃
マ
ラ
イ
か
ら
半
島
を
北
上
し
て
来
た
も
の
と
察
せ
ら
れ
て
い
る
。
故

に
タ
イ
国
に
於
け
る
主
栽
培
地
は
マ
レ
ー
に
接
す
る
半
島
南
部
の
パ
タ
匹
田
皇
弟
、
ナ
コ
ー
ン
・
ス
リ
タ
マ
ラ
ー
ト
州
、
プ
ー
ケ
ッ
ト
州
で
あ

31．タイ国ゴム生産高

生産高
　　（屯）

47，　324

51，　046

53，　584

植付面積　　採液面三
千ヘクタ…ル）（千ヘクター一■ル）

95．6

105．　3

117．　8

124．　8

125．　5

158．　9

1937

1938

1939

（註）植付面積並に採液面積はプランテ

　　　ーションのみ。

ん
で
い
る
。
即
ち
、
こ
れ
は
生
産
高
の
七
割
三
分

大
部
分
ペ
ナ
ン
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
甚
だ
奇
異
の
観
が
あ
る
。

か
ら
再
輸
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造 る

。
そ
の
産
額
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
ぎ
8
ヨ
9
口
。
口
巴
唄
。
鴛
び
o
o
貯
9
》
ひ
q
ユ
。
巳
け
霞
巴

ω
富
国
ω
氏
o
ρ
幻
0
8
ρ
H
O
G
。
O
－
H
逡
O
・
に
よ
る
と
上
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
数
字
に
よ
る
と
勿
論
マ
レ
ー
の
看
れ
に
比
較
す
べ
く
も
な
く
小
さ
な
も
の
で
あ
り
、
後
者
が
一

九
三
八
、
三
九
年
に
於
て
植
付
面
積
（
大
エ
ス
テ
ー
ト
及
び
小
所
有
地
）
一
、
三
三
〇
千
ヘ
ク
タ
ー
ル

生
産
高
（
同
上
）
三
六
六
、
0
0
0
逸
で
あ
る
か
ら
、
タ
イ
国
は
植
付
面
積
に
於
て
マ
レ
ー
の
一
割
二

分
、
生
産
高
に
於
て
一
割
五
分
位
に
し
か
当
ら
な
い
こ
と
Σ
な
る
。
然
し
な
が
ら
、
タ
イ
国
に
と
っ
て

ゴ
ム
は
米
に
次
ぐ
重
要
輸
出
農
産
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
米
、
錫
に
次
い
で
の
重
要
輸
出
品
で
あ
る
。

　
タ
イ
国
の
生
ゴ
ム
輸
出
高
は
3
2
表
に
見
る
よ
う
に
、
最
近
著
し
く
増
加
し
三
十
七
万
キ
ン
タ
ル
に
及

　
　
　
　
　
（
一
九
三
八
i
三
九
年
）
及
び
六
割
四
分
（
一
九
三
九
－
四
〇
年
）
に
相
当
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ら
は
恐
ら
く
マ
レ
ー
産
ゴ
ム
と
し
て
両
港
．

　
　
　
　
タ
イ
国
の
ゴ
ム
は
我
国
へ
も
直
接
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
戦
前
は
次
第
に
増
加
の
傾
向

101　一



タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

　　　数量……キンタル
単位
　　　金額……1000バート32．タイ国ゴム輸出高

1934－35 1938－39 1939－40

種類並仕向先
量　　　　　額 量　　　　　額 量　1額

27，　252

　　　738

16，　864

9，　008

　　　　53

　　　　76

　　　　76

　　　　50

　　　　25

　　　361

2，　914

　　　890

2，　024

　　　　26

　　　　7

　　　　13

　　　　5

30，　192

363，　332’

　　7，　776

215，　147

132，　626

　　　650

　　1，　084

　　　762

　　　708

　　　254

　　4，　325

58，　480

17，　614

40，　866

　　　737

　　　295

　　　322

　　　119

422，　549

21，　257

　　　17

　　　　1

14，　528

6，　100

　　　11

　　601

3，　844

　　713

3，　131

　　　22

　　　4

　　　16

　　　2

25，　123

370，　599

　　　0r7

　　　　11

255，　333

105，　611

　　　152

　　9，　215

102，　489

22，　982

79．　50r

8，　763

　　20

　　　1

5，　773

2，　966

　　　4

一
一
一
一
鵬
泌
㎜
［

　　　　859

　　　　221

　　　　574

　　　　63

473，　947

　　　5

　　　3

　　　2

9，　306

206，　704

　　　372

　　　　22

135，　288

70．　947

訥
本
四
ン

尺　
　
　
ナ

ゴ　
日
香
ぺ

生

［
7
3
一
一
［
【25，　181

14，　716

10，　460

　　　　　5

　　　198

　　　　　6

　　　　95

　　　　10

　　　　88

232，　083

シンガポール

北米合衆国
独

仏

英

白

丁

蘭

耳

逸

西

国

義

抹

暦　ゴ　ム（計）

　ペ　　ナ　　ン

シンガポール

其 他

代用ゴム（計）

　ペ　　ナ　　ン

　シンガポール

　北米合衆国

　英　　　国

合　　　計

に
あ
っ
た
。
独
逸
へ
も
同
様
輸
出
が
著
増
し
て
、

お
り
、
仏
蘭
西
、
英
国
、
白
耳
義
、
丁
抹
な
ど

に
も
新
し
い
販
路
を
見
出
し
て
多
少
と
も
輸
出
、

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

　
生
ゴ
ム
の
外
に
屑
ゴ
ム
、
代
用
ゴ
ム
の
輸
出
，

も
あ
る
が
、
そ
の
高
は
僅
か
で
あ
る
。
い
ず
れ

も
殆
ど
全
部
が
ペ
ナ
ン
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
を

輸
出
先
と
し
て
い
る
。

　
ゴ
ム
に
次
ぐ
輸
出
樹
脂
は
ス
チ
ッ
ク
ラ
ッ
ク

虫
脂
で
あ
る
。
ス
チ
ッ
ク
ラ
ッ
ク
の
世
界
の
主

産
地
は
印
度
で
あ
り
、
そ
の
次
が
タ
イ
国
と
な

っ
て
い
る
。
杜
松
な
ど
の
樹
枝
に
定
着
す
る
膠

虫
（
（
W
O
O
O
二
ω
一
9
0
0
9
）
の
…
樹
脂
分
泌
物
で
あ
っ

て
、
こ
れ
を
分
泌
す
る
昆
虫
は
樹
液
を
吸
食
し
、
．

空
気
に
鯛
れ
て
凝
固
す
る
脂
を
排
泄
し
て
体
の

周
囲
を
被
覆
し
、
表
面
に
凸
凹
の
あ
る
厚
さ
一

－
二
糎
の
殻
を
形
成
す
る
。
こ
の
殼
を
採
取
し

iO2



て
乾
燥
し
た
も
の
が
ス
チ
ッ
ク
ラ
ッ
ク
で
あ
る
。
そ
の
用
途
は
シ
ェ
ラ
ッ
ク
、
ガ
ー
ネ
ッ
ト
・
ラ
ッ
ク
（
即
ち
し
ご
旨
8
巳
9
0
胃
）
、
そ
の
他
工

業
原
料
用
ラ
ッ
ク
の
原
料
が
主
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
外
ワ
．
ニ
ス
、
封
蝋
、
絶
縁
材
料
、
装
飾
品
等
そ
の
用
途
は
頗
る
広
汎
で
あ
る
。

　
主
と
し
て
北
部
の
パ
ー
ヤ
ッ
プ
州
、
（
し
口
p
く
9
℃
）
東
北
部
の
ウ
ド
ー
ン
州
（
q
住
α
7
量
。
同
筆
日
鋤
胃
貯
ゴ
。
ロ
ひ
q
）
に
於
て
培
養
生
産
さ
れ
て
お
，

り
、
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
州
（
ζ
ロ
ぼ
ω
9
旨
巳
。
屏
）
に
於
て
も
小
規
模
の
培
養
が
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
も
農
家
の
副
業
と
し
て
野
生
樹
叉
は
栽
培
樹
を
・

利
用
し
て
い
る
が
、
企
業
的
な
培
養
園
も
ラ
ム
バ
ー
ン
地
方
　
（
い
”
日
や
9
1
昌
ひ
q
）
　
に
一
、
二
見
ら
れ
る
。
ス
チ
ッ
ク
ラ
ッ
ク
は
こ
れ
ら
産
「
地
か

ら
バ
ン
コ
ー
ク
に
集
り
、
北
部
ラ
ッ
ク
及
び
東
部
ラ
ッ
ク
の
二
品
種
に
分
っ
て
云
云
が
定
ま
り
（
北
部
ラ
ッ
ク
が
優
良
種
で
あ
る
。
東
部
ラ

ッ
ク
は
挾
雑
物
を
含
む
た
め
前
者
よ
り
廉
価
で
あ
る
）
、
麻
袋
に
詰
め
て
海
外
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　
生
産
高
は
不
朋
で
あ
る
が
、
国
内
消
費
は
極
め
て
少
く
生
産
高
の
大
部
分
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
輸
出
高

か
ら
大
凡
の
生
産
高
を
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
3
表
に
見
る
よ
う
に
、
ス
チ
ッ
ク
・
ラ
ッ
ク
の
輸
出
高
は
年
に
よ
り
倍
以
上
の
変
動

33．タイ国スチックラック

　　輸出高

金　　額
（バート）

　　903，　020

　　188，　206

　　76，　496

1，　008，　215

2，　806，　687

1，　236，　956

1，　606，　691

　　419，　167

　　598，　584

1，　772，　561

数　　量
（キン’タル）

15，　897

　6，　051

　3，　534

44，　705

78，　319

52，　431

82，　660

27，　291

58，　“9

124，　638

1930－31

1931－32

1932－33

1933－34

1934－35

1935一一36

1930r37

1937－38

19sa－39

1939－40

が
あ
る
。
こ
れ
は
そ
の
採
取
状
況
に
よ
る
影
響
で
あ
っ
て
、
そ
の
形
成
が
昆
虫
の
成

育
と
密
接
の
関
係
が
あ
る
た
め
気
候
の
変
化
に
著
し
く
左
右
さ
れ
、
降
雨
量
の
影
多

な
る
年
に
は
虫
の
成
育
悪
く
隔
て
ス
チ
ッ
ク
ラ
ッ
ク
の
形
成
を
甚
だ
し
く
阻
害
す
る
。
．

殊
に
こ
れ
は
野
生
種
に
於
て
甚
だ
し
い
。
ス
チ
ッ
ク
ラ
ッ
ク
の
輸
出
先
は
従
来
大
半

を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
依
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
た
が
最
近
は
印
度
に
も
多
量
に
輸
出
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
（
註
・
印
度
は
世
界
に
於
け
る
ス
チ
ッ
ク
ラ
ッ
ク
の
主
産
地
で
あ
り
、
且
輸
出
地
、

で
あ
る
）
、
叉
我
国
に
も
多
量
の
輸
出
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
更
に
、
独
逸
に
は
古
，

10－7　’e
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

34．タイ国スチックラック仕向先別輸出高
　　数量……キソタル
単位
　　金額……1000バー

1934－35 1938・一39 193940
仕　　向　　先 i

量 額 量 額　1 量 1額
日　　本1 46 2 1，369 20 14，677 232

中　　国i 一 一
20

一
2

一

査。警i 21

Q
1
一

812

@4
10 755 10

堺葉；劉　　68，335

P　　　一

2，405

@一

28，880

@　一

272 54，726

r
713

@3

印　　　度1 7，208 291 19，363 195 46，594 714

斗米合衆劉　　　　一@
　
　
2
，
5
2
3
　

一
9
9

　48
T，602

1
7
0

　一
S，429 一

5
3伊　太　利1 20 1

一 一 一 一
仏　蘭　西 一 ㎝ 一 一

101 2

英　　副 35 1 22
一

111 2

和　　　　　蘭 111 5 2，318 31 2，442 31

丁　　　　　抹 一 一 一 一
554 13

南　阿聯邦 17 2
一 一 一 一

其　　　　　他 一 一
11

一 一 一
合　　　　計 78，319 2，807 58，449 599 124，638 1，773

く
か
ら
可
な
り
の
需
門
外
が
あ
り
、
和
蘭
そ
の
他
の
欧
洲
諸
国
」

に
も
次
第
に
多
く
積
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

近
年
は
セ
ル
ロ
イ
ド
、
ベ
ー
ク
ラ
イ
ト
等
の
合
成
樹
脂
代
用

品
や
そ
の
他
の
合
成
塗
料
染
料
に
押
さ
れ
気
味
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
天
然
産
の
良
さ
は
こ
れ
ら
合
成
物
と
は
自
ら
別
箇
の

用
途
と
販
路
と
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
、
恰
も
天
然
生
糸
と

人
絹
、
天
然
ゴ
ム
と
合
成
ゴ
ム
と
の
関
係
の
跨
ぎ
も
の
が
あ

る
。　

タ
イ
国
は
ゴ
ム
、
ス
チ
ッ
ク
ラ
ッ
ク
の
外
各
種
の
樹
脂
に

恵
ま
れ
て
い
る
。
ダ
マ
ー
ル
　
（
U
曽
8
9
同
）
、
藤
黄
（
叉
は
雌

黄
、
0
9
日
び
。
伽
q
Φ
）
　
な
ど
は
そ
の
主
た
る
も
の
で
あ
る
。
ダ

マ
ー
ル
は
二
羽
柿
科
に
属
す
る
じ
d
巴
§
o
o
9
。
6
二
ω
日
9
×
一
B
－

⊆
ω
及
び
切
巴
㊤
ロ
o
o
9
目
b
遣
ω
口
9
日
隣
の
樹
幹
に
切
付
け
て

滲
出
せ
し
め
た
樹
脂
で
あ
っ
て
、
ワ
ニ
ス
の
製
造
原
料
と
な

る
。
．
ハ
タ
ー
ニ
ー
州
（
℃
三
三
巳
）
が
主
産
地
で
あ
っ
て
、

パ
タ
ー
ニ
ー
州
の
年
産
約
六
千
キ
ン
タ
ル
と
称
さ
れ
て
い
る
。

タ
イ
国
全
体
の
生
産
高
は
不
明
で
あ
る
が
、
輸
出
高
か
ら
推

一，　一　104



す
と
凡
そ
一
万
．
二
、
三
千
キ
ン
タ
ル
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
藤
黄
（
ガ
ム
ボ
」
ジ
）
も
同
じ
く
パ
タ
ー
二
i
州
を
中
心
と
す

る
半
島
南
部
の
降
雨
常
緑
森
林
地
帯
に
生
育
す
る
O
鴛
。
一
巳
9
口
§
び
物
言
一
の
樹
幹
よ
り
流
出
す
る
黄
色
の
ゴ
ム
状
樹
脂
で
あ
っ
て
医
薬
、

塗
料
及
び
黄
色
絵
具
の
原
料
で
あ
る
。
そ
の
産
出
量
は
不
明
で
あ
る
が
輸
出
高
は
ダ
マ
ー
ル
よ
り
も
蓬
か
に
少
い
。

　
以
上
の
外
に
南
洋
特
産
の
安
息
香
（
O
ニ
ヨ
じ
d
o
且
9
目
ぎ
）
も
タ
イ
国
に
産
出
し
て
い
る
。
安
息
香
は
エ
ゴ
ノ
キ
科
（
ω
轟
轟
0
9
0
＄
o
）
に

属
す
る
℃
8
3
ω
な
蚕
×
切
。
コ
N
o
言
で
あ
っ
て
、
バ
ル
サ
ム
（
し
d
巴
紹
日
）
の
一
種
で
あ
り
、
中
米
産
の
℃
臼
堕
し
d
巴
ω
9
目
南
米
産
の
円
Ω
二

じロ

b
ω
9
日
と
共
に
貴
重
樹
脂
で
あ
る
。
粘
性
半
固
体
を
な
し
芳
香
と
刺
戟
性
味
が
あ
る
。
そ
の
儘
、
香
料
、
頭
髪
油
、
医
薬
、
石
鹸
原
料

（
下
等
品
を
用
い
る
）
等
と
な
る
外
に
、
蒸
溜
し
て
安
息
香
油
と
な
し
貴
重
な
る
香
油
を
製
す
る
。
タ
イ
国
産
の
安
息
香
は
世
界
に
於
て
品

質
最
も
優
良
と
称
さ
れ
て
い
る
。
主
と
し
て
北
部
及
び
東
北
部
の
森
林
地
帯
に
産
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
産
出
高
は
不
明
で
あ
る
。
然

し
、
輸
出
高
か
ら
推
す
と
甚
だ
少
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
樹
脂
の
外
に
ヤ
ー
ン
樹
油
（
肖
9
凝
O
ε
も
タ
イ
国
特
産
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
ヤ
ー
ン
樹
（
O
ぢ
8
8
0
霞
b
伍
ω
巴
彗
二
9
タ
イ
人
は
油

の
木
と
称
し
て
い
る
）
は
建
築
用
材
と
な
る
外
に
（
木
材
の
項
参
照
）
、
樹
幹
に
窄
孔
す
る
と
油
状
樹
液
を
流
出
す
る
。
此
の
樹
油
は
防
水
用
、

燃
料
用
と
な
る
油
で
あ
っ
て
、
タ
イ
国
南
部
で
は
可
な
り
重
要
な
る
林
業
副
産
物
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
輸
出
高
も
他
の
樹
脂
に
比
し
て
決

し
て
少
く
は
な
い
。

　
タ
イ
団
産
樹
油
脂
は
安
息
香
を
除
い
て
は
大
部
分
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
始
め
マ
レ
ー
に
輸
出
さ
れ
、
鼓
か
ら
各
地
に
再
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

欧
米
諸
国
に
そ
の
需
要
の
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
安
息
香
の
み
は
一
九
三
八
－
三
九
年
を
除
い
て
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
輸
出
は
殆
ど
な
く
、

北
米
合
衆
国
、
独
逸
、
英
国
等
に
直
接
輸
出
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
全
体
を
通
じ
て
そ
の
輸
出
に
著
し
い
増
加
を
見
る
こ
と
の
出
来
な
い
の

は
、
そ
の
産
出
に
限
度
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
樹
木
の
増
植
を
計
る
こ
と
も
一
朝
一
夕
に
は
困
難
で
あ
る
し
、
一
樹
当
り
採
取
量
も
自
然
的

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造
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種類並仕陶数
量

35．タイ国樹脂樹油輸出高 　数量……キソタル単位
　金額……バー　ト

ダマール（計）

中　　国
インドシナ
曽マ　 レ！　一

ペ　 ナ　 ン’

シン’ガポール

印　　度
外　　逸

仏蘭西
英　　国
和　　蘭

西班牙
ガムボージ（計）

香　　港
シンガポール

濠　　洲
北米合衆国
独　　・逸

仏蘭西
英　　国

安息香（計）

申　　国
イyドシナ
シンカ“ポーノレ

インドネシア

北米合衆国

独　　逸
英　　国
和　　蘭

ヤーン樹油（計）

インドシナ

マ　 1／　 一

ペ　 ナ　 ン’

シン’ガオミーノレ

独　　逸
仏蘭西
英　　国
合　　計

1934－35 1938－39 1939－40

1 額 量 1 額 量 1 額

9，　134

　1
7，　776

673

　9
254

181

24e

309

　85
200

1

2

20

122

1

　47
　49

　5
　21
5，　602

206

2，　762

2，　445

　151

　19
　19
15，　167

113，　265　1　9，　510

　　　　　7
　　　　　4

　7
93，　314

8，　644

　225
4，　574

4，　501

2，　OOO

45，　699

12，　565

31，　139

　240
　360

3，　395

20，　510

　15

6，　815

鷲
露：鷲

、藷

’1：號

i
l
創

212，　M3　1

蜥
㎝
鵬
一
価
聡
一
困
臥
m
；
7
；
魏
一

5
2
1

5
5
4
一
2
6
4
2
1
9
7
盤

　
　
　
　
9

　
　
　
　
5

一
5
4
1
7
駝
一

4
6
8

　
2
2

一
一
砺

　
戸

　
1
5

119，　005

　250

　22

隔
昭
蹴
【
姐
脳
覇
蹴
脚
［
硲
励
一
魏
蹴
8
日
脚
厩
刎
脚
㎜
脚
半
粥
鵬

ジ
　
　
　
ジ
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
タ
　
　
　
シ
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制
限
が
あ
る
。
猶
、
こ
れ
ら
の
樹
油
脂
は
我
国
に
は
直
接
輸
入
さ
れ
て
い
な
い
。
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
経
由
し
て
極
め
て
少
量
入
っ
て

来
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
油
脂
類
と
し
て
は
樹
油
脂
の
外
に
、
重
宝
、
牛
脂
の
輸
出
も
多
少
行
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
い
ず
れ
も
量
額
と
も
極
め
て
少
く
、
、

蛙
に
特
に
取
り
上
げ
て
問
題
と
す
る
に
は
足
り
な
い
。

　
樹
油
脂
に
次
い
で
輸
出
額
の
多
い
の
は
木
材
で
あ
る
。
タ
イ
国
は
イ
ン
ド
シ
ナ
に
劣
ら
ざ
る
森
林
国
で
あ
っ
て
、
一
九
三
九
年
の
調
査
に

よ
る
と
総
森
林
地
帯
面
積
は
三
五
〇
千
平
方
キ
ロ
と
称
さ
れ
て
る
か
ら
、
イ
ン
ド
シ
ナ
に
比
す
る
と
多
少
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
樹
木
の

性
質
及
び
植
林
状
況
は
却
っ
て
優
っ
て
お
り
、
従
て
木
材
生
産
高
も
輸
出
高
も
遙
か
に
多
い
状
態
に
あ
る
。

　
タ
イ
国
の
森
林
地
帯
は
そ
の
樹
質
の
上
か
ら
多
く
の
型
に
分
類
し
得
る
が
、
大
様
は
次
の
六
つ
の
型
に
分
布
さ
れ
て
い
る
も
の
見
ら
れ
る
。

　
（
胴
）
　
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
Q

　
タ
イ
国
の
マ
レ
ー
に
接
す
る
半
島
の
西
部
海
岸
と
タ
イ
湾
の
東
部
海
岸
に
広
く
分
布
さ
れ
て
い
る
常
緑
森
林
地
帯
を
指
し
、
総
面
積
は
一

五
、
O
O
O
平
方
粁
と
称
さ
れ
る
。
樹
木
内
容
は
コ
ン
カ
ン
叉
は
．
ハ
ン
ガ
（
図
8
0
q
冨
轟
。
国
ぽ
凝
9
…
勾
践
N
o
g
o
蚕
8
巳
。
二
巴
）
、
ラ

ン
プ
i
及
ラ
ン
。
ハ
ン
（
b
帥
円
口
づ
¢
9
口
侮
H
g
b
日
b
9
口
旧
ω
O
昌
ロ
①
同
9
江
9
q
D
空
P
）
、
パ
ナ
ク
叉
は
ッ
ア
（
℃
9
ω
9
閃
O
巴
］
り
5
9
ρ
叫
じ
U
『
⊆
σ
q
ロ
δ
鴎
㊤
ω
b
や
）
、

プ
ロ
ア
ン
ダ
（
℃
δ
9
昌
α
q
馴
O
①
ユ
o
O
ω
幻
。
×
σ
⊆
『
伽
q
匡
9
口
9
）
、
タ
ブ
ソ
並
に
タ
バ
ン
（
目
9
σ
⊆
ロ
9
旨
鮎
円
9
σ
ρ
コ
…
図
覧
o
o
o
N
O
⊆
ω
ω
b
掌
）
な
ど
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
マ
ン
グ
ロ
ー
ヅ
樹
は
そ
の
果
実
と
樹
皮
と
の
効
用
が
大
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
材
木
は
漁
戸
、
木
炭
材
と
し
て
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
国
内
需
要
が
甚
大
で
あ
る
上
に
、
海
外
へ
も
多
量
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
、
こ
の
地
帯
が
海
岸
に
接
す
る
た
め
に

水
路
に
よ
る
運
搬
の
便
が
甚
だ
容
易
で
あ
り
、
こ
れ
が
マ
ン
グ
ロ
ー
ヴ
材
の
市
場
性
を
愈
々
高
め
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

　
（
二
）
　
山
地
常
緑
林
。
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北
部
の
寒
冷
な
山
岳
地
帯
に
繁
茂
す
る
樹
林
で
あ
っ
て
、
樫
、
栗
、
安
息
香
樹
、
イ
バ
ラ
科
樹
木
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
科
樹
木
に
よ
っ
て
構
成

さ
れ
、
総
面
積
は
二
千
乃
至
三
千
平
方
粁
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

　
（
三
）
　
松
　
　
樹
　
　
林
Q

　
多
く
北
部
の
山
岳
斜
面
に
位
し
冷
涼
乾
燥
の
地
域
に
見
受
け
ら
れ
る
針
葉
樹
林
で
あ
る
。
こ
の
樹
林
中
に
も
安
息
香
樹
も
多
く
混
生
し
て

い
る
。

　
（
四
）
　
熱
帯
常
緑
林
。

　
半
島
地
方
、
東
南
部
地
方
の
湿
潤
な
る
熱
帯
地
域
に
分
布
し
て
い
る
樹
林
で
あ
っ
て
、
最
も
特
徴
の
あ
る
タ
イ
材
の
生
産
林
で
あ
る
。
総

面
積
七
〇
、
O
O
O
平
方
粁
と
称
さ
れ
、
そ
の
主
た
る
構
成
樹
木
は
ヤ
ー
ン
（
団
曽
昌
m
q
旧
U
ぢ
目
o
o
霞
や
⊆
ω
口
慰
び
一
旨
9
ε
ω
・
樹
油
採
取
、
建
築

材
）
、
タ
キ
ア
ン
（
円
9
匹
①
旨
…
出
8
8
0
幽
O
舜
蜜
●
耐
久
美
材
に
し
て
建
築
材
、
橋
梁
材
、
車
戸
、
骨
材
、
家
具
等
。
）
、
サ
ヤ
（
ω
揖
僧
…
沙

羅
層
理
、
ω
げ
霞
8
同
O
σ
二
ω
什
P
建
築
材
、
器
具
材
）
、
ル
ム
パ
ウ
（
目
⊆
ヨ
冨
司
旧
》
ぐ
Φ
嵩
㊤
び
P
吋
Φ
巨
黄
褐
色
重
硬
材
に
し
て
架
橋
用
）
、
イ

ン
タ
ニ
ン
（
一
口
昏
e
。
巳
昌
…
サ
ル
ス
ベ
リ
b
置
O
誘
窪
O
Φ
8
冨
8
ヨ
Φ
ロ
8
ω
9
・
建
築
材
、
器
具
材
）
、
キ
エ
ム
（
閑
δ
日
…
0
9
図
式
O
げ
ビ
旨
訂
口
・

o
Φ
O
冨
9
B
●
褐
色
工
材
に
し
て
船
材
、
枕
木
材
と
な
る
）
、
タ
キ
ア
ン
チ
ャ
ン
（
円
曽
五
平
§
O
げ
9
口
旧
じ
⇔
巴
§
O
o
9
目
b
二
の
出
9
B
穿
ダ
マ
ー
ル

樹
脂
を
採
る
）
、
タ
ム
ナ
ォ
（
日
牧
野
ω
餌
。
…
腎
◎
ひ
q
轟
Φ
9
沖
9
伽
q
野
卑
ω
．
黄
赤
色
叉
は
黄
褐
色
の
硬
材
、
海
中
用
材
、
建
築
用
材
）
、
フ
エ
イ
ヤ
ン

（
勺
げ
翅
5
旨
臓
自
菊
。
ω
①
≦
o
o
辞
紫
檀
、
∪
巴
び
①
お
ド
O
o
o
匡
口
。
巨
昌
①
コ
獣
ω
．
）
、
タ
ベ
ー
ク
（
↓
9
σ
①
犀
…
目
曽
o
q
臼
ω
躍
。
Φ
ヨ
冨
。
巴
く
。
巳
簿
㊤
●
建

築
材
）
等
で
あ
る
。

　
右
の
う
ち
、
ヤ
ー
ン
樹
の
需
要
が
最
も
大
で
あ
り
海
外
へ
も
最
も
多
く
輸
出
さ
れ
る
。
猶
、
こ
の
型
の
森
林
中
に
は
竹
、
籐
、
採
油
脂
樹
、

染
料
材
、
香
木
等
を
多
く
蓄
え
て
い
る
。
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（
五
）
落
葉
樹
林
。

　
北
部
及
び
東
北
部
の
岩
石
地
帯
叉
は
紅
土
質
地
帯
に
散
在
す
る
森
林
で
あ
っ
て
、
そ
の
構
成
樹
木
は
プ
ル
ア
ン
（
コ
§
口
o
q
旧
U
甘
什
Φ
憎
8
ρ
－

吋
b
二
ω
け
害
臼
。
巳
曽
ε
9
硬
材
、
採
油
樹
）
、
ビ
ア
ン
（
ロ
ド
ロ
㎎
…
豆
讐
葭
o
o
餌
壱
二
ω
o
σ
ε
ω
需
。
嵩
‘
ω
●
中
硬
材
、
建
築
用
材
）
、
テ
ン
（
↓
o
轟
…

の
ず
。
同
＄
o
σ
ε
の
9
・
重
硬
材
、
杭
、
枕
木
、
橋
梁
材
、
採
油
樹
）
、
ラ
ン
（
菊
9
旨
。
亀
嚇
勺
①
暮
9
0
巳
。
の
壁
日
Φ
昌
ω
一
ω
●
同
上
）
等
で
あ
る
。
こ
れ
ら

め
木
材
は
い
ず
れ
も
国
内
外
の
需
要
が
大
で
あ
る
。

　
（
六
）
混
・
成
林
。

　
モ
ン
ス
ー
ン
森
林
地
帯
に
多
く
見
受
け
る
樹
林
で
あ
り
、
唐
木
等
の
貴
重
材
を
最
も
多
く
蓄
え
て
い
る
。
総
面
積
七
五
、
O
O
O
乃
至
八

○
、
O
O
O
平
方
粁
に
及
ぶ
と
称
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
主
要
樹
木
は
チ
ー
ク
（
日
Φ
9
閑
…
月
Φ
0
8
ロ
9
∞
q
同
9
下
話
9
）
、
プ
ラ
ヅ
（
勺
冨
山
ε
花
欄
、

印
｛
皮
紫
檀
一
久
は
虫
目
竜
木
、
℃
静
O
同
◎
0
ρ
冠
づ
¢
ω
】
B
P
O
困
O
O
9
同
づ
‘
ω
・
家
一
具
材
）
、
チ
ソ
チ
ャ
ン
（
出
づ
－
｝
き
。
目
O
ぼ
昌
O
げ
き
・
縞
紫
檀
、
一
）
巴
げ
0
↓
ゆ
q
冨

φ
冒
》
建
築
用
材
、
家
具
、
建
具
用
材
）
、
マ
ク
レ
ウ
ア
（
旨
ρ
匹
。
§
o
国
国
9
昌
劉
黒
檀
、
同
上
）
、
デ
ー
ン
（
O
①
b
o
q
o
居
胃
。
口
毛
8
血
。
団

じU

�
匀
a
旧
図
覧
㌶
合
一
暮
附
詫
O
隔
日
凶
ω
●
重
硬
材
質
、
建
築
材
、
枕
木
、
架
橋
材
）
、
タ
ベ
ー
ク
（
前
出
）
、
サ
ラ
オ
（
ω
巴
8
0
目
ω
9
0
…
H
g
m
亀
。
－

↓
ω
茸
O
o
日
冨
8
巳
O
韓
O
ω
四
．
中
硬
材
質
、
建
築
材
）
、
ク
フ
オ
（
国
賓
φ
O
旧
》
臼
口
騨
o
O
国
象
h
O
嵩
9
・
普
通
材
質
、
建
築
材
其
他
）
等
で
あ
る
。

　
右
に
述
べ
た
各
種
森
林
か
ら
産
出
す
る
木
材
は
莫
大
な
る
量
に
上
っ
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
国
際
的
に
最
も
需
要
の
多
い
木
材
は
チ
ー
ク

材
で
あ
っ
て
、
正
に
タ
イ
国
の
特
産
材
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
イ
ン
ド
シ
ナ
に
予
て
も
多
量
に
産
出
し
且
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
う

ち
に
は
タ
イ
国
産
チ
ー
ク
材
の
再
輸
出
も
相
当
に
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
如
何
に
タ
イ
国
が
チ
ー
ク
材
に
豊
富
で
あ
る
か
を
よ
く

物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
チ
ー
ク
は
既
述
の
よ
う
に
、
北
部
タ
イ
の
モ
ン
ス
ー
ン
性
森
林
に
繁
茂
し
て
お
り
、
北
緯
十
七
度
よ
り
北
部
国
境
に
至
る
線
か
ら
東
経
九

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

109



　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

十
七
度
半
よ
り
百
一
度
半
に
至
る
線
の
間
に
介
在
す
る
森
林
の
主
要
構
成
樹
木
で
あ
る
。
そ
の
他
北
部
森
林
に
は
各
所
に
チ
ー
ク
樹
林
の
散

在
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
小
林
に
過
ぎ
な
い
。
チ
ー
ク
の
最
大
森
林
は
タ
イ
国
の
北
部
中
央
を
貫
流
す
る
ヨ
ム
河

く
蜜
昌
●
属
o
B
）
流
域
に
あ
り
、
樹
数
四
一
一
千
本
、
一
平
方
立
一
三
九
本
と
称
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
次
い
で
は
、
ヨ
ム
河
と
並
流
す
る
ピ

ン
河
（
嵐
昌
．
勘
冒
o
q
）
の
麦
流
た
る
ワ
ン
河
（
冒
昌
．
潜
き
m
q
）
の
流
域
森
林
で
あ
り
、
樹
数
二
五
〇
千
本
、
一
平
方
骨
当
行
数
六
七
本
と
算

さ
れ
る
。
ピ
ン
川
上
流
々
域
に
も
二
三
八
千
本
あ
り
、
そ
の
他
北
部
河
川
の
流
域
に
は
大
小
に
拘
わ
ら
ず
チ
ー
ク
林
が
散
在
し
て
い
る
。
チ

t
ク
は
こ
れ
ら
の
河
流
を
利
用
し
て
南
下
さ
れ
、
主
と
し
て
バ
ン
コ
ー
ク
か
ら
輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　
凡
そ
森
林
の
経
営
に
は
大
資
本
を
必
要
と
し
、
且
つ
伐
採
木
材
の
市
場
性
を
大
な
ら
し
め
る
恨
め
に
は
大
企
業
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

「
こ
の
為
め
に
タ
イ
国
チ
ー
ク
企
業
に
は
早
く
か
ら
外
国
資
本
が
導
入
さ
れ
、
外
国
人
経
営
に
係
わ
る
森
林
の
経
営
、
伐
採
、
搬
出
の
企
業
が
数

・
多
く
存
在
し
て
い
る
。
そ
の
主
た
る
も
の
は
英
国
系
資
本
に
よ
る
ロ
⇔
o
ヨ
げ
9
＜
切
U
9
邑
当
日
冨
亀
ロ
ロ
q
Q
り
凝
6
冨
銘
。
巨
で
あ
っ
て
北
部
タ
イ
の

．
三
分
の
一
に
及
ぶ
面
積
の
伐
採
権
を
独
占
し
て
い
た
。
こ
の
外
、
し
口
。
讐
①
o
O
O
ヨ
某
氏
ざ
H
け
9
り
》
昌
ぴ
q
δ
あ
ド
日
0
◎
6
0
同
彗
δ
ジ
H
紳
9
噂
い

、
日
●
H
8
昌
。
罰
。
口
ρ
H
け
9
な
ど
が
あ
っ
た
。
英
国
系
資
本
の
外
に
、
デ
ン
マ
ー
ク
系
、
フ
ラ
ン
ス
系
の
資
本
も
入
っ
て
お
り
、
更
に
中
国
系
の

会
社
も
之
に
介
入
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
外
国
系
資
本
の
莫
大
な
る
導
入
は
結
局
タ
イ
国
資
本
の
貧
弱
と
白
人
の
経
済
進
出
の
然
ら
し
め

る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
抑
制
す
る
意
味
に
来
て
、
タ
イ
国
政
府
は
従
来
の
税
政
本
位
の
林
業
行
政
を
矯
正
し
て
一
九
四
〇
年
か
ら

ほ
伐
採
林
の
四
〇
％
を
国
営
と
し
、
四
〇
％
を
外
国
企
業
に
委
ね
、
残
の
二
〇
％
を
タ
イ
国
企
業
家
に
振
当
て
る
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
然

七
、
幽
こ
の
計
画
も
実
施
間
も
な
く
今
次
戦
争
が
勃
発
し
タ
イ
国
の
対
英
米
宣
戦
と
な
り
、
チ
ー
ク
企
業
を
殆
ど
独
占
し
て
い
た
英
国
資
本
も

扁
時
完
全
に
駆
逐
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
チ
ー
ク
は
そ
の
成
長
至
っ
て
遅
く
伐
採
適
材
地
上
五
膳
寒
風
に
て
樹
周
面
吠
に
達
す
る
に
は
八
十
五
年
乃
至
百
七
十
年
を
要
す
る
と
い
わ

IIO



れ
て
い
る
。
故
に
、
そ
の
乱
伐
は
林
業
の
継
続
を
不
可
能
に
す
る
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
政
府
は
地
上
五
膳
四
吋
に
て
樹
周
六
漁
戸
吋
（
こ
れ

は
七
吠
一
三
ま
で
引
上
げ
得
る
）
以
下
の
チ
ー
ク
の
伐
採
を
禁
じ
、
且
其
の
成
長
に
従
い
一
等
樹
、
二
等
樹
、
三
等
樹
に
三
分
類
し
て
林
野

行
政
監
督
の
標
準
と
な
し
て
い
る
。
一
等
樹
は
可
伐
樹
で
あ
っ
て
樹
周
七
吠
、
二
等
樹
は
同
じ
《
六
吠
乃
至
七
眼
、
三
等
樹
は
四
・
五
三
乃

至
六
眠
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
而
し
て
三
等
樹
に
達
す
る
ま
で
で
も
四
十
二
年
間
、
二
等
樹
に
な
る
ま
で
更
に
三
十
二
年
間
を
必
要
と
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
キ
ガ
ラ
シ

可
伐
樹
齢
に
達
し
た
一
等
樹
は
、
伐
採
の
予
備
作
業
と
し
て
地
上
三
沢
内
外
の
個
所
に
巻
枯
（
O
マ
臼
ぱ
ぴ
q
）
が
施
さ
れ
る
。
こ
れ
は
幅
四
吋

内
外
に
亘
っ
て
内
外
皮
を
貫
き
木
質
部
に
達
す
る
ま
で
樹
周
を
廻
り
て
深
く
刻
目
を
附
け
る
作
業
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
養
分
た
る
樹
液

の
環
流
を
阻
止
し
そ
の
発
育
を
止
め
る
と
共
に
徐
々
に
枯
死
乾
燥
せ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
巻
枯
後
二
年
乃
至
三
年
後
に
至
つ

．
て
伐
採
が
行
は
れ
る
。
伐
採
さ
れ
た
る
チ
ー
ク
原
木
は
主
と
し
て
象
に
よ
り
叉
は
滑
車
を
利
用
し
て
河
岸
ま
で
搬
出
し
若
く
は
鉄
道
駅
附
近

め
集
散
場
に
集
め
ら
れ
、
然
る
後
流
搬
叉
は
鉄
道
に
よ
っ
て
各
地
に
集
散
さ
れ
る
こ
と
x
な
る
。
製
材
揚
は
殆
ど
河
川
の
下
流
に
あ
り
、
殊

に
大
な
る
製
材
場
は
悉
く
バ
ン
コ
ー
ク
の
近
接
上
流
地
区
に
集
っ
て
い
る
。
鑑
で
角
材
、
厚
板
、
小
割
等
に
製
造
さ
れ
て
国
の
内
外
に
積
出

・
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
チ
ー
ク
材
以
外
の
木
材
に
就
て
は
一
九
一
四
年
ま
で
は
全
く
自
由
に
伐
採
を
許
し
て
い
た
が
、
矢
張
り
乱
伐
の
恐
れ
が
あ
る
こ
と
N
外
国

企
業
が
こ
れ
ら
の
樹
木
に
も
手
を
附
け
始
め
た
こ
と
に
刺
戟
さ
れ
て
、
大
体
チ
ー
ク
の
場
合
に
類
似
す
る
山
林
統
制
を
行
う
こ
と
瓦
な
っ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
樹
木
を
保
護
樹
と
無
保
護
樹
と
に
分
類
し
、
前
者
に
は
伐
採
禁
止
叉
は
制
限
を
附
し
、
後
者
に
は
治
水
防
火
の
点
か
ら
一

定
の
制
限
が
附
さ
れ
て
い
る
外
原
則
と
し
て
伐
採
自
由
の
立
場
を
と
る
こ
と
Σ
な
っ
て
い
る
。

　
チ
ー
ク
は
勿
論
、
チ
ー
ク
以
外
の
樹
木
で
も
こ
れ
を
伐
採
す
る
に
当
っ
て
は
一
定
の
税
が
課
せ
ら
れ
、
更
に
国
営
林
か
ら
は
木
材
払
下
利

益
が
あ
る
た
め
タ
イ
国
政
府
に
と
っ
て
は
最
も
重
要
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造
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タ
イ
国
に
於
け
る
木
材
の
産
出
高
は
伐
採
統
制
が
厳
重
に
な
っ
て
い
る
結
果
、
次
第
に
多
少
の
減
少
を
見
て
い
る
。
大
観
す
れ
ば
チ
ー
ク

材
が
凡
そ
二
十
万
立
方
米
、
そ
の
他
の
木
材
が
六
十
万
立
方
米
、
薪
材
及
び
木
炭
が
百
三
十
万
立
方
米
程
度
に
産
出
し
て
い
る
も
の
と
見
る

こ
と
が
出
来
る
。

　
チ
ー
ク
材
は
生
産
高
の
約
半
ば
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
輸
出
先
は
世
界
の
殆
ど
全
地
域
に
亘
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
各
地
を
第
一
に
、
欧
洲

各
国
、
ア
フ
リ
カ
各
地
、

36．タイ国木材生産’i 単位立：方米

1935－36 1936－37 1937－38 1938－391938－39

　i62，　EV76

　605，　884

1，　310，　753

　　194，　596

　　715，　029

1，　312，　685

　　173，　991

　　627，　6M

1，　066，　591

　　217，　215

　　520，　649

1，　144，　294

材
赫
材

・
蔽一

他
静

チ
其
薪

　
セ
イ
ロ
ン
、
北
米
等
広
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
量
額
も
決
し
て
集
中
的
で
は
な
く
、
大
体
大
差
な
き
程
度
に

醜
　
　
　
乾
て
分
散
し
て
い
る
。
以
て
タ
イ
国
チ
ー
ク
材
の
世
界
市
場
に
於
け
る
重
要
地
位
を
知
る
こ
と
が
出
来
よ

㎝聡
　
　
　
う
。
チ
ー
ク
以
外
の
工
材
の
う
ち
金
額
に
予
て
最
も
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
は
ヤ
ー
ン
材
で
あ
る
が
、

融
　
特
に
近
年
に
到
っ
て
こ
の
簿
警
て
お
久
主
・
し
て
欧
洲
苗
殊
に
黄
毒
；
芸

混
　
　
　
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
又
、
工
材
の
5
ち
量
に
於
て
最
も
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
は
プ
ラ
ヅ
材
で
あ
る
。

溺　
　
　
　
大
部
分
ア
ジ
ア
各
地
向
で
あ
っ
て
、
日
本
及
び
香
港
に
集
中
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
、
フ
ェ
イ
ヤ
ン

皿
励
　
材
・
マ
ζ
ウ
ア
材
・
〒
・
材
・
チ
ン
チ
ャ
ン
材
な
ど
も
日
本
始
め
香
港
に
積
出
さ
れ
て
い
る
が
量
額

響
は
少
い
・
金
額
は
少
い
け
れ
這
量
に
於
て
輸
出
の
最
も
多
い
の
は
薪
材
で
転
二
項
レ

全
章
あ
る
・
二
↓
も
シ
ン
ガ
ギ
老
全
重
出
さ
れ
て
い
な
い
・
・
ろ
覧
る
・
、
全
部
が
マ

認
レ
崖
於
て
全
部
饗
さ
れ
て
い
る
も
の
・
田
心
わ
れ
る
．

灘
　
要
す
る
に
、
タ
勇
森
蟄
は
金
額
か
ら
浅
、
蒸
讐
・
に
は
出
遅
く
及
ば
な
い
け
れ
ど

㈲
　
戴
有
用
工
材
が
豊
富
で
あ
る
占
｛
で
、
墾
材
造
船
材
、
工
具
材
と
し
て
タ
イ
国
に
於
け
る
特
産
材
は
、

　
　
　
　
世
界
に
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
建
設
資
材
で
あ
る
。
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37．タa国チーク材輸出嵩

照日轟：：：：：：9，。轟雫

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

1934－35 1938－39 193940

．
脇
＝
窺
鰻
F
6
2
螂
∬
9
侃
－
鰯
四
鰯
5
5
㎜
”
四
丁
m
姻
お
㎝
珊
凱
雀
2
鵬
4
耽
鯉
訪
鰯
麟

額

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
　
7
・

鵬
二
繋
論
義
齢
2
9
號
捌
髪
叢
躍
藩
鵬
謡
講
蚕
鷲
躍
鍔
車

田

，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
，
4
　
　
　
3
4
　
　
1
1
　
　
　
5
　
　
7
1
8
　
　
　
1
1
　
　
1
　
　
4
　
　
4
5
1
4
　
　
　
2
　
　
2
8
　
　
1
8
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
2
　
8
　
　
　
　
1
轟
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
0
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2

瑚
＝
鵬
隅
田
飢
捌
π
菊
謝
訂
珊
珊
獅
2
2
㎜
㎜
螂
姶
4
㎜
9
5
郷
劉
㎜
墾
B
拗
－
捌
粥
卿
凱
日

額

ｳ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
乙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
ρ
0

1

鰯
＝
譜
麗
麗
麗
霧
議
事
翻
麗
・
。
鰯
螂
課
㈱
璽
叢
、
窃
誘
蹴

量

，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
4
　
　
1
1
3
　
1
1
1
　
　
脇
　
7
1
1
0
　
　
　
　
　
1
　
　
7
　
1
2
1
3
　
　
2
0
　
8
8
1
1
8
組

娚
レ
6
脚
鵬
2
羽
濁
＝
謝
燭
鵬
7
㎝
1
1
籾
瑚
砿
螂
蛎
鰯
P
端
麗
肝
鵬
1
3
蜘
7
脳
娚
％
m
鵬

額

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
4

1

鵬
伽
四
脚
脚
四
脚
鵬
＝
姻
鰻
鵬
期
鎚
，
7
r
9
畑
獅
㎜
盈
娚
獅
謝
皿
山
鰯
飢
銘
惣
駆
鰯
鎚
脚
魏
蜘

量

臥
　
造
　
　
ら
　
三
二
瓦
　
為
馬
島
亀
勾
島
回
　
玖
◎
偽
畿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
本
旨
湾
国
里
；
ル
賓
ア
餅
度
ン
域
隠
里
耐
国
僻
二
野
西
国
義
蘭
抹
威
笹
目
国
野
中
邦
力
域
尉
計

レ
ナ
ド
∵
覗
鋳
一
耳
隔
臨
㌶
イ
η
米
　
　
　
働
二
合

日
朝
台
薫
香
マ
ペ
シ
比
イ
　
　
二
日
西
　
　
濠
　
　
北
　
　
独
野
仏
英
白
和
丁
諾
瑞
西
其
　
　
埃
南
葡
其

（註）タイ国貿易統計に於てチーク焼野ヤーン材は193＆39まで立方噸（50cubic　feet）

　を以て数量を表示していた。蝕には1939－40の数量表示法に一致させるためこれを立

　方米単位に換算した。
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38．タイ国チーク以外の木材輸出高

　　　　　　　　　単位数量｛魏：：：辛麟

　　　　　　　　　　金額…………1COOノミート
尾

1934－35 1938－39 1939－40

量1 額 量1 額 量1 額

ヤ　一　ン　材　（合　計）

@日　　　　　　　　本

@香　　　　　　　　港

4，468

@　1
@718

97

|
1
2

10，294

@　－
@431

272

|
　
6

20，959

@　－
U，168

511

|
1
0
5シンガポール及べナン 3

一
327 9 313 11

イ　ソ　ド　ネ　シ　ア 一 一
35 1

一 一
（計） 722 12 793 16 6，481 116

印　　　　　　　　壌 2，203 45 35 1 10
一

セ　　　イ　　　ワ　　　ソ 110 3
一 一

114 6

西アジア諸地域 一 一 一 一
4

一
（計） 2，314 48 35 1 鵬 6

独　　　　　　　　逸 一 ｝
314 7 40 1

伊　　　　太　　　　利 30 1
一 一 一 一

英　　　　　　　　国 340 11 3，667 114 4，076 145

白　　　耳　　　　i義 一 』
50 1 65 2

和　　　　　　　　蘭 一 一
535 16 2，008 57

丁　　　　　　　　抹 89 2 205 6 307 9

諾　　　　　　　　威 一 一
33 1

一 一

瑞　　　　　　　　典 109 3 11
一

215 5

其他欧洲各国 一 一 一 一
49 2

（計） 568 17 4，615 145 6，760 221

挨　　　　　　　　及 一 一
21 1

一 一

南　　阿　　聯　　邦 13
一

41 2 962 26

其他アフリカ各地域 852 20 4，582 106 6，625 141

（計） 865 20 4，644 109 7，587 167

プ　ラ　ヅ　材（合計） 56，674 143 18，947 44 19，105 44

日　　　　　　　　本 31，543 82 7，161 20
一 一

中　　　　　　　　国 506 1
一 一

1，443 3

香　　　　　　　　港 24β65 59 11，755 24 17，624 41

イ　ン　ド　ネ　シ　ヤ 一 一
31

一 一 一

門　　　　　　　　逸 132 1
一 一 一 一

英　　　　　　　　国 128
一 一 一 一 一

丁　　　　　　　　抹 一 一 一 一
38

一
フェイヤン材　（合　計） 29，039 158 9，487 40 10，655 49

日　　　　　　　　本 1，478 13
一 一
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量 的 ト轟
1934－35

量 ．」一一額

　申　　　　　　　　　国

　香　　　　　　　　　港

マクレウア材（合計）
　日　　　　　　　　本

　香　　　　　　　　　港

　シ　　こ／　ガ　ポ　一　ル

プ　　　ト　材　（合　計）

　日　　　　　　　　本

　中　　　　　　　　　国

　香　　　　　　　　　港

　英　　　　　　　　　国

チンチャン材（合計）
　日　　　　　　　　　本

　中　　　　　　　　　国

　香　　　　　　　　　港

薪　　　　材　　（合　計）

　香　　　　　　　　　港

　433
0r，　128

3，　368

　300
3，　Oas

　　3
1，　069

1，　055

　　14

　1，　316

　　248

　　132

　　936

568，　540

　2

143

22

　2
eo

　4

　4

　6

　i

　1

　4
170

9，　487

1，　599

　82
1，　517

　　4

　　　4
　1，　140

　　62

　1，　078

642，　086

　2，　289

4e

16

1

15

4

　4
213

　3

　221
10，　424

1，　720

　　40
1，　675

　　6
　100

100

　2，　376

　　179

　2，　197

603，　784

　　123

1

48

16

1

15

9

　1

　8
215

9
一
1
8
1
5
一
％
9
3
％
一
一
6
4
7
2
四
－
田
一
一
一
一
－
一
翻
1
1
お
9
5
　
　
　
　
2
　
　
　
　
　
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
5
3
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち

響
㌶
翌
螺
＝
一
＝
一
＝
一
＝
一
＝
＝
羅
　
　
　
6
0
　
　
6
駄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
2
紹

4
＝
4
鵬
3
2
5
門
脇
2
7
泌
4
鵬
昭
－
盟
＝
＝
1
2
蹴
㎜
鰯

蜘
由
薦
螂
卿
魏
郷
＝
一
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
薦
署
L
，
　
　
　
L
，
馬
島
⑤
釣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
q
亀
　
　
　
　
6
4
　
　
7
聡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
研

6
1
1
4
m
ヨ
㈱
娚
7
幽
劉
6
肝
鴛
ヨ
2
9
η
1
1
＝
鰹
四
聖
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

鵬
螂
慨
鰯
脚
一
鰯
鵬
一
＝
＝
＝
一
＝
＝
一
＝
薦
塑
馬
　
　
鵬
　
⑱
鵬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細

脈
本
国
白
扇
港
［
ソ
勧
本
国
港
【
ン
ル
マ
ア
度
ソ
逸
抹
蘭
島
訪
殉
の
材
合
　
　
合
　
　
合
　
　
　
F
シ
　
　
　
　
一
方
〃
木
棚
　
（
レ
萩
　
　
レ
ナ
ポ
ル
ネ
ロ
　
聯
柑
蕪
外
目
材
琳
　
㌶
イ
阿
籏

ン
日
中
香
　
　
香
マ
ペ
　
昌
留
。
日
申
香
マ
ペ
　
シ
ビ
イ
品
目
四
丁
和
南
一
チ
　
　
　
　
薪
　
　
　
　
掲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
　
内
訳

（註）ヤーン材以外の木材は原表に於てPicul単位（60　kilogramme）を以て表示して

　　ある。蝕には他の場合と同じく之をキンタル単位に統一した。
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非
食
農
林
畜
産
物
資
の
輸
出
は
樹
油
脂
と
木
材
と
を
除
け
ば
、
そ
の
他
の
輸
出
品
目
は
い
ず
れ
も
百
万
バ
ー
ト
叉
は
そ
れ
以
下
の
小
さ
な

も
の
ば
か
り
で
あ
る
。

　
先
ず
各
種
の
特
用
果
実
並
に
種
子
が
年
々
七
、
百
万
キ
ン
タ
ル
、
八
十
万
乃
至
百
万
バ
ー
ト
ほ
ど
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
然
し
其
の
種
類
は

余
り
多
く
な
い
。
殊
に
、
採
油
用
種
子
は
極
め
て
少
く
僅
か
に
二
三
種
に
止
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
最
も
多
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
は
乾

39・タイ国特用果実種子輸出高

　　　　　　　　　　　靴馨轟：：：赫揖

1939－40

額量

1934－35　1　193＆39

且里
［額 旦里 額

種類並仕向先

㎜
－
癖
U
5
1
5
磁
3
一
5
8
3
6
4
1
1
9
6
1
7
4
2
7
0
1
1
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

62，　879

　　　153

60，　223

1，　270

　　　520

　　　111

　　　596

8，　264

　　　320

一
翻
6
0

　
β
5

　
7

　　　970

　　　668

　　　124

　　　178

7，　119

1，141

　　　360

　　　227

5，　296

　　　　65

　　　　15

79．　232

％
［
一
〇
2
1
7
5
1
一
％
一
一
勿
2
4
2
一
2
9
3
1
1
5
5
7
0
1
一
4
8

n
O
　
　
　
　
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7

47，　994

45，　965

1，　415

　　497

　　　84

3，　782

一
一

3，　355

　　428

1，　041

　　　586

　　417

7，　146

　　887

　　512

　　493

5，　160

　　　72

　　　19

59，　963

鋤
＝
・
、
鵬
万
9
＝
姐
1
1
忽
聡
h
2
；
6
2
7
＝
瓢
＝
僻

45，　40｝

　　　12

41，　445

2，　781

1，　167

10，　684

　　　109

　　　144

3，　649

6，　752

3，　va

　　281

2，　822

3，　908

　　595

3，　280

63，　120

乾橿榔子（計）

　香　　　港
　マ　　　1／・　　一

　ペ　　ナ　　ンt

　シン’ガポール

　ビ　　ノレ　　’マ

　印　　　度

北米合衆国
コブラ（計）

　日　　　本

　香　　　港
　ペ　　ナ　　ソ

　シンガポール

大楓子（計）

　日　　　本
　朝　　　平

等　　　港
其他種子（計）

香　　　港
　マ　　　レ’　　一

　ペ　　ナ　　ン！

　シンガポール

　インドシナ

　印　　　度

合　　　計

（註）輸出額500バート未満及数量10キソタル未満の輸出先を省
　　略す。従て掲記輸出先の量又は額の合計と各種類（計）とは

　　一・致しないものがある。
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檀
榔
子
で
あ
る
。

　
被
榔
樹
（
じ
d
Φ
什
①
一
口
一
」
什
　
什
憎
Φ
Φ
℃
　
㌧
r
同
①
0
9
　
0
P
什
①
O
げ
償
）
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
マ
レ
ー
、
タ
イ
国
南
部
に
か
け
て
広
く
分
布
さ
れ
て
い
る
綜

侶
植
物
で
あ
っ
て
、
コ
コ
椰
子
と
同
類
で
あ
る
が
樹
幹
は
梢
小
さ
い
。
そ
の
果
実
で
あ
る
檀
榔
子
も
椰
子
実
に
比
し
て
甚
だ
小
さ
く
鶏
卵
大

で
あ
り
、
穂
状
に
三
百
乃
至
四
百
穎
を
結
実
す
る
。
タ
イ
国
南
部
に
於
て
は
到
る
処
の
農
家
に
嘗
て
之
を
栽
培
し
て
い
る
。
住
民
は
此
の
生

果
を
咀
曙
食
用
と
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
輸
出
向
横
面
子
は
乾
燥
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
子
仁
か
ら
檀
榔
子
油
を
採
り
、
叉
は
こ
れ
を

粉
末
に
し
て
健
胃
剤
、
利
尿
剤
等
の
薬
用
に
供
す
る
外
、
染
色
剤
、
面
皮
原
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　
次
に
、
コ
ブ
ラ
も
多
少
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
到
底
比
律
賓
や
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
な
ど
に
比
す
べ
く
も
な
く
、
輸
出
高
か
ら
い
え
ば
そ
の
各
の

僅
々
五
百
分
の
一
以
下
に
し
か
当
っ
て
い
な
い
。

　
タ
イ
国
の
特
産
と
も
い
ふ
べ
き
も
の
は
輸
出
金
額
は
少
い
け
れ
ど
も
大
楓
子
の
種
子
で
あ
る
。
中
国
で
は
大
壷
子
叉
は
大
風
子
と
い
わ
れ
、

印
度
に
顧
て
チ
ヤ
ウ
ル
ム
ー
グ
ラ
（
O
冨
巳
日
轟
冨
）
、
タ
イ
国
に
於
て
ル
ー
ク
ラ
バ
ウ
（
日
＝
胃
拶
σ
9
ロ
自
H
煽
胃
9
げ
。
）
と
称
さ
れ
て
い
る
。

印
度
東
部
ー
ビ
ル
マ
ー
マ
レ
i
北
部
ー
タ
イ
国
－
雲
南
に
亘
る
一
連
の
地
帯
に
於
て
特
に
分
布
し
て
い
る
喬
木
で
あ
る
。
こ
れ
に
結
ぶ
果
実

は
椰
子
実
の
よ
う
な
大
円
形
の
多
汁
多
肉
果
で
あ
っ
て
、
此
の
中
に
二
i
三
糎
ほ
ど
の
種
子
が
数
多
く
組
み
合
わ
さ
っ
て
蔵
さ
れ
て
い
る
。

輸
出
さ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
種
子
で
あ
る
。
こ
の
種
子
の
仁
か
ら
搾
油
し
て
大
素
子
油
が
得
ら
れ
る
。
青
色
叉
は
緑
色
透
明
の
油
で
あ
っ
て
、

各
種
の
皮
膚
病
殊
に
癩
の
特
効
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
外
、
主
と
し
て
採
油
用
に
供
さ
れ
る
種
子
、
播
種
用
の
諸
種
子
な
ど
も
輸
出
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
い
ず
れ
も
量
額
と
も
極
め
．

て
僅
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
各
種
の
果
実
種
子
を
通
じ
そ
の
輸
出
先
は
殆
ど
ア
ジ
ア
各
地
域
に
限
ら
れ
て
い
る
。
殊
に
、
大
弟
子
を
除
い
て
は
マ
レ
ー
各
地
に
r
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集
中
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
著
し
い
特
徴
を
な
し
て
い
る
。

　
次
に
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ヴ
樹
皮
が
毎
年
一
、
二
万
バ
ー
ト
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
問
題
に
な
ら
ぬ
位
の
少
額
で
は
あ
る
が
、
染
料
と
し
て
叉
は

重
要
な
る
単
寧
原
料
と
し
て
糠
皮
作
業
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
資
材
で
あ
る
。
ペ
ナ
ン
、
マ
レ
ー
の
二
地
域
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
一

九
三
九
一
四
〇
年
に
は
我
国
に
も
僅
か
な
が
ら
（
一
五
キ
ン
タ
ル
、
一
二
五
バ
ー
ト
）
入
っ
て
来
て
い
る
。

　
棉
花
、
カ
ポ
ッ
ク
の
よ
う
な
繊
維
原
料
も
極
め
て
少
量
で
は
あ
る
が
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
タ
イ
国
で
は
こ
れ
ら
繊
維
原
料
は
輸
入
の
方
が

些
か
多
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
も
叉
甚
だ
僅
か
で
あ
る
。
即
ち
、
繊
維
原
料
は
タ
イ
国
貿
易
上
は
影
の
淡
い
存
在
で
あ
っ
て
、
国
内
に
於
て
相

当
に
生
産
さ
れ
て
い
る
棉
花
は
殆
ど
全
部
が
国
内
需
要
に
充
て
ら
れ
て
し
ま
い
、
不
足
の
部
分
は
繊
維
製
品
を
輸
入
し
て
こ
れ
を
補
う
と
い

5
状
態
に
あ
る
。

　
亡
く
タ
イ
国
は
気
候
風
土
の
上
に
於
て
棉
作
に
極
め
て
適
し
て
い
る
と
い
う
。
即
ち
、
乾
季
と
雨
季
と
が
規
則
的
に
交
替
す
る
た
め
に
雨

季
に
植
付
け
高
温
な
る
乾
季
に
成
熟
収
穫
す
る
こ
と
が
出
来
、
殊
に
人
工
灌
概
を
必
要
と
し
な
い
た
め
に
、
メ
ナ
ム
平
野
の
周
辺
、
コ
ラ
ー

ト
高
原
、
北
部
地
方
の
丘
陵
地
帯
は
い
ず
れ
も
栽
培
の
適
地
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
　
（
詔
濯
げ
9
ヨ
O
同
巴
口
魯
…
ω
壁
日
W
α
9
D
ω
【
§
O

山
男
日
9
㌍
嵐
儀
口
。
げ
o
P
ド
O
ω
㎝
…
ψ
b
σ
ω
ト
）
事
実
、
タ
イ
国
に
於
て
は
住
民
は
古
代
か
ら
自
作
棉
を
自
紡
自
織
し
て
被
服
と
な
し
て
お
り
、

外
国
綿
製
品
の
輸
入
を
見
る
に
至
っ
た
近
世
ま
で
は
兎
に
角
自
給
自
足
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
叉
、
現
今
に
於
け
る
主
棉
作
地
た
る
ナ

コ
ー
ン
．
ラ
ー
チ
ャ
シ
マ
ー
（
Z
譜
。
昌
菊
a
器
冒
餌
。
同
Z
爵
o
N
昌
●
）
、
ウ
ド
ー
ン
（
q
α
o
目
旨
。
巴
d
住
9
同
9
●
）
、
。
閉
山
ヤ
ソ
プ
（
切
効
団
餌
σ
o
弓

しご

�
X
P
）
、
ピ
ナ
ヌ
二
二
ク
（
国
ω
拶
昌
三
〇
屏
。
円
転
け
ω
碧
巳
。
ぎ
）
等
に
於
て
は
、
政
府
が
一
九
三
二
年
（
タ
イ
暦
二
四
七
六
年
）
棉
作
奨
励
に

力
を
注
ぎ
始
め
る
や
作
付
面
積
の
増
加
は
固
よ
り
、
収
穫
率
も
著
し
く
高
ま
っ
て
来
た
事
実
は
タ
イ
輪
作
適
地
域
で
あ
る
こ
と
の
証
左
と
も

見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
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こ
の
よ
う
に
、
タ
イ
国
が
棉
素
適
地
域
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
永
ら
く
劇
作
の
発
達
を
見
ず
、
ひ
た
す
ら
海
外
棉
に
依
存
し
綿
製
品
の
輸

入
に
俊
っ
て
い
た
主
た
る
理
由
は
、
農
民
が
米
作
に
偏
し
て
い
た
こ
と
や
土
棉
の
繊
維
短
く
紡
績
に
不
適
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
け
れ
ど

も
、
主
と
し
て
は
タ
イ
国
経
済
を
掌
握
し
て
い
た
英
国
の
政
策
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
基
因
し
て
い
る
。
即
ち
、
英
国
は
印
度

棉
と
自
国
産
綿
布
の
市
場
と
し
て
タ
イ
国
を
取
扱
い
、
タ
イ
国
も
亦
そ
の
圧
迫
下
に
こ
れ
ら
商
品
の
輸
入
保
護
政
策
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
タ
イ
国
の
国
家
主
義
覚
醒
は
前
述
の
如
く
一
九
三
二
年
棉
花
栽
培
事
業
を
以
て
農
業
政
策
中
の
最
重
要
項
の
一

40．タイ国棉花生産状況

作付面積 収穫高 収穫率
年度 ヘクタール キソタル

ヘクータール

麻Lソタル

1929－30 2，905 22，989 7．91

1930－31 4，639 27，409 5．91

1931－32 2，474 19，624 7．93

1932－33 2，607 16，457 6．31

1933－34 2，664 19，184 7．20

1934－35 3，938 28，507 7．24

1935・一36 5，386 43，966 8．16

1936－37 6，887 51，973 7．55

1937－38 8，027 70，828 8．82

1938－39 4，763 45，136 9．48

1939－40 5β41 66β11 11．35

（註）　Statistical　Year　Book，　Thailand：

　　B．　E．　2480，　B．　E．　2481；　Central

　　Service　of　Statistics・掲記の数字

　　（Rai及びPicul単位）から換算した。

と
し
て
敢
然
取
上
げ
、
五
ヶ
年
増
産
計
画
を
建
て
る
に
及
ん
で
、
各
地

に
大
規
模
の
野
作
地
を
見
る
と
共
に
三
種
の
改
良
に
力
を
注
ぎ
、
鼓
に

タ
イ
国
棉
花
は
量
に
．
於
て
も
質
に
於
て
も
見
違
え
る
よ
う
な
長
足
の
進

歩
を
な
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
如
表
に
見
る
よ
う
に
、
棉
作
奨
励
策
が
講
ぜ
ら
れ
て
後
の
タ
イ
棉
作

状
況
の
様
相
は
多
少
の
起
伏
は
あ
る
と
し
て
も
逐
次
増
加
の
傾
向
に
あ

る
。
そ
れ
は
作
付
面
積
の
増
加
と
共
に
収
穫
率
の
高
昇
に
よ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
も
如
表
は
明
ら
か
に
示
し
て
い
る
。
然
し
、
そ
の
収
穫
高
は

当
時
未
だ
七
万
キ
ン
タ
ル
が
最
高
記
録
で
あ
り
、
作
付
面
積
も
八
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
幾
何
も
出
で
た
こ
と
が
な
い
。
最
近
の
常
産
五
号
キ
ン

タ
ア
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
イ
ン
ド
シ
ナ
の
収
穫
高
よ
り
は
多
く
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ア
の
夫
れ
と
略
伯
仲
し
て
い
る
程
度
で
あ
る
。
ア
ジ

ア
の
棉
作
地
帯
た
る
に
は
猶
々
遠
い
状
態
と
い
う
べ
ぎ
で
あ
る
。

　
タ
イ
国
の
棉
作
地
帯
は
既
述
の
よ
う
に
北
部
及
び
東
北
部
で
あ
る
が
、
ナ
コ
ー
ン
・
ラ
チ
ャ
シ
ー
マ
芸
州
及
び
ウ
ド
ー
ン
州
が
最
も
盛
で

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

あ
り
、
ピ
サ
ヌ
声
望
ク
州
、
パ
ヤ
ッ
プ
州
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
最
近
は
ラ
チ
ャ
プ
リ
ー
州
も
急
速
の
増
産
を
見
て
い
る
。
殊
に
、
そ
の

当
時
、
タ
イ
・
イ
ン
ド
シ
ナ
紛
争
解
決
に
よ
っ
て
返
還
さ
れ
た
東
部
国
境
地
帯
は
、
棉
作
に
甚
だ
好
条
件
を
具
え
て
い
る
と
称
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
将
来
に
於
け
る
タ
イ
国
棉
花
栽
培
は
期
待
さ
る
べ
き
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
棉
花
生
産
高
は
こ
の
よ
う
に
漸
次
増
産
の
途
を
辿
っ
て
い
る
が
、
そ
の
輸
出
は
極
め
て
僅
か
で
あ
っ
て
到
底
輸
出
産
業
の
域
に
達
し
て
い

な
い
と
い
う
こ
と
は
已
む
を
得
な
い
。
輸
出
高
は
収
穫
高
の
四
％
内
外
で
あ
り
、
多
い
年
で
九
・
五
％
（
一
九
三
八
－
三
九
年
）
に
過
ぎ
な

い
。
即
ち
、
収
穫
さ
れ
た
棉
花
の
殆
ど
全
部
は
国
内
に
於
て
消
費
さ
れ
て
い
る
。
而
か
も
、
国
内
需
要
の
甚
だ
僅
か
の
部
分
し
か
充
足
し
得

ず
、
大
部
分
は
海
外
棉
及
び
輸
入
綿
製
品
を
二
っ
て
こ
れ
を
補
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
僅
か
な
輸
出
の
仕
向
先
は
独
逸
、
日
本
、
マ

レ
ー
が
主
で
あ
る
が
、
鼓
に
掲
げ
た
統
計
が
今
次
戦
争
前
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
．
猶
米
棉
、
印
棉
等
の
間
隙
を
縫
っ
て
の
輸
出
で
あ
る
こ
と

は
論
を
侯
た
な
い
。
即
ち
、
輸
入
国
に
於
て
も
本
格
的
輸
入
と
は
考
え
ぬ
性
質
の
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
故
に
、
タ
イ
国
経
済
の
上
か
ら
い
う
と
棉
業
は
殆
ど
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
従
て
そ
の
需
給
関
係
は
寧
ろ
輸
入
の
項
に
於
て
考
察

す
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
と
思
う
。

．
棉
花
と
共
に
カ
ポ
ッ
ク
棉
も
多
少
輸
出
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
問
題
に
な
ら
ぬ
位
に
少
量
で
あ
る
。
そ
の
輸
出
高
は
一
、
○
○
○
キ
ン

タ
ル
余
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
イ
ン
ド
、
矛
シ
ア
の
凡
そ
二
〇
〇
、
0
0
0
キ
ン
タ
ル
に
勿
論
及
ぶ
べ
く
も
な
く
、
比
律
賓
の
凡
そ
一
〇
、
0
0

0
キ
ン
タ
ル
（
但
一
九
四
〇
年
に
は
一
時
的
に
激
減
し
て
二
、
三
〇
〇
キ
ン
タ
ル
と
な
っ
て
い
る
が
）
に
対
し
て
も
十
分
の
一
に
し
か
当
ら

ぬ
輸
出
量
で
あ
る
。
そ
の
生
産
高
の
詳
細
は
統
計
の
発
表
が
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
が
、
タ
イ
国
至
る
と
こ
ろ
に
散
布
し
て
栽
培
さ
れ
て
お

り
、
充
填
棉
と
し
て
広
く
住
民
の
間
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
輸
出
を
見
る
に
至
っ
た
の
は
最
近
の
こ
と
に
属
し
（
一
九
一
九
年
頃
よ
り
）
、
香

港
、
日
本
、
独
逸
、
和
蘭
等
が
そ
の
主
た
る
輸
出
先
に
な
っ
て
い
る
。

一一@120　一



41．タイ国棉花州別作付面積並収穫高

作付面積（ヘクタール）　　　　　収穫高（キンタル）
州　　　　　　　名 ・933－341・937－381・938－3gl・933－341・93匹381・93み39

ナコーン・ラチヤシー・マー

E　　　ド　　　一　　　ン

p　　　一　　　ヤ　　　ッ　　プ

s　サ　　ヌ　　ロ　　一　　ク

堰[チヤブリー　（註）

ｴ　　　　　　　　　他

@合　　　　　　　計

1，033

@　775

@　535

@　191

@　一
@　130

Q，664

3．1371

Q，834

@　758

@　988

@　181

@　！29

W，027

2，305

@　783

@　632

@　702

@　236

@　105

S，763

6，895

V，262

R，379

P，103

@　　－

@　545

P9，184

21，386

R2，499

T，516

X，286

P，136

P，005

V0，828

15，569

P0，201

T，975

W，960

R，287

P，144

S5，136

（註）1933－34正確なる数字不明。Statistical　Year　Bookに拠る。

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

　
養
蚕
も
北
部
及
び
東
北
部
を
主
と
し
て
古
く
か
ら
農
民
の
間
に
於
て
行
わ
れ
て
い
る
け
れ

ど
も
分
散
的
で
あ
り
、
生
緕
は
未
だ
市
場
性
を
持
つ
に
至
ら
ず
、
将
来
と
て
も
亦
そ
の
発
展

を
期
待
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
市
場
に
於
て
は
外
国
生
懸
及
び
輸
入
人
絹
懸
に
よ
っ
て

占
め
ら
れ
て
お
り
、
絹
織
物
、
人
絹
織
物
の
輸
入
も
叉
決
し
て
少
く
は
な
い
。

　
黄
麻
も
叉
僅
少
な
が
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
前
戦
争
に
当
り
従
来
の
輸
入
先

た
る
印
度
に
湿
て
輸
出
禁
止
を
な
し
た
た
め
、
タ
イ
政
府
は
こ
れ
に
対
応
し
て
同
じ
く
麻
の

輸
出
禁
止
を
な
し
て
米
穀
包
装
用
袋
と
し
て
の
黄
麻
の
栽
培
奨
励
を
行
っ
た
こ
と
か
ら
推
察

す
る
と
、
相
当
以
前
か
ら
多
少
の
生
産
が
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
詳
細
は
統
計

発
表
が
な
い
た
め
に
不
明
で
あ
る
。
従
来
は
勿
論
現
在
も
そ
の
輸
出
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。

　
要
す
る
に
、
タ
イ
国
に
於
け
る
繊
維
原
料
は
総
べ
て
未
だ
輸
出
余
力
を
有
つ
ま
で
に
至
っ

て
い
な
い
。
と
い
っ
て
之
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
紡
績
製
縣
す
る
ほ
ど
に
繊
維
工
業
が
発
達

し
て
い
る
の
で
も
な
く
、
繊
維
原
料
の
輸
入
も
後
述
す
る
よ
う
に
極
め
て
振
わ
な
い
状
態
に

あ
る
。
・
即
ち
、
国
内
生
産
の
繊
維
原
料
は
そ
の
儘
原
始
的
な
製
造
過
程
を
経
て
国
内
需
要
に

充
て
、
猶
著
し
く
不
足
し
て
い
る
衣
料
そ
の
他
の
繊
維
製
品
は
製
品
と
し
て
輸
入
を
行
っ
て

い
る
状
態
で
あ
る
。

　
最
後
に
、
、
生
畜
生
歯
並
に
そ
の
産
物
で
あ
る
獣
皮
角
牙
類
で
あ
る
。
食
肉
類
、
鳥
卵
類
に

就
て
は
既
に
食
用
物
資
の
項
に
於
て
詳
細
に
述
べ
た
か
ら
、
鼓
で
は
生
写
生
禽
並
に
非
食
物
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

資
に
就
て
説
く
こ
と
N
す
る
。

　
タ
イ
国
に
於
て
は
専
業
と
し
て
の
牧
畜
業
は
余
り
発
達
し
て
い
な
い
。
殆
ど
全
部
は
農
民
が
分
散
的
に
飼
育
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
殊

に
米
作
地
帯
に
激
て
は
そ
の
営
農
形
態
と
し
て
米
作
と
家
畜
の
飼
育
と
は
相
並
ん
で
農
家
経
済
を
構
成
し
て
い
る
。
耕
作
、
運
搬
等
の
役
斉

と
し
て
飼
育
す
る
外
に
、
再
話
と
し
て
叉
は
皮
革
、
食
肉
用
と
し
て
市
揚
に
出
す
た
め
に
そ
の
飼
育
は
甚
だ
広
汎
に
亘
っ
て
い
る
。
そ
の
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
家
畜
は
水
牛
、
黄
牛
、
豚
、
羊
、
馬
、
象
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
最
も
多
い

　
　
レ
ト

　
　
轡
　
　
　
　
　
　
　
の
幾
牛
と
水
牛
と
で
あ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
吾
七
八
＋
万
頭
を
算
え
、
ナ
．
i

　
　
心
止
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
・
ラ
チ
ャ
シ
ー
マ
ー
及
び
ウ
ド
ー
ン
地
方
に
於
て
タ
イ
国
全
体
の
約
半
ぽ
が

　
　
盤
　
　
　
　
　
　
　
璽
目
さ
れ
て
い
る
。
華
は
・
の
外
匹
フ
ー
チ
。
ブ
ー
、
ず
ヤ
．
プ
、
ナ

糠
　
　
　
　
　
　

コ
ー
ン
．
ス
，
タ
ム
Σ
フ
ー
ト
各
州
量
ハ
＋
万
頭
以
上
あ
り
、
水
牛
は
ア
ユ

　
輸
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヤ
ー
、
パ
ー
ヤ
ッ
プ
、
プ
ラ
ー
チ
ン
、
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
各
州
に
も
四
十
万
乃

　
花

臨
　
　
　
　
　
　
　
　
至
七
＋
万
頭
飼
育
さ
れ
て
い
る
。
馬
は
穿
国
に
於
て
牛
ほ
虎
は
飼
育
使
用

　
イ

　
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
て
お
ら
ず
、
全
国
で
四
十
万
頭
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
矢
張
り
、
ナ
コ
ー
ン

姐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
フ
チ
・
シ
↓
－
に
最
も
多
く
全
国
の
略
半
ば
が
慈
飼
わ
れ
て
お
り
、
次

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
で
ウ
ド
ー
ン
、
ア
ユ
タ
ヤ
ー
の
二
州
に
各
五
六
万
頭
養
わ
れ
て
い
る
。
象
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
に
約
一
万
二
千
頭
程
度
お
り
、
パ
ー
ヤ
ッ
プ
に
最
も
多
く
、
ナ
コ
ー
ソ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
リ
タ
ム
マ
ラ
レ
ト
、
ピ
サ
ヌ
ロ
ー
ク
が
こ
れ
に
次
い
で
い
を
。
象
は
専
ら
木

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
材
運
搬
に
供
用
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
家
畜
と
異
り
野
生
の
も
の
を
捕
獲
し
て

1934－35 1938－39 1939－40

仕　向　先
量1 額 量1 額 量 式

目　　　　本． 74 3，346 1，α78 17，082 600 10，000

台　　　　　湾 一 一 一 一
342 7，393

申　　　　　国 38 1，132
一 一 一 一

香　　　　　港 49 440 31 1，093 5 140

ペ　　　ナ　　　ソ 一 一 一 一
101 5，601

シン’ガポール 944 9，522
一 一 一 一

北米合衆国
1 15

一 一 一 一
独　　　　　逸 一 一

3，189 142，782 1，629 70，586

英　　　　国 50 702
一 一 一 一

合　　　　計 1，156 15，157 4，298 160，957 2，677 93，720
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43．タイ国主要家畜飼’育頭数

　　　頭位単

年　　　　　　　　度
@　　　（隔　　　年） 象 i馬 障牛 1水牛

1930－31 9，582 303，451 4，773，551 4，739，019

1932－33 10，0C8 327，883 5，119，784 5，006，070

1934－35 10，361 355，121 5β14，215 5，113，716

1936－37 10，723 374，236 5，617，016 5，433，424

1938－39 11，509 397，889 5，858，134 5，750，873

捌・1　　　　　　男凹　　（1938－39）

ク　ル　　ソ　　テ　　一　　プ
一

5，902 5，225 177，019

プ　　　ラ　　　一　　　チ　　　ン・ 30 20，503 106，241 456，772．

ナコーン・ラチャシーマー 850 167，970 2，393，686 1，814，043

ウ　　　　ド　　　一　　　　ン 442 66，939 1，008，924 863，397

パ　　　一　　　ヤ　　　ツ　　　プ 5，433 18，311 642，191 515，717

ピ　　サ　　ヌ　　質　　一　　ク 1，837 29，473 130，652 456，004

ア　　　ユ　　　タ　　　ヤ　　　・一 47 53，920 257，904 720，915

ラ　一　チ　ヤ　ブ　リ　一 89 29，545 678，831 284，949

ナコーン・スリタマラート 2，430 4，924 605，265 334，996

プ　　　一　　　ケ　　　ッ　　　ト 351 399 29，215 127，061

合　　　　　　　計 11，509 397，889 5，858，134 5，750，873

馴
育
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
叉
、
豚
、
山
羊
、
緬
羊
に
就
て
は

詳
細
な
統
計
が
な
い
の
で
飼
育
数
は
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
輸

出
状
況
か
ら
察
す
る
と
、
山
羊
、
緬
羊
は
極
め
て
少
い
け
れ
ど

も
、
豚
は
一
般
に
農
家
が
農
作
の
傍
ら
飼
育
す
る
も
の
が
甚
だ

多
く
、
寧
ろ
農
家
に
し
て
豚
を
飼
育
し
て
い
な
い
こ
と
の
方
が

少
い
と
も
い
わ
れ
て
い
る
位
で
あ
る
か
ら
そ
の
飼
育
頭
数
は
可

な
り
莫
大
な
数
に
上
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
然
し
、
家
畜
全
体
を
通
じ
て
そ
の
飼
育
頭
数
が
年
々
に
漸
増

の
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
誠
に
頼
も
し
く
感
ぜ
ら
れ
る
。
家
畜
の

増
加
は
米
作
そ
の
他
一
般
農
業
の
旺
盛
に
赴
い
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、
農
業
国
に
於
け
る
家
畜
の
増
加
は
国

家
繁
栄
の
表
徴
で
あ
る
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
家
畜
の
外
、
三
十
、
採
角
牙
の
対
象
と
な
る
野
獣
も

甚
だ
多
く
森
林
及
び
山
岳
地
帯
に
棲
息
し
て
い
る
。
鹿
、
犀
、

耽
徐
（
キ
ヨ
ウ
。
　
》
憎
日
9
自
嘗
ρ
ヨ
ロ
イ
ネ
ズ
ミ
。
堅
甲
を
以

て
全
身
が
覆
わ
れ
て
い
る
小
獣
）
な
ど
で
あ
る
。

　
生
面
の
輸
出
は
一
九
三
四
一
三
五
年
ま
で
相
当
に
盛
に
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

爾
後
全
体
を
通
じ
て
全
く
衰
え
て
い
る
。
即
ち
、
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44．タn国生畜生禽輸出高

単位　頭叉は羽

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

種　　　　　類 1934－35 1935－36
i・936－37

　
　
1
9
3
7
－
3
8
「

1938－39 1939－40

水　　　　　　　　　牛 23，591 4，147 3，914 5・o糾1 3，431 6β39

黄　　　　　　　　　牛 22，138 6，306 1，749 1，439 1，215 17135

象 13 19 16 10 15 6

山　羊　　及　　緬　　羊 1β78 350
一 一 一 一

馬　　　　及　　　　瞭 一 一
1

・
1 一 一

家　　　　　　　　　禽 1，308，890 1，482，875 1，388，433 1，977，139 ・1，429，055 1，490，712

豚 91，062 21，722 2，115 10，136 26 41

其　　　　　　　　　他 40，489 6，624 9，257 9，691 10，511 4，991

合　　計（金額…バート） 3，906，794 1β48，429 697，363 1，099，980 629，860 780，872

水
牛
も
黄
牛
も
一
九
三
四
－
三
五
年
ま
で
は
各
二
、
三
万
頭
の
輸
出
を
見
て
い
た
け
れ
ど

も
、
爾
後
は
水
牛
は
四
千
乃
至
六
千
頭
位
と
な
り
、
黄
牛
は
一
千
余
頭
に
減
じ
て
い
る
。

豚
も
一
九
三
四
－
三
五
年
に
は
凡
そ
四
万
頭
の
輸
出
が
行
わ
れ
た
の
に
反
し
て
爾
後
は
五

千
乃
至
一
万
頭
に
減
少
を
来
た
し
て
い
る
。
殊
に
、
豚
に
至
っ
て
は
最
近
は
殆
ど
其
の
輸

出
の
跡
を
絶
つ
た
状
態
に
あ
る
。
独
り
、
家
禽
（
鶏
及
び
家
鴨
）
の
み
が
少
し
も
減
少
を

来
た
さ
ず
に
百
四
十
万
羽
か
ら
二
百
万
羽
近
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
家

畜
輸
出
の
減
少
が
何
に
よ
っ
て
起
つ
た
か
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
家
畜
の
主
た
る
輸
出

先
で
あ
る
マ
レ
ー
各
地
へ
の
輸
出
の
み
激
減
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
マ
レ
ー
に
於

て
そ
の
輸
入
を
制
限
し
た
こ
と
に
基
因
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
輸
出
頭
数
は
各
種
家

畜
を
通
じ
て
そ
の
飼
育
頭
数
の
極
め
て
僅
か
な
一
部
分
に
過
ぎ
な
く
、
而
か
も
飼
育
頭
数

は
可
な
り
古
い
年
度
か
ら
逐
次
増
加
の
傾
向
を
辿
っ
て
来
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
タ
イ

国
が
輸
出
制
限
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
も
し
な
い
し
叉
記
録
に
も
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
家
畜
の
輸
出
は
一
時
に
比
す
れ
ば
甚
だ
減
少
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
猶

そ
の
輸
出
額
は
百
万
パ
ー
ト
に
近
く
、
輸
出
先
も
依
然
と
し
て
マ
レ
ー
各
地
及
び
香
港
に
．

集
中
し
て
い
る
。
少
し
も
減
少
す
る
こ
と
な
く
輸
出
さ
れ
て
い
る
家
禽
は
、
殆
ど
全
部
マ

レ
ー
各
地
向
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
生
畜
生
禽
に
関
す
る
限
り
殆
ど
マ
レ
ー
向
輸
出
で
あ

る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
黄
牛
、
水
牛
は
主
と
し
て
バ
ン
コ
ー
ク
か
ら
、
豚
は
ナ
コ
ー
ン
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45．タイ国生畜生禽仕向地別輸出高

戦蓼贔：：：：：：藝卿

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

蔀
號
＝
㎜
哩
二
二
㌶
一
＝
饗
轟
甥
［
塑
＝
画
素
興
襯
瓢
・
。
［
9
8
一
＝
2
5

0
4

額
1

，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
2
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
饗
－
卿
　
銘
2
％
4
　
2
1
1
　
　
娚
　
　
署
　
　
　
　
　
6
　
　
　
5

9
3
9
1

滋
藤
二
塒
9
。
痂
鵬
［
6
3
3
＝
囁
鵬
議
叢
一
墾
＝
覗
藪
塗
綴
認
2
「
至
＝
2

量

，
　
　
，
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
6
2
　
　
4
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
　
　
1
5
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
　
　
　
　
　
　
5
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
4

翻
［
＝
藤
脚
＝
砺
姻
畿
＝
病
鵬
議
鵬
5
9
珊
＝
［
雀
開
・
。
5
。
號
講
＝
脚
痂
裂

9
3
「

額

3
8
9
1

姐
璽
＝
一
筋
響
＝
9
妬
7
8
一
＝
鰯
9
。
餅
膓
欝
器
＝
憂
頴
1
1
援
白
描
＝
望
露
6

量

翫
亀
　
　
士
　
　
　
　
　
　
職
と
竃
　
　
　
　
　
鵬
　
ち
　
亀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
　
　
　
　
　
　
3

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1

拠
麗
梯
講
議
講
高
麗
議
謂
＝
畦
塗
鰯
謝
製
織
［
豊
謂
粥
塑
鵬
＝
・
。

5
3
乎

額
一

3
9
1

量

謝
解
毒
縣
畿
灘
5
B
一
B
鐙
繍
＝
職
叢
誌
論
義
n
娚
石
犠
皿
鷲
響
靭
＝
－
驚
号
　
訟
偽
透
　
．
為
慮
　
詮
砥
鉱
繊
　
鋤
　
⑤
街
鍋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
　
噌
⊥
　
－

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1

先
向
仕

高
腰
；
ル
マ
気
脈
；
ル
マ
玉
本
ル
訥
；
訥
国
港
；
ル
他
訥
；
ル
マ
他
訥
本
国
港
；
ル
ア
度
度
逸
義
国
他
（
　
　
　
一
　
（
　
　
　
一
　
（
　
一
（
　
　
（
　
　
　
一
　
（
　
　
一
　
（
　
　
　
　
；
牛
・
ナ
∵
牛
・
ナ
∵
轟
・
ナ
禽
・
∴
・
∴
∴
　
・
ナ
驕
印
耳

並
類

　
　
　
…
及
　
　
　
　
・
　
　
ン
　
獣
　
　
　
ソ
ソ
香
マ
ペ
シ
ビ
　
　
香
マ
ペ
シ
ビ
　
　
日
シ
　
　
マ
ペ
　
　
中
香
マ
ペ
シ
其
　
　
マ
ペ
シ
ビ
長
生
日
中
香
マ
ペ
シ
イ
印
西
独
白
英
其
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
羊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
他

種

水
　
　
　
　
　
黄
　
　
　
　
　
象
　
　
山
　
　
家
　
　
　
　
　
　
豚
　
　
　
　
　
　
其
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

戦馨贔：：：：：：柔蹴

46．タ　国獣皮輸出嵩

三
一
量

0
4
3
9
1
9

額
－
量 霧

褻
鍔
一
＝
姫
謂
廻
謝
哩
コ
略
服
＝
霧
翻
㎜
露
空
観
＝
㍊
溜
識
麗
，
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
，
　
　
　
　
，
㎜
即
讐
m
訂
　
　
7
1
謝
劉
U
焔
器
　
　
老
1
1
1
　
鵬
　
㎝
　
　
盟
2
聡
π
無
2

9
3
一
8
3
9
1

5
3
H
4
3
9
1

額
－
量

62

先
向
仕
並
職
種

霧
遷
擁
∴
㎏
擁
甥
鯉
　
日
中
香
ペ
シ
印
西
北
独
仏
白
和
英
ア
　
日
中
香
マ
ペ
シ
イ
印
独
伊
日
英
チ
ハ
丁
瑞
　
　
日
中
香
ペ
シ
印
北
独
英
（
香
ペ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猿
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貌
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193E＞一40

量 額

1938－39

山里 額

1934－35

下 職種類並仕向先
鞍　　　　　　皮　（計） 755 72，613 890 112，541 1，481 236，790

中　　　　　　国 1 60
一 一

1 280

香　　　　　　港 146 8，779 132 5，242 227 31β77

」マ　　　　　レ’　　　　一
1 180 6 1，550 11 2，030

ペ　　　　ナ　　　　ン’ 2 505 7 2，040 20 5，905

シ　ンガ　ポ　ーノレ 604 63，089 649 85，329 899 136，418

比　　　律　　　賓 一 一 一 一
6 700

イ　ン　ド　ネシア 一 一
94 17，950 318 60，080

ビ　　　　ノレ　　　　マ 一 一
1 150

一 一
南　阿　聯　i邦 一 一

1 280
一 一

合　　　　　　　計 33，100 987，829 37，765 1，099，040 42，837 1，507，980

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

・
ス
リ
タ
マ
ラ
ー
ト
、
バ
ン
コ
ー
ク
、
プ
ー
ヶ
ッ
ト
、
パ
タ
ー
ニ
ー
に
集
っ
て
鼓
か
ら
ペ
ナ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
向
け
ら
れ
る
と
い
う
の
が
、
家
畜
輸
出
の
主
た
る
系
路
で
あ
る
。

　
生
畜
の
輸
出
の
外
に
、
そ
の
物
産
た
る
皮
革
類
、
二
二
類
も
生
畜
輸
出
額
と
略
同
じ
程
度
の

輸
出
が
あ
る
。
即
ち
、
年
百
万
バ
ー
ト
乃
至
百
八
十
万
バ
ー
ト
が
そ
の
輸
出
穎
で
あ
る
σ
皮
革

の
種
類
は
水
牛
皮
、
牛
皮
、
鹿
皮
、
抗
徐
皮
、
及
び
こ
れ
ら
の
靱
皮
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
バ
ン

コ
ー
ク
に
あ
る
製
皮
工
場
に
於
て
製
造
さ
れ
直
ち
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
輸
出
高

か
ら
察
す
る
と
相
当
の
生
産
高
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
輸
出
量
額
の
最
も
多
い
の
は
水
牛

皮
で
あ
っ
て
、
年
度
に
依
っ
て
著
し
い
差
異
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
最
近
は
三
三
万
キ
ン
タ
ル
六

七
十
万
バ
ー
ト
で
あ
る
。
古
く
は
大
部
分
香
港
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
向
け
輸
出
さ
れ
、
鼓
か

ら
世
界
各
地
へ
再
輸
出
す
る
と
い
う
途
が
採
ら
れ
て
い
た
が
、
近
年
は
直
接
に
日
本
、
印
度
、

英
国
な
ど
へ
多
量
に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
牛
皮
は
水
牛
皮
に
次
い
で
輸
出
量
額

が
多
く
、
日
本
を
始
め
香
港
、
マ
レ
ー
各
地
、
印
度
、
伊
太
利
、
仏
蘭
西
其
他
駄
洲
諸
国
に
輸

出
さ
れ
て
い
る
が
、
最
も
多
く
は
香
港
及
び
マ
レ
ー
向
で
あ
る
。
鹿
皮
は
輸
出
量
額
は
一
千
乃

至
二
千
キ
ン
タ
ル
、
十
万
乃
至
二
十
万
バ
ー
ト
程
度
で
あ
る
が
、
他
の
皮
に
比
較
し
て
高
価
で

あ
る
の
と
特
殊
の
用
途
が
あ
る
た
め
皮
革
の
う
ち
で
は
依
然
重
要
な
輸
出
品
と
な
っ
て
い
る
。

従
来
、
大
部
分
が
香
港
に
向
け
ら
れ
鼓
か
ら
再
輸
出
さ
れ
て
い
た
け
れ
ど
も
、
叉
、
北
米
合
衆

国
へ
直
接
に
輸
出
さ
れ
る
高
も
相
当
に
上
っ
て
い
る
。
仇
除
（
キ
ョ
ゥ
）
皮
は
極
め
て
小
さ
な
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47。タイ国猷角牙類輸出高

轍繁轟：：：：柔響

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

1939－40

量 額

19gg－39

量 額

　　　　　　1934－35

種類並仕向先
63

S9
T
弱
5
一
〇
3
娼
一
9
6
0
1
1
［
0
5
［
0
5
一
＝
1
1
1
9
1
1
0
6
1
1
。
。
。
。
　
　
　
1
　
　
　
　
　
3
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
1
轟
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
4
昌
7
1
↓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
↓

翻㎜

H
一
，
。
一
篇
灘
藷
4
＝
羅
舗
一
耀

90

R6

@
P
　
　
4
　
3
1
3
　
1
　
1
　
　
　
　
　
　
　
蹄

45

P0

@
環
軍
駅
5
　
躍
－
即
　
搬
耶
餐
謂

綱－

m
迦
叙
［
耀
＝
鑑
6
蹴
＝
1
1
1
B
一
9
2
一
2
聯

訥
本
国
港
ン
ル
国
逸
利
島
白
蘭
国
訥
高
温
ン
ル
国
訥
港
訥
六
呂
ル
国
国
計
（
　
　
　
　
　
　
一
衆
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
一
　
（
　
　
（
　
　
　
一
衆
角
　
ナ
ポ
合
太
聾
　
角
　
ナ
ポ
角
牙
　
ポ
合
　
　
　
　
　
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
　
　
　
　
　
ソ
米
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
　
　
　
　
　
ン
米
牛
　
日
中
香
ペ
シ
北
独
古
仏
白
和
英
　
　
日
香
ペ
シ
英
　
香
　
　
日
香
シ
北
英
合
水
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鹿
　
　
　
　
　
　
犀
　
象

皮
で
あ
る
か
ら
多
く
袋
物
其
他
細
工
物

に
使
用
さ
れ
る
。
輸
出
金
額
は
僅
か
数

十
バ
ー
ト
で
あ
る
が
、
世
界
を
通
じ
て

も
生
産
高
が
余
り
多
く
な
い
だ
け
に
珍

重
さ
れ
て
い
る
。
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
て
細
工
さ
れ
若
く
は
そ
の
儘
に
再

輸
出
さ
れ
て
い
る
。

　
原
皮
の
外
に
製
革
類
の
輸
出
も
多
少

行
わ
れ
て
い
る
。
未
だ
金
額
は
余
り
多

く
な
い
け
れ
ど
も
近
年
次
第
に
増
加
し

つ
X
あ
る
。
矢
張
り
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

ペ
ナ
ゾ
及
び
香
港
向
が
多
く
、
最
近
は

叉
イ
ン
ド
、
矛
シ
ア
へ
の
直
接
輸
出
も
相

当
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
来
て
い

る
。　

皮
革
類
と
共
に
、
水
牛
角
、
鹿
角
、

犀
角
、
象
牙
の
類
も
毎
年
十
数
万
バ
ー
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ト
輸
出
さ
れ
て
い
る
。
水
牛
角
は
其
の
販
路
が
広
く
日
本
、
香
港
を
始
め
北
米
合
衆
国
、
独
仏
白
等
の
欧
洲
諸
国
へ
も
相
当
量
に
輸
出
さ
れ

．
て
い
る
。
そ
の
他
の
角
牙
類
は
香
港
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
へ
一
且
輸
出
さ
れ
厳
に
て
細
工
さ
れ
叉
は
其
儘
に
再
輸
出
さ
れ
る
と
い
う
慣
習
で

あ
る
。
猶
、
右
の
う
ち
犀
角
の
み
は
粉
末
と
し
て
医
薬
と
な
り
、
中
国
に
て
は
麻
疹
の
特
効
薬
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
る
。
価
格
も
他
の
獣

．
角
類
に
比
し
遙
か
に
高
い
。

　
以
上
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
よ
う
に
、
タ
イ
国
の
非
食
農
林
畜
産
物
資
の
輸
出
は
樹
脂
類
殊
に
生
ゴ
ム
を
以
．
て
第
一
と
し
、
次
い
で
木
材

．
妹
に
チ
ー
ク
材
を
以
て
第
二
と
し
て
い
る
。
前
者
は
タ
イ
国
と
し
て
は
そ
の
輸
出
が
多
い
と
し
て
も
ア
ジ
ア
全
般
か
ら
見
れ
ば
他
に
マ
レ
ー
、

イ
ン
ド
、
不
シ
ア
の
よ
う
に
タ
イ
国
よ
り
も
蓬
か
に
輸
出
高
の
多
い
地
域
が
あ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
タ
イ
国
輸
出
に
於
け
る
生
ゴ
ム
の
地
位
と

い
う
も
の
は
こ
れ
以
外
の
非
食
農
林
畜
産
物
資
の
輸
出
が
全
般
的
に
著
し
く
少
い
為
め
に
保
た
れ
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
叉
、
木
材

輸
出
も
多
い
と
は
い
え
、
猶
一
千
万
バ
ー
ト
に
達
せ
ず
、
同
国
の
米
穀
輸
出
高
の
十
分
の
一
に
も
及
ば
ぬ
金
額
で
あ
る
。
然
し
、
そ
の
大
部

・
分
を
占
め
る
チ
ー
ク
材
の
よ
う
な
特
産
品
は
タ
イ
国
輸
出
の
上
に
於
て
は
た
と
え
米
穀
輸
出
高
の
十
分
の
一
を
出
で
ず
、
叉
ゴ
ム
輸
出
高
よ

り
少
い
け
れ
ど
も
、
世
界
的
に
貴
重
な
建
設
資
材
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
産
出
と
輸
出
と
に
就
て
は
特
に
注
意
が
喚
起
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
木
材
に
次
ぐ
第
三
位
の
輸
出
品
は
皮
革
品
で
あ
る
。
こ
れ
は
ア
ジ
ア
に
於
て
産
出
の
余
り
多
く
な
い
物
資
で
あ
る
関
係
上
、
矢
張
り
注

自
す
べ
き
産
出
品
で
あ
る
。
生
煎
の
輸
出
状
況
か
ら
察
し
て
も
バ
ン
コ
ー
ク
の
製
皮
工
場
の
拡
大
、
地
方
工
場
の
増
設
に
よ
っ
て
、
ま
だ
ま
、

だ
増
産
の
余
地
は
あ
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
の
三
類
別
を
除
く
と
他
は
い
ず
れ
も
頗
る
貧
弱
で
あ
る
。
辛
じ
て
自
給
し
得
て
い
る
も
の
、
海
外
か
ら
の
補
給
に
よ
っ
て
そ
の
需
要
を

充
た
し
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
輸
出
余
力
の
十
分
な
る
物
資
は
甚
だ
少
い
。
こ
れ
は
既
述
の
よ
う
に
タ
イ
国
産
業
の
著
し
い
偏
頗
な

講
造
に
基
づ
く
自
然
の
結
果
で
あ
り
、
一
朝
一
夕
に
こ
れ
を
改
善
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

129



タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
章
　
農
林
畜
産
物
資
の
輸
入

　
タ
イ
国
に
於
け
る
農
林
畜
産
物
資
．
の
輸
入
は
極
め
て
僅
少
で
あ
る
。
そ
の
輸
出
額
が
一
億
数
千
万
バ
ー
ト
に
上
っ
て
い
る
に
反
し
て
、
輸

入
額
は
僅
か
二
千
万
バ
ー
ト
程
度
に
過
ぎ
な
い
。
　
（
黒
表
参
照
）
殊
に
、
農
林
畜
産
物
資
中
の
非
食
物
資
は
特
に
少
く
僅
々
二
百
万
バ
ー
ト

内
外
で
あ
る
。
こ
れ
は
取
り
も
直
さ
ず
タ
イ
国
の
輸
入
原
料
に
よ
る
工
業
が
極
め
て
不
振
で
あ
る
事
実
を
物
語
っ
て
い
る
も
の
と
い
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
農
林
畜
産
物
資
輸
入
の
大
部
分
は
食
用
物
資
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
て
も
二
千
万
バ
ー
ト
内
外
で
あ
り
最
近
は
僅
か

一
千
八
百
万
バ
ー
ト
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
第
一
節
輸
入
食
用
物
資

　
輸
入
食
用
物
資
の
う
ち
比
較
的
多
額
を
占
め
て
い
る
も
の
は
、
砂
糖
、
煉
乳
、
小
麦
粉
、
畑
草
、
各
種
酒
類
で
あ
っ
て
、
他
は
概
ね
百
万

パ
ー
ト
内
外
又
は
そ
れ
よ
り
遙
か
以
下
の
も
の
が
多
い
。

　
小
麦
粉
は
タ
イ
国
貿
易
統
計
表
に
於
て
は
単
に
穀
粉
（
O
臼
Φ
巴
ゆ
。
霞
）
な
る
品
目
名
の
下
に
包
含
さ
れ
て
表
示
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、

4
他
の
穀
粉
（
但
し
米
粉
だ
け
は
別
品
目
と
し
て
掲
げ
て
あ
る
が
）
と
分
離
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
け
れ
ど
も
、
小
麦
粉
以
外
の
穀
粉
の
輸
入

は
そ
め
仕
出
国
か
ら
見
て
極
め
て
僅
少
で
あ
る
と
信
ぜ
ら
れ
る
。
元
来
、
タ
イ
国
は
米
作
国
で
あ
っ
て
米
作
に
は
極
め
て
好
適
な
気
候
風
土

に
恵
ま
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
乾
燥
を
条
件
と
す
る
麦
作
に
は
適
地
で
は
な
く
そ
の
植
付
及
び
生
産
は
至
っ
て
貧
弱
で
あ
る
。
故
に
、
そ
の

需
、
要
は
殆
ど
海
外
か
ら
の
輸
入
に
仰
い
で
い
る
。
然
し
、
そ
の
輸
入
量
は
十
万
キ
ソ
タ
ル
乃
至
十
六
万
キ
ン
タ
ル
で
あ
る
か
ら
そ
ン
ド
シ
ナ

の
輸
入
量
よ
り
も
蓬
か
に
少
く
、
イ
ン
ド
、
不
シ
ア
、
比
律
賓
に
比
す
れ
ば
七
分
の
一
乃
至
八
分
の
一
の
少
量
で
あ
る
。
即
ち
、
タ
イ
国
は
南

・
方
諸
地
域
の
う
ち
で
小
麦
粉
需
要
の
極
め
て
少
い
地
域
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
れ
は
住
民
の
殆
ど
全
部
が
米
を
常
食
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
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48．タイ国穀粉種類別輸入高

単位馨暴：：：：：：柔轡

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

種類　・934－351・93・一361・936－37・937－381・93㌫3gl・93警・・1

1他穀ll
　　　　11

@　　221

P05，804

W05，488

　　　　　　2G

@　　　　338

@　124，162

P，056，710

　　　　　　　9

@　　　　126

@161，057

P，560，495

　　　　　　　6

@　　　　110

@　113，775

P，281，202

　　　　　　　2

@　　　　　38

@　163，768

P，567，868

　　　　　　　6

@　　　　147

@　118，617

P，195，878

49．タイ国穀粉仕出地域別輸入高

　（但米粕を除く） 単位同　前

1934－35 1938－39 1939－40
仕出地域

量 i額 量 1額 量 ｝額
日　　　　本 1，994 13，457

一
4

一
1

中　　　　国 2 9 21 175 1，025 9，559

香　　　　　港 1β48 14，792 274 2，812 10，516 110，306

マ　　　　レ　　　一 258 1，858 27 321 16 216

ペ　　　ナ　　　ン 9，915 97，521 15，951 205，732 10，218 155，655

シン’ガポール 「　3・873 31，779 22，046 226，707 5，184 57，036

ビ　　　ノレ　　　マ 1　　　一 一 一 一
2 34

ノfンドネシア 一 一
5 40 627 3，78¢

印　　　　　度 1，343 11，183 2，261 24，■32 1，889 23，809

濠　　　　　洲 86，460 632，047 122，999 1，104，481 88，228 823，269

北米合衆国 48 748 95 1，435 397 7，721

英　　　　国 12 999 34 1，α78 457 3，519

丁　　　　　抹 51 1，095 56 951 60 967

合　　　　計 105，804』 805，488 163，768 1，567，868 118，617 1，195，878

50．タイ国砂糖種類別輸入高

．戦馨暴：：：：：：実響

種類卜9誕一351・935－361・936－37・937－38い938－39・939－4・

製糖｛台糖　箪膿 　　382，450

R，860，238

@　　65，274

@　190，163

　　434，549

R，549，441

@　129，447

@　659，571

　　444，149

R，430，498

@　　99，251

@　527，051

　　362，080

R，457，274

@　　88，546

@　487，557

　　344，292

R，314，176

@　　62，030

@　335，921

　　258，552

R，6エ6，623

@　　44，857

@　202，478

一
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51．タイ国砂糖仕出地域別輸入高

単位同前
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

1934－35 1938－39 ユ939－40

量 1額 量 額 量　1 額

382，450 3，860，238 344，292 3，314，176 258，552 3，616，623

6，449 50，517 一 一 一
1

30β60 227，484 50，544 489，463 32，530 481，216

1，023 9，993 972 13，463 910 17，884

35，035 359，931 47，460 555，434 37，132 548，896

10，539 134，493 11，722 161，800 15，563 251，108

299，026 3，077，032 233，552 2，092，695 172，379 2β16，865

13 594 11 746 3 216

6 163 31 575 34 437

65，274 190，163 62，030 335，921 44，857 202，478

一 一
4，183 38，200

一 一
65，148 189β85 57，643 296，466 44，634 200，797

126 778 203 1，255 223 1，679

一 一 一 一 一
7

仕出地域

製糖
日

香

．マ　・レ〆

ペ　　ナ

本

港

ソ

シソガポール

インドネシア

英　　　国

其　　　他

糖蜜
イソドシナ
イソドネシア

ペ　　ナ　　ン

其　　　他

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。

　
小
麦
粉
は
大
部
分
濠
洲
か
ら
直
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
全
輸
入
高

の
約
八
割
は
上
上
か
ら
で
あ
る
。
次
い
で
マ
レ
ー
で
あ
る
が
、
マ
レ
ー

に
於
て
は
小
麦
は
殆
ど
生
産
さ
れ
ず
、
小
麦
叉
は
主
と
し
て
小
麦
粉
と

し
て
濠
洲
及
び
印
度
か
ら
輸
入
し
こ
れ
を
消
費
す
る
と
共
に
そ
の
儘
再

輸
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
タ
イ
国
の
マ
レ
ー
か
ら
の
輸
入
小
麦

粉
は
結
局
印
度
産
と
濠
洲
産
と
で
あ
る
。
マ
レ
ー
に
次
い
で
は
印
度
と

中
国
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
蘭
曲
及
び
マ
レ
ー
か
ら
の
輸
入
高
に
比
べ

る
と
極
端
に
少
く
、
更
に
北
米
合
衆
国
、
英
国
、
丁
抹
あ
た
り
か
ら
も

毎
年
不
断
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
引
引
は
殆
ど
問
題
に
な
ら
ぬ

位
に
僅
少
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
タ
イ
国
の
小
麦
粉
輸
入
は
他
地
域

に
比
べ
る
と
相
対
的
に
僅
か
で
あ
る
が
、
毎
年
絶
え
ず
十
余
万
キ
ン
タ

ル
の
輸
入
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
そ
の
需
要
は
可
な
り
安

定
し
て
お
り
、
こ
の
意
味
に
於
て
は
一
部
住
民
の
生
活
必
需
品
之
な
り

切
っ
て
い
る
と
も
い
う
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　
小
麦
粉
の
外
に
米
粉
、
澱
粉
、
及
び
小
麦
粉
加
工
品
た
る
マ
カ
ロ
ニ
、

素
麺
な
ど
の
輸
入
も
多
少
行
わ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
そ
の
量
額
は
甚
だ
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難整暴：：：：さ響52．タイ国香味料輸入高

1934－35 1938〒39 1939－40

仕出地域
量 1額 量 【額 1量 1額

日　　　　本 117 23，411 168 5，659 108 4，852

満　　　　　洲 4 154
一 一 一 一

中　　　　国 38，677 239，294 40，582 340β55 10，453 129，904

香　　　　　港 1，385 54，621 2，758 92，222 24，503 214，765

イ　ン　ドシナ 一
2 310、 3，714 16 290

マ　　　　し／　　　一 178 1，109 49 1，197 5 175

ペ　　　ナ　　　ン 1，691 28，640 1，815 34，003 1，511 30，878

シン’ガポール 3，536 66，386 2β54 75，495 2，943 76，746

イン’ドネシア 一 一
1 97 14 557

印　　　　度 85 3，800 35 1，424 17 1，268

パレ’スタイソ 一 一
11 1，219

一 一
ア　　ラ　　ビ　ア 一 一

46 1，893
一 一

ア　　デ　　　ン’
一 一

30 1，350
一 一

北米合衆国 26 2，881 46 4，473 94 6，667

加　　奈　　陀 7 695 3 229 10 1，110

独　　　　　逸 3 3，100 11 8，088 7 4，105

伊　　太　　利 146 6，269 21 1，882
一 一

二　　蘭　　西 32 3，911 75 12，254 52 10，768

白　　耳　　義 一 一 一 一
30 1，488

英　　　　国 125 16，196 188 27，147 228 32，158

和　　　　　蘭 5 1，535 32 6，068 7 4，119

丁　　　　　抹 42 1，835 9 379 51 2，862

瑞　　　　西 12 834 16 1，980 1 220

ア　　フ　　リ　カ 145 4，839
一 一 一 一

其　　　　　他 一
65

一
30 5 900

合　　　　　計 46，214 459，577 49，061 621，654 40，037 523，832

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

僅
少
で
あ
る
。

　
タ
イ
国
に
於
け
る
砂
糖
の
生
産

高
が
貧
弱
で
あ
る
こ
と
は
輸
出
の

章
に
於
て
詳
説
し
た
通
り
で
あ
る
。

従
て
国
内
需
要
の
大
部
分
は
海
外

か
ら
の
輸
入
に
挨
っ
て
い
る
。
そ

の
輸
入
量
は
三
十
万
キ
ソ
タ
ル
乃

至
四
十
万
キ
ン
タ
ル
の
程
度
で
あ

り
、
大
部
分
が
ジ
ャ
ワ
糖
で
あ
る

こ
と
は
当
然
で
あ
ろ
う
。
一
部
分

は
ペ
ナ
ン
及
び
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

経
て
印
度
糖
の
輸
入
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
そ
の
高
は
ジ
ヤ
フ
糖
に

比
べ
る
と
蓬
か
に
少
い
。

　
砂
糖
と
同
類
別
の
香
味
料
も
年

五
六
十
万
バ
ー
ト
の
輸
入
が
あ
る
。
、

そ
の
内
容
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
し
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る
か
は
貿
易
統
計
表
に
於
て
単
に
ω
冨
。
①
ω
餌
巳
O
o
口
島
B
①
導
ω
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
全
く
不
明
で
あ
る
が
、
そ
の
仕
出
地

域
か
ら
察
す
る
と
各
種
ソ
ー
ス
、
醤
油
等
の
調
味
料
の
類
か
ら
轍
概
漬
物
、
そ
の
他
各
種
の
漬
物
類
、
薬
味
類
等
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
含
ま
れ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
そ
の
仕
出
地
域
は
中
国
、
マ
レ
ー
各
地
、
香
港
、
日
本
、
イ
ン
ド
シ
ナ
な
ど
が
ア
ジ
ア
に
於
け
る
主
た

る
地
域
で
あ
る
が
、
其
他
ビ
ル
マ
、
比
律
賓
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
か
ら
も
僅
少
で
は
あ
る
が
輸
入
さ
れ
て
お
り
、
更
に
印
度
、
パ
レ
ス
タ
イ
ン
、

ア
ラ
ビ
ア
、
ア
デ
ン
の
東
洋
諸
地
域
を
始
め
、
北
米
合
衆
国
、
加
奈
陀
、
独
、
伊
、
仏
、
英
、
和
、
瑞
西
、
丁
抹
な
ど
の
駄
米
諸
国
か
ら
さ

え
多
少
づ
Σ
の
輸
入
が
あ
る
。
恐
ら
く
タ
イ
国
の
輸
入
品
目
中
路
も
広
汎
な
る
相
手
地
域
を
擁
し
て
い
る
晶
目
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
砂
糖
に
比
敵
す
る
輸
入
高
を
持
つ
も
の
に
牛
乳
罐
詰
が
あ
る
。
タ
イ
国
は
黄
牛
は
多
く
飼
育
さ
れ
て
い
る
が
、
大
部
分
が
役
畜
叉
は
肉
畜

と
し
て
で
あ
っ
て
、
乳
牛
は
多
少
飼
育
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
そ
の
頭
数
は
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。
然
る
に
近
年
に
於
け
る
タ
イ
国
民
は
紅

茶
、
珈
排
を
盛
に
嗜
む
慣
習
を
持
ち
始
め
、
牛
乳
の
飲
用
が
大
に
増
加
し
て
来
て
い
る
。
そ
の
た
め
勢
い
海
外
か
ら
牛
乳
を
多
く
輸
入
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
て
い
る
。
牛
乳
罐
詰
の
輸
入
高
は
年
々
に
増
加
し
て
来
て
お
り
、
近
年
は
十
万
キ
ン
タ
ル
内
外
、
四
百
万
バ
ー
ト
の
多
額

に
及
ん
で
い
る
。
こ
の
ケ
ち
最
も
輸
入
高
の
多
い
の
は
加
糖
煉
乳
で
あ
る
。
量
額
と
も
全
輸
入
高
の
八
割
余
を
占
め
て
い
る
。
次
位
は
無
糖

煉
乳
で
あ
っ
て
全
輸
入
高
の
一
割
余
に
当
り
、
殺
菌
牛
乳
罐
詰
、
粉
乳
、
其
他
が
残
り
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
は
瑞
西
、
和
蘭
、

丁
抹
及
び
北
米
合
衆
国
が
相
並
ん
で
主
要
仕
出
地
域
で
あ
っ
た
が
、
後
に
は
ペ
ナ
ン
か
ら
の
輸
入
も
著
し
く
増
加
し
て
お
り
、
更
に
我
国
か

ら
も
八
千
キ
ン
タ
ル
、
二
十
七
万
バ
ー
ト
ほ
ど
の
輸
入
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
見
て
も
、
タ
イ
国
に
於
け
る
牛
乳
に
対
す
る
需
要

は
非
常
に
切
な
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
覗
わ
れ
る
。

　
牛
乳
の
外
に
食
用
畜
産
品
と
し
て
は
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
、
獣
肉
類
等
の
輸
入
も
行
わ
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
十
万
バ
ー
ト
以
下
の
少
額

で
あ
っ
て
問
題
と
す
る
に
足
り
な
い
。
唯
、
バ
タ
ー
、
チ
ー
ズ
は
濠
洲
及
び
ペ
ナ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
、
鶏
卵
は
中
国
及
び
香
港
か
ら
、
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キyタル
1000ノミート

　数量単位

　金額
53．タイ国牛乳罐詰種類別輸入高

種類1 ・934－351 ・935－361 …佳371 ・937－381 ・938－39［
1939－40

加溢乳儀 63，228

P，982

74，016

Q，158

85，229

Q，559

99，756

R，065

93，460

Q，821

79，760

R，235

無糖煉乳儀 10，608

@　　341

13，667

@　　402

13，938

@　　392

14，863

@　　435

14，149

@　　435

12，362

@　　460

糖牛乳儀 596

R8

570

R2

718

R7

763

R8

702

R5

601

R6

粉乳｛暴 427

W9

508

P01

536

P04

679

P29

740

P46

502

P07

其他｛暴 502

P09

566

P27

675

P35

949

G91

100

P％

124

Q84

合鴫
75，362

Q，559

89，327

Q，919

101，096

@　3，227

117，C10

@　3，856

110，051

@　3，632

94，469

S，122

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

　　　数量キ・ソタル
単位
　　　金額バート

193940

54．タイ国牛乳罐詰仕出地域恥輸入高

1938－391934－35

額量電量額量
仕出地域

日　　　　本 5，440 166β80
　　　　　1

P，789 48，400 8，394 265，223

中　　　　　国 一 一 一 一
4 637「

香　　　　　港 一 一
6 1β43 4 1，140

イソ　ドシ’ナ 一 一
232 6，994 5 238

マ　　　　レ’　　　一 一 一 一
25 3 ．　213

ペ　　　ナ　　　ソ 26 1，840 8，29σ 363．・037 8，001 481，240

シンガポール 5，860 253，017 438 17，325 936 48，048

ビ　　　ノレ　　　マ 一 一 一 一
134 8，・653

インドネシア 一 一
19 500

一 一
廉　　　　　洲 一 一

1 60 193 10，090

北米合衆国 15，130 448，785 12，724 411，677 11，300 514，300

加　　奈　　陀 一 ｝ 一 一 一
10r

独　　　　　逸 2，976 71，244 5，169 97，971 217 42，780

伊　　太　　利 一 一 一 一 一
50

白　　耳　　義 一 一 一 一
16 1，168

瑞　　　　西 18，430 635，034 32，399 1，075，899 10，812 452，644

丁　　　　　抹 10，930 337，010 9，983 333，530 ’10，395 439，892

英　　　　国 1，230 93，980 5，056 196，106 5，803 434，601

和　　　　　蘭 15β40 479，848 38，597 1，078，285 38，254 1，420，843

合　　　　計 75，362 2，559，218 110，051 3，631，652 94，469 14・121・770

1．　35
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獣
肉
類
は
濠
洲
、
ペ
ナ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

だ
け
を
鼓
に
記
し
て
置
く
に
止
め
る
。

馬鈴薯儲 6，739

@　32

6，420

@　31

6，756

@　31

6，451

@　33

5，385

@　33

4，338

@　33

生鮮蝦儲 83，478

@　409

8C，310

@　460

78，463

@　595

70♪752

@　546

80，235

@　624

42，041

@　389

乾囎菜儲 100，239

@　1，414

102，097

@　1，59峯

84，884

P，439

74，641

P7228

84，594

G，445

47，082

P，036

合計｛叢 190，456

@1，855

188β27

@2，085

170，103

@2，065

151，844

@1，807

170，214

@2，102

93，461

P，458

香
港
、
北
米
合
衆
国
、
丁
抹
、
英
国
、
和
蘭
か
ら
主
と
し
て
輸
入
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と

55．タイ国疏菜三種類別輸入高 　　数量…キンタル
単位
　　金額…1000バ＿ト

1934－3s　1　193s－36　1　lg36－37　1　lg37－3s　1　lg3s－3g　1　lg3g－4e

　
次
に
各
種
疏
菜
類
が
百
万
バ
ー
ト
乃
至
二
百
万
バ
ー
ト
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
大
部
　

分
は
乾
燥
野
菜
で
あ
る
。
タ
イ
国
に
於
て
は
玉
葱
な
ど
の
野
菜
は
多
量
に
生
産
さ
れ
こ
れ
を
海

外
に
輸
出
し
て
い
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
、
然
し
一
般
に
は
野
菜
に
乏
し
く
毎
年
十

万
乃
至
二
十
万
キ
ン
タ
ル
、
二
百
万
バ
ー
ト
内
外
を
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
そ
の
主
た
る

品
種
は
馬
鈴
薯
（
香
港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ペ
ナ
ン
、
中
国
、
南
阿
聯
邦
、
和
蘭
、
日
本
な
ど

よ
り
）
、
玉
葱
、
無
言
の
生
鮮
野
菜
（
中
国
、
香
港
、
シ
ン
ザ
ポ
ー
ル
、
ペ
ナ
ン
等
よ
り
）
、
珈
排

豆
、
落
花
生
、
其
他
等
の
乾
燥
野
菜
（
中
国
、
香
港
、
マ
レ
ー
、
ペ
ナ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
印
度
、
仏
蘭
西
等
よ
り
）
で
あ
る
。

　
酒
類
の
輸
入
も
毎
年
二
百
万
立
、
百
万
バ
ー
ト
以
上
の
高
に
上
っ
て
い
る
。
タ
イ
国
に
於
て

は
酒
類
は
バ
ン
コ
ー
ク
に
近
い
バ
ン
・
イ
・
カ
ー
ン
（
切
9
凝
網
一
国
冨
口
）
に
あ
る
官
営
酒
類

醸
造
所
（
↓
げ
①
O
o
＜
臼
コ
B
Φ
導
9
ω
艶
一
①
q
）
に
於
て
醸
造
酒
及
び
蒸
溜
酒
を
製
造
し
て
お
り

そ
の
醸
造
高
は
、
米
酒
、
糖
螢
酒
な
ど
を
合
し
て
一
九
三
五
－
三
六
年
に
一
八
八
、
二
二
〇
立
》

一
九
三
六
一
三
七
年
に
八
七
三
、
九
六
〇
立
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
外
に
麦
酒
も
醸
造
会

社
の
手
に
よ
っ
て
年
約
三
六
、
0
0
0
箱
の
製
造
を
見
て
い
る
と
い
う
。
　
（
宮
原
武
雄
著
「
タ

イ
の
経
済
資
源
」
南
方
経
済
資
源
総
撹
第
五
巻
、
並
に
日
本
貿
易
振
興
株
式
会
社
企
画
部
編
　

1－3（
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56．タイ国読菜類仕出地域別輸入高 　数量…キソタル単．位

　金額…バート

1934－35 1938－39 1939－40
種類並仕出地域

量　1 額　i 量 額 量　「 額

馬鈴　薯（計）

@　日　　　本
@　中　　　　国

@　香　　　　港

@　．マ　　　レ　　　一

@　ペ　　ナ　　　ソ

@　シンカ“ポーノレ

@　濠　　　　洲

@　丁　　　　抹

@　英　　　　国

@　和　　　　蘭

@　南阿聯邦

ｶ鮮野田（計）

@　日　　　本
@　中　　　　国

@　香　　　　港

@　インドシナ
@　マ　　　1／　　　一

@　ペ　　ナ　　　ン

@　シン’ガボール

@　イン’ドネシア

@　ア　フ　リ　カ

｣燥野蘂（計）

@　日　　　本
@　満　　　　洲

@　中　　　　国

@　香　　　　港

@　インドシナ
@　マ　　　レ〆　　一

@　ペ　　ナ　　　ンノ

@　シンガポーノレ

@　　インドネシア

@　印　　　　度

@　北米合衆国
@　独　　　　逸

@　仏　蘭　西
@　諾　　　　威

@　英　　　　国

@　和　　　　蘭

6，739

P，627

Q，524

@1，312

@　　　一

@　　　一

@　　　一

@　　　一

@　　　一

@1，276

@　　　一

@　　　一

W3，478

@　　656

R3，161

R7，601

@　　　一

@　　　一

@　　　一

P2，059

@　　　一

@　　　一

P00，239

@　5，247

@　4，059

P8，145

U0，574

@　　　60

@　　　－

@　　　66

@　　　　4

@　1，772

@　1，342

@　　　564

@　　　一
@　　　　3

@　　　一
@　9，021

@　　　　一

　　31，550

@　　5，930

@　127569

@　　6，579

@　　　　一

@　　　　一

@　　　　一

@　　　　一

@　　　　　一

@　　6，472

@　　　　　一

@　　　　　一

@409，016

@　　2，688

@159，337

@199，079
@　　　　　　3

@　　　　　一

@　　　　　一

@　47，909

@　　　　　一

@　　　　　一

P，414，015

@　76，267

@　21β29

@　158，021

@　745，924

@　　　　　10

@　　　　　－

@　　　　661

@　　　　　39

@　　71，939

@　　14，036

@　　　　259

@　　　　　　8

@　　　　126

@　　　　　一

@　324，896

@　　　　　一

5，385

@　162

@　423

P，536

@　　一

@　253

Q，595

@　100

@　　－
@　　15

@　271

@　　31

W0，235

@　　　7

S8，474

P0，399

@　　一

@　　　一

S，725

P5，908

@　　　2

@　　　－

W4，594

@　　　36

@　　　一

P1，628

S8，573

@　　　18

@　　　10

@6，874

P0，142

@6，102

@1，19C

@　　　11

@　　　一

@　　　　5

@　　　　3

@　　　　1

@　　　一

　　33，335

@　　　868

@　　2，160

@　　7，839

@　　　　一

@　　2，945

@　16，176

@　　　　901

@　　　　－
@　　　　104

@　　2，117

@　　　　225

@623，838

@　　　　140

@371，419

@　84，945

@　　　　　　5

@　　　　　－

@　66，814

@　96，607

@　　　　　　8

@　　　　　一

P，444，554

@　　5，135

@　　　　　一

@　120，354

@　718，865

@　　　　311

@　　　　299

@　136，566

@　255，167

@　193，499

@　　13，720

@　　　　353

@　　　　　一

@　　　　181

@　　　　　49

@　　　　　55

@　　　　　一

4，338

@　　60

@　282

P，781

@　　－

@　179

P，613

@　　－
@　　13

@　　－

@　213

@　198

S2，041

@　　　4

P6，706

W，420

@　　一
@　　49

Q，753

P4，058

@　　－
@　　　51

S7，082

@　　　14

@　　　－

@2，483

@　　　一

@　　　49

@　　　69

@4，406

@4，140

@9，981

@1，258
@　　　　1

@　　　一

@　　　　6

@　　　　1

@　　　　1

@　　　一

　　32，616

@　　　　345

@　　1，470

@　11，376

@　　　　　2

@　　2，620

@　13，460

@　　　　　一

@　　　　　95

@　　　　　－

@　　1，717

@　　1，491

@388，871

@　　　　　64

@147，641

@　89，492

@　　　　　－

@　　　　366

@　43，583

@107，070

@　　　　　一

@　　　　655

P，035，536

@　　1，098

@　　　　　一

@　28，715

@　　　　　－

@　　　　596

@　　2，867

@　110，239

@　116，046

@　317，854

@　　17，264

@　　　　205

@　　　　　一

@　　　1，368

@　　　　　45

@　　　　117

@　　　　　　2

r　137　一



57．　タ イ 国　酒　類　輸 入　高
　　　　　数量……立
単位
　　　　　金額・…・・バート

種 類 1934－35 1935－36
il，3－6g，” 堰@l’，3，一TliT，

193g－39 1939－40

泓
あ
騒
β
c
2
あ
4
0
訂
9
8
η
艇
〃
給
5
。
紡
恋
0
0
9
2
1
7
9
7
1
4
1
．
6
5
0
9
9

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
4
4
1
　
7
6
2
9
　
4
　
　
　
　
6
6
4
0
2
5
7
5
5
　
7
5
　
3
　
　
　
1
　
　
　
　
8
　
4
4
5
2
　
7
9
　
3
　
　
　
　
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
1
5
5
　
3
8
　
4

，
　
　
　
　
　
，
一
　
　
エ

4
4
1
3
1
1
1
1
9
2
4
9
6
5
7
5
9
。
釦
乱
調
直
覧
娼
詔
銘
仙
2
5
忽
飢
醒
お
0
9

，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
　
　
　
，
6
　
7
9
　
7
2
7
0
5
　
　
　
　
7
4
6
4
2
8
5
4
0
0
4
0
1
1
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58．タイ国酒類仕出地域別輸入高 単位　同前

種類並仕出地域

麦

日
中
香
ぺ

酒（計）

　　　　本

　　　　国

　　　　港

ナ　　　y

シこ／ガポール

北米合衆国

独
白
丁
英
和

耳
門
義
輝
国
蘭

其他諸地域

萄
　
　
ン

　
中
香
イ
ペ

葡 酒（計）

　　　　国

　　　　港

ドシナ
ナ　　　ン〆

量

1934－35

1，　323，　201

1，　014，　346

　　61，　822

　　　4，　036

　　24，　495

　　88，　671

　　25，　793

　　61，　582

　　20，　855

　　21，　564

　　　　　　37

　　68，　404

　　　　　30n

　　　　　　　9

　　　　　183

　　　2，　225

額

32P5，　583

192，　020

17，　OOI

　　1，　224

16，　546

34，　804

11，　109

26，　077

17，　515

　　9，　258

　　　　29

84，　041

　　　320

　　　　24

　　　290

　　6，　737

量

1938－39

956，　904

154，　612

33，　051

154，　306

38，　733

448，　756

　　3，　464

21，　302

　　1，　531

61，　803

29，　443

　　9，　582

　　　321

109，　312

　　　　　5

　　3，　672

　　4，　440

額

347，　304

31，　397

10，　592

45，708

25，　672

173，　874

　　1，　7e2

　　9，　087

　　　396

25，　376

19，　968

　　3，　418

　　　114

107，　823

　　　　15

　　3，　079

12，　979

量

1939一一40

974，　084

120，　799

167，　396

38，　923

37，　689

506，　148

　　2，　018

14，　452

　　　　72

51，　363

28，　775

　　5，　446

　　1，　003

51，　924

　　1，　401

　　　679

　3，117

　3，185

額

354，　086

24，　200

45，　351

11，　583

25，　873

190，　049

　　1，　035

　　6，　980

　　　　18

24，　592

21，　747

　2，　204

　　　454

77；　218

　　　868

　　　275

　2，　835

　9，　863
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種類並仕出地域
193－p35 1938－39

量1．額量1額
澗
禰
糊
綴
［
演
目
脚
【
難
、
。
戴
瑚
囎
6
簾
9
【
闘
選
書
耀

遡
懸
鎚
螺
翻
響
娼
潔
癖
一
翻
遡
鑛
％
榔
鷺
＝
哩
諾
磯
擦
3
　
　
　
　
　
2
　
1
　
　
　
1
　
　
　
1
0
　
　
　
1
　
　
　
6
　
　
1
　
　
2
6
2
　
　
　
2
3
　
　
2
6
　
1
6
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
　
4

聯
轟
轟
戴
飢
綱
，
。
【
諜
【
鷹
【
欄
9
罹
＝
蝿
5
高
評
耀
－

　
囎
耀
珊
嘱
讐
粛
磯
認
可
粛
．
認
稽
．
漏
撒
シ
濠
北
晶
出
仏
白
丁
西
葡
瑞
英
和
其
ラ
ム
中
イ
ペ
シ
濠
独
仏
丁
瑞
英
和
其
イ
ペ
シ
丁
瑞
英
和
其
　
　
日
中
香
ペ
シ
其
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ

1

5，　767

1，　145

7，　118

9，　743

19，　178

166

11，　411

2，　066

6，　432

19，　491

9，　162

71

123，　974

15，　512

17，　094

14，　453

200

400

53，　626

2，　775

690

18，　542

665

　17
414，　349

36，　462

39，　548

　36
337，　320

690

293

384，　645

182，　425

89，　447

73，　319

39，　454

1939－40

量1額
1，　067

37

410

868

6，　147
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タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

「
最
近
タ
イ
国
の
産
業
及
貿
易
」
に
よ
る
）
。
然
し
、
こ
れ
ら
は
全
部
国
内
消
費
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、
而
か
も
こ
れ
だ
け
で
は
国
内
需
要

の
一
部
分
し
か
満
た
し
得
ず
、
右
の
よ
う
に
多
額
の
輸
入
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
輸
入
酒
類
の
う
ち
量
に
於
て
最
も
多
い
の
は
麦
酒

で
あ
り
、
酒
類
全
輸
入
量
の
二
分
の
一
以
上
を
常
に
占
め
て
い
る
。
シ
ナ
酒
（
ω
9
日
ω
げ
o
o
）
、
ウ
イ
ス
キ
ー
が
之
に
次
い
で
多
い
。
金
額
に

於
て
輸
入
の
多
い
の
は
ウ
イ
ス
キ
ー
で
あ
り
、
麦
酒
、
シ
ナ
酒
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
葡
萄
酒
、
ブ
ラ
ン
デ
ー
の
輸
入
は
金
額
に
於
て
麦

酒
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
シ
ナ
酒
の
各
二
分
の
一
以
下
で
あ
る
が
、
年
八
万
バ
ー
ト
か
ら
十
三
四
万
バ
ー
ト
程
度
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
他
ジ
ン
、

ラ
ム
酒
な
ど
の
輸
入
も
行
わ
れ
て
い
る
が
量
額
と
も
前
記
各
酒
に
比
す
れ
ば
著
し
く
少
い
。
而
し
て
、
麦
酒
は
近
年
国
内
醸
造
高
が
急
増
し

て
い
る
た
め
に
次
第
に
そ
の
輸
入
を
減
じ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
ウ
イ
ス
キ
ー
、
シ
ナ
酒
が
漸
増
の
傾
向
を
辿
っ
て
い
る
こ
と
に
依
っ
て
、
酒

類
全
体
と
し
て
は
大
な
る
減
少
を
見
ず
、
章
々
安
定
し
て
い
る
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
但
し
金
額
に
於
て
は
単
価
漸
騰
の
た
め
次
第

に
増
加
の
傾
向
に
あ
る
。

　
麦
酒
は
中
日
事
変
以
前
は
大
部
分
日
本
か
ら
供
給
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
事
変
後
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
経
由
の
間
接
輸
入
が
著
し
く

増
し
て
第
一
位
を
占
め
て
い
る
。
即
ち
、
近
年
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
日
本
、
中
国
、
香
港
、
ペ
ナ
ン
、
丁
抹
、
英
国
か
ら
主
と
し
て
之
を
輸

入
し
て
お
り
、
事
変
前
の
よ
う
に
日
本
に
集
中
依
存
し
て
い
た
と
い
う
状
態
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　
ウ
イ
ス
キ
ー
は
大
部
分
英
国
か
ら
来
て
い
た
。
ペ
ナ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
も
こ
れ
に
次
い
で
輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
も
恐
ら
く

英
国
製
の
ウ
イ
ス
キ
ー
で
あ
ろ
う
。
然
る
と
き
は
殆
ど
全
部
の
ウ
イ
ス
キ
ー
は
英
国
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
金
額
は
一

九
三
九
－
四
〇
年
に
於
て
五
十
五
万
バ
ー
ト
に
達
し
、
麦
酒
を
遙
か
に
凌
い
で
い
る
か
ら
決
し
て
軽
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　
シ
ナ
酒
は
勿
論
中
国
か
ら
直
接
、
叉
は
香
港
を
通
じ
て
大
部
分
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ナ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
も
相
当
量
輸
入
さ

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
も
亦
原
産
地
は
中
国
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
日
本
か
ら
も
一
九
三
九
一
四
〇
年
に
多
少
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
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こ
れ
は
統
計
上
清
酒
を
シ
ナ
酒
の
中
に
含
め
て
い
る
も
の
と
察
せ
ら
れ
る
。

　
以
上
三
種
の
酒
は
そ
の
輸
入
金
額
は
近
似
し
て
お
り
、
三
四
十
万
バ
ー
ト
の
程
度
で
あ
る
が
（
但
し
ウ
イ
ス
キ
ー
の
み
一
九
三
九
一
四
〇

年
に
約
五
十
五
万
バ
ー
ト
に
及
ん
で
い
る
）
、
こ
れ
ら
よ
り
は
遙
か
に
下
っ
て
葡
萄
酒
、
其
他
の
酒
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
葡
萄
酒
は
最
も
多

く
仏
蘭
西
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
外
に
も
英
国
、
伊
太
利
、
丁
抹
、
和
蘭
、
独
逸
、
其
の
他
駄
洲
各
国
か
ら
も
来
て
お
り
、
ペ
ナ

ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
シ
ナ
な
ど
か
ら
も
叉
輸
入
さ
れ
、
そ
の
仕
出
地
域
は
極
め
て
広
汎
に
亘
っ
て
い
る
。
葡
萄
酒
の
特
徴
は
そ
の

単
価
に
甚
だ
し
く
差
が
あ
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
仏
蘭
西
の
葡
萄
酒
の
よ
う
に
一
立
に
付
六
、
七
十
サ
タ
ー
ン
程
度
の
も
の
も
あ
れ
ば
、
英
国

産
葡
萄
酒
の
如
く
一
バ
ー
ト
八
十
サ
タ
ー
ン
乃
至
ニ
バ
ー
ト
五
十
サ
タ
ー
ン
に
も
及
ぶ
も
の
も
あ
る
。
ブ
ラ
ン
デ
ー
、
ジ
ン
、
ラ
ム
等
の
酒

類
の
輸
入
は
合
し
て
十
万
乃
至
十
五
万
バ
ー
ト
ほ
ど
の
輸
入
高
で
あ
る
。
仏
蘭
西
か
ら
最
も
多
く
輸
入
さ
れ
お
り
、
英
国
、
丁
抹
、
ペ
ナ
ン
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
も
多
少
来
て
い
る
。

　
南
方
諸
地
域
は
概
し
て
酒
類
及
び
清
涼
飲
料
に
対
す
る
需
要
が
頗
る
大
で
あ
る
。
タ
イ
国
も
叉
こ
の
例
に
洩
れ
ず
そ
の
需
要
は
決
し
て
少

い
方
で
は
な
い
。
殊
に
、
麦
酒
の
輸
入
が
極
め
て
多
い
の
は
正
に
熱
帯
特
有
の
現
象
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
之
れ
ら
の
酒
精
飲
料
の
外
に
酒

精
を
含
ま
ざ
る
清
涼
飲
料
（
磧
泉
類
を
除
く
）
も
数
万
バ
ー
ト
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
果
汁
を
素
と
し
た
飲
料
が
主
で
あ
っ
て
、
北
米
合
衆
国
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
英
国
其
他
各
地
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
酒
精
飲
料
に
比
し
て
金
額
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
そ
の
量
は
四
、
五
万
瓶
に
達

す
る
。

　
猶
、
右
各
種
の
飲
料
の
外
に
化
粧
用
並
に
薬
用
に
あ
ら
ざ
る
酒
精
（
o
ゆ
営
同
律
ρ
o
昏
。
同
牽
き
℃
Φ
層
h
二
筥
。
α
ω
且
同
律
の
9
巳
巴
0
9
0
嵩
0
8
旨
簿

鷲
8
舘
暮
ざ
昌
ω
餌
昌
α
巴
o
o
げ
。
嵩
。
日
Φ
象
。
耳
当
①
b
霞
拶
鉱
。
昌
ω
・
）
の
輸
入
が
三
万
立
乃
至
四
万
立
、
約
七
、
八
色
バ
ー
ト
ほ
ど
行
わ
れ
て
い
る

が
、
こ
れ
は
一
九
三
七
i
三
八
年
以
前
に
於
て
は
化
粧
用
並
に
薬
用
酒
精
と
一
緒
に
「
其
他
酒
精
」
と
い
ふ
品
目
の
中
に
含
ま
れ
て
い
て
一
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九
三
四
一
三
五
年
ま
で
遡
っ
て
摘
録
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
酒
精
が
果
し
て
飲
料
用
酒
精
な
り
や
否
や
も
全
く
不
明
な

め
で
、
第
七
類
中
に
は
組
み
入
れ
な
か
っ
た
。

　
以
上
は
概
ね
毎
年
百
万
バ
ー
ト
以
上
の
輸
入
高
を
持
つ
食
用
物
資
の
輸
入
状
況
で
あ
る
が
、
輸
入
高
百
万
バ
ー
ト
に
満
た
ぬ
類
別
に
は
製

茶
、
果
実
類
並
に
穀
類
が
あ
る
。

　
製
茶
は
葉
茶
と
粉
茶
と
を
合
し
て
年
凡
そ
八
十
万
乃
至
百
万
バ
ー
ト
で
あ
り
、
　
一
九
三
八
一
三
九
年
の
み
百
万
バ
ー
ト
を
超
え
て
い
る
け

れ
ど
も
、
そ
の
反
動
と
し
て
一
九
三
九
－
四
〇
年
に
は
逆
に
約
五
十
八
万
バ
ー
ト
ほ
ど
に
半
減
を
見
て
い
る
。
結
局
こ
れ
を
平
均
す
れ
ば
タ

イ
国
の
茶
の
需
要
高
は
年
七
千
乃
至
八
千
キ
ン
タ
．
ル
、
八
十
万
バ
ー
ト
余
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
茶
の
仕
出
地
域
は
香
港
及
び
中
国

を
第
一
と
し
、
彼
南
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
セ
イ
ロ
ン
、
台
湾
、
日
本
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
香
港
、
台
湾
、
日
本
、

中
国
か
ら
は
葉
茶
を
主
と
し
、
そ
の
他
の
地
域
か
ら
は
粉
茶
を
主
と
し
て
輸
入
し
て
い
る
。

　
果
実
類
の
輸
入
高
は
凡
そ
五
、
六
万
キ
ン
タ
ル
、
六
、
七
十
万
バ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
生
鮮
果
実
と
し
て
は
林
檎
、
葡
萄
、
苺
、
柑

橘
類
で
あ
っ
て
、
中
国
産
の
輸
入
が
第
一
位
で
あ
り
（
近
年
は
香
港
経
由
が
増
加
）
、
次
い
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ペ
ナ
ン
で
あ
る
が
い
ず
れ
も

再
輸
出
物
資
で
あ
る
ご
と
は
勿
論
で
あ
る
。
乾
燥
果
実
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
同
じ
く
香
港
か
ら
が
第
幽
位
で
あ
り
、
北
米
合
衆
国
、

中
国
、
ペ
ナ
ン
、
マ
レ
ー
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
順
位
に
な
っ
て
い
る
。
術
、
果
実
類
も
茶
と
同
じ
く
一
九
三
八
－
三
九
年
に
は
増
加
し
一
九

」二

縺
|
四
〇
．
年
に
は
激
減
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る
。

　
穀
類
は
さ
す
が
に
年
十
数
万
バ
ー
ト
し
か
輸
入
が
な
い
。
種
類
は
貿
易
統
計
表
の
上
に
於
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
仕
出
地
域
か
ら
具
で
恐

ら
く
麦
類
並
に
米
穀
が
主
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
仕
出
地
域
は
年
に
依
っ
て
異
動
が
あ
る
が
、
彼
南
、
シ
ン
ザ
ポ
ー
ル
、
チ
エ
ッ

当
・
ス
ロ
ヅ
ァ
キ
ア
、
独
逸
、
濠
洲
、
北
米
合
衆
国
、
ビ
ル
マ
、
加
奈
陀
な
ど
で
あ
る
。

　紹「



59．タイ国製茶輸入高
　　数量……キソタル
．単位
　　金額……バート

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

種類並仕出地域
1934－35 1938－39 1939－40

量
： 額 量 才 量 額

葉　　　茶（計） 6，721 649，416 5，221 932，441 2，983

日　　　本 340 22，225 211 18，321 166

台　　　　湾 13 1，155 291 28，624 733

中　　　　国 2，339 232，092 2，175 214，744 166

香　　　　港 3，553 345，536 2，059 201，824 1，443

ペ　　ナ　　ン 306 29，929 431 34，543 鰻
シンガポーノレ 117 10，118 93 11，783 123

インドネシア 9 611 17 1β26 14

印　　　　度 45 7，639
一

11 13

セ　イ　ロ　ン
一

17 60 18，608 61

粉　　　茶（計） 1，925 195，239 2，272 243，442 2，208

日　　　本 129 5，563 6 193 5

台　　　　湾 9 400 6 600 21

香　　　　港 38 2，251 28 2，790 65

ペ　　ナ　　ソ 666 67，341 654 64，916 597

シソガポーノレ 615 50，453 608 548 377

インドネシア 152 15，533 855 86，028 906

印　　　　度 52 12，701 54 7，000 2

セ　イ　ロ　ン 254 39，705 232 35，054 836

（註）（計）には掲記外地域を含む。

　　　　60．タイ国果実類輸入高

324，　139

15，　241

73，　154

16，　581

144，　052

33，　381

17，　488

1，　366

2，　655

20，　020

261，　433

　305
2，　orO

3，　345

76，　573

36，　181

105，　117

　．444

37，　378

　数量……キンタル単位
　金額・…ワミート

1934－35 193魯一39 1939－40

仕　出　地域
量　i額 量　1額 量　1額

日　　　　本

?@　　　　国

＝@　　　　港

}　　　　1／　　　一

y　　　ナ　　　ン

Vンガポーノレ

�@　　　　度

梶@　　　洲

k米合衆国
p　　　　　国

〟@　　　計

2，409

R1，116

X，487

@　　　62

@　　988

V，372

@　　　39

@　　　5

@　　　13

@　　　．1

T1，539

32，163

R53，330

P37，547

@　　　589

Q2，642

U1，511

@　1，276

@　　　171

@　　　592

@　　　142

U10，589

　　　　34

R1，928

P2，630

@　　230

R，487

R，366

@　　　25

P3，728

P，438

@　　　10

T6，570

　　　　647

R54，906

Q35，389

@　2，393

V6，889

V1，291

@　1，816

@　4，603

S9，348

@　　　259

X03，878

　　　　88

Q，024

P8，713

@　　303

P，288

Q，579

@　　　15

@　　412

@　　627

@　　　5

Q6，059

　　1，133

Q6，785

R56，621

@　9，462

S7，780

P04，331

@　　　963

P6，033

Q8，274

@　　279

T91，784

（註）合計には掲記外地域を含む。
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戦野：：碧ル

1939－IO

61．タイ国穀類輸入高
1938一一39

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

1934－35

額量額量額量仕出地域

164 1，811 48 1，384

273 4，246 214 3β41

2，646 26，418 993 13，119

1，133 11，546 1，360 15，969

93 705 36 248

491 4，419 651 6，631

1，610 15，413 2，670 29，416

386 16，803 453 19，230

一 一
363 10，394

一 一
1，403 36，669

1，560 44，947 150 3L　927

23 1，508 44 5，890

7，504 122，959 8，406 146，757

　　3，　914

　　4，　535

29，　549

　7，　629

19，　077

　　1，　506

11，　391

　8，331

14，　964

23，　924

　　　567

125，　517

　　467

1，　553

3，　816

　　730

3，　786

　　177

1，　171

　　140

　　　500

　　　787

　　　　6

13，　135

中　　　　国

香　　　　港
ペ　　　ナ　　　ン’

シン’ガポール

ビ　　ル　　　マ

印　　　　度

濠　　　　洲

北米合衆国
加　　奈　　陀

独　　　　逸
チェッコ
　スロヴァキア
英　　　　二

合　　　計

（註）合計には国記外地域を含む。

62．タ／国に於ける姻草需給状況 単位　キンタル

1934－35 1935－36　j　1936－37　1　IE　37－38 1938－39 1939－40

127，　147

　2，　434

1．P．，　428

137，　141

120，　275

　　3，　278

29，　444

146，　441

91，805

　　3，　026

39，　389

128．　168

　産　　高

@　　　　　　出

@　　　　　　入

焉@消　費

91，8291　78，781

E…4i・・雛・

Ell糊・器灘

70，162

@4，753

R4β10

P00，219

生
下
意
国

（註）再輸出は極めて僅かで多い年でも10キソタル内外であるから省酪した。

　
最
後
は
姻
草
の
輸
入
状
況
で
あ
る
。

タ
イ
国
に
於
て
姻
草
の
生
産
高
は
相
当

に
上
っ
て
お
り
叉
多
少
と
も
輸
出
さ
れ

て
い
る
と
い
う
こ
と
は
輸
出
の
章
に
於

て
既
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
タ

イ
国
に
於
け
る
芝
草
消
費
状
況
は
到
底

土
産
姻
草
の
み
を
以
て
満
足
し
得
ず
、

輸
出
金
額
の
十
一
倍
乃
至
二
十
四
倍
に

及
ぶ
輸
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。
輸
入
姻

草
の
種
類
は
一
九
三
五
一
四
〇
年
ま
で

は
紙
巻
燗
草
を
主
と
し
て
製
造
姻
草
が

大
部
分
を
占
め
て
い
た
け
れ
ど
も
、
爾

後
は
寧
ろ
原
料
燗
草
の
方
が
多
く
な
っ

て
来
て
い
る
。
ご
れ
は
タ
イ
国
に
於
け

る
姻
草
工
業
の
発
展
を
示
す
も
の
で
あ

る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
一
九
三
七

－
三
八
年
ま
で
の
連
年
に
亘
る
輸
入
増

144



キンタル

バート

腰
間

、
数
金

単位国姻章種類別輸入高イタ
6含．

1

種　　　類 ［・934－35 1・93・一36 1・93・一・7 1・937－38 1・93ト39 1939－40

葉騨｛羨 5，705

@　547

7，391

@　762

18，455

P，667

24，898

Q，294

18，995

P，715

7，482

@　805

難騨｛叢
218

S7

235

S2

192

T1

131

R7

106

R4

53

Q8

紙巻燗草屡 20，939

S，55召

21，041

S，648

16，078

R，725

14，279

R，168

10，248

Q，507

4，260

P，205

難　｛量
349 91 85 81 95 633

製造燗草書 41 23 25 30 43 122

合計｛羨 27，211

T，189

28，758

T，475

34，810

T，468

39，389

T，529

29，444

S，299

12，428

Q，160

　　　数量…キソタル
単位
　　　金額…1000バート

64．タイ国別草仕出地域別輸入高

1934－35 1938－39 1939－40
回忌出　地域

量 1額 量 1額 量 1迂
回姻草（計） 5，705 546，920 18，995 1，714，545 7，482 804，732

中　　　　国 1，409 117，438 一 一
131 8，453

香　　　　港 1，144 113，211 一 一
205 17β19

ペ　　　ナ　　　ソ 一 一 一 一
7 1，455

シンガポール 47 4，231 3，852 310，021 2 1，777

比　律　賓 126 10，042 一 一 一 一
インドネシア 1 78 23 2，572 8 922

印　　　　度 7 572
一 一

3 450

北米合衆国 2，927 296，977 15，101 1，399，600 7，124 774，072

英　　　　国 43 4β67 17 2，085 『
82

其他諸地域 1 4 2 267 2 202

製造姻草（計） 21，506 4，642，804 10，449 2，582，900 4，946 1，355，139

中　　　　国 10 1，211
一

80
一

4

香　　　　港 1，409 281，413 134 27，089 43 11，564

ペ　　ナ　　ン’ 1β92 387，446 1，095 368，435 46 21，016

シソガポーノレ 52 150 8 5，121 232 66，241

比　律　賓 1 1，014 5 4，590 3 4，678

インドネシア 21 4，475 5 1，619 1 598

印　　　　度 1 196 2 491 7 4，938

北米合衆国 6 2，770 39 19，853 67 39，039

独　　　　逸 一
71

一
906 1 1，153

仏　蘭　西 34 7，825 9 1，930
一 一

丁　　　　抹 2 3，668 6 3，639 6 5，296

英　　　　国 18，485 3，921，822 9，101 2，127，452 4，474 1，164，397

和　　　　蘭 11 5，698 36 18，849 62 33，662

其他諸地域 82 25，045 9 2，846 4 2，553

一．　145
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加
は
同
国
の
燃
草
生
産
高
が
減
少
し
た
こ
と
に
も
依
る
け
れ
ど
も
、
叉
そ
の
全
国
消
費
が
著
し
く
増
加
し
た
こ
と
に
も
依
る
の
で
あ
る
。
之

に
反
し
て
、
一
九
三
八
－
三
九
年
か
ら
そ
の
輸
入
が
減
少
を
来
た
し
て
い
る
の
は
国
内
生
産
高
の
激
増
に
基
く
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
こ
の

事
情
を
一
層
明
瞭
に
す
る
た
め
に
、
輸
出
の
章
に
於
て
記
し
た
と
こ
ろ
と
多
少
重
複
す
る
け
れ
ど
も
、
タ
イ
国
に
於
け
る
燗
草
の
需
給
状
況

を
示
す
と
6
2
表
の
よ
う
に
な
る
。

　
即
ち
、
国
内
消
費
が
次
第
に
増
加
し
て
凡
そ
十
四
万
キ
ン
タ
ル
と
な
り
、
こ
の
う
ち
大
部
分
が
土
産
燗
草
で
あ
り
、
輸
入
三
身
は
土
産
姻

草
の
一
割
乃
至
二
割
五
分
位
に
し
か
当
っ
て
い
な
い
。
荷
、
一
九
三
九
－
四
〇
年
の
輸
入
減
少
は
ヨ
一
戸
ッ
。
ハ
戦
争
の
た
め
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
産

毛
草
の
輸
入
が
激
減
し
た
こ
と
に
依
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
そ
の
後
に
於
て
姻
草
の
増
産
に
非
常
な
る
迫
車
が
か
け
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
は
推
測
出
来
る
。
戦
後
の
詳
細
な
統
計
が
入
手
で
き
れ
ば
こ
れ
が
明
か
に
な
る
。

　
輸
入
姻
草
の
仕
出
地
域
は
原
料
毒
草
と
製
造
姻
草
と
に
依
っ
て
異
っ
て
い
る
。
原
料
た
る
葉
燗
草
は
最
も
多
く
北
米
合
衆
国
か
ら
輸
入
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
に
反
し
て
、
製
造
庭
草
（
大
部
分
は
紙
巻
燗
草
で
あ
る
こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る
が
）
の
最
大
の
輸
入
相
手
地
域
は
英

国
で
あ
る
。

　
以
上
九
類
に
亘
る
各
種
食
用
物
資
の
輸
入
状
況
を
仔
細
に
観
察
し
た
が
、
タ
、
イ
国
貿
易
統
計
表
に
は
こ
の
分
類
以
外
に
輸
入
金
額
の
零
細

な
る
品
目
並
に
各
種
の
も
の
を
配
合
し
た
る
食
料
品
で
あ
る
た
め
明
確
に
分
類
に
当
嵌
め
難
い
品
を
集
め
て
掲
記
外
食
料
品
（
国
0
9
甘
け
轟
ω

自
昌
①
コ
q
8
瀬
高
巴
）
と
い
う
品
目
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
品
目
に
属
す
る
も
の
が
過
去
五
年
間
を
通
じ
て
凡
そ
年
百
万
乃
至
二
百
万
バ

ー
ト
位
あ
る
。
そ
の
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
恐
ら
く
各
種
罎
罐
詰
類
が
大
部
分
で
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
の
主
た
る
輸
入
相

羊
地
域
は
他
の
多
く
の
品
目
と
同
じ
く
、
香
港
、
ペ
ナ
ン
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ャ
、
北
米
合
衆
国
、
中
国
、
イ
ン
ド
シ
ナ
、
マ

レ
ー
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
各
十
万
バ
ー
ト
近
く
叉
は
こ
れ
を
超
え
る
輸
入
額
を
有
し
て
い
る
。
英
国
、
印
展
、
和
蘭
な
ど
か
ら
も
こ
れ
に
次
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　　　数量一
単位
　　　金額・

・yッ㌔ル

・ノミート65．タ1国椰子油輸入高

1938－39 1939－40

量　1 額 量 ｝額
618 48

一 一
3，769 552 261 37

274，405 42，528 36β90 6，403

998，312 224，986 11，054 2，660

109，554 19，045 105，408 26，152

23，409 4，675 116，247 29，264

一 一
10，949 3，231

11，232 1，620
一 一

一　　　　　　一

P，421，299

　　　　一

Q93，454

　　　　一

Q80，309 67，747

一

額

　　　　100

　　　　45

　　8，　902

101，　983

1934－35

且里

　　　360

　　　364

62，　325

891，　166

　　　　eo

　　2，　973

114，　023

　　　81

10，　085

961，　381

仕出地域

国

tz　一

中
マ

ン
噛
霧
ン
他
計

　
ポ
　
　
ネ
　
　
ロ

ナ
が
律
ド
ル

　
ン
　
y
ボ
ィ

ペ
シ
比
イ
南
セ
其
合

タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

い
で
多
く
、
輸
入
額
五
万
バ
ー
ト
を
超
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
第
二
節
輸
入
非
食
用
物
資

　
食
用
農
林
畜
産
物
資
の
輸
入
は
全
般
的
に
見
て
甚
だ
貧
弱
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

一
面
タ
イ
国
の
食
糧
自
給
が
完
全
に
近
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
も
の
と
見
る
べ

き
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
三
食
農
林
畜
産
物
資
に
就
て
は
あ
ら
ゆ
る
工
業
原
料

が
一
国
内
に
産
出
す
る
と
い
う
事
例
は
極
め
て
稀
で
あ
る
か
ら
、
寧
ろ
そ
の
輸
入

の
多
い
こ
と
は
一
面
国
内
資
．
源
の
乏
し
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
同
時
に
、
他
面
そ

の
国
の
工
業
が
盛
で
あ
る
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。
従
て
叉
、
こ
の
反
対
に
原
料

輸
入
の
少
い
と
い
う
こ
と
は
多
く
の
揚
合
そ
の
国
の
工
業
が
振
わ
な
い
証
拠
と
も

見
る
こ
と
が
出
来
る
。
タ
イ
国
の
場
合
は
実
に
後
者
に
属
し
、
非
食
農
林
畜
産
物

資
の
輸
入
は
極
め
て
少
く
、
金
額
に
し
て
僅
か
に
百
万
バ
ー
ト
内
外
の
程
度
で
あ

り
、
食
用
農
林
畜
産
物
資
の
約
二
十
分
の
一
内
外
に
し
か
当
っ
て
い
な
い
。

こ
の
少
額
の
輸
入
の
う
ち
、
年
々
十
万
バ
ー
ト
を
超
え
る
輸
入
額
の
あ
っ
た
も
の

は
植
物
性
油
脂
類
、
規
那
、
繊
維
原
料
で
あ
り
、
近
年
は
著
減
し
て
い
る
け
れ
ど

も
一
時
は
十
万
バ
ー
ト
を
超
え
た
も
の
に
積
榔
子
が
あ
り
、
叉
近
年
十
万
バ
ー
ト

を
超
え
る
に
至
っ
た
も
の
に
皮
革
類
が
あ
る
。
こ
れ
以
外
は
い
ず
れ
も
十
万
バ
ー

ト
未
満
で
あ
っ
て
、
而
か
も
品
目
数
も
極
め
て
僅
か
で
あ
る
。

一　147



　
　
　
　
タ
イ
国
の
外
国
貿
易
と
そ
の
産
業
構
造

　
輸
入
植
物
性
油
の
主
な
る
も
の
は
椰
子
油
で
あ
る
。
椰
子
油
は
タ
イ
国
に
於
て
も
相
当
の
産
額
が
あ
り
、
主
と
し
て
石
鹸
製
造
、
薬
品
製

造
の
原
料
と
な
っ
て
い
る
が
、
近
時
に
於
け
る
石
鹸
製
造
工
業
の
発
達
に
伴
い
、
国
内
採
油
量
に
て
は
不
足
を
告
げ
る
に
至
っ
て
い
る
の
で
、

年
百
万
立
内
外
、
十
万
乃
至
三
十
万
バ
ー
ト
程
度
の
椰
子
油
を
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ペ
ナ
ン
、
比
律
賓
、
イ
ン
ド
、
矛
シ
ア
、
ボ
ル
、
豊
頃
、
セ
イ

ロ
ン
等
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
尤
も
、
こ
の
輸
入
は
一
九
三
九
i
四
〇
年
に
は
急
激
に
減
じ
て
前
年
の
約
五
分
の
一
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ペ
ナ
ン
、
セ
イ
ロ
ン
か
ら
の
輸
入
が
激
減
し
た
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。

　
椰
子
油
以
外
の
植
物
性
油
も
年
十
万
バ
ー
ト
内
外
の
輸
入
が
あ
る
が
、
特
記
す
べ
き
ほ
ど
の
も
の
は
な
く
、
ワ
ニ
ス
、
蠣
な
ど
の
輸
入
も

貿
易
統
計
表
に
は
上
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
問
題
に
な
ら
ぬ
位
に
少
額
少
量
で
あ
る
。

　
油
脂
原
料
た
る
コ
コ
椰
子
、
檀
榔
子
も
極
め
て
少
額
な
が
ら
主
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
及
び
マ
レ
ー
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
る
。
後
者
は
寧

ろ
タ
イ
国
か
ら
相
当
多
額
の
輸
出
を
見
て
い
る
物
資
で
あ
っ
て
、
従
て
こ
の
輸
入
品
は
加
工
優
良
品
と
見
る
べ
く
、
こ
れ
は
そ
の
単
価
の
輸

出
品
に
比
べ
て
蓬
か
に
高
い
こ
と
か
ら
推
察
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
以
上
の
外
に
、
繊
維
原
料
、
皮
革
類
、
木
材
等
い
ず
れ
も
多
少
の
輸
入
を
見
て
い
る
が
、
三
韓
の
十
万
バ
ー
ト
内
外
を
除
い
て
は
或
る
品

－
目
は
一
千
バ
ー
ト
に
も
満
た
ず
、
多
く
も
数
々
バ
ー
ト
に
し
か
達
し
て
い
な
い
微
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
鼓
に
輸
入
相
手
地
域
を
一
々
示
す

ほ
ど
の
こ
と
も
あ
る
ま
い
と
思
う
か
ら
之
を
省
略
す
る
。

　
（
附
記
）
　
本
稿
は
昭
和
二
十
七
年
度
文
部
省
科
学
研
究
．
費
に
よ
る
研
究
の
一
部
で
あ
る
。
附
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

家
　
本
秀
　
太
郎

　
日
本
綿
業
が
そ
の
鉄
鋼
業
と
と
も
に
日
本
経
済
の
軽
重
工
業
の
支
柱
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
他
の
国
民
経
済
と
変
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
明

治
以
来
急
進
す
る
人
口
を
越
え
て
生
活
水
準
を
漸
進
せ
し
め
た
原
動
力
が
こ
の
日
本
綿
業
の
海
外
躍
進
に
あ
っ
た
事
は
誰
し
も
否
定
し
な
い

で
あ
ろ
う
。
本
稿
に
お
い
て
は
日
本
綿
業
を
そ
れ
の
統
計
分
析
の
立
揚
か
ら
性
格
づ
け
て
み
た
い
と
思
う
。

149

一
、
産
業
構
造
の
見
地
か
ら

　
日
本
産
業
構
造
の
発
展
過
程
は
今
日
ま
で
の
と
こ
ろ
一
方
で
は
輸
出
産
業
樽
造
と
し
て
他
方
で
は
軍
需
産
業
構
造
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ

る
。
前
者
は
対
外
的
且
つ
軽
工
業
を
主
力
と
し
、
後
者
は
対
内
的
且
つ
重
工
業
を
主
力
と
し
、
両
者
が
そ
の
主
導
方
向
を
鮮
明
に
分
離
し
て

い
る
と
こ
ろ
に
著
し
い
日
本
産
業
溝
造
の
特
質
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
根
本
は
比
較
的
近
隣
に
位
し
て
い
た
東
南
ア
ジ
ア

諸
国
の
巨
大
な
綿
製
品
需
要
と
他
方
日
本
の
軍
事
的
侵
出
の
野
望
と
で
あ
っ
て
、
日
本
人
の
も
つ
勤
勉
と
技
能
が
こ
れ
に
即
応
し
得
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
市
場
の
拡
大
は
や
が
て
大
量
生
産
方
式
の
確
立
と
い
う
技
術
面
と
内
外
市
揚
の
一
本
化
と
い
う
景
気
的
操
作
の
需
要
旧

著
と
か
ら
の
産
業
の
発
展
を
も
た
ら
さ
ざ
る
を
得
ず
、
設
備
の
量
的
質
的
進
歩
を
促
進
せ
し
め
る
こ
と
と
な
る
。
海
外
伸
張
を
建
前
と
す
る
・

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て



　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

綿
業
は
価
格
面
・
需
要
面
に
お
い
て
常
に
国
際
競
争
力
を
信
条
と
し
て
発
展
し
て
来
た
に
対
し
て
、
鉄
鋼
業
は
経
済
発
展
の
自
然
の
流
れ
と

し
て
の
産
業
講
造
の
高
度
化
の
程
度
以
上
に
軍
事
的
背
景
、
従
っ
て
国
家
財
政
を
通
し
て
の
国
家
政
策
的
支
援
を
大
き
く
継
続
し
得
た
と
こ

ろ
に
両
者
の
自
力
本
願
と
他
力
本
願
と
の
性
格
相
異
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
者
が
外
貨
と
い
う
日
本
経
済
の
基
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
獲

得
に
専
念
し
た
に
対
し
て
、
後
者
が
政
治
軍
・
事
と
直
結
す
る
こ
と
に
没
頭
し
た
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
は
愚
老
の
原
綿
売
買
に
よ
る
莫
大
な
商

業
利
益
と
綿
製
品
輸
出
先
市
場
見
透
し
に
よ
る
少
か
ら
ざ
る
投
機
利
益
と
い
う
形
に
対
し
て
後
者
の
国
家
保
護
政
策
的
工
業
利
潤
と
い
う
形

を
と
る
こ
と
と
な
っ
た
。
戦
後
日
本
経
済
の
後
退
と
と
も
に
、
海
外
綿
製
品
市
場
と
軍
需
造
船
工
業
と
の
二
大
支
柱
を
一
堂
に
喪
失
し
、
本

来
的
に
必
然
で
あ
る
と
こ
ろ
の
内
外
市
場
の
一
本
化
即
ち
軽
工
業
の
国
内
向
け
転
換
お
よ
び
重
工
業
の
海
外
進
出
に
一
層
拍
車
を
か
け
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
今
後
の
日
本
経
済
の
課
題
は
日
本
経
済
の
自
立
と
重
化
学
工
業
中
心
産
業
構
造
の
確
立
に
あ
る
と
い
う
こ
，
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
日
本

経
済
自
立
と
い
う
場
合
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
こ
に
例
え
ば
戦
前
レ
ベ
ル
の
一
定
基
準
生
活
水
準
の
確
保
と
国
際
収
支
バ
ラ
ン
ス
の
成
立
と
の
同

時
満
足
を
考
え
て
お
り
、
重
化
学
工
業
中
心
の
産
業
構
造
と
い
う
盛
合
、
注
意
を
要
す
る
こ
と
は
軽
重
工
業
の
全
工
業
生
産
に
占
め
る
重
要

性
を
決
定
す
る
に
当
っ
て
、
両
者
の
絶
対
量
と
し
て
の
数
量
比
較
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
雇
用
量
か
或
い
は
生
産
金
額
に
よ
る
比
較
た
ら
ざ

る
を
得
な
い
が
、
雇
用
量
の
場
合
に
は
一
定
の
生
産
規
模
に
対
し
て
労
働
量
の
多
い
ほ
ど
即
ち
労
働
生
産
性
の
低
い
ほ
ど
該
産
業
部
門
の
重

要
性
が
大
と
い
う
不
測
の
結
果
を
生
じ
、
生
産
金
額
の
場
合
に
は
該
産
業
部
門
の
物
価
高
が
あ
る
ほ
ど
言
い
換
え
れ
ば
物
価
体
系
に
部
門
的

な
歪
み
の
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
重
要
性
が
大
と
い
う
誤
っ
た
結
果
を
生
ず
る
虞
が
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
後
者
に
よ
る
の
が
妥
当
で
は
な
い
か

と
思
う
。
わ
れ
わ
れ
の
理
解
す
る
限
り
に
お
い
て
は
、
右
の
二
命
題
の
同
時
満
足
と
い
う
の
は
完
全
雇
用
か
さ
な
く
ば
実
質
的
に
こ
れ
に
接

近
せ
る
高
度
の
社
会
政
策
的
裏
付
け
を
も
っ
た
生
活
水
準
を
目
標
と
し
、
こ
の
達
成
の
た
め
に
産
業
構
造
を
で
き
う
る
限
り
高
度
化
す
る
こ
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と
に
よ
ウ
て
国
民
生
産
力
を
最
も
有
効
に
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
立
合
国
際
収
支
の
バ
ラ
ン
ス
な
る
8
Φ
ロ
ω
誘
8
日
の
完

成
は
長
期
生
活
水
準
の
維
持
向
上
の
た
め
に
是
非
要
求
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
経
済
の
基
本
的
な
方
向
づ
け
乃
至
計
劃
化
は
屡
々
日
本

経
済
自
立
計
劃
の
名
の
下
に
唱
え
ら
れ
事
実
叉
策
定
さ
れ
且
つ
政
府
の
基
本
方
針
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
そ
の
限
り
に
お
い
て

極
め
て
当
然
の
帰
結
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
限
り
に
お
い
て
は
何
等
の
異
論
を
さ
し
は
さ
も
う
と
は
し
な
い
け
れ
ど
も
、
こ
こ
に
一
つ

の
大
き
い
但
書
を
つ
け
加
え
て
お
く
事
が
重
要
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
言
葉
の
意
味
し
て
い
る
よ
う
な
、
そ
し
て
事
実
政
府
に
お
い
て
或
い
は

一
九
五
七
年
経
済
計
劃
案
等
に
も
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
5
な
重
化
学
工
業
化
と
い
う
傾
斜
的
産
業
構
造
高
度
化
の
強
行
に
は
種
々
な
る
経
済

的
不
自
然
と
軍
事
的
含
み
と
を
も
つ
も
の
と
も
考
え
ら
れ
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
に
対
し
て
は
日
本
経
済
の
将
来
の
唐
揚
か
ら
声
を
大
に
し
て

悔
を
後
に
残
さ
ざ
る
の
賢
明
を
強
調
し
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
決
し
て
日
本
綿
業
の
釣
舟
か
ら
荏
な
し
に
、
天
然
資
源
に
乏
し
き
日
本

が
生
き
る
た
め
の
本
筋
で
あ
る
と
こ
ろ
の
外
貨
獲
得
と
農
業
を
除
く
最
大
の
人
口
扶
養
産
業
と
い
う
見
地
か
ら
、
日
本
綿
業
乃
至
繊
維
工
業

に
対
し
て
将
来
の
期
待
を
放
棄
し
て
そ
の
積
極
的
支
持
を
断
念
す
る
が
如
き
は
嘗
て
戦
時
並
び
に
戦
後
に
お
け
る
日
本
綿
業
の
海
外
伸
張
杜

絶
に
よ
っ
て
今
日
の
輸
出
に
致
命
的
減
少
を
も
た
ら
し
た
る
失
敗
を
更
に
念
押
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
重
化
学
工
業
化
へ
の
産
業
高

度
化
は
、
今
日
考
え
ら
れ
て
い
る
限
り
に
お
い
て
は
表
面
は
≦
・
℃
0
9
く
の
法
則
の
利
用
に
よ
る
国
民
生
産
力
の
増
大
で
あ
ろ
う
が
、
反
面

に
は
少
く
と
も
経
済
的
に
は
特
需
に
よ
る
国
内
に
お
け
る
ド
ル
獲
得
と
い
う
有
利
さ
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
軽
工
業
化
の
進
展
に
対
処
す
る

東
亜
の
経
済
的
り
ー
ダ
ー
と
し
て
の
重
化
学
工
業
化
従
っ
て
日
本
重
化
学
工
業
品
の
海
外
躍
進
を
期
待
し
て
お
り
、
政
治
的
に
は
再
軍
備
漸

進
に
よ
る
準
戦
時
経
済
態
勢
の
用
意
を
な
す
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
結
局
軍
需
生
産
の
政
治
的
並
び
に
経
済
的
意
義
と
日
本
，

重
化
学
工
業
品
の
海
外
進
出
の
可
能
性
と
い
う
こ
と
に
帰
着
す
る
。
仮
に
軍
需
乃
至
防
衛
生
産
の
日
本
経
済
へ
の
山
口
同
度
貢
献
を
認
め
る
と
し

て
も
、
問
題
は
そ
れ
の
結
果
す
る
日
本
の
国
そ
の
も
の
の
政
治
軍
事
的
将
来
の
運
命
に
繋
る
。
完
全
雇
用
を
称
え
つ
つ
陞
進
し
た
嘗
て
の
日

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

本
戦
時
経
済
が
敗
戦
と
と
も
に
奈
落
の
底
に
急
増
し
た
る
愚
を
再
び
繰
返
さ
ざ
る
の
遠
慮
が
絶
対
に
要
請
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
日
本

国
民
は
一
抹
の
不
安
と
焦
燥
の
念
を
禁
じ
得
ぬ
も
の
が
あ
ろ
う
。
他
方
、
日
本
重
化
学
工
業
品
の
海
外
進
出
に
つ
い
て
は
優
秀
廉
価
な
る
米

・
英
・
独
製
品
に
比
し
国
際
比
価
の
か
な
り
高
き
且
つ
製
品
精
度
の
劣
れ
る
相
当
長
期
的
に
国
際
競
争
力
の
弱
い
日
本
製
品
に
対
し
て
過
大

な
る
机
上
期
待
を
か
け
る
こ
と
は
、
少
く
と
も
経
済
的
に
は
無
理
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
防
衛
生
産
と
密
接
に
結
び
つ
い
た
電
源
開
発
や
重

化
学
工
業
化
と
い
う
と
こ
ろ
に
日
本
経
済
の
米
国
依
存
的
性
格
が
現
わ
れ
、
過
去
の
綿
製
品
に
代
っ
て
重
化
学
工
業
品
が
日
本
経
済
自
立
の

8
ω
江
口
ひ
q
＜
0
8
を
握
ら
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
自
立
計
劃
へ
の
不
安
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
日
本
綿
業
の
将
来
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ
れ

は
、
そ
の
輸
出
に
関
し
て
は
直
下
に
述
べ
る
如
く
後
進
国
の
輸
出
力
の
増
大
お
よ
び
綿
花
価
格
の
引
下
げ
に
よ
っ
て
世
界
綿
製
品
貿
易
は
充

分
に
増
大
の
可
能
性
を
有
す
る
こ
と
、
そ
の
内
需
に
関
し
て
は
今
日
未
だ
戦
前
の
綿
製
品
消
費
水
準
の
七
割
程
度
に
過
ぎ
な
い
が
こ
れ
は
一

人
当
り
実
質
国
民
所
得
の
戦
前
レ
ベ
ア
接
近
と
と
も
に
漸
次
増
大
の
傾
向
を
も
つ
こ
と
を
考
慮
し
て
、
そ
の
輸
出
お
よ
び
国
内
産
業
と
し
て

将
来
に
必
ず
し
も
期
待
薄
を
も
つ
て
は
い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
重
化
学
工
業
化
の
推
進
が
日
本
綿
業
の
育
成
に
難
く
も
従
来
と
異
っ
た
消
極

的
な
形
に
お
い
て
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
人
口
過
剰
と
資
源
不
足
の
板
挾
み
の
宿
命
を
も
つ
日
本
経
済
の
た
め
に
一
つ
の
設
問
と
し
て
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

済
理
論
家
・
為
政
者
・
財
界
人
の
再
審
議
再
吟
味
す
べ
き
事
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
（
－
）
拙
稿
「
目
本
経
済
自
立
と
輸
出
産
業
構
造
」
、
国
民
経
済
雑
誌
、
第
八
五
巻
第
六
号
、
一
九
五
二
年
六
月
。

．一　1）r2　pt

二
、
輸
出
貿
易
の
見
地
か
ら

　
日
本
綿
業
は
本
来
日
本
経
済
発
展
の
基
本
的
立
国
方
針
た
る
加
工
貿
易
方
式
の
直
接
担
当
者
と
し
て
発
達
し
、
外
貨
獲
得
に
よ
る
人
口
扶

養
力
と
生
活
水
準
向
上
と
は
や
が
て
内
外
綿
製
品
市
場
の
一
本
化
を
促
進
し
つ
つ
綿
製
品
消
費
量
の
拡
大
従
っ
て
日
本
綿
業
の
世
界
的
地
歩



を
確
保
す
る
に
至
っ
た
。（

a
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　

世
界
綿
製
品
貿
易
の
問
題

　
今
日
ま
で
の
世
界
綿
製
品
の
生
産
．
消
費
・
貿
易
量
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
量
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
即
ち
綿
製
品
の
消
費
は
戦
後
国
民
所
得
の
一
時
的
減
退
を
反
映
し
て
一
人
当
り
消
費
量
を
減
少
し
た

　
　
費

　
　
消
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
　
が
経
済
の
正
常
発
展
過
程
に
お
い
て
は
常
に
漸
増
の
傾
向
に
あ
り
且
つ
人
口
の
一
定
率
増
加
が
期
待
さ

　
　
り

　
　
描
　
　
　
　
れ
る
か
ら
、
世
界
綿
製
。
叩
消
費
従
っ
て
生
産
は
今
後
漸
増
す
る
も
の
・
み
て
誤
り
な
か
る
べ
く
、
一
方

　
　
　
一
　
　
　
　
三
品
貿
易
量
は
右
各
期
に
お
い
て
三
分
の
丁
五
分
の
丁
雰
の
一
と
漸
減
し
て
い
る
．
・
と
は
そ

　
　
量

誘
　
　
　
の
原
因
の
究
明
従
っ
て
羅
製
品
世
界
貿
量
の
重
し
に
関
連
し
て
三
．
に
検
討
に
値
す
る
問
題
で

　
第
蟄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
る
。
最
も
多
数
の
観
察
は
こ
の
生
産
量
に
対
す
る
貿
易
量
の
減
少
率
の
み
を
み
て
綿
製
品
世
界
貿
易

　
　
産

　
　
貼
　
　
　
　
量
の
絶
対
的
減
少
の
不
可
馨
判
断
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
事
物
の
籍
の
黎
と
い
う
も
の
で

　
　
岨
　
　
　
　
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
綿
器
世
界
運
勢
の
衰
退
の
原
因
を
明
か
に
し
て
・
の
原
因
が
果
し
て
将
来

　
　
品

　
　
製
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
如
何
に
発
展
す
る
か
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
っ
て
幾
何
の
貿
易
量
が
期
待
さ
れ
る
か
を
問
う
て
み
た
い
と

　
　
綿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
う
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
綿
製
品
世
界
貿
易
量
の
変
動
の
原
因
は
何
で
あ
る
か
。
そ
れ
に
は
そ
の
主
た

る
流
れ
が
農
業
国
と
工
業
国
と
の
間
に
如
何
に
な
っ
て
い
る
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
第
三
表
に
み
る
如
く
、
農
業
国
の
輸
入
は
世
界
貿
易

量
の
戦
前
九
五
％
戦
後
八
四
％
の
圧
倒
的
比
率
を
占
め
、
事
実
絶
対
量
と
し
て
も
戦
前
戦
後
の
世
界
貿
易
量
の
減
少
一
七
七
七
百
万
方
砺
に

対
し
て
農
業
国
の
輸
入
減
が
二
二
九
六
百
万
馬
上
に
達
し
て
い
る
事
か
ら
し
て
農
業
国
の
輸
入
減
こ
そ
綿
製
品
世
界
貿
易
量
減
退
の
主
動
因

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

年　1・9・ゆ・31・93昏381・95・

一世界生産量

｢界貿易量
齠?魔闖ﾁ費量

9，700〃

@一

　百万礪　　　　　百万婿
Q7，000　　35，500

@　　　　　7，200〃

@　　　　　16．3〃

　百万礪
R7，000

T，500〃

@14．9〃
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

　　　　　戦前戦後における綿製品世界貿易量
第二表
　　　　　　　　の農工業国間の流れ

細讐1工悪霊課i工業講謂）．

％ ％ ％ ％ ％ ％

工業国から 4．2 78．4 82．6 12．5 56．1 68．6

農業国から 0．6 16．8 17．4 3．3 28．1 31．4

計 4．8 95．2 100．0 15．8 84．2 100．0

戦前戦後における綿製品世界貿易

　　　量の農工業国間の変動籟
＼＼、　輸　入

　　、　　、　　　、　　　、　　　－

A　出　＼
工業国へ 農業国へ 計

百万礪 百万礪 百万磁

工業国から 十382 一2，615 一2，234

農業国から 十138 十　320 十　457

計 十520 一2，296 一1，777

間
に
は
高
い
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
る
。
而
し
て
、

等
の
竃
。
口
。
評
巳
什
霞
の
所
産
た
る
特
産
物
の
輸
出
を
中
心
と
す
る
輸
出
総
額
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
し
か
も
こ
の
輸
出
総
額
は
食
糧
乃
至

衣
料
の
如
き
直
接
消
費
財
の
輸
入
代
金
と
し
て
充
当
さ
れ
る
高
き
輸
入
性
向
を
も
つ
て
い
る
。
事
実
後
進
農
業
国
に
お
け
る
輸
出
総
額
と
そ

の
綿
製
品
輸
入
金
額
と
の
間
に
は
第
五
表
に
み
る
如
き
か
な
り
高
き
相
関
関
係
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
一
般
に
綿
製
品
輸
入
依
存
度
の

高
い
ほ
ど
鮮
明
に
現
．
わ
れ
る
傾
向
を
も
ち
、
他
方
後
進
農
業
国
の
特
産
物
は
そ
の
輸
出
先
た
る
先
進
工
業
国
に
お
い
て
充
分
な
る
購
入
機
会

　
　
　
　
　
　
　
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
も
そ
の
内
容
的
に
は
イ
ン

　
　
　
　
　
　
　
ド
を
主
力
と
す
る
農
業
国
の
進
出
と
逆
に
工
業
国
か
ら
の
輸
入
の

　
　
　
　
　
　
　
圧
倒
的
減
退
と
い
う
形
に
お
い
て
現
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
殊
に
主

　
　
　
　
　
　
　
た
る
輸
出
工
業
国
た
る
日
英
米
に
と
っ
て
は
極
め
て
大
き
い
関
心

　
　
　
　
　
　
　
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
農
業
国
の
こ
の
顕
著
な
る
輸

　
　
　
　
　
　
　
上
上
は
如
何
な
る
原
因
に
よ
っ
て
起
つ
た
か
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
究
明
に
当
っ
て
融
っ
て
綿
製
品
需
要
変
動
の
原
因
に
立
ち
帰
り
み

　
　
　
　
　
　
　
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
次
節
に
明
か
に
す
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
、

　
　
　
　
　
　
　
綿
製
品
の
一
人
当
り
消
費
量
を
決
定
す
る
最
大
の
要
因
は
一
人
当

　
　
　
　
　
　
　
り
実
質
国
民
所
得
の
大
い
さ
で
あ
り
、
第
二
の
要
因
は
綿
製
品
価

　
　
　
　
　
　
　
格
の
一
般
物
価
に
対
す
る
相
対
価
格
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は

　
　
　
　
　
　
　
第
四
表
に
み
る
如
く
一
人
当
り
綿
製
品
消
費
量
と
国
民
所
得
と
の

農
業
国
殊
に
主
意
入
国
た
る
後
進
農
業
国
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
た
る
国
民
所
得
は
彼
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

第四表
綿製品一人当り消費：量と一人当り実質国民所得

　　　との間の相関係数　　（1948・一50）

工　　　業　　　国 農　　　業　　　国

富国（100弗以上） 貧国（100弗以下） 富国（100弗以上） 貧国（100弗以下）

0．90 0．99 0．85 0．93

第五表　　後進農業国における輸出総額と綿製晶輸入総額との相関係i数

匝・ネ・ヤ陣阿灘・ダ・1・ヤ・1北酵剥ナ・ゼ・ヤ

年　　　　世

梶@関　係　数

ﾈ製品輸入依存度

1929－39

O，965

X4．6

1933－29

O，983

@84．2

1933－39

O．8511）

X6．5

1931－38

O．7002）

P00．0

1933－39

O．9203）

P00．0

1933－39

O．9744）

P00．0

1

（註）1）英領スダンについては綿花輸出と綿製品輸入との間には0・842という全輸出金額との聞

　　　の場合と極めて接近した関係がみられ，同様に，2）シャムについては対シャム米との
　　　間に0，687，3）北ローデシヤについては対銅鉱との間に0・974，4）ナイゼリヤにっ
　　　いては対ヤシ果との聞に0・974というが如き接近した関係が認められ，これら後進国の
　　　Monokultur的性格を明瞭に表示している。なおこの特産物輸出金額と綿製品輸入金額
　　　との間の高い相関関係は初め東洋紡績経済研究所員柵川正三氏によって指摘されたもの

　　　である。

　　　　　戦前戦後における綿製品生産非生産国・工業国農業国
第六表
　　　　　　　富裕国貧乏国の一人当り綿製晶消費量の相異

綿製　品　生産　国 綿製　品非生産国
工業　国 農業　国 1

戦訓戦後 戦前隊後 戦前隊後戦前戦後

250弗

ﾈ上

一入当り
@実質国民所得

齔l当り
@綿製品消費量

　弗S08

@方礪
T4．4

4ノ

@方礁；
T5．1

一
一

一
一

一
一

一
一

　弗S00

@方礁
Q8．5

3ば

@方礁
Q6．8

250－

P00弗

一人当り
@実質国民所得

齔l当り
@綿製品消費量

　弗Q59

@方礁
Q0．9

　弗Q32

@方砺
Q3．4

14♂

@方砥
P9．1

　弗P47

@方礪
P9．7

一
一

一
一

11♂

@方碍
P3．6

10’

V拶

100弗

ﾈ下

一人当り
@実質国民所得

齔l当り
@綿製品消費量

6ヂ

@方礁
P2．5

5♂

繒ﾊ
W．7

5ダ

茁v
S．4

4ヂ

菶b
S．7

一
一

一
一

3夢

@方砺
P4．1

2♂

@方礁
P2．8

（註）綿製品生産国は国内総消費の70％以上を自給するもの・非生産国は40％以下のもの。工業

　　国は総生産金額中の過半が商工業にて占めるもの・農業国は農業生産金額が過半を占める

　　　喝のQ
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日
本
綿
葉
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

を
与
え
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
動
的
現
象
の
常
と
し
て
需
要
減
は
同
時
に
特
産
物
輸
出
価
格
減
を
導
い
て
米
綿
価
格
の
相
対
的
騰
貴
に
基

く
綿
製
品
価
格
の
相
対
的
騰
貴
と
相
加
重
し
て
後
進
農
業
国
の
交
易
条
件
を
戦
後
著
し
く
悪
化
せ
し
め
た
こ
と
が
後
進
農
業
国
の
戦
後
の
顕

著
な
輸
入
減
と
し
て
現
わ
れ
る
結
果
を
生
じ
た
第
二
の
原
因
で
あ
る
。
次
に
第
六
表
に
お
い
て
戦
前
戦
後
の
一
人
当
り
綿
製
品
消
費
の
推
移

第七表　東南アジア諸国における交易条件（1938』00）
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　　　　East，1950およびインドネシヤについてはIMF：Inter－
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を
一
人
当
り
国
民
所
得
の
大
小
、
農
茱
国
工
業
国
と
い
う
産
菜
構
造
的
区
別
、
綿
製
品
自
給
率

の
大
小
に
関
わ
ら
し
め
て
観
察
し
、
第
七
表
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
交
易
条
件
の
戦
後

の
悪
化
状
態
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
わ
れ
わ
れ
が
綿
製
品
需
要
に
つ
い
て
根
本
的
に
一

人
当
り
実
質
国
民
所
得
は
長
期
的
基
本
的
要
因
で
あ
り
綿
製
品
価
格
の
一
般
物
価
に
対
す
る
相

対
価
格
は
短
期
製
表
面
的
要
因
で
あ
る
と
考
え
且
つ
こ
の
立
揚
に
お
い
て
分
析
を
な
し
た
の
で

あ
る
が
、
こ
れ
を
具
体
的
に
は
綿
製
品
の
所
得
弾
性
お
よ
び
価
格
弾
性
の
形
に
お
い
て
部
分
的

に
習
え
た
と
す
る
と
き
、
後
進
農
業
国
に
つ
い
て
は
低
所
得
国
の
常
と
し
て
所
得
弾
性
に
比
し

て
価
格
弾
性
が
よ
り
大
で
あ
っ
て
（
例
え
ば
後
進
農
業
国
電
極
め
て
低
所
得
な
綿
製
品
自
給
率

零
に
し
て
人
口
巨
大
な
る
典
型
国
と
し
て
の
イ
ン
ド
、
矛
シ
ヤ
に
つ
い
て
は
ド
0
9
。
H
i
G
。
○
。
年
に
つ

い
て
価
格
弾
性
・
所
得
弾
性
は
そ
れ
ぞ
れ
l
O
・
①
も
9
婚
＋
ρ
α
b
o
）
、
こ
の
こ
と
は
綿
製
品
世
界
貿

易
量
の
増
大
の
直
接
の
即
敷
策
は
寧
ろ
綿
花
価
格
の
引
下
げ
若
く
は
少
く
と
も
綿
製
品
価
格
の

一
般
物
価
に
対
す
る
相
対
的
引
下
げ
に
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
ょ
り
根
本
的
に

は
農
業
開
発
を
主
力
と
す
る
後
進
国
開
発
計
劃
叉
は
コ
ロ
ン
ボ
賀
意
の
如
き
強
力
な
る
後
進
国
援
助
岩
窟
或
い
は
叉
こ
れ
ら
後
進
諸
国
特
産

物
の
積
極
的
購
入
と
い
う
経
済
的
支
援
に
よ
っ
て
彼
等
の
一
人
当
り
実
質
国
民
所
得
を
増
進
せ
し
め
る
道
を
講
ぜ
ず
し
て
は
彼
等
の
い
わ
ゆ

，gsr？　一



る
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
的
消
費
の
悩
み
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
叉
綿
製
品
世
界
貿
易
商
の
増
大
を
期
待
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
綿
製
品
世
界
貿
易
量
に
対
し
て
支
配
的
な
悲
観
的
予
想
が
内
外
に
流
布
さ
れ
て
い
る
と
き
に
当
り
、
わ
れ
わ
れ
は
寧
ろ
殊
に
後
進
農

業
国
綿
製
品
消
費
の
不
当
な
る
過
少
に
着
目
し
て
こ
れ
の
解
消
に
よ
る
貿
易
の
増
進
を
期
待
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
こ
の
基
本

的
乾
熱
は
一
九
五
二
年
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
国
際
綿
業
会
談
に
お
い
て
後
進
国
援
助
は
却
而
綿
業
自
給
化
を
促
進
す
る
逆
数
果
を
生
む
と
の

、
英
国
の
異
論
を
除
い
て
他
の
諸
国
の
賛
同
を
得
た
も
の
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
数
十
年
後
の
全
世
界
の
綿
業
自
給
化
の
完
成
の
時
期
に
至

る
ま
で
は
少
く
と
も
こ
の
原
則
は
生
き
て
存
続
す
る
も
の
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

後進農i業團における綿製品

　　輸入減退の原因
第八表

戦前
i193〔｝一38） 戦後

i1950） 増減

生　　　　　産

ﾁ　　　　　費

i一人当り消費量）

　百万礪
Q，724

V，727〃

i7．8駕）

　百万碍
R，166

U，331〃

i5．6礪）

　　百万礪
¥　442
|1，396〃

i一2．2砺）

　
綿
製
品
世
界
貿
易
量
の
今
後
の
継
続
的
減
退
を
予
想
す
る
者
が
常
に
指
摘
す
る
と
こ
ろ
は
、
後
進
国
の
綿

業
自
給
化
と
化
繊
の
競
合
と
綿
花
生
産
国
の
進
出
で
あ
る
。
綿
業
自
給
化
に
つ
い
て
は
少
く
と
も
戦
前
戦
後

の
対
比
に
関
す
る
限
り
第
八
表
に
み
る
如
く
後
進
農
業
国
に
つ
い
て
消
費
の
減
退
は
遙
か
に
自
給
化
の
推
進

よ
り
大
で
あ
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
の
一
人
当
り
実
質
国
民
所
得
の
減
退
に
基
本
を
お
く
構
想
の
妥
当
を
端
的
に

証
明
し
て
い
る
。
化
繊
の
進
出
に
つ
い
て
は
、
H
㊤
雫
H
O
切
O
年
平
均
に
お
い
て
綿
製
品
貿
易
量
の
三
五
％
を

占
め
緩
慢
な
漸
増
傾
向
に
あ
る
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
が
、
わ
れ
わ
れ
の
今
日
ま
で
の
中
間
報
告
に
関
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
2
）

限
り
、
次
の
こ
と
は
明
か
で
あ
る
。
一
、
工
業
国
・
農
業
国
を
そ
れ
ぞ
れ
富
裕
国
・
貧
乏
国
に
分
ち
、
こ
れ

ら
を
そ
れ
ぞ
れ
第
1
∬
薄
口
韓
国
と
名
付
け
る
と
す
れ
ば
、
綿
製
品
・
化
繊
一
人
当
り
消
費
量
が
戦
前
に
比

し
と
も
に
増
加
し
た
諸
国
は
世
界
綿
花
総
消
費
量
の
五
四
9
6
を
占
め
う
ち
第
－
群
国
は
四
二
％
を
占
め
て
麦

面
的
で
あ
る
こ
と
。
二
、
綿
製
品
を
減
少
し
化
繊
を
増
加
し
た
諸
国
の
綿
花
消
費
割
合
は
三
〇
％
で
こ
れ
に
次
ぎ
そ
の
う
ち
第
r
唐
国
は
二

U
％
を
占
め
て
過
半
で
あ
る
こ
と
。
三
、
他
は
量
的
に
少
い
が
、
貿
易
量
と
し
て
決
定
的
数
量
を
も
つ
第
型
鋼
国
に
つ
い
て
は
、
比
較
的
高

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

所
得
国
に
お
い
て
は
正
の
補
完
関
係
、
中
位
所
得
国
に
お
い
て
は
綿
消
費
の
減
少
よ
り
も
化
繊
増
加
の
方
が
よ
り
大
、
極
貧
国
に
お
い
て
は

負
の
補
完
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
四
、
こ
れ
ら
低
所
得
の
第
皿
群
国
に
つ
い
て
は
所
得
効
果
よ
り
も
寧
ろ
価
格
効
果
が
当
面
と
し
て
は

要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
H
O
ω
7
ω
◎
◎
年
基
準
に
お
い
て
一
九
五
〇
年
綿
糸
価
格
は
約
二
五
〇
に
対
し
人
絹
糸
価
格
は
二
二
〇
程
度
に
過
ぎ

ず
、
こ
の
化
繊
相
対
価
格
の
低
位
が
予
想
以
上
に
綿
製
品
に
対
す
る
競
争
力
を
発
揮
し
た
と
考
え
ら
れ
、
従
っ
て
こ
の
割
安
価
絡
の
永
続
が

必
ず
し
も
常
に
期
待
し
得
な
い
限
り
化
繊
の
進
出
殊
に
嗜
好
執
着
の
強
い
第
㎜
群
国
に
お
け
る
綿
製
品
と
の
競
合
に
つ
い
て
は
屡
々
唱
、
兄
ら

れ
る
如
ぎ
予
想
は
常
に
可
能
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
は
寒
点
に
す
ぎ
な
い
か
と
思
わ
れ
る
こ
と
。

　
原
綿
生
産
国
の
自
給
化
漸
進
の
問
題
に
つ
い
て
は
後
進
国
に
お
け
る
綿
業
自
給
化
の
条
件
た
る
原
綿
供
給
・
資
本
導
入
．
紡
機
輸
入
．
電

力
供
給
・
技
術
導
入
・
労
働
供
給
の
う
ち
原
綿
供
給
と
い
う
今
後
世
界
綿
業
の
一
つ
の
び
9
菖
Φ
，
昌
①
o
脚
を
形
成
す
る
要
素
を
自
給
し
う
る
と

こ
ろ
に
大
ぎ
い
強
み
を
も
っ
て
い
る
。
例
え
ば
。
介
キ
ス
タ
ン
綿
業
自
給
五
ケ
年
計
劃
は
今
日
の
綿
製
品
一
大
輸
入
市
揚
と
い
う
点
か
ら
も
そ

め
進
展
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。
、
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（
b
）
　
日
本
綿
製
品
輸
出
の
問
題

　
日
本
綿
製
品
の
輸
出
伸
張
力
の
見
透
し
に
つ
い
て
は
主
と
し
て
世
界
綿
製
品
生
産
量
と
貿
易
量
と
の
割
合
の
漸
減
傾
向
に
着
目
し
て
綿
業

自
給
化
の
推
進
と
化
繊
の
進
出
を
の
み
み
て
見
込
薄
と
の
判
断
が
寧
ろ
常
識
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
わ
れ
わ
れ
は
長
期
的
基
本
的
に

は
後
進
国
国
民
所
得
の
増
大
と
短
期
的
当
面
的
に
は
綿
花
価
格
の
相
対
的
引
下
げ
乃
至
後
進
国
交
易
条
件
の
改
善
こ
そ
低
所
得
国
の
綿
製
品

過
少
消
費
を
解
消
し
そ
の
世
界
貿
易
量
を
漸
増
せ
し
め
る
所
以
で
あ
る
こ
と
を
統
計
的
に
分
析
し
た
。
い
ま
こ
こ
で
は
日
本
の
立
場
か
ら
こ

れ
を
観
察
す
る
な
ら
ぽ
、
綿
製
品
世
界
貿
易
外
の
増
大
必
ず
し
も
日
本
綿
製
品
輸
出
の
比
例
的
増
大
を
意
味
せ
ず
、
戦
時
お
よ
び
戦
後
の
空



寒
期
に
に
許
し
た
殊
に
イ
ン
ド
の
進
出
に
よ
っ
て
か
な
り
大
き
い
市
場
喪
失
を
受
け
た
こ
と
は
今
後
尚
継
続
す
る
問
題
と
し
て
一
つ
の
打
撃

で
あ
っ
た
。
前
節
に
指
摘
し
た
日
本
産
業
構
造
の
重
化
学
工
業
化
に
よ
る
日
本
経
済
の
内
え
の
よ
り
強
い
関
心
の
方
向
づ
け
が
や
が
て
無
意

識
の
う
ち
に
日
本
綿
製
品
の
国
際
市
場
か
ら
の
後
退
の
気
運
を
も
た
ら
し
は
し
な
い
か
を
最
も
虞
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
の
主
た
る
綿
製

品
輸
入
後
進
国
の
各
々
に
つ
い
て
最
も
正
確
な
る
資
料
に
基
く
そ
れ
ぞ
れ
の
綿
製
品
需
要
函
数
を
計
測
す
る
こ
と
こ
そ
わ
れ
わ
れ
の
第
一
の

着
手
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。
政
府
並
び
に
民
間
調
査
機
関
の
全
協
力
的
麦
持
を
望
む
や
切
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
冒
の
鼻
口
8
h
9
国
0
8
0
ヨ
凶
。
図
①
ω
①
石
臼
o
h
日
高
。
ω
灼
巨
口
ひ
q
O
o
．
犀
血
4
0
ω
鋳
ρ
寒
雲
口
口
O
碧
の
⑦
ω
o
h
U
o
⊆
冒
Φ
冒
爵
①
宅
〇
二
α
．
・
・
日
①
図
邑
。
日
旨
創
Φ
》

　
　
H
O
呂
・
こ
の
詳
録
は
筆
者
の
協
力
の
下
に
東
洋
紡
績
経
済
研
究
所
員
全
員
参
加
に
よ
っ
て
完
成
し
、
一
九
五
二
年
官
ン
ド
ソ
国
際
綿
業
会
談
に
日
本
側
基
本
資
料
と
し
て

　
　
提
出
し
、
各
国
代
表
者
の
評
価
を
得
た
る
も
の
で
あ
る
所
。
本
節
所
説
ま
た
専
ら
本
文
戯
に
従
い
叙
述
し
た
。
な
お
こ
れ
の
蘭
交
と
し
て
「
世
界
綿
製
品
貿
易
の
促
進
に

　
　
関
す
る
方
策
」
（
木
川
敏
一
罪
報
）
（
東
洋
紡
績
経
済
研
究
所
調
査
資
料
第
＝
一
号
、
　
一
九
五
二
年
一
〇
月
）
、
構
想
の
一
端
を
示
竣
も
の
と
し
て
拙
稿
「
綿
製
品
世
界
貿

　
　
適
量
の
統
計
的
分
析
の
方
法
に
つ
い
て
一
一
九
五
二
年
国
際
綿
業
会
談
提
出
の
日
本
側
基
本
資
料
の
基
礎
の
検
討
l
」
（
国
民
経
済
雑
誌
、
第
八
六
巻
第
大
号
、
一

　
　
九
五
二
年
＝
一
月
）
、
公
刊
さ
れ
た
も
の
と
し
て
雑
誌
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
一
九
五
二
・
一
〇
・
一
一
号
に
紹
介
が
あ
る
。

　
〈
2
）
　
O
匿
の
。
の
o
h
U
①
o
目
”
o
貯
臼
Φ
堵
。
匡
q
．
の
O
o
露
。
二
日
。
図
巳
。
日
冨
自
①
”
H
O
㎝
b
o
噛
。
℃
．
b
∂
？
鵠
．
「
世
界
綿
製
晶
貿
易
の
促
進
に
関
す
る
方
策
」
一
九
五
二
年
、
第
一
八

　
　
一
二
四
頁
。

159

一二

A
国
内
、
需
要
の
見
地
か
ら

　
一
般
に
需
要
分
析
は
市
場
分
析
と
家
計
分
析
の
二
面
か
ら
接
近
し
得
ら
れ
る
。
家
計
調
査
資
料
が
該
時
点
に
お
け
る
一
国
全
家
計
の
縮
図

で
あ
る
如
く
科
学
的
に
標
本
化
さ
れ
て
い
る
場
合
と
い
え
ど
も
、
前
者
が
供
給
量
か
ら
推
定
さ
れ
た
需
要
量
で
あ
る
に
反
し
て
後
者
が
直
接

消
費
者
の
入
手
し
得
た
需
要
量
た
る
点
に
両
者
の
喰
違
い
（
滞
貨
、
生
鮮
食
料
品
に
お
け
る
減
耗
腐
敗
等
）
は
避
け
得
ら
れ
な
い
。
通
常
市

場
分
析
の
特
徴
は
推
定
さ
れ
た
需
要
数
量
を
中
心
に
分
析
す
る
と
こ
ろ
に
、
他
方
家
計
分
析
の
特
徴
は
実
態
麦
出
金
額
を
中
心
に
分
析
す
る

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て



　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

と
こ
ろ
に
認
め
ら
れ
、
逆
に
前
者
か
ら
取
引
若
く
は
支
出
金
額
を
推
定
す
る
こ
と
は
多
く
の
場
合
誤
差
が
多
く
、
後
者
か
ら
実
態
消
費
数
量

を
要
求
す
る
こ
と
は
所
謂
物
量
調
査
と
し
て
屡
々
実
施
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
栄
養
調
査
の
場
合
を
除
き
経
費
と
成
果
の
立
番
す
る
こ

と
が
稀
で
な
い
。
繊
維
品
に
つ
い
て
、
例
え
ば
綿
・
毛
・
化
繊
・
絹
・
麻
等
の
糸
別
支
出
金
額
を
求
め
よ
う
と
す
る
場
合
、
市
場
分
析
か
ら

求
め
た
糸
別
推
定
消
費
量
に
そ
れ
ぞ
れ
の
原
糸
価
格
を
乗
じ
さ
ら
に
最
終
製
品
価
格
率
を
乗
じ
た
も
の
の
総
計
即
ち
市
場
繊
維
推
定
支
出
総

額
と
家
計
分
析
か
ら
求
め
た
全
国
家
計
繊
維
推
定
支
出
総
額
と
の
間
に
著
し
い
懸
隔
が
存
す
る
こ
と
が
多
い
。
総
理
府
統
計
局
「
消
費
実
態

調
査
」
に
お
い
て
は
未
だ
衣
料
費
と
薬
毒
品
費
の
区
別
が
な
く
、
最
近
漸
く
犠
牲
を
忍
ん
で
発
表
さ
れ
る
に
至
っ
た
最
終
製
品
別
衣
料
費
お

よ
び
消
費
数
量
も
こ
れ
を
糸
別
換
算
に
移
す
こ
と
の
困
難
の
た
め
に
繊
維
別
需
要
函
数
の
計
測
に
役
立
つ
部
面
が
多
く
は
な
い
。

　
繊
維
内
需
量
は
こ
れ
を
国
内
総
消
費
量
と
一
人
当
り
消
費
量
と
に
分
つ
こ
と
が
で
き
る
。
一
人
当
り
消
費
量
の
大
い
さ
は
い
ず
れ
の
繊
維

に
つ
い
て
も
、
　
一
般
の
諸
商
品
に
お
け
る
と
同
様
に
、
価
格
就
中
一
般
物
価
に
対
す
る
相
対
価
格
と
一
人
当
り
実
質
国
民
所
得
に
よ
っ
て
決

定
さ
れ
る
と
み
う
る
場
合
が
多
い
。
一
繊
維
が
他
繊
維
と
互
い
に
競
合
叉
は
補
完
関
係
に
あ
る
と
き
、
該
繊
維
価
格
の
み
な
ら
ず
こ
れ
と
繋

連
関
係
に
あ
る
繊
維
価
格
を
も
含
ま
し
め
る
必
要
が
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
戦
前
日
本
に
お
け
る
繊
維
需
要
の
市
場
分
析
の
結
果
は
次
の
如
く

　
　
（
－
）

で
あ
る
。
綿
製
品
に
つ
い
て
は
、
一
人
当
り
消
費
量
を
α
、
綿
糸
糸
価
率
（
一
般
物
価
に
対
す
る
綿
糸
相
対
価
格
）
を
ρ
、
一
人
当
り
実
質

国
民
所
得
を
一
と
す
れ
ば
、
そ
の
需
要
函
数
は

　
　
　
同
（
汁
H
O
一
鼠
醤
）
　
Q
口
Q
Q
●
Q
。
Q
◎
一
9
0
ら
。
ω
O
患
＋
ρ
O
H
Q
。
b
o
H
N

　
　
　
目
（
罷
鰍
艮
i
①
曾
）
　
　
嶋
1
1
ρ
卜
。
①
α
一
O
●
O
お
刈
9
＋
O
●
O
お
お
、

　
　
　
嗣
（
汁
H
m
O
一
罷
鰍
ロ
①
）
　
心
目
9
Q
o
H
1
9
0
も
。
曲
辱
＋
O
．
O
鵠
ド
、

で
あ
っ
て
、
例
え
ば
こ
の
第
定
式
に
お
い
て
は
理
論
値
と
実
際
値
と
の
間
の
変
化
係
数
は
O
．
O
㎝
O
の
如
く
小
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
る
需
要
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ゐ
弾
力
性
係
数
は
次
表
の
如
く
、

大正9－14 昭1－6 大正9一昭和6

価格弾性（ηp）

鞄ｾ弾性（η1）

一〇．58

@0．43

一〇．67

@1．27

一〇．53

@0．78

も
同
じ
く
必
需
品
た
る
飲
食
費
の
エ
ン
ゲ
ル
函
数
に
や
や
相
似
た
る
函
数
形
を
示
す
の
は
自
然
の
結
果
と
言
え
よ
う
。

、
戦
後
三
七
ケ
国
に
つ
ぎ
そ
の
綿
消
費
所
得
弾
性
を
、

ぽ
次
の
結
果
を
得
る
。

　
繊
維
主
要
輸
入
国
の
有
効
需
要
の
見
透
し
も
結
局
は
そ
の
国
の
各
繊
維
別
需
要
函
数
の
計
測
以
外
に
道
な
き
こ
と
を
思
う
と
き
、

製
品
の
国
内
需
要
函
数
に
つ
き
充
分
の
計
測
経
済
学
的
研
究
が
続
け
ら
れ
て
然
る
べ
き
と
考
え
る
。

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
前
半
期
に
お
い
て
価
格
弾
性
は
所
得
弾
性
よ
り
も
大
、
後
半
期
に
お
い
て
は
そ
の
絶
対
値
は
増
加
し
所
得

弾
性
は
価
格
弾
性
よ
り
著
し
く
大
で
あ
る
。
或
い
は
こ
れ
を
国
際
的
に
み
れ
ば
一
人
当
り
実
質
国
民
所
得
の
上
昇
と
と

も
に
そ
れ
の
よ
り
大
な
る
国
ほ
ど
所
得
弾
性
が
価
格
弾
性
に
優
位
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
成
立
つ
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

他
方
人
絹
製
品
に
つ
い
て
は
、
日
米
と
も
に
そ
の
新
繊
維
と
し
て
の
需
要
急
進
期
た
る
創
業
期
間
に
お
い
て
は
所
得
効

果
は
殆
ん
ど
認
め
ら
れ
ず
専
ら
価
格
面
の
動
き
に
よ
っ
て
需
要
が
変
動
し
て
い
る
。
需
要
函
数
と
し
て
℃
ロ
δ
ゆ
亀
》

O
⊥
。
ゆ
q
嶋
と
表
わ
せ
ば

　
　
　
（
m
卦
）
　
（
H
O
b
。
①
一
ω
①
喰
）
　
嶋
一
1
α
』
①
O
ー
ド
刈
9
　
　
（
言
目
ρ
O
①
）

　
　
　
（
罪
圖
）
　
（
お
ω
O
ー
ホ
醤
）
　
　
心
土
①
●
旨
刈
一
b
の
●
8
§
　
　
（
§
亀
”
ρ
逡
）

綿
製
品
価
格
弾
性
の
絶
対
値
が
一
よ
り
小
で
あ
る
に
対
し
て
人
絹
製
品
の
そ
れ
が
一
よ
り
大
な
る
こ
と
、
米
国
人
絹
製

品
の
場
合
更
に
大
な
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　
殊
に
綿
製
品
一
人
当
り
消
費
量
の
国
際
比
較
の
場
合
、
こ
れ
を
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
一
人
当
り
実
質
国
民
所
得
（
国
際

貨
幣
単
位
）
の
み
の
函
数
と
し
て
み
る
と
き
、
そ
こ
に
一
つ
の
多
少
逓
減
的
な
上
昇
函
数
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
恰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
戦
晶
則
三
ニ
ケ
国
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
戦
前
一
八
ヶ
国
、
戦
後
三
三
ケ
国
に
つ
ぎ
そ
の
レ
ー
ヨ
ン
消
費
の
所
得
弾
性
を
求
む
れ

．
，
．
即
ち
・
国
内
に
お
け
る
関
係
が
国
際
的
に
も
明
瞭
に
叢
で
き
る
の
で
あ
る
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
殊
に
綿
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

レーヨこ／

1．30

1．91

綿製品
O．　63

0．　73
戦前
戦後

（
1
）
　
東
洋
紡
績
経
済
研
究
所
所
報
第
四
号
「
繊
維
品
国
内
有
効
需
要
の
統
計
的
測
定
－
特
に
綿
・
入
絹
製
品
に
つ
い
て
一
」
（
大
島
隆
雄
稿
）

（
2
）
　
「
日
本
の
綿
業
と
世
界
の
綿
業
」
東
洋
紡
績
経
済
研
究
所
月
報
、
一
九
五
二
年
九
月
。

四
、
価
格
体
系
の
見
地
か
ら

帰
結
と
し
て
国
内
綿
糸
価
格
は
輸
出
綿
糸
価
格
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、

て
い
る
。

　
国
内
繊
維
物
価
体
系
に
つ
い
て
も
ま
た
戦
前
戦
後
に
お
い
て
著
し
い
様
相
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
戦
前
繊
維
物
価
の
特
徴
は
、
こ

れ
を
誇
張
し
て
言
う
な
ら
ば
、
綿
糸
価
格
は
米
綿
価
格
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
綿
製
品
購
買
力
と
の
交
叉
と
し
て
、
生
糸
価
格
は
紐
育
生
糸

相
揚
の
鏡
と
し
て
、
羊
毛
価
格
は
濠
洲
羊
毛
相
場
の
直
接
反
映
と
し
て
、
人
絹
価
格
は
絹
製
品
価
格
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
程
度
と
し
て
、
い
わ

ば
諸
外
国
繊
維
相
場
の
従
属
相
場
た
る
性
格
を
如
実
に
示
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
戦
後
の
為
替
上
の
変
遷
と
国
民
所
得
水
準
の
低
下
は
こ
れ

ら
の
個
々
様
々
な
変
動
要
因
を
綿
糸
価
格
一
本
に
集
中
化
せ
し
め
、
こ
こ
に
各
繊
維
価
格
の
聞
の
著
し
い
相
関
度
を
も
つ
戦
後
繊
維
物
価
体

系
を
形
成
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
仮
に
偶
然
綿
糸
以
外
の
繊
維
に
変
動
原
因
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
直
ち
に
綿
糸

が
こ
れ
に
代
位
し
し
か
も
最
も
激
し
い
振
幅
を
示
す
。
か
く
の
如
く
綿
糸
輸
出
価
絡
を
中
心
に
各
繊
維
価
格
が
集
中
し
て
や
が
て
日
本
全
物

体
系
を
揺
り
動
か
し
て
ゆ
く
。
綿
製
品
輸
出
が
日
本
輸
出
品
の
大
宗
で
あ
る
限
り
綿
糸
聖
岳
は
日
本
物
価
体
系
の
主
導
力
を
失
わ
ぬ
で
あ
ろ

　
戦
前
の
日
本
物
価
格
体
系
は
米
穀
と
と
も
に
変
動
し
推
移
し
て
来
た
に
対
し
て
、
戦
後
の
そ
れ
は
繊
維
殊
に
綿
糸
価

格
を
主
導
と
し
て
上
下
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
日
本
戦
後
物
価
体
系
に
つ
き
何
よ
り
も
ま
ず
指
摘
せ
ら
る
べ
き
特
質
で
あ

ろ
う
。
し
か
も
日
本
綿
業
乃
至
日
本
経
済
そ
の
も
の
が
輸
出
を
さ
ら
に
主
導
と
し
て
進
展
し
て
ゆ
く
限
り
そ
の
当
然
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
は
や
が
て
日
本
物
価
体
系
の
推
進
力
と
し
て
動
く
結
果
と
な
つ
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う
し
、
一
人
当
り
実
質
国
民
所
得
が
少
く
と
も
戦
前
に
復
帰
せ
ぬ
限
り
全
消
費
繊
維
が
恰
も
単
一
繊
維
で
あ
る
か
の
よ
う
に
互
い
に
代
替
作

用
を
示
す
こ
と
に
よ
っ
て
価
格
の
緊
密
な
相
関
性
を
破
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。

　
綿
製
品
と
化
繊
と
の
競
合
問
題
に
つ
い
て
は
輸
出
貿
易
の
節
に
お
い
て
若
干
点
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
所
得
を
一
定
と
し
て
、
或
い
は

偏
微
分
的
部
分
観
察
に
お
い
て
、
例
え
ば
綿
製
品
価
格
の
相
対
的
騰
貴
に
よ
っ
て
綿
製
品
需
要
を
減
退
せ
し
め
る
と
同
時
に
化
繊
需
要
を
増

夫
せ
し
め
る
揚
合
に
は
一
つ
の
競
合
が
存
在
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で
は
問
題
の
一
般
的
処
理
を
後
日

の
課
題
と
し
て
残
し
た
い
と
思
う
。

五
、
労
働
問
題
の
見
地
か
ら

　
日
本
綿
業
労
働
問
題
の
う
ち
こ
こ
で
は
主
と
し
て
そ
の
賃
銀
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
日
本
綿
業
賃
銀
問
題
と
と
も
に
従

来
最
も
強
く
且
つ
屡
々
引
合
い
に
出
さ
れ
た
問
題
は
日
本
輸
出
綿
製
品
の
。
。
8
巨
魯
日
聖
旨
ゆ
q
論
で
あ
る
。
日
本
綿
業
を
中
心
と
し
て
或
い

は
そ
の
労
働
給
源
た
る
農
村
に
お
け
る
低
賃
銀
に
基
い
て
広
く
日
本
低
賃
銀
労
働
の
国
際
的
投
売
と
理
解
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
綿
製

晶
の
躍
進
的
な
国
際
進
出
を
不
正
当
化
し
よ
う
と
試
み
ら
れ
た
。
そ
れ
は
殊
に
綿
業
立
国
を
以
て
自
認
し
事
実
当
時
ま
で
世
界
最
大
の
綿
製

晶
輸
出
国
た
り
し
英
国
の
自
己
防
衛
標
語
と
し
て
世
界
の
他
の
綿
工
業
国
並
び
に
諸
綿
製
品
輸
入
国
の
耳
を
傾
け
し
め
る
に
か
な
り
の
効
果

を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
い
ま
こ
れ
を
日
本
綿
業
の
国
内
的
低
賃
銀
の
問
題
と
日
本
賃
銀
水
準
乃
至
生
活
水
準
の
国
際
的
低
位
の
問
題
と
に

，
分
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、
前
者
に
つ
い
て
は
綿
業
労
働
給
源
と
し
て
の
農
村
の
低
賃
銀
の
問
題
と
綿
業
自
体
の
低
賃
銀
の
問
題
が
あ
り
、
農

村
低
賃
銀
は
日
本
低
賃
銀
の
源
泉
と
し
て
日
本
の
過
剰
人
口
・
過
少
資
源
の
直
接
の
具
現
で
あ
り
一
面
そ
の
非
近
代
性
の
象
徴
た
る
意
味
に

お
い
て
日
本
経
済
の
国
民
生
産
力
な
り
経
済
体
制
な
り
の
問
題
で
あ
っ
て
、
こ
れ
こ
そ
ま
さ
に
日
本
国
民
が
自
ら
の
生
活
水
準
を
高
め
る
た

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

あ
に
考
慮
す
べ
き
一
課
題
で
あ
れ
、
国
際
的
非
難
の
対
象
た
る
べ
き
問
題
で
は
決
し
て
な
い
。
英
国
以
下
の
生
活
水
準
国
が
英
国
の
輸
出
競

争
相
手
国
た
る
こ
と
に
何
等
国
際
的
不
正
義
は
な
い
筈
で
あ
り
、
事
実
今
日
寧
ろ
日
本
以
上
の
綿
製
品
輸
出
国
と
も
言
い
う
る
印
度
が
そ
の

極
め
て
低
い
生
活
水
準
を
以
て
し
て
も
英
国
初
め
歓
米
綿
製
品
輸
出
国
は
そ
れ
に
ω
0
9
巴
住
9
已
b
貯
m
q
の
非
難
を
身
、
兄
な
い
の
は
一
方
的
と

言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
他
の
一
つ
の
綿
業
自
体
の
低
賃
銀
問
題
に
つ
い
て
は
、
殊
に
大
規
模
工
業
に
お
け
る
搾
取
賃
銀
の
典
型
と
し
て
綿
業

低
賃
銀
を
最
も
手
近
か
に
し
か
も
最
も
度
多
く
指
摘
さ
れ
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
恐
ら
く
農
村
低
賃
銀
と
女
子
低
賃
銀
と
農
村
エ
・
女

．
の
勤
勉
さ
の
巧
妙
な
る
活
用
を
衝
い
た
近
代
工
業
労
働
の
立
場
か
ら
は
一
応
尤
も
な
主
張
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
唯
、
戦
後
に
お
け
る
繊

維
価
格
の
高
騰
を
背
景
と
し
て
日
本
綿
業
労
働
問
題
へ
の
戦
前
戦
後
に
お
け
る
国
際
的
並
び
に
国
内
的
注
目
の
結
果
、
少
く
と
も
大
規
模
経

営
に
つ
い
て
は
そ
の
厚
生
施
設
・
労
働
環
境
を
め
ぐ
る
労
働
条
件
と
そ
の
報
酬
と
し
て
の
綿
業
賃
銀
と
の
問
に
は
他
の
近
代
工
業
の
一
般
水

準
に
比
し
て
映
し
て
劣
る
も
の
を
も
た
な
い
。
日
本
婦
人
工
業
労
働
の
最
大
の
雇
用
者
と
し
て
今
後
も
な
お
持
続
す
る
で
あ
ろ
う
日
本
綿
業

が
嘗
て
受
け
た
女
工
哀
史
の
汚
名
を
寧
ろ
女
工
愛
史
と
し
て
返
礼
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
綿
業
の
品
位
を
国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
高
め

，
て
ゆ
く
こ
と
こ
そ
今
後
に
課
せ
ら
れ
た
日
本
綿
業
労
働
の
一
重
要
問
題
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
日
本
綿
業
労
働
に
つ
い
て
こ
こ
に
論
じ
よ
う
と
す
る
第
二
の
問
題
は
綿
業
純
生
産
物
の
労
資
間
の
話
す
ぼ
く
Φ
ω
び
母
Φ
の
問
題
で
あ
る
。

戦
前
戦
後
に
お
け
る
こ
の
労
資
の
分
け
前
が
果
し
て
如
何
な
る
基
準
に
基
い
て
配
分
さ
れ
て
来
っ
た
か
。
こ
れ
を
統
計
的
に
跡
づ
け
る
こ
と

に
よ
っ
て
そ
の
基
準
を
堀
出
す
こ
と
は
意
味
の
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
目
的
の
た
め
に
わ
れ
わ
れ
は
】
）
◎
二
ひ
亀
団
ω
生
産
函
数
を
日
本
綿

業
に
適
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
際
そ
の
適
用
に
つ
い
て
考
慮
す
べ
き
次
の
諸
点
を
認
め
た
。
即
ち
、
　
一
、
わ
れ
わ
れ
は

U
o
⊆
駐
舘
生
産
函
数
を
一
企
業
と
し
て
の
立
場
に
お
い
て
取
扱
は
う
と
し
、
日
本
綿
業
を
恰
も
一
企
業
と
し
て
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
利

潤
極
大
の
建
前
に
お
い
て
資
本
・
労
働
力
・
原
料
が
結
合
さ
れ
た
場
合
の
労
資
の
同
巴
簿
オ
①
ω
げ
霞
①
を
求
め
、
こ
れ
が
現
実
の
原
価
計
算
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に
よ
る
同
巴
9
鉱
く
Φ
ω
け
錠
Φ
　
と
ど
の
程
度
の
一
致
を
も
つ
て
い
た
か
を
算
定
す
る
こ
と
。
こ
れ
は
決
し
て
企
業
は
常
に
利
潤
極
大
追
求
行
為
、

、
を
以
て
理
想
と
し
、
こ
の
建
前
に
お
い
て
労
資
の
同
①
す
口
く
Φ
ω
げ
霞
①
　
の
妥
当
性
が
決
定
さ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
内
意
を
以
て
試
み
ら
れ
巨

た
企
で
は
な
い
。
或
い
は
ほ
ぼ
同
様
の
こ
と
で
あ
る
が
、
殊
に
戦
後
の
嬉
し
い
生
活
賃
銀
の
上
昇
を
不
正
当
化
す
る
意
図
を
以
て
敢
て
日
本
・

綿
業
へ
の
　
U
o
差
置
ω
生
産
函
数
の
適
用
を
思
い
立
つ
た
の
で
は
な
い
。
戦
前
に
お
け
る
日
本
綿
業
賃
銀
の
H
Φ
重
氏
く
①
ω
ゴ
舞
①
が
利
潤
極

大
の
行
動
結
果
と
一
致
し
、
戦
後
に
お
け
る
そ
れ
が
こ
れ
に
反
し
て
著
し
い
生
活
給
的
色
彩
或
い
は
よ
り
正
し
く
は
資
本
の
同
巴
9
寓
く
①

ω
げ
段
。
の
不
足
を
も
つ
こ
と
を
統
計
的
に
立
証
し
よ
う
と
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
な
お
こ
の
点
に
関
し
て
、
同
生
産
函
数
の
主
唱
者
た
る

勺
9
平
芝
・
U
o
二
ゆ
q
冨
ω
は
本
問
題
の
取
扱
に
つ
い
て
常
に
、
資
本
主
義
経
済
に
お
け
る
企
業
の
必
然
の
行
動
結
果
乏
し
て
利
潤
極
大
追
求
従

っ
て
限
界
生
産
力
説
基
本
命
題
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
筈
で
あ
っ
て
そ
の
試
み
は
こ
れ
を
統
計
的
に
検
証
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
、
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

い
う
考
え
を
も
っ
て
い
る
が
、
ら
9
三
国
●
U
o
⊆
伽
Q
冨
ω
の
場
合
そ
の
対
象
は
一
国
民
経
済
全
体
で
あ
っ
て
一
企
業
乃
至
一
産
業
で
は
な
く
、

さ
ら
に
一
国
民
経
済
に
お
け
る
企
業
活
動
は
利
潤
極
大
の
み
を
以
て
特
徴
づ
け
る
こ
と
は
危
険
が
あ
っ
て
反
対
に
企
業
集
中
の
部
面
を
見
逃

　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
二
、
綿
業
は
資
本
・
労
働
力
・
原
料
を
用
い
て
粗
生
産
物
た
る
綿
糸
を
生
産
す
る
。
わ
れ
わ
れ
の
い
ま
適
用
し
よ
う

と
す
る
U
o
∬
ひ
q
冨
ω
生
産
函
数
は
独
立
変
数
と
し
て
投
下
資
本
量
お
よ
び
投
下
労
働
時
間
数
を
と
る
意
味
に
お
い
て
は
原
料
を
欠
除
し
た
生

産
函
数
で
あ
る
が
、
逆
に
純
生
産
物
を
労
資
に
配
分
す
る
意
味
に
お
い
て
は
分
配
函
数
た
る
性
格
を
も
つ
て
い
る
。
従
っ
て
O
o
二
ひ
q
冨
ω
生

産
函
数
に
お
け
る
生
産
物
は
粗
生
産
物
を
以
て
す
る
血
合
に
は
粗
生
産
物
と
原
料
と
の
間
の
一
定
の
物
理
的
関
係
の
吟
味
が
、
純
生
産
物
を
．

以
て
す
る
誌
面
に
は
純
生
産
物
と
資
本
・
労
働
力
と
の
問
の
函
数
関
係
の
南
面
が
必
要
と
な
る
。
O
o
二
び
q
富
ω
生
産
函
数
は
少
く
と
も
そ
の
提
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

唱
者
の
原
型
に
お
い
て
は
粗
生
産
物
を
以
て
す
る
分
配
函
数
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
日
本
綿
業
へ
の
適
用
に
つ
い
て
も
生
産
物
は
綿
糸
と

い
5
粗
生
産
物
が
問
題
と
な
る
限
り
に
お
い
て
粗
生
産
物
た
る
綿
糸
と
原
料
た
る
綿
花
・
電
力
と
の
間
の
物
理
的
関
係
の
吟
味
が
問
題
と
な

　
　
　
　
白
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

る
。
　
一
般
に
物
理
的
並
び
に
化
学
的
工
程
を
以
て
す
る
工
業
生
産
に
お
い
て
は
H
●
名
寺
参
ω
的
な
平
均
生
産
係
数
一
定
の
仮
定
が
成
立
つ

場
合
が
少
く
な
い
。
原
単
位
不
変
の
条
件
は
厳
密
に
は
生
産
物
数
量
の
大
小
や
生
産
諸
要
素
価
格
の
上
下
に
よ
っ
て
多
少
の
変
化
が
可
能
で

あ
り
、
殊
に
構
造
変
動
に
よ
る
資
本
の
有
機
的
組
成
や
物
価
体
系
の
根
本
的
変
化
に
対
し
て
は
か
な
り
の
推
移
が
認
め
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
が
、
短
期
乃
至
正
常
発
展
期
に
お
い
て
は
そ
れ
は
ほ
ぼ
一
定
と
み
て
差
支
な
い
揚
合
が
多
い
。
日
本
綿
業
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
綿
糸
と
原
綿
お
よ
び
電
力
使
用
量
を
綿
糸
一
梱
当
り
に
つ
き
求
め
た
場
合
各
年
別
数
値
は
上
の
如
く
ほ
ぼ
一
定
の

麺
　
　
値
を
と
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
郁
こ
の
場
合
注
意
す
べ
ぎ
こ
と
は
・
か
く
の
如
き
肇
二
値
が
得
ら
れ
た
る
奮

消
勧
　
　
　
は
原
綿
竜
力
使
用
に
物
理
的
技
術
的
憂
関
係
が
も
・
も
・
存
在
し
て
い
る
こ
と
勿
論
で
あ
る
が
、
日
本
綿
業
の

羅
　
　
　
技
術
的
合
理
化
の
実
施
と
さ
ら
に
綿
糸
の
重
饗
表
の
成
妾
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
・
就
審
手
華
表
の

聯
　
　
成
立
は
も
し
・
れ
な
く
ば
各
馨
手
綿
糸
箋
質
的
霧
・
な
っ
て
・
わ
れ
わ
れ
の
U
・
唇
・
生
嚢
適
用

勲
　
　
　
は
致
禽
困
讐
遭
遇
し
た
で
あ
ろ
う
・
例
え
ば
同
玉
笹
会
社
に
厚
板
・
薄
板
・
藁
造
し
て
い
る
場
合
、
璽

必敵
　
　
　
電
機
会
社
に
醤
機
と
強
電
機
或
い
は
弱
電
機
各
種
を
製
作
し
て
い
る
場
合
、
電
鉄
会
社
に
定
期
券
馨
と
並
．
通
券

灘
　
　
　
旅
客
が
混
在
し
た
り
そ
の
番
距
離
乗
車
肇
が
歪
で
あ
っ
た
り
叉
陳
列
商
品
贈
り
全
く
面
限
り
の
犀

　
一

糸
　
　
　
　
　
　
　
ユ
ω
『
讐
亘
Φ
平
壌
o
o
阜
ω
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
生
産
物
の
げ
0
8
0
ひ
q
①
巳
蔓
の
確
保
が
か
な
り
困
難
で
、
数
年
に
亘
る
努

綿　
　
　
　
　
　
　
　
　
力
を
以
て
し
て
も
望
ま
し
い
結
果
が
得
ら
れ
て
い
な
い
。
設
備
乃
至
運
転
資
本
の
実
物
量
を
把
え
る
こ
と
の
一
層
の

表斯
　
　
尊
話
輩
の
垂
備
を
も
た
ら
し
て
い
る
他
の
理
由
で
あ
る
が
、
日
本
綿
業
の
長
年
の
技
術
的
努
力
の
成
果
た
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
番
手
換
算
表
が
曲
り
な
り
に
も
一
応
成
立
し
て
い
た
こ
と
は
わ
れ
わ
れ
の
右
表
の
数
値
を
一
定
な
ら
し
め
た
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
の
大
き
い
理
由
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。
い
ま
か
く
の
如
く
し
て
粗
生
産
物
P
と
原
料
M
ζ

昭5 昭6 昭7 昭8 昭9
昭・・i昭・・ 昭・21昭22’

綿花消費量

d力消費量

1
i
㍗
K
W
H
2
5
1

118

Q47

116

Q42

115

Q41

116

ｴ
117

Q53

117

Q61

116

Q67

117
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の
間
に
一
定
の
物
理
的
関
係
ミ
ー
1
喰
℃
が
成
立
す
る
こ
と
を
経
験
的
に
確
認
し
う
る
と
し
、
粗
生
産
物
に
つ
き
投
下
資
本
量
C
お
よ
び
投

　
下
労
働
量
五
に
関
し
て
、
”
、
（
い
O
）
‘
な
る
生
産
函
数
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
経
験
的
に
統
計
的
確
認
可
能
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
即
ち
P
を

　
L
C
に
関
し
て
表
わ
し
た
場
合
理
論
値
と
現
実
値
と
の
間
に
例
え
ば
h
以
下
と
い
う
如
く
殆
ん
ど
誤
差
を
生
じ
な
い
程
度
に
完
全
に
P
を
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
示
し
得
る
と
す
れ
ば
、
次
の
関
係
式
の
成
立
つ
こ
と
を
立
言
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
田
本
綿
業
の
殊
に
戦
前
資
料
に
つ
い
て
は
わ
れ
わ

　
れ
は
労
働
量
と
し
て
女
子
賃
銀
単
位
の
投
下
労
働
時
間
を
、
資
本
量
と
し
て
紡
機
回
転
速
度
に
よ
る
機
械
の
同
質
化
を
試
み
る
こ
と
に
よ
つ

　
て
P
を
ム
C
に
関
し
て
経
験
的
に
は
充
分
な
函
数
関
係
に
お
い
て
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
生
産
物
価
格
を
ρ
、
賃
銀
・
資
本
利
子
・
原
料

　
価
格
を
そ
れ
ぞ
れ
解
z
9
と
す
れ
ば
、
総
利
潤
G
は

　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
1
暮
1
（
ミ
ト
十
画
O
十
心
ミ
）

　
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
粗
生
産
物
P
は
経
験
的
に
、
一
嘗
（
卜
O
）
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
、
且
つ
原
料
使
用
量
に
つ
い
て
は
技
術
的
に
ミ
ピ

染
、
な
る
関
係
が
経
験
的
に
確
認
さ
れ
る
か
ら
、
利
潤
極
大
の
条
件
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
0
1
1
（
辱
－
途
）
℃
1
（
§
【
＋
艦
O
）

　
に
お
い
て
P
は
五
C
の
み
の
函
数
で
あ
り
、
自
由
競
争
の
仮
定
に
よ
っ
て
諸
価
格
ρ
”
．
2
9
は
所
与
で
あ
る
か
ら
、
G
を
五
C
の
函
数
と
み

　
て

　　

@　

ﾈ
－
（
こ
心
）
㎝
㍗
〒
ρ
　
劇
叩
（
こ
劇
）
串
よ
－
。

を
得
る
。
従
っ
て
い
ま
も
し
㌣
、
（
卜
O
）
目
曽
隠
Q
と
と
る
場
合
．

　　

@　

ｧ
“
綿
－
・
藝
。
ぜ
。
｛
喜
。
び
　
†
恥
縞
－
・
藝
碁
風
s
切
琶

　
と
な
り

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

1．　67



　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

　　

@　

@　

c
（
脹
獣
圃
難
琵
琶
…
冒
：
馬
繋

　　

@　

@　

竄
?
_
心
）
図
講
臨
螺
巨
象
…
冒
・
。
h
書
琶

が
得
ら
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
計
測
結
果
に
よ
れ
ば
、
第
二
表
に
み
る
如
く
U
o
轟
冨
ω
生
産
函
数
に
お
け
る
お
冨
ユ
＜
①
ω
冨
お
の
決
定
と
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
価
計
算
に
お
け
る
そ
の
実
績
と
が
戦
前
に
つ
い
て
極
め
て
近
似
し
た
結
果
を
得
て
い
る
。
戦
前
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
は
利
潤
極
大
の
原
則
が
支
配
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
戦
後
に
つ
い
て
は
殊
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資
本
の
お
富
け
守
①
の
げ
胃
。
が
当
時
の
公
定
価
格
制
や
低
生
活
水
準
に
基
く
生
活
給
比
重
の
増
大
に
よ
つ

証検
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
不
当
に
低
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
U
o
5
駐
9
ω
生
産
函
数
適
用
に
つ
き
て
は
な
お
幾
多

灘
　
　
　
の
点
選
ぶ
べ
き
で
熱
こ
・
で
は
唯
第
三
・
し
て
か
盆
謹
　
§
ω
・
二
擬
響

　
の数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
て
の
み
述
べ
た
い
。
口
・
］
≦
Φ
口
匹
巽
ω
ず
9
5
の
。
昌
は
、
℃
．
＝
●
U
o
∬
ひ
q
冨
ω
が
敢
て
五
C
に
関
し
て
P
を
表

函壁
　
　
　
　
　
わ
す
．
、
と
に
よ
っ
て
所
期
の
目
的
涌
し
た
・
は
い
え
、
統
計
的
見
地
に
お
い
て
は
必
ず
し
も
、
」
れ
が

協
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唯
一
の
表
示
方
法
と
は
言
い
得
ず
、
寧
ろ
さ
ら
に
五
を
P
C
に
関
し
叉
C
を
五
P
に
関
し
て
表
わ
す
ご

　
㎎恥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
も
可
能
で
あ
り
、
も
し
仮
に
か
く
表
示
し
た
と
す
れ
ば
彼
の
用
い
た
同
］
資
料
を
以
て
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
1
1
b
の
』
9
。
ζ
1
1
1
0
．
Q
。
ら
お
よ
び
神
1
1
－
H
』
ω
ζ
1
1
H
」
艀
と
い
う
が
如
き
不
船
下
な
結
果
を
得
て
、
彼
．

　
表

二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
方
式
の
積
極
的
意
義
が
な
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
こ
の
批
判
に
対
し
て
は
賛
意

第
　
　
　
　
裏
さ
れ
る
薯
も
少
く
誕
・
然
し
も
と
も
と
菌
民
経
済
の
全
貌
を
p
五
。
な
る
三
変
数
を
以
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
表
示
し
尽
し
得
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
国
』
≦
①
巳
臼
ω
げ
ρ
⊆
ω
Φ
口
の
指
冊
に
は
数
学
に
と
ら
わ
れ
た
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
済
不
認
識
が
横
わ
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
仮
に
、
目
、
（
卜
O
）
に
よ
っ
て
一
国
民
経
済
乃
至
一
特

relative　share 原価計算結果
期　　　間

’・／鮒）レ鮒）1比率 諜簡i縫漸

戦
前
蔵
後

全期間（1925－37）

O半期（1925－31）

續ｼ期（1931－37）

0，340

O，422

O，249

0，660

O，578

O，751

1：1．9

P：1，4

P：3．0

0，379

O，411

O，288

0，621

O，589

O，712

・94・か・94・・1 　　　！
曹S621　q538 ・…21a7・7 0，283
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定
産
業
の
基
本
的
鳥
膚
が
窺
え
ら
れ
た
と
し
も
そ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
明
か
に
そ
の
背
後
に
無
数
の
構
造
b
鎚
9
B
9
臼
を
含
ん
で
お
る

の
で
あ
っ
て
、
従
っ
て
こ
れ
を
さ
ら
に
例
え
ば
五
の
方
向
に
お
い
て
P
C
を
表
示
す
る
こ
と
が
数
学
的
に
可
能
で
あ
る
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

問
と
言
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
わ
れ
わ
れ
は
他
の
一
般
の
計
測
経
済
学
的
研
究
の
態
度
と
同
様
に
、
経
験
的
に
統
計
的
確
認
の
許
す
経
済
的
に
意

味
を
も
つ
諸
関
連
か
ら
理
論
を
出
立
す
る
仕
方
を
こ
そ
と
り
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
】
）
o
賃
ゆ
q
冨
の
生
産
函
数
に
よ
っ
て
日
本
綿
業
の
資
本
と
労
働
的
生
産
貢
献
が
計
測
し
う
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
直
ち
に
日
本
綿
業
の
労
働

生
産
性
が
求
め
得
ら
れ
る
筈
で
あ
る
。
殊
に
そ
の
原
型
た
る
O
o
び
び
－
U
o
償
ゆ
q
冨
の
函
数
を
用
い
る
揚
言
、
或
い
は
さ
な
く
と
も
℃
・
国
●
O
o
二
〇
q
寅
ω

　
　
（
1
2
）

が
実
測
し
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
経
験
し
た
殆
ん
ど
凡
て
の
場
合
の
よ
う
に
神
＋
、
鼎
H
が
成
立
つ
限
り

　　

@　

@　

@　
綜
x
巾
）
．

と
な
っ
て
労
働
生
産
性
は
資
本
溝
成
比
率
の
対
数
一
次
函
数
と
し
て
近
似
的
に
表
示
さ
れ
、
資
本
の
『
巴
9
甑
く
Φ
ω
け
舞
Φ
が
同
時
に
労
働
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
］
）

産
性
の
指
標
た
る
役
割
を
も
つ
こ
と
と
な
る
。
例
え
ば
右
掲
第
二
表
に
お
い
て
戦
前
前
半
期
に
比
し
後
半
期
は
神
1
1
ρ
α
O
か
ら
神
け
O
●
ヨ

に
飛
躍
し
た
の
は
日
本
綿
業
の
大
合
理
化
運
動
の
結
果
で
あ
り
、
反
対
に
戦
後
神
日
9
㎝
心
に
低
下
し
た
の
は
戦
後
の
綿
業
不
振
を
如
実
に

反
映
し
て
い
る
。

　
（
1
）
　
℃
ρ
巳
頃
・
U
o
q
o
q
冨
ω
”
目
ゲ
。
弓
ゲ
Φ
o
円
鴇
o
h
≦
鋤
ぴ
q
①
9
同
㊤
ω
膳
・

　
（
2
）
鼠
・
国
巴
①
。
臨
”
譲
ω
亀
の
冨
酔
び
①
円
訂
。
曼
。
簡
国
8
口
。
日
ざ
国
ロ
。
冒
興
団
。
冨
レ
㊤
c
。
⑩
●

　
（
3
）
や
属
」
）
。
億
奮
“
↓
匿
目
冨
。
吋
矯
o
h
≦
縄
Φ
9
お
。
。
艀
・

　
（
4
）
　
拙
稿
「
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
を
育
成
す
る
立
場
か
ら
」
、
理
論
経
済
学
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
五
一
年
一
月
。

　
（
5
）
　
拙
稿
「
経
済
に
お
け
る
統
計
法
則
」
、
国
民
経
済
雑
誌
第
八
一
巻
第
二
号
、
一
九
五
〇
年
二
月
。
拙
稿
「
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
を
育
成
す
る
立
場
か
ら
」
、
理
論
経
済

　
　
学
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
五
一
年
一
月
。
木
川
敏
一
「
資
本
と
労
働
と
の
生
産
貢
献
度
i
日
本
紡
績
業
に
お
け
る
ダ
グ
ラ
ス
函
数
の
計
測
に
重
て
l
」
、
東
洋
紡
績
経
．

　
　
済
研
究
所
調
査
資
料
第
七
号
、
一
九
四
九
年
＝
一
月
。
木
川
敏
一
「
日
本
紡
績
業
に
お
け
る
ダ
グ
ラ
ス
函
数
（
つ
づ
き
）
一
横
断
面
分
析
に
よ
る
計
測
結
果
」
、
東
洋
紡
μ

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

r一　169



　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

　
績
経
済
研
究
所
所
報
第
五
号
、
　
一
九
五
一
年
四
月
。

（
6
）
　
拙
稿
「
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
を
育
成
す
る
立
場
か
ら
」
、
理
論
経
済
学
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
五
一
年
一
月
。

（
7
）
　
中
村
嘉
吉
「
ダ
グ
ラ
ス
函
数
は
適
用
し
う
る
か
i
我
国
に
お
け
る
生
産
の
計
測
一
「
理
論
経
済
学
第
三
巻
第
二
号
、
　
一
九
五
二
年
四
月
に
は
、
原
料
を
捨
象
す

　
る
場
合
に
は
同
時
に
ミ
博
一
8
μ
ω
脅
・
を
も
仮
定
す
べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
拙
稿
「
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
を
育
成
す
る
立
場
か
ら
」
、
理
論
経
済
学
第
二
巻
第
一
号
、
　
一
九
五
一
年
一
月
。

（
9
）
国
●
蜜
①
昌
①
誘
訂
・
器
巨
。
口
野
Φ
ω
凶
署
響
き
8
。
劇
中
。
h
●
u
。
轟
奮
．
勺
8
含
。
貯
δ
口
害
ロ
。
け
同
。
P
国
8
8
営
①
ε
β
曾
鼻
6
。
。
。
。
・

（
1
0
）
　
水
谷
一
雄
「
限
界
生
産
力
と
ダ
グ
ラ
ス
函
数
」
、
国
民
経
済
雑
誌
、
第
八
四
巻
第
六
号
、
一
九
五
一
年
　
二
月
。
篠
原
三
代
平
↓
ず
Φ
中
。
二
形
。
β
国
§
。
叶
δ
ロ
州
o
N

　
］
≦
帥
口
珪
碧
言
目
ぎ
9
q
冨
冒
O
僧
ロ
噛
扇
げ
Φ
匿
ロ
巴
①
o
h
爵
①
出
一
8
富
尾
げ
器
露
》
o
鋤
畠
。
日
ざ
＜
o
ド
ロ
”
乞
。
・
ど
O
o
8
げ
。
び
μ
O
臼
・

（
1
1
）
　
拙
稿
「
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
を
育
成
す
る
立
場
か
ら
」
、
理
論
経
済
学
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
五
一
年
一
月
。

（
1
2
）
　
”
国
」
）
o
山
盛
器
”
》
H
Φ
↓
げ
Φ
吋
Φ
U
四
≦
u
・
o
h
℃
H
o
曾
。
戴
。
ロ
㌍
〉
目
①
吋
冒
潜
昌
国
。
8
0
日
置
幻
⑦
乱
。
き
冒
β
。
目
。
『
H
O
艀
ω
・
篠
原
三
代
平
「
雇
傭
と
賃
銀
」
（
「
経
済
理
論

　
と
統
計
」
叢
書
）
、
　
一
九
四
九
年
六
月
。

（
1
3
）
　
拙
稿
「
ダ
グ
ラ
ス
生
産
函
数
を
育
成
す
る
立
場
か
ら
」
、
理
論
経
済
学
第
二
巻
第
一
号
、
一
九
五
一
年
一
月
。

六
、
企
業
経
営
の
見
地
か
ら
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以
上
、
産
業
構
造
・
輸
出
貿
易
・
国
内
需
要
・
価
格
体
系
・
労
働
問
題
の
見
地
か
ら
日
本
綿
業
の
国
民
経
済
的
な
経
過
・
現
状
・
在
り
方

に
つ
い
て
主
と
し
て
統
計
的
観
察
に
従
っ
て
述
べ
て
来
た
。
い
ま
こ
こ
で
最
後
に
企
業
と
し
て
の
日
本
綿
業
の
諸
問
題
に
つ
き
概
説
し
て
み

た
い
。

　
初
め
に
企
業
形
態
に
つ
い
て
。
こ
こ
で
は
い
わ
ゆ
る
企
業
集
中
（
8
昌
。
Φ
口
窪
9
戯
。
ロ
）
を
横
の
連
繋
と
し
一
貫
作
業
（
ぼ
け
①
ぴ
q
鑓
鉱
。
口
）
を

縦
の
連
繋
と
す
る
企
業
の
縦
横
の
結
合
形
態
を
考
え
る
。
日
本
綿
業
が
鉄
鋼
業
と
と
も
に
日
本
産
業
構
造
の
二
大
支
柱
と
な
っ
て
以
来
、
資

本
主
義
経
済
発
展
の
自
然
の
推
移
と
し
て
企
業
の
大
規
模
化
・
独
占
化
が
進
め
ら
れ
た
。
戦
前
に
お
け
る
日
本
綿
業
の
発
展
は
外
に
対
し
て

は
販
路
拡
張
に
よ
る
大
量
生
産
利
益
の
獲
得
、
内
に
対
し
て
は
企
業
集
中
に
よ
る
独
占
利
益
の
確
保
の
過
程
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い
で
あ



ろ
う
。
唯
戦
後
の
異
常
な
る
経
済
事
情
は
大
規
模
企
業
の
間
隙
を
縫
っ
て
い
わ
ば
紡
，
績
業
に
お
け
る
新
興
中
小
企
業
た
る
新
紡
・
新
々
紡
の

族
出
を
み
た
が
、
他
の
凡
ゆ
る
産
業
に
お
け
る
と
同
様
に
、
雇
用
・
原
綿
割
当
・
価
格
・
製
品
品
質
等
に
つ
き
大
紡
と
の
間
に
利
害
の
不
一

致
を
み
る
こ
と
が
多
い
が
、
然
し
結
局
に
お
い
て
現
状
の
六
・
二
・
二
の
比
率
を
越
え
て
大
規
模
経
営
に
有
利
に
推
移
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と

は
推
測
に
難
く
な
い
。
日
本
綿
業
は
凡
ゆ
る
列
国
の
圧
迫
を
突
破
し
て
日
本
経
済
自
立
と
い
う
止
む
べ
か
ら
ざ
る
内
の
要
求
に
迫
ら
れ
て
海

外
進
出
を
続
け
る
で
あ
ろ
う
と
と
も
に
、
内
に
対
し
て
は
資
本
主
義
体
制
と
い
う
体
制
枠
を
越
え
て
日
本
国
民
衣
生
活
の
確
保
の
絶
対
要
請

と
結
び
つ
い
て
い
る
。
大
量
生
活
の
利
益
を
獲
得
し
国
際
競
争
力
の
大
な
る
も
の
は
お
の
ず
か
ら
大
規
模
経
営
に
有
利
で
あ
る
が
、
他
方
大

規
模
経
営
の
独
占
的
利
益
の
油
断
に
対
し
て
は
社
会
的
に
国
民
経
済
厚
生
の
立
面
か
ら
凡
ゆ
る
制
約
が
加
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
他
の
重
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

産
業
と
同
様
に
、
繊
維
産
業
も
ま
た
今
後
の
企
業
集
中
は
漸
次
小
数
独
占
（
O
一
難
趣
亀
O
娼
O
一
）
化
す
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
、
互
い
に
激
し
い
競

争
を
保
ち
な
が
ら
独
占
的
地
位
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
日
本
綿
業
の
企
業
集
中
形
態
の
量
的
発
展
と
と
も
に
そ
の
質
的

発
展
と
し
て
綜
合
繊
維
企
業
形
態
へ
の
指
向
を
愈
々
明
か
に
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
の
場
合
B
9
。
亭

日
p
島
①
響
婦
Φ
は
寧
ろ
化
学
工
業
と
し
て
他
の
関
連
化
学
工
業
製
品
と
と
も
に
一
大
綜
合
化
学
工
業
企
業
を
形
成
す
る
の
が
常
態
で
あ
る
が
、

日
本
の
場
合
は
8
§
白
巴
Φ
ゆ
σ
8
は
独
立
の
専
業
企
業
か
綜
合
繊
維
企
業
即
ち
大
紡
績
企
業
の
発
展
形
態
か
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
の

が
通
常
で
あ
る
。
内
外
需
が
綿
製
品
に
主
力
を
も
つ
限
り
綿
業
の
質
的
発
展
と
し
て
の
綜
合
繊
維
形
態
は
巨
大
資
本
を
も
つ
従
っ
て
金
融
資

本
力
の
巨
大
を
誇
る
繊
維
産
業
た
り
得
る
が
、
今
後
も
し
日
9
口
白
巴
①
⇔
再
Φ
の
進
出
が
日
本
経
済
自
立
上
或
い
は
外
需
の
動
向
か
ら
し

て
顕
著
と
な
る
期
待
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
寧
ろ
独
立
の
綜
合
的
な
ヨ
p
午
日
9
自
Φ
ゆ
σ
目
。
工
業
企
業
と
し
て
切
離
す
べ
き
で
は
な
い
か
と

思
う
。
．
次
に
横
の
企
業
結
合
に
対
し
て
縦
の
企
業
結
合
た
る
繊
維
一
貫
作
業
が
考
え
ら
れ
る
。
原
綿
毛
繭
又
は
原
木
・
石
灰
石
か
ら
染
色
さ

れ
た
綿
毛
絹
織
物
叉
は
化
繊
・
ア
セ
テ
ー
ト
織
物
を
一
貫
生
産
す
る
方
式
で
あ
る
が
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
凡
ゆ
る
原
糸
（
白
9
ヨ
Φ
韓
）
の

　
　
　
　
日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

生
産
は
い
わ
ゆ
る
大
規
模
繊
維
工
業
の
掌
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
そ
れ
以
下
の
行
程
は
一
部
の
染
色
加
工
を
除
い
て
他
の
企
業
に
任
ね
ら
れ
て

い
る
。
殊
に
織
布
は
そ
れ
自
体
大
な
る
雇
用
を
支
え
、
農
業
に
次
ぐ
大
雇
用
産
業
と
し
て
の
繊
維
産
業
中
最
大
の
部
分
部
門
で
あ
り
、
主
と

し
て
中
小
都
市
農
村
に
お
い
て
中
小
規
模
叉
は
農
業
と
の
兼
営
小
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
先
進
工
業
国
と
対
比
す
れ
ば
、
織
布
作

業
が
一
台
の
織
機
を
以
て
も
可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
農
村
に
浸
透
し
今
日
全
国
数
ヶ
所
の
織
布
地
帯
を
形
成
し
、
経
済
史
の
好
研
究
資
料
を

提
供
し
て
い
る
が
、
も
し
仮
に
こ
の
よ
う
な
発
生
的
基
盤
を
全
く
無
視
し
て
合
理
的
経
営
の
立
場
に
の
み
着
目
す
る
な
ら
ば
織
布
作
業
も
ま

た
先
進
工
業
国
に
お
け
る
如
く
綜
合
繊
維
企
業
の
一
環
と
し
て
大
規
模
経
営
の
う
ち
に
包
摂
せ
し
め
ら
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
唯
そ
れ
は
余
り

に
も
彼
等
の
生
活
権
を
度
外
視
し
た
る
、
い
わ
ぽ
日
本
農
業
を
極
度
に
機
械
化
し
一
人
当
り
労
働
生
産
性
を
の
み
高
め
て
全
農
民
の
過
半
を

路
頭
に
迷
わ
せ
る
論
議
に
似
た
も
の
を
も
っ
て
い
る
。
日
本
低
賃
銀
と
表
裏
し
て
こ
の
よ
う
に
過
剰
な
る
生
産
人
口
に
糊
口
の
道
を
与
え
ん

が
た
め
の
非
合
理
的
経
営
が
依
然
と
し
て
是
認
さ
れ
、
こ
れ
が
徳
川
時
代
か
ら
の
土
着
産
業
た
る
生
命
を
保
た
し
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

し
て
、
日
本
綿
業
は
大
規
模
経
営
た
る
と
と
も
に
綜
合
繊
維
企
業
へ
の
方
向
を
と
る
一
方
、
微
弱
な
が
ら
も
同
時
に
織
布
一
賃
織
・
技
術

指
導
は
勿
論
充
分
行
わ
れ
て
い
る
が
一
を
除
く
諸
部
門
の
一
貫
作
業
を
漸
進
せ
し
め
つ
つ
あ
る
。

　
第
二
の
問
題
は
経
営
の
合
理
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
技
術
の
面
と
人
の
面
と
の
合
理
化
に
分
た
れ
る
が
、
天
然
繊
維
の
場
合
一
般
に
巳
9
昌
－

楽
曲
①
ゆ
ぼ
①
の
場
合
に
比
し
て
長
年
の
経
験
と
海
外
競
争
力
其
他
の
圧
迫
に
よ
る
苦
闘
と
に
よ
っ
て
日
本
繊
維
工
業
殊
に
日
本
綿
業
は
そ

の
合
理
化
を
世
界
水
準
に
ま
で
高
め
て
お
る
と
は
言
え
、
化
学
工
業
過
程
た
る
日
ρ
コ
ー
目
9
創
Φ
諭
σ
同
。
工
業
の
技
術
的
並
に
人
的
合
理
化
の
推

進
に
は
及
ば
な
い
。
日
本
綿
業
と
し
て
は
紡
績
技
術
過
程
に
お
い
て
は
例
え
ば
粗
紡
工
程
に
お
け
る
混
打
綿
機
の
完
成
や
精
紡
工
程
に
お
け

る
ω
巷
興
醒
戯
守
紆
9
津
の
採
用
の
如
き
工
程
節
約
機
械
の
導
入
或
い
は
冨
彊
Φ
び
擢
ゆ
q
g
m
q
Φ
制
の
如
き
労
務
節
約
組
織
の
編
成
が
要
求
さ
れ

る
一
方
、
労
務
管
理
の
面
に
お
い
て
は
職
員
工
員
を
通
ず
る
労
務
組
織
の
完
備
や
労
働
基
準
法
を
尊
重
し
た
る
女
子
労
働
の
有
効
な
る
利
用
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1 i 1・9獺％”％W・・聡％割列衡㎎1

最大企業が全体に占める割合

�蜉驪ﾆが　　〃　　〃

O大企業が　　〃　　〃

l大企業が　　〃　　〃

　　％
V3

W4

X5

P00

　％
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　％
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　％
T6
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　v〆
T6

V6

W4

W9

　’η

S2

T7

U5

V31

　陀
S4

T9

U7

V4

　％
R3

S9

T8

U3

　％
R4

T1

U4

V1

　％
Q9

S4

T4

U3

　％
R1

S7

U4

V1

　ヲ〃

Q9

S7

U4

V5

　％
Q6

T1

U6

V5

P6
会　　　　社　　　　数 4 ・国・ 13 19　20 18 17 17 15 15

な
ど
が
必
要
と
な
る
。
な
お
外
に
日
本
綿
業
の
天
才
的
技
能
と
言
わ
れ
る
混
綿
技
術
の
如
き
原
料
節
約
上
の

合
理
化
推
進
も
今
後
世
界
綿
花
割
当
上
の
困
難
や
ド
ル
不
足
や
或
い
は
原
価
節
減
必
要
の
漸
進
傾
向
よ
り
み

て
益
々
そ
の
緊
急
度
を
加
え
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

　
問
題
と
す
る
第
三
の
点
は
綿
製
品
価
格
で
あ
る
。
綿
製
品
価
絡
は
対
外
経
済
的
に
は
一
の
国
際
比
価
の
問

題
で
あ
り
、
国
内
経
済
的
に
は
消
費
者
に
と
っ
て
は
生
活
必
需
品
価
格
で
あ
る
と
と
も
に
企
業
家
に
と
っ
て

は
利
子
を
含
む
製
品
原
価
に
正
常
利
潤
を
加
え
た
適
正
供
給
価
格
た
る
べ
き
性
格
を
も
つ
。
し
か
も
原
価
の

う
ち
約
七
五
％
程
度
が
原
綿
価
格
で
あ
り
、
輸
出
．
綿
製
品
に
つ
い
て
は
残
る
約
二
五
％
が
純
外
貨
獲
得
率
を

形
成
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
企
業
は
綿
製
品
価
格
の
現
在
お
よ
び
将
来
見
透
し
を
中
心
と
し
て
生
産
活
動
し
叉

雇
用
を
保
障
す
る
と
さ
え
言
い
得
る
如
く
生
産
物
価
格
に
焦
点
が
集
中
さ
れ
る
。
即
ち
外
貨
獲
得
機
能
と
国

民
生
活
保
障
機
能
と
と
も
に
企
業
収
益
確
保
機
能
が
こ
の
一
点
に
凝
結
さ
れ
る
。

　
　
（
1
）
　
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
化
繊
（
ア
セ
テ
ー
ト
を
含
む
）
工
業
の
企
業
集
中
の
傾
向
を
上
表
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

　
　
　
る
（
H
O
・
a
ω
①
話
」
≦
9
鱒
び
9
ヨ
”
O
O
旨
O
O
鉱
餓
O
口
首
昏
①
菊
田
面
。
ロ
H
口
鳥
ロ
ω
嘗
ざ
出
母
く
母
儀
d
巳
く
O
毎
算
団
勺
器
器
㍉
O
α
N
P
ミ
）
。

　
　
　
一
九
三
〇
年
無
三
四
大
会
社
が
全
生
産
の
約
四
分
の
三
を
依
然
と
し
て
維
持
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
で
あ
ろ
う
。

結

び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
、
わ
れ
わ
れ
は
日
本
綿
業
を
主
と
し
て
そ
の
統
計
的
分
析
の
立
場
か
ら
、
産
業
構
造
・
輸
出
貿
易
・

　
　
　
　
　
　
　
　
国
内
需
要
・
物
価
体
系
・
労
働
問
題
・
企
業
経
営
の
六
つ
の
見
地
に
お
い
て
考
察
し
た
。
一
企
業
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
微
視
的
見
地
以
上
に
一
国
民
経
済
内
の
一
つ
の
8
餓
丘
蔓
と
し
て
綿
業
は
軽
工
業
の
代
表
者
と
し
て
今
後

日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て
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日
本
綿
業
の
統
計
的
分
析
に
つ
い
て

も
依
然
と
し
て
日
本
経
済
に
お
け
る
重
要
性
を
も
ち
続
け
る
で
あ
ろ
う
。
日
本
綿
業
が
直
接
間
接
そ
の
内
外
需
の
増
減
に
よ
っ
て
伸
縮
を
影

、
録
せ
し
め
る
と
こ
ろ
の
波
及
（
同
①
b
臼
。
⊆
ω
獣
。
口
）
の
金
額
上
並
び
に
雇
用
上
の
全
効
果
の
計
測
こ
そ
或
る
意
味
に
お
い
て
上
述
の
諸
研
究
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

集
大
成
と
も
言
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
れ
は
既
に
記
．
名
●
H
Φ
o
算
δ
出
に
お
い
て
そ
の
一
産
業
の
自
ら
お
よ
び
他
の
凡
ゆ
る
産
業

か
ら
の
貯
b
暮
o
o
①
曲
。
δ
導
ω
に
よ
る
波
及
度
を
通
し
て
曲
る
程
度
道
が
開
か
れ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
こ
の
手
が
か
り
を
出
立
と
し

で
日
本
綿
業
と
日
本
国
民
経
済
と
の
交
渉
を
計
測
し
て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
う
。

　
（
1
）
　
芝
’
零
・
い
0
9
日
萬
①
h
“
6
げ
①
ω
9
8
言
切
①
o
h
》
ヨ
①
艮
8
ロ
国
o
O
ロ
9
β
ざ
目
O
H
雫
も
。
㊤
噂
H
8
H
・
な
お
こ
の
巨
O
昌
昌
ロ
争
。
口
壱
9
層
目
〇
の
イ
ギ
リ
ス
経
済
（
一
九
三
五
年
）

　
　
へ
の
適
用
と
し
て
、
目
・
切
β
。
旨
黛
↓
げ
①
H
暮
①
巳
①
唱
落
日
①
口
8
0
一
襲
①
b
d
㎏
眠
。
。
げ
図
o
o
9
旨
ざ
臼
。
ロ
ヨ
巴
9
臼
。
目
窪
巴
ω
霞
目
。
励
魯
一
〇
巴
O
o
o
巳
。
け
ざ
ω
①
鼠
①
ω
卜
（
典
。
ロ
①
鑓
一
》

　
　
＜
O
ド
O
×
＜
．
勺
帥
穽
ド
μ
O
認
罪
も
る
Q
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資

料

日
本
の
封
ア
ジ
ア
貿
易

（
一
九
五
〇
一
五
一
年
）

片
野
彦
　
二

　
こ
れ
は
、
〃
東
南
ア
ジ
ア
及
び
極
東
地
域
に
お
け
る
貿
易
構
造
の
研

・
究
〃
の
う
ち
統
計
的
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

　
こ
N
で
は
、
一
九
五
〇
年
及
び
一
九
五
一
年
に
お
け
る
、
日
本
の
相
手

、
国
別
輸
出
入
額
を
示
す
統
計
、
そ
の
作
成
方
法
、
及
び
そ
の
大
略
の
解
釈

が
示
さ
れ
る
。
今
後
、
本
稿
に
引
続
き
ア
ジ
ア
地
域
に
於
け
る
各
国
に
．
つ

き
こ
の
種
の
統
計
を
編
集
し
且
逐
次
こ
れ
ら
を
更
新
し
て
行
く
方
針
で
あ

・
る
。

　
　
　
　
　
統
計
の
作
成
方
法

　
日
本
に
関
す
る
貿
易
統
計
の
主
要
な
源
は
、
大
蔵
省
に
よ
っ
て
編
纂
せ

ら
れ
て
い
る
”
日
本
外
国
貿
易
月
表
〃
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
殆
ん

ど
完
全
な
、
詳
細
な
、
貿
易
統
計
を
う
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
玉
で
は
、
こ
の
〃
月
表
〃
を
主
た
る
源
と
し
て
、
日
本
に
お
け
る
、

一
九
五
〇
年
か
ら
一
九
五
一
年
に
渉
る
、
相
手
国
別
輸
出
入
額
の
統
計
表

が
作
成
さ
れ
る
。

　
ま
つ
第
一
に
、
数
字
の
と
ら
る
べ
き
範
囲
と
し
て
次
の
如
き
区
分
が
行

な
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
世
界
を
、
地
理
的
に
六
つ
の
領
域
に
分
ち
、
そ

の
中
、
ア
ジ
ア
洲
の
み
を
（
統
計
表
の
左
側
の
列
に
示
さ
れ
る
様
に
）
、
各

政
治
的
領
域
に
分
け
る
。
こ
の
場
合
の
序
列
は
、
極
東
か
ら
東
南
ア
ジ
ア

日
本
の
対
ア
ジ
ア
貿
易

に
か
け
て
の
地
理
的
配
列
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
。

　
次
に
、
こ
れ
ら
の
項
目
の
夫
々
に
対
し
、
上
記
“
月
表
〃
よ
り
対
応
す

る
数
字
（
金
額
）
が
月
次
別
に
記
入
せ
ら
れ
、
そ
の
合
計
は
年
度
の
数
字

（
金
額
）
を
示
す
も
の
と
し
て
記
入
せ
ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
x
で
は
す
べ
て
円
表
示
で
あ
る
（
こ
の
場
合
、
一
億
円

が
単
位
と
し
て
と
ら
れ
て
い
る
）
。
そ
こ
で
、
こ
の
円
表
示
を
、
国
際
的
な

何
ら
か
の
単
位
に
転
換
し
て
お
く
こ
と
は
、
後
の
、
国
際
比
較
の
場
合
に

も
よ
り
都
合
の
よ
い
事
で
あ
ろ
う
。
そ
の
国
際
単
位
と
し
て
は
弗
（
合
衆

国
弗
）
が
と
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
円
対
弗
の
為
替
比
率
が
与
え
ら
れ
る

な
ら
ば
、
こ
の
換
算
は
計
算
機
の
仕
事
と
な
る
。
そ
の
為
の
為
替
比
率
と

し
て
、
国
際
通
貨
基
金
の
〃
国
際
金
融
統
計
月
表
〃
（
百
8
同
ロ
9
鼠
O
口
巴

岡
貯
山
口
9
舵
の
画
工
ω
瓜
8
…
同
．
客
。
男
●
編
纂
）
に
示
さ
れ
る
公
定
比
率
が
と

り
あ
げ
ら
れ
る
（
百
万
弗
を
単
位
と
し
て
示
す
）
。

　
こ
の
場
合
、
統
計
表
の
項
目
の
中
で
、
ま
だ
埋
め
ら
れ
て
い
な
い
個
処

が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
“
そ
の
他
の
ア
ジ
ア
〃
の
欄
で
あ
る
。
こ
れ
は

円
表
示
、
弗
表
示
の
夫
々
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
洲
合
計
か
ら
、
表
示
各
国

の
合
計
を
差
し
ひ
い
た
差
額
と
．
し
て
直
ち
に
埋
め
ら
れ
る
。

　
以
上
に
よ
り
、
統
計
表
の
作
成
過
程
の
大
略
は
述
べ
ら
れ
た
が
、
こ
N

で
注
意
さ
れ
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
点
が
一
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、
月
別
の
相

手
国
別
輸
出
入
額
が
発
表
さ
れ
て
後
（
そ
れ
は
主
と
し
て
輸
入
額
に
つ
い

て
§
あ
る
が
）
、
そ
の
総
額
の
み
の
修
正
額
が
発
表
せ
ら
れ
て
い
る
に
も
拘

わ
ら
ず
、
そ
の
相
手
国
別
の
詳
細
が
不
明
で
あ
る
為
、
統
計
表
作
成
に
当

っ
て
は
、
夫
々
の
“
月
表
〃
に
発
表
せ
ら
れ
た
も
の
を
、
修
正
し
な
い
ま

x
で
用
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
何
れ
、
修
正
値
の
詳
細
が
判

り
次
第
、
修
正
表
を
発
表
す
る
こ
と
に
す
る
（
そ
の
場
合
、
こ
の
修
正
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
原
因
に
つ
い
て
も
記
す
る
こ
と
に
す
る
）
。

そ
こ
で
、
と
り
合
え
ず
、
修
正
さ
れ
た
分
の
総
額
の
み
を
次
に
記
す
こ
と
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に
す
る
。

日
本
の
対
ア
ジ
ア
貿
易

入出1輸輸入輸出輸

7，　372．　3

307．　6

454．　0

629．　1

798．　8

1951年3，　482．　01950年

三

［

＝

【

媚
2
3
　
4
　
5
　
6
　
7
　
8
　
9

10

P1

P2

271．　6

288．1

306．　8

3・　37．　2

29．　6．　e

227．　1

247．　5

275．　4

300．　0

300．　4

369．　1

［

＝

現
2
3
　
4
　
5
　
　
6
　
　
7
　
　
8
　
　
9

10

P1

P2

　
　
　
　
　
印
九
五
〇
年
乃
至
【
九
五
［
年
に
お
け
る
対
東
南

　
　
　
　
　
ア
ジ
ア
及
び
極
東
地
域
貿
易
の
構
造
変
化
。

　
こ
㌧
で
は
、
単
に
、
以
下
に
掲
載
せ
ら
れ
て
い
る
統
計
表
に
つ
い
て
、

そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
事
象
に
若
干
の
註
釈
を
加
え
る
だ
け
に
留
め
た

い
。
と
い
う
の
は
、
こ
x
に
示
さ
れ
た
母
け
の
統
計
で
以
て
、
詳
細
な
議

論
を
行
う
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
個
々
の
商

晶
の
流
れ
、
従
っ
て
、
そ
の
流
れ
の
底
に
横
た
わ
る
各
国
民
経
済
の
経
済

構
造
乃
至
産
業
構
造
を
老
心
し
な
い
で
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
ア
グ
リ
ダ
ー

ト
さ
れ
た
も
の
と
し
て
の
貿
易
総
額
の
み
の
変
化
を
み
て
も
、
何
ら
軍
要

な
問
題
へ
の
解
決
と
は
な
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、
危
険
で
す
ら
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
こ
の
統
計
表
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
貿
易
構
造
の
”
外
面
的
”
な
変

化
は
、
次
の
表
に
お
い
て
よ
く
示
さ
れ
る
。

．輸出

1950

100　％

46．　3

12．　1

25．　4

　3．　7

　8．　9

　3．　6

　2．　4

　4．　6

　5．　2

　0．　5

　2．　1

　5．　6

　2．0

　2．5

　6．7

　0．9

1951

100％

51．　6

10．　6

15．　7

　5．　9

　8．3

　7．　9

　0．　4

　3．　7

　3．3

　0．8

　2．8

　9．　5

　1．3

　3．8

　8．6

　1．3

　　　　輸入

　1950　1951

100％　IGO％

鋤
”
侃
翻
舗
舗
M
鍛
”
”
鍛
”
M
鋪
竺

即
如
娚
翻
旭
日
一
白
一
一
麗
B
P
P
舗
一

i
i
亙

　合　　計

アジア洲‘
ヨーPツパ洲

北アメリカ洲

南アメリカ洲

アフリカ洲

太　平　洋

中国大陸
台　　　湾（＄）

タ　　　イ（0）

マ　v　イ（£）

ブイリツピソ（0）

イン・ドネシア（0）

ビ　ル　マ（£）

印　　　度（£）

パキスタン（£）

セイロy（£）

　
ま
つ
第
一
に
、
一
九
五
一
年
度
申
に
お
け
る
、
日
本
貿
易
の
総
額
は
、

輸
出
に
お
い
て
は
、
前
年
の
八
億
三
千
百
万
弗
（
二
千
九
百
八
＋
億
二
千

万
円
）
か
ら
十
三
億
六
千
二
百
七
＋
万
弗
（
四
千
八
百
八
十
三
億
八
千
万

円
）
に
、
輸
入
に
お
い
て
は
、
前
年
の
九
億
一
千
二
百
五
十
万
弗
（
三
干

二
百
七
十
三
億
二
千
万
円
）
か
ら
二
十
一
億
七
千
六
百
四
十
万
弗
（
七
干
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七
百
四
十
八
億
二
干
万
円
）
に
増
大
し
て
い
る
。

　
た
し
か
に
、
こ
の
期
閥
に
お
い
て
は
、
貿
易
額
は
、
量
的
に
は
増
加
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
貿
易
総
額
は
、
単
に
、
弗
乃
至
円
で
表
示
せ
ら
れ
た

・
も
の
瓦
、
質
的
な
老
慮
な
し
に
集
計
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

世
界
を
、
質
的
に
異
る
三
つ
の
地
域
に
分
け
て
老
え
る
・
の

　
ま
つ
、
弗
地
域
に
お
い
て
は
（
そ
れ
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
北
米
洲

を
と
り
上
げ
れ
ば
）
、
五
〇
年
度
の
収
支
は
二
億
二
千
九
百
七
十
万
弗
の
借

越
と
な
り
、
そ
れ
は
、
五
一
年
度
に
お
い
て
は
七
億
六
千
四
百
三
十
万
弗

の
借
越
え
と
赤
字
を
増
大
せ
し
め
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
同
地
区
に
お

い
て
、
輸
入
構
成
比
が
四
八
・
二
％
か
ら
四
五
・
二
％
に
減
少
し
た
の
に

対
し
、
輸
出
構
成
比
が
二
五
・
四
％
か
ら
十
五
・
七
％
に
大
巾
の
減
少
を

．
示
し
て
い
る
こ
と
よ
り
も
判
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
封
度
地
域
及
び
オ
ー
プ
ン
勘
定
地
域
に
お
い
て
は
、
逆

に
、
輸
入
構
成
比
の
下
落
（
上
昇
）
が
、
輸
出
構
成
比
の
下
落
（
上
昇
）

よ
り
も
大
（
小
）
で
あ
る
為
、
こ
れ
ら
の
地
域
に
対
す
る
貸
越
は
増
加
す

・
る
傾
向
を
も
つ
て
い
る
。
例
え
ば
、
封
度
地
域
に
お
け
る
印
度
に
お
け
る

輸
入
構
成
比
は
一
・
九
％
か
ら
二
・
六
％
に
増
加
し
た
の
に
対
し
、
輸
出

構
成
比
は
二
・
五
％
か
ら
三
・
八
％
に
増
加
し
、
ま
た
、
オ
ー
プ
ン
勘
定

地
域
に
お
け
る
タ
イ
に
お
い
て
は
、
輸
入
構
成
比
の
減
少
四
・
八
％
よ
り

二
・
七
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
輸
出
構
成
比
の
減
少
五
・
二
％
よ
り
三
・

一
二
％
へ
の
減
少
は
こ
れ
ら
の
事
情
を
示
し
て
い
る
。

　
か
く
し
て
、
も
っ
と
も
輸
出
を
増
大
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
弗
地

，
域
に
お
い
て
借
越
が
増
大
し
、
輸
出
入
を
均
等
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
封
度
地
域
及
び
オ
ー
プ
ン
勘
定
地
域
に
お
い
て
貸
越
が
増
加
し
て
い

る
。
従
っ
て
、
一
九
五
一
年
度
に
お
け
る
日
本
貿
易
は
、
量
的
に
は
増
大

ぜ
し
め
ら
れ
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
質
的
に
は
よ
り
悪
化
せ
し
め
ら
れ
た
の

で
あ
る
。

日
本
の
対
ア
ジ
ア
貿
易

　
そ
こ
で
、
こ
の
貿
易
の
危
機
を
脱
す
る
為
に
は
、
今
後
で
き
る
だ
け
、

弗
地
域
よ
り
の
輸
入
を
封
度
地
域
乃
至
オ
ー
プ
ン
勘
定
地
域
よ
り
の
輸
入

に
切
替
え
る
こ
と
に
よ
り
、
弗
地
域
及
び
封
度
オ
ー
プ
ン
勘
定
地
域
と
の

均
等
を
計
る
と
共
に
、
封
度
地
域
乃
至
オ
ー
ブ
ン
地
域
へ
の
輸
出
を
増
大

す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
に
東
南
ア
ジ
ア
地
域
の
開
発
を
助
成
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
同
地
域
の
輸
出
市
場
を
育
成
す
る
方
策
が
と
ら
れ
・
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　
こ
x
に
示
さ
れ
た
統
計
表
よ
り
述
べ
る
こ
と
の
で
き
る
の
は
、
大
略
、

以
上
の
通
り
で
あ
る
。
こ
れ
以
上
の
詳
細
な
議
論
の
為
に
は
（
例
え
ば
、

貿
易
構
造
の
変
動
の
原
因
を
尋
ね
る
為
に
は
）
、
よ
り
詳
細
な
統
計
資
料
を

必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
為
の
研
究
は
今
後
に
残
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
以
上
1

　
（
註
）
苦
こ
＼
で
質
的
な
相
異
は
二
つ
の
意
昧
を
も
つ
て
い
る
。
第
一
は
、
生
産

　
　
　
　
構
造
の
相
異
で
あ
り
、
第
二
は
、
政
治
的
に
強
力
な
背
景
を
も
つ
通
貨

　
　
　
　
の
支
配
す
る
地
域
の
相
意
で
あ
る
。
こ
x
で
は
勿
論
第
二
の
意
味
で
あ

　
　
　
　
る
Q
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田侵Q寝ト・銚ト餌嚥

第　一　表 日 本：国 別　輸　入　額 （1950）年 単位｛U●S●￥＄10腰（郡内）

1

目
合

勾
⑳
の
　
の
紛
紛
紛
の
①
①
の
紛
の
の
①
の
の
）
の
の
）
㊧
の
①
助
D
6
り
融
融
鵬
醐
羅
縫
灘
練
↓
蕪
㎜

月
．
2
1

隅一
?
�
秤
ｧ
遷
愚
・
懲
翻
翻
．
4
遷
胴
囲
菱
諺
罪
”
＝
麗
鰯
旧
盆

月
1
1

㊧
D
①
　
恥
①
9
の
D
り
の
わ
助
の
9
の
勿
の
）
の
の
）
の
句
恥
の
わ
勾
艦
⑩
讐
⑩
…
讐
⑩
一
↑
匿
↑
盤
鱗
子
離
㎝
聾
侃
．
侃
朗
朗
御
爺
一
肌
穫
白

月
0

。
3
D
）
　
の
⇔
D
）
D
の
①
の
の
の
D
の
の
の
）
の
）
）
の
の
の
恥
の
の
諸
↑
　
澄
σ
↑
⑩
⑩
塁
陰
画
慧
気
↑
↑
鉢
鑑
窪
既
⑫
（
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
　
　
　
　
　
α
　
　
　
　
（
4
　
3
　
　
　
　
　
　
　
2
　
6
　
6
　
　
　
　
　
1
．
8
．
4
　
1
　
4
　
6
　
3
　
0
　
9
　
　
　
4
　
　
　
　
　
1
　
　
1
　
6
　
1
　
6
　
7

1
塁
一
・
蒙
＝
・
・
乙
よ
霊
・
「
＝
・
孟
・
豊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

の
の
⇒
　
の
の
D
＄
の
の
の
の
）
の
の
①
の
の
）
の
D
）
の
恥
紛
め
の
恥

月
9

e
・
．
篇
⑩
　
専
守
詮
豊
↑
⑬
⑩
②
ま
↑
慧
↑
缶
皿
盆
畿
。
2
訳
　
　
　
飯
駁
4
、
、
、
8
叙
　
。
2
6
6
4
　
α
　
　
。
昧
叩
駅
双
6
肱
2
1
　
｝
　
　
塩
＆
L
α
α
α
L
4
「
ゐ
α
α
α
α
一
4
一
一
a
a
鵡
5
3
■

月

o
の
の
　
D
の
の
の
助
の
①
紛
）
の
の
⇒
の
紛
一
の
）
一
の
沁
め
助
わ
恥
鶯
⑩
竃
⑱
⑩
⑩
⑩
訟
↑
α
・
α
匿
⑩
㌫
↑
↑
。
・
器
畦
σ
。
（
　
　
（
1
　
1
　
　
1
　
　
　
　
9
　
5
　
4
　
2
　
2
　
1
　
2
　
2
　
　
　
0
　
5
　
2
　
7
　
2
　
　
　
8
　
　
　
　
8
　
　
7
　
2
　
1
　
0
　
0

8

箋
・
　
・
重
…
量
［
ま
よ
・
「
＝
二
驚
量

一
〉
　
）
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
　
　
）
　
）
　
　
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
　
　
）
　
　
　
　
　
）
　
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
5
　
2
　
　
6
　
　
　
　
1
　
5
　
6
　
4
　
1
　
）
　
0
　
6
　
）
　
7
　
2
　
8
　
6
　
3
　
）
7
　
）
）
　
1
　
　
0
　
5
　
2
　
3
　
3

月
7

鷲
α
激
⑩
⑩
⑩
な
Q
。
な
a
臣
↑
⑰
↑
↑
濃
鷺
匿
（
　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
　
　
．
　
　
4
　
　
　
　
0
　
8
　
2
　
1
　
　
　
　
　
7
　
0
　
　
　
9
　
3
　
3
　
3
　
4
　
　
　
1
　
　
　
　
5
　
　
4
　
3
　
4
　
4
　
6
犠
・
　
二
・
・
二
よ
；
・
至
三
・
＝
一
豊
隻

8
3
恥
　
の
　
　
の
①
の
）
）
の
の
の
）
⇒
の
⑳
④
の
）
の
⇒
）
の
の
紛
恥
の
の

月
6

鴛
価
臆
↑
護
葺
藷
島
⑩
↑
£
楓
蓋
4
　
2
　
　
6
　
　
　
　
4
　
3
　
1
　
　
　
　
　
1
　
0
　
4
　
　
　
ユ
　
2
　
1
　
9
　
6
　
　
　
6
　
　
　
　
　
2
　
　
1
　
5
　
5
　
9
　
2
．
＆
4
　
弗
　
3
3
α
二
α
a
と
エ
α
L
a
α
；
［
「
エ
a
乳
」
α
4
7
　
　
2
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3

月
5月

前
述
　
恥
　
　
D
の
の
〉
の
）
の
7
3
）
の
の
の
紛
の
）
④
）
）
の
の
の
の
の
の
B
悠
　
跡
豊
↑
⑩
↑
3
・
②
↑
ま
競
葺
警
↑
除
虫
苫
瓢
蹴
、
（
（
（
　
（
　
　
（
（
　
　
（
、
（
（
！
、
　
　
！
k
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
　
0
　
　
9
　
　
　
　
9
　
6
　
3
　
　
　
工
　
　
　
2
　
8
　
　
　
4
　
3
　
0
　
6
　
5
　
　
　
1
　
　
　
　
2
　
　
6
　
1
　
2
　
0
　
1

4

慧
・
　
ま
乏
三
重
；
・
よ
・
；
＝
・
・
篭
董

月
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
1
　
　
　
　
　
　
　
　
1
－
i
I
－
F
「
「
．
1
一
三
．
．
…
k
i
一
：
．
【
l
i
．
一
－
＝
…
一
．
一
」
．
．
F
I
I
ー
ー
）
　
）
　
　
　
）
　
　
　
　
）
　
）
　
）
　
　
　
）
　
　
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
　
　
　
）
　
　
　
　
　
）
　
　
）
　
）
　
）
　
）
　
）
環
伽
伽
縷
縷
嚢
§
・
謙
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
　
　
0
響
5
　
　
・
　
　
2
　
　
　
　
9
　
1
　
8
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第二表 日本：国別輸入額 （1951年）
単位｛U’　S：￥＄10腰（撒内）

総　　　計

アジア州
日　．．．本

朝　　　鮮
．北．　鮮

　南．．　鮮

中　　　麟

　大　　　．陸

　台　　灘

琉球列島
香　　　港

インドシナ

タ　　　　イ

マライ連邦

シンガポール

フィリピン
　　　　共和國

英領ボルネオ

イン．ドネシア

ピ　　ル　　マ

印　　　度

佛領インド

パキスタン

セイ　ロ　ン

アラガニスタ．

ン

其他のアジア

供他の世界）
ヨHロツノξ列・1

北アメリカ州

南アメリカ州

アフリカ州
オーストラリ

　　ヤ及太李洋

ユ 月

tzL　O（434．　0）

33．　2（119．　4）

O．2　（O．6）

2 月

147．　5（529．　1）1

41．8（150．1）

6．7　（24．1）

1．0　（3．7）

5弓7　（20唇4）

0，2　　（0陰5）

o．　2　（oL　g）

0．4　（工．5）．

1．5　（5．5）

4．　0　（14．　5）

一　（一）

L6　（5．9）

0．3　（ユ．2）

3．1　（11．1）

O．8　（2．7）

3．　2　（11．　4）

T　（一）

7：7　（2Z　6）

一　（O．1）

一　（一）

3．　3　（11．　8）

　3．　3（12．　0）

57．　7（206．　8）

7．　2　（25．　6）

12．　6　（45．　0）

7，0　（25．2）

O．4　（1．3）

3 月

9．　6　（34．4）

31　（10．　2）

65　（24　2）

O．　2　（O．　9）

O．　2　（O．　8）

O．　1　（O．　5）

3．9　（13．　9）i・

3．　5　（12．　5）

一　（O．1）

2．　8　（9．　9）

一　（一）・

4．　2　（15．　2）

1．6　（5．9）

1．5　（5．4）

O．　1　（O．　2）

8．　2　（29．　2）

一　（一）

一　（一）

5．5　（19．9）

10．　4　（37．　2）

56．　4（acZ　4）

13．　7　（49．　3）

6．　8　（24．　2）

18．　4　（65．　9）

　．1　（839．　5）

99．　1（354．　8）

O．8　（2．7）

．4．．，lg

Xif；，　7（741．　2）

15．e（259．e）

5 月

エ2．7　（45。6）

5．　3　（1＆　8）

7．4　（26　8）

O，3　（1．2）

　O．3　（1．0）

　O．4　（1：6）

．10．1　（36．3）

　65　（23．　1）

　O．4　（1．5）

　5．1　9　（21．　2）

　O．　9　’（3．　1）

11．’@1　（39．　fi）

　O．1　（2．4）

　5．6　（20．　1）

一　（一）

33．　8（121．　2）

　O．　1　（O．　3）

一　（一）

　9．5　（33．9）

13．　0　（46．　8）

87．3（313．　2）

10．　1　（ee．　3）

　6．　9　（24．　7＞

17．　7　（63．　7）

O．3　（1，1＞

228．　7（7ce．　6）

78，　2（28Q．　3）

8．9　（31．8）

3・6　（13　O）

5．　3　（18．　8）

o．2　（e：6）

O．7　（2．5）

O．3　（1．3）

5．　5　（19，　7）

5．　1　（18．　3）

O．5　（1．9）

5：　1　（18．　2）

O．　2　（O．　6）

8．　1　（29．　2）

2．5　（9．0）

6．6　（23．5）

一　（一）

21．1　（75．　8）

O．　1　（O．　4）

一　（一）

9．　8　（35．　2）

11．8　（42．2）

78，　7　（2S2．　3）

17．　7　（63．　3）

7．1　（25．5）

16．　4　（5g．　9）

0．2　　（0り8）

1
0
．

・慰7
　　t

月

244・　8（877r　9）

64・？（232・｛り．

8．　7　（31．　4）

2．　9　（la　2）

5．　8　（21．　2）

0．2　　（0陰7）

O．7　（2．6）

O．3　（1．1）

5．5　（19．9）

5．9　（21．1）

O．2　（O．9）

5．　6　（20．　1）

O．5　（1．7）

8．　5　（30．　3）

4．　5　（16．　2）

3．8　（13．8）

一　（一）

26：6　（95．4）

一　（O．1）

一　（一）

7，　O　（24．　2）

17．6　（6．3）

92．　5（331．　9）

11．　6　（41．　8）

7．　5　（27．　0）

O．4　（1．3）

5：　3　（19．　1）

1．8　（9．4）

＆5　（12，7）

0畠6　（2齢2）

O．2　（O．9）

O．3　（1．1）

’6．　5　（23．　2）

5．　5　（19．　9）

O．5　（1．6）

5．　6　（20．　1）

1．4　（5．2）

8．　3　（29．　8）

1．6　（5．9）

5．3　（19．2）

一　e
14．　3　（51．　3）

0陰1　　（0・4）

O．3　（1．1）

8．5　（29．　7）

22．5　（Se．　8）

20．　1（asO．　6）

IL　5　（41．4）

　7．0　（25．　1）

？．25．　’3　（808．　e）

’61．　2　（219．　4），

O．5’@（1．9）

　5．　2　（18．　7）

　2．1　（7．4）

＆1　（ll．　3）

O．　2　（O．　8）

　O．5　（2．0）

　O．2　（O．7）

’7．1　（25．6）

　5．　4　（19．　3）

　O，4　（L3）

　4．　7　（17．　0）

　O．3　（1．0）

　6．　2　（22．　2）

　6．9　（24．6）

　9．　5　（34，　2）

O．　1　（O．　2）

　7．　6．　（2z　3）

　O．　1　（O．　5）

一　（一）

　6．　3　（22．　1）

．18．0　（M．　5）

fV7．　1（348．　3）

14．　6　（52．　3）

10．　1．　（36．　3）

24．3　（87．2）

8 月 lg 月

21．3　（7a　3）F9．0　（68．0）

　　　　　　　i
191．　3（686，　1）　1144．　8（519．　1）

5（）．e（179．7）

O．　8　（3．　1）

3．　2　（11，　4）

1．4　（5．2）

1．8　（6．2）

o．3　（1り1）

O．6　（2．i）

O．3　（1．2）

3．　9　（14．　0）

5．　7　（20．　3）

O．6　（2．　1）

3．9　（14．　0）

ユ．4　　（4隣9）

2，5　（8．8）

4．　6　（16．　3）

8．　4　（30．　0）

一　（一）

5．　9　（21．　3）

O．1　（O．4）

一　（一）

7．8　（28．　7）

23．2　（83．　1）

83．　5　（299．　3）

15．8　（56．　6）

7，　8　（28．　1）

11．0　（39．3）

36．　4（13e．　5）

O．4　（L6）

3．2　（11．3）

O．8　（2．8）

2．4　（8，5）

O．7　（2．5）

O．2　（O．9）

O．　2　（O．　8）

4．　1　（14．　7）

3．　5　（12．　7）

0．4　　（工。5）

3．　7　（13．　4）

1．1　（a9）

2．6　（9．3）

2．4　（8．6）

4．3　（15．　4）

一　（一）

1．6　（5．8）

O．　1　（O．　1）

一　（一）

7．　9　（28．　0）

14．　8　（53．　1）

68．　4（245．　3）

10．4　（37．　3）

8．　8　（31．　5）

6，　e　（21．　4）

1　0　月 Ii・月
i41J6（so7．　8）！isin’．　2：4s6．　i）

3＆　4　113e．　g）1　zz．　3（119．　8）

O，5　（1．9）

5．　3　（19．　1）

O．6　（2．0）

47　（17．1）

O．6　（2．1）

O．8　（2．8）

O．2　（O．6）

4．　8　（17．　：）

2．9　（1O．4）

O．2　（O．7）

4．　3　’ i15．　5）

・1．　4　（5．　1）

2．0　 （7陰3）

2．0　（7．2）

3．1　（11．　2）

一　（一）

O．　7　（2．　7）

O．3　（1．0）

一　（一）

Z3　（26．　1）

14．2　（50．　9）

68．　9（247．　1）

9．6　（34．3）

6．　6　（23．　6）

5．　9　（21．　1）

O．　8　（2，　9）

2．6　（9．4）

O・4　（1・6）

2．2　（7．8）

0．3　（0陰9）

O．5　（1．7）

O．　4　’（1，　6）

1．6　（5．9）

4．　7　（16．　7）

O．3　（1．1）

5．　1　（18．　1）

工．5

2．1

1．6

2．3

1．1

0．　2

（5．　6）

（7．　5）

（5．　6）

（8，　3）

（一）

（4．　0）

（O．　7）

（一）

8．　2　（29．　8）

8．　0　（28．　6）

72．　9（261，　3）

3．　1　（11．　0）

O．6　（2．2）

9．　3　（33．　2）

12　月 計

　　　　　　　じ
163．4（585．8）．2176．4こ7748．2）

39，1（140．5）　648．4：2326，3）

O．9　（3．3）

4．7　（17．0）

O．8　（3．0）

39　（14．0）

O．3　（1．0）

O．5　（1．7）

0曾2　　（0．6）

4．3　（15．4）

6．　9　（24．　8）

O．5　（1．7）

3．8　（13．　7）

0．3　（工・1）

3．　0　（10，　8）

工．

2，　2

2，4

0．2

（6．　7）

（7．　7）

（一）

（8．　6）

（O．　7）

（一）

7．　0　（25．　7）

9．7　（34　6）1，

94．　8（340．　0）

1．7　（5．9）

2．5　（＆9）

15．　6　（55．　9）

6．2　（22．5）

76．　1　〈273．　3）

Z3．　8　（84，　3）

52．　3　（189．　0）

　4．1　（14．5）

　5．4　（19．9）

　3．3　（12．5）

58．　8　（211．　2）

59．　6　（213．　6）

　4．0　（14．4）・

5Z　1　（187．　1）

　9．3　（33．4）

61．7　（za1．　1）

31．　1　（111．　1）

55．8　（200．2）

　o．2　（e．4）

131．0　（470，2）

　L3　（4．7）’

　O，3　（1．1）

88．　1　（315．　S）

le6．　5　（540．　1）

978．　3（350s．　5）

12T　O　（455．　1）

sa　3　（3e2，　1）

171．　9　（616．　1）

］ユ■1（｛Q較ト努～ト、餌ロミミ

“
N
、
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第三　表 日本・国別輸入額 （1950年）． 輯U’攣10潔（捌内）

1　　月 2　　月． 3　　月 4　　月 5　　月 6　　月 7　　月 8　　月 9　　月 10　月 11　月 12月 合　　　計

総　　　　計 39・8（142．8） 51．2（183．6） 54．4（195．0） 6L　5（220．．4） 52・8（189・1） 66，1（236・9） 63・2（226．9） 72・2（258．9） 75，8（271．8） 89，2（320．1） 84．9（304，4） 119・ρ（4303） 蹴。（2瓢2）

アジア州 19．2（68，8） 2α4：94．5） 30．1（107．8） 29．41104．8） 23．3（83・5） 零～・5（80・4） 露5，7．‘ i92．　0） 28・9（103．7） 30．1（108．3） 4L　9（150，8） 44．3（158，5） 63．1（226．4） ．謝・§（1s四．5）

日　　　本．

朝　　　　鮮 0．6（2．2） 2，1（7・5） 2．6（9・3） 1・8（6・4） 1．0（3・5） 1，年（4．臼） ．0・5（1・9） 1・1（3．8） 1・0（3・6） 3・3（11・7） エ・8（6・5） ユ・2． i43） 18．3（65．　5）

北　　　鮮 【
南　　　鮮

中　　　國 218（ユ0・0） 4，2（15．0） 2．5（9．0） 4．5（16，0） 3．8（13，7） 3・5（12・5） 3，6（13，0） 4．4（15．8） 4．2（15．1） 5・4（19．5） 8，1（294） 10．8（38．7） 57．8（2074）

大　　　陸 0・6（2．3） 0．7（2．4） 0．5（1．9） 0・8（3．0）． o．き（1．1） 1，0（3，5） 1・6（5．7） ・
ユ
・
5
（
5
．
5
）
1

2・2（8・0） 2．8（10．0） 4．7（16．9） 2、9（10．5） 1916（70，8）

台　　　濁 2・2（7。7） 3・5（12．6）． 2，0（7．1） 3．7（13．o） 3．5（12．6） 2．5　（9，0） 2・0（7・3） t2．9（10．3） 2・0（7・1） 2・6（9・5） 3．4（12．2） 7．9（28．2） 38．2（136．6）

．琉球列島 0・3（1．2） 0・2（1、2＞ ユ．0（3。7） 0・9（3．3） 1．5（5．4） 0．3（1．2） 0．3　（0．9） 0・2（0．9） 0・2（0・7） 0・8（2．7） 0・9（3・1） O．6（2．3） 7・2（2a5）

呑　　　　港 1・U　〔5・6） 1・3　（4．7） 1・3　（4．6） 含．5（9．o）
A　　　　　　　　　　　　　　　F　一　　　　一

ﾚ・1　（ノゆ） 2．8（10．1） 3．6（13．0） 4・6（16．5） 5・1（18・2） 7・0（25，0） 9・4（33，9）

　　　　　　　　　旨

H2．8（46．0） 53．5（1va　1）

インドシナ 0・1（0．4） 0・エ（0．5） 0・1（0．．2） 一　（・一） 0．2（0．9） 一　（0．1） 一　（・一） 一　（0．1） 0・2（0．8） 0・2（O・7） 0・4（1・3） 0・6（2．3） 1，9（7．3）

タ　　　　イ 4・2（15．0） 4・8（17．2） 4・8（17．2） 3．1（10，9） 3．6（12．7） 1，9（6．8） 2．0（7．0） 3・5（12．4） 2・8（10．2） 3・8（13、7） 4．4（エ5．9） 4．4（エ6，0） 43．3（155．0）

マライ蓮邦

シンガポール

フィリピン
　　　　共和國

英領ボルネオ

インドネシア

ビ　　ル　　マ

印　　　度

佛．領インド

パキスタン

セイ　ロ．7

アフガニスタ．
ン

共他のアジア

．（共他の世界）

ヨーロッパ州

北アメリ．力州

南アメリカ州

．ア．ブリ．カ．州

オ＿ストラリ
ャ及太卒洋　1

O．　1

2．3

1，　3

0．2

0．　5

（一）

（O．　4）

（8．　1）

（一）

（4．　6）

（O，　7）f

（1．　9）

（L）

4．6　（16．　4）

O．　1　（O．　2）

一　（一）

1．1　（4．1）

5．5　（19．8）

’9．　9　（35．　4）

’O，’2・　（O．7）

．2．　4　（8．　6）

2．6　．（9．5）

O．　1

2．2

2．7

0．　1

0．　6

（一）

（O．　’4）

C7．　7）

（一）

（9．　8）

（O．　2）

’C2．　1）

（L）

6．2　（22．2）

　　　　　　　
…（・・3）1

一　（0．エ）i

　　　　　　i
ユ・7（5・6）i

　　　　　　I
5・7（20・4）i

14．1　（50．6）

0．9　．（3．3）

2．　9　（10．　3）！

1．2　（4．5）

O．　1　（O，　3）

O．7　（2．7）

O．　8　（3．　8）
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第　四　表 日　本：国－別 輸　入　額 （1951年） 戦u攣10㍑（撒内）

1　　月

1
2
　
月
雷 い　月 4　　月 5　　月 6　　月 7　　月 8　　月 9　　月 10　月 11　月 工2　月 含　　　計

縄　　　　計 82．4⊂295，6） 82．6（296．3）
1125．2（449．0）

112．8（404．7） 142．3（510．4） 122．2（438．2） 121．9（437．2） 94．7（339．9） 97・2（344・5） 103・3（37α6） 111．7（400．5） 166．4（597．0） 13｛遣．7（48駆．8）
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日　　　　本

ｩ　　　　鮮

@北　　　鮮

α2（O．5）P
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一　（一）

R．0（10．7）

0・2（0・6）
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1
38．6（138．1）

英領ボルネオ 一　（一） 一　（一） 一　（一） 0・1（0・．3） 0．1（0，3） 0・2（O．5） 0・1（0．2） 一　（04） 一　（O・1） 一　（一） 一　（一） 一　（一） 0．5　（1．5）
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R1（11・2）

1・2（4・4）

T，4．（19．3）

1・7（5．9）

S・8（17．3）

ユ・0（3．4）

T19（21．2）

1・8（63）

S・9（17．7）

0．9（3，3）

R・8（13．5）

2・2（7．9）

S・5（16．1）

1・8（64）

S4（14．9）

1・3（4・6）

T・9（21・3）

1．3（4．5）

T・9（21．1）

18．3（65．2）

TL8（186．4）

佛領インド 一　（一） 一　（一） r　．（一） 一　（一一） 一　（「） 一　（→ 一　（一） 一　（一） 一　（一） 一　（一） 0・4（1．5） 一　（一） 0・4　（1．5）
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σ
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U
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巴
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5
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（
国
霞
8
二
昼
切
石
8
9
口
O
O
◎
日
”
9
旨
ざ
Z
①
窯
団
。
葺
》

　
　
H
O
ヨ
℃
b
も
．
α
逡
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
田
　
正
　
寛
、

一

　
国
際
経
済
社
会
の
中
に
あ
っ
て
一
国
が
繁
栄
と
存
立
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
経
済
政
策
は
遅
遅
雇
用
の
達
成
と
国
際
収
支
の
均
衡
を
目
標

と
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
屡
々
叫
ば
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
こ
こ
に
と
り
上
げ
た
マ
ー
シ
ュ
　
（
冨
口
村
ω
ド
U
●
　
｝
W
．
）
の
労
作
も
、

こ
の
よ
う
な
現
代
的
要
請
を
背
景
と
し
て
書
か
れ
、
而
も
国
際
経
済
学
を

学
ば
ん
と
す
る
学
徒
え
の
入
門
豊
、
と
し
て
現
代
の
国
際
経
済
理
論
の
水
準

を
示
し
た
も
の
と
云
え
る
。

二

　
本
書
は
三
篇
よ
り
成
り
、
章
を
分
っ
て
三
十
三
と
す
る
。
即
ち
、
第
一

篇
で
は
、
国
際
経
済
理
論
の
予
備
的
概
念
と
、
第
三
篇
の
政
策
的
展
開
へ

の
問
題
提
起
と
が
与
え
ら
れ
、
下
呂
章
　
国
際
貿
易
の
量
及
び
構
成
、
第

紹

介

二
章
　
国
際
商
品
市
場
、
第
三
章
　
国
際
貨
幣
及
び
金
融
市
場
、
第
四
出
早

短
期
資
本
移
動
、
第
五
章
　
長
期
資
本
移
動
、
第
六
章
　
国
際
投
資
の
経

済
的
結
果
、
第
七
章
　
均
衡
へ
の
道
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
る
。

　
第
二
篇
は
現
代
国
際
経
済
理
論
の
最
高
且
つ
最
新
水
準
の
手
際
よ
い
紹
．

介
、
要
約
で
あ
る
。
即
ち
、
第
八
章
　
経
済
分
析
と
国
際
貿
易
、
第
九
章

国
民
所
得
の
概
念
、
第
＋
章
　
国
際
取
引
と
国
民
所
得
（
1
）
国
民
生
産

と
国
富
、
第
十
一
章
　
国
際
取
引
と
国
民
所
得
（
2
）
国
民
生
産
額
と
国

際
収
支
、
第
十
二
章
　
国
際
収
支
、
第
十
三
章
　
外
国
為
替
相
場
に
於
け

る
資
金
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
機
構
、
第
十
四
章
　
外
国
為
替
相
場
に
於
け
る
為

替
相
場
決
定
様
式
、
第
十
五
章
　
価
絡
効
果
と
国
際
収
支
均
衡
、
第
十
六

章
所
得
効
果
と
国
際
収
支
均
衡
、
第
＋
七
章
外
国
貿
易
乗
数
（
1
）

第
十
八
章
　
外
国
貿
易
乗
数
（
2
）
第
十
九
章
　
国
際
価
値
理
論
（
1
）

二
国
二
商
魂
、
第
二
十
章
　
国
際
価
値
理
論
（
2
）
一
般
的
均
衡
、
第
二

十
一
章
　
独
占
及
び
独
占
競
争
の
衝
撃
、
に
つ
い
て
、
諸
家
の
理
論
を
駆

使
し
つ
エ
す
ぐ
れ
た
展
開
を
な
し
て
い
る
。

　
更
に
第
三
篇
の
政
策
的
展
開
で
は
、
第
二
十
二
章
　
国
際
政
策
の
目
的

の
選
択
、
第
二
＋
三
章
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
ド
ル
不
足
、
第
二
＋
四

章
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ド
ル
不
足
、
第
二
十
五
章
　
欧
州
復
興
計
画

第
二
十
六
章
　
国
際
通
貨
基
金
、
籠
〃
二
十
七
章
　
国
際
貿
易
機
構
と
多
角

貿
易
へ
の
努
力
、
（
1
）
関
税
及
び
貿
易
協
定
、
第
二
十
八
章
　
国
際
貿
易

機
構
と
多
角
貿
易
へ
の
努
力
（
2
）
憲
章
の
分
析
、
第
二
十
九
章
　
国
際

貿
易
機
構
と
多
角
貿
易
へ
の
努
力
（
3
）
憲
章
の
分
析
の
続
き
、
第
三
十

章
　
国
際
投
資
に
関
す
る
問
題
と
可
能
性
（
1
）
一
般
的
考
察
、
直
接
投

資
、
第
三
十
一
章
　
国
際
投
資
に
関
す
る
問
題
と
可
能
性
（
2
）
ワ
シ
ン

ト
ン
輸
出
入
銀
行
、
第
三
十
二
章
　
国
際
投
資
に
関
す
る
問
題
と
可
能
性

（
3
）
国
際
復
興
開
発
銀
行
、
第
三
十
三
章
　
国
際
投
資
に
関
す
る
問
題

と
可
能
性
（
4
）
民
間
国
際
投
資
と
多
角
貿
易
の
将
来
、
参
考
丈
献
、
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紹

介

等
、
現
在
の
間
題
の
重
要
な
も
の
を
網
羅
し
て
い
る
。

　
彼
は
古
典
的
理
論
の
不
備
を
近
代
理
論
経
済
学
の
色
々
な
分
析
で
補

い
、
特
に
、
価
格
効
果
、
所
得
効
果
を
国
際
収
支
均
衡
化
過
程
に
適
用

し
、
乗
数
効
果
の
活
用
と
相
侯
っ
て
理
論
を
＝
層
鋭
い
も
の
と
し
た
。
エ

リ
ス
教
授
の
序
文
や
、
著
者
自
身
の
序
文
に
も
示
さ
れ
て
い
る
如
く
、
こ

の
書
の
理
論
篇
は
ク
イ
ン
ズ
、
ピ
ッ
ク
ス
に
負
う
と
こ
ろ
が
甚
だ
多
い
。

三

　
第
一
篇
で
は
、
国
際
貿
易
に
於
け
る
特
化
と
為
替
に
関
す
る
基
本
理
論

よ
り
生
ず
る
間
、
題
に
答
え
ん
と
し
て
い
る
。

　
先
ず
、
盗
本
移
動
は
「
財
買
力
の
最
も
流
動
的
形
態
（
貨
幣
的
金
属
の

如
き
一
般
的
受
領
性
を
も
つ
商
晶
、
紙
幣
、
要
求
払
預
金
コ
ー
ル
・
ロ
ー

ン
、
短
期
証
券
、
満
期
日
の
切
迫
せ
る
長
期
証
券
等
）
の
移
動
」
と
し
、

そ
の
分
類
の
墓
準
を
時
間
（
瞑
欝
φ
）
、
機
能
（
切
燐
P
O
誠
Q
⇔
）
、
自
発
性

（
》
暮
。
ロ
。
旨
嘱
）
　
の
三
つ
で
あ
る
と
し
、
資
本
移
動
は
定
義
や
分
類
よ
り

利
潤
や
利
子
所
得
の
招
来
が
重
要
で
あ
っ
ク
イ
ン
ズ
的
分
析
よ
り
、
利
子

を
流
動
性
選
好
の
変
数
と
し
て
考
え
る
と
い
う
（
三
八
頁
i
四
二
頁
）
。

　
更
に
資
本
項
目
と
し
て
の
資
本
移
動
は
商
品
の
．
田
楽
、
買
手
、
資
本
基

金
の
立
場
か
ら
は
、
支
払
手
段
を
提
供
し
、
均
衡
項
目
で
あ
る
金
移
動
と

全
体
と
し
て
の
経
済
の
立
場
か
ら
バ
ラ
ン
ス
す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
後

で
、
資
本
移
動
に
は
（
一
）
均
衡
効
果
（
二
）
拡
張
効
果
（
三
）
配
分
効
果

が
働
き
（
一
）
の
観
点
か
ら
国
際
勘
定
に
対
す
る
直
接
的
国
際
投
資
を
、

（
二
）
の
観
点
か
ら
自
由
な
多
角
貿
易
制
度
下
で
は
経
済
精
勤
、
雇
用
、

国
内
取
引
及
び
外
国
貿
易
の
量
、
国
民
所
得
が
国
際
投
資
に
よ
り
、
借
入

国
、
貸
付
国
間
の
輸
出
入
と
共
に
増
大
す
る
こ
と
を
、
（
三
）
の
観
点
か
ら

は
商
品
や
用
役
の
生
産
の
場
合
、
世
界
の
天
然
資
源
や
人
的
資
源
の
配
分

と
国
際
捷
資
の
作
用
を
考
え
る
。

　
以
上
の
如
く
、
特
異
な
資
本
移
動
に
つ
い
て
の
分
析
を
し
た
移
、
国
際

投
資
と
完
全
雇
用
に
関
す
る
最
善
の
政
策
へ
の
見
解
を
示
し
、
「
そ
れ
は
強

い
国
際
収
支
を
も
つ
若
干
の
大
国
が
国
内
投
資
や
雇
用
を
拡
大
す
る
こ
と

で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
隣
国
貧
窮
化
政
策
（
じ
σ
Φ
帥
q
四
鶏
－
日
《
占
Φ
茜
げ
げ
。
同

b
o
口
。
鴇
）
（
註
）
が
回
避
出
来
る
と
し
て
い
る
。
（
七
三
頁
）

　
註
　
輸
入
制
限
や
為
替
の
引
下
げ
に
よ
り
、
自
国
の
完
全
雇
用
と
国
際
収
支
均

　
　
衡
を
維
持
す
る
反
面
、
相
手
国
に
失
業
と
貿
易
差
額
の
悪
化
を
お
し
つ
け
る

　
　
政
策
で
あ
る
。四

　
以
上
の
予
備
的
理
論
を
基
礎
と
し
第
二
篇
で
は
、
こ
れ
を
一
般
化
す
る

た
め
の
苦
心
が
払
わ
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
そ
の
内
容
の
克
明
な
紹
介
は
省
略
し
、
特
に
興
味
を
ひ
き

且
つ
、
特
徴
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
国
民
所
得
と
外
国
貿
易
の
関
係
を
国

際
収
支
均
衡
機
構
か
ら
説
明
し
て
い
る
彼
の
論
述
を
摘
記
し
て
行
く
こ
と

に
し
た
い
。

　
第
八
章
で
彼
は
古
典
派
外
国
貿
易
理
論
が
そ
の
国
内
経
済
理
論
と
根
本

的
に
異
る
点
を
、
生
産
要
素
の
移
動
性
（
特
に
資
本
と
労
働
）
の
面
に
求

め
、
之
に
対
し
、
今
日
の
貿
易
理
論
（
所
謂
近
代
理
論
）
は
（
一
）
財
政

金
融
論
の
要
請
さ
れ
る
問
題
と
し
て
の
完
全
雇
用
、
国
民
所
得
、
ト
ラ
ン

ス
フ
ァ
機
構
、
外
国
貿
易
乗
数
と
之
等
の
相
関
関
係
と
、
（
二
）
国
際
価
値

　
論
や
国
際
価
格
論
の
要
請
さ
れ
る
問
題
を
も
つ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
て

国
民
所
得
論
を
こ
の
書
の
中
に
と
り
上
げ
た
理
由
に
つ
き
間
接
的
な
答
を

し
て
い
る
。

　
抑
々
輸
出
入
が
い
か
に
国
民
所
得
や
国
民
生
産
額
に
影
響
す
る
か
の
問

題
へ
の
接
近
に
は
先
づ
国
民
所
得
の
意
味
を
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な

い
。
国
民
所
得
の
分
析
は
今
日
の
経
済
学
の
集
中
的
問
題
で
あ
る
が
、
ζ

184



こ
で
は
欧
米
の
諸
学
者
の
所
説
の
中
、
特
に
シ
ャ
ウ
プ
（
Q
Q
げ
。
琶
ρ
）
の

見
解
を
引
用
し
乍
ら
マ
ー
シ
ュ
の
所
論
を
見
る
と
、
マ
ー
シ
ュ
は
「
吾
々

の
測
定
せ
ん
と
す
る
年
々
の
生
産
所
得
は
消
費
財
、
用
役
、
企
業
設
備
、

棚
卸
資
産
、
財
の
在
庫
（
の
け
8
貯
）
へ
の
純
増
加
及
び
一
国
の
他
国
へ
の
債

権
の
純
増
加
並
び
に
政
府
に
使
用
さ
れ
た
財
と
用
役
の
若
干
の
部
分
よ
り

作
ら
．
れ
る
の
で
あ
っ
て
次
の
二
式
が
な
り
立
つ
と
い
う
。

即
ち
　
讃
圖
函
頭
並
b
諮
團
細
動
煕
盛
川
餅
幽
々
洲
♪
㊦
烈
職
掛
喪
」

　
　
　
曲
圖
瀬
ヨ
お
一
面
團
珊
瑠
お
（
画
意
》
潔
礫
酵
ゆ
吟
）
＋
珊
懸
訟

　
　
　
＋
殖
夏
野
讐
嶺
ゆ
薄
儀
滋
諒
羅
丑
＋
繭
蒜
罵
胃
討
ぴ
ぴ
冷
卦
掛
張

　
但
し
所
得
を
過
去
と
現
在
の
国
民
資
産
の
比
較
の
限
界
概
念
と
し
、
国

民
所
得
勘
定
に
は
（
一
）
そ
の
年
度
の
財
及
び
用
役
の
購
買
全
額
（
二
）

財
政
金
融
的
理
由
か
ら
移
転
支
払
↓
目
撃
づ
ω
師
Φ
巴
づ
即
団
白
Φ
9
ω
（
之
は
移
転

税
↓
鎚
昌
の
剛
輿
↓
9
。
鱗
Φ
ω
と
他
の
税
金
や
借
入
と
同
様
に
バ
ラ
ン
ス
す
る

の
で
）
、
（
三
）
企
業
の
最
終
生
産
額
（
四
）
公
共
事
業
体
其
の
他
の
政
府

機
関
の
最
終
生
産
額
、
を
含
め
る
と
マ
ー
シ
ュ
は
い
う
が
理
論
上
も
国
民

の
純
所
得
は
国
民
貸
借
対
照
表
に
計
上
さ
る
べ
き
は
論
を
ま
た
ぬ
で
あ
ろ

、
り
。

　
之
に
対
し
、
シ
ャ
ウ
プ
は
「
国
民
所
得
は
一
国
の
一
定
期
聞
に
生
産
さ

れ
る
財
貨
と
用
役
の
総
額
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
際
、
生
産
要
素
は

「
要
素
支
払
」
を
生
産
に
要
す
る
働
き
や
犠
牲
を
提
供
し
た
報
酬
と
し
て

当
然
に
う
け
る
。
国
民
所
得
の
形
成
に
は
、
生
産
は
「
要
素
支
払
」
を

「
要
素
支
払
」
は
生
産
を
不
可
欠
と
す
る
の
で
あ
っ
て
シ
ャ
ウ
プ
の
場
合

が
、
よ
り
総
体
的
概
念
た
る
性
格
を
直
載
に
云
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
外
国
貿
易
に
は
債
権
（
Ω
曜
日
）
が
存
在
す
る
が
、
之
は
国
民
生
産
額

に
含
め
な
い
。
け
だ
し
、
輸
出
商
品
を
も
含
め
て
の
商
品
生
産
は
す
べ
て

貨
幣
的
棚
卸
資
産
の
追
加
で
あ
っ
て
、
商
品
輸
出
は
国
民
生
産
の
大
い
さ

の
算
定
に
当
っ
て
は
常
に
中
立
項
目
で
、
特
に
之
を
計
上
す
る
必
要
が
な

紹

介

い
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
、
輸
出
は
常
に
棚
卸
資
産
　
（
窪
く
Φ
暮
。
曙
）
　
か
ら
・

か
、
叉
は
他
の
生
産
勘
定
か
ら
控
除
さ
れ
る
も
の
で
輸
出
に
よ
り
商
品
や

用
役
の
生
産
は
他
の
生
産
項
目
、
即
ち
債
権
勘
定
に
振
替
え
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
か
く
て
、
彼
は
輸
出
の
性
格
を
中
立
項
目
と
特
色
づ
け
て
国
際
取
引
の

分
析
を
行
な
っ
て
い
る
。
（
註
2
）

　
輸
入
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
云
え
る
の
で
あ
っ
て
、
輸
出
入
の
差

額
と
し
て
の
純
外
国
投
資
は
実
際
は
外
国
に
対
す
る
債
権
の
国
民
財
産
在

高
（
ぎ
く
Φ
口
8
藁
）
　
の
純
増
加
を
意
味
す
る
。
改
訂
さ
れ
た
米
国
商
務
省

の
数
字
は
棚
卸
資
産
（
ぢ
く
Φ
づ
8
蔓
）
　
上
の
変
化
を
純
投
資
と
し
て
取
扱

っ
て
い
る
。

即
ち
　
曲
圖
鴬
餅
鰍
盤
瀬
q
欝
圖
沌
｝
腰
爵
盤
園
興
漸
任
盤
簡
圖
細
黒
繭

　
　
　
H
逡
○
◎

塑
　
　
　
　
灘
　
　
　
　
聯
　
H
メ
Q
Q
Φ
b
Q

隣
酪
熊
㊦
副
》
跳
審
　
ト
の
ρ
①
曾

誘
面
輔
壇
二
輪
㊦
矧
合
　
　
ρ
重
切

曲
湘
次
馬
冴
爆
冷

謙
　
単
　
圃
　
鴬
　
冷

麟
u
8
Q
。

ト
リ
O
H

禽
　
》
　
哉
礁

斗
ゆ
囲
確
》
蟄
謹

鉾
〉
蓬
壇
爾
黙
烈

強
　
磯
　
H
　
盤

誘
紬
弼
強
一
泊

醗
蒜
期
一
口
夢
ぴ

冷
　
誉
　
掛
　
圧

』
ノ
壁
皿
伴
蕨
選

曲
湘
藍
架
瑚

掻
　
　
欝

血
司
で
マ

　
H
b
。
る
8

　
鋸
b
合

b。

|
刈
O

H
P
b
o
卜
⊇
Q
。

b
。
堕
①
①
Q
。

　
α
し
Q
Φ

も。

メB

b
n
り

十
烈
お
旨
㊦
薄
謡
垂
耳
薄
儀
隣
鰍

細
雲
（
磁
心
ま
、
【
瓦
焼
）

瀕
　
鄭
　
　
①
ρ
H
お

掛
　
任
　
一
α
H
為
認
　
　
　
◎
◎
b
8
Q
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紹

介

曲
　
　
　
鴬
　
　
　
麟
　
＆
b
8
　
　
囁
　
　
醇
　
　
螺

子
藩
冷
1
1
鑑
湘
醍
瑠
曝
＋
薄
蚕
冷
塑
（
巨
財
一
品
呼
号
知
）

心
9
⑩
O
O

曲
溢
冷

＋
母
翼
q
昼
酒
㊦
薄
畢
灘
》
（
臨
嶺
り

＋
酋
》
譲
羅
掛
任

　
謝
》
母

斗
副
》
母

　
丑
　
　
麓

ほ
曲
．
圖
湘
餅
廉
榊
弗
掛
研

　
一
齋
碁
蒸
踊
三
哲
（
驚
盤
）

一
譲
圃
細
正
忌

　
　
　
　
　
　
＆
b
8

‡
r
尊
疑
）
　
ω
伊
お
刈

b。

ﾖ
も
H
O

δ
P
b
o
8

α
じ
ゅ
』
①
㊤

　
　
1
藍
鼎
露
量
夢
更
q
器
半
泣
陣
煽

　
　
一
自
ノ
覇
臣
（
欝
）

　
H
圓
湘
斗
識
（
燗
灘
羅
謡
得
曝
耳
ぴ
）

　
　
曽
ロ
8
①
…
d
’
Q
D
●
U
Φ
O
碧
け
8
Φ
暮
。
断

　
　
O
q
霞
。
碁
じ
ゅ
自
ω
冒
。
ω
ω
．
旨
巳
ざ
お
腿
P
b
P

　
の
内
容
が
示
さ
れ
る
。

　
輸
出
と
輸
入
の
性
格
の
論
述
に
加
え
、

（
σ
Ω
噌
○
ω
ω
）

及
び
銀
の
在
庫
高
、
債
権
在
高
（
貯
く
①
昌
8
q
）

を
商
品
、
用
役
、
金
及
び
銀
、

（
σ
q
門
O
ω
の
蹄
Φ
日
）
と
し
て
把
握
し
、

O
O
営
B
Φ
『
o
ρ

　
H
O
山
卜
Q
． H

認
b
認
。
。

bρ

@
N
お
鼻

温
為
O
膳

卜。

譜
ﾗ
8

b◎

X
G
Q
ミ

　
　
b
o
6

卜。

W
b
9

　
ω
彗
く
2
O
頃

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
民
所
得
の
分
析
の
場
合
の
粗

　
　
　
　
概
念
を
国
際
取
引
の
場
合
に
も
適
用
し
、
企
業
棚
卸
資
産
、
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
示
す
棚
卸
資
産
勘
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
証
券
等
の
輸
出
入
に
算
入
し
、
粗
の
項
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
之
等
の
変
化
を
投
資
と
見
て
、

こ
れ
に
他
の
投
資
と
国
内
消
費
を
加
え
た
額
は
常
に
国
民
生
産
額
乃
至
国

民
所
得
に
等
し
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
更
に
「
国
民
生
産
額
の
調
．
整
と
国
際
収
支
」
の
分
析
で
は
貨
幣
所
得
は
商

品
や
用
役
と
反
対
の
方
向
に
動
く
の
で
あ
っ
て
「
生
産
面
で
は
輸
出
は
マ

イ
ナ
ス
項
目
で
、
貨
幣
所
得
面
で
は
プ
ラ
ス
項
目
と
し
て
国
民
生
産
額
に

反
映
す
る
が
最
も
広
義
の
粗
国
民
生
産
額
（
ひ
q
『
房
ω
＄
什
昌
9
鉱
8
舘
冒
a
亭

9
）
の
場
合
は
符
号
が
反
対
と
な
る
」
こ
と
を
附
言
す
る
。
（
一
三
八
頁
）

　
以
上
見
た
如
く
、
外
国
貿
易
に
よ
り
国
民
所
得
形
成
に
於
け
る
輸
出
の

性
格
を
夫
々
、
正
、
負
の
符
号
で
表
わ
し
て
、
国
民
所
得
分
析
の
場
合
の

総
体
概
念
を
援
用
す
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
。

　
註
1
　
国
民
所
得
と
外
国
貿
易
の
関
係
が
本
書
で
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
が
こ
の
両

　
　
者
の
割
合
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
（
七
四
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
H
O
Q
o
o
o
　
　
　
　
　
　
H
O
腿
Q
◎

　
　
O
き
鱒
鮎
鎖
．
u
o
o
5
R
o
p
け
四
〇
〇
〇
ロ
昌
け
　
　
　
　
Q
o
α
訣
　
　
　
　
　
も
。
も
。
訣

　
　
q
．
ω
，
b
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
訣
　
　
　
　
　
刈
訣

　
　
O
吋
①
讐
切
昌
叶
巴
口
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鱒
O
獣
　
　
　
　
　
N
b
o
獣

　
註
2
　
輸
出
は
商
品
が
資
産
勘
定
か
ら
消
失
し
て
之
が
外
国
に
対
す
る
支
払
請

　
　
求
と
バ
ラ
ン
ス
す
る
こ
と
で
あ
り
、
商
品
生
産
は
元
来
販
売
に
先
立
っ
て
行

　
　
な
わ
れ
輸
出
が
あ
っ
て
も
生
産
は
そ
の
ま
x
残
る
。
こ
の
場
合
に
輸
出
の
中

　
　
立
性
と
云
う
こ
と
が
表
わ
れ
る
。

五

「
第
十
二
章
よ
り
第
十
六
章
迄
は
国
際
収
支
の
分
析
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
彼
独
得
の
概
念
の
呈
示
と
、
国
際
収
支
均
衡
化
過
程
に
於
け
る
価
格
効

果
と
、
之
に
伴
う
誘
発
的
所
得
効
果
の
説
明
が
斬
新
で
あ
る
。
国
際
収
支

は
数
多
い
経
済
学
の
用
語
の
中
で
も
、
曖
昧
多
義
の
部
に
入
る
が
、
彼

は
、
「
国
際
収
支
は
一
種
の
国
民
所
得
概
念
」
で
あ
る
と
い
う
。
（
一
三
八
頁
）

　
そ
の
理
由
は
、
そ
れ
は
棚
卸
資
産
乃
至
財
産
目
録
に
対
す
る
輸
出
入
項

目
の
変
化
に
よ
る
貿
易
国
間
の
貨
幣
所
得
の
記
録
だ
か
ら
で
あ
る
。
元
来

「
国
際
収
支
」
は
エ
ン
ケ
（
国
巳
8
．
ω
）
や
サ
レ
ラ
（
の
舘
Φ
円
鉾
く
）
の
云
ふ

如
く
コ
国
民
と
他
国
民
間
の
一
定
期
間
の
す
べ
て
の
経
済
取
引
の
体
系

的
記
録
し
で
あ
る
が
、
之
に
比
較
す
る
と
マ
ー
シ
ュ
の
場
合
は
、
よ
り
厳

密
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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直　　　接　　　貸　　　付 （1）貸付金
ioutstanding）

（2）未支出貸付金undisbursed

bO皿mitments

（3）計Total　funds　com－

高奄狽狽?п@or　in　use

農　　　　　務　　　　　省 102．6 1．1 103．7

輸　　出　　入　　銀　　行 1，977．7 1，032．0 3，009．7

海　　事　　委　　員　　会 164．4 43．2 207．6

陸軍省（国家の軍事建設として） 20．0
一

20．0

復　輿　金　　融　　会　社

復興金融会社固有のもの 242．6 35．0 277．6

1国　　　防　　　麦　　　出
．

（o缶ce，　Defense　SupPIies） 1．4
一

1．4

．連邦商業会社（U．S．G） 1．6
一

1．6

国　　　　　務　　　　　省

｛国務省固有のものﾎ
外
清
算
委
員
　
会
圃

｝ 一 一

（0缶ce，　ForeignILequidation　Commission）
968．0 192．3 1，160．3

財　　　　　務　　　　　省

財務省固有の　も　のo武器貸与の期政措置 3，450．0

P，324．3

300．0

X5．3

3，750．0

P，419．6

戦　争　資　産　管　理 一
67．3 67．3

全　直　接　　貸　　付　額 8，253．0 1，76〔凱0 10，019．0

国際開発銀行及国際基金を通ずるドル撒布

開　　　発　　　銀　　　行 635 1，655 2，290

基　　　　　金 2，750 一 2，750

金　　　　　額 3，385 1，655 5，040

贈　　　　　与

ア　　　ン　　　ラ 2，577 123 2，700

戦後　ア　ン　ラ　救　済 227 105 332

占　領　地　域　救　済 670 500 1，170

ギリシャ・トルコ援助 94 306 400

フ　イ　リ　ツ　ピ　y　援　助 557 138 695

国　際　難　民　機　構 17 54 71

仮　　援　　助　　計　　画 30 510 540

贈　与　金額 4，172 1，736 5，908

貸付と贈与の総体額 15，810 5，157 20967，

紹

介

．一　187　一



紹

介

　
前
述
の
エ
ン
ケ
及
び
サ
レ
ラ
の
い
う
国
際
収
支
は
固
有
の
意
味
の
国
際

収
支
概
念
で
次
の
表
示
を
マ
ー
シ
ュ
は
す
る
。
即
ち

　
　
　
　
繍
封
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
掛
矧

　
　
　
野
望
澄
，
渾
q
詔
霜
＋
剤
弊
㊦
尊
爵
圧
”
蔀
〉
耳
当
q
認
鳶
＋
臨
騨

　
　
　
渾
q
勘
脹
♪
㊦
愛
野
　
●
．
・
　
曄
纐
督
1
1
曄
漸
虞

　
彼
は
、
今
一
つ
の
国
際
収
支
の
概
念
が
存
在
す
る
と
い
う
。
そ
れ
は
所

得
勘
定
に
於
け
る
国
際
収
支
概
念
で
全
国
民
生
産
額
、
粗
国
民
所
得
に
適

応
す
る
純
国
際
収
支
で
、
彼
は
之
を
重
視
す
る
。

即
ち
、
爵
岳
骨
筆
q
漣
漆
＋
単
圖
冷
煕
学
①
㊦
諮
ヨ
論
．
（
蟄
申
寒
q
囲

　
　
　
脹
）
1
一
寄
与
母
講
》
胃
誠
ぐ
・
σ
滴
汁
讃
醇
蝋
＋
歯
黒
盗
，
π
羅
暁
き

　
　
　
詩
碧
雲
お
漏
q
瀞
学
燐
禽
謙
潔
醜
　
●
、
●
曄
郵
圧
（
孚
圖
躇
煕
サ

　
　
　
ぴ
㊦
烈
お
嘩
ゆ
け
）
一
跡
欝
メ
（
讃
享
團
穣
海
燕
ゆ
け
）

　
以
上
、
二
つ
の
分
類
が
あ
る
が
、
実
際
の
国
際
収
支
表
の
作
成
に
当
っ

て
は
国
際
取
引
よ
り
生
ず
る
年
々
の
国
民
資
産
の
増
分
記
録
と
い
ふ
性
格

か
ら
外
国
へ
の
証
券
輸
出
販
売
に
基
く
受
取
り
は
商
品
輸
出
と
同
様
に
プ

ラ
ス
項
目
で
あ
る
が
所
得
勘
定
よ
り
見
れ
ば
マ
イ
ナ
ス
項
目
で
あ
る
。
け

だ
し
、
そ
れ
は
外
国
入
に
対
す
る
葺
権
の
減
少
を
意
味
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
彼
は
進
ん
で
米
国
の
国
際
収
支
及
び
戦
後
の
国
際
収
支
に
つ
い
て
統
計

を
示
し
な
が
ら
そ
の
推
移
を
示
し
て
い
る
が
、
こ
の
点
で
は
他
に
も

チ
ャ
ン
（
O
冨
昌
暇
）
や
ミ
ー
ド
（
竃
Φ
鑓
山
①
9
国
●
）
等
に
よ
る
こ
の
種

著
作
に
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
。

　
国
際
収
支
は
統
計
的
意
味
で
は
、
一
方
で
は
外
国
へ
の
支
払
を
含
ん
だ

項
目
別
勘
定
で
あ
る
の
で
、
前
者
を
9
Φ
山
騨
後
者
を
∪
Φ
σ
騨
と
す
る
。

米
国
で
は
対
外
ク
レ
ヂ
ッ
ト
の
存
在
に
も
不
拘
、
現
在
の
世
界
経
済
の
重

要
問
題
で
あ
る
ボ
ン
ド
地
域
を
も
含
め
て
の
ド
ル
不
足
問
題
が
あ
る
。
こ

れ
は
戦
後
に
特
有
の
も
の
で
な
く
一
九
三
〇
年
代
に
既
に
存
在
し
、
ド
イ

ツ
で
は
シ
ャ
ハ
ト
・
プ
ラ
ン
と
称
す
る
為
替
統
制
に
よ
り
こ
の
解
決
を
求

め
た
が
第
二
次
大
戦
後
の
ド
ル
不
足
は
米
国
に
対
す
る
他
国
の
需
要
過
大

な
た
め
に
起
る
と
い
う
常
識
的
見
解
を
基
礎
と
し
、
景
気
循
環
的
不
足
や

長
期
的
慢
性
的
不
足
、
構
造
的
不
均
衡
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
、
本
書
で
は
米
国
の
外
に
英
、
新
類
書
、
加
、
の
場
合
を
考
察
し
、
貿

易
の
構
造
的
調
整
が
根
本
的
改
善
策
で
あ
る
と
い
い
、
そ
の
外
に
欧
州
復

興
計
画
に
よ
る
ド
ル
の
貸
付
（
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
の
遂
行
を
含
む
）

や
欧
州
決
済
同
盟
に
よ
る
収
支
の
改
善
が
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
　
（
一
五

四
頁
、
第
三
篇
三
七
三
頁
一
三
九
〇
頁
）

　
ド
ル
不
足
解
消
へ
の
対
策
と
し
て
米
国
の
対
外
貸
付
や
贈
与
が
あ
る
が

一
九
四
七
年
十
二
月
三
十
一
日
現
在
額
を
マ
ー
シ
ュ
は
方
々
か
ら
の
資
料

で
整
理
し
て
い
る
が
前
回
の
表
の
如
く
で
あ
る
。
（
三
七
八
頁
）

　
更
に
国
際
収
支
と
為
替
の
市
場
的
変
化
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
為
替
は

一
国
の
通
貨
が
他
国
へ
資
産
が
移
動
す
る
場
合
、
通
貨
の
請
求
と
い
う
形

で
ク
レ
ヂ
ッ
ト
機
構
に
作
用
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
為
替
相
場
の
決
定
理

論
は
自
由
市
場
に
於
い
て
は
吉
典
的
需
給
説
（
国
際
貸
借
説
）
を
と
っ
て

い
る
。
そ
し
て
国
際
収
支
は
こ
の
関
連
か
ら
は
一
国
と
他
国
間
の
為
替
勘

定
で
あ
る
と
見
ら
れ
、
そ
の
計
算
は
貨
幣
単
位
で
な
さ
れ
、
外
国
為
替
相

場
は
購
買
力
で
測
定
す
る
。

　
樹
、
貿
易
金
融
政
策
の
目
標
と
な
る
現
物
相
場
と
先
物
相
場
引
は
割
引

率
で
区
分
さ
れ
る
こ
と
と
、
そ
れ
が
競
争
的
で
あ
り
乍
ら
政
府
統
制
に
感

応
的
で
あ
る
こ
と
を
附
言
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
為
替
の
作
用
す
る
国
際
収
支
均
衡
機
構
に
於
け
る
国
際
収

支
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
は
年
々
、
日
日
、
夫
々
均
衡
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
丁
度
社
会
会
計
（
の
8
二
曲
0
8
暮
寓
賞
伽
q
）
で
、
す
べ
て
の
貸
付
と
借

入
が
均
等
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
同
一
視
す
る
が
均
等
は
販
売
と
購

買
の
価
値
量
の
適
当
な
調
整
に
基
く
の
で
あ
っ
て
、
国
際
経
済
学
に
い
う

貿
易
収
支
は
輸
出
入
と
投
資
に
関
す
る
慣
習
や
嗜
好
に
よ
っ
て
変
動
す
る
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の
で
、
憶
測
が
与
え
ら
れ
る
と
貿
易
量
と
貨
幣
価
値
の
調
整
が
均
衡
を
も

た
ら
す
と
述
べ
る
。

　
次
に
国
際
収
支
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
原
因
を
分
析
し
（
一
）
国
際
収
支
の

変
動
が
国
内
で
起
る
時
、
即
ち
国
内
の
生
産
能
率
が
技
術
の
進
歩
で
向
上

す
る
と
輸
出
能
力
が
大
と
な
り
出
超
が
現
れ
、
国
内
が
凶
作
の
時
は
入
超

と
な
り
変
動
が
外
国
で
起
り
外
国
が
不
況
の
時
は
輸
出
困
難
と
な
り
、
遂

に
は
入
超
が
現
れ
る
と
い
い
（
二
）
商
品
と
用
役
に
つ
い
て
の
貿
易
の
変

動
即
ち
経
常
勘
定
の
変
動
と
賠
償
の
支
払
受
取
の
如
き
資
本
移
動
に
よ
る

・
資
本
勘
定
の
変
動
に
よ
り
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
現
れ
る
が
、
こ
の
調
整
法
に

つ
い
て
は
古
典
理
論
は
貨
幣
数
量
説
及
び
完
全
雇
用
の
前
提
の
下
に
、
物

価
一
正
三
流
出
入
機
構
に
於
け
る
相
対
価
格
変
動
に
重
点
を
置
き
、
価
絡

．
効
果
に
よ
る
金
本
位
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
求
め
る
が
近
代
理
論
は
需
要
曲
線
の

移
勤
と
所
得
効
果
に
重
点
を
お
く
と
考
え
ら
れ
る
が
彼
は
近
代
理
論
に
よ

り
説
明
を
す
る
。
こ
の
こ
と
は
序
丈
に
あ
る
如
く
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
、
ヒ
ッ

ク
シ
ア
ン
の
道
を
歩
む
彼
の
立
場
か
ら
は
容
易
に
理
解
出
来
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

　
価
格
効
果
と
所
得
効
果
は
結
論
的
に
は
相
互
依
存
性
を
も
つ
と
マ
ー
シ

ユ
も
考
え
る
（
ご
〇
一
頁
）
が
価
格
効
果
は
自
働
的
な
価
格
変
化
の
反
映

か
ら
生
ず
る
の
で
、
自
発
的
で
あ
り
、
之
に
対
す
る
所
得
効
果
は
貨
幣
所

得
や
購
買
力
の
国
際
的
移
動
に
よ
っ
て
生
ざ
る
独
立
の
場
合
と
、
．
色
々
な

価
格
の
切
下
げ
を
通
じ
て
所
得
の
変
化
が
誘
発
さ
れ
る
誘
発
的
所
得
効
果

と
が
あ
る
。
価
格
効
果
に
は
（
一
）
非
弾
力
的
需
要
（
二
）
非
弾
力
的
供

給
（
三
）
報
復
に
よ
る
制
限
が
見
ら
れ
る
が
、
伸
縮
的
為
替
市
場
に
於
け

る
国
際
収
支
の
調
整
に
は
為
替
相
場
の
切
下
げ
が
入
超
を
是
正
す
る
か
否

か
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
国
内
及
び
外
国
の
輸
出
供
給
、

輸
入
需
要
の
弾
力
性
が
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
国
用
の
結
合
さ
れ
た
作

用
が
為
替
切
下
げ
の
貿
易
収
支
に
及
ぼ
す
効
果
を
左
右
す
る
。
そ
し
て
先

紹

介

述
の
如
く
価
格
効
果
の
制
限
は
注
意
す
べ
き
事
で
あ
る
が
為
替
切
下
げ
に

よ
る
価
格
効
果
は
価
格
の
下
落
を
償
っ
て
術
余
る
需
要
の
増
加
が
可
能
で

あ
り
つ
黛
い
て
多
国
間
の
競
争
的
価
格
切
下
げ
が
生
じ
易
い
と
い
う
。

　
価
格
効
果
は
色
々
な
国
際
市
場
で
見
ら
れ
、
国
際
商
品
、
製
造
品
、
船

積
及
び
保
険
、
特
殊
商
品
に
つ
い
て
も
価
格
切
下
や
為
替
切
下
げ
に
よ
る

」
影
響
が
重
要
で
あ
り
、
純
粋
な
国
内
商
晶
や
用
役
に
対
し
て
は
価
格
効
果

は
余
り
な
い
と
見
る
。

　
彼
の
重
点
は
、
む
し
ろ
誘
発
的
所
得
効
果
に
あ
る
が
「
国
際
収
支
均
衡

へ
の
価
格
効
県
は
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
、
誘
発
的
所
得
効
果
と
結
合

し
同
じ
方
向
に
働
い
て
、
は
じ
め
て
有
効
で
あ
り
、
国
際
貿
易
の
特
質
は

誘
発
的
所
得
効
果
が
国
際
市
場
に
於
け
る
価
格
切
下
げ
に
三
つ
の
重
要
性

を
も
つ
こ
と
」
で
あ
っ
て
（
二
一
五
頁
）
（
一
）
正
常
に
相
殺
（
o
拶
5
0
Φ
ゲ

冨
鉱
。
コ
）
　
が
出
来
る
と
プ
ラ
ス
及
び
マ
イ
ナ
ス
の
所
得
効
果
は
国
別
に
現

れ
る
の
で
国
際
収
支
の
不
足
を
減
少
さ
せ
る
。
所
得
効
果
が
為
替
切
下
げ

国
で
マ
イ
ナ
ス
で
海
外
で
プ
ラ
ス
の
時
は
国
内
消
費
者
の
国
産
品
需
要
の

切
下
げ
と
、
之
等
に
対
す
る
増
加
外
需
を
切
下
げ
る
だ
ろ
う
と
い
い

（
二
）
所
得
効
果
が
二
国
共
プ
ラ
ス
の
時
は
国
内
需
要
に
対
す
る
影
響
は

予
想
は
出
来
な
い
が
外
需
へ
の
効
果
は
価
格
切
下
げ
国
の
輸
出
増
大
と
な

る
と
い
い
（
三
）
も
し
所
得
効
果
が
国
府
国
外
共
に
マ
イ
ナ
ス
な
ら
ば
国

内
需
要
は
動
く
が
、
外
需
に
つ
い
て
は
予
想
出
来
ぬ
と
い
う
。

　
更
に
国
内
需
要
、
外
国
需
要
、
劣
等
財
に
対
す
る
所
得
効
果
を
分
析
し

夫
等
が
貿
易
バ
ラ
ン
ス
の
救
済
に
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
を
あ
げ
為
替
切
下

げ
国
で
は
所
得
効
果
は
マ
イ
ナ
ス
、
他
国
で
は
プ
ラ
ス
と
な
る
と
い
っ
て

為
替
切
下
げ
と
所
得
効
果
の
関
連
を
考
察
し
て
い
る
が
収
支
均
衡
に
は
所

得
効
果
は
外
国
為
替
の
購
入
に
よ
り
国
内
で
は
デ
フ
レ
的
効
果
が
輸
入
面

に
働
キ
C
、
訟
糊
出
国
（
海
外
）
で
は
ノ
・
ン
フ
レ
㎝
的
効
果
が
現
れ
、
』
剛
者
が
篇
国

際
収
支
不
均
衡
是
正
の
最
有
効
策
で
あ
る
と
い
う
。
彼
は
ケ
イ
ン
ズ
的
立
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紹

介

場
に
立
ち
銀
行
信
用
の
操
作
に
よ
る
デ
フ
レ
的
効
果
や
為
替
相
場
の
操
作

に
よ
る
イ
ン
フ
レ
的
効
果
に
よ
る
均
衡
回
復
を
提
言
し
て
い
る
。
次
に
与

え
ら
れ
た
輸
出
増
加
に
対
し
幾
何
の
所
得
が
増
加
す
る
か
と
い
う
所
得
へ

の
乗
数
効
果
は
外
国
貿
易
乗
数
の
作
用
と
し
て
国
際
収
支
均
衡
化
過
程
に

於
い
て
価
格
効
果
と
所
得
効
果
の
結
合
を
媒
介
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。

　
第
十
七
章
、
第
十
八
章
は
外
国
貿
易
乗
数
の
展
開
で
あ
る
が
、
こ
こ
で

は
ケ
イ
ン
ズ
の
投
資
乗
数
が
閉
鎖
経
済
の
発
展
に
雇
用
の
増
大
の
関
連
解

、
明
に
十
分
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
原
理
は
外
国
貿
易
面
へ
適
用
さ

．
れ
、
国
際
的
開
放
体
制
面
の
各
国
の
所
得
増
大
を
解
明
す
る
に
用
い
ら
れ

た
こ
と
を
外
国
貿
易
乗
数
の
機
能
と
そ
の
数
式
展
開
で
示
し
更
に
輸
入
乗

数
輸
出
乗
数
が
最
近
、
老
え
ら
れ
る
に
及
ん
で
構
造
理
論
の
綜
合
的
分
析

」
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
い
る
。

　
第
十
九
章
、
第
二
十
章
は
国
際
価
値
論
の
展
開
で
あ
る
が
、
前
二
章
が

ケ
イ
ン
ズ
の
分
析
方
法
を
用
い
た
の
に
対
し
、
こ
こ
で
は
ヒ
ッ
ク
ス
の
分

「
析
を
鰭
用
し
貿
易
均
衡
は
無
差
別
曲
線
に
よ
り
、
相
．
互
需
要
の
均
衡
法
則

ば
マ
ー
シ
ャ
ル
曲
線
の
援
用
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。

　
第
三
篇
で
の
重
点
．
は
ド
ル
不
足
と
国
際
開
発
銀
行
及
び
国
際
通
貨
基
金

に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
が
国
際
金
融
理
論
の
政
策
的
帰
結
を
こ
こ
に
求

あ
て
い
る
と
も
い
え
る
が
断
片
的
に
は
先
に
ド
ル
不
足
に
関
し
て
そ
の
所

　
見
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
（
一
五
四
頁
）

山IN

　
以
上
、
マ
ー
シ
ュ
の
所
論
を
鬼
大
な
彼
の
著
書
の
中
か
ら
ご
く
ラ
フ
な

．
紹
介
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
分
析
は
国
際
経
済
理
論
全
般
に
亘
り
忠

・
・
実
に
問
題
を
と
り
上
げ
、
こ
の
解
明
を
ケ
イ
ン
ズ
、
ヒ
ッ
ク
ス
等
の
近
代

．
理
論
経
済
学
の
分
野
の
す
ぐ
れ
た
学
者
の
精
緻
な
ト
ウ
ー
ル
を
駆
使
し
て

B
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
殊
に
特
徴
的
に
思
え
る
点
は
国
際
収
支
を
一

種
の
国
民
所
得
概
念
と
見
る
こ
と
、
輸
出
の
中
立
項
目
性
、
所
謂
近
代
理

論
に
基
盤
を
求
め
所
得
効
果
に
よ
る
国
際
収
支
均
衡
を
重
視
し
つ
つ
も
価

格
効
果
と
の
結
合
を
主
張
す
る
こ
と
、
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
、
ペ
イ
メ
ン
ト
も

国
民
所
得
に
算
入
せ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
等
に
あ
ら
う
と
思
わ
れ
る
。

　
余
り
に
も
広
汎
な
展
開
の
た
め
個
々
の
部
分
に
於
け
る
粗
雑
さ
は
免
れ

難
い
と
し
て
こ
の
書
物
が
、
は
じ
め
て
国
際
経
済
学
を
学
ぶ
ア
メ
リ
カ
の

学
生
の
た
め
の
テ
キ
ス
ト
、
ブ
ッ
ク
と
し
て
非
常
に
す
ぐ
れ
た
内
容
を
も

つ
事
は
実
用
的
と
特
色
づ
け
ら
れ
る
と
思
う
。

　
為
替
の
心
乱
を
見
ず
に
国
内
投
資
に
つ
い
て
各
国
が
政
策
的
に
協
調
す

る
な
ら
ば
経
済
政
策
の
目
標
と
し
て
の
国
際
収
支
均
衡
と
完
全
雇
用
の
達

成
は
可
能
で
あ
っ
て
、
貿
易
は
開
放
体
制
の
投
資
乗
数
と
し
て
の
貿
易
乗

数
に
よ
り
拡
大
さ
れ
る
こ
と
も
既
に
学
者
の
主
張
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が

彼
の
論
述
よ
り
も
こ
の
こ
と
の
可
能
な
事
を
改
め
て
示
唆
さ
れ
る
。

　
政
策
篇
に
見
る
個
々
の
提
言
は
簡
潔
で
消
極
的
で
あ
る
が
ド
ル
不
足
の

歴
史
的
壷
鐙
や
各
国
の
統
計
的
事
実
や
欧
洲
復
興
計
画
の
内
容
の
呈
示
か

ら
吾
々
は
控
え
目
な
が
ら
も
彼
の
ヴ
オ
イ
ス
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
本
書
は
国
玉
卿
竃
簿
帆
巽
…
図
Φ
跨
ぎ
ひ
q
営
↓
げ
Φ
↓
け
8
曙
O
h

H
昌
8
吋
づ
帥
鉱
O
ロ
β
◎
一
目
円
①
亀
Φ
6
q
O
が
国
際
経
済
理
論
の
各
専
門
分
野
に
於

け
る
す
ぐ
れ
た
数
人
の
学
者
（
Z
霞
犀
の
ρ
蜜
9
0
巨
β
b
・
囚
①
団
ロ
①
ρ
○
げ
口
員

ω
潜
日
出
O
δ
O
戸
く
貯
Φ
ぴ
℃
O
冨
ぎ
閏
P
『
び
Φ
ユ
Φ
『
）
の
水
準
高
い
論
丈
を
集

成
し
て
い
る
の
に
対
比
し
た
時
、
入
門
書
で
は
あ
り
な
が
ら
も
種
々
な
問

題
を
含
ん
だ
貴
璽
な
学
問
的
労
作
と
い
え
る
。
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事

業

要

專
門
委
員
會

録

一、

A
ジ
ア
纏
濟
専
門
委
員
會

　
日
本
商
晶
の
市
場
と
し
て
、
ま
た
、
原
料
の
供
給
源
と
し
て
日
本
経
済

再
建
に
重
大
な
る
意
義
を
も
つ
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
情
勢
の
理
論
的
な
ら

び
に
実
証
的
研
究
を
進
め
て
き
た
当
研
究
所
ア
ジ
ア
経
済
専
門
委
員
会
は

．
昭
和
二
十
五
年
九
月
十
一
日
設
立
以
来
、
研
究
報
告
会
の
回
を
重
ね
る
こ

と
十
四
回
、
中
国
経
済
情
報
（
香
港
大
公
報
よ
り
取
材
、
月
二
回
以
上
発

．
行
）
発
行
せ
る
も
の
第
五
十
六
号
、
研
究
成
果
の
発
表
を
み
た
る
も
の
、

主
要
論
文
の
み
二
十
数
篇
、
叢
書
第
一
冊
を
数
え
、
近
く
ア
ジ
ア
経
済
論

文
集
を
刊
行
せ
ん
と
し
て
い
る
。
年
報
皿
所
載
後
の
研
究
報
告
会
お
よ
び

旧
報
告
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
（
な
お
メ
ン
バ
ー
そ
の
他
に
つ
い
て
は
年

・
報
皿
を
参
照
さ
れ
た
い
）

　
　
研
究
報
告
会

昭
和
二
十
七
年
二
月

　
ボ
ォ
ル
シ
ュ
ヴ
イ
キ
の
理
論
と
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
・
ロ
シ
ア
の
外
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
　
上
　
正
　
男
氏

昭
和
二
十
七
年
五
月

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
現
地
視
察
談

昭
和
二
十
七
年
九
月

　
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
国
際
収
支

略
和
二
十
七
年
十
二
月

　
中
共
貿
易
問
題

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

伊
藤
　
述
　
史
氏

川
田
冨
久
雄
氏

宮
　
下
　
忠
　
雄
氏

昭
和
二
十
七
ヰ
十
二
月

　
世
界
地
理
津
界
情
勢

（
ス
ラ
イ
ド
使
用
）

田
　
　
中

二
、
中
南
米
研
究
三
門
委
員
會

薫
氏

　
中
南
米
の
経
済
情
勢
、
移
民
問
題
な
ど
を
研
究
す
る
目
的
を
も
つ
て
当

研
究
所
専
門
委
員
会
の
規
定
に
よ
り
、
中
南
米
研
究
専
門
委
員
会
が
昭
和

二
十
六
年
十
一
月
設
立
さ
れ
、
爾
来
研
究
報
告
会
、
三
三
邦
人
帰
朝
懇
談

会
、
駐
日
外
交
官
、
外
務
省
、
民
間
研
究
一
等
を
交
え
懇
談
会
等
の
開

催
、
研
究
成
果
刊
行
等
行
な
っ
て
き
た
。
年
報
∬
所
載
後
の
研
究
報
告
会

等
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
な
お
メ
ン
バ
ー
そ
の
他
に
つ
い
て
は
年
報
∬
を

参
照
さ
れ
た
い
）
。

　
　
一
、
研
究
報
告
会

昭
和
二
十
七
年
五
月

　
ブ
ラ
ジ
ル
事
情
に
つ
い
て

昭
和
二
十
七
年
六
月

在
南
日
本
商
工
会
議
所
会
頭

　
　
　
　
宮
　
坂
　
国

　
ブ
ラ
ジ
ル
専
一
惰
報
星
口

昭
和
二
十
七
年
十
二
月

　
中
南
米
諸
国
の
一
般
情
勢
に
つ
い
て

　
　
一
特
に
ブ
ラ
ジ
ル
国
情
勢
1

昭
和
二
十
七
年
十
二
月

　
海
外
移
住
問
題
に
つ
い
て

昭
和
二
十
七
年
十
二
月

ブ
ラ
ジ
ル
土
地
会
社
社
長

　
　
　
矢
　
崎
節

在
神
戸
ブ
ラ
ジ
ル
副
領
事

　
　
　
リ
　
グ
　
一

念
チ
リ
ー
公
使
館

一
等
書
記
官

　
　
　
近
　
藤

神
戸
大
学
教
授

人
氏

夫
氏

ラ
氏

四
　
郎
氏
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事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

　
世
界
地
理
学
界
の
情
勢
（
中
南
米
事
情
）

　
　
二
、
出
　
版
　
物

調
査
資
料

　
ブ
ラ
ジ
ル
経
済
の
実
態
と
そ
の
政
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
5

部
　
門
　
研
　
究
　
会

「
一
、
紳
戸
貿
易
研
究
下

田
　
　
中

薫
氏

二
三
二
頁
　
本
所
編
訳

　
神
戸
貿
易
研
究
会
は
学
界
と
業
界
の
知
識
の
交
流
に
よ
り
我
国
貿
易
の

振
興
策
樹
立
の
目
的
を
も
つ
て
当
研
究
所
長
柴
田
銀
次
郎
主
査
と
な
り
昭

和
二
十
六
年
四
月
神
戸
商
工
会
議
所
に
お
い
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
爾

来
、
毎
月
一
回
定
例
研
究
会
を
開
き
、
回
を
重
ね
る
こ
と
第
十
九
回
を
数

え
会
員
数
も
増
し
い
よ
い
よ
活
濃
に
発
展
し
つ
エ
あ
る
。
年
報
皿
所
載
後

の
研
究
報
告
会
お
よ
び
報
告
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
十
一
回
（
昭
和
二
十
七
年
二
月
二
十
五
日
）

　
　
賠
償
に
關
す
る
諸
問
題神

戸
大
学
教
授

宮
田
喜
代
蔵
氏

　
日
本
が
終
戦
後
直
面
せ
し
め
ら
れ
る
に
到
っ
た
賠
償
の
問
題
は
、
第
一

次
大
戦
後
、
ド
イ
ツ
が
直
面
せ
し
め
ら
れ
た
同
じ
問
題
と
は
質
的
に
異
な

ら
し
め
ら
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
ド
イ
ツ
が
直
面
せ
し
め
ら
れ
た
時

代
と
環
境
は
、
既
に
、
資
本
主
義
が
高
度
化
せ
し
め
ら
れ
た
時
代
と
、
高

度
に
発
展
し
た
資
本
主
義
国
ド
イ
ツ
を
と
り
ま
く
諸
国
、
就
中
、
フ
ラ
ン

ス
、
イ
ギ
リ
ス
等
は
、
い
つ
れ
も
、
同
じ
く
高
度
に
発
展
せ
し
め
ら
れ
た

資
本
主
義
諸
国
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
環
境
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
諸
国
が

ド
イ
ツ
に
賠
償
の
支
払
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
競
争
的
対
立
の
過
程
を
通

し
て
各
自
国
に
と
っ
て
の
不
利
と
な
る
立
場
を
作
り
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
だ
か
ら
、
そ
こ
で
は
、
求
償
国
の
政
府
は
賠
償
を
欲
し
た
の
に
対

し
、
そ
の
国
の
競
争
産
業
は
賠
償
を
忌
避
す
る
と
い
う
摩
擦
を
か
も
し
だ

し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
・
事
惰
に
対
し
て
、
第
二
次
大
戦
後
の
日
本
は
、
全
く
異
っ

た
環
境
に
お
か
れ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
日
本
経
済
の
性
質
そ
の
も
の

が
、
一
方
に
は
、
米
・
英
・
独
・
仏
等
の
先
進
資
本
主
義
に
対
し
て
後
進

盗
本
主
義
国
と
し
て
の
地
位
を
保
ち
、
ま
た
、
他
面
に
お
い
て
は
、
ア
ジ

ア
諸
国
の
後
進
国
に
対
し
て
先
進
の
高
度
化
工
業
国
と
し
て
の
地
位
を
占

め
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
い
わ
ば
中
進
資
本
主
義
国
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
事
情
を
老
慮
す
れ
ば
、
戦
後
の
日
本
が
直
面
せ
し
め
ら
れ
る

事
惜
は
、
第
一
次
大
戦
後
に
ド
イ
ツ
を
蔽
つ
た
も
の
と
は
全
く
軌
を
異
に

し
て
お
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
我
国
の
経
済
．
政
策
の
目
標
（
賠
償
問
題
へ

の
指
針
）
は
、
我
国
の
中
進
的
資
本
主
義
と
し
て
の
特
殊
性
に
立
脚
し
て

樹
立
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
野
記
）

第
十
二
回
（
昭
和
二
＋
七
年
四
月
三
日
）

日
米
通
商
航
海
條
約
に
關
す
る
協
議

　
こ
の
協
議
会
に
お
い
て
は
、
米
コ
ロ
ン
ビ
ア
通
商
条
約
の
経
済
関
係
の

条
約
要
項
に
基
い
て
、
日
米
通
商
航
海
条
約
起
草
に
対
す
る
協
議
を
行
つ
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「
た
。
　
（
こ
の
協
議
会
に
お
い
て
行
な
わ
れ
た
協
議
の
結
論
は
、
次
回
の
研

－
究
会
に
お
い
て
意
見
書
と
し
て
提
出
せ
ら
れ
た
。
）
　
　
　
（
片
野
記
）

「
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
通
商
悪
童
と

日
本
通
商
黙
約
」

貿
易
研
究
会
小
委
員
会

　
コ
p
ン
ビ
ア
国
は
農
・
鉱
国
で
あ
り
、
日
本
の
如
き
高
度
の
工
業
国
で

は
な
い
。
従
っ
て
コ
ロ
ン
ビ
ア
国
と
米
国
と
の
通
商
関
係
を
規
律
す
る
条

約
を
モ
デ
ル
と
す
る
こ
と
は
必
ら
ず
し
も
適
当
と
は
い
え
な
い
。
こ
の
よ

う
な
根
本
問
題
を
今
、
別
と
す
れ
ば
次
の
よ
う
な
点
に
つ
い
て
注
意
を
払

う
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。

　
一
、
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
特
別
な
恩
恵
を
与
え
る
と
第
三
国
と
の
最
恵

国
（
約
款
）
に
よ
っ
て
第
三
国
も
均
霧
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
他
国

に
対
し
て
認
め
る
の
が
不
適
当
な
待
遇
は
日
米
間
だ
け
に
留
保
す
べ
き
で

あ
る
。

　
二
、
ア
メ
リ
カ
各
州
の
法
律
、
慣
習
が
異
っ
て
い
る
か
ら
、
日
本
に
対

し
て
有
利
な
待
遇
を
す
る
州
と
そ
う
で
な
い
州
と
が
あ
る
。
こ
の
点
を
充

分
に
老
回
し
て
日
本
が
不
利
を
う
け
な
い
よ
う
な
措
置
を
講
ぜ
ね
ば
な
ら

な
い
。

　
三
、
ア
メ
リ
カ
が
最
恵
国
約
款
よ
り
属
領
を
除
外
す
る
な
ら
ば
、
日
本

・
も
同
じ
く
、
沖
縄
な
ど
に
つ
い
て
は
除
外
例
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
台
湾
、
朝
鮮
な
ど
旧
外
地
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
様
留
保
条
件
を
附

す
べ
き
で
あ
る
。

　
四
、
一
般
的
規
定
の
名
を
借
り
て
日
本
特
産
早
月
は
日
本
主
要
品
の
ア

メ
リ
カ
へ
の
輸
出
を
阻
止
せ
し
め
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

事
　
　
業
　
　
要
・
　
録

る
。
（
即
ち
、
イ
ン
ヴ
ィ
ジ
ブ
ル
・
タ
リ
フ
（
ぎ
ユ
蓼
藍
O
↓
碧
自
）
の
方
法

を
と
ら
し
め
な
い
よ
う
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
）

　
五
、
為
替
管
理
や
輸
入
制
限
は
当
分
の
間
こ
れ
を
行
う
こ
と
を
認
め
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

　
六
、
輸
出
組
合
の
結
成
は
競
争
制
限
的
商
慣
行
と
し
て
貿
易
自
由
の
原

則
に
反
す
る
が
、
ウ
ェ
ッ
ブ
・
ポ
メ
リ
ン
法
に
よ
る
組
合
の
如
き
も
の
に

限
っ
て
こ
れ
を
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
七
、
強
力
な
外
国
企
業
の
日
本
進
出
に
よ
っ
て
日
本
の
企
業
が
倒
れ
な

い
よ
う
、
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ア
メ
リ
カ
に
認
め
た
条
件
に
他
国
も

均
毒
す
る
こ
と
と
な
る
か
ら
、
こ
の
点
は
国
内
企
業
保
護
の
た
め
に
充
分

警
戒
を
必
要
と
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
野
記
）

第
十
三
回
（
昭
和
二
十
七
年
五
月
一
日
）

ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
通
商
條
約
を
、
日

米
通
商
條
約
の
モ
デ
ル
と
す
る
際
に
注
意
さ

る
」
を
要
す
る
諸
陰
道
の
検
討
に
お
け
る
最

終
決
定
。

（
貿
易
研
究
会
小
委
員
会
）

　
（
1
）
　
柴
田
教
授
報
告
要
旨

　
日
米
通
商
条
約
は
、
そ
の
産
業
構
造
の
相
異
す
る
点
か
ら
し
て
も
、
ア

メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
条
約
の
翻
訳
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
し
か
し
、
こ
の
様
な
基
本
的
な
事
項
を
別
と
す
れ
ば
、
以
下
の
諸

点
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
イ
）
　
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
恩
恵
は
、
旧
悪
三
国
に
対
し
て
認
め
れ
ば
不

　
利
と
な
る
も
の
に
限
り
、
日
米
間
に
の
み
留
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
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事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

　
い
。
　
（
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ゼ
ア
条
約
第
七
条
第
二
項
a
に
お
け
る
如

　
・
き
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
と
り
著
し
く
不
利
な
条
項
で
あ
る
）

　
〈
ロ
）
　
日
本
が
米
国
各
州
と
個
別
に
約
款
を
提
結
し
た
場
合
、
ア
メ
リ

　
眠
人
は
、
有
利
な
州
に
拠
り
、
有
利
な
約
款
を
提
結
し
う
る
か
ら
、
注

　
意
（
例
え
ば
、
除
外
地
域
の
設
定
等
）
を
必
要
と
す
る
。

　
〈
ハ
）
　
ア
メ
リ
カ
が
最
恵
国
約
款
よ
り
属
領
を
除
外
す
る
な
ら
ば
、
日

　
本
も
同
じ
く
（
フ
ィ
リ
ッ
ピ
ン
・
キ
ュ
ー
バ
等
）
除
外
例
を
必
要
と
す

　
る
。
し
か
し
沖
縄
・
台
湾
の
如
き
、
旧
属
領
に
対
し
て
は
、
除
外
例
な

　
ら
ぎ
る
留
保
条
件
を
必
要
と
す
る
。

　
（
二
）
　
日
本
の
特
定
商
品
（
例
え
ば
マ
グ
ロ
）
に
対
す
る
関
税
の
引
上

　
げ
等
の
手
段
に
よ
り
、
日
本
商
品
の
排
撃
が
行
な
わ
れ
な
い
よ
う
に
さ

　
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
貿
易
収
支
の
方
程
式
に
お
い
て

　
・
産
業
保
護
と
対
外
排
撃
と
の
区
別
を
明
確
に
し
、
後
者
の
除
去
を
要
請

　
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
八
ホ
）
　
為
替
管
理
及
び
輸
入
制
限
は
、
当
分
の
間
日
本
に
お
い
て
は
必

　
、
要
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
を
存
続
せ
し
め
う
る
何
ら
か
の
形
を
求
め
な
け

　
」
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
〈
へ
）
　
自
由
競
争
原
理
に
は
反
す
る
が
（
国
内
法
に
よ
り
制
定
せ
ら
れ

　
・
る
）
独
占
が
統
制
の
機
関
（
輸
出
組
合
）
の
認
可
を
要
請
し
な
け
れ
ば

　
な
ら
な
い
。

　
（
ト
）
　
国
内
企
業
の
保
護
の
為
充
分
の
注
意
を
必
要
と
す
る
。
以
上
の

　
如
き
要
請
を
突
張
る
為
、
外
務
省
は
相
当
の
強
硬
的
態
度
を
必
要
と
す

　
る
。

　
（
皿
）
討
論
要
旨

く
一
）
　
岡
本
氏
（
東
洋
紡
研
）

　
〃
幣
原
著
“
外
交
五
十
年
史
”
に
よ
れ
ば
外
交
は
州
法
に
優
先
す
る
と

　
あ
る
が
如
何
”

　
柴
田
教
授

　
“
こ
れ
は
本
質
的
に
ア
メ
リ
カ
側
の
問
題
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
入
の
目

　
本
に
お
け
る
土
地
所
有
を
認
め
な
い
事
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し
、
そ

　
れ
に
も
ま
し
て
、
州
法
を
用
い
る
と
い
う
こ
と
を
条
約
の
上
に
出
す
こ

　
と
そ
れ
自
体
が
問
題
と
な
る
。
〃

三
）
織
顯
搬

　
“
こ
の
逆
な
条
約
を
ア
メ
リ
カ
に
対
し
て
の
み
限
る
こ
と
は
妥
当
で
な

　
く
、
む
し
ろ
両
国
間
に
と
り
交
さ
れ
た
覚
書
（
h
P
Φ
h
口
O
同
鋤
口
畠
β
旨
P
）
　
の

　
形
を
採
る
事
が
望
ま
れ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
有
利
な
権
利
を
保

　
有
す
る
第
三
国
、
並
び
に
、
日
本
の
旧
属
領
で
あ
っ
た
地
域
に
対
し
て

　
は
、
そ
の
特
殊
な
条
件
を
老
え
て
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
”

（
三
）
　
川
田
助
教
授

　
〃
柴
田
教
授
報
告
（
二
）
に
お
け
る
三
重
の
貯
冨
－
欝
ほ
凍
に
対
す
る
条
項

　
の
設
定
要
請
は
む
し
ろ
前
丈
に
含
ま
れ
る
事
を
要
請
す
べ
き
性
質
の
も

　
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
主
文
条
項
に
お
い
て
は
、
そ
れ
の
生
ず
る
原
因

　
の
排
除
の
具
体
的
な
規
定
を
必
要
と
す
る
。
〃

（
四
）
　
岩
井
氏
（
兼
松
）

　
“
輸
出
組
合
は
日
本
の
現
状
で
は
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
有

　
力
な
少
数
の
も
の
を
の
み
必
要
と
す
る
。
〃
　
　
　
　
　
（
片
野
記
）

第
十
四
回
戦
昭
和
二
十
七
年
六
月
一
日
）

世
界
綿
製
品
貿
易
の
分
析

東
洋
紡
績
株
式
会
社
経
済
研
究
所
員

木
　
川
　
敏
　
一
団

世
界
市
場
を
通
し
て
の
、
戦
前
及
び
戦
後
に
お
け
る
綿
製
品
に
関
す
る
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統
計
資
料
は
、
綿
布
生
産
の
三
七
％
増
加
に
対
し
、
同
貿
易
の
四
三
％
減

少
と
い
う
数
字
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
様
な
綿
製
品
貿
易
の
減
退
の
原
因

は
、
主
と
し
て
、
第
一
に
綿
製
品
に
関
す
る
貿
易
構
造
の
変
化
　
（
ピ
Φ
o
－

6
鉱
Φ
庸
⊆
o
ω
Φ
畠
ω
鴇
ω
8
B
　
の
観
点
よ
り
す
る
）
を
考
慮
す
れ
ば
（
i
）

－
貿
易
量
は
一
九
五
〇
年
に
お
い
て
は
、
戦
前
（
一
九
三
六
、
三
七
、
三
八

年
平
均
値
七
性
脳
二
四
ヤ
ー
ル
）
の
七
五
％
（
9
＆
『
）
に
す
ぎ
ず
、

（●

P
●
－
）
そ
の
中
で
も
、
特
に
、
農
業
国
の
輸
入
は
、
戦
前
九
五
、
二
％
よ

・
り
一
九
五
〇
年
の
八
四
、
二
％
へ
の
大
巾
な
減
少
を
示
し
て
い
る
。
（
…
…
…
）

そ
し
て
ま
た
、
他
方
に
お
い
て
、
工
業
国
よ
り
農
業
国
へ
の
輸
出
の
割
合

・
は
、
七
八
、
四
％
よ
り
五
六
、
一
％
に
減
じ
、
農
業
国
よ
り
農
業
国
へ
の

輸
出
の
割
合
は
、
一
六
、
八
％
よ
り
二
八
、
一
％
に
増
加
し
て
い
る
。
そ

こ
で
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
綜
合
す
れ
ば
、
農
業
国
に
お
け
る
綿
製
品
の
自

給
化
の
傾
向
が
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
第
二
に
、
農
業
国
に
お
け
る
綿
製
品
は
生
産
増
加
を
示

し
て
は
い
る
が
、
戦
前
及
び
戦
後
を
通
し
て
み
れ
ば
、
農
業
国
に
お
い
て

は
、
輸
入
は
減
少
（
一
b
∋
．
8
釦
）
を
示
し
、
輸
出
は
、
増
加
（
＋
懸
刈
）
を

宗
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
明
ら
か
に
、
農
業
国
に
お
け
る
綿
製
品
消
費

の
減
少
を
示
し
て
い
る
。
事
実
、
農
業
国
に
お
い
て
は
、
戦
前
よ
り
戦
後

に
か
け
て
は
、
綿
製
品
の
消
費
量
は
一
一
、
三
ヤ
ー
ル
（
一
人
当
り
）
か

ら
九
、
○
ヤ
ー
ル
（
一
人
当
り
）
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
そ
の

期
間
に
お
け
る
人
口
の
増
加
に
作
用
さ
れ
た
§
け
で
は
な
い
筈
で
あ
る
。

こ
の
事
は
、
ま
た
、
今
一
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
国
民
所
得
の
面
よ
り
も

立
証
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、
農
業
国
に
お
い
て
の
一
人
当
り
の
国
民
所
得
と

綿
消
費
量
と
の
相
関
々
係
は
、
殆
ん
ど
常
に
一
に
等
し
い
数
値
を
示
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
平
均
一
人
当
り
の
国
民
所
得
は
、
食
糧
事
情
の
悪

化
、
衣
料
品
の
相
対
価
値
の
上
昇
等
、
に
よ
り
、
戦
前
よ
り
、
戦
後
に
か

け
て
は
相
当
の
下
落
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
よ
り
老
え
れ
ば
、

事
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世
界
市
場
に
お
け
る
綿
製
品
の
貿
易
減
少
は
た
ゴ
に
農
業
国
に
お
け
る
そ

の
自
給
化
の
傾
向
だ
け
で
な
く
、
農
業
国
そ
れ
自
体
の
中
に
お
け
る
消
費

量
の
減
少
を
も
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
扱
、
以
上
の
べ
た
よ
う
に
、
綿
製
品
の
世
界
市
場
に
お
け
る
貿
易
量

は
、
戦
後
と
戦
前
と
比
し
て
、
大
巾
に
減
少
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一
方

に
お
け
る
農
業
国
の
綿
製
品
の
自
給
化
と
他
方
に
お
け
る
農
業
国
の
綿
製

品
消
費
量
の
減
少
に
起
因
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
第
二
の
問
題
に
つ

い
て
は
、
そ
の
消
費
量
を
決
定
す
る
人
口
、
所
得
、
及
び
生
産
力
を
老
察

し
て
み
る
と
、
そ
の
何
れ
も
相
当
の
増
加
率
を
示
し
て
お
り
、
中
で
も
、

戦
災
に
よ
り
抑
制
さ
れ
て
い
た
生
産
力
の
戦
前
水
準
へ
の
回
復
と
共
に
、

消
費
量
は
、
今
後
も
増
大
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
日
本
紡
績
協
会
の
推

測
に
よ
れ
ば
、
必
要
輸
入
量
及
び
輸
出
可
能
量
を
合
計
し
て
、
今
後
、
約

一
〇
億
ヤ
ー
ル
の
増
大
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
輸
出
国
に
お
い
て

と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
輸
出
価
格
が
低
廉
で
あ
る
安
定
的
な

も
の
で
あ
る
よ
う
に
決
定
さ
る
べ
ぎ
こ
と
で
あ
る
。

第
十
五
回
（
昭
和
二
十
七
年
七
月
十
七
日
）

経
濟
白
書
を
め
ぐ
っ
て

経
済
安
定
本
部

（
片
野
記
）

後
藤
誉
之
助
氏

　
経
済
安
定
本
部
調
査
課
長
で
あ
る
後
藤
氏
の
来
神
を
機
会
に
開
か
れ
た

こ
の
研
究
懇
談
会
は
、
同
氏
が
直
接
そ
の
編
集
に
当
っ
た
経
済
白
書
を
め

ぐ
っ
て
、
日
本
経
済
の
現
状
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
参
会
者

に
よ
る
懇
談
会
が
行
な
わ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
野
記
）
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．
第
十
六
回
（
昭
和
二
十
七
年
八
月
二
十
八
日
）

輸
出
取
引
法
に
遷
す
る
検
討

兼
松
株
式
会
社
　
岩
　
　
　
井
　
　
　
　
茂
氏

貿
易
通
信
者
　
藤
　
　
本
　
　
喜
　
　
夫
氏

　
先
づ
岩
井
氏
よ
り
輸
出
取
引
法
の
条
文
に
つ
い
て
、
輸
出
組
合
の
目

的
、
定
義
、
輸
出
取
引
の
公
正
輸
出
業
者
の
協
定
、
輸
出
組
合
の
事
業
、

組
合
設
立
、
認
可
基
準
な
ど
に
関
し
て
説
明
が
あ
り
、
つ
い
で
藤
本
氏
よ

り
輸
出
組
合
の
結
成
が
予
想
さ
れ
る
業
種
及
び
そ
の
組
合
数
な
ど
に
つ
い

て
現
況
報
告
が
あ
っ
た
。

　
報
告
後
、
報
告
者
を
中
心
と
し
て
柴
田
、
藤
井
両
教
授
、
中
井
省
三
氏

等
の
聞
に
輸
出
組
合
を
結
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ

る
か
に
つ
い
て
意
見
の
交
換
が
あ
っ
た
。
輸
出
取
引
法
の
条
文
か
ら
推
す

と
こ
の
立
法
自
体
が
海
外
に
対
す
る
一
種
の
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
ー
（
不
公
正

な
競
争
を
行
わ
な
い
と
い
う
）
の
意
味
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、
加
入
者

に
金
融
上
の
便
宜
、
そ
の
他
輸
出
信
用
保
険
、
叉
は
輸
出
補
償
な
ど
の
経

済
的
利
益
が
与
え
ら
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
加
入
費
の
負
担
を
忍
ん
で
ま

で
加
入
す
る
利
益
は
ど
こ
に
あ
る
か
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
の
処
置
は
ど
う

す
る
か
、
組
合
の
数
が
多
く
な
れ
ば
、
多
種
の
商
品
を
と
り
あ
つ
か
う
貿

易
商
は
加
入
費
の
負
担
が
重
く
な
る
一
方
、
組
合
の
数
を
少
く
す
れ
ば
利

害
を
異
に
す
る
多
数
の
業
者
が
一
組
合
に
包
括
さ
れ
、
部
会
の
決
定
と
組

合
の
決
議
と
が
矛
盾
し
た
場
合
、
そ
の
調
整
を
ど
う
す
る
か
、
一
方
関
係

官
庁
の
方
で
は
組
合
の
数
が
増
え
れ
ば
役
人
の
働
く
場
面
が
増
え
る
の

で
、
む
し
ろ
こ
れ
を
歓
迎
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
な
ど
の
点
に
つ
い
て
活

、
濃
に
議
論
が
行
わ
れ
た
。

　
結
局
と
し
て
は
組
合
の
結
成
は
輸
出
業
者
の
少
数
種
類
叉
は
一
商
品
へ

の
専
業
化
を
促
進
す
る
こ
と
、
輸
出
業
者
の
間
の
過
度
の
競
争
に
よ
る
売

崩
し
の
防
止
に
役
立
つ
こ
と
、
窓
口
を
一
本
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
共

な
ど
と
の
貿
易
を
行
う
と
き
に
便
利
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
諸
点
が
あ
げ
ら

れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
田
記
）

第
十
七
回
（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
日
）

紳
戸
市
に
お
け
る

　
貿
易
業
者
の
實
態
に
つ
い
て

神
戸
大
学
教
授

　
　
藤
　
　
井

茂
氏

　
こ
の
報
告
は
、
神
戸
市
経
済
局
貿
易
課
が
企
て
た
、
第
五
回
神
戸
市
貿

易
実
態
調
査
の
結
果
で
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
、
“
神
戸
市
貿
易
実
態
調
査

報
告
書
”
に
お
い
て
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
は
、
前
四
回
に
引
続
く
第
五
回
目
の
も
の
で
あ
り
、
そ
の
対

象
期
間
は
、
昭
和
十
六
年
七
月
一
日
よ
り
同
廿
七
年
六
月
計
日
ま
で
に
捗

っ
て
い
る
。

　
こ
の
調
査
の
焦
点
は
、
同
期
間
に
お
け
る
前
年
度
来
の
”
朝
鮮
ブ
ー

ム
”
の
終
息
と
、
そ
の
整
理
期
に
お
け
る
貿
易
業
界
の
実
態
に
焦
点
を
む

け
て
い
る
。

　
扱
、
今
回
の
調
査
は
、
そ
の
対
象
を
、
厳
密
な
意
味
に
お
け
る
貿
易
業

者
に
限
定
し
、
貿
易
取
扱
業
者
と
直
輸
入
に
参
加
す
る
メ
ー
カ
ー
の
み
を

含
む
も
の
と
し
た
。

　
（
i
）
　
貿
易
業
規
模
の
問
題
・
朝
鮮
ブ
ー
ム
の
終
息
と
、
そ
れ
に
対
応

す
る
業
界
の
整
理
過
程
に
対
応
し
て
、
業
界
に
お
い
て
は
人
員
整
理
が
行
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な
わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
大
規
模
企
業
に
お
い
て
よ
り
深
刻
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
、
昨
年
度
に
お
い
て
示
さ
れ
た
、
信
用
と
実
力
を
基
盤
と
す
る
中
小

企
業
と
、
資
本
と
組
織
に
依
存
す
る
大
企
業
の
二
つ
に
お
い
て
最
適
規
模

が
見
出
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年
は
大
企
業
に
お
け
る
能
率
の
下
落
と
共

に
、
そ
の
二
つ
の
最
適
規
模
の
間
隔
が
つ
§
ま
り
、
殆
ん
ど
一
つ
の
最
適

規
模
の
観
を
呈
し
て
い
る
こ
と
は
必
然
の
結
果
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ

る
。

　
（
”
1
1
）
　
人
件
費
の
問
題
、
総
経
費
に
対
す
る
人
件
費
の
割
合
は
、
一
昨

年
の
計
一
二
％
が
昨
年
に
は
廿
六
，
％
に
な
り
、
今
年
は
光
％
と
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
は
、
昨
年
は
、
朝
鮮
ブ
ー
ム
を
反
映
し
て
、
人
件
費
に
比
し
て

貿
易
取
引
量
が
大
で
あ
っ
た
に
対
し
、
今
年
は
、
朝
鮮
ブ
ー
ム
の
沈
滞
と

共
に
、
貿
易
量
が
減
少
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
総
経
費
に

対
す
る
人
件
費
の
割
合
は
、
趨
勢
的
に
は
低
下
し
て
来
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。

　
（
…
皿
）
　
国
内
長
野
取
扱
量
と
輸
出
商
品
取
扱
量
と
の
比
率
、
輸
出
商
品

取
扱
量
の
取
扱
商
品
総
．
豆
に
対
す
る
割
合
は
七
十
一
・
五
％
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
国
内
商
品
取
扱
量
一
に
対
し
、
輸
出
商
品
取
扱
量
三
を
意
味
す

る
。
と
こ
ろ
で
、
経
営
規
模
に
お
い
て
一
千
万
円
未
満
の
も
の
N
同
比
率

は
、
中
位
数
に
お
い
て
八
十
％
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
規
模
の
小

な
る
程
、
同
比
率
が
大
で
あ
り
、
従
っ
て
、
小
な
る
程
、
貿
易
業
務
に
重

点
を
お
い
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
（
V
●
ユ
）
　
販
売
利
益
の
問
題
、
販
売
利
益
率
は
、
大
体
に
お
い
て
五
％
の

黒
字
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
位
の
利
益
が
な
け
れ
ば
、
貿
易
業

は
成
立
し
な
い
こ
と
に
も
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
▽
）
　
整
理
期
に
お
け
る
諸
問
題
、
朝
鮮
ブ
ー
ム
に
よ
る
貿
易
量
の
増

大
は
、
中
小
企
業
者
の
取
扱
品
目
の
、
従
来
扱
か
わ
れ
な
か
っ
た
他
部
門

え
の
拡
張
侵
入
を
招
来
し
、
競
争
の
波
及
と
共
に
、
そ
れ
は
、
従
来
の
利
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益
率
を
破
壊
し
、
利
益
率
を
下
落
せ
し
め
る
。
か
く
し
て
、
業
界
に
は
盗

本
の
弱
体
化
が
齎
ら
さ
れ
た
。
そ
れ
で
、
資
本
の
強
化
を
計
る
為
に
は
、

利
益
率
の
上
昇
を
計
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
為
に
は
、
中
小
企
業

は
自
己
本
来
の
業
種
に
復
帰
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
今
年
の
調
査
を
認
り
み
れ
ば
、
業
種
の
縮
少
は
ほ
黛
行
な
わ

れ
、
資
本
の
少
い
中
小
企
業
は
、
賢
君
（
無
体
資
産
を
）
用
ひ
て
正
常
な

る
活
動
に
戻
り
つ
N
あ
る
Q

　
し
か
し
、
一
般
的
に
言
っ
て
、
神
戸
の
業
界
に
対
す
る
朝
鮮
ブ
ー
ム
の

悪
影
響
は
少
な
か
っ
た
。

　
（
●
－
V
）
そ
の
他

　
　
（
a
）
　
大
企
業
の
神
戸
支
店
が
出
張
所
化
し
つ
筑
あ
り
、
現
在
の
船

　
　
積
運
輸
専
門
店
は
十
五
店
を
数
え
て
い
る
。

　
　
（
b
）
　
今
年
度
に
お
け
る
デ
ス
・
レ
ー
ト
は
十
八
社
、
バ
ー
ス
・
レ

　
　
ー
ト
は
六
社
で
あ
っ
た
。

　
結
論
と
し
て
、
神
戸
の
業
界
は
次
の
構
造
変
動
に
直
面
せ
し
め
ら
れ

た
。　

（
A
）
　
神
戸
の
地
位
は
昨
年
よ
り
遙
か
に
下
落
し
、
そ
の
地
盤
は
大
阪

　
に
と
っ
て
代
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
大
阪
が
、
そ
の
背
後
地
位
と
国
内
市

　
場
を
背
景
と
し
て
大
ぎ
な
地
位
を
占
め
始
め
た
こ
と
x
、
神
戸
が
戦
災

　
に
よ
り
最
終
仕
上
工
場
を
失
い
、
そ
の
復
旧
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に

　
よ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
恐
ら
く
、
復
旧
の
見
込
を
持
た
な
い
で
あ
ろ
・

　
、
）
o

　
（
B
）
　
中
共
及
び
東
南
ア
ジ
ア
貿
易
が
困
難
と
な
っ
た
こ
と
。
し
か

　
し
、
こ
れ
に
は
ま
だ
望
み
は
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
情
況
に
対
処
す
る
業
界
の
態
度
は
、
市
内
に
お
け
る
問
屋
市

場
の
欠
如
を
と
り
上
げ
、
売
込
問
屋
業
の
育
成
誘
致
を
望
ん
で
い
る
。
こ

れ
は
、
一
昨
年
以
前
の
金
融
問
題
、
昨
年
の
港
湾
施
設
の
改
善
の
問
題
に
．
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比
し
、
よ
り
深
刻
化
し
た
業
界
の
実
情
を
示
し
て
い
る
。

　
（
質
疑
応
答
）

　
〃
柴
田
”
　
昨
年
度
と
今
年
度
の
調
杏
対
象
の
変
化
の
齎
し
た
相
異
に

つ
い
て
Q

　
〃
藤
井
”
　
昨
年
度
の
如
く
、
広
く
貿
易
に
関
す
る
も
の
凡
て
を
含
め

ば
、
能
率
は
非
常
に
低
く
現
わ
れ
る
。
即
ち
、
直
接
に
輸
出
に
参
加
し
な

い
メ
ー
カ
ー
の
介
入
は
、
一
人
当
り
取
引
高
（
能
率
）
の
低
下
を
齎
ら
す

も
の
で
あ
る
。

　
“
中
井
〃
　
（
i
）
過
去
三
年
来
の
資
料
に
つ
い
て
、
今
年
の
も
の
は

自
分
の
予
想
と
最
も
よ
く
一
致
す
る
。
（
数
例
を
挙
げ
説
明
）
。
（
“
1
1
）
ま
た

貿
易
業
に
お
け
る
能
率
は
、
小
規
模
に
お
い
て
最
高
で
あ
り
、
最
適
規
模

も
ま
た
そ
こ
に
定
ま
る
。
貿
易
業
は
、
少
数
の
信
用
あ
る
貿
易
熟
練
者
が

実
際
の
仕
事
を
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
上
の
人
数
は
能
率
を
低
下
せ

し
め
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。
（
…
皿
）
国
内
市
場
を
背
景
と
す
る
大
阪
に
は

大
企
業
が
集
り
、
外
国
市
場
向
の
雑
貨
品
だ
け
を
扱
う
神
戸
に
小
企
業
の

集
中
す
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
国
内
市
場
に
対
し
て
は
、
手

形
が
用
ひ
ら
れ
、
そ
の
運
転
の
為
に
は
大
ぎ
な
身
受
が
必
要
で
あ
る
が
、

外
国
市
場
に
対
し
て
は
、
資
金
の
回
収
が
早
い
為
、
小
盗
本
は
こ
れ
を
目

指
し
て
集
中
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ま
た
、
神
戸
が
、
朝
鮮
ブ
ー
ム
の
悪

影
響
を
少
な
く
し
え
た
一
つ
の
原
因
で
あ
る
。

　
〃
藤
井
”
　
附
言
と
し
て
、
貿
手
利
用
が
減
少
し
、
借
入
金
が
増
大
し

た
。　

〃
中
井
”
　
現
在
、
貿
手
は
、
よ
ほ
ど
信
用
あ
る
会
社
で
攣
も
な
け
れ

ば
銀
行
が
割
り
引
か
な
い
。
そ
れ
の
回
収
は
見
込
薄
で
あ
る
か
ら
だ
。

　
〃
藤
井
”
　
問
屋
育
成
に
つ
い
て
の
意
見
は
。

　
“
中
井
”
製
晶
を
選
別
し
て
問
屋
を
育
成
す
る
こ
と
。
そ
れ
に
、
外
商

の
誘
引
策
を
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
　
（
片
野
記
）

第
十
八
回
（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
五
日
）

綿
業
會
談
の
印
象

東
洋
紡
績
株
式
会
杜
経
済
研
究
所
員

木
　
川
　
敏

一
氏

　
今
年
度
最
後
の
貿
易
研
究
会
は
、
神
戸
大
学
柴
田
教
授
の
今
年
度
研
究

会
を
回
顧
し
て
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
東
洋
紡
研
究
所
木
川
氏
の

綿
業
会
談
の
印
象
に
つ
い
て
の
報
告
に
移
っ
た
。

　
木
川
氏
の
報
告
の
主
題
は
、
英
国
の
発
表
し
た
綿
製
品
輸
出
可
能
額
十

三
億
五
千
万
と
い
う
数
字
に
焦
点
を
持
っ
て
い
る
。

　
こ
の
数
字
に
対
す
る
木
川
氏
の
解
釈
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

　
一
、
こ
れ
が
提
出
せ
ら
れ
た
原
因
は
、
主
と
し
て
、
そ
の
後
間
も
な
く

開
催
せ
ら
れ
た
英
連
邦
首
相
会
議
を
目
前
に
ひ
か
え
て
の
英
国
綿
業
界
の

政
府
に
対
す
る
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
で
あ
る
と
の
感
じ
が
強
く
受
け
と
れ
る
。

　
二
、
と
こ
ろ
で
、
こ
の
十
三
億
五
千
万
と
い
う
数
字
が
算
定
せ
ら
れ
た

基
礎
に
関
し
て
は
深
い
謎
に
包
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
英
国

綿
業
界
の
現
状
に
お
い
て
は
、
実
現
不
可
能
な
数
字
で
あ
る
こ
と
は
確
か

で
あ
る
。

　
三
、
こ
れ
に
対
し
、
英
国
綿
業
界
の
労
働
組
合
は
等
し
く
反
対
の
意
志

表
示
を
し
て
い
る
そ
れ
は
（
イ
）
こ
の
数
字
を
達
成
す
る
為
に
は
新
ら
し

く
六
万
人
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
が
、
現
在
の
英
国
に
お
い
て
は
、
こ

の
不
足
を
補
う
だ
け
の
労
働
力
の
部
分
が
な
い
事
。
及
び
（
p
）
こ
の
十

三
億
五
千
万
の
製
品
は
、
主
と
し
て
植
民
地
の
低
物
価
市
場
に
向
け
て
輸

出
さ
れ
る
為
、
そ
の
差
額
を
埋
め
合
は
せ
る
為
に
は
当
然
労
働
条
件
の
悪

化
が
生
ず
る
こ
と
＼
な
る
…
…
と
い
う
理
由
に
基
い
て
い
る
。
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四
、
こ
れ
ら
の
事
情
に
加
え
て
、
英
国
に
お
け
る
紡
績
工
場
の
設
備
の

老
朽
化
に
因
る
設
備
の
モ
ダ
ニ
ぜ
ー
シ
ョ
ン
及
び
ラ
シ
ョ
ナ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
等
々
の
必
要
性
…
…
を
荒
淫
す
れ
ば
、
英
国
の
現
状
に
お
け
る
十
三
億

万
千
万
と
い
う
数
字
そ
れ
自
体
が
達
成
不
能
な
も
の
で
あ
る
と
奪
え
ら
れ

る
。　

こ
れ
ら
の
論
点
を
経
験
に
基
く
豊
富
な
傍
証
で
説
明
し
た
上
、
木
川
氏

は
、
英
国
の
対
日
感
情
が
、
こ
の
綿
業
会
談
を
一
つ
の
契
機
と
し
て
好
転

し
た
と
語
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
片
野
記
）

二
、
金
融
研
究
會

　
本
研
究
会
は
金
融
問
題
を
理
論
と
実
際
の
両
方
面
か
ら
研
究
す
る
目
的

を
も
つ
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
会
員
は
神
戸
大
学
教
官
を
中

心
と
し
た
学
界
側
と
京
阪
神
地
方
に
本
店
を
有
す
る
銀
行
調
査
部
関
係
の

人
々
を
集
め
た
業
界
側
と
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。

　
昭
和
二
＋
二
年
四
月
以
来
毎
月
定
例
研
究
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
昭

和
二
十
七
年
以
降
の
研
究
報
告
題
目
お
よ
び
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
四
十
五
回
（
昭
和
二
＋
七
年
三
月
＋
日
）

オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
問
題
の
槍
討
と
封
策

神
戸
大
学
教
授

田
　
　
中
　
　
金
　
　
司
氏

　
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
p
ー
ン
は
市
中
銀
行
の
全
運
用
資
産
が
預
金
（
債
券
並

び
に
日
銀
以
外
か
ら
の
借
入
額
を
含
め
た
広
い
意
味
）
と
自
己
資
本
と
の

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

合
計
額
を
超
過
し
た
場
合
と
定
義
さ
れ
る
Q
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
が
問

題
と
な
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
（
一
）
銀
行
経
営
上
、
不
健
全
で
（
二
）
市
・

中
銀
行
の
超
過
貸
出
中
に
は
短
期
を
装
い
乍
ら
長
期
性
の
も
の
が
あ
り
、

（
三
）
市
中
銀
行
の
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
は
中
央
銀
行
の
自
由
、
活
濃

な
活
動
を
妨
げ
（
四
）
そ
れ
は
叉
、
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
一
要
因
と
な

っ
て
お
り
（
五
）
そ
れ
が
極
限
に
達
し
、
市
中
銀
行
の
金
詰
り
が
深
刻
化

し
、
こ
の
緩
和
が
意
図
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
に

は
量
的
な
も
の
と
、
質
的
な
も
の
と
が
あ
る
が
、
現
在
、
特
に
問
題
と
さ

れ
、
是
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
後
者
で
あ
る
。

　
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
の
根
本
的
原
因
は
（
一
）
戦
後
の
経
済
再
建
に

巨
額
の
資
本
需
要
が
あ
る
の
に
民
間
資
本
蓄
積
の
貧
困
な
こ
と
、
（
二
）
長

期
設
備
資
金
調
達
機
構
の
発
達
不
十
分
な
こ
と
、
（
三
）
国
庫
資
金
の
揚
超

に
求
め
ら
れ
る
が
直
接
的
原
因
は
、
そ
の
時
期
に
よ
り
異
り
、
二
十
四
年

度
は
国
庫
収
支
の
受
取
超
過
、
二
十
五
年
度
は
外
国
貿
易
関
係
、
二
十
六

年
度
は
国
庫
収
支
の
受
取
超
過
及
び
滞
貨
の
累
積
、
値
下
り
に
よ
る
損
失

等
が
主
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
の
対
策
と
し
て
は
（
一
）
石
橋
氏
の
公
債
発
行

策
が
あ
る
が
、
之
は
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
が
単
に
形
式
上
、
解
消
す
る

だ
け
で
実
質
的
に
は
解
消
せ
ぬ
結
果
、
銀
行
の
安
易
な
貸
出
や
金
融
緩

和
、
延
い
て
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
懸
念
さ
れ
、
（
二
）
木
内
案
は
石
橋

案
の
公
債
発
行
を
日
銀
の
特
融
に
代
え
た
だ
け
で
、
何
等
市
中
銀
行
の
自

立
回
復
に
な
ら
ず
、
（
三
）
公
債
発
行
を
減
税
と
結
び
つ
け
る
紅
林
案
は
解

決
の
焦
点
を
民
間
資
本
蓄
積
に
お
く
が
、
之
は
減
税
に
よ
る
貯
蓄
増
大
に

過
大
の
期
待
を
か
け
て
お
り
、
（
四
）
池
田
蔵
相
の
投
資
銀
行
（
長
期
信
用

銀
行
）
案
は
、
そ
の
発
行
株
式
や
債
券
が
公
開
市
場
操
作
の
対
策
と
な
る

時
、
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
は
無
理
の
な
い
方
法
と
程
度
で
解
消
す
る
と

思
わ
れ
る
。
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事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

　
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
は
奇
道
を
踏
ん
で
迄
、
　
一
挙
に
解
決
の
要
は
な

く
、
前
述
の
資
本
蓄
積
や
長
期
金
融
機
構
の
整
備
、
財
政
と
金
融
の
調

整
、
外
為
会
計
の
収
支
改
善
等
の
対
策
と
共
に
、
過
剰
投
資
や
過
度
の
見

越
輸
入
に
よ
り
、
そ
の
程
度
が
激
化
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
叉
産

業
構
造
を
歪
曲
せ
ず
経
済
自
立
に
貢
献
す
る
よ
う
な
、
あ
る
程
度
の
オ
ー

ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
が
容
認
さ
れ
る
た
め
に
も
産
業
、
貿
易
政
策
の
一
層
の

確
立
が
望
ま
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
田
記
）

第
四
十
六
回
（
昭
和
二
＋
七
年
四
月
二
十
五
日
）

ソ
ヴ
ェ
ト
経
濟
に
お
け
る
銀
行
の
役
割

神
戸
大
学
講
師

則
　
武
　
保
　
夫
氏

　
資
本
制
経
済
に
お
け
る
銀
行
を
甘
え
る
場
合
に
も
、
単
に
個
別
的
な
経

済
主
体
と
し
て
、
そ
れ
を
把
握
す
る
だ
け
で
は
不
充
分
で
あ
っ
て
、
国
民

経
済
の
循
環
と
発
展
の
中
で
の
銀
行
が
果
す
役
割
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
分

析
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
、
ソ
ヴ
ェ
ト
経
済
は
、
一
国
全
体

が
一
つ
の
社
会
主
義
計
画
経
済
と
し
て
営
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
全
体
と
し
て
の
経
済
か
ら
切
り
は
な
し
て
、
銀
行
を
考
え
る
こ
と
は

ほ
と
ん
で
無
意
味
で
あ
ろ
う
。

　
資
本
制
経
済
で
は
消
費
と
投
資
は
個
人
の
行
動
に
委
ね
ら
れ
て
い
る

が
、
社
会
主
義
経
済
で
は
、
投
資
は
国
家
予
算
の
集
中
投
資
と
企
業
の
自

個
留
保
金
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
集
中
投
資
の
財
源
は
国
営
企
業
か
ら
納

入
さ
れ
る
取
引
税
お
よ
び
収
益
控
除
金
で
あ
る
。
取
引
税
は
生
産
物
の
引

渡
価
絡
に
対
し
固
定
比
率
で
決
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、

生
産
が
計
画
，
璽
だ
け
行
わ
れ
て
い
る
か
否
か
を
知
る
こ
と
が
で
ぎ
る
。
引

渡
価
格
と
取
引
税
と
は
国
家
に
よ
り
定
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
そ
の
企
業
の

収
益
性
、
生
産
原
価
引
下
げ
、
管
理
者
及
び
労
務
者
の
創
意
工
夫
は
、
利

潤
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
そ
れ
は
収
益
控
除
納
入
額
を
み
る
こ
と
に
よ
っ
て

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
二
つ
の
量
と
質
の
点
か
ら
、
資
金
当

局
は
企
業
を
監
督
、
指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
固
定
資
本
の
補
墳
費
は
大
修
繕
費
と
し
て
、
国
立
銀
行
に
あ
づ
け
ら

れ
、
拡
大
再
生
産
費
は
基
本
建
設
投
資
と
し
て
工
業
銀
行
に
あ
づ
け
ら
れ

る
か
ら
、
こ
の
両
面
か
ら
銀
行
は
企
業
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。

　
そ
れ
の
み
で
な
く
、
短
期
信
用
は
専
ら
工
業
銀
行
が
あ
た
り
、
長
期
投

資
は
専
ら
工
業
銀
行
そ
の
他
が
あ
た
り
、
企
業
は
必
ず
国
立
銀
行
に
口
座

を
も
ち
、
遊
休
流
動
資
金
を
こ
れ
に
預
け
、
他
企
業
と
の
決
済
は
こ
の
勘

定
を
通
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
生
産
と
流
通
は
完
全
に
銀
行
に
よ
っ
て
監

督
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
ソ
ヴ
ェ
ト
に
お
け
る
銀
行
の
役
割
は
社
会
主
義
経
済
の
計

画
を
遂
行
せ
し
め
る
と
い
う
見
地
か
ら
経
済
を
干
渉
し
監
督
す
る
と
い
う

役
割
を
果
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
銀
行
は
、
生
産
、
財
務
を
統
制
す

る
全
国
的
簿
記
局
計
算
局
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
田
記
）

第
四
十
七
回
（
昭
和
二
十
七
年
六
月
十
三
日
置

各
國
中
央
銀
行
の
杜
乳
化
に
つ
い
て

神
戸
大
学
教
授

矢
　
尾
　
　
次
　
郎
氏

　
抑
々
、
中
央
銀
行
は
最
終
貸
出
、
通
貨
発
行
、
金
準
備
保
管
、
国
内
金

融
洞
々
、
外
国
為
替
の
集
中
及
び
決
済
、
国
家
の
出
納
を
す
る
金
庫
と
い
・
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う
よ
う
な
機
能
を
す
る
機
関
で
あ
り
、
他
の
一
般
金
融
機
関
に
比
し
公
共

的
性
格
が
最
も
強
い
の
で
国
家
又
は
政
治
の
民
主
化
の
進
行
と
並
行
し
て

そ
の
社
会
化
が
必
要
と
な
る
。

　
p
シ
や
革
命
後
の
ソ
連
の
場
合
は
別
と
し
、
第
二
次
大
戦
後
は
英
、

仏
、
和
蘭
、
ユ
ー
ゴ
、
波
蘭
、
チ
ェ
ッ
コ
、
ル
ー
マ
ニ
ア
等
で
国
有
化
が

行
な
わ
れ
て
い
る
の
は
前
述
の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
英
国
で
は
労
働
党
内
閣
が
一
九
四
六
年
、
「
英
蘭
銀
行
法
」
に
よ

り
国
有
化
を
断
行
し
た
。
之
に
よ
り
英
蘭
銀
行
は
理
事
会
が
経
営
事
務
を

取
扱
い
、
特
殊
法
入
と
し
て
金
融
市
場
へ
の
指
導
権
限
を
も
つ
事
に
な
っ

た
。
株
主
に
は
株
式
一
〇
〇
ポ
ン
ド
に
つ
ぎ
四
〇
〇
ボ
ン
ド
の
三
％
利
附

公
債
を
交
附
し
た
。

　
（
二
）
　
フ
ラ
ン
ス
で
は
一
九
四
五
年
、
「
フ
ラ
ン
ス
銀
行
、
銀
行
及
信
用

組
織
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
銀
行
は
国
有
化
さ
れ
た
が
業
務

は
従
前
通
り
で
あ
っ
た
。
株
主
は
そ
の
所
有
株
式
を
国
家
へ
引
渡
し
三
％

利
附
流
通
記
名
証
券
を
交
付
さ
れ
た
。

　
（
三
）
　
ソ
連
で
は
一
九
一
七
年
十
二
月
の
銀
行
国
有
令
に
よ
り
、
漸
次

銀
行
は
国
有
化
さ
れ
翌
年
十
二
月
に
ソ
ゼ
ェ
ト
共
和
国
人
民
銀
行
が
唯
一

の
銀
行
と
な
っ
た
が
、
矛
ッ
ブ
（
新
経
済
政
策
）
後
は
一
九
二
一
年
に
ゴ
ス

バ
ン
ク
が
国
庫
出
車
で
モ
ス
コ
ー
に
開
設
さ
れ
た
。
之
は
財
務
入
民
委
員

会
に
直
属
し
経
営
は
委
員
会
の
任
命
に
よ
る
理
事
会
が
担
当
し
て
い
る
。

　
（
四
）
　
日
本
で
は
日
銀
が
政
府
の
従
属
機
関
た
る
性
格
を
も
つ
て
い
た

（
経
営
母
体
へ
の
政
府
任
命
権
、
発
券
制
度
の
政
府
決
定
権
）
が
終
戦
直

後
の
経
済
民
主
化
指
令
に
よ
リ
ア
メ
リ
カ
の
中
央
銀
行
制
度
に
於
け
る
連

邦
準
備
制
度
理
事
会
の
制
度
を
と
り
入
れ
た
政
策
最
高
意
思
決
定
機
関
と

し
て
の
日
銀
政
策
委
員
会
が
設
置
さ
れ
た
。

　
（
五
）
　
米
国
で
は
中
央
銀
行
と
し
て
の
連
邦
準
備
制
度
は
一
九
一
九
年

の
「
連
邦
準
備
法
」
に
よ
っ
て
出
来
、
十
二
の
連
邦
準
備
銀
行
が
ワ
シ
ン

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

ト
ン
の
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
に
よ
り
運
営
さ
れ
、
準
備
金
の
保
有
、
公

開
市
場
操
作
、
手
形
交
換
、
政
府
の
財
務
機
関
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
田
記
）

第
四
十
八
回
（
昭
和
二
十
七
年
十
月
十
八
日
）

資
本
蓄
積
に
つ
い
て

神
戸
大
学
教
授

田
　
　
中
　
　
金
　
　
司
氏

　
資
本
蓄
積
対
策
の
要
諦
は
、
貨
幣
貯
蓄
の
形
成
と
、
そ
の
実
質
資
本
へ

の
転
化
を
有
機
的
関
連
に
お
い
て
促
進
す
る
に
あ
る
。
貨
幣
貯
蓄
は

（一

j
個
人
貯
蓄
　
（
二
）
法
人
貯
蓄
　
（
三
）
財
政
貯
蓄
に
大
別
で
き
る

が
、
資
本
蓄
積
対
策
は
こ
れ
ら
各
種
貯
蓄
の
形
成
を
、
如
何
に
し
て
促
進

し
、
こ
れ
を
如
何
に
し
て
実
質
資
本
に
転
化
せ
し
め
る
か
の
両
面
を
体
系

的
に
配
慮
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ら
貯
蓄
形
態
の
す
べ
て

に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
は
時
聞
の
関
係
上
、
困
難
で
あ
る
か
ら
、
今
回
は

法
人
貯
蓄
を
と
り
上
げ
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
そ
こ
で
社
内
留
保
の
促
進
と
こ
れ
が
実
質
資
本
へ
の
転
化
と
を
有
機
的

に
結
合
す
る
点
に
つ
い
て
、
興
味
深
い
の
は
、
一
九
三
八
年
に
制
定
さ
れ

一
九
四
七
年
に
改
正
さ
れ
た
ス
エ
ー
デ
ン
の
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る

と
会
社
等
が
課
税
所
得
の
二
〇
％
（
景
気
の
特
に
よ
い
年
に
は
三
五
％
）

を
限
慶
と
し
、
こ
れ
を
特
定
の
投
資
資
金
と
し
て
社
内
に
留
保
す
る
と
き

は
非
課
税
と
し
、
後
に
至
り
適
当
な
時
期
に
政
府
の
認
可
を
得
て
（
ま
た

そ
の
命
令
に
よ
り
）
投
資
す
る
。
但
し
投
資
さ
れ
た
設
備
に
対
し
て
は
減

価
償
却
を
損
金
と
し
て
認
め
な
い
。
し
か
し
て
も
し
上
述
の
投
資
資
金
が

一
定
期
間
内
に
適
正
な
方
法
に
よ
り
投
資
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
積
立
金
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事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

設
定
の
時
よ
り
そ
の
時
ま
で
の
利
息
を
附
し
て
遡
及
課
税
さ
れ
る
。

　
ス
エ
ー
デ
ン
の
制
度
と
対
蹄
を
な
す
も
の
は
一
九
五
一
年
西
独
に
お
い

て
制
定
さ
れ
た
「
投
資
助
成
法
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
一
般
企
業

は
一
九
五
〇
及
び
五
一
両
年
の
利
益
に
応
じ
算
出
さ
れ
た
基
準
に
従
い
、

一
定
金
額
（
総
額
十
億
マ
ル
ク
）
を
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
の
工
業
信
用
銀

行
内
に
設
け
ら
れ
た
投
資
助
成
特
別
基
金
に
払
込
む
こ
と
を
要
し
、
こ
の

基
金
は
特
に
任
命
さ
れ
た
委
員
会
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
、
委
員
会
は
各
基

礎
産
業
か
ら
申
請
を
受
け
、
経
済
大
臣
が
定
め
た
割
当
率
の
範
囲
内
で
申

請
企
業
に
対
し
て
金
額
を
割
当
て
る
。
割
当
を
受
け
た
企
業
は
こ
れ
に
相

当
す
る
株
式
ま
た
は
社
債
を
発
行
し
こ
れ
を
基
金
に
提
供
し
、
醸
出
を
行

っ
た
企
業
は
こ
れ
ら
証
券
を
引
受
け
る
。
証
券
を
引
受
け
た
一
般
企
業
は

一
定
時
期
以
後
そ
の
醸
出
額
に
つ
き
価
額
減
額
ま
た
は
実
現
損
失
の
償
却

を
行
う
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
が
、
醸
出
額
全
額
を
課
税
所
得
か
ら
控
除
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
他
方
、
援
助
を
受
け
た
基
礎
産
業
は
大
幅
な

特
別
償
却
が
認
め
ら
れ
る
。

　
資
投
資
金
の
積
立
が
任
意
で
あ
り
、
且
つ
積
立
分
に
対
し
て
税
法
上
優

遇
の
特
典
が
与
え
ら
れ
る
点
で
は
ス
エ
ー
デ
ン
の
制
度
に
類
似
し
、
資
金

を
一
つ
の
特
別
な
勘
定
に
プ
ー
ル
し
て
こ
れ
を
重
点
的
に
投
資
せ
ん
と
す

る
点
に
お
い
て
は
西
独
の
制
度
に
近
い
も
の
と
し
て
、
わ
が
国
の
貯
蓄
国

債
案
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
社
内
留
保
に
対
す
る
優
遇
措
置
は
他
に
も
種
々
な
例
が
見
ら
れ
る
が
、

こ
こ
で
は
主
と
し
て
社
内
留
保
の
促
進
と
、
こ
れ
が
実
質
資
本
へ
の
転
化

と
の
結
合
を
ね
ら
っ
た
制
度
に
つ
い
て
老
察
し
た
の
で
あ
る
。

第
四
十
九
回
（
昭
和
二
十
七
年
十
二
月
二
十
日
）

金
融
の
現
状
と
問
題
黙

住
友
銀
行
調
査
課
長

加
　
　
藤
　
　
三
　
　
郎
氏

　
我
が
国
の
現
下
の
金
融
問
題
は
年
末
金
融
と
年
初
（
一
－
三
月
）
金
融

の
見
透
し
に
集
約
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
第
一
に
年
末
金
融
で
あ
る
が
、
そ
の
見
透
し
は
、
結
論
と
し
て
は
無
気

味
さ
を
は
ら
み
つ
鼠
も
平
穏
で
あ
る
。
（
一
万
下
説
）

　
年
末
資
金
需
要
は
内
外
の
有
効
需
要
減
退
の
た
め
取
引
面
か
ら
は
少

く
、
・
繰
延
決
済
資
金
需
要
（
銀
行
書
替
継
続
貸
付
）
。
一
般
商
社
の
赤
字
補

墳
資
金
、
三
ヶ
月
以
上
の
支
払
期
限
経
過
貸
付
、
滞
貨
融
資
（
鉄
鋼
、
炭

労
ス
ト
の
た
め
の
滞
貨
）
が
主
な
も
の
で
あ
る
が
砂
金
需
要
の
質
の
低
下

が
見
ら
れ
る
。

　
之
に
対
し
、
資
金
の
供
給
面
は
財
政
資
金
か
ら
供
米
代
金
、
公
共
事
業

費
、
公
務
員
年
末
手
当
支
払
に
よ
る
撒
布
超
過
が
あ
る
（
年
末
七
〇
〇
億

の
撒
超
と
指
定
預
金
の
預
託
超
過
五
〇
億
に
十
月
、
五
九
〇
億
、
十
一
月

三
〇
三
聖
、
を
加
え
計
、
一
六
四
八
億
）
尚
予
金
面
で
は
最
近
、
貯
蓄
性

向
の
向
上
が
見
ら
れ
全
国
銀
行
勘
定
上
の
預
金
（
十
月
迄
）
増
加
は
昨
年

の
三
割
を
超
し
て
い
る
外
、
十
－
十
二
月
越
供
米
代
金
支
払
の
進
捗
に
よ

り
農
林
中
金
へ
の
預
入
は
甚
し
い
。
こ
の
こ
と
は
コ
ー
ル
残
高
に
反
映
し

二
十
五
年
十
一
月
末
の
約
八
割
増
を
見
せ
て
い
る
。
本
年
は
都
市
よ
り
農

村
へ
資
金
が
流
入
し
て
い
る
の
が
特
長
で
、
こ
の
事
情
の
下
で
日
銀
券
は

ピ
ー
ク
、
六
二
〇
〇
億
、
年
越
し
五
六
〇
〇
億
と
予
想
さ
れ
る
。

　
産
業
界
よ
り
見
る
と
資
金
難
は
（
綿
紡
は
滞
貨
の
増
加
と
商
社
の
掛
金
、

不
回
収
、
鉄
鋼
は
値
下
げ
競
争
）
深
刻
で
、
特
に
中
小
企
業
へ
は
景
気
停
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滞
の
シ
ワ
寄
せ
が
甚
し
い
（
政
府
は
商
工
中
金
、
国
民
金
融
公
庫
よ
り
約

一
〇
〇
億
、
供
給
）
の
で
、
単
に
平
穏
と
い
え
ぬ
理
由
が
こ
こ
ら
に
存
在

す
る
。

　
次
に
、
年
初
の
見
透
し
は
恐
慌
へ
の
危
機
は
潤
え
ら
れ
る
が
爾
、
悲
観

的
で
は
な
い
。

　
明
年
の
景
気
の
見
透
し
は
米
国
の
軍
需
支
出
が
年
半
ば
で
ピ
ー
ク
と
な

り
、
以
後
世
界
貿
易
は
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
内
外
の
有
効
需
要
は
依

然
減
退
す
る
。
国
内
は
均
衡
財
政
の
緩
和
、
防
衛
生
産
の
推
進
で
一
部
に

好
転
は
見
ら
れ
て
も
、
貿
易
不
振
、
繊
維
不
況
の
持
続
、
政
局
不
安
、
労

働
攻
勢
で
前
途
暗
い
も
の
を
予
想
さ
せ
る
。

　
資
金
需
要
の
性
格
は
、
本
年
と
同
じ
く
、
救
済
資
金
（
赤
字
繊
維
、
織

社
融
資
）
と
納
税
資
金
需
要
が
増
加
し
、
供
給
面
は
財
政
資
金
の
緩
和
と

預
金
増
加
が
見
ら
れ
、
こ
の
面
か
ら
の
金
融
へ
の
圧
迫
は
小
で
あ
る
。
産

業
界
の
資
金
難
は
世
界
景
気
の
停
滞
、
国
内
産
業
構
造
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス

で
業
種
に
よ
り
差
は
あ
っ
て
も
依
然
続
く
結
果
、
産
業
再
編
…
成
（
基
礎
産

業
は
優
遇
）
が
促
進
さ
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
情
の
下
で
日
銀
券
は
三
月
末
約
四
九
五
〇
億
と
予
想
さ

れ
る
。
　
（
諸
統
計
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
田
記
）

第
五
十
回
　
（
昭
和
二
＋
八
年
一
月
二
＋
四
日
）

最
近
に
於
け
る
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・

改
善
の
勝
因

三
和
銀
行
調
査
部
長

　
　
　
板
　
倉

ロ
ー
ン

薫
　
　
一
下

昭
和
二
十
四
年
以
来
の
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
現
象
は
二
十
七
年
第
三

事
　
　
業
　
　
要
　
　
録

・
四
半
期
に
政
府
資
金
対
民
間
収
支
が
一
八
三
四
億
（
日
銀
券
増
加
一
一

三
四
億
）
の
撒
超
と
な
る
に
及
ん
で
著
し
く
改
善
さ
れ
た
。

　
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
p
ー
ン
は
資
金
放
出
た
る
全
国
銀
行
貸
出
増
加
に
、
そ

の
他
の
金
融
機
関
貿
出
増
加
（
政
府
関
係
機
関
を
含
ま
ず
、
全
国
銀
行
、

信
託
、
商
工
中
金
、
信
用
金
庫
、
相
互
銀
行
、
農
林
中
金
、
農
業
協
組
、

同
連
合
会
、
保
険
）
と
金
融
機
関
の
社
債
、
株
式
保
有
高
増
加
（
金
融
債

は
除
く
）
と
の
合
計
額
が
盗
金
吸
収
た
る
全
国
銀
行
預
金
増
加
（
政
府
関

係
預
金
及
び
金
融
機
関
預
金
の
増
減
を
含
ま
ず
）
に
そ
の
他
の
金
融
機
関

預
金
増
加
と
金
融
機
関
の
手
許
現
金
増
加
（
手
許
現
金
は
手
形
、
小
切

手
、
現
金
の
合
計
）
と
一
般
金
融
機
関
以
外
の
仮
政
府
、
対
日
銀
直
接
取

引
額
（
日
銀
及
び
政
府
と
閉
鎖
機
関
、
連
合
軍
、
外
国
銀
行
、
そ
の
他
一

般
民
間
と
の
金
融
取
引
差
額
）
と
金
融
機
関
の
増
資
損
益
金
及
び
代
理
店

預
金
増
加
額
の
合
計
額
を
比
較
し
て
資
金
放
出
の
大
の
時
に
生
ず
る
が
、

之
は
資
金
流
通
面
現
象
で
、
銀
行
の
立
場
か
ら
は
国
民
経
済
的
原
因
た
る

資
本
蓄
積
の
低
下
、
貯
蓄
性
向
の
減
退
等
は
間
接
的
に
し
か
老
え
ら
れ

ず
、
政
府
資
金
の
引
揚
超
過
が
よ
り
根
本
的
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。

　
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
と
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ボ
ロ
ー
イ
ン
グ
　
（
o
く
Φ
㍗

9
霞
。
類
冒
ゆ
q
）
は
夫
々
別
個
の
問
題
だ
と
老
え
、
又
イ
ン
フ
レ
・
ギ
ャ

ッ
プ
が
オ
ー
ヴ
ァ
ー
・
ロ
ー
ン
を
惹
起
す
る
と
の
一
部
の
論
に
も
賛
成
出

来
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最
近
の
所
謂
近
代
金
融
理
論
は
金
融
の
資
金
の
動
き
を
と
り
上
げ
る

が
、
そ
れ
は
（
一
）
現
金
通
貨
の
増
減
、
（
二
）
金
の
流
出
入
即
ち
、
国
際
．

収
支
面
の
動
き
（
外
為
特
別
会
計
）
、
（
三
）
政
府
資
金
の
撒
布
と
民
間
資

金
の
関
係
か
ら
動
く
の
で
あ
っ
て
、
預
金
の
増
減
を
貯
蓄
に
結
び
つ
け
る

の
は
貯
蓄
、
投
資
の
均
等
の
関
係
か
ら
導
か
れ
る
別
の
観
念
で
あ
る
。
貯

蓄
の
増
加
は
預
金
総
量
に
関
係
な
く
銀
行
経
営
上
は
大
し
た
問
題
で
は
な

い
。
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The　Position　of　Japan　in　the　Asian　Economy

Especially　in　Relation　to　the　Reparation　Problem

Kiyozo　Miyata

1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　Structural　Change　of　the　World　Economy

　　With　independence，　Japan　has　acquired　a　position　to　establish　her　economic

policy　of　her・own　choice．　But　in　order　to　establish　a　rational　economic　policy，　it

is　necessary　to　comprehend　the　essential　trend　of　Japanese　economy，　which　can

only　be　grasped　by　observing　a　long　period　movement　from　a　wider　and　higher

viewpoint．　Even　When　we　analyze　short　period　tendency　of　Japanese　economy

in　the　near　future，　we　must　comprehend　its　essential　trend　standing　as　its

background．

　　A　concrete　analysis　of　the　essential　trend　of　Japanese・　economy　necessitates　the

comprehension　of　the　present　stage　of　Japanese　capitalism’　in　its　process　of

historical　development　as　well　as　the　consideration　of　the　peculiar　position　in

which　Japanese　economy　is　placed　in　the　extensive　structure　of　the　world　econo－

my．　The　necessity　of　this　historical　and　international　consideration　has　never

been　so　keen　as　t（》day．　For，　through　World　War　II．，　the　stru（加re　of　the　world

economy　itself　has　fundamentally　changed，　and　in　particular．　the　position　which

Japanese　economy　occupied　in　the　world　eoonomy　has　changed　re皿arkably．　One

of　the　changes　of　the　world　situation　is　the　separation　of　the　two　opposing

worlds，　i．　e．　capitalist　and　socialist　countries．　Another　is　the　development　of　the

colonial　countries，　which　had　been　in　the　pre－capitalistic　stage　of　development

before　the　war，　are　now　ready　to　take　up　modern　industriaiization．　So　when

we　consider　international　trade　and　teParation　problem　between　Japan　and　the

South－East　Asian　countries，　we　must　clearly　grasp　peculiar　character　of　relationship

between　a　“midway”　industrialized　countryand　the　less　industrialized　countries．

In　this　connection　we　are　reminded　of　J．　M．　Keynes’　“　The　Economic　Consequences

of　the　Peace　”，　which　he　wrote　in　1919　just　after　the　Peace　Conference　in　Paris．　ln

this　book　he　gave　warning　to　the　victorious　powers　to　think　over　the　fundamention－

al　change　in　the　world　economy　through　World　War　1．，　i．　e．　the　end　of　laisse2－faire

capitalism；　and　that　if　they　take　no　notice　of　this　change　in　considering　the　pro－

blems　of　the　Peace　Treaty　and　Reparation　with　Germany，　they　will　have　to　ask

for　trouble’for　themselves．　Similarly，　when　we　consider　now’　the　pr6blems　of

the　tradet　’reaty　and　teparation　of　Japan，　we　must　pay　attention　to　the　fact　that

the　structure　of　the　world　economy　has　again　changed　through　World　War　・II．

一　1　一
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Japan　as　a　“Midway”　Capitalist　Country

　　An　effe（尤ive加eans　to　the　co】〔nprehension　of　the　historical　development　of　the

world　ecQnomy　and　the　position　of　Japan　in　that　economy，　is　to　approach　to　this

problem　from　the　side　of　industrial　development．　This　industrial　development　inclu－

des　both　the　quantitative　increase　of　producbion　and　the　advance　of　the　industrial

structure　to　a　higher　stage．

　　（1）　Growth　of　the　lndustry．

　　To　get　a　clear　view　of　Japan’s　position　in　the　development　of　the　world　econo－

my，　we　will　point　out　how　the　absolute　amount　of　production　of　the　Japanese

industry　as　well　as　the　relative　proportion　of　her　production　in　relation　to　those

of　other　countries　have　increased．

　　Table　1　shows，　for　the　periods　indicated，　the　amount　of　the　manufacturing

production　of　the　world　and　of　each　of　the　thirteen　principal　countries．　From　the

Table　1　we　can　see　that　the　industrial　growth　of　Japan　has　been　most　remarkable

among　all　these　countries．　Since　1891　up　to　1913，　Japan　ranked　first　in　the　rate

of　the　increase　of　production，　and　since　then　up　to　1938　ranked　second，　Soviet

RusSia　leading．

　　Table　・2　shows　how　the　relative　magnitude　of　manufacturing　production　of　the

eleven　coUntries　has　changed　during　these　sixty　years．　ln　1913　Japan　ranked

ninth　with　only　1．2％　of　the　world　produodon，　but　in　1936－38　she　rose　to　the

sixth　rank　with　3．5％．

　　（　2　）　Structural　Change　of　the　World　Economy．

　　To　clarify　Japan’s　position　in　the　world　economy　from　the　viewpoint　of　indu－

strial　structure“　it　is　necessary　to　explain　three　problems　in　the　historical　deve－

lopment　of　the　world　capitalism．　First，　in　what　period　did　each　country　begjn

its　modern　industrialization．　Secondly，　what　stage　of　historical　development　did

each　country　occupy　in　each　period？　Thirdly，　with　what　speed　did　each　country

effect　its　industrialization　and　rise　to　a　higher　stage　of　development？　The

third　problem　may　be　solved　easily　from　the　solutions　of　the　first　and　second

problems．

　　Now　of　the　first　problem：　Modern　Capitalism　came　into　existence　first　in

England　through．　her　industrial　revolution　in　about　1775．　’IEhe　development　of　the

world　capitalism　from　its　birth　to　1938　may　be　divided　into　four　periods．　ln　the

First　Period　（17　ZO－1820）　England，　Switzerland　and　America；　and　in　the　Second

Period　（1821＝1860）　Belgium，　France，　Germany，　Russia　and　Sweden　began　their

modern　’industrialization．　ln　the　Third　Period　（1861－1990）　．　Italy，　Netherlands，

Canada，．cenmark　and　Japan；in　the　fourth　period（1890－1938）several　cour血！ies

in　South　America，　lndia，　China，　Australia，　New　Zealand　started　their　industriali

一　2　一



Table　1．

Indices of　Manufacturing　Activity

　　　Base：　1913＝100

1

Period World U．S．　A．． Germany u．K． France Russia Italy

1871－75 22．4 14．8 20．5 49．0 ● ● ●

1876－80 24．5 17．1 22．0 50．．0 ● ● ●

1881－85 30．4 24．3 26．8 57．3 41．3 （18，8） 26．8

1886－90 36．8 32．0 33．5 61．3 44．0 23．8 36．5

1891－95 42．6 37．5 40．2 64．6 50．3 33．0 43．2

1896－1900 53．6 45．1 56．4 74．3 59．8 49．6 55．2

1901－05 67．0 65．5 68．8 77．3 63．8 61．4 67．0

1906－10 79．9 78．7 80．8 83．1 80．4 72．3 93．4

1911－13 94．3 91．6 97．4 93．1 96．8 94．1 99．7

1920 93．2 122．2 59．0 　　　　．X2．6 70．4 12．8 95．2

1921－25 103．2 129．3 77．7 76．4 95．3 41．1 124．7

1926－29 138．9 163．6 112．2 92．6 130．6 134．9 170．1

1930 136．9 148．0 101．6 91．3 139．9 235．5 164．0

1931－35 128．2 117．8 90．6 92．3 113．7 393．2 139．7

1936－38 185．0 166．6 138．3 121．5 118．2 774．3 186．3

Period Canada Belgium Jap㎝ 1ロdia Sweden FinIand 　New
yealand

　　　一@〇ther
モ盾浮獅狽窒奄?

1871－75 ● ● ● ● 11．1 ● ● ●

1876－80 ● ● ● ● 13．4 ● o ●

1881－85 （16．9） 37．3 ● ● 17．6 （15） ● ●

1886－90 （22．7） 42．4 ● ● 22．6 24．9 ● ●

1891－95 （28．3） 45．9 （15） ● 33．2 32．2 ● ●

1896－1900 （33．7） 57．8 （28） 53．5 57．8 51．0 ● ●

1901－05 46．3 63．9 （44） 68．9 70．0 57．8 （52．2） ●

1906－10 70．1 78．3 64．4 85．0 84．0 73．4． （74．6） ●

1911－13 92．7 98．2 93．1 97．1 94．6 92．8 （91．6） ●

1920 99．1 67．3 176．0 118．4 97．2 87．4 125．0 84．5

1921－25 103．9 86．6 203．3． 122．1 96．3 117．8 130．0 101．1

1926－29 147．4 130．6 289．8 146．6 134．3 187．8 154．7 132．8

1930 147．5 120．0 294．8 144．7 154．1 179．5 127．3 136．2

1931－35 122．8 101．0 365．8 174．8 161．0 196．4 148．2 126．9

1936－38 163．6 117．3 528．9 230．4 223．0 289．4 216．0 162．9

Source：　League　of　Nations．　lndusrtrialization　and

Note．　The　countries　are　arranged　in　the　order　of

　　　　　皿anufacturing　industry　in　1913．

Foreign　Trade．　1945．　p．　130．

the　relative　magnitude　of　their
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Table　2．

Percentage　Distribution　of　the　World’s，　Manufa，一rkuring　Production

Period U．S．　A． Germa且y u．K． France Russia Italy Caロada

1870 23．3 13．2 31．8 10．3 3．7 2．4 1．0

1881－1885 28．6 13．9 26．6 8．6 3．4 2．4 1．3

1896－1900 30．1 16．6 19．5 7．1 5．0 2．7 1．4

190〔ト1910 35．3 15．9 14．7 6．4 5．0 3．1 2．0

1913 35．8 15．7 14．0 6．4 5．5 2．7 2．3

1926－1929 42．2 11．6 9．4 6．6 4．3 3．3 2．4

1936－1鴨8 32．2 10．7 9．2 4．5 18．5 2．7 2．0

Period Belgium Sweden Finland Japan hdia

＼
　　
P1．0

P2．0

@ハ

　1870

P881－1885

P896－1900

P909－1910

@1913

P926－1929

P936－1938

2．9

Q．5

Q．2

Q．0

Q．1

P．9

P．3

0．4

O．6

P．1

P．1

P．O

kO

P．3

一
〇
．
1
0
．
3
0
．
3
0
．
3
0
．
4
0
．
5

！　　　0．6

@　　1．0

@　　1．2

@　　2．5

@　　3．5

1．1

P．2

P．1

P．2

P．4

　Other
countries

12．　3

12．　0

11．9

13．　2

12．　2

World

100

100

100

100

100

100

100

Source：　League　of　Nations；　lndustrialization．　p．　13．

＊　As　regards　the　rneaning　of　the　indu－

strial　structure　of　a　national　economy

and　its　structural　change　refer　to　the　ar－

ticle　；　“Principles　of　industrial　Structure

under　Controlled　Economy　”，　by　Kiyozo

Miyata，　in　“Kobe　University　Business

Review，　Annual　Report　n，　19523’　The

Research　institute　for　Economics　and

Business　Administration，　Kobe　Univer－

sity．　Resume　in　English．　p．　7－13．

1．　industrial　Structure．

　　（National　System　of　all　lndustrial

　　Branches）

　　　　　　　　　　　T

2．　lndustrial　Branch

　　（工ncluding　all　Enterprises　of　same　kind）

　　　　　　　　　　　irK

3．　Business　Enterprise
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zation．　Since　World　War　II．，　several　countries　in　South　America，　East　Europe

and　Asia　are　preparing　to　go　on　with　．　the’　process　of　modern　industrialization．

We　may　call　the　last　period　the　Fifth　Period．　By　this　analysis　we　can　clearly

comprehend　the　felative　position　of　Japan　in　the　historical　development　of　the

world　economy．　Those　countries　that　started　their　industrialjzabion　in　the　first

and　second　periods，　are　the　more　ad．vanced　capitalist．countries　and　those　started

in　the　fourth　period　and　those　now　beginning　to　start　after　the　war　as　the

fifth　period　countries　are　the　less　advanced　countries　in　relation　to　Japan．　ln

this　point　of　the　Starting　Period　in　modern　industrialization，　Japan　has　the　inter－

mediate　position　as　a　“Midway”　capi，tali・st　country　between　the　more　advanced

and　the　less　advanced’countries．

　　Next　probiem　to　enquire　is　：　At　what　stage　of　historical　development　of　modern

industrializtion　did　each　country　stand，　and　with　what　speed　did　each　country　rise

to　the　higher　stage　of　industrialization．　We　may　discriminate　three　stages　of

development．　At　the　lowest　stage　of　the　capitalist　development，　the　proportion

of　the　capital　goods　industry　to　consumers’　goods　industry　is　very　small；　and

wlth　the　advance　of　industrialization　．the　weight　of　the　capital　goods　industry

increases．　Here　we　classify　in　the　industrial　branches　of　consumers’　goods　those

of　foodstuffs，　textiles，　leathers　and　wooden　articles　；　and　in　the　，industrial　branches

of　capital　goods　we　may　include　those　of　metals，　machinery，　chemicals，　ships　and

vehicles．　Then　we　may　characterize　the　three　sitages　of　advancement　of　indust－

rialization．　At　the　first　stage　（the　lowest　stage），　the　ratio　of　the　capital　goods

industry　to　the．　consumers’　goods　industry　stand＄　at　17：83；　at　the　，second　stage

34：　66；and　at　the　third　stage，　50：50，　or　’the　latter　term　may　become　more

preponderant．

　　Keeping　in　mind　these　various　periods　of．　start　to　the　industrialization　and　the

stages　of　developinept，　we　may　now　turp　to’ ???@casg　in　Japan．　ln　Japan，　the　Meiji

Restoration　took　place　in　1868，　and　she　’started　the　industrialization　in　the　t　hird

period．　But　it　was　only　in　1890’s・　that　she．　began　her　modern　industrialization

substantially，　and　before　that　time．those　．countries　that　capita！ized　themse．lves　in

the　first　and　second　periods　had　already　begun　their　capitalization　・’ iaf．　．　the　first

column　of　Table　3．）　The　．　second　column　shows　that　in　the　earlier　period　6f

Japanese　industrialization　（1890・一1900）　all　of　those’　advanced　countries　had　advan－

ced　to　the　second　stage　in　their　industrialjzation．　Since　then　up　to　World　War　1．，

as　the　third　column　show’s，　all　advanced　countries　above　mentioned　rose　to　the

higher　stage　of　development，　and　on　the　other　s［ide，　the　countries　that　took　up

industrialization　in　the　fourth　period　followed　Japan　in　their　progress．　Lastly，

the　fourth　column　of　this　table　show’s　at　what　stage　of　deve・lopment　each　of　these

co叩tries　stoQd　in　the　period　from　World　War　I．，　to　the　world　crisis　in　193Q，

．t　5　ny．．，

　　　L’



Table　3・　Stages　of　lndustrialization　（Production）

U． x、詩　（・gl左1 U．S．　A．　　　　（1）

@　1．23　　　　　（1927）

（2）

Sweden　　　（1913） Switzerland　　（1）
0．98 0。97　　　　　　（1929）

0．78　　　　　　（1923）

o
Sweden　　　　　　　（2）

b⑩ 0．91　　　　　（1926）

邸
あ

Germany　　　（2）
0．90　　　　　　（1925）

で
執 Belgium　　　　　（2）
湿
↑

0．89　　　　　　（1929）　　　　　　」

U．S．　A
も

0．82．　　　　　　　　　　（1）

@　　　　　　　（1900）
U・K：・　　　　（1）
@　0．69　　　　　（1924）

France　　　　（2）
Germany　　　（2） 0．66　　　　　　（1921）
　　0。65　　　　　　（1907）Switzerland　　　（1） Canada　　　　　　　（3）

@　0。75　　　　　　（1927）

0．65　　　　　　（1911） 0。61．@　　　（1924）
U・S・A．　　　（1）

o
b
ゆ
邸
　
、
⇔
の
唱
口
0
9

0．66　　　（1890）0．56　　　　（1880）0．60　　　　　（1870）0。42　　　　　（1850）

Belgium　　　（2）
@　0．59　　　　　（1896）

rwitzerlalld　　（1）　　　0．48　　　　　（1895）Germany　　　（2）

U．K．　　　　（1）　　0．56　　　　　　（1907）　　0．61　　　　　　（1901）Canada　　　　　　（3）　　0．50　　　　　　（1901）Australia　　　（4）

Allstralia　　　　（4）
@　0．64　　　　　（1927）
@　0．60　　　　　　（1925）1｛ungary　　　　　　（4）

@　0．60　　　　　（1926）Denmark　　　（3）

@　0．55　　　　　　（1925）Netherland　　　（3）

@　0．50　　　　　　（1920）

o
ω

　　0．46　　　　　（1895）France　　　（2） 0．54　　　　　　（1914）

　　0。45　　　　　（1896）Denmark　　　（3） Japan　　　　　　　　　（3）

@　0．42　　　　　（1925）
　　0．38　　　　　（1897）Netherla夏d　　　（3）

Japan　　　　（3）
South　Africa　　　（4）
@　0．41　　　　　（1926）
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U．K．　　　　（1）
@　0．27　　　　　　（1871）
@　0，22　　　　　（1851）Switzeland　　　　（1）

@　0．25　　　　　　　（1882）

ferm脇y　　　（2）
@　〔034〕France　　　　（2）

@　022　　　　　　　（1861）
aelgium　　　　（2）　　0．19　　　　　　（1864）

Japan
@　O・21　　　（3）　　　　　　　　　　　（1900）

@　〔0．13〕　　　　　　（1901）

New　Zealand　（4）
@　0．30　　　　　　（1924）
@　0．21　　　　　（1916）India　　　　　（4）

@　0．24　　　　　　（1925）Chile　　　　　　　　　　（4）

@　020　　　　　　（1925）Brazil　　　　　　（4）

@　　0．16　　　　　　（1919）
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　　Source：　Walther　Hoffrnann；　Stadien　und　Typen　der　industrialisierung．　1931．　S．　178－183．

　　1．　Stages　of　rndustrialization　according　to　Statistic　of　Production．

　　　　（　）　according　to　Statistic　of　Employees．

　　　　　　　Capital　goods　indtistries
　　2．

　　　　　Consumers’　goods　industries

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．　33
　　　　First　Stage：　less　than
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　Second　stage　：　一9：’i｝S－33　．＞urgr・iig66

　　　　Third　stage　：　more　than　一9：’，Spe－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　3．　U．　K．　（1）＝United　Kingdom　（The　first　period’6f　the　industrialization）

…27（・87・）・㏄農盤亭。寒畢守盤藍ま昌、0」37・・…yea・・87L

　　By　this　Table　3　we　understahd　that　the．　countries　capitalized　in　the　first　and

second　periods　had・already　rose　to　the’・，　second．stage．of　・development，　when　the

Japanese　economy　started　for　modern　industrialization．　lt　follows　from　this　fact

that　Japan　started．as　a　backward．capitalist　cou1血：y　several　decades　later　than

such　advanced　capitalist　・countries　as　England，　America，　Germany　and　France　in

the　process　of　the　development　of　the　．world　．capitalism，　and　thereafter　Japan　still

remains　on　the　lower　stage　of　the　development　as　a　backward　country　in　the

structural　relationship　of・　the　world　economy．　Consequently，　one　of　the　most

fundamental　problems　in　the　seventy　years’　history　of　Japanese　economy　was

how　to　construct　Japanese　economy　in　relation　to　the　more　advanced　capitalist

countries．　Therefore，　those　．　who　tried　to　analyze　the　characteristic　features　of

Japanese　economy　have　chiefiy　inquired　the　peculialities　which　Japan　had　as　a

backward　capitali－st　economy．　They　emphasized　such　phases　as　the　greater　pro－

portion　of　agriculture　in　its　economic　structure，　s皿all　scale　of　enterprise，10w

ethciency　and　cheap　labor　and　so　forth．　And　the　aims　of　the．　Japanese　economic

policy　have　been　how　to　d．efend　herself・　against　tb－e　competition　of　more　highly

capitalized　countries，　or　how　to　foster　her　industry　to　enable　her　to　shgrten　the

lead．　A　similar　situabion　can　be　＄een　in　the　history　of　Germany，　which’　began

her　industrialization　in　the　second　p’　etiod，　several　decades　after　England．　From

the　viewpoint　of　the　economic　doctorines，　in　contrast　to　the　．classical　school　of

England，　Germany　created　the　so－called　“stage　theory　of　economic　development”

（“Wirtschaftsstufenlehre”）　of　the　historical　school　disclosing　the　characteristic

featUres　of　her　eoonomy　as　a　backward　capitalist　country．　And　this　Ger皿an

historical　schoo1　insisted　to　adopt　the　protectionist　policy　of　trade　to　foster　its

own　domestic　industry　as　a　backward　country．　The　German　economy　thereafter

developed　itself　in　many　fields　almost．up　to　the　same　level　of　the　advanced

English　economy，　and　this　was　one　of　the　causes，　we　may　say，　of　World　War　1．

（cf．　Table　1）　Similarly，　Japanese　economy　rapidly　expanded　through　World　War

1，．，．　apd　in　1930’s　approached　the　level　of　the　advanced　Englan，　d　ip　the　g　rowth　ot
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producbion　of　textile　industry　and　in　the　field　of　foreign　trade　of　this　textile

goods．　and　threatened　to　get　into　a　strong　competition．

　　Before　and　after　World　War　1．，　those　countries　industrialized　in　the　fourth

period　started　their　modern　industrializabion．　Furthermore　after　World　War　II．，

several　countries　in　South　and　South－East’Asia　and　in　South　America，　which

previously　remained　as　pre－capitalistic　countries，　are　ready　to　adopt　the　process

of　modern　industrialization．

　　Apropos，　in　point　of　the　stage　of　advancement　in　modern　industrialization　Japan

of　today　has　the　intermediate　position　．as’ @“miqway　capitalist　country．”　Thus　the

post－war　Japanese　economy　on　the　one　hand，　stands　on　the　position　of　a　“less－

advanced　capitalist　country　”　against　sdch　“　advanced　capitalist　countries　”　as　Eng－

land，　America，　Germany，・　France；　but，　on　the・other，　it　stands　on　the　position　of　a

“more　highly　industrialized　country　”　against　the　“backward　counuies　”　as　those

in　Asia　and　South　America．　Because　6f　such　structural　cange　of　the　world

economy，　we　have　now　to　analyze　the　caracteristics　of　the　Japanese　economy　in

the　capacity　of　the　“midway　position”　in　the　world　capitalist　development，　and

also　estabiish　our　economic　policy　aiming　to　play　the　intermediary　role　between

both　sides．

　　O’ur　foregoing　analysis　of　quantitative　growth　of　production　of　the　principal

countries　showed　that　Japan　occupied　the　first　or　second　rank．　（p．　2）　But　now

through　this　analysis　of　qualitative　advance　of　industrial　structure　to　a　higher

stage，　we　understand　that　the　speed　of　modern　industrialization　of　Japan　was　not

so　rapid　as　the　quantitative　increase　of　production．　Table　3　shows　that　before

World　War　II，　Japan　stood　at　the　bottom　of　the　second　stage　of　modern　industria－

lization．　This　was　due　to　the　fact　that　the　Japanese　industries　have　been　composed

of　medium　and　sma11　scale　manufacturings　or　handierafts．　and　furthermore　Japanese

economy　depended　largely　on　the　export　industry，　which　was　chiefiy　composed　of

textie　and　other　light　industry　products．　We　丘nd　a　si皿ilar　circumstances　in

England，　which　had　started　her　i皿dustrializa廿on　in　the　earliest　period　but　stood

sti11　at　a　relatively　lower　stage　of　development　of　industrial　structure　owing　to　the

simi1ar　reasons　as　Japan．

　　But　through　the　stru（加ral　dhange　of．the　Japanese　industry　dur血g　the　last　war，

the　proportion　of　meta1　products　machinery　and　chemicals　increased　relatively

to　those　of　textile　and　foodstuff　products．　On　the　other　hand，　through．　the　struc－

tural　change　of　the　world　economy　during　this　war，　the　proportion　of　Japanese

exports　of　metal　and　machinery　products　to　South　East　Asia　has　increased

relatively　to　those　of　textile　and　foodstuff　products．　Therefore　if　Japan　is　to

export　varions　kinds　of　capital　gcK）ds，　which　less　advanced　Asian　countries　need

for　their　development　and　industrialization，　the　Japanese　industry　itself　shall

ha，ve　tQ．　improve　in　its　industrial　structures　as　a　more　highly　indu＄trjalized　cQuntry，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　多一



3．

Japan　and　South　East　Asia

　　Before　the　war，　a11　th6　countries　of　South　East　Asia，　in　a　wider　sense，　could

”oe　counted　as　under－developed　countries．

　　South　East　Asia，　in　a　wider　sense　of　the　term，　includes　so－called　South　Asia

（lndia，　Pakistan，　Ceylon，　etc．）　and　South　East　Asia　in　a　narrower　sense，　Malaya，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Far　East　of　the　United　Nations

enu皿erates　various　charaCteristics　of　South　East　Asia　wbich　are　deemed　important

for　the　economic　development．“　Among　them，　the　following　are　impor’tant　in

panicular；　（1）　predominence　of　agriculture；・　（2）　low　produodvity　and　low　per

capita　income；　（3）　abundance　of　industrial　resogrces　（coal，　iron　ore，　oil，　and

other　exploitable　mineral　resources，　water　powers）　which　as　yet　remain　unex・

嘉謙。，チ鴛。，瓢塞，：器薮翌；th。l／）嵩翻e躍澱a翻。調

which　makes　it　impossible　to　utilize　fully　any　capital　equipments．　even　if　these

were　supplied　from　abroad．　From　this　repert，　we　may　understand　that　what　are

required　for　their　development　are　the　supply　of　capital．　funds，　capital　goods，

and　technical　help．

　　Furthermore，　in　this　report　gocxl　suggestiOns　are　given　as　to　the　Kind　of　capital

goods　and　technical　and　busines’s　guidance　that　Japan　can　siupply　to　them　in

trade　or　payment　in　her　reparation．

　　＊　United　Nations：　Economic　Survey　of　Asia　and　the　Far　East．　1950．　p．　159．

　　When　we　consider，　in　this　connection，　the　trade　relation　and　reparatiori　problem

between　Japan　and　South　East　Asia，　we　are　forced　to　notice　the　new　development

in　the　stru（加ral　situation　that　these　South　East　A瓢an　countries　are　now　about

to　develop　into　industrial　countries　leaving　off　their　backwardness　behind．　They

will　have　either　compete　with　the　Japanese　economy　as　one　of　the　advanced

capitalist　countries　against　them，　or　as　one　of　the　countries　that　have　an　useful

relational　contact　with　them．　A　certain　country，　for　instance，　as　a　result　of

having．．　it＄　owp　tex．．tile　industry　after　the　war，　has　come　to　import　the　spinning．

Thailand，　Burma，　lndonesia，　the　Philippines，　lndo－China，　These　countries，　exce－

pt　Thailand，　had　been　s’ubject　to　the　eolonial　restriction　of　the　West　European

capitalist　countries，　and　compelled　to．’remain　as　underdeveloped　countries．　But

after　the　war　their　political　status　has　been　fundamentary　altered；　they　have

been　emancipated　from　those　restrictions　and　gained　the　position・　to　forrnulate

their　economic　policies　of　their　own　free　choice．　Now　they　are　in　a　position

to　plan　the　industrial　structure　rationally　and　are　ready　to　start　with　their

exploitation　of　agricultural　and　natural　resourceq　and　furthermore　modern

industrialization．

　　The　Economic　Committee　for　Asia　and　the

　　　　　　　　　　　　　．
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and　weaving　machines　instead　of　the　textil．e　products　from　Japan．

comes　into　competition　as　far　as　the　textile　products　are　concerned，

other　hand，　she　is　enabled　to　have　a　comPlementary　relationship　as

metal　products　and　machines．　Besidesj　Japanese　economy　has　the

Thus　Japan

but　on　the

regards　the

pesibility　to

have　an　inter－complementary　contact　with　the　countries，　which　have　started　anew

agricultural　and　resources　exploitations，　in　the　way　to　＄upply　them　with　the

capital　goods　and　technics．　lp　retur．n，　Japan　rpay　acquire　foodstuffs　and　industrial

raw　materials　from　them．　Here　lies　one　of　．　tbe　reason　why　Japanese　economy

is　characterized　as　a　“midway　”　capi．talist・country．

　　Before　the　war　Japan　and　other　Asian　countries　were　in　the　complementary

relatiopship　between　the　industrial．　and　agricultural　gountries．　But　after　the　war

some　Asian　countries　have　began一　their　industrializ4tion，　and　a　result　of　this

change　their．　import　of　texti！e．　products　decreased　and　those　of　metal　products

and　machines　increased．　Therefore，　as　regards　textile　goods　these　Asian　countries

may　encounter　Japan　as　competitors，　but　as　regards　metal　products　and　machi－

nese　Japan　can　still　co－operate　with　these　new　manufactmring　countries　for　their

further　development．　Now　Japan　and　other　Asian　countries　will　be　in　a　new

complementary　relationship　between　the　more　advanced　industrial　country　and

the　less　advanced　industrial．countries．　But　in　order　to　adapt　itself　to　this　new

situation，　Japan　must　rise　to　a　much　higher　stage　of　industrial　development．

The　a（加al　change　in　the．trade　relation．between　Japan　and　South　East　Asia　can

be　seen　in　the　statistics　of　Table　4．　The　exports　of　machines　and　metalproducts

increased，．　while　those　of　foodstuff　and　textiles　decreased．

　　　　　　Tab夏e　4．

　　　　　　　　　　　　Japan’s　Exports　to　・the　SouthrEast　Asian　Countries．’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（as　Percentage　of　Total）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1934＊＊　1949　1950　1951

Total

Food’stuffs

Chemical　products

Textiles　’

Metal　＆　metal　products

Non－metal　mineral　products

Machinery

　Others

　　　　　＊）　，The　countries　are　as　follows：．Indo－China，　Thailand，　Malaya，　Singapore，　the

　　　　　　　　　Philippines，　British　Bomeo，　ildonesia，　Bur皿a，　India，　Pakistan　and　Cey1αn．

　　　　＊＊）　The　classification　of　goods　afte’r　the　War　is　not　exactly　the　same　as　before．

　　　　（Complied　by　the　Economic　Counsel　Board　of　Japan）．

　　　　（Shigeru　Fujii，　The　Foreign　Trade’　and　industrial　Structure　of　Post－War　Japan．

　　　　Economia　internazionales，　Vol．　V，　No．　3．）

In　general，　the　world　cotton　textile　trade　decreased　from　Z200　million　yardp
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before’the　wat　（1936－1938）　td　5，600　mitlion　yards　atter　the　war　（lgso＞．　The

primary　cause　of　this　decline　in　the　post－war　cotton　textile　trade　is　found　in　the

sharP　fall　in　the　imports　of　the　irnder－developed　countries，　Which’constitute　main

impor’t血arkets．　Furthermore，　this　fall　in　the　impoナts　is．．　dtle　partly　to　the　dedihe

in　the　consumption　in　the　agricultural　countries　and’ 垂≠窒狽撃凵@tO　the　new　industriali－

zation　of　these　Underdeveloped　countries．“　Corresponding　to　this　post－war　tendency

toward　self－su伍ciency　of　textile　and　other　light　ihdustry　goods　in　the　new　mahu・

facturing　countries　in　Asia，’　Japan　herself　must　try　to　reconstruct　her　economic

and　trade　structure　aiming　to　shift’from　the’textile　and　other　light　industry　to

the　heavy　industry．

　　＊　Causes　of　Decline　in　the　World’s　Cotton　Textile　Trade．　by　the　institute　for　Economic

　　Research　of　Toyo　Spinning　Co．，　Osaka，　Japan．　1952．

4．

　　　　　　　　　　　　　　　　Special．CharaCter　．of　Jap耳n｛1昌e］Reparations．

　　We　have　mentioned　above　that　Japanese　economy　af㌻er　the　war，　has　a　special

position　as　a．加idway　capitalis皿　in　the・new　structural　sitq［ation　of．the　world
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

㏄onomy．　This　special　sti加tion　of　Japanese　economy　apPears　most．vividly　in　regard

to　the　Japanes　Reparation　pr6blem・All　the　couptr．ies　to　which　Japan　has　to　Pay

the　reparation　are　the　backward　countries　in　South　East　Asia．　At　present　the　Phi・

1ippines，　Indonesia，　Burma，　Indo－China　are　mentionedボThe　J3panese　reparation，

therefore　different　．frQm　　all　the　precedents　in　r臼Paぼation・　has　thi＄　peculiar

character　that　the　payment　is皿ade　fro皿an　advanced　industrial　coulltry　to　less

industrialized　or　agricultUral　countries，　This．sp㏄ial　characteristic　feature　of

Japanese　reparation　becomes　more　prominent，　when．we　refiect　on　the．　history

of　the　peace　treaty　and　reparation　duriロg　the．last　one　hundred　years．　The　first

case　was　the　reparation　after．the　Fr耳nCo－Prussian　War　in　1871．　The　reparation

was　made　between　two　advanced　capitalist　countries，　which　stocd　already　on　the

same　level　of　industrial　development．・．The　seoond　was　the　reparation　afむer

World　War　I．，　which　was　paid．from　Germany．to　France，　England，　Belgiu皿，　Italy，

and　so　on．　In　this　case　also，　both　countries　to　pay　and　to．receive　the　reparation

stood　mostly　on　the　same　leVel　of　modern　industrialization　as　advanced　capitalist

countries．　It　followed　from　this　situation，　that　the　countries　to　receive　the　repara・

tion　had　their　own　demestic　industries，　which　were　competitive　with　the　reparation

com皿odities　from　Ger皿any．↑heref6列目，　the　reparatioh　paymellt．from　Germany

put　pressure　upon　the　domestic　ihdustries　of　the　claiming　countries．　Here，　we

can　see　why　it　caused　an　anomaly　that，　although　the　governments　of　the　clai．millg

countries　required　the　repafation　payment，　yet　the　competetive　industries　i耳those

countries　refused　to．a㏄ept　the　pay皿ent．　The　last　case　was　the　reparations

一　ll一



which　w6re癬anged　be七ween　the　U．§．　S．　R．　and　Finiand，　R・umania．　Buigaria

and　Hungary　after　World　War　IL　（Feb．　11，　1947）．　ln　this　．　case，　the　reparation

may　be　characterized　as　a　payment　made　from　backward　agricultural　countries

to　a　highly　industrialized　country．　This　charactertistic　feature　may　be　undertood，

when　we　see　that　Finland　paid　to　the　U．　S．　S．　R，　such　commodities　as　1umber，

pulp　and　celluloid　；　and　that　Roumania　paid．　oil　products，　corns，　cattle　and　1umber

as　the　reparation．

　　Quite　different　from　all　these　precedent　cases．，　Japanese　Reparation　has　the

special　feature　in　that　it　is　a　payment　from　an　advanced　capitalist　country　to

backward　countries．．　And　this　special　character　of　Japanese　reparations　will

condition　the　contents　and　mamer　of　the　reparation　payment．　Further皿or6，　it

will　decide　contemporary　as　well　as　in爾the－long・run　in伽ence　in　every　direction．

　　The　contents　of　Japanese　reparations，　therefore，　are　confined　to　payments　of

capital　goods　and　technical　assistance　which　the　receiving　countries　need　for　their

rehabilitation　of　the　war　damages　and　fQr　their　agricultural　and　industrial

developments．　First，　capital　goods　and　technical　assistance　for　tine　agricultural

cultivation；　secondly，　equipments　for　mining，　transportation　and　harbonr　facilities

and　for　natural　resources　explQitation；　thirdly，　equipments　for　power　generation

or　for　other　factories　for　the　modern　industrialization　and　guidance　in　the　field

of　technical　or　business　administration．

　　Aocording　to　the　Peace　Treaty　Japan　must　“assist　to　compensate　the　countries

receiving　reparation　for　the　cost　of　repairing　the　damage　done，　by　making　avai1－

able　the　servic・es　of　the　Japanese　people　in　production，　salvaging　and　other　work

for　the　Allied　Powers　in　question．”　（Japanese　Peace　Treaty，　Article　14　a）　As

a　principle，　the　reparations　in　cash　and　in　commodity　are　not　included　in　the

contents　of　the　reparation．　They　are　confined　to　the　reparations　in　services，

which　Japanese　peeple　will　make　in　production　and　other　work，　lf　the　receiving

countries　want　finished　products．　they　can　supply　raw　materials　and　have　them

manufactured　in　Japan．　Aocording　to　this　clause　Japan，　as　a　more　highly　indus－

trialized　country　with　a　more　advanced　industrial　structure，　can　supply　services

in　manufacturing　finished　goods，　in　providing　’necessary　equipments　of　factories，

transportation，　harbour．　motive　power　and　so　on，　as　well　as　in　offering　high　grade

technical　ski11　and　the　guidance　of　business　administration．

5．

International　lnfiuences　of　Japanese　Reparation

　　Having．　discussed　the　special　character　of　the　Japanese　reparation，　we　have

next　to　consider　its　influence　on　the　world　economy．

　　（　1　）　Complementary　relationship　with　the　countries　receiving　reparations．

　　The　aims　of　the　economic　planning　of　South　East　Asia　since　the　war　are　the
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rellabilitation　of　war　damage§，　agricultural　cultivation，　natural　resources　exploir

tation　and　modern　industrialization．　And　Japan，　as　a　midway　industrialized

coun㌻ry，　may　provide　nec6ssary　oontribution　for．the　realization　of　the㏄onomic

planning　of　these　less　advahced　countries．．This　is　equally　true　for　the　repara－

tions　from　Japan，　as　well　as　for　the．trade　between　both　countries．　The　reparation

in　services，　which　Japan　can．　provide　in　ihstalling　equipments　for　agricultural

cultivation，　natural　resource§exploitation，　in　modem　industrialization　and　in

technical　and　business　guidance，　will　not　gσ．into　the．competitiσn　for　the　time

being　with　any　industries　in　the　countries．　receiving　reparation，　because　these

reparation　in　services　are　to　be　supPlied　froni．．　a　highly　industrialized　country　to

backward　countries．　After　World　War．1．，．both　o6untries　to　pay　and　to　receive

the　reparations　stood　Gn　the　same　level　of　industrialization，　in　other　words　they

were　all　ho〃logeneoas　in　the　industrial．　structure．　The　reparation　paid　by

Germany，　therefore，　run　into　competition　against　the　industries　in　the　r㏄eiving

couhtries　and　ga▽e　a　cause　for．confiict．． O血the．other　hand，　the　levels　of　indu－

strialization　in　Japan　and　the　South　East　Asian　countries　are　so　different　that

they　are　based　on　the　complementary　t61ationship，　i．　e．　they　have　the　heterogeneous

industrial　structure，　and　s｛1dh　a　conflict　as　that　happened　in　German　reparation

payment　will　hardly　arise．　But　with．　the　progress　of　the　modem　industrialization

of　the　South　East　Asian　countries，　Japanese　economy　must　proceed　to　a　still

higher　structural　reotganiZation，　concentrating　its　effort　to　the　branches　of　the

capital　goods　industry．　And　this　means，　too，　th6　conversion　of　the　Japanese

industrial　structure　from　consumer，s　go6ds　industri6s　to　producer，s　goods　indu－

stries，　i．　e，　the　extensi（m　of　the．　scale．and　the　preponderance　of　the　proportion

of　meta1，　machine，　and　chemiOa1．　industries　against　textile　and　other．1ight

industries．

　　（2）The　competitive　relationship　with　the　third．．　oountries：In　the　case　of

Japanese．reparation，　however，　it　is　not　the　Countties．七〇r㏄eive　reparation　but

some　of　the　third　countries　that　are　obliged．to　come．to　oompetition　with　the

　　　　　　ロreparat10n　payment．

　　　　（a）If　ally　couhtry　receiving　rep包ration，　in．addition　to　the　normal　imports，

　　can　possibly　the丘nished　products　only　at　raw　material　cost　through　the　repa・

　　ration　in　services　of　Japanese　people，．the　imports　from　the　third　cαmtries

　　will　be　possibly　damaged．

　　　　（b）If　a　country　receiving　reparation　would　decide　to　sell　the　f血ished

　　products，　whidh　she　had　pr㏄ured　through　Japanese　reparations，　quite　cheaply

　　on　foreign　markets，　the　competitive（めuntries　would　su任er　a　blow　in　the　world

　　markets．

　　The　English“Economist，，（Oct．20，1950）gav6　a　grave　warning，　writing　on

the　above　two　points．‘‘Broadly，　under　article　14　a，　countries　receiving　reparations
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are　to　provide　Japan　with　raw　materials　to　be　processed　and　returned　tO　theni

free　of　cost．　This　will　not　only　affect　the　textile　industry，　but　in　theory　any

other　industry　with　which　Japan　is　equipped．　There　is　nothingt　however，　in　the

present　clauses　to　prevent　nations，　receiving　reparations　frQm　buying　raw　cot・ton

in　large　quantities　on　the　world　markets，　shipping　it　to　Japan　for　processing，

receiving　it　back　at　cost－of－raw－materiai　．price）’　and　selling　it　both　at　home　and　in

neighbouring　territories　at　prices　far　belpw　those　ruling　today．”

　　（　3　）　The　complementary　r，elatiQnship　with　the　inote　advanced　countries．

　　Having　chiefly　discussed　the　complementary　relabionship　between　Japan　as　an

advanced　capitalist　gountry　and　the　．．bqckward　countries，　we　have　next　to　analyze

the　complementary　relationship　that　／wi11　be　．　found　between　America，　England，

Germany　as　more　advqnced　・capitallst　countries　and　Japan　as　a　less　advanced

capitalist　country．　’　／　，
　　　（a）　The　economic　power　of　Japan　is　so　poor　that　she　has　no　means　to

　supply　the　enormous　amount　of　capital　enough　to．carry　out　the　agricultural

　cultivation，　the　resource　exploitation　and　．modern　industrialization．jn　South　East

　Asia．　Therefore，　it　will　be　necessary　to　ask．America．　and　England　for　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　the　皿idway

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　chain　from　the

America　to　the－midway　Japan’　and　to　the　backward　South　East　Asia．

　　（b）．If　Japan　is　going　to　be　an　exporting　country　of．　capital　goods

East　Asia，　it　becomes　necessary　for　her　to　accomplish　a　high

rationalization　in　the　heavy　and　chemical　industry　and　in・the

But，　in　order　to　accomplish　these　pnrposes，．it　is　also　．・　hecessary　for

import　modern　machines　of　the　highest　class　from　such　a

countries　as　America，　England　and　Germany．　ln　this　situation，

clearly　see　the　special　character　of　Japan　as　the　midway

between　the　far　advanced　capitalist　countries　and　the　backward

this　connection，　it　is　instructive　to　reflect　on　the

investment　of　capital　in　these　economic　undertakings．，　ln　this　sense，　it　is　exe－

pected　that　the　supply　of　capital　goods　and　technical，ski11　from　Japan　should

be　connected　with　the．　capital　supplied　by　“Point　Four　Program”　of　America，

and　by　the　“Columbo　Plan”　of　England．　As　a　matter　of　fact，　Japan－America

Economic　Co－operation　aims　to　make　Japan　take　part　in　the　cultivat：，on　of

under－developed　areas，　utilizing　American　fund．．　Here　we　can　understand　that

the　culitvation　of　backward　countries　is　to　be　carried　out　by　the　capital　of　the

adva　nced　America　and　through　the　intermedium　of　the　midway　Japanese

manufacturing　industries．　ln　short，　in　a　form　of　chain　from　the　advanced

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　to　South

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　development　and

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　basic　industry．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Japan　to

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　dvanced　capitalist

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　we　may　also

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　capitalist　country

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　countries．　ln

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　history　of　German　reparation

payment　after　World　War　1．　（paid　from　1924　accordjng　to　the　Dawes　Plan）“　which

was　made　possible　by　the　introdu（尤ion　of　foreign　monetary　funds　fro皿Alnerica，

France　and　so　on．　Similarly　it　is　instructive　to　note　that　at　that　time　those

foreign　funds　were　used　for　the　industrial　rationalization　in　the　way　to　reconst一
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・ruct　and　modernize　the　destroyed　German　industries　during　and　after　the　waf．

　　Thanks　to　the　above　mentioned　rationalization，　cost　was　lowered　in　German

　　industries　and　foreign　trade　was　promoted；　which　enabled　her　to　aocomplish

　　the　payment　of　her　reparation　within　the　period．　In　try血g　to　accomplish　the

　　payment　of　Japanese　reparation，　we　may　similarly　100k　for　a　higher　develop－

　　ment　of　Japanese　industry，　and　the　modernization　and　expansion　of　her　basic

　　industry　availing　the　American　and　Erigli・sh　funds　in　their　course　of　investment

　　for　South　East　cultivation．

　　In　short，　from　this　analysis，　we　can　understand　that　Japanese　reparation　problem

must　be　met　wjth　the　full　consideration，of　the　．new　relationship　or　position　in　whi－

ch　Japanese　economy・　is　placed　as　the・result　of　the　structural・change　of　the　world

econo皿y　during　and　after　the　War；i．　e．　the　special　character　of　the　the　midway

capitalist　country　against　both　the　backward　Asjan　countries　and　the　far　advanced

capitalist　countries．

6．

Japanese　and　Asian　Economy　in　the　near　future．

　　The　above　statement　is　the　essential　trend　of　Japanese　and　Asian　economy　as

derived　from　a　long　period　observation．　But　a　practicable　economic　policy　must

be　founded　on　the　basis　of　the　observation　of　the　short　period　tendency　in　the

near　future，　which　necessitates　the　consideration　of　various　concrete　conditions．

　　（1）Develop皿ent　of　Asian　Economy　in　the　near　future．

　　Since　World　War　II．　the　move皿ent　of　economic　self－support　has　come　to

be　advocated　in　many　countries．　Especially　most　countries　in．　South　East　Asia．．

which　had　been　compelled　to　remain　under－developed．　are　adopting　after　the

war　the　econo皿ic　planning　to　attaill　economic　self・snbsistence，　at　least　of　impo－

rtant　necessaries　of　life．　Thus　their　economic　planning　in　the　earlier　postwar

’years　placed　stress　on　the　modern　industrialization，　particularly　on　newdeve－

lopment　of　manufacture．　But　such　a　development　is　possible　only　when　its

necessary　prerequisites　are　realized，　which　are　lacking　in　these　countries　at　the

present　itme．

　　As　a　matter　of　fact，　the　earlier　economic　planning　as　regards’the　new　manu－

fac加［re　did　not　su㏄eed　and　has　recently　been　cprrected．1　A　reasonable　step

would　have　been　to　start　their　manufacturing　industrialization，　after　they　had

fulfilled　the　prerequisites．　For　the　near　future，　the　urgent　need　of　the　South　East

Asian　countries　lies　not　so　much　in　new　manufacture　on　a　large　scale　as　in　the

over－all　development　of　agriculture　and　electric　power　resources，　in　the　improve－

ment　and　extension　of　transportation　and　habour　facilities，　and　in　the　training　of

technicians　in　production　and　business　administration．　But　on　the　other　hand

they　can　begin　at　once　new　manufacture　on　a　medium　and　small　scale，　which　will
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produce　consumers’　goods　for　their　daily　life；for　instance　brewery，　paper　and

pulp，　cotton　weaving　and　textile　finishing　industries．　ln　these　two　directions　Japan

can　contribute　to　help　them　for　their　jndustrial　development．

　　（2）　Japanese　Economy　in　the　near　future．

　　It　is　true　that　Japanese　economy　has　a　long－period　trend　to　rise　to　a　higher

stage　of　industrial　as　well　as　export　structure，　shifting　from　the　light　industries

to　the　metal．皿achine　and　chemical　industries。　But　for　that　purpose　it　is　nece・

ssary　to　carry　out　the　improvement　and　modern　rationalization　of　the　basic

industries．

　　As　previous1y　mentioned，　the　production　of　Japanese　industry　had　increased

remarkablly　since　the　modern　industrializabion，　but　her　industrial　structure　had

not　advanced　su伍ciently　unti　the　first　World　War．（cf．　Table　5）During　that

war，　industrial’branches’of　chemicals，　machine　and　inetal　had　rapidly　increased

relatively　to　that　of　the　light　industry，　but　after　the　post－war　recession　in　1920

Table　5．

Ratio　of　consumers！　goods　lndustries　to

Foodproducts
Spining　＆　1　Lumbering＆1　Printing
　　　，　1　wooden　lpublisbing　and
weaying　i　products　1’　bookbitiding

Co口s口me「s，

goods（A）

1883－87 49．2 30．2 3．4 1．9 84．7

1888－92 39．9 39．4 2．8 1．5 83．6

1893－97 32．1 42．2 5．7 4．4 84．4

1898一一G2 32．2 45．2 2．7 1．1 81．2

1903－07 28．9 39．9 2．4 1．2 72．4

1908－12 25．9 42．8 2．8 1．9 73．4

1913－17 19．6 41．8 2．3 2．1 65．8

1918甲22 7．1 37．9 2．7 1．5 49．2

1923－27 16．9 44．1 2．8 2．4 66．2

1928一一32 15．4． 36．7 2．6 2．8 57．5

1933嗣37 10．5 28．3 2．3 2．4 43．5

1938 8．8 19．7 2．3 1．4 32．2

1939 9．1 19．0 2．9 1．4 32．4

1940 8．8 17．4 3．6 1．2 31．0

1941 7．9 15．4 3．7 1．2 28．2

1942 7．5 12．0 3．4 1．2 24．1

．　7　，　◎　，　・

1946 9．4 8．6 10．7 2．3 31．0

1947 10．0 11．0 11．4 2．3 34．7

1948 11．9 14．7 5．5 2．6 34．7

1949 15．2 20．0 4．3 3．2 42．7

1950 12．5 23．3 3．7 3．2 42．7
1

Sonrces　；
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inachine　industry　declined　again．　rt　was　only　after　the　conflict　in　Manchuria

（193i）　and　especially　during　the　second　World　War　that　Japanese　industrial

structure　changed　fundamentally　and　the　proportion　of　heavy　industry　increased

enormously．　Rabio　of　heavy　industry　branches　to　light　industry　branches　rose

from　O．57：　1　in　1928－32　to　2．84：　1　m　1942．

　　During　these　six　years　after　the　war，　we　have　tried　to　carry　out　the　rehabili－

tation　of　war　darnages，　and　the　level　of　production　is　already　higher　than　that

of　the　pre－war　period．　And　as　Table　5　shows，　Japanese　industrial　structure　of

to－day　has　returned　again　to　the　same　stage　of　advancement．　The　ratio　of

capita1　goods　industry　to　consumers’　goods　industry　in　1951　was　1．08　：　1，　while　that

in　1933－37　had　been　1．10：1．　Thus　the　ratio　of　the　capital　goods　branches　are

quite　large　at　the　present　time，　but　they　must　be　traced　in　their　origin　to　the

munition　industry，　which　had　been　abnormally　enlarged　during　the　war；　and

Capita1－goods　I皿dustries　in　Japa皿

．Metals Machiロery Chcmicals Caplml　goods
@　（B）
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18．　9
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12．　3

22．　2

17．2

14．1

16．　6

17．8

13．　9

14．　1

13．2

57．　8

42．　4

50．1

47．　4

46．　2

11．　2

22．　9
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9．9

11．1
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1．　86

1．　22

1．　45

1．12

1．　08

・Kojyo－Tokeihyo　（Census　of　Manufacture）　Department　of　Commerce　and　industry．　Kogyo－

Tokeihyo　（Census　of　Manufacture）　Department　of　lnternational　Trade　and　lndustry．
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some　of　theS’e”capitai　goods　industries　are　not　serviceable　for’the　purpose　of

rational　dqvelopment　of　Japanese　economy　in　future．　Moreover，　the　present

・equipments　’in　machine　and　metal　industries　are　too　old－fashioned．　・　For　instance，

in　the　cottop．　industry　60　per　cent　of　the　present　number　of　the　spindles　have

been　newly　equipped　since　the　wari　On　the　other　hand・70　per　cent　of　strip－mill

in　the　iron　and・steel　industry　were　equipped　3　decades　ago，　and　most　machines

in　the　machine　industry　were，equipped　rnore　than　a　decade　agQ．　As　a　result　of

this　situation　Japanese　textile　products．　are　cQ皿paratively　cheaper，　but　ma（沮ne

・and　metal　products　are　20－30　per　cenl　dearer　than　international　prices．

　　Therefore　the　urgent　need　of　Japanese　economy　in　the　，near　future　lies　in　the

．rationalization　of　the　basic　industries　such　as　electric　power，・　iron　and　steel，　coal

and　shipbuilding．　This　・rationalization　of　the　basic　industries　with　modern　equip－

ments　wi11　in　the　long　run　make　the　metal，　machine，　and　chemical　．　products

much　cheaper　；　and　it　will　induce　Japanese　industrial　structure　rise　to　the　higher

stage　of　development．　Futhermore，　it　will　strengthe．　n　t．he　competitive　power　of

capita1　goods　in　international　market，　and　make　Japanese　export　structure　shift

from　the　light　industry　to　the　heavy　industry．　This　is　the　final　result，　of　ratio－

nalization　of　the　Japanese　basis　indu　stry3　which　wi11　in　the　long　run　make

Japanese　and　ASian　econOmy　co－operate　in　new　complementary　relationship．

　　（3）　Three　Stages　of　Relatioriship　between　Japanese　and　Asian　Economy

　　Before　the　war　：　Japanese　economy　stood　on　the　medium　stage　of　development

in　industrial　as　well　as　trade　structure．　lts　main　production　and　export　were

products　of　textile　and　pther　light　industry．　The　South　East　Asian　countries

were　chiefiy　under－deve1QPed　agricu1加【ral　countries，　and　they　imported　textile　and

other　light　industry　goods　fro皿Japan　and　exported　foodstuffs　and　raw　materials。

Japan　and　South　East　Asia　were　in　old　complementary　relationship　of　low　grade

as　between　an　advanced　capitatist　country　and　under－developed　agricultural　coun－

tries．

　　In　the　future：　As　an　essenbial　trend，　Japan　will　become　a　highly　industrialized

country　with　an　industrial　as　well　as　trade　lstructure　of　higher　grade；　its　main

export　will　be　textile　products　of　high　grade　as　well　as　products　of　chemical　and

machine　industries．　On　the　other　hand　South　East　Asia　will　become　industrialized

economy　with　manufacturing　in　textile　and　light　industries．　The　Japan　will　contrib－

ute　to　help　them　to　accomplish　modern　industrialization，　which　will　elevate　their

producbive　powers一一＞income　standard一＞living　standard．　Thus　in　future　there　will

appear　between　Japan　and　South　East　Asia　a　new　complementary　relation，　which

is　of　higher．　grade　than　that　before　the　war．

　　At　present：　There　is　a　transient　tendency　for　the　near　future，　that　Japan　will

・have　at　firs’t・to　rationalize　its　basic　industries　as　a　preparation・’for　’a　further

developmerit　’6f　the　industrial　strUcture；　and　South　East　Asia　must　first　try
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to　plan　agricultural　development，　electric　power　dev・．“．lopment，　improvement　of

transport　and　harbour　facilities　and　so　on．　These　are　the　prerequjsites　for　new

皿anufa（加ring　industrialiZation　in　these　under－developed　countries．　In　this　con－

nection　too，　Japan　can　co－operate　with　the　South　East　Asian　oountries　for　their

balanced　and　all－round　development　of　the　industrial　structure．

We　have　marked　out　three　types　of　relationship　between　Japan　and　South　East

Asia．　We　are　advancing　from　the　old　complementary　relationship　before　the

war　to　the　new　relationship　of　higher　grade　in　the　future．　But　at　precent　Japan

is　striving　on　the　one　hand　to　develop　and　rationalize　her　own　basic　industries

and　to　rise　to　a　higher　stage　of　industrial　and　trade　structure；　and　on　the　other

hand　she　is　to　co－operate　with　East・　Asia　for　developing　their　basic　industries　as

the　preparation　for　the　new　manufac七u血g　industrialization。　If　we　wallt　to　for皿

ulate　a　practicable　economic　policy，　we　must　take　into　account　these　various

concrete　conditions　for　the　near　future，　keeping　in　mi・nd　also　the　underlying　and

essential　trend　for　the　distant　future　as　standing　in　the　background．

（The　author　adds　a　postscript　gratefully　acknowledging　that　this　investigation

was　carried　out　with　a　fund　provided

Investigation　of　Science．）

by　the　Mombusho　Appropriation　for　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　Economics

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　EconOmic　Policy，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　こノnivθrSZ●砂
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Aftermath　of　lnflation

研賀）s雇Sh吻’o

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　0n　April　28，　1951．　the　peace　treaty　became　effective　and　the　occupation　of　the

1．and　of　Japan　by　the　allied　forces　came　to　an　end．　The　annual　report　for　1952

0f　the　Economic　Stabilization　Board　divided　the　time　of　reconstruction　of　Japanese

economy　during　post－war　seven　years　as　follows：（1）Fro皿the　time　of　surrender

to　the　biginning　of　1947－period　of’chaos，　（2）　from　the　biginning　of　1947　to　the

end　of　1948－period　of　start　for　reconstruction，　（3）　from　the　beginning　of　1949

to　the　middle　of　1949－period　of　planning　of　economic　stabilizabion，　（4）　since　the

middle　of　1949－period　of　boom　caused　by　the　Korean　war　and　succeeding　time

of　coordination．　lt　is　a　long　history　of　a　kind　of　struggle　of　the　people　of　Japan，

and　really　a　good　record　of　an　experiment，　how　the　Japanese　inflation．　which

might　have　become　catastrophic，　was　successfully　brought　under　control　to　taper

off　gradually．　However，　the　present　article　does　not　intend　to　narrate　in・　detail

the　course　of・events　one　after　another，　during　these　periods，　but　tQ　reconsider　the

nature　of　inflation　and　to　study　the　approriate　monetary　policies　during　and　after

the　inflation．

　　The　infiation　which　had　been　developing　up　to　the　end　of　1948，　was　energetically

suppressed　by　the　so－called　Mr．　Dodge’s　plan　which　was　carried　into　effect　f．rom

the　1949　budgetary　year．　This　budgetary　reform　had　followed　closely　the　so－called

nine－point　economic　program　for　Japan，　drawn　up　by　G．　H．　Q．　SCAP，　towards

the　end　of　the　previous　year．　ln　accordance　with　that　plan，　a　true　balance　of　the

national　budget　was　achieved　for　the丘rst　ti皿e，　and　the　foreign　exchange　rate

was　first　established　in　a　single　form；　for　U．　S．　A．　＄1＝r一　￥　360，　applicable　for　all

import　and　export　trades．　Thus　the　impetus　to　the　tendency　of　rising　prices　was

subdued，　and　by　the　enforced　rationalization　’of　enterprises　and　the　increase　of

production，　the　prices　of　commodities　began　to　linger，　marking　the　highest　peak

at　about　200　times　compared　with　pre－war　1934－36　average　year　level．　But　sud－

denly　visited　by　the　unexpected　boom，　brought　about　by　the　Korean　war　that

started　on　June　25，　1949，　stock－piling　of　commodities　was　swept　away　from　the

market，　and　the　level　of　prices　was　renewed　up　to　about　360　times　of　the　pre－war

basis．　However，　the　boom　did　not　last　longer　than　about　a　year，　and　the　reaction

set　in　especially　on　export　trade．　Business　became　stagnant　again　just　as　before

the　Korean　war，　showing　signs　of　over－production　in　the　future；　and　the　industrial

people，　suffering’ ?窒盾香@the　lack　of　money，　raised　voice　more　than　ever　for　the

r．elaxation　of　the　rigid　policy　against　bank　credit　and　public　finance，
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　　We　see．　that　in　the　seven　years，　the　annual　amount　of　production　had　resumed

the　pre－war　level　and　at　the　end　of　1951，　th－e　average　index　number　of　production

was　about　40％”even　higher　than　that　for　1934－36．　Compared　with　the　level　of

producbion　in　1946，　that　for　1951　is　situated　4　times　higher　in　mineral　and　manu－

facturing　industries，　10　times　higher　in　foreign　export　trade，　and　2　times　h；gher

in　real　national　income．　This　shows　that　the　te．rnpo　of　recovery　was　rather　rapid

in　Japan　than　in　other　countries　similar　in　situation．　The　level　of　national　inco皿e

of　Japan，　however，　internationally　compared，　is　only　1120f　U．　S．　A，　20％e　of　England，

40％　even　of　West　Germany．　Moreover，　the　level　of　consumption　for　19．51　is　86％

and　has　not　resumed　the　pre－war　level．　lf　we　take　into　account　the　national

wealth　including　housing　and　public　utilities，　los’t　and　damaged　by　and　during　the

war，　and　also　take　into　account．　the　increasing　number　of　population，　the　complete

recovery　and　rehabilitabion　is　still　far　away　to　be　realized．　The　time　to　come　is

f．ull　of　di伍culties　to　encounter　and　of　many　problems　to　be　solved．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　　1t　is　true　that　Mr．　Dodge，s皿onetary　contraction　policy　has　been　an　object　of

complaint　of　many　people　in　the　industry．　But　there　is　no　doubt　that　the　policy

was　best　fitted　to．serve　the　purpose　’to　stop　the　galloping　tendency　of　infiation

and　without　this　mighty　measure　prescribed　from　outside，　no　political　poweres

from　within　could　have　been　expected　to　arise　to　overcome　inflation．　But　how

long　should　that　policy　be　continued　to　be　enforced？　Should　it　be．　there，　so　long

as　infiation　exists，　or　should　it　be　observed　as　a　principle　of　monetary　poliqy　for

all　time　to　come？　ln　order　to　solve　these　questions，　it　would　be　Of　first　impor－

tance　to　understand　the　conception　of　inflation　clearly　with　unerring　precision．

　　It　is　most　common　to　take　inflation　equivalent　to　rising　prices，　caused　by　the

expansion　of　the　quantity　of　money　and　credit．　This　mode　of　thinking　is　based

upon　the　old－fashioned　quantity　theory　of　・money．　The　quantity　theory　of　money

asserts　that　if　the　quantity　of　money　increases，　prices　rise，　and　vice　versa．　The

theory　assumes　any　change　n．either　in　productiQn　nor　in　circu正ation，　of　commodities，

except　the　purchasing　power　meant　for　direct　consumption．　Therefore，　under　this

concept．ion　of　inflation，　we　can　not　discriminate　rising　prices，　caused　by　pro－

sperity　and　by　inflation．　Nor　can　we　discriminate　rising　prices，　caused　by　increase

of　value　on　the　sjde　of　commodities　while　the　value　of　money　remain　unchanged，

and　caused　by　the　decrease　of　value　on　the　side　of　money　while　the　value　of

commodities　remain　unchanged　．

　　If　the　quantity　theory　of　money　proves　to　be　true，　tbe　contraction　policy　of

money　and・　credit　should　at　all　times　and　places　hold　per　excellence，　as　there

might　always・　be　fears　of　inflation　to　run．　But　thi’b’　cannot　be　true．　The　quantity　of

money，　there　’thought　of，　is　rightly　the　volume　of　purchasing　power　to　be　realized

by　the　fi　ows　of　money　incl’uding　credit　circulation．　and　’it　is　clear　that　the　flQW
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of　money　realized　to　be　the　purchasing　power　for　consumption　goods　is　only

one　of　flows　and　furthermore　does　not　exhaust　jts　capacjty　at　once：　Some　fiows

are　destined　to　purchase　the　elements　of　production．　and　there，　increasing　em－

ployments，　bring　forth　prodllcts，　whether丘nished　or　unfinished，　and　so皿e　others

destjned　to　purchase　the　goods　and　services　already　produced，　in　order　to　resell

them　to　other　enterprises．　ln　shott，　majority　of　flows　of　money　and　credit　signify

the　formation　and　circulation　of　capital，　which　cannot　be　measured　as　a　constant

volume，　but　more　．or　less　subject　to　ebb　and　flow　as　the　capitalistic　economy

evolves　itself．　Not　only　does　all　the　purchasing　power　realized　by　the　fiows　of

money　not　const：’ttute　income．　but　also　the　increase　of　income　does　not　bring　the

correspond／ing　increase　of　consumptive　expenditure．　ln　view　of　the　above　menti－

oned　fact，　it　is　evident　that　we　can　not　say　anything　about　the　movement　of　pgices，

even　in　case　of　mbney　and　credit　expansion，　without　analysing　the　v61u皿e

of　purchasing　power　into　the　three　aforesaid　flows　according　tQ　their　difference

in　nature．　No　wonder，　that　in　the　capitalistic　development　of．　any　country，　the

quantjty　of　money　and　credit　has　been　expanded，　enabling　the　increase　of　produ－

ction　and　cjrculation　of　goods　to　their　farthest’　possjble　extremes．

　　That　is　the　reason　why　the・quantity　theory　of　money　does　not　hold　goods．　But

only　in　time　of　inflation　the　situation　is　fundamentally　different　from　that・　stated

above．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3

　　1f　inflation　i－s　confused　with　prosperity　as　Stated　above，　the’　best　monetary

policy　adequate　either　to　check　inflation　or　to　prQ皿ote　growth　is．im．possible　to

be　establlshed．　Mr．　J．　M．　Keynes　defined　“true　infiation　as　follows：　“When　full

employment　is　reached，　any　attempt　to　increase　tnvestment　still　further　will　set

up　a　tendency　in　money　prices　to　rise　without　limi，t，　irrespective　of　the　marginal

propensity　to　consume；　i．　e．　we　shall　have　reached　a　state　of　・true　inflation．　Up

to　this　point，　however，　rising　prices　will　be　associated’with　an　aggregate　real

income．”　ln　this　way　of　thinking，　’ 奄獅?撃≠狽奄盾氏@comes　only’　after　prosperity　and　it　is

nothing　・but　an　extreme　development　of　properity．　One　example　will　be　enough

to　show，　Why　Mr．　Keynes’　definition　js　misleading．　A　noted　Japanese　economic

reviewβr．　who　attain6d　the　post　of　finance皿inister，　though　for　a　short　time，　later．

denied　the　existence　of　inflation　just　at　the　highest　time　of　inflation，　and　advocated

apparently　stand；ng　upon　Keynes　as　follows　：　“　ls　today’s　economic　condition　to　be

called　prosperity　or　depression　？　The　industrial　world　is　as　quiet　as　a　graveyard，

and　tens　of　thousands　of　unemployed　are　counted．　lf　it　continues　without　any　revi－

val　of　industrial　act．ivity，　the　result　is　only　to　deepen　depression．　Will　the　antagonists

still　assert　inflation　to　be　encouraged　instead？　Can　inflation　be　together　with

depression？　’This　is　a　very　interest／lng　new　problem！　一・・　We　are　in　reality　in　the

g，tate　of　under－employment．　Under－empl　oyment　is　the　s／lgn　of　depression．　The
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question　is　only，　how　to　change　it　to　fu11－employment．　But　this　is　impossible　by

contraQtion　policy．　This　js　my　assertion”

　　The　advocate　was　entirely　misled　about　the　matter，　by　taking　infiation　simply

for　prosperity．　．　We　cannot　get　a　correct　picture　of　inflation　without　analysing

the　forms　and　constructipn　of　production　itself．　As　is　well　known，　the　capacity

of　production　is　utilized　to　the　utmost　during　the　war　of　Totalkrieg　of　today．　The

state　of　full－employment　is　easily　att　ained　in　order　to　bring　up　the　military　powers

to　the　highest　possible　level．　Huge　consumption　in　the　front　continues．　The　more

the　production　of　war　materjals　increases，　the　more　the　production　of　goods　for

civilians　must　be　cut　down．　Thqs　as　time　goes　on，　the　form　and　construction　of

production　is　forced　to　change，　and　taking　aside　the　production　of　goods　necessary

to　carry　out　war，　the　re－producing　structure　of　that　economy　becomes　necessarily

smaller，　although　the　national　income　expressed　by　monetary　unit　increases　in

amount，　as　it　comes　out　from　both　branchs　of　production　irrespective　military　or

civil．　Though　the　balance　of　money　economy　thus　be　lost，　so　long　as　the　money

income　continues　to　be　accumulated　as　saving，　can　inflation　be　latent．　No　wonder，

that　it　bursts　out　in　apparent　form　especially　in　countries　where　war　is　lost．

　　S耳ch　being　the　case，　full－e皿ployment　needs　by　no　means，　be　prerequisite　for

causing　inflation．　The　cause　of　inflation　is　thus　formed　by　war　and　nothing　else，

and　it　does　not　come　to　an　end　when　war　is　over，　but　rather　begins　with　war’s　end．

Because　even　after　the　war，　government　expenditure　by　printing　notes　continues

very　easily　for　many　reasons，　and　under　the　worst　conditions　to　promOte　produ－

ction　both皿aterially　and　s’1）iritually，　to　enlarge　the　structure　of　production　once

curtailed　is　hopeless．　ln　time　of　incessant　price　ris’i’ngt　the　goods，　if　produced，　do　not

appear　on　market．　The　funds　supplied　from　banks　to　be　invested　works　only　for

speculation　in　commerce　but　not　for　production．　That　is　the　reason　why　Mr．

Dodges’　contraction　policy　was　right　to　bring　the　matrers　to　order．

　　But　it　goes　without　saying，　that　if　the　economic　conditions　change，　the　monetary

measures　wi11　have　to　change　accordingly．　Once　production　tends　to　increase

and　the　structure　of　production　expands，　the　economy，　brought　on　its　train，　begins

to　run　its　regular　course．　lnflation　itself，　though　completely　different　in　its　price

movement，　is　similar　to　depression　in　having　shrinking　structure　of　production

in　common．　As　’ 垂窒盾р浮モ狽鰍盾氏@increases．　inflation　terminates　and　is　turned　into

prosperity．　But　it　does　not　last　long，　but　breaks　down　by　itself　sooner　or　later

to　turn　into　depression．　jnflation，　on　the　contrary，　never　ceases　by　itself　and　has

in　its　nature　to　perpetuate　itself　to　the　end．　ln　time　oE　stagnation，　therefore　the

policy　to　increase　effective　demand　will　necessarily　be　taken　into　consideration．

Here　the　word　jnflation　and　inflation　policy　needs　to　be　discriminated．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4

　　Therq　lie　for　the　Japanese　economy　many　problems　to　be　confronted，　wh　ch
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have　been　brought　about　directly　or　indirectly　by　inflation．　Of　which　the　most

important　are　：

　　（1）　Japanese　economy，　under　the　necessity　of　exporting　considerable　part　of

its　home　products　to　import　raw　rnaterials　and　fcxxlstuff，　depends　highly　upon

foreign　trade．　But　foreign　trade　especially　export　ca1皿ot　be　expected　to　go　on

vvithout　fluctuation．　lf　it　becomes　．stack．　prices　are　pressed　down　by　increased

stockpiling，　and　if　brisk．　prices　jamp　up．　ln　order　to　keep　the　market　as　stable

as　possible，　banking　policy　must　be　elastic　and　in　some　cases　the　government

expenditure　will　be　necessitated　to　increase　effective　demand　at　home，　though　not

without　limit．　Still　these　can　not　be　compatible　with　anti－infiation　policy．

　　（2）　ln　oder　to　promote　export，　cost　of　production　must　be　reduced　by　ratio－

nalization．　How　can　the　necessary　fund　therefor　be　supplied？　lf　new　fund

be　created　the　result　・may　raise　prices　instead　of　lowering　them．　Utilizatjon

of　mountain　streams　to　found　electricity　generating　plant，　excavation．　of　new

v．ertical　tunnel　in　the　old　coal　mines　and　others　are　set　on　foot　and　the　necessary

big　fund　therefor　by　being　financed　partly　by　government　investment　fund，

with　the　aim　to　cheapen　the　cost　of　electricity，　coal，　etc．，　so　that　the　prices　of

commodibies　in　general　may　be　cut　down．　But　it　is　feared，　on　the　other　hand，

that　upon　their　accomplishnent，　prices　of　electriciy．　coal　’ ≠獅п@all　others　may

rise　on　the　contrary，　because　o正the　amount　of　capital　of．enterprise　by　new

borrowing　being　enormously　swollen　up，　the　amount　of　interest　and　amortization

fee　to　be　charged　into　the　cost　of　production　may．　beco血e　astonishingly　great、

Without　elevating　productivity　by　rationalization，　exports　might　not　be　expanded．

but　rationalization　itself　raises　the　cost．　This　is　a　sheer　contradition，　and　thi．　s

concerns　with．　the　problems　of　high　rate　of　interest　and　of　capital　revaluation，

　　（3）　The　present　level　of　interest　in　money　market　is　almost　as　high　as　10

per　cent．　Since　the　days　of　inflatjon，　the　rate　of　interest　has　not・　shown　any

re血arkable　fall．　Its　burden　on　enterprises　is．not　to　be．　disregarded，　and　how　to

lower　it．　is　one　big　problem　．　of　to－day．　High　rate　of　interest　indicabes　low　capital

aocumulation．　This　is　a　matter　of　no　doubt．　But　one　thng　to　be　remarked　is

that　the　present　high　rate　of　profit　has　been　maintained　nominally　by　the　unrea－

sonably　s皿all　size　of　the　capital　of　enterprises．　Dividends．of　profit　for　shareho1－

ders　of　most　firms　range　so　high　as　from　20　to　30％．．　Under　these　circumst；ances，

for　the　corporations　jn　need　of　fund，　borrowing　from　banks　has　been　more　prefe－

rable　than　increasing　their　own　capital，　and　the　present　high　rate　of　interest　is

rather　judged　to　be　comparativel．y　low．　lt　follow’s　then，　that　in　order　that　the

corporations　may　not　lower　．their　rate　of　dividends，　they　must　refrain　from　incre－

asing　their　nominal　amount　of　capital，　and　thus　in　turn　the　unreasonable　high

rate　of　interest　is　maintained．

　　（4）　During　the　time　of　inflation，　prices　of　commodities　rose　over　30Q　tjme＄　of
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pre－war・’level．　But　the　capital’amount　of　corporations’have　been　increased　only

10－20　times　at　most，　and　thereby　high　profit　rates，　high　tax　of　42％，　and　even　high

wages　have　been・made　possible　to　be　realized．’　As　the　result．　amortization　of

capital　has　been　neglected　and　rationalizabion　of　management　retarded．　Besides

the　reasons　already　stated，　we　have　to　mention　that　high　corporation　tax　！　as　been

levied　upon　profit　unjformly，　irrespective　of　its　rate　against　capita1，　and　that

corporations　are　levied　when　capjtal　is　increased　by　revaluation　of　their　assets．

The　reValuation　of　capital　is　not　obligatQry．　After　all，　the　increasing　of　capjtal　by

reva1uation　has　been　rather　checked　than　encouraged　from　the’side　of　taxation．

The皿argin　produced　by　rev「aluing　capita1．assets，　does　not　in　the　natUre　of　things

signify　profit，　but　the　authorjties　concerned　explained　at　the　start　that’　the　reval－

uation　t－ax　had　to　be　levied　on　the　principle　td　distribute　the　burden　of　war

damage　widely　and　fairly．　The　tax　of　6　per　cent　rnihht　not　be　hight’from　this　view

point，　but　for　fitms　always　in　need　of　money　this　is’not　easy’@to　pay　off．’

　　Majorty　of　firms　therefore，　which　had　carried　out　revalution　already，　have　not

transferred　it　yet　to　capital　account　to　increase　it．

　　（5）　Profits　of　firms　in　time　of’infiation，　though　considerable，　are　in　reality

no．minal　and　fictitious．　Though　profits　appear　increased　on　balance’　sheet，　firms

may　have　no　liquid　assets　correspondingly　increased，　even　to　pay　the　profit　tax．

Unbalanced・　big　borrowing　of　firms　from　banks　has　been　thus　formed．　This　is　no

doubt　one　of　i　the　chief　reasons　of　the　socalled　over－lending　of　big　banks，　the　excess

of　lending　（loans　and　discount）　over　deposits．　the　deficits　being　accommodated　by

central　bank．　Thus，　it　is　to　be　remarked　that　the’sound　finanCial　position’of’the

government　has　been　maintained　with　this　sacrifice．

　　（6）　The　burden　of　bank　loan　on　enterprises　is　heavy　and　the　percentage　of

interest　in　the　price　of　commodity　as　a　component　part　of　the’cost　of　productjon

is　high’and　increasing．　The　rate　of　interest　is，　therefore，　eagerly　hoped　to　be

lowered．　Here　is　another　cont．radiction，　however，　for　fhe　monetary　anthority　to

have　to　enforce　the　high　Bank　rate　policy　instead　of　encouraging　to　cheapen　it．

Prohibitive　high　interest　is　still　being　imposed　upon　the　・loans　of　the　Bank　of

Japan　to　ordinary　banks　that　exceeds　the　prescribed　limit．

　　Furthermore，　various　rates　of　interest　as　a・　systeMatic　compound　are　not　in

good　proportion．　Rates　of　interest　on　deposits．　though　gradually　adj’usted，　have

been　rather　cheap　compared　to　those　for　loans．　Though　the　highest　interest・　rate

is　legally　limited，　there　exists　almost　no　difference　in　rates　set　for　loans　of

different　nature．　Again，　no　difference　is　allowed　for　the　’long　term　and　short

termloan，　so皿etimes　for　the　former　even　cheaper　than　for　the　latter　against　the

general　rule．　The　rate　for　national　loans　is　as　cheap　as　5．5％　at　the　latest．　On

the　relation　of　central　bank　rates　and　general　bank　rates　we　have　already　touched．

Thu＄　the　qbmpound　system　of　interests　is，’　so　to　speak，　artificially　maintained，
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and　is　tosing　its　naturai　order．

　　（7）　Japanese　economy　has　been，　and　still　will　have　to　be　warned　against

inflation．　Meanwhile　the　production　has　so　far　increased，　resulting　in　the　growth

of　national　income，　as　was　alread’，y　stated．　Savings　are　doubtless　indespensable

for　the　reconstruction　of　Japanese・　economy．　However，　the　increase　of　national

income　is　accompanied　by　the　increase　of　cosumption．　but　of　less　degree．　The

capital　wi11　be　accumulated　as　the　result．　But　the　question　of　vital　inportance　is

whether　the　capital　thus　increased　is　formed　of，　and　signify　more　productive

powers，　or　is　formed　only　of　dead　stock　of　commodities　without　markes．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ProfeSSOrげMo吻and　Banking，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobeび伽6痂砂

一　27　一



　　｝　　　　　　　　｝

RESUME

The　Balance　of　Payments　of　the　South

　　　　＆　South　East　Asian　Countries．

ratios　of　merchandise　export　to　the　total　current　receipts　in　various

we　find　the　ratios　are　low　in　the　advanced　countries，　and　high　in　the

nations．　For　example，　in　1938，　these　rations　were　57　e／e　in　the　United

58％　in　France，　70％　in　the　United　Stateg．，　76％　i’n　Japan　（1936），　84％

95％　i’n　lndonesia，　and　98％　in　Thailand．

　　Therefore，　when　the　balance　of　trade　becomes　unfavourable　in

their　balance　of　payment　position　is　deteriorated　correspondingly．

　　Owing　to　the　lack．of　service　industries，　those　countries　have

dependent　on　industrialized　nations，

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　　　　　　．　“　一　　　　　　　　　　　　一s

trade．

　　Balances　of　trade　of　many　countries　in　South　and　South　East　Asia　which　had

shown　surplus　owing　to　the　export　boom　after　the　outbreak　of　the　Korean　War

have，　since　1951，　shown　considerable　deficit　because　of　the　decrease　in　exports　and

increase　in　imports，　tOgether　with　the　unfavourable　changes　in　their　terms　of

trade．　The　balance　of　merchandise　trade　is　usually　the　major　element　in　the

balance　of　payment　of　these　countries．　The　importance　of　the　merchandise　export

in　the　current　transactions　of　these　countries　may　be　illustrated　by　the　high

percentage　of　merchandise　export　income　in　their　total　current　receipts．　ln　the

advanced　countries．　incomes　from　service　industries　＆　foreign　investments　take

up　a　fairly　large　portion　of　their　current　recipts．　ln　the　backward　nations，

however．　incomes　from　such　invisible　trade　are　negligible．　lf　we　compare　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　．　　　　　　　　　一　一　．　　　　一countries，

backward

Kingdom，

in　lndia，

backward　nations，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　boen　largely

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　especially　on　Western　European　nations，　for

hipping，　banking，　insurance　and　other　services　in　connexion　with　the　international

　　　　　　　As　the　industria正iZed　nations　have　lnvested　a　large　amount　of　capital　in　the

South　＆　South－east　Asian　countries，　these　backward　nations　have　to　make　payments

for　dividened　＆　interest．　mainly　to　the　Western　European　countries．　Before　the

war，　in　cotmtries　like　lndia　and　lndon．　esia，．　these　dividend　and　interest　payments

were　about　equal　to　the　export　surplus．　ln　most　of　the　then　non－self－governing

territories　of　the　region，　the　amounts　paid　annually　for　receiving　service　and

foreign　investments　before　the　war　were　about　one　tentli　of　the　national　income．

However，　as　the　result　of　the　war－time　destruction，　the　liquidation　of　foreign

investment，　（including　nationalization　and　transfer　of　foreign　properties　to　the

nationals），　the　decline　of　the　colonial　system．　tlie　rise　of　economic　nationalism，

and　in　some　countries，　civil　disturbances，　the　investment　of　Weatern　European

countries　have　declined　sharply．　With　the　decrease　in　foreign　debts，　the　region’s

outward　payments　of　interests　and　dividends　（as　well　as　amortization）　have　been

correspondingly　reduced．　During　1950，　however，　payments　for　invertment　income
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as　wetl　as　for　transportation　＆　insurance　showed　a　remarkable　increase　in　c6fi－

nexion　with　the　export　boom．

　　For　centuries，　private　investment　played　an　important　part　in　the　economic

develop皿ent　of　this　region，　but　in　the　postwar　years，　it　has　declined　to　a　relatively

small　amount．　Moreover，　because　of　the　unstable　political　and　economic　conditi－

ons．　there　have　been　frequent　flights，　not　only　of　foreign　capital，　but　also，　in　some

instances，　of　doエnestic　capita1．　Owing　to　the　frequent　capital　flight　and　to　the

preference　for　investing　surplus　funds　in　foreign　securities，　there　has　been　a　ten－

dency　towards　an　increasing　net　ouflow　of　private　capital　in　postwar　years．　This

trend　was　arrested　or　reversed，　at　least　temporarily，　in　1951，　but　the　under1ying

t・endency　to　capital　flight　still　exists．

　　According　to　the　study　of　Mr．　Boggs，　the　balance　of　payment　structure’of

backward　nations，　should　have　in　norエnal　conditions　surplus　in　the　capital　account．

This　means，　they　should　have　net　inflow　of　foreign　capital　necessary　for　their

economic　growth．　Many　of　these　Asi’an　countries，　however，　have　deficjts　jn　the

capital　account．　Even　if　a　few　of　them　have　surplus，　the　amount　is　very　small．

In　order　to　ach．ieve　their　economic　develoment　programmes　these　Asian　nations

should　import　a　large　amount　of　capital　from　foreign　countries．　Since　the　inflow

of　private　cap／ltal　is，　at　present，　inadequate，　the　econom．ic　development　of　these

nations　shoul．d　ma’inly　be　fmanced　by　t’he　gov・ernmental　or　international　sources．

In　post－war　years，　grants　and　credj’ts　of　the　United　States，　and　loans　from　the

International　Bank　for　Reconstruction　and　DevelopmeAt　played　an　important

role．　These　loans，　are　not　sufficient　for　the　attai皿1ent　of　their　economic　deve－

10pment　progra皿mes，　but　this　mode　of　financing　is　likely　to　contimle　in．　the

near　future　as　long　as　the　present　international　econoエnic　conditions　relna：in　un－

changed．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fukuo　Kawata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Assistant　Professor　of　lnternational　Economics，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kob6　乙τπ∫Z尼7S躍夕．

Foreign　Trade　and　lndustrial　Structure　of　Thailand

　　　　　　　　mainly　regarding　to　the　agricultural，

　　　　　　　　　　　　　　　　forest　and　pastoral　products

　　The　industrial　structure　of　Thailand　bears　a　strong　resemblanc・e　to　that　of

Indo－China．　ln　both　countries，　their　most　predominant　industry　ls　agriculture；

its　cheif　product　being　rice；　the　forest　industry　stands　ln　the　second　place；　and

the　mining　industry，　particularly　tin　mining，　in　the　thlrd．　That　fishery　is　the
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important　means　of　earning　livelihood　for　the　people　at　the　sea－coast　area　is　also

the　same　in　both　countries．

　　In　Thailand，　88．65％　of　the　employed　persons　（6，823，556）　are　engaged　jn　agri－

c’ulture　and　fishery　according　to　the　1937　census，　most　of　them　are　share－croppers

or　Job－employees．

　　So，　the　main　exports　are　of　agri，　cultural　products．　The　exports　of　the　agricul－

tural，　forest　and　pastoral　products　accounted　for　about　80％　of　the　total　exports，

and　the　reエnaining　valueエnay　be　safely　said　that　it　consists　of　six　products；tin

ore，　precious　stones，　fish　and　silk　fablics　dyed　with　rnakleua　seeds．　Converse　are

the　condi’tions　of　the　imports．　The　imports　of　agricultural　products　are　only

about　20％，　of　which　most　part　is　foodstuffs．　Other　items　than　agricultural　take

up　some　80％，　of　which　textiles　occupy　the　first　rank，　metal　manufatures　and

machineries　the　second，　and　fuel　oil　the　thlrd．

　　The　countries，　to　which　exports　are　made，　and　whence　imports　are　effected，

are　remarkably　partial．　ln　1940，　80．1％　of　the，　exports　and　53．4％　of　imports　were

made　in　the　Asiatic　area，　of　which　Singapore　accounted　for　59．3％　（exp．）　and

18％　（imp．），　and　Hongkong　for　11．1％　and　10．7％　respectively．

　　Among　the　agricultural，　forest　and　pastoral　products　exported，　the　edible　pro－

ductee’　accounted　for　the　predominapt　part．　ln　1939－40，　the　edible　products　expor－

ted　were　116．7　million　bahts．　Export　of　rice　accounted　for　113　millicn　bahts　or

53％　of　total　’exports　in　1939－40．　Those　of　rubber　amounted　to　30　million　bahts

or　14％　of　the　total．　Excepting　rice，　rubber，　teak　（7．8　million　bahts）　and　stjcklac

（1．8　million　bahts），　any　one　item　of　other　exports　d　id　not　show　up　more　than　1

million　bahts．

　　Yearly　average　crop　of　rice　was　represented　to　be　3．3　mMion　tons　．in　1934－38，

whil・e　it　was　3．8　million　tons　in　1929－33．　The　average　yield　of　rice　per　1　hectare

of　acreage　under　rice　was　13．04　quintals　in　1934一一3＆　and　14．52　quintals　for　1929・一

33；　that　is，　in　Thailand　the　law　of　diminishing　returns　has　already　started　in　the

rice　crops　一　a　peak　of　crop　was　seen　in　1926一一27，　with　18．04　quintals　per　1　hectare．

The　recent　rice　yield　per　acreag・e　in　Thailand，　non－the－less，　is　not　much　smaller

as　compared　with　the　other　countries　in　Asja；　that　is，　over　12．0　quintals　in　lndo－

Ch；na　and　less　tl　an　16．0　quintals　in　Burma．

　　Total　yield　of　rice　for　1938－39　in　each　of　the　rice－producing　countries　in　Asia

is　shown　in　the　following　table：　一

China

Japan

Burma

Indo－China

Indonesia

Korea

48．0

12．2

8．2

7．1

6．1

4．5

million

　　11

　　11

　　11

　　1！

　　17
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　　　　　　Thaitand　3．4　jl　pt
Though　absolute　volume　of　rice　productlon　was　not　so　large　as　compared　with

other　six　countries，　Tailand　was　able　to　export　a　large　quantity　of　rice，　because

of　her　comparatively　s皿all　pOpulation．　The　annual　export　of　rice　from　Thailand

was　18．9　million　quintals　in　1939－40，　of　which　71．3％　was　for　the　east　Asiatic

countries，’　7．3％　to　lndia　and　west　Asia，　5．3％　to　the　American　countries　and

13．8％　to　the　European　countries．

　　The　plantation　of　rubber　in　Thailand　was　started　in　1908　and　its　production

has　been　increasin．p．　year　a£ter　year．　ln　1939，　the　production　of　rubber　was　53，584

tons，　the　export　was　363，332　tons　（27．2　million　bahts）．　Most　part　of　the　product

was　exported　to　Penang’and　S：，ngapore，　Whence　re－exported　to　Europe　and　Asia．

　　Teak　is　a　staple　product　of　the　third　importance　in　the　agricultural，　forest　and

pastoral　industries．　lts　production　as　lumber　was　162，276　cubic　metres，　and

8＆796　cubic　metres　was　exported　to　the　whole　world　（7．8　million　bahts）　in　1939一一

40．　Though　in　money　value，　teak　export　is　incomparably　small　against　those　of

rice　and　rubber，　this　product　is　the　special’tty　of　Thailand　and　makes　the　country

the　monopolistic　supplier　of　the　world－wide　demand．

　　As　is　stated，　Thalland’s　industries　ar’e　rather　meagre　as　compared　with　other

countries　in　Asia　and　it　contributes　little　ln　volume　to　the　international　econpmy，

except　her　rice，　tin，　rubber　and　teak．　lnternational　economic　position　of　Thailand

does　not　consist　in　its　volume，　but　in　its　specialities．　Her　special　products　that

appear　in　the　markets　of　international　trade　are，　for　example，エnangrove，　carda－

mons，　betelnut，　damar，　gainboge，　gum　benjamin，　ivory，　yang　oil，　sticklac，　teak，

makleua　etc．　；　all　of　which　have　been　wanted　and　highly　appreciated　in　the　civilized

nations　as　colonial　rarities　from　old　time．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ginjiro　Shibata

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　and　Director　of　the

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Research　lnstitute　for　EconomicS

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　Busi’ness　Administration，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　Universily．

On　the　Statistical　Analysis　of　the　Japanese　Cotton　lndustry

　　We　will　consider　the　Japanese　Cotton　lndustry　from　the　following　six　view

points，　mainly　based　on　statistical　analysis．

　　（1）　’From　the　indastrial　structblre．　The　Japanese　economy　has　now　several

urgent　problems：　the　highly　inclined　industrialization　to　heavy　and　chemical

industry，　decline　of　exports，　slow　and　steady　advance　of　defence　production．　The
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∫apanese　authorities　have　ene（）・drage（i　the　progra血血§of　highly　deveioped　indus・

trialization，　whlch　results　jn　the　concessl’on　of　the　leading　r61e　of　the　cotton　industry

as　an　export　industry　to　the　heavy　and　chemical　industry．　ln　spite　of　the　deve－

lopment　of　industrialization　of　under－develope．d　countries　and　our　defence　production，

it　would　be　a　great　loss　to　Japanese　economy　to　sacrifice　the　benefit　of　principal

export．　We　feel　uneasy　about　the　possibility　of　export　increase　of　Japanese　iron

prod’ucts，　whose　international　comparative　costs　are　very　high　and　whose　quality

is　rather　of　second－class．

　　（2）From　theノ碗∫gκtrade．　We　presented　a　paper，‘Causes　of　Decline　in　the

World’s　Cotton　Textile　Trade　”　（Institute　for　Economic　Research　of　Toyo　Spinning

Co．，　Ltd．，　Osaka，　Oct．，　1952）　to　the　lnternational　Conference　of　Cotton　lndustry　in

London　’≠獅п@Baxton．　’It　stressed　that　the　principal　causes　of　decline　of　the　world’s

cotton　textile　trade　are　primarily　the　decrease　of　national　income　in　under－deve－

loped　count・ri’es　and　secondarily　the　relative　increase　of　cotton　fabric　price，　inspite

of　general　judgeエnent　of　the　industlialization　of　underdeveloped　countries．　The

paper　won　a　high　international　estimation．

　　（3）　From　the　effective　demand．　The　Japanese　cotton　industry　has　both　domestic

and　foreign　demands．　But　the　cotton　industry　will　come　to　compete　with　the

rayon　industry　in　both　markets　．in　the　future．

　　（4）　From　the　Price　system．　The　leadership　of　the　Japanese　post－war　price

system　falls　in　the　hand　of　cotton　fabric　export　price，　whereas　the　rice　price　led

the　Japanese　pre－war　price　system．

　　（5）　From　the　labor　problem．　VVTe　applied　the　Douglas’　production　function　to

Japanese　cotton　industry．　We　presented　a　manuscript　to　Senator　Paul　H．　Douglas

through　Prof．　M：　Bronfenbrenner　of　Wisconsin　University．　We　developed　a　new

mathematical　formulae，　which　is　useful　for　the　case　of　gross　national　product，

but　not　for　net　national　product．　The　numerical　results　are　suitable　to　the　reality

of　pre－war　Japanese　cotton　industry．

　　（6）　From　the　business　managenzent．　The　problem　of　concentration　and　integ－

ration　will　be　a　future　topic　in　the　Japanese　cotton　industry　as　before．　Technical

rationalization，　e．9．，・the　adoption　of　super－high－draft　and　large　baggage　systeエn，

and　labor　management　will　be　put　foreward．　The　market　configration　of　olygopol

system　will　be　constituted　as　in　American　rayon　industry．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Hゴ4認〃01emoto

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Professor　of　Econemetrics，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Kobe　University
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